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The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal
and also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of
aiōnios. Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal.
Translating aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek
word for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However,
Hell is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is
the abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as
Hell. Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the
Valley of Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a
prison for demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for
the Beast and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the
King James Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World
English Bible zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41
explains that these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to
review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Please understand these eleven words. The original translation is unaltered and a
highlighted note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help
parallel study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most
variant verse numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at
eBible.org, Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian
Bible is copyrighted with creativecommons.org/licenses/by/4.0, allowing 100% freedom
to copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read
at AionianBible.org, with Android, and with TOR network. Why purple? King Jesus’
Word is royal and purple is the color of royalty! All profits are given to CoolCup.org.
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新約聖書



そのとき、イエスはこう言われた。「父よ。彼らをお赦しください。

彼らは、何をしているのか自分でわからないのです。」

彼らは、くじを引いて、イエスの着物を分けた。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子孫、ダビデの子孫、
イエス・キリストの系図。 2アブラ

ハムにイサクが生まれ、イサクにヤコ

ブが生まれ、ヤコブにユダとその兄弟

たちが生まれ、 3ユダに、タマルによ

ってパレスとザラが生まれ、パレスに

エスロンが生まれ、エスロンにアラム

が生まれ、 4アラムにアミナダブが生

まれ、アミナダブにナアソンが生まれ

、ナアソンにサルモンが生まれ、 5サ

ルモンに、ラハブによってボアズが生

まれ、ボアズに、ルツによってオベデ

が生まれ、オベデにエッサイが生まれ

、 6エッサイにダビデ王が生まれた。

ダビデに、ウリヤの妻によってソロモ

ンが生まれ、 7ソロモンにレハベアム

が生まれ、レハベアムにアビヤが生ま

れ、アビヤにアサが生まれ、 8アサに

ヨサパテが生まれ、ヨサパテにヨラム

が生まれ、ヨラムにウジヤが生まれ、

9ウジヤにヨタムが生まれ、ヨタムに

アハズが生まれ、アハズにヒゼキヤが

生まれ、 10ヒゼキヤにマナセが生ま

れ、マナセにアモンが生まれ、アモン

にヨシヤが生まれ、 11ヨシヤに、バ

ビロン移住のころエコニヤとその兄弟

たちが生まれた。 12バビロン移住の

後、エコニヤにサラテルが生まれ、サ

ラテルにゾロバベルが生まれ、 13ゾ

ロバベルにアビウデが生まれ、アビウ

デにエリヤキムが生まれ、エリヤキム

にアゾルが生まれ、 14アゾルにサド

クが生まれ、サドクにアキムが生まれ

、アキムにエリウデが生まれ、 15エ

リウデにエレアザルが生まれ、エレア

ザルにマタンが生まれ、マタンにヤコ

ブが生まれ、 16ヤコブにマリヤの夫

ヨセフが生まれた。キリストと呼ばれ

るイエスはこのマリヤからお生まれに

なった。 17それで、アブラハムから

ダビデまでの代が全部で十四代、ダビ

デからバビロン移住までが十四代、バ

ビロン移住からキリストまでが十四代

になる。 18イエス・キリストの誕生

は次のようであった。その母マリヤは

ヨセフの妻と決まっていたが、ふたり

がまだいっしょにならないうちに、聖

霊によって身重になったことがわかっ

た。 19夫のヨセフは正しい人であっ

て、彼女をさらし者にはしたくなかっ

たので、内密に去らせようと決めた。

20彼がこのことを思い巡らしていたと

き、主の使いが夢に現われて言った。

「ダビデの子ヨセフ。恐れないであな

たの妻マリヤを迎えなさい。その胎に

宿っているものは聖霊によるのです。

21マリヤは男の子を産みます。その名

をイエスとつけなさい。この方こそ、

ご自分の民をその罪から救ってくださ

る方です。」 22このすべての出来事

は、主が預言者を通して言われた事が

成就するためであった。 23「見よ、

処女がみごもっている。そして男の子

を産む。その名はインマヌエルと呼ば

れる。」（訳すと、神は私たちととも

におられる、という意味である。） 24

ヨセフは眠りからさめ、主の使いに命

じられたとおりにして、その妻を迎え

入れ、 25そして、子どもが生まれる

まで彼女を知ることがなく、その子ど

もの名をイエスとつけた。

2イエスが、ヘロデ王の時代に、ユダ
ヤのベツレヘムでお生まれになった

とき、見よ、東方の博士たちがエルサ

レムにやって来て、こう言った。 2「
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ユダヤ人の王としてお生まれになった

方はどこにおいでになりますか。私た

ちは、東のほうでその方の星を見たの

で、拝みにまいりました。」 3それを

聞いて、ヘロデ王は恐れ惑った。エル

サレム中の人も王と同様であった。 4

そこで、王は、民の祭司長たち、学者

たちをみな集めて、キリストはどこで

生まれるのかと問いただした。 5彼ら

は王に言った。「ユダヤのベツレヘム

です。預言者によってこう書かれてい

るからです。 6『ユダの地、ベツレヘ

ム。あなたはユダを治める者たちの中

で、決して一番小さくはない。わた

しの民イスラエルを治める支配者が、

あなたから出るのだから。』」 7そこ

で、ヘロデはひそかに博士たちを呼ん

で、彼らから星の出現の時間を突き止

めた。 8そして、こう言って彼らをベ

ツレヘムに送った。「行って幼子のこ

とを詳しく調べ、わかったら知らせて

もらいたい。私も行って拝むから。」

9彼らは王の言ったことを聞いて出か

けた。すると、見よ、東方で見た星が

彼らを先導し、ついに幼子のおられる

所まで進んで行き、その上にとどまっ

た。 10その星を見て、彼らはこの上

もなく喜んだ。 11そしてその家には

いって、母マリヤとともにおられる幼

子を見、ひれ伏して拝んだ。そして、

宝の箱をあけて、黄金、乳香、没薬を

贈り物としてささげた。 12それから

、夢でヘロデのところへ戻るなという

戒めを受けたので、別の道から自分の

国へ帰って行った。 13彼らが帰って

行ったとき、見よ、主の使いが夢でヨ

セフに現われて言った。「立って、幼

子とその母を連れ、エジプトへ逃げな

さい。そして、私が知らせるまで、そ

こにいなさい。ヘロデがこの幼子を捜

し出して殺そうとしています。」 14

そこで、ヨセフは立って、夜のうちに

幼子とその母を連れてエジプトに立ち

のき、 15ヘロデが死ぬまでそこにい

た。これは、主が預言者を通して、「

わたしはエジプトから、わたしの子を

呼び出した。」と言われた事が成就す

るためであった。 16その後、ヘロデ

は、博士たちにだまされたことがわか

ると、非常におこって、人をやって、

ベツレヘムとその近辺の二歳以下の男

の子をひとり残らず殺させた。その年

令は博士たちから突き止めておいた時

間から割り出したのである。 17その

とき、預言者エレミヤを通して言われ

た事が成就した。 18「ラマで声がす

る。泣き、そして嘆き叫ぶ声。ラケ

ルがその子らのために泣いている。ラ

ケルは慰められることを拒んだ。子ら

がもういないからだ。」 19ヘロデが

死ぬと、見よ、主の使いが、夢でエジ

プトにいるヨセフに現われて、言った

。 20「立って、幼子とその母を連れ

て、イスラエルの地に行きなさい。幼

子のいのちをつけねらっていた人たち

は死にました。」 21そこで、彼は立

って、幼子とその母を連れて、イスラ

エルの地にはいった。 22しかし、ア

ケラオが父ヘロデに代わってユダヤを

治めていると聞いたので、そこに行っ

てとどまることを恐れた。そして、夢

で戒めを受けたので、ガリラヤ地方に

立ちのいた。 23そして、ナザレとい

う町に行って住んだ。これは預言者た

ちを通して「この方はナザレ人と呼ば
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れる。」と言われた事が成就するため

であった。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現
われ、ユダヤの荒野で教えを宣べて

、言った。 2「悔い改めなさい。天の

御国が近づいたから。」 3この人は預

言者イザヤによって、「荒野で叫ぶ者

の声がする。『主の道を用意し、主の

通られる道をまっすぐにせよ。』」と

言われたその人である。 4このヨハネ

は、らくだの毛の着物を着、腰には皮

の帯を締め、その食べ物はいなごと野

蜜であった。 5さて、エルサレム、ユ

ダヤ全土、ヨルダン川沿いの全地域の

人々がヨハネのところへ出て行き、 6

自分の罪を告白して、ヨルダン川で彼

からバプテスマを受けた。 7しかし、

パリサイ人やサドカイ人が大ぜいバプ

テスマを受けに来るのを見たとき、ヨ

ハネは彼らに言った。「まむしのすえ

たち。だれが必ず来る御怒りをのがれ

るように教えたのか。 8それなら、悔

い改めにふさわしい実を結びなさい。

9『われわれの先祖はアブラハムだ。

』と心の中で言うような考えではいけ

ません。あなたがたに言っておくが、

神は、この石ころからでも、アブラハ

ムの子孫を起こすことがおできになる

のです。 10斧もすでに木の根元に置

かれています。だから、良い実を結ば

ない木は、みな切り倒されて、火に投

げ込まれます。 11私は、あなたがた

が悔い改めるために、水のバプテスマ

を授けていますが、私のあとから来ら

れる方は、私よりもさらに力のある方

です。私はその方のはきものを脱がせ

てあげる値うちもありません。その方

は、あなたがたに聖霊と火とのバプテ

スマをお授けになります。 12手に箕

を持っておられ、ご自分の脱穀場をす

みずみまできよめられます。麦を倉に

納め、殻を消えない火で焼き尽くされ

ます。」 13さて、イエスは、ヨハネ

からバプテスマを受けるために、ガリ

ラヤからヨルダンにお着きになり、ヨ

ハネのところに来られた。 14しかし

、ヨハネはイエスにそうさせまいとし

て、言った。「私こそ、あなたからバ

プテスマを受けるはずですのに、あな

たが、私のところにおいでになるので

すか。」 15ところが、イエスは答え

て言われた。「今はそうさせてもらい

たい。このようにして、すべての正し

いことを実行するのは、わたしたちに

ふさわしいのです。」そこで、ヨハネ

は承知した。 16こうして、イエスは

バプテスマを受けて、すぐに水から上

がられた。すると、天が開け、神の御

霊が鳩のように下って、自分の上に来

られるのをご覧になった。 17また、

天からこう告げる声が聞こえた。「こ

れは、わたしの愛する子、わたしはこ

れを喜ぶ。」

4さて、イエスは、悪魔の試みを受け
るため、御霊に導かれて荒野に上っ

て行かれた。 2そして、四十日四十夜

断食したあとで、空腹を覚えられた。

3すると、試みる者が近づいて来て言

った。「あなたが神の子なら、この石

がパンになるように、命じなさい。」

4イエスは答えて言われた。「『人は

パンだけで生きるのではなく、神の口

から出る一つ一つのことばによる。』

と書いてある。」 5すると、悪魔はイ

エスを聖なる都に連れて行き、神殿の

頂に立たせて、 6言った。「あなたが
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神の子なら、下に身を投げてみなさい

。『神は御使いたちに命じて、その手

にあなたをささえさせ、あなたの足が

石に打ち当たることのないようにされ

る。』と書いてありますから。」 7イ

エスは言われた。「『あなたの神であ

る主を試みてはならない。』とも書い

てある。」 8今度は悪魔は、イエスを

非常に高い山に連れて行き、この世の

すべての国々とその栄華を見せて、 9

言った。「もしひれ伏して私を拝むな

ら、これを全部あなたに差し上げまし

ょう。」 10イエスは言われた。「引

き下がれ、サタン。『あなたの神であ

る主を拝み、主にだけ仕えよ。』と書

いてある。」 11すると悪魔はイエス

を離れて行き、見よ、御使いたちが近

づいて来て仕えた。 12ヨハネが捕え

られたと聞いてイエスは、ガリラヤへ

立ちのかれた。 13そしてナザレを去

って、カペナウムに来て住まわれた。

ゼブルンとナフタリとの境にある、湖

のほとりの町である。 14これは、預

言者イザヤを通して言われた事が、成

就するためであった。すなわち、 15

「ゼブルンの地とナフタリの地、湖に

向かう道、ヨルダンの向こう岸、異邦

人のガリラヤ。 16暗やみの中にすわ

っていた民は偉大な光を見、死の地と

死の陰にすわっていた人々に、光が上

った。」 17この時から、イエスは宣

教を開始して、言われた。「悔い改め

なさい。天の御国が近づいたから。」

18イエスがガリラヤ湖のほとりを歩い

ておられたとき、ふたりの兄弟、ペテ

ロと呼ばれるシモンとその兄弟アンデ

レをご覧になった。彼らは湖で網を打

っていた。漁師だったからである。 19

イエスは彼らに言われた。「わたしに

ついて来なさい。あなたがたを、人間

をとる漁師にしてあげよう。」 20彼

らはすぐに網を捨てて従った。 21そ

こからなお行かれると、イエスは、別

のふたりの兄弟、ゼベダイの子ヤコブ

とその兄弟ヨハネが、父ゼベダイとい

っしょに舟の中で網を繕っているのを

ご覧になり、ふたりをお呼びになった

。 22彼らはすぐに舟も父も残してイ

エスに従った。 23イエスはガリラヤ

全土を巡って、会堂で教え、御国の福

音を宣べ伝え、民の中のあらゆる病気

、あらゆるわずらいを直された。 24

イエスのうわさはシリヤ全体に広まっ

た。それで、人々は、さまざまの病気

と痛みに苦しむ病人、悪霊につかれた

人、てんかん持ちや、中風の者などを

みな、みもとに連れて来た。イエスは

彼らをお直しになった。 25こうして

ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、

ユダヤおよびヨルダンの向こう岸から

大ぜいの群衆がイエスにつき従った。

5この群衆を見て、イエスは山に登り
、おすわりになると、弟子たちがみ

もとに来た。 2そこで、イエスは口を

開き、彼らに教えて、言われた。 3「

心の貧しい者は幸いです。天の御国は

その人のものだからです。 4悲しむ者

は幸いです。その人は慰められるから

です。 5柔和な者は幸いです。その人

は地を相続するからです。 6義に飢え

渇いている者は幸いです。その人は満

ち足りるからです。 7あわれみ深い者

は幸いです。その人はあわれみを受け

るからです。 8心のきよい者は幸いで

す。その人は神を見るからです。 9平

和をつくる者は幸いです。その人は神
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の子どもと呼ばれるからです。 10義

のために迫害されている者は幸いです

。天の御国はその人のものだからです

。 11わたしのために、ののしられた

り、迫害されたり、また、ありもしな

いことで悪口雑言を言われたりすると

き、あなたがたは幸いです。 12喜び

なさい。喜びおどりなさい。天におい

てあなたがたの報いは大きいのだから

。あなたがたより前に来た預言者たち

も、そのように迫害されました。 13

あなたがたは、地の塩です。もし塩が

塩けをなくしたら、何によって塩けを

つけるのでしょう。もう何の役にも立

たず、外に捨てられて、人々に踏みつ

けられるだけです。 14あなたがたは

、世界の光です。山の上にある町は隠

れる事ができません。 15また、あか

りをつけて、それを枡の下に置く者は

ありません。燭台の上に置きます。そ

うすれば、家にいる人々全部を照らし

ます。 16このように、あなたがたの

光を人々の前で輝かせ、人々があなた

がたの良い行ないを見て、天におられ

るあなたがたの父をあがめるようにし

なさい。 17わたしが来たのは律法や

預言者を廃棄するためだと思ってはな

りません。廃棄するためにではなく、

成就するために来たのです。 18まこ

とに、あなたがたに告げます。天地が

滅びうせない限り、律法の中の一点一

画でも決してすたれることはありませ

ん。全部が成就されます。 19だから

、戒めのうち最も小さいものの一つで

も、これを破ったり、また破るように

人に教えたりする者は、天の御国で、

最も小さい者と呼ばれます。しかし、

それを守り、また守るように教える者

は、天の御国で、偉大な者と呼ばれま

す。 20まことに、あなたがたに告げ

ます。もしあなたがたの義が、律法学

者やパリサイ人の義にまさるものでな

いなら、あなたがたは決して天の御国

に、はいれません。 21昔の人々に、

『人を殺してはならない。人を殺す者

はさばきを受けなければならない。』

と言われたのを、あなたがたは聞いて

います。 22しかし、わたしはあなた

がたに言います。兄弟に向かって腹を

立てる者は、だれでもさばきを受けな

ければなりません。兄弟に向かって『

能なし。』と言うような者は、最高議

会に引き渡されます。また、『ばか者

。』と言うような者は燃えるゲヘナに

投げ込まれます。 (Geenna g1067) 23だか

ら、祭壇の上に供え物をささげようと

しているとき、もし兄弟に恨まれてい

ることをそこで思い出したなら、 24

供え物はそこに、祭壇の前に置いたま

まにして、出て行って、まずあなたの

兄弟と仲直りをしなさい。それから、

来て、その供え物をささげなさい。 25

あなたを告訴する者とは、あなたが彼

といっしょに途中にある間に早く仲良

くなりなさい。そうでないと、告訴す

る者は、あなたを裁判官に引き渡し、

裁判官は下役に引き渡して、あなたは

ついに牢に入れられることになります

。 26まことに、あなたに告げます。

あなたは最後の一コドラントを支払う

までは、そこから出ては来られません

。 27『姦淫してはならない。』と言

われたのを、あなたがたは聞いていま

す。 28しかし、わたしはあなたがた

に言います。だれでも情欲をいだいて

女を見る者は、すでに心の中で姦淫を
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犯したのです。 29もし、右の目が、

あなたをつまずかせるなら、えぐり出

して、捨ててしまいなさい。からだの

一部を失っても、からだ全体ゲヘナに

投げ込まれるよりは、よいからです。

(Geenna g1067) 30もし、右の手があなたを

つまずかせるなら、切って、捨ててし

まいなさい。からだの一部を失っても

、からだ全体ゲヘナに落ちるよりは、

よいからです。 (Geenna g1067) 31また『

だれでも、妻を離別する者は、妻に離

婚状を与えよ。』と言われています。

32しかし、わたしはあなたがたに言い

ます。だれであっても、不貞以外の理

由で妻を離別する者は、妻に姦淫を犯

させるのです。また、だれでも、離別

された女と結婚すれば、姦淫を犯すの

です。 33さらにまた、昔の人々に、

『偽りの誓いを立ててはならない。あ

なたの誓ったことを主に果たせ。』と

言われていたのを、あなたがたは聞い

ています。 34しかし、わたしはあな

たがたに言います。決して誓ってはい

けません。すなわち、天をさして誓っ

てはいけません。そこは神の御座だか

らです。 35地をさして誓ってもいけ

ません。そこは神の足台だからです。

エルサレムをさして誓ってもいけませ

ん。そこは偉大な王の都だからです。

36あなたの頭をさして誓ってもいけま

せん。あなたは、一本の髪の毛すら、

白くも黒くもできないからです。 37

だから、あなたがたは、『はい。』は

『はい。』、『いいえ。』は『いいえ

。』とだけ言いなさい。それ以上のこ

とは悪いことです。 38『目には目で

、歯には歯で。』と言われたのを、あ

なたがたは聞いています。 39しかし

、わたしはあなたがたに言います。悪

い者に手向かってはいけません。あな

たの右の頬を打つような者には、左の

頬も向けなさい。 40あなたを告訴し

て下着を取ろうとする者には、上着も

やりなさい。 41あなたに一ミリオン

行けと強いるような者とは、いっしょ

に二ミリオン行きなさい。 42求める

者には与え、借りようとする者は断わ

らないようにしなさい。 43『自分の

隣人を愛し、自分の敵を憎め。』と言

われたのを、あなたがたは聞いていま

す。 44しかし、わたしはあなたがた

に言います。自分の敵を愛し、迫害す

る者のために祈りなさい。 45それで

こそ、天におられるあなたがたの父の

子どもになれるのです。天の父は、悪

い人にも良い人にも太陽を上らせ、正

しい人にも正しくない人にも雨を降ら

せてくださるからです。 46自分を愛

してくれる者を愛したからといって、

何の報いが受けられるでしょう。取税

人でも、同じことをしているではあり

ませんか。 47また、自分の兄弟にだ

けあいさつしたからといって、どれだ

けまさったことをしたのでしょう。異

邦人でも同じことをするではありませ

んか。 48だから、あなたがたは、天

の父が完全なように、完全でありなさ

い。

6人に見せるために人前で善行をしな
いように気をつけなさい。そうでな

いと、天におられるあなたがたの父か

ら、報いが受けられません。 2だから

、施しをするときには、人にほめられ

たくて会堂や通りで施しをする偽善者

たちのように、自分の前でラッパを吹

いてはいけません。まことに、あなた
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がたに告げます。彼らはすでに自分の

報いを受け取っているのです。 3あな

たは、施しをするとき、右の手のして

いることを左の手に知られないように

しなさい。 4あなたの施しが隠れてい

るためです。そうすれば、隠れた所で

見ておられるあなたの父が、あなたに

報いてくださいます。 5また、祈ると

きには、偽善者たちのようであっては

いけません。彼らは、人に見られたく

て会堂や通りの四つ角に立って祈るの

が好きだからです。まことに、あなた

がたに告げます。彼らはすでに自分の

報いを受け取っているのです。 6あな

たは、祈るときには自分の奥まった部

屋にはいりなさい。そして、戸をしめ

て、隠れた所におられるあなたの父に

祈りなさい。そうすれば、隠れた所で

見ておられるあなたの父が、あなたに

報いてくださいます。 7また、祈ると

き、異邦人のように同じことばを、た

だくり返してはいけません。彼らはこ

とば数が多ければ聞かれると思ってい

るのです。 8だから、彼らのまねをし

てはいけません。あなたがたの父なる

神は、あなたがたがお願いする先に、

あなたがたに必要なものを知っておら

れるからです。 9だから、こう祈りな

さい。『天にいます私たちの父よ。

御名があがめられますように。 10御

国が来ますように。みこころが天で行

なわれるように地でも行なわれますよ

うに。 11私たちの日ごとの糧をきょ

うもお与えください。 12私たちの負

いめをお赦しください。私たちも、私

たちに負いめのある人たちを赦しまし

た。 13私たちを試みに会わせないで

、悪からお救いください。』［国と力

と栄えは、とこしえにあなたのものだ

からです。アーメン。］ 14もし人の

罪を赦すなら、あなたがたの天の父も

あなたがたを赦してくださいます。 15

しかし、人を赦さないなら、あなたが

たの父もあなたがたの罪をお赦しにな

りません。 16断食するときには、偽

善者たちのようにやつれた顔つきをし

てはいけません。彼らは、断食してい

ることが人に見えるようにと、その顔

をやつすのです。まことに、あなたが

たに告げます。彼らはすでに自分の報

いを受け取っているのです。 17しか

し、あなたが断食するときには、自分

の頭に油を塗り、顔を洗いなさい。 18

それは、断食していることが、人には

見られないで、隠れた所におられるあ

なたの父に見られるためです。そうす

れば、隠れた所で見ておられるあなた

の父が報いてくださいます。 19自分

の宝を地上にたくわえるのはやめなさ

い。そこでは虫とさびで、きず物にな

り、また盗人が穴をあけて盗みます。

20自分の宝は、天にたくわえなさい。

そこでは、虫もさびもつかず、盗人が

穴をあけて盗むこともありません。 21

あなたの宝のあるところに、あなたの

心もあるからです。 22からだのあか

りは目です。それで、もしあなたの目

が健全なら、あなたの全身が明るいが

、 23もし、目が悪ければ、あなたの

全身が暗いでしょう。それなら、もし

あなたのうちの光が暗ければ、その暗

さはどんなでしょう。 24だれも、ふ

たりの主人に仕えることはできません

。一方を憎んで他方を愛したり、一方

を重んじて他方を軽んじたりするから

です。あなたがたは、神にも仕え、ま
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た富にも仕えるということはできませ

ん。 25だから、わたしはあなたがた

に言います。自分のいのちのことで、

何を食べようか、何を飲もうかと心配

したり、また、からだのことで、何を

着ようかと心配したりしてはいけませ

ん。いのちは食べ物よりたいせつなも

の、からだは着物よりたいせつなもの

ではありませんか。 26空の鳥を見な

さい。種蒔きもせず、刈り入れもせず

、倉に納めることもしません。けれど

も、あなたがたの天の父がこれを養っ

ていてくださるのです。あなたがたは

、鳥よりも、もっとすぐれたものでは

ありませんか。 27あなたがたのうち

だれが、心配したからといって、自分

のいのちを少しでも延ばすことができ

ますか。 28なぜ着物のことで心配す

るのですか。野のゆりがどうして育つ

のか、よくわきまえなさい。働きもせ

ず、紡ぎもしません。 29しかし、わ

たしはあなたがたに言います。栄華を

窮めたソロモンでさえ、このような花

の一つほどにも着飾ってはいませんで

した。 30きょうあっても、あすは炉

に投げ込まれる野の草さえ、神はこれ

ほどに装ってくださるのだから、まし

てあなたがたに、よくしてくださらな

いわけがありましょうか。信仰の薄い

人たち。 31そういうわけだから、何

を食べるか、何を飲むか、何を着るか

、などと言って心配するのはやめなさ

い。 32こういうものはみな、異邦人

が切に求めているものなのです。しか

し、あなたがたの天の父は、それがみ

なあなたがたに必要であることを知っ

ておられます。 33だから、神の国と

その義とをまず第一に求めなさい。そ

うすれば、それに加えて、これらのも

のはすべて与えられます。 34だから

、あすのための心配は無用です。あす

のことはあすが心配します。労苦はそ

の日その日に、十分あります。

7さばいてはいけません。さばかれな
いためです。 2あなたがたがさばく

とおりに、あなたがたもさばかれ、あ

なたがたが量るとおりに、あなたがた

も量られるからです。 3また、なぜあ

なたは、兄弟の目の中のちりに目をつ

けるが、自分の目の中の梁には気がつ

かないのですか。 4兄弟に向かって、

『あなたの目のちりを取らせてくださ

い。』などとどうして言うのですか。

見なさい、自分の目には梁があるでは

ありませんか。 5偽善者たち。まず自

分の目から梁を取りのけなさい。そう

すれば、はっきり見えて、兄弟の目か

らも、ちりを取り除くことができます

。 6聖なるものを犬に与えてはいけま

せん。また豚の前に、真珠を投げては

なりません。それを足で踏みにじり、

向き直ってあなたがたを引き裂くでし

ょうから。 7求めなさい。そうすれば

与えられます。捜しなさい。そうすれ

ば見つかります。たたきなさい。そう

すれば開かれます。 8だれであれ、求

める者は受け、捜す者は見つけ出し、

たたく者には開かれます。 9あなたが

たも、自分の子がパンを下さいと言う

ときに、だれが石を与えるでしょう。

10また、子が魚を下さいと言うのに、

だれが蛇を与えるでしょう。 11して

みると、あなたがたは、悪い者ではあ

っても、自分の子どもには良い物を与

えることを知っているのです。とすれ

ば、なおのこと、天におられるあなた
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がたの父が、どうして、求める者たち

に良いものを下さらないことがありま

しょう。 12それで、何事でも、自分

にしてもらいたいことは、ほかの人に

もそのようにしなさい。これが律法で

あり預言者です。 13狭い門からはい

りなさい。滅びに至る門は大きく、そ

の道は広いからです。そして、そこか

らはいって行く者が多いのです。 14

いのちに至る門は小さく、その道は狭

く、それを見いだす者はまれです。 15

にせ預言者たちに気をつけなさい。彼

らは羊のなりをしてやって来るが、う

ちは貪欲な狼です。 16あなたがたは

、実によって彼らを見分けることがで

きます。ぶどうは、いばらからは取れ

ないし、いちじくは、あざみから取れ

るわけがないでしょう。 17同様に、

良い木はみな良い実を結ぶが、悪い木

は悪い実を結びます。 18良い木が悪

い実をならせることはできないし、ま

た、悪い木が良い実をならせることも

できません。 19良い実を結ばない木

は、みな切り倒されて、火に投げ込ま

れます。 20こういうわけで、あなた

がたは、実によって彼らを見分けるこ

とができるのです。 21わたしに向か

って、『主よ、主よ。』と言う者がみ

な天の御国にはいるのではなく、天に

おられるわたしの父のみこころを行な

う者がはいるのです。 22その日には

、大ぜいの者がわたしに言うでしょう

。『主よ、主よ。私たちはあなたの名

によって預言をし、あなたの名によっ

て悪霊を追い出し、あなたの名によっ

て奇蹟をたくさん行なったではありま

せんか。』 23しかし、その時、わた

しは彼らにこう宣告します。『わたし

はあなたがたを全然知らない。不法を

なす者ども。わたしから離れて行け。

』 24だから、わたしのこれらのこと

ばを聞いてそれを行なう者はみな、岩

の上に自分の家を建てた賢い人に比べ

ることができます。 25雨が降って洪

水が押し寄せ、風が吹いてその家に打

ちつけたが、それでも倒れませんでし

た。岩の上に建てられていたからです

。 26また、わたしのこれらのことば

を聞いてそれを行なわない者はみな、

砂の上に自分の家を建てた愚かな人に

比べることができます。 27雨が降っ

て洪水が押し寄せ、風が吹いてその家

に打ちつけると、倒れてしまいました

。しかもそれはひどい倒れ方でした。

」 28イエスがこれらのことばを語り

終えられると、群衆はその教えに驚い

た。 29というのは、イエスが、律法

学者たちのようにではなく、権威ある

者のように教えられたからである。

8イエスが山から降りて来られると、
多くの群衆がイエスに従った。 2す

ると、ひとりのらい病人がみもとに来

て、ひれ伏して言った。「主よ。お心

一つで、私をきよめることがおできに

なります。」 3イエスは手を伸ばして

、彼にさわり、「わたしの心だ。きよ

くなれ。」と言われた。すると、すぐ

に彼のらい病はきよめられた。 4イエ

スは彼に言われた。「気をつけて、だ

れにも話さないようにしなさい。ただ

、人々へのあかしのために、行って、

自分を祭司に見せなさい。そして、モ

ーセの命じた供え物をささげなさい。

」 5イエスがカペナウムにはいられる

と、ひとりの百人隊長がみもとに来て

、懇願して、 6言った。「主よ。私の
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しもべが中風やみで、家に寝ていて、

ひどく苦しんでおります。」 7イエス

は彼に言われた。「行って、直してあ

げよう。」 8しかし、百人隊長は答え

て言った。「主よ。あなたを私の屋根

の下にお入れする資格は、私にはあり

ません。ただ、おことばをいただかせ

てください。そうすれば、私のしもべ

は直りますから。 9と申しますのは、

私も権威の下にある者ですが、私自身

の下にも兵士たちがいまして、そのひ

とりに『行け。』と言えば行きますし

、別の者に『来い。』と言えば来ます

。また、しもべに『これをせよ。』と

言えば、そのとおりにいたします。」

10イエスは、これを聞いて驚かれ、つ

いて来た人たちにこう言われた。「ま

ことに、あなたがたに告げます。わた

しはイスラエルのうちのだれにも、こ

のような信仰を見たことがありません

。 11あなたがたに言いますが、たく

さんの人が東からも西からも来て、天

の御国で、アブラハム、イサク、ヤコ

ブといっしょに食卓に着きます。 12

しかし、御国の子らは外の暗やみに放

り出され、そこで泣いて歯ぎしりする

のです。」 13それから、イエスは百

人隊長に言われた。「さあ行きなさい

。あなたの信じたとおりになるように

。」すると、ちょうどその時、そのし

もべはいやされた。 14それから、イ

エスは、ペテロの家に来られて、ペテ

ロのしゅうとめが熱病で床に着いてい

るのをご覧になった。 15イエスが手

にさわられると、熱がひき、彼女は起

きてイエスをもてなした。 16夕方に

なると、人々は悪霊につかれた者を大

ぜい、みもとに連れて来た。そこで、

イエスはみことばをもって霊どもを追

い出し、また病気の人々をみなお直し

になった。 17これは、預言者イザヤ

を通して言われた事が成就するためで

あった。「彼が私たちのわずらいを身

に引き受け、私たちの病を背負った。

」 18さて、イエスは群衆が自分の回

りにいるのをご覧になると、向こう岸

に行くための用意をお命じになった。

19そこに、ひとりの律法学者が来てこ

う言った。「先生。私はあなたのおい

でになる所なら、どこにでもついてま

いります。」 20すると、イエスは彼

に言われた。「狐には穴があり、空の

鳥には巣があるが、人の子には枕する

所もありません。」 21また、別のひ

とりの弟子がイエスにこう言った。「

主よ。まず行って、私の父を葬ること

を許してください。」 22ところが、

イエスは彼に言われた。「わたしにつ

いて来なさい。死人たちに彼らの中の

死人たちを葬らせなさい。」 23イエ

スが舟にお乗りになると、弟子たちも

従った。 24すると、見よ、湖に大暴

風が起こって、舟は大波をかぶった。

ところが、イエスは眠っておられた。

25弟子たちはイエスのみもとに来て、

イエスを起こして言った。「主よ。助

けてください。私たちはおぼれそうで

す。」 26イエスは言われた。「なぜ

こわがるのか、信仰の薄い者たちだ。

」それから、起き上がって、風と湖を

しかりつけられると、大なぎになった

。 27人々は驚いてこう言った。「風

や湖までが言うことをきくとは、いっ

たいこの方はどういう方なのだろう。

」 28それから、向こう岸のガダラ人

の地にお着きになると、悪霊につかれ
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た人がふたり墓から出て来て、イエス

に出会った。彼らはひどく狂暴で、だ

れもその道を通れないほどであった。

29すると、見よ、彼らはわめいて言っ

た。「神の子よ。いったい私たちに何

をしようというのです。まだその時で

はないのに、もう私たちを苦しめに来

られたのですか。」 30ところで、そ

こからずっと離れた所に、たくさんの

豚の群れが飼ってあった。 31それで

、悪霊どもはイエスに願ってこう言っ

た。「もし私たちを追い出そうとされ

るのでしたら、どうか豚の群れの中に

やってください。」 32イエスは彼ら

に「行け。」と言われた。すると、彼

らは出て行って豚にはいった。すると

、見よ、その群れ全体がどっとがけか

ら湖へ駆け降りて行って、水におぼれ

て死んだ。 33飼っていた者たちは逃

げ出して町に行き、悪霊につかれた人

たちのことなどを残らず知らせた。 34

すると、見よ、町中の者がイエスに会

いに出て来た。そして、イエスに会う

と、どうかこの地方を立ち去ってくだ

さいと願った。

9イエスは舟に乗って湖を渡り、自分
の町に帰られた。 2すると、人々が

中風の人を床に寝かせたままで、みも

とに運んで来た。イエスは彼らの信仰

を見て、中風の人に、「子よ。しっか

りしなさい。あなたの罪は赦された。

」と言われた。 3すると、律法学者た

ちは、心の中で、「この人は神をけが

している。」と言った。 4イエスは彼

らの心の思いを知って言われた。「な

ぜ、心の中で悪いことを考えているの

か。 5『あなたの罪は赦された。』と

言うのと、『起きて歩け。』と言うの

と、どちらがやさしいか。 6人の子が

地上で罪を赦す権威を持っていること

を、あなたがたに知らせるために。」

こう言って、それから中風の人に、「

起きなさい。寝床をたたんで、家に帰

りなさい。」と言われた。 7すると、

彼は起きて家に帰った。 8群衆はそれ

を見て恐ろしくなり、こんな権威を人

にお与えになった神をあがめた。 9イ

エスは、そこを去って道を通りながら

、収税所にすわっているマタイという

人をご覧になって、「わたしについて

来なさい。」と言われた。すると彼は

立ち上がって、イエスに従った。 10

イエスが家で食事の席に着いておられ

るとき、見よ、取税人や罪人が大ぜい

来て、イエスやその弟子たちといっし

ょに食卓に着いていた。 11すると、

これを見たパリサイ人たちが、イエス

の弟子たちに言った。「なぜ、あなた

がたの先生は、取税人や罪人といっし

ょに食事をするのですか。」 12イエ

スはこれを聞いて言われた。「医者を

必要とするのは丈夫な者ではなく、病

人です。 13『わたしはあわれみは好

むが、いけにえは好まない。』とはど

ういう意味か、行って学んで来なさい

。わたしは正しい人を招くためではな

く、罪人を招くために来たのです。」

14するとまた、ヨハネの弟子たちが、

イエスのところに来てこう言った。「

私たちとパリサイ人は断食するのに、

なぜ、あなたの弟子たちは断食しない

のですか。」 15イエスは彼らに言わ

れた。「花婿につき添う友だちは、花

婿がいっしょにいる間は、どうして悲

しんだりできましょう。しかし、花婿

が取り去られる時が来ます。そのとき
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には断食します。 16だれも、真新し

い布切れで古い着物の継ぎをするよう

なことはしません。そんな継ぎ切れは

着物を引き破って、破れがもっとひど

くなるからです。 17また、人は新し

いぶどう酒を古い皮袋に入れるような

ことはしません。そんなことをすれば

、皮袋は裂けて、ぶどう酒が流れ出て

しまい、皮袋もだめになってしまいま

す。新しいぶどう酒を新しい皮袋に入

れれば、両方とも保ちます。」 18イ

エスがこれらのことを話しておられる

と、見よ、ひとりの会堂管理者が来て

、ひれ伏して言った。「私の娘がいま

死にました。でも、おいでくださって

、娘の上に御手を置いてやってくださ

い。そうすれば娘は生き返ります。」

19イエスが立って彼について行かれる

と、弟子たちもついて行った。 20す

ると、見よ。十二年の間長血をわずら

っている女が、イエスのうしろに来て

、その着物のふさにさわった。 21「

お着物にさわることでもできれば、き

っと直る。」と心のうちで考えていた

からである。 22イエスは、振り向い

て彼女を見て言われた。「娘よ。しっ

かりしなさい。あなたの信仰があなた

を直したのです。」すると、女はその

時から全く直った。 23イエスはその

管理者の家に来られて、笛吹く者たち

や騒いでいる群衆を見て、 24言われ

た。「あちらに行きなさい。その子は

死んだのではない。眠っているのです

。」すると、彼らはイエスをあざ笑っ

た。 25イエスは群衆を外に出してか

ら、うちにおはいりになり、少女の手

を取られた。すると少女は起き上がっ

た。 26このうわさはその地方全体に

広まった。 27イエスがそこを出て、

道を通って行かれると、ふたりの盲人

が大声で、「ダビデの子よ。私たちを

あわれんでください。」と叫びながら

ついて来た。 28家にはいられると、

その盲人たちはみもとにやって来た。

イエスが「わたしにそんなことができ

ると信じるのか。」と言われると、彼

らは「そうです。主よ。」と言った。

29そこで、イエスは彼らの目にさわっ

て、「あなたがたの信仰のとおりにな

れ。」と言われた。 30すると、彼ら

の目があいた。イエスは彼らをきびし

く戒めて、「決してだれにも知られな

いように気をつけなさい。」と言われ

た。 31ところが、彼らは出て行って

、イエスのことをその地方全体に言い

ふらした。 32この人たちが出て行く

と、見よ、悪霊につかれたおしが、み

もとに連れて来られた。 33悪霊が追

い出されると、そのおしはものを言っ

た。群衆は驚いて、「こんなことは、

イスラエルでいまだかつて見たことが

ない。」と言った。 34しかし、パリ

サイ人たちは、「彼は悪霊どものかし

らを使って、悪霊どもを追い出してい

るのだ。」と言った。 35それから、

イエスは、すべての町や村を巡って、

会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、

あらゆる病気、あらゆるわずらいを直

された。 36また、群衆を見て、羊飼

いのない羊のように弱り果てて倒れて

いる彼らをかわいそうに思われた。 37

そのとき、弟子たちに言われた。「収

穫は多いが、働き手が少ない。 38だ

から、収穫の主に、収穫のために働き

手を送ってくださるように祈りなさい

。」
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10イエスは十二弟子を呼び寄せて、
汚れた霊どもを制する権威をお授

けになった。霊どもを追い出し、あら

ゆる病気、あらゆるわずらいを直すた

めであった。 2さて、十二使徒の名は

次のとおりである。まず、ペテロと呼

ばれるシモンとその兄弟アンデレ、ゼ

ベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ、

3ピリポとバルトロマイ、トマスと取

税人マタイ、アルパヨの子ヤコブとタ

ダイ、 4熱心党員シモンとイエスを裏

切ったイスカリオテ・ユダである。 5

イエスは、この十二人を遣わし、その

とき彼らにこう命じられた。「異邦人

の道に行ってはいけません。サマリヤ

人の町にはいってはいけません。 6イ

スラエルの家の滅びた羊のところに行

きなさい。 7行って、『天の御国が近

づいた。』と宣べ伝えなさい。 8病人

を直し、死人を生き返らせ、らい病人

をきよめ、悪霊を追い出しなさい。あ

なたがたは、ただで受けたのだから、

ただで与えなさい。 9胴巻に金貨や銀

貨や銅貨を入れてはいけません。 10

旅行用の袋も、二枚目の下着も、くつ

も、杖も持たずに行きなさい。働く者

が食べ物を与えられるのは当然だから

です。 11どんな町や村にはいっても

、そこでだれが適当な人かを調べて、

そこを立ち去るまで、その人のところ

にとどまりなさい。 12その家にはい

るときには、平安を祈るあいさつをし

なさい。 13その家がそれにふさわし

い家なら、その平安はきっとその家に

来るし、もし、ふさわしい家でないな

ら、その平安はあなたがたのところに

返って来ます。 14もしだれも、あな

たがたを受け入れず、あなたがたのこ

とばに耳を傾けないなら、その家また

はその町を出て行くときに、あなたが

たの足のちりを払い落としなさい。 15

まことに、あなたがたに告げます。さ

ばきの日には、ソドムとゴモラの地で

も、その町よりはまだ罰が軽いのです

。 16いいですか。わたしが、あなた

がたを遣わすのは、狼の中に羊を送り

出すようなものです。ですから、蛇の

ようにさとく、鳩のようにすなおであ

りなさい。 17人々には用心しなさい

。彼らはあなたがたを議会に引き渡し

、会堂でむち打ちますから。 18また

、あなたがたは、わたしのゆえに、総

督たちや王たちの前に連れて行かれま

す。それは、彼らと異邦人たちにあか

しをするためです。 19人々があなた

がたを引き渡したとき、どのように話

そうか、何を話そうかと心配するには

及びません。話すべきことは、そのと

き示されるからです。 20というのは

、話すのはあなたがたではなく、あな

たがたのうちにあって話されるあなた

がたの父の御霊だからです。 21兄弟

は兄弟を死に渡し、父は子を死に渡し

、子どもたちは両親に立ち逆らって、

彼らを死なせます。 22また、わたし

の名のために、あなたがたはすべての

人々に憎まれます。しかし、最後まで

耐え忍ぶ者は救われます。 23彼らが

この町であなたがたを迫害するなら、

次の町にのがれなさい。というわけは

、確かなことをあなたがたに告げるの

ですが、人の子が来るときまでに、あ

なたがたは決してイスラエルの町々を

巡り尽くせないからです。 24弟子は

その師にまさらず、しもべはその主人

にまさりません。 25弟子がその師の
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ようになれたら十分だし、しもべがそ

の主人のようになれたら十分です。彼

らは家長をベルゼブルと呼ぶぐらいで

すから、ましてその家族の者のことは

、何と呼ぶでしょう。 26だから、彼

らを恐れてはいけません。おおわれて

いるもので、現わされないものはなく

、隠されているもので知られずに済む

ものはありません。 27わたしが暗や

みであなたがたに話すことを明るみで

言いなさい。また、あなたがたが耳も

とで聞くことを屋上で言い広めなさい

。 28からだを殺しても、たましいを

殺せない人たちなどを恐れてはなりま

せん。そんなものより、たましいもか

らだも、ともにゲヘナで滅ぼすことの

できる方を恐れなさい。 (Geenna g1067)

29二羽の雀は一アサリオンで売ってい

るでしょう。しかし、そんな雀の一羽

でも、あなたがたの父のお許しなしに

は地に落ちることはありません。 30

また、あなたがたの頭の毛さえも、み

な数えられています。 31だから恐れ

ることはありません。あなたがたは、

たくさんの雀よりもすぐれた者です。

32ですから、わたしを人の前で認める

者はみな、わたしも、天におられるわ

たしの父の前でその人を認めます。 33

しかし、人の前でわたしを知らないと

言うような者なら、わたしも天におら

れるわたしの父の前で、そんな者は知

らないと言います。 34わたしが来た

のは地に平和をもたらすためだと思っ

てはなりません。わたしは、平和をも

たらすために来たのではなく、剣をも

たらすために来たのです。 35なぜな

ら、わたしは人をその父に、娘をその

母に、嫁をそのしゅうとめに逆らわせ

るために来たからです。 36さらに、

家族の者がその人の敵となります。 37

わたしよりも父や母を愛する者は、わ

たしにふさわしい者ではありません。

また、わたしよりも息子や娘を愛する

者は、わたしにふさわしい者ではあり

ません。 38自分の十字架を負ってわ

たしについて来ない者は、わたしにふ

さわしい者ではありません。 39自分

のいのちを自分のものとした者はそれ

を失い、わたしのために自分のいのち

を失った者は、それを自分のものとし

ます。 40あなたがたを受け入れる者

は、わたしを受け入れるのです。また

、わたしを受け入れる者は、わたしを

遣わした方を受け入れるのです。 41

預言者を預言者だというので受け入れ

る者は、預言者の受ける報いを受けま

す。また、義人を義人だということで

受け入れる者は、義人の受ける報いを

受けます。 42わたしの弟子だという

ので、この小さい者たちのひとりに、

水一杯でも飲ませるなら、まことに、

あなたがたに告げます。その人は決し

て報いに漏れることはありません。」

11イエスはこのように十二弟子に注
意を与え、それを終えられると、

彼らの町々で教えたり宣べ伝えたりす

るため、そこを立ち去られた。 2さて

、獄中でキリストのみわざについて聞

いたヨハネは、その弟子たちに託して

、 3イエスにこう言い送った。「おい

でになるはずの方は、あなたですか。

それとも、私たちは別の方を待つべき

でしょうか。」 4イエスは答えて、彼

らに言われた。「あなたがたは行って

、自分たちの聞いたり見たりしている

ことをヨハネに報告しなさい。 5盲人
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が見、足なえが歩き、らい病人がきよ

められ、つんぼの人が聞こえ、死人が

生き返り、貧しい者には福音が宣べ伝

えられているのです。 6だれでも、わ

たしにつまずかない者は幸いです。」

7この人たちが行ってしまうと、イエ

スは、ヨハネについて群衆に話しださ

れた。「あなたがたは、何を見に荒野

に出て行ったのですか。風に揺れる葦

ですか。 8でなかったら、何を見に行

ったのですか。柔らかい着物を着た人

ですか。柔らかい着物を着た人なら王

の宮殿にいます。 9でなかったら、な

ぜ行ったのですか。預言者を見るため

ですか。そのとおり。だが、わたしが

言いましょう。預言者よりもすぐれた

者をです。 10この人こそ、『見よ、

わたしは使いをあなたの前に遣わし、

あなたの道を、あなたの前に備えさせ

よう。』と書かれているその人です。

11まことに、あなたがたに告げます。

女から生まれた者の中で、バプテスマ

のヨハネよりすぐれた人は出ませんで

した。しかも、天の御国の一番小さい

者でも、彼より偉大です。 12バプテ

スマのヨハネの日以来今日まで、天の

御国は激しく攻められています。そし

て、激しく攻める者たちがそれを奪い

取っています。 13ヨハネに至るまで

、すべての預言者たちと律法とが預言

をしたのです。 14あなたがたが進ん

で受け入れるなら、実はこの人こそ、

きたるべきエリヤなのです。 15耳の

ある者は聞きなさい。 16この時代は

何にたとえたらよいでしょう。市場に

すわっている子どもたちのようです。

彼らは、ほかの子どもたちに呼びかけ

て、 17こう言うのです。『笛を吹い

てやっても、君たちは踊らなかった。

弔いの歌を歌ってやっても、悲しまな

かった。』 18ヨハネが来て、食べも

飲みもしないと、人々は『あれは悪霊

につかれているのだ。』と言い、 19

人の子が来て食べたり飲んだりしてい

ると、『あれ見よ。食いしんぼうの大

酒飲み、取税人や罪人の仲間だ。』と

言います。でも、知恵の正しいことは

、その行ないが証明します。」 20そ

れから、イエスは、数々の力あるわざ

の行なわれた町々が悔い改めなかった

ので、責め始められた。 21「ああコ

ラジン。ああベツサイダ。おまえたち

のうちで行なわれた力あるわざが、も

しもツロとシドンで行なわれたのだっ

たら、彼らはとうの昔に荒布をまとい

、灰をかぶって悔い改めていたことだ

ろう。 22しかし、そのツロとシドン

のほうが、おまえたちに言うが、さば

きの日には、まだおまえたちよりは罰

が軽いのだ。 23カペナウム。どうし

ておまえが天に上げられることがあり

えよう。ハデスに落とされるのだ。お

まえの中でなされた力あるわざが、も

しもソドムでなされたのだったら、ソ

ドムはきょうまで残っていたことだろ

う。 (Hadēs g86) 24しかし、そのソドム

の地のほうが、おまえたちに言うが、

さばきの日には、まだおまえよりは罰

が軽いのだ。」 25そのとき、イエス

はこう言われた。「天地の主であられ

る父よ。あなたをほめたたえます。こ

れらのことを、賢い者や知恵のある者

には隠して、幼子たちに現わしてくだ

さいました。 26そうです、父よ。こ

れがみこころにかなったことでした。

27すべてのものが、わたしの父から、
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わたしに渡されています。それで、父

のほかには、子を知る者がなく、子と

、子が父を知らせようと心に定めた人

のほかは、だれも父を知る者がありま

せん。 28すべて、疲れた人、重荷を

負っている人は、わたしのところに来

なさい。わたしがあなたがたを休ませ

てあげます。 29わたしは心優しく、

へりくだっているから、あなたがたも

わたしのくびきを負って、わたしから

学びなさい。そうすればたましいに安

らぎが来ます。 30わたしのくびきは

負いやすく、わたしの荷は軽いからで

す。」

12そのころ、イエスは、安息日に麦
畑を通られた。弟子たちはひもじ

くなったので、穂を摘んで食べ始めた

。 2すると、パリサイ人たちがそれを

見つけて、イエスに言った。「ご覧な

さい。あなたの弟子たちが、安息日に

してはならないことをしています。」

3しかし、イエスは言われた。「ダビ

デとその連れの者たちが、ひもじかっ

たときに、ダビデが何をしたか、読ま

なかったのですか。 4神の家にはいっ

て、祭司のほかは自分も供の者たちも

食べてはならない供えのパンを食べま

した。 5また、安息日に宮にいる祭司

たちは安息日の神聖を冒しても罪にな

らないということを、律法で読んだこ

とはないのですか。 6あなたがたに言

いますが、ここに宮より大きな者がい

るのです。 7『わたしはあわれみは好

むが、いけにえは好まない。』という

ことがどういう意味かを知っていたら

、あなたがたは、罪のない者たちを罪

に定めはしなかったでしょう。 8人の

子は安息日の主です。」 9イエスはそ

こを去って、会堂にはいられた。 10

そこに片手のなえた人がいた。そこで

、彼らはイエスに質問して、「安息日

にいやすことは正しいことでしょうか

。」と言った。これはイエスを訴える

ためであった。 11イエスは彼らに言

われた。「あなたがたのうち、だれか

が一匹の羊を持っていて、もしその羊

が安息日に穴に落ちたら、それを引き

上げてやらないでしょうか。 12人間

は羊より、はるかに値うちのあるもの

でしょう。それなら、安息日に良いこ

とをすることは、正しいのです。」 13

それから、イエスはその人に、「手を

伸ばしなさい。」と言われた。彼が手

を伸ばすと、手は直って、もう一方の

手と同じようになった。 14パリサイ

人は出て行って、どのようにしてイエ

スを滅ぼそうかと相談した。 15イエ

スはそれを知って、そこを立ち去られ

た。すると多くの人がついて来たので

、彼らをみないやし、 16そして、ご

自分のことを人々に知らせないように

と、彼らを戒められた。 17これは、

預言者イザヤを通して言われた事が成

就するためであった。 18「これぞ、

わたしの選んだわたしのしもべ、わた

しの心の喜ぶわたしの愛する者。わた

しは彼の上にわたしの霊を置き、彼は

異邦人にさばきを宣べる。 19争うこ

ともなく、叫ぶこともせず、大路でそ

の声を聞く者もない。 20彼はいたん

だ葦を折ることもなく、くすぶる燈心

を消すこともない、正義を勝利に導く

までは。 21異邦人は彼の名に望みを

かける。」 22そのとき、悪霊につか

れた、目も見えず、口もきけない人が

連れて来られた。イエスが彼をいやさ
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れたので、そのおしはものを言い、目

も見えるようになった。 23群衆はみ

な驚いて言った。「この人は、ダビデ

の子なのだろうか。」 24これを聞い

たパリサイ人は言った。「この人は、

ただ悪霊どものかしらベルゼブルの力

で、悪霊どもを追い出しているだけだ

。」 25イエスは彼らの思いを知って

こう言われた。「どんな国でも、内輪

もめして争えば荒れすたれ、どんな町

でも家でも、内輪もめして争えば立ち

行きません。 26もし、サタンがサタ

ンを追い出していて仲間割れしたのだ

ったら、どうしてその国は立ち行くで

しょう。 27また、もしわたしがベル

ゼブルによって悪霊どもを追い出して

いるのなら、あなたがたの子らはだれ

によって追い出すのですか。だから、

あなたがたの子らが、あなたがたをさ

ばく人となるのです。 28しかし、わ

たしが神の御霊によって悪霊どもを追

い出しているのなら、もう神の国はあ

なたがたのところに来ているのです。

29強い人の家にはいって家財を奪い取

ろうとするなら、まずその人を縛って

しまわないで、どうしてそのようなこ

とができましょうか。そのようにして

初めて、その家を略奪することもでき

るのです。 30わたしの味方でない者

はわたしに逆らう者であり、わたしと

ともに集めない者は散らす者です。 31

だから、わたしはあなたがたに言いま

す。人はどんな罪も冒涜も赦していた

だけます。しかし、聖霊に逆らう冒涜

は赦されません。 32また、人の子に

逆らうことばを口にする者でも、赦さ

れます。しかし、聖霊に逆らうことを

言う者は、だれであっても、この世で

あろうと次に来る世であろうと、赦さ

れません。 (aiōn g165) 33木が良ければ、

その実も良いとし、木が悪ければその

実も悪いとしなさい。木のよしあしは

その実によって知られるからです。 34

まむしのすえたち。おまえたち悪い者

に、どうして良いことが言えましょう

。心に満ちていることを口が話すので

す。 35良い人は、良い倉から良い物

を取り出し、悪い人は、悪い倉から悪

い物を取り出すものです。 36わたし

はあなたがたに、こう言いましょう。

人はその口にするあらゆるむだなこと

ばについて、さばきの日には言い開き

をしなければなりません。 37あなた

が正しいとされるのは、あなたのこと

ばによるのであり、罪に定められるの

も、あなたのことばによるのです。」

38そのとき、律法学者、パリサイ人た

ちのうちのある者がイエスに答えて言

った。「先生。私たちは、あなたから

しるしを見せていただきたいのです。

」 39しかし、イエスは答えて言われ

た。「悪い、姦淫の時代はしるしを求

めています。だが預言者ヨナのしるし

のほかには、しるしは与えられません

。 40ヨナは三日三晩大魚の腹の中に

いましたが、同様に、人の子も三日三

晩、地の中にいるからです。 41ニネ

ベの人々が、さばきのときに、今の時

代の人々とともに立って、この人々を

罪に定めます。なぜなら、ニネベの人

々はヨナの説教で悔い改めたからです

。しかし、見なさい。ここにヨナより

もまさった者がいるのです。 42南の

女王が、さばきのときに、今の時代の

人々とともに立って、この人々を罪に

定めます。なぜなら、彼女はソロモン
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の知恵を聞くために地の果てから来た

からです。しかし、見なさい。ここに

ソロモンよりもまさった者がいるので

す。 43汚れた霊が人から出て行って

、水のない地をさまよいながら休み場

を捜しますが、見つかりません。 44

そこで、『出て来た自分の家に帰ろう

。』と言って、帰って見ると、家はあ

いていて、掃除してきちんとかたづい

ていました。 45そこで、出かけて行

って、自分よりも悪いほかの霊を七つ

連れて来て、みなはいり込んでそこに

住みつくのです。そうなると、その人

の後の状態は、初めよりもさらに悪く

なります。邪悪なこの時代もまた、そ

ういうことになるのです。」 46イエ

スがまだ群衆に話しておられるときに

、イエスの母と兄弟たちが、イエスに

何か話そうとして、外に立っていた。

47すると、だれかが言った。「ご覧な

さい。あなたのおかあさんと兄弟たち

が、あなたに話そうとして外に立って

います。」 48しかし、イエスはそう

言っている人に答えて言われた。「わ

たしの母とはだれですか。また、わた

しの兄弟たちとはだれですか。」 49

それから、イエスは手を弟子たちのほ

うに差し伸べて言われた。「見なさい

。わたしの母、わたしの兄弟たちです

。 50天におられるわたしの父のみこ

ころを行なう者はだれでも、わたしの

兄弟、姉妹、また母なのです。」

13その日、イエスは家を出て、湖の
ほとりにすわっておられた。 2す

ると、大ぜいの群衆がみもとに集まっ

たので、イエスは舟に移って腰をおろ

された。それで群衆はみな浜に立って

いた。 3イエスは多くのことを、彼ら

にたとえで話して聞かされた。「種を

蒔く人が種蒔きに出かけた。 4蒔いて

いるとき、道ばたに落ちた種があった

。すると鳥が来て食べてしまった。 5

また、別の種が土の薄い岩地に落ちた

。土が深くなかったので、すぐに芽を

出した。 6しかし、日が上ると、焼け

て、根がないために枯れてしまった。

7また、別の種はいばらの中に落ちた

が、いばらが伸びて、ふさいでしまっ

た。 8別の種は良い地に落ちて、ある

ものは百倍、あるものは六十倍、ある

ものは三十倍の実を結んだ。 9耳のあ

る者は聞きなさい。」 10すると、弟

子たちが近寄って来て、イエスに言っ

た。「なぜ、彼らにたとえでお話しに

なったのですか。」 11イエスは答え

て言われた。「あなたがたには、天の

御国の奥義を知ることが許されている

が、彼らには許されていません。 12

というのは、持っている者はさらに与

えられて豊かになり、持たない者は持

っているものまでも取り上げられてし

まうからです。 13わたしが彼らにた

とえで話すのは、彼らは見てはいるが

見ず、聞いてはいるが聞かず、また、

悟ることもしないからです。 14こう

してイザヤの告げた預言が彼らの上に

実現したのです。『あなたがたは確か

に聞きはするが、決して悟らない。

確かに見てはいるが、決してわからな

い。 15この民の心は鈍くなり、その

耳は遠く、目はつぶっているからであ

る。それは、彼らがその目で見、その

耳で聞き、その心で悟って立ち返り、

わたしにいやされることのないためで

ある。』 16しかし、あなたがたの目

は見ているから幸いです。また、あな



マタイの福音書19

たがたの耳は聞いているから幸いです

。 17まことに、あなたがたに告げま

す。多くの預言者や義人たちが、あな

たがたの見ているものを見たいと、切

に願ったのに見られず、あなたがたの

聞いていることを聞きたいと、切に願

ったのに聞けなかったのです。 18で

すから、種蒔きのたとえを聞きなさい

。 19御国のことばを聞いても悟らな

いと、悪い者が来て、その人の心に蒔

かれたものを奪って行きます。道ばた

に蒔かれるとは、このような人のこと

です。 20また岩地に蒔かれるとは、

みことばを聞くと、すぐに喜んで受け

入れる人のことです。 21しかし、自

分のうちに根がないため、しばらくの

間そうするだけで、みことばのために

困難や迫害が起こると、すぐにつまず

いてしまいます。 22また、いばらの

中に蒔かれるとは、みことばを聞くが

、この世の心づかいと富の惑わしとが

みことばをふさぐため、実を結ばない

人のことです。 (aiōn g165) 23ところが、

良い地に蒔かれるとは、みことばを聞

いてそれを悟る人のことで、その人は

ほんとうに実を結び、あるものは百倍

、あるものは六十倍、あるものは三十

倍の実を結びます。」 24イエスは、

また別のたとえを彼らに示して言われ

た。「天の御国は、こういう人にたと

えることができます。ある人が自分の

畑に良い種を蒔いた。 25ところが、

人々の眠っている間に、彼の敵が来て

麦の中に毒麦を蒔いて行った。 26麦

が芽ばえ、やがて実ったとき、毒麦も

現われた。 27それで、その家の主人

のしもべたちが来て言った。『ご主人

。畑には良い麦を蒔かれたのではあり

ませんか。どうして毒麦が出たのでし

ょう。』 28主人は言った。『敵のや

ったことです。』すると、しもべたち

は言った。『では、私たちが行ってそ

れを抜き集めましょうか。』 29だが

、主人は言った。『いやいや。毒麦を

抜き集めるうちに、麦もいっしょに抜

き取るかもしれない。 30だから、収

穫まで、両方とも育つままにしておき

なさい。収穫の時期になったら、私は

刈る人たちに、まず、毒麦を集め、焼

くために束にしなさい。麦のほうは、

集めて私の倉に納めなさい、と言いま

しょう。』」 31イエスは、また別の

たとえを彼らに示して言われた。「天

の御国は、からし種のようなものです

。それを取って、畑に蒔くと、 32ど

んな種よりも小さいのですが、生長す

ると、どの野菜よりも大きくなり、空

の鳥が来て、その枝に巣を作るほどの

木になります。」 33イエスは、また

別のたとえを話された。「天の御国は

、パン種のようなものです。女が、パ

ン種を取って、三サトンの粉の中に入

れると、全体がふくらんで来ます。」

34イエスは、これらのことをみな、た

とえで群衆に話され、たとえを使わず

には何もお話しにならなかった。 35

それは、預言者を通して言われた事が

成就するためであった。「わたしはた

とえ話をもって口を開き、世の初めか

ら隠されていることどもを物語ろう。

」 36それから、イエスは群衆と別れ

て家にはいられた。すると、弟子たち

がみもとに来て、「畑の毒麦のたとえ

を説明してください。」と言った。 37

イエスは答えてこう言われた。「良い

種を蒔く者は人の子です。 38畑はこ
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の世界のことで、良い種とは御国の子

どもたち、毒麦とは悪い者の子どもた

ちのことです。 39毒麦を蒔いた敵は

悪魔であり、収穫とはこの世の終わり

のことです。そして、刈り手とは御使

いたちのことです。 (aiōn g165) 40ですか

ら、毒麦が集められて火で焼かれるよ

うに、この世の終わりにもそのように

なります。 (aiōn g165) 41人の子はその御

使いたちを遣わします。彼らは、つま

ずきを与える者や不法を行なう者たち

をみな、御国から取り集めて、 42火

の燃える炉に投げ込みます。彼らはそ

こで泣いて歯ぎしりするのです。 43

そのとき、正しい者たちは、天の父の

御国で太陽のように輝きます。耳のあ

る者は聞きなさい。 44天の御国は、

畑に隠された宝のようなものです。人

はその宝を見つけると、それを隠して

おいて、大喜びで帰り、持ち物を全部

売り払ってその畑を買います。 45ま

た、天の御国は、良い真珠を捜してい

る商人のようなものです。 46すばら

しい値うちの真珠を一つ見つけた者は

、行って持ち物を全部売り払ってそれ

を買ってしまいます。 47また、天の

御国は、海におろしてあらゆる種類の

魚を集める地引き網のようなものです

。 48網がいっぱいになると岸に引き

上げ、すわり込んで、良いものは器に

入れ、悪いものは捨てるのです。 49

この世の終わりにもそのようになりま

す。御使いたちが来て、正しい者の中

から悪い者をえり分け、 (aiōn g165) 50火

の燃える炉に投げ込みます。彼らはそ

こで泣いて歯ぎしりするのです。 51

あなたがたは、これらのことがみなわ

かりましたか。」彼らは「はい。」と

イエスに言った。 52そこで、イエス

は言われた。「だから、天の御国の弟

子となった学者はみな、自分の倉から

新しい物でも古い物でも取り出す一家

の主人のようなものです。」 53これ

らのたとえを話し終えると、イエスは

そこを去られた。 54それから、ご自

分の郷里に行って、会堂で人々を教え

始められた。すると、彼らは驚いて言

った。「この人は、こんな知恵と不思

議な力をどこで得たのでしょう。 55

この人は大工の息子ではありませんか

。彼の母親はマリヤで、彼の兄弟は、

ヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダではあ

りませんか。 56妹たちもみな私たち

といっしょにいるではありませんか。

とすると、いったいこの人は、これら

のものをどこから得たのでしょう。」

57こうして、彼らはイエスにつまずい

た。しかし、イエスは彼らに言われた

。「預言者が尊敬されないのは、自分

の郷里、家族の間だけです。」 58そ

して、イエスは、彼らの不信仰のゆえ

に、そこでは多くの奇蹟をなさらなか

った。

14そのころ、国主ヘロデは、イエス
のうわさを聞いて、 2侍従たちに

言った。「あれはバプテスマのヨハネ

だ。ヨハネが死人の中からよみがえっ

たのだ。だから、あんな力が彼のうち

に働いているのだ。」 3実は、このヘ

ロデは、自分の兄弟ピリポの妻ヘロデ

ヤのことで、ヨハネを捕えて縛り、牢

に入れたのであった。 4それは、ヨハ

ネが彼に、「あなたが彼女をめとるの

は不法です。」と言い張ったからであ

る。 5ヘロデはヨハネを殺したかった

が、群衆を恐れた。というのは、彼ら
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はヨハネを預言者と認めていたからで

ある。 6たまたまヘロデの誕生祝いが

あって、ヘロデヤの娘がみなの前で踊

りを踊ってヘロデを喜ばせた。 7それ

で、彼は、その娘に、願う物は何でも

必ず上げると、誓って堅い約束をした

。 8ところが、娘は母親にそそのかさ

れて、こう言った。「今ここに、バプ

テスマのヨハネの首を盆に載せて私に

下さい。」 9王は心を痛めたが、自分

の誓いもあり、また列席の人々の手前

もあって、与えるように命令した。 10

彼は人をやって、牢の中でヨハネの首

をはねさせた。 11そして、その首は

盆に載せて運ばれ、少女に与えられた

ので、少女はそれを母親のところに持

って行った。 12それから、ヨハネの

弟子たちがやって来て、死体を引き取

って葬った。そして、イエスのところ

に行って報告した。 13イエスはこの

ことを聞かれると、舟でそこを去り、

自分だけで寂しい所に行かれた。する

と、群衆がそれと聞いて、町々から、

歩いてイエスのあとを追った。 14イ

エスは舟から上がられると、多くの群

衆を見られ、彼らを深くあわれんで、

彼らの病気を直された。 15夕方にな

ったので、弟子たちはイエスのところ

に来て言った。「ここは寂しい所です

し、時刻ももう回っています。ですか

ら群衆を解散させてください。そして

村に行ってめいめいで食物を買うよう

にさせてください。」 16しかし、イ

エスは言われた。「彼らが出かけて行

く必要はありません。あなたがたで、

あの人たちに何か食べる物を上げなさ

い。」 17しかし、弟子たちはイエス

に言った。「ここには、パンが五つと

魚が二匹よりほかありません。」 18

すると、イエスは言われた。「それを

、ここに持って来なさい。」 19そし

てイエスは、群衆に命じて草の上にす

わらせ、五つのパンと二匹の魚を取り

、天を見上げて、それらを祝福し、パ

ンを裂いてそれを弟子たちに与えられ

たので、弟子たちは群衆に配った。 20

人々はみな、食べて満腹した。そして

、パン切れの余りを取り集めると、十

二のかごにいっぱいあった。 21食べ

た者は、女と子どもを除いて、男五千

人ほどであった。 22それからすぐ、

イエスは弟子たちを強いて舟に乗り込

ませて、自分より先に向こう岸へ行か

せ、その間に群衆を帰してしまわれた

。 23群衆を帰したあとで、祈るため

に、ひとりで山に登られた。夕方にな

ったが、まだそこに、ひとりでおられ

た。 24しかし、舟は、陸からもう何

キロメートルも離れていたが、風が向

かい風なので、波に悩まされていた。

25すると、夜中の三時ごろ、イエスは

湖の上を歩いて、彼らのところに行か

れた。 26弟子たちは、イエスが湖の

上を歩いておられるのを見て、「あれ

は幽霊だ。」と言って、おびえてしま

い、恐ろしさのあまり、叫び声を上げ

た。 27しかし、イエスはすぐに彼ら

に話しかけ、「しっかりしなさい。わ

たしだ。恐れることはない。」と言わ

れた。 28すると、ペテロが答えて言

った。「主よ。もし、あなたでしたら

、私に、水の上を歩いてここまで来い

、とお命じになってください。」 29

イエスは「来なさい。」と言われた。

そこで、ペテロは舟から出て、水の上

を歩いてイエスのほうに行った。 30
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ところが、風を見て、こわくなり、沈

みかけたので叫び出し、「主よ。助け

てください。」と言った。 31そこで

、イエスはすぐに手を伸ばして、彼を

つかんで言われた。「信仰の薄い人だ

な。なぜ疑うのか。」 32そして、ふ

たりが舟に乗り移ると、風がやんだ。

33そこで、舟の中にいた者たちは、イ

エスを拝んで、「確かにあなたは神の

子です。」と言った。 34彼らは湖を

渡ってゲネサレの地に着いた。 35す

ると、その地の人々は、イエスと気が

ついて、付近の地域にくまなく知らせ

、病人という病人をみな、みもとに連

れて来た。 36そして、せめて彼らに

、着物のふさにでもさわらせてやって

くださいと、イエスにお願いした。そ

して、さわった人々はみな、いやされ

た。

15そのころ、パリサイ人や律法学者
たちが、エルサレムからイエスの

ところに来て、言った。 2「あなたの

弟子たちは、なぜ昔の先祖たちの言い

伝えを犯すのですか。パンを食べると

きに手を洗っていないではありません

か。」 3そこで、イエスは彼らに答え

て言われた。「なぜ、あなたがたも、

自分たちの言い伝えのために神の戒め

を犯すのですか。 4神は『あなたの父

と母を敬え。』また『父や母をののし

る者は、死刑に処せられる。』と言わ

れたのです。 5それなのに、あなたが

たは、『だれでも、父や母に向かって

、私からあなたのために差し上げられ

る物は、供え物になりましたと言う者

は、 6その物をもって父や母を尊んで

はならない。』と言っています。こう

してあなたがたは、自分たちの言い伝

えのために、神のことばを無にしてし

まいました。 7偽善者たち。イザヤは

あなたがたについて預言しているが、

まさにそのとおりです。 8『この民は

、口先ではわたしを敬うが、その心は

、わたしから遠く離れている。 9彼ら

が、わたしを拝んでも、むだなことで

ある。人間の教えを、教えとして教え

るだけだから。』」 10イエスは群衆

を呼び寄せて言われた。「聞いて悟り

なさい。 11口にはいる物は人を汚しま

せん。しかし、口から出るもの、これ

が人を汚します。」 12そのとき、弟

子たちが、近寄って来て、イエスに言

った。「パリサイ人が、みことばを聞

いて、腹を立てたのをご存じですか。

」 13しかし、イエスは答えて言われ

た。「わたしの天の父がお植えになら

なかった木は、みな根こそぎにされま

す。 14彼らのことは放っておきなさ

い。彼らは盲人を手引きする盲人です

。もし、盲人が盲人を手引きするなら

、ふたりとも穴に落ち込むのです。」

15そこで、ペテロは、イエスに答えて

言った。「私たちに、そのたとえを説

明してください。」 16イエスは言わ

れた。「あなたがたも、まだわからな

いのですか。 17口にはいる物はみな

、腹にはいり、かわやに捨てられるこ

とを知らないのですか。 18しかし、

口から出るものは、心から出て来ます

。それは人を汚します。 19悪い考え

、殺人、姦淫、不品行、盗み、偽証、

ののしりは心から出て来るからです。

20これらは、人を汚すものです。しか

し、洗わない手で食べることは人を汚

しません。」 21それから、イエスは

そこを去って、ツロとシドンの地方に
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立ちのかれた。 22すると、その地方

のカナン人の女が出て来て、叫び声を

あげて言った。「主よ。ダビデの子よ

。私をあわれんでください。娘が、ひ

どく悪霊に取りつかれているのです。

」 23しかし、イエスは彼女に一言も

お答えにならなかった。そこで、弟子

たちはみもとに来て、「あの女を帰し

てやってください。叫びながらあとに

ついて来るのです。」と言ってイエス

に願った。 24しかし、イエスは答え

て、「わたしは、イスラエルの家の滅

びた羊以外のところには遣わされてい

ません。」と言われた。 25しかし、

その女は来て、イエスの前にひれ伏し

て、「主よ。私をお助けください。」

と言った。 26すると、イエスは答え

て、「子どもたちのパンを取り上げて

、小犬に投げてやるのはよくないこと

です。」と言われた。 27しかし、女

は言った。「主よ。そのとおりです。

ただ、小犬でも主人の食卓から落ちる

パンくずはいただきます。」 28その

とき、イエスは彼女に答えて言われた

。「ああ、あなたの信仰はりっぱです

。その願いどおりになるように。」す

ると、彼女の娘はその時から直った。

29それから、イエスはそこを去って、

ガリラヤ湖の岸を行き、山に登って、

そこにすわっておられた。 30すると

、大ぜいの人の群れが、足なえ、不具

者、盲人、おしの人、そのほかたくさ

んの人をみもとに連れて来た。そして

、彼らをイエスの足もとに置いたので

、イエスは彼らをおいやしになった。

31それで、群衆は、おしがものを言い

、不具者が直り、足なえが歩き、盲人

が見えるようになったのを見て、驚い

た。そして、彼らはイスラエルの神を

あがめた。 32イエスは弟子たちを呼

び寄せて言われた。「かわいそうに、

この群衆はもう三日間もわたしといっ

しょにいて、食べる物を持っていない

のです。彼らを空腹のままで帰らせた

くありません。途中で動けなくなると

いけないから。」 33そこで弟子たち

は言った。「このへんぴな所で、こん

なに大ぜいの人に、十分食べさせるほ

どたくさんのパンが、どこから手には

いるでしょう。」 34すると、イエス

は彼らに言われた。「どれぐらいパン

がありますか。」彼らは言った。「七

つです。それに、小さい魚が少しあり

ます。」 35すると、イエスは群衆に

、地面にすわるように命じられた。 36

それから、七つのパンと魚とを取り、

感謝をささげてからそれを裂き、弟子

たちに与えられた。そして、弟子たち

は群衆に配った。 37人々はみな、食

べて満腹した。そして、パン切れの余

りを取り集めると、七つのかごにいっ

ぱいあった。 38食べた者は、女と子

どもを除いて、男四千人であった。 39

それから、イエスは群衆を解散させて

舟に乗り、マガダン地方に行かれた。

16パリサイ人やサドカイ人たちがみ
そばに寄って来て、イエスをため

そうとして、天からのしるしを見せて

くださいと頼んだ。 2しかし、イエス

は彼らに答えて言われた。「あなたが

たは、夕方には、『夕焼けだから晴れ

る。』と言うし、 3朝には、『朝焼け

でどんよりしているから、きょうは荒

れ模様だ。』と言う。そんなによく、

空模様の見分け方を知っていながら、

なぜ時のしるしを見分けることができ
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ないのですか。 4悪い、姦淫の時代は

しるしを求めています。しかし、ヨナ

のしるしのほかには、しるしは与えら

れません。」そう言って、イエスは彼

らを残して去って行かれた。 5弟子た

ちは向こう岸に行ったが、パンを持っ

て来るのを忘れた。 6イエスは彼らに

言われた。「パリサイ人やサドカイ人

たちのパン種には注意して気をつけな

さい。」 7すると、彼らは、「これは

私たちがパンを持って来なかったから

だ。」と言って、議論を始めた。 8イ

エスはそれに気づいて言われた。「あ

なたがた、信仰の薄い人たち。パンが

ないからだなどと、なぜ論じ合ってい

るのですか。 9まだわからないのです

か、覚えていないのですか。五つのパ

ンを五千人に分けてあげて、なお幾か

ご集めましたか。 10また、七つのパ

ンを四千人に分けてあげて、なお幾か

ご集めましたか。 11わたしの言った

のは、パンのことなどではないことが

、どうしてあなたがたには、わからな

いのですか。ただ、パリサイ人やサド

カイ人たちのパン種に気をつけること

です。」 12彼らはようやく、イエス

が気をつけよと言われたのは、パン種

のことではなくて、パリサイ人やサド

カイ人たちの教えのことであることを

悟った。 13さて、ピリポ・カイザリ

ヤの地方に行かれたとき、イエスは弟

子たちに尋ねて言われた。「人々は人

の子をだれだと言っていますか。」 14

彼らは言った。「バプテスマのヨハネ

だと言う人もあり、エリヤだと言う人

もあります。またほかの人たちはエレ

ミヤだとか、また預言者のひとりだと

も言っています。」 15イエスは彼ら

に言われた。「あなたがたは、わたし

をだれだと言いますか。」 16シモン

・ペテロが答えて言った。「あなたは

、生ける神の御子キリストです。」 17

するとイエスは、彼に答えて言われた

。「バルヨナ・シモン。あなたは幸い

です。このことをあなたに明らかに示

したのは人間ではなく、天にいますわ

たしの父です。 18ではわたしもあな

たに言います。あなたはペテロです。

わたしはこの岩の上にわたしの教会を

建てます。ハデスの門もそれには打ち

勝てません。 (Hadēs g86) 19わたしは、

あなたに天の御国のかぎを上げます。

何でもあなたが地上でつなぐなら、そ

れは天においてもつながれており、あ

なたが地上で解くなら、それは天にお

いても解かれています。」 20そのと

き、イエスは、ご自分がキリストであ

ることをだれにも言ってはならない、

と弟子たちを戒められた。 21その時

から、イエス・キリストは、ご自分が

エルサレムに行って、長老、祭司長、

律法学者たちから多くの苦しみを受け

、殺され、そして三日目によみがえら

なければならないことを弟子たちに示

し始められた。 22するとペテロは、

イエスを引き寄せて、いさめ始めた。

「主よ。神の御恵みがありますように

。そんなことが、あなたに起こるはず

はありません。」 23しかし、イエス

は振り向いて、ペテロに言われた。「

下がれ。サタン。あなたはわたしの邪

魔をするものだ。あなたは神のことを

思わないで、人のことを思っている。

」 24それから、イエスは弟子たちに

言われた。「だれでもわたしについて

来たいと思うなら、自分を捨て、自分
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の十字架を負い、そしてわたしについ

て来なさい。 25いのちを救おうと思

う者はそれを失い、わたしのためにい

のちを失う者は、それを見いだすので

す。 26人は、たとい全世界を手に入

れても、まことのいのちを損じたら、

何の得がありましょう。そのいのちを

買い戻すのには、人はいったい何を差

し出せばよいでしょう。 27人の子は

父の栄光を帯びて、御使いたちととも

に、やがて来ようとしているのです。

その時には、おのおのその行ないに応

じて報いをします。 28まことに、あ

なたがたに告げます。ここに立ってい

る人々の中には、人の子が御国ととも

に来るのを見るまでは、決して死を味

わわない人々がいます。」

17それから六日たって、イエスは、
ペテロとヤコブとその兄弟ヨハネ

だけを連れて、高い山に導いて行かれ

た。 2そして彼らの目の前で、御姿が

変わり、御顔は太陽のように輝き、御

衣は光のように白くなった。 3しかも

、モーセとエリヤが現われてイエスと

話し合っているではないか。 4すると

、ペテロが口出ししてイエスに言った

。「先生。私たちがここにいることは

、すばらしいことです。もし、およろ

しければ、私が、ここに三つの幕屋を

造ります。あなたのために一つ、モー

セのために一つ、エリヤのために一つ

。」 5彼がまだ話している間に、見よ

、光り輝く雲がその人々を包み、そし

て、雲の中から、「これは、わたしの

愛する子、わたしはこれを喜ぶ。彼の

言うことを聞きなさい。」という声が

した。 6弟子たちは、この声を聞くと

、ひれ伏して非常にこわがった。 7す

ると、イエスが来られて、彼らに手を

触れ、「起きなさい。こわがることは

ない。」と言われた。 8それで、彼ら

が目を上げて見ると、だれもいなくて

、ただイエスおひとりだけであった。

9彼らが山を降りるとき、イエスは彼

らに、「人の子が死人の中からよみが

えるときまでは、いま見た幻をだれに

も話してはならない。」と命じられた

。 10そこで、弟子たちは、イエスに

尋ねて言った。「すると、律法学者た

ちが、まずエリヤが来るはずだと言っ

ているのは、どうしてでしょうか。」

11イエスは答えて言われた。「エリヤ

が来て、すべてのことを立て直すので

す。 12しかし、わたしは言います。

エリヤはもうすでに来たのです。とこ

ろが彼らはエリヤを認めようとせず、

彼に対して好き勝手なことをしたので

す。人の子もまた、彼らから同じよう

に苦しめられようとしています。」 13

そのとき、弟子たちは、イエスがバプ

テスマのヨハネのことを言われたのだ

と気づいた。 14彼らが群衆のところ

に来たとき、ひとりの人がイエスのそ

ば近くに来て、御前にひざまずいて言

った。 15「主よ。私の息子をあわれ

んでください。てんかんで、たいへん

苦しんでおります。何度も何度も火の

中に落ちたり、水の中に落ちたりいた

します。 16そこで、その子をお弟子

たちのところに連れて来たのですが、

直すことができませんでした。」 17

イエスは答えて言われた。「ああ、不

信仰な、曲がった今の世だ。いつまで

あなたがたといっしょにいなければな

らないのでしょう。いつまであなたが

たにがまんしていなければならないの
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でしょう。その子をわたしのところに

連れて来なさい。」 18そして、イエ

スがその子をおしかりになると、悪霊

は彼から出て行き、その子はその時か

ら直った。 19そのとき、弟子たちは

そっとイエスのもとに来て、言った。

「なぜ、私たちには悪霊を追い出せな

かったのですか。」 20イエスは言わ

れた。「あなたがたの信仰が薄いから

です。まことに、あなたがたに告げま

す。もし、からし種ほどの信仰があっ

たら、この山に、『ここからあそこに

移れ。』と言えば移るのです。どんな

ことでも、あなたがたにできないこと

はありません。 21［ただし、この種

のものは、祈りと断食によらなければ

出て行きません。］」 22彼らがガリ

ラヤに集まっていたとき、イエスは彼

らに言われた。「人の子は、いまに人

々の手に渡されます。 23そして彼ら

に殺されるが、三日目によみがえりま

す。」すると、彼らは非常に悲しんだ

。 24また、彼らがカペナウムに来た

とき、宮の納入金を集める人たちが、

ペテロのところに来て言った。「あな

たがたの先生は、宮の納入金を納めな

いのですか。」 25彼は「納めます。

」と言って、家にはいると、先にイエ

スのほうからこう言い出された。「シ

モン。どう思いますか。世の王たちは

だれから税や貢を取り立てますか。自

分の子どもたちからですか、それとも

ほかの人たちからですか。」 26ペテ

ロが「ほかの人たちからです。」と言

うと、イエスは言われた。「では、子

どもたちにはその義務がないのです。

27しかし、彼らにつまずきを与えない

ために、湖に行って釣りをして、最初

に釣れた魚を取りなさい。その口をあ

けるとスタテル一枚が見つかるから、

それを取って、わたしとあなたとの分

として納めなさい。」

18そのとき、弟子たちがイエスのと
ころに来て言った。「それでは、

天の御国では、だれが一番偉いのでし

ょうか。」 2そこで、イエスは小さい

子どもを呼び寄せ、彼らの真中に立た

せて、 3言われた。「まことに、あな

たがたに告げます。あなたがたも悔い

改めて子どもたちのようにならない限

り、決して天の御国には、はいれませ

ん。 4だから、この子どものように、

自分を低くする者が、天の御国で一番

偉い人です。 5また、だれでも、この

ような子どものひとりを、わたしの名

のゆえに受け入れる者は、わたしを受

け入れるのです。 6しかし、わたしを

信じるこの小さい者たちのひとりにで

もつまずきを与えるような者は、大き

い石臼を首にかけられて、湖の深みで

おぼれ死んだほうがましです。 7つま

ずきを与えるこの世は忌まわしいもの

です。つまずきが起こることは避けら

れないが、つまずきをもたらす者は忌

まわしいものです。 8もし、あなたの

手か足の一つがあなたをつまずかせる

なら、それを切って捨てなさい。片手

片足でいのちにはいるほうが、両手両

足そろっていて永遠の火に投げ入れら

れるよりは、あなたにとってよいこと

です。 (aiōnios g166) 9また、もし、あな

たの一方の目が、あなたをつまずかせ

るなら、それをえぐり出して捨てなさ

い。片目でいのちにはいるほうが、両

目そろっていて燃えるゲヘナに投げ入

れられるよりは、あなたにとってよい
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ことです。 (Geenna g1067) 10あなたがた

は、この小さい者たちを、ひとりでも

見下げたりしないように気をつけなさ

い。まことに、あなたがたに告げます

。彼らの天の御使いたちは、天におら

れるわたしの父の御顔をいつも見てい

るからです。 11［人の子は、滅んで

いる者を救うために来たのです。］ 12

あなたがたはどう思いますか。もし、

だれかが百匹の羊を持っていて、その

うちの一匹が迷い出たとしたら、その

人は九十九匹を山に残して、迷った一

匹を捜しに出かけないでしょうか。 13

そして、もし、いたとなれば、まこと

に、あなたがたに告げます。その人は

迷わなかった九十九匹の羊以上にこの

一匹を喜ぶのです。 14このように、

この小さい者たちのひとりが滅びるこ

とは、天にいますあなたがたの父のみ

こころではありません。 15また、も

し、あなたの兄弟が罪を犯したなら、

行って、ふたりだけのところで責めな

さい。もし聞き入れたら、あなたは兄

弟を得たのです。 16もし聞き入れな

いなら、ほかにひとりかふたりをいっ

しょに連れて行きなさい。ふたりか三

人の証人の口によって、すべての事実

が確認されるためです。 17それでも

なお、言うことを聞き入れようとしな

いなら、教会に告げなさい。教会の言

うことさえも聞こうとしないなら、彼

を異邦人か取税人のように扱いなさい

。 18まことに、あなたがたに告げま

す。何でもあなたがたが地上でつなぐ

なら、それは天においてもつながれて

おり、あなたがたが地上で解くなら、

それは天においても解かれているので

す。 19まことに、あなたがたにもう

一度、告げます。もし、あなたがたの

うちふたりが、どんな事でも、地上で

心を一つにして祈るなら、天におられ

るわたしの父は、それをかなえてくだ

さいます。 20ふたりでも三人でも、

わたしの名において集まる所には、わ

たしもその中にいるからです。」 21

そのとき、ペテロがみもとに来て言っ

た。「主よ。兄弟が私に対して罪を犯

したばあい、何度まで赦すべきでしょ

うか。七度まででしょうか。」 22イ

エスは言われた。「七度まで、などと

はわたしは言いません。七度を七十倍

するまでと言います。 23このことか

ら、天の御国は、地上の王にたとえる

ことができます。王はそのしもべたち

と清算をしたいと思った。 24清算が

始まると、まず一万タラントの借りの

あるしもべが、王のところに連れて来

られた。 25しかし、彼は返済するこ

とができなかったので、その主人は彼

に、自分も妻子も持ち物全部も売って

返済するように命じた。 26それで、

このしもべは、主人の前にひれ伏して

、『どうかご猶予ください。そうすれ

ば全部お払いいたします。』と言った

。 27しもべの主人は、かわいそうに

思って、彼を赦し、借金を免除してや

った。 28ところが、そのしもべは、

出て行くと、同じしもべ仲間で、彼か

ら百デナリの借りのある者に出会った

。彼はその人をつかまえ、首を絞めて

、『借金を返せ。』と言った。 29彼

の仲間は、ひれ伏して、『もう少し待

ってくれ。そうしたら返すから。』と

言って頼んだ。 30しかし彼は承知せ

ず、連れて行って、借金を返すまで牢

に投げ入れた。 31彼の仲間たちは事
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の成り行きを見て、非常に悲しみ、行

って、その一部始終を主人に話した。

32そこで、主人は彼を呼びつけて言っ

た。『悪いやつだ。おまえがあんなに

頼んだからこそ借金全部を赦してやっ

たのだ。 33私がおまえをあわれんで

やったように、おまえも仲間をあわれ

んでやるべきではないか。』 34こう

して、主人は怒って、借金を全部返す

まで、彼を獄吏に引き渡した。 35あ

なたがたもそれぞれ、心から兄弟を赦

さないなら、天のわたしの父も、あな

たがたに、このようになさるのです。

」

19イエスはこの話を終えると、ガリ
ラヤを去って、ヨルダンの向こう

にあるユダヤ地方に行かれた。 2する

と、大ぜいの群衆がついて来たので、

そこで彼らをおいやしになった。 3パ

リサイ人たちがみもとにやって来て、

イエスを試みて、こう言った。「何か

理由があれば、妻を離別することは律

法にかなっているでしょうか。」 4イ

エスは答えて言われた。「創造者は、

初めから人を男と女に造って、 5『そ

れゆえ、人はその父と母を離れて、そ

の妻と結ばれ、ふたりの者が一心同体

になるのだ。』と言われたのです。そ

れを、あなたがたは読んだことがない

のですか。 6それで、もはやふたりで

はなく、ひとりなのです。こういうわ

けで、人は、神が結び合わせたものを

引き離してはなりません。」 7彼らは

イエスに言った。「では、モーセはな

ぜ、離婚状を渡して妻を離別せよ、と

命じたのですか。」 8イエスは彼らに

言われた。「モーセは、あなたがたの

心がかたくななので、その妻を離別す

ることをあなたがたに許したのです。

しかし、初めからそうだったのではあ

りません。 9まことに、あなたがたに

告げます。だれでも、不貞のためでな

くて、その妻を離別し、別の女を妻に

する者は姦淫を犯すのです。」 10弟

子たちはイエスに言った。「もし妻に

対する夫の立場がそんなものなら、結

婚しないほうがましです。」 11しか

し、イエスは言われた。「そのことば

は、だれでも受け入れることができる

わけではありません。ただ、それが許

されている者だけができるのです。 12

というのは、母の胎内から、そのよう

に生まれついた独身者がいます。また

、人から独身者にさせられた者もいま

す。また、天の御国のために、自分か

ら独身者になった者もいるからです。

それができる者はそれを受け入れなさ

い。」 13そのとき、イエスに手を置

いて祈っていただくために、子どもた

ちが連れて来られた。ところが、弟子

たちは彼らをしかった。 14しかし、

イエスは言われた。「子どもたちを許

してやりなさい。邪魔をしないでわた

しのところに来させなさい。天の御国

はこのような者たちの国なのです。」

15そして、手を彼らの上に置いてから

、そこを去って行かれた。 16すると

、ひとりの人がイエスのもとに来て言

った。「先生。永遠のいのちを得るた

めには、どんな良いことをしたらよい

のでしょうか。」 (aiōnios g166) 17イエス

は彼に言われた。「なぜ、良いことに

ついて、わたしに尋ねるのですか。良

い方は、ひとりだけです。もし、いの

ちにはいりたいと思うなら、戒めを守

りなさい。」 18彼は「どの戒めです



マタイの福音書29

か。」と言った。そこで、イエスは言

われた。「殺してはならない。姦淫し

てはならない。盗んではならない。偽

証をしてはならない。 19父と母を敬

え。あなたの隣人をあなた自身のよう

に愛せよ。」 20この青年はイエスに

言った。「そのようなことはみな、守

っております。何がまだ欠けているの

でしょうか。」 21イエスは、彼に言

われた。「もし、あなたが完全になり

たいなら、帰って、あなたの持ち物を

売り払って貧しい人たちに与えなさい

。そうすれば、あなたは天に宝を積む

ことになります。そのうえで、わたし

について来なさい。」 22ところが、

青年はこのことばを聞くと、悲しんで

去って行った。この人は多くの財産を

持っていたからである。 23それから

、イエスは弟子たちに言われた。「ま

ことに、あなたがたに告げます。金持

ちが天の御国にはいるのはむずかしい

ことです。 24まことに、あなたがた

にもう一度、告げます。金持ちが神の

国にはいるよりは、らくだが針の穴を

通るほうがもっとやさしい。」 25弟

子たちは、これを聞くと、たいへん驚

いて言った。「それでは、だれが救わ

れることができるのでしょう。」 26

イエスは彼らをじっと見て言われた。

「それは人にはできないことです。し

かし、神にはどんなことでもできます

。」 27そのとき、ペテロはイエスに

答えて言った。「ご覧ください。私た

ちは、何もかも捨てて、あなたに従っ

てまいりました。私たちは何がいただ

けるでしょうか。」 28そこで、イエ

スは彼らに言われた。「まことに、あ

なたがたに告げます。世が改まって人

の子がその栄光の座に着く時、わたし

に従って来たあなたがたも十二の座に

着いて、イスラエルの十二の部族をさ

ばくのです。 29また、わたしの名の

ために、家、兄弟、姉妹、父、母、子

、あるいは畑を捨てた者はすべて、そ

の幾倍もを受け、また永遠のいのちを

受け継ぎます。 (aiōnios g166) 30ただ、先

の者があとになり、あとの者が先にな

ることが多いのです。

20天の御国は、自分のぶどう園で働
く労務者を雇いに朝早く出かけた

主人のようなものです。 2彼は、労務

者たちと一日一デナリの約束ができる

と、彼らをぶどう園にやった。 3それ

から、九時ごろに出かけてみると、別

の人たちが市場に立っており、何もし

ないでいた。 4そこで、彼はその人た

ちに言った。『あなたがたも、ぶどう

園に行きなさい。相当のものを上げる

から。』 5彼らは出て行った。それか

らまた、十二時ごろと三時ごろに出か

けて行って、同じようにした。 6また

、五時ごろ出かけてみると、別の人た

ちが立っていたので、彼らに言った。

『なぜ、一日中仕事もしないでここに

いるのですか。』 7彼らは言った。『

だれも雇ってくれないからです。』彼

は言った。『あなたがたも、ぶどう園

に行きなさい。』 8こうして、夕方に

なったので、ぶどう園の主人は、監督

に言った。『労務者たちを呼んで、最

後に来た者たちから順に、最初に来た

者たちにまで、賃金を払ってやりなさ

い。』 9そこで、五時ごろに雇われた

者たちが来て、それぞれ一デナリずつ

もらった。 10最初の者たちがもらい

に来て、もっと多くもらえるだろうと
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思ったが、彼らもやはりひとり一デナ

リずつであった。 11そこで、彼らは

それを受け取ると、主人に文句をつけ

て、 12言った。『この最後の連中は

一時間しか働かなかったのに、あなた

は私たちと同じにしました。私たちは

一日中、労苦と焼けるような暑さを辛

抱したのです。』 13しかし、彼はそ

のひとりに答えて言った。『私はあな

たに何も不当なことはしていない。あ

なたは私と一デナリの約束をしたでは

ありませんか。 14自分の分を取って

帰りなさい。ただ私としては、この最

後の人にも、あなたと同じだけ上げた

いのです。 15自分のものを自分の思

うようにしてはいけないという法があ

りますか。それとも、私が気前がいい

ので、あなたの目にはねたましく思わ

れるのですか。』 16このように、あ

との者が先になり、先の者があとにな

るものです。」 17さて、イエスは、

エルサレムに上ろうとしておられたが

、十二弟子だけを呼んで、道々彼らに

話された。 18「さあ、これから、わ

たしたちはエルサレムに向かって行き

ます。人の子は、祭司長、律法学者た

ちに引き渡されるのです。彼らは人の

子を死刑に定めます。 19そして、あ

ざけり、むち打ち、十字架につけるた

め、異邦人に引き渡します。しかし、

人の子は三日目によみがえります。」

20そのとき、ゼベダイの子たちの母が

、子どもたちといっしょにイエスのも

とに来て、ひれ伏して、お願いがあり

ますと言った。 21イエスが彼女に、

「どんな願いですか。」と言われると

、彼女は言った。「私のこのふたりの

息子が、あなたの御国で、ひとりはあ

なたの右に、ひとりは左にすわれるよ

うにおことばを下さい。」 22けれど

も、イエスは答えて言われた。「あな

たがたは自分が何を求めているのか、

わかっていないのです。わたしが飲も

うとしている杯を飲むことができます

か。」彼らは「できます。」と言った

。 23イエスは言われた。「あなたが

たはわたしの杯を飲みはします。しか

し、わたしの右と左にすわることは、

このわたしの許すことではなく、わた

しの父によってそれに備えられた人々

があるのです。」 24このことを聞い

たほかの十人は、このふたりの兄弟の

ことで腹を立てた。 25そこで、イエ

スは彼らを呼び寄せて、言われた。「

あなたがたも知っているとおり、異邦

人の支配者たちは彼らを支配し、偉い

人たちは彼らの上に権力をふるいます

。 26あなたがたの間では、そうでは

ありません。あなたがたの間で偉くな

りたいと思う者は、みなに仕える者に

なりなさい。 27あなたがたの間で人

の先に立ちたいと思う者は、あなたが

たのしもべになりなさい。 28人の子

が来たのが、仕えられるためではなく

、かえって仕えるためであり、また、

多くの人のための、贖いの代価として

、自分のいのちを与えるためであるの

と同じです。」 29彼らがエリコを出

て行くと、大ぜいの群衆がイエスにつ

いて行った。 30すると、道ばたにす

わっていたふたりの盲人が、イエスが

通られると聞いて、叫んで言った。「

主よ。私たちをあわれんでください。

ダビデの子よ。」 31そこで、群衆は

彼らを黙らせようとして、たしなめた

が、彼らはますます、「主よ。私たち
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をあわれんでください。ダビデの子よ

。」と叫び立てた。 32すると、イエ

スは立ち止まって、彼らを呼んで言わ

れた。「わたしに何をしてほしいのか

。」 33彼らはイエスに言った。「主

よ。この目をあけていただきたいので

す。」 34イエスはかわいそうに思っ

て、彼らの目にさわられた。すると、

すぐさま彼らは見えるようになり、イ

エスについて行った。

21それから、彼らはエルサレムに近
づき、オリーブ山のふもとのベテ

パゲまで来た。そのとき、イエスは、

弟子をふたり使いに出して、 2言われ

た。「向こうの村へ行きなさい。そう

するとすぐに、ろばがつながれていて

、いっしょにろばの子がいるのに気が

つくでしょう。それをほどいて、わた

しのところに連れて来なさい。 3もし

だれかが何か言ったら、『主がお入用

なのです。』と言いなさい。そうすれ

ば、すぐに渡してくれます。」 4これ

は、預言者を通して言われた事が成就

するために起こったのである。 5「シ

オンの娘に伝えなさい。『見よ。あな

たの王が、あなたのところにお見えに

なる。柔和で、ろばの背に乗って、

それも、荷物を運ぶろばの子に乗って

。』」 6そこで、弟子たちは行って、

イエスが命じられたとおりにした。 7

そして、ろばと、ろばの子とを連れて

来て、自分たちの上着をその上に掛け

た。イエスはそれに乗られた。 8する

と、群衆のうち大ぜいの者が、自分た

ちの上着を道に敷き、また、ほかの人

々は、木の枝を切って来て、道に敷い

た。 9そして、群衆は、イエスの前を

行く者も、あとに従う者も、こう言っ

て叫んでいた。「ダビデの子にホサナ

。祝福あれ。主の御名によって来られ

る方に。ホサナ。いと高き所に。」

10こうして、イエスがエルサレムには

いられると、都中がこぞって騒ぎ立ち

、「この方は、どういう方なのか。」

と言った。 11群衆は、「この方は、

ガリラヤのナザレの、預言者イエスだ

。」と言った。 12それから、イエス

は宮にはいって、宮の中で売り買いす

る者たちをみな追い出し、両替人の台

や、鳩を売る者たちの腰掛けを倒され

た。 13そして彼らに言われた。「『

わたしの家は祈りの家と呼ばれる。』

と書いてある。それなのに、あなたが

たはそれを強盗の巣にしている。」 14

また、宮の中で、盲人や足なえがみも

とに来たので、イエスは彼らをいやさ

れた。 15ところが、祭司長、律法学

者たちは、イエスのなさった驚くべき

いろいろのことを見、また宮の中で子

どもたちが「ダビデの子にホサナ。」

と言って叫んでいるのを見て腹を立て

た。 16そしてイエスに言った。「あ

なたは、子どもたちが何と言っている

か、お聞きですか。」イエスは言われ

た。「聞いています。『あなたは幼子

と乳飲み子たちの口に賛美を用意され

た。』とあるのを、あなたがたは読ま

なかったのですか。」 17イエスは彼

らをあとに残し、都を出てベタニヤに

行き、そこに泊まられた。 18翌朝、

イエスは都に帰る途中、空腹を覚えら

れた。 19道ばたにいちじくの木が見

えたので、近づいて行かれたが、葉の

ほかは何もないのに気づかれた。それ

で、イエスはその木に「おまえの実は

、もういつまでも、ならないように。
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」と言われた。すると、たちまちいち

じくの木は枯れた。 (aiōn g165) 20弟子た

ちは、これを見て、驚いて言った。「

どうして、こうすぐにいちじくの木が

枯れたのでしょうか。」 21イエスは

答えて言われた。「まことに、あなた

がたに告げます。もし、あなたがたが

、信仰を持ち、疑うことがなければ、

いちじくの木になされたようなことが

できるだけでなく、たとい、この山に

向かって、『動いて、海にはいれ。』

と言っても、そのとおりになります。

22あなたがたが信じて祈り求めるもの

なら、何でも与えられます。」 23そ

れから、イエスが宮にはいって、教え

ておられると、祭司長、民の長老たち

が、みもとに来て言った。「何の権威

によって、これらのことをしておられ

るのですか。だれが、あなたにその権

威を授けたのですか。」 24イエスは

答えて、こう言われた。「わたしも一

言あなたがたに尋ねましょう。もし、

あなたがたが答えるなら、わたしも何

の権威によって、これらのことをして

いるかを話しましょう。 25ヨハネの

バプテスマは、どこから来たものです

か。天からですか。それとも人からで

すか。」すると、彼らはこう言いなが

ら、互いに論じ合った。「もし、天か

ら、と言えば、それならなぜ、彼を信

じなかったか、と言うだろう。 26し

かし、もし、人から、と言えば、群衆

がこわい。彼らはみな、ヨハネを預言

者と認めているのだから。」 27そこ

で、彼らはイエスに答えて、「わかり

ません。」と言った。イエスもまた彼

らにこう言われた。「わたしも、何の

権威によってこれらのことをするのか

、あなたがたに話すまい。 28ところ

で、あなたがたは、どう思いますか。

ある人にふたりの息子がいた。その人

は兄のところに来て、『きょう、ぶど

う園に行って働いてくれ。』と言った

。 29兄は答えて『行きます。おとう

さん。』と言ったが、行かなかった。

30それから、弟のところに来て、同じ

ように言った。ところが、弟は答えて

『行きたくありません。』と言ったが

、あとから悪かったと思って出かけて

行った。 31ふたりのうちどちらが、

父の願ったとおりにしたのでしょう。

」彼らは言った。「あとの者です。」

イエスは彼らに言われた。「まことに

、あなたがたに告げます。取税人や遊

女たちのほうが、あなたがたより先に

神の国にはいっているのです。 32と

いうのは、あなたがたは、ヨハネが義

の道を持って来たのに、彼を信じなか

った。しかし、取税人や遊女たちは彼

を信じたからです。しかもあなたがた

は、それを見ながら、あとになって悔

いることもせず、彼を信じなかったの

です。 33もう一つのたとえを聞きな

さい。ひとりの、家の主人がいた。彼

はぶどう園を造って、垣を巡らし、そ

の中に酒ぶねを掘り、やぐらを建て、

それを農夫たちに貸して、旅に出かけ

た。 34さて、収穫の時が近づいたの

で、主人は自分の分を受け取ろうとし

て、農夫たちのところへしもべたちを

遣わした。 35すると、農夫たちは、

そのしもべたちをつかまえて、ひとり

は袋だたきにし、もうひとりは殺し、

もうひとりは石で打った。 36そこで

もう一度、前よりももっと多くの別の

しもべたちを遣わしたが、やはり同じ
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ような扱いをした。 37しかし、その

あと、その主人は、『私の息子なら、

敬ってくれるだろう。』と言って、息

子を遣わした。 38すると、農夫たち

は、その子を見て、こう話し合った。

『あれはあと取りだ。さあ、あれを殺

して、あれのものになるはずの財産を

手に入れようではないか。』 39そし

て、彼をつかまえて、ぶどう園の外に

追い出して殺してしまった。 40この

ばあい、ぶどう園の主人が帰って来た

ら、その農夫たちをどうするでしょう

。」 41彼らはイエスに言った。「そ

の悪党どもを情け容赦なく殺して、そ

のぶどう園を、季節にはきちんと収穫

を納める別の農夫たちに貸すに違いあ

りません。」 42イエスは彼らに言わ

れた。「あなたがたは、次の聖書のこ

とばを読んだことがないのですか。『

家を建てる者たちの見捨てた石。それ

が礎の石になった。これは主のなさっ

たことだ。私たちの目には、不思議

なことである。』 43だから、わたし

はあなたがたに言います。神の国はあ

なたがたから取り去られ、神の国の実

を結ぶ国民に与えられます。 44また

、この石の上に落ちる者は、粉々に砕

かれ、この石が人の上に落ちれば、そ

の人を粉みじんに飛ばしてしまいます

。」 45祭司長たちとパリサイ人たち

は、イエスのこれらのたとえを聞いた

とき、自分たちをさして話しておられ

ることに気づいた。 46それでイエス

を捕えようとしたが、群衆を恐れた。

群衆はイエスを預言者と認めていたか

らである。

22イエスはもう一度たとえをもって
彼らに話された。 2「天の御国は

、王子のために結婚の披露宴を設けた

王にたとえることができます。 3王は

、招待しておいたお客を呼びに、しも

べたちを遣わしたが、彼らは来たがら

なかった。 4それで、もう一度、次の

ように言いつけて、別のしもべたちを

遣わした。『お客に招いておいた人た

ちにこう言いなさい。「さあ、食事の

用意ができました。雄牛も太った家畜

もほふって、何もかも整いました。ど

うぞ宴会にお出かけください。」』 5

ところが、彼らは気にもかけず、ある

者は畑に、別の者は商売に出て行き、

6そのほかの者たちは、王のしもべた

ちをつかまえて恥をかかせ、そして殺

してしまった。 7王は怒って、兵隊を

出して、その人殺しどもを滅ぼし、彼

らの町を焼き払った。 8そのとき、王

はしもべたちに言った。『宴会の用意

はできているが、招待しておいた人た

ちは、それにふさわしくなかった。 9

だから、大通りに行って、出会った者

をみな宴会に招きなさい。』 10それ

で、しもべたちは、通りに出て行って

、良い人でも悪い人でも出会った者を

みな集めたので、宴会場は客でいっぱ

いになった。 11ところで、王が客を

見ようとしてはいって来ると、そこに

婚礼の礼服を着ていない者がひとりい

た。 12そこで、王は言った。『あな

たは、どうして礼服を着ないで、ここ

にはいって来たのですか。』しかし、

彼は黙っていた。 13そこで、王はし

もべたちに、『あれの手足を縛って、

外の暗やみに放り出せ。そこで泣いて

歯ぎしりするのだ。』と言った。 14

招待される者は多いが、選ばれる者は

少ないのです。」 15そのころ、パリ
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サイ人たちは出て来て、どのようにイ

エスをことばのわなにかけようかと相

談した。 16彼らはその弟子たちを、

ヘロデ党の者たちといっしょにイエス

のもとにやって、こう言わせた。「先

生。私たちは、あなたが真実な方で、

真理に基づいて神の道を教え、だれを

もはばからない方だと存じています。

あなたは、人の顔色を見られないから

です。 17それで、どう思われるのか

言ってください。税金をカイザルに納

めることは、律法にかなっていること

でしょうか。かなっていないことでし

ょうか。」 18イエスは彼らの悪意を

知って言われた。「偽善者たち。なぜ

、わたしをためすのか。 19納め金に

するお金をわたしに見せなさい。」そ

こで彼らは、デナリを一枚イエスのも

とに持って来た。 20そこで彼らに言

われた。「これは、だれの肖像ですか

。だれの銘ですか。」 21彼らは、「

カイザルのです。」と言った。そこで

、イエスは言われた。「それなら、カ

イザルのものはカイザルに返しなさい

。そして神のものは神に返しなさい。

」 22彼らは、これを聞いて驚嘆し、

イエスを残して立ち去った。 23その

日、復活はないと言っているサドカイ

人たちが、イエスのところに来て、質

問して、 24言った。「先生。モーセ

は『もし、ある人が子のないままで死

んだなら、その弟は兄の妻をめとって

、兄のための子をもうけねばならない

。』と言いました。 25ところで、私

たちの間に七人兄弟がありました。長

男は結婚しましたが、死んで、子がな

かったので、その妻を弟に残しました

。 26次男も三男も、七人とも同じよ

うになりました。 27そして、最後に

、その女も死にました。 28すると復

活の際には、その女は七人のうちだれ

の妻なのでしょうか。彼らはみな、そ

の女を妻にしたのです。」 29しかし

、イエスは彼らに答えて言われた。「

そんな思い違いをしているのは、聖書

も神の力も知らないからです。 30復

活の時には、人はめとることも、とつ

ぐこともなく、天の御使いたちのよう

です。 31それに、死人の復活につい

ては、神があなたがたに語られた事を

、あなたがたは読んだことがないので

すか。 32『わたしは、アブラハムの

神、イサクの神、ヤコブの神である。

』とあります。神は死んだ者の神では

ありません。生きている者の神です。

」 33群衆はこれを聞いて、イエスの

教えに驚いた。 34しかし、パリサイ

人たちは、イエスがサドカイ人たちを

黙らせたと聞いて、いっしょに集まっ

た。 35そして、彼らのうちのひとり

の律法の専門家が、イエスをためそう

として、尋ねた。 36「先生。律法の

中で、たいせつな戒めはどれですか。

」 37そこで、イエスは彼に言われた

。「『心を尽くし、思いを尽くし、知

力を尽くして、あなたの神である主を

愛せよ。』 38これがたいせつな第一

の戒めです。 39『あなたの隣人をあ

なた自身のように愛せよ。』という第

二の戒めも、それと同じようにたいせ

つです。 40律法全体と預言者とが、

この二つの戒めにかかっているのです

。」 41パリサイ人たちが集まってい

るときに、イエスは彼らに尋ねて言わ

れた。 42「あなたがたは、キリスト

について、どう思いますか。彼はだれ
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の子ですか。」彼らはイエスに言った

。「ダビデの子です。」 43イエスは

彼らに言われた。「それでは、どうし

てダビデは、御霊によって、彼を主と

呼び、 44『主は私の主に言われた。

「わたしがあなたの敵をあなたの足の

下に従わせるまでは、わたしの右の座

に着いていなさい。」』と言っている

のですか。 45ダビデがキリストを主

と呼んでいるのなら、どうして彼はダ

ビデの子なのでしょう。」 46それで

、だれもイエスに一言も答えることが

できなかった。また、その日以来、も

はやだれも、イエスにあえて質問をす

る者はなかった。

23そのとき、イエスは群衆と弟子た
ちに話をして、 2こう言われた。

「律法学者、パリサイ人たちは、モー

セの座を占めています。 3ですから、

彼らがあなたがたに言うことはみな、

行ない、守りなさい。けれども、彼ら

の行ないをまねてはいけません。彼ら

は言うことは言うが、実行しないから

です。 4また、彼らは重い荷をくくっ

て、人の肩に載せ、自分はそれに指一

本さわろうとはしません。 5彼らのし

ていることはみな、人に見せるためで

す。経札の幅を広くしたり、衣のふさ

を長くしたりするのもそうです。 6ま

た、宴会の上座や会堂の上席が大好き

で、 7広場であいさつされたり、人か

ら先生と呼ばれたりすることが好きで

す。 8しかし、あなたがたは先生と呼

ばれてはいけません。あなたがたの教

師はただひとりしかなく、あなたがた

はみな兄弟だからです。 9あなたがた

は地上のだれかを、われらの父と呼ん

ではいけません。あなたがたの父はた

だひとり、すなわち天にいます父だけ

だからです。 10また、師と呼ばれて

はいけません。あなたがたの師はただ

ひとり、キリストだからです。 11あ

なたがたのうちの一番偉大な者は、あ

なたがたに仕える人でなければなりま

せん。 12だれでも、自分を高くする

者は低くされ、自分を低くする者は高

くされます。 13しかし、わざわいが

来ますぞ。偽善の律法学者、パリサイ

人たち。あなたがたは、人々から天の

御国をさえぎっているのです。自分も

はいらず、はいろうとしている人々を

もはいらせないのです。 14［わざわ

いが来ますぞ。偽善の律法学者、パリ

サイ人たち。あなたがたは、やもめた

ちの家を食いつぶしていながら、見え

のために長い祈りをするからです。で

すから、あなたがたは、人一倍ひどい

罰を受けます。］ 15わざわいが来ま

すぞ。偽善の律法学者、パリサイ人た

ち。改宗者をひとりつくるのに、海と

陸とを飛び回り、改宗者ができると、

その人を自分より倍も悪いゲヘナの子

にするからです。 (Geenna g1067) 16わざ

わいが来ますぞ。目の見えぬ手引きど

も。あなたがたはこう言う。『だれで

も、神殿をさして誓ったのなら、何で

もない。しかし、神殿の黄金をさして

誓ったら、その誓いを果たさなければ

ならない。』 17愚かで、目の見えぬ

人たち。黄金と、黄金を神聖なものに

する神殿と、どちらがたいせつなのか

。 18また、こう言う。『だれでも、

祭壇をさして誓ったのなら、何でもな

い。しかし、祭壇の上の供え物をさし

て誓ったら、その誓いを果たさなけれ

ばならない。』 19目の見えぬ人たち
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。供え物と、その供え物を神聖なもの

にする祭壇と、どちらがたいせつなの

か。 20ですから、祭壇をさして誓う

者は、祭壇をも、その上のすべての物

をもさして誓っているのです。 21ま

た、神殿をさして誓う者は、神殿をも

、その中に住まわれる方をもさして誓

っているのです。 22天をさして誓う

者は、神の御座とそこに座しておられ

る方をさして誓うのです。 23わざわ

いが来ますぞ。偽善の律法学者、パリ

サイ人たち。あなたがたは、はっか、

いのんど、クミンなどの十分の一を納

めているが、律法の中ではるかに重要

なもの、すなわち正義もあわれみも誠

実もおろそかにしているのです。これ

こそしなければならないことです。た

だし、他のほうもおろそかにしてはい

けません。 24目の見えぬ手引きども

。あなたがたは、ぶよは、こして除く

が、らくだはのみこんでいます。 25

わざわいが来ますぞ。偽善の律法学者

、パリサイ人たち。あなたがたは、杯

や皿の外側はきよめるが、その中は強

奪と放縦でいっぱいです。 26目の見

えぬパリサイ人たち。まず、杯の内側

をきよめなさい。そうすれば、外側も

きよくなります。 27わざわいが来ま

すぞ。偽善の律法学者、パリサイ人た

ち。あなたがたは白く塗った墓のよう

なものです。墓はその外側は美しく見

えても、内側は、死人の骨や、あらゆ

る汚れたものがいっぱいなように、 28

あなたがたも、外側は人に正しいと見

えても、内側は偽善と不法でいっぱい

です。 29わざわいが来ますぞ。偽善

の律法学者、パリサイ人たち。あなた

がたは預言者の墓を建て、義人の記念

碑を飾って、 30『私たちが、先祖の

時代に生きていたら、預言者たちの血

を流すような仲間にはならなかっただ

ろう。』と言います。 31こうして、

預言者を殺した者たちの子孫だと、自

分で証言しています。 32あなたがた

も先祖の罪の目盛りの不足分を満たし

なさい。 33おまえたち蛇ども、まむ

しのすえども。おまえたちは、ゲヘナ

の刑罰をどうしてのがれることができ

よう。 (Geenna g1067) 34だから、わたし

が預言者、知者、律法学者たちを遣わ

すと、おまえたちはそのうちのある者

を殺し、十字架につけ、またある者を

会堂でむち打ち、町から町へと迫害し

て行くのです。 35それは、義人アベ

ルの血からこのかた、神殿と祭壇との

間で殺されたバラキヤの子ザカリヤの

血に至るまで、地上で流されるすべて

の正しい血の報復があなたがたの上に

来るためです。 36まことに、あなた

がたに告げます。これらの報いはみな

、この時代の上に来ます。 37ああ、

エルサレム、エルサレム。預言者たち

を殺し、自分に遣わされた人たちを石

で打つ者。わたしは、めんどりがひな

を翼の下に集めるように、あなたの子

らを幾たび集めようとしたことか。そ

れなのに、あなたがたはそれを好まな

かった。 38見なさい。あなたがたの

家は荒れ果てたままに残される。 39

あなたがたに告げます。『祝福あれ。

主の御名によって来られる方に。』と

あなたがたが言うときまで、あなたが

たは今後決してわたしを見ることはあ

りません。」

24イエスが宮を出て行かれるとき、
弟子たちが近寄って来て、イエス
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に宮の建物をさし示した。 2そこで、

イエスは彼らに答えて言われた。「こ

のすべての物に目をみはっているので

しょう。まことに、あなたがたに告げ

ます。ここでは、石がくずされずに、

積まれたまま残ることは決してありま

せん。」 3イエスがオリーブ山ですわ

っておられると、弟子たちが、ひそか

にみもとに来て言った。「お話しくだ

さい。いつ、そのようなことが起こる

のでしょう。あなたの来られる時や世

の終わりには、どんな前兆があるので

しょう。」 (aiōn g165) 4そこで、イエス

は彼らに答えて言われた。「人に惑わ

されないように気をつけなさい。 5わ

たしの名を名のる者が大ぜい現われ、

『私こそキリストだ。』と言って、多

くの人を惑わすでしょう。 6また、戦

争のことや、戦争のうわさを聞くでし

ょうが、気をつけて、あわてないよう

にしなさい。これらは必ず起こること

です。しかし、終わりが来たのではあ

りません。 7民族は民族に、国は国に

敵対して立ち上がり、方々にききんと

地震が起こります。 8しかし、そのよ

うなことはみな、産みの苦しみの初め

なのです。 9そのとき、人々は、あな

たがたを苦しいめに会わせ、殺します

。また、わたしの名のために、あなた

がたはすべての国の人々に憎まれます

。 10また、そのときは、人々が大ぜ

いつまずき、互いに裏切り、憎み合い

ます。 11また、にせ預言者が多く起

こって、多くの人々を惑わします。 12

不法がはびこるので、多くの人たちの

愛は冷たくなります。 13しかし、最

後まで耐え忍ぶ者は救われます。 14

この御国の福音は全世界に宣べ伝えら

れて、すべての国民にあかしされ、そ

れから、終わりの日が来ます。 15そ

れゆえ、預言者ダニエルによって語ら

れたあの『荒らす憎むべき者』が、聖

なる所に立つのを見たならば、（読者

はよく読み取るように。） 16そのと

きは、ユダヤにいる人々は山へ逃げな

さい。 17屋上にいる者は家の中の物

を持ち出そうと下に降りてはいけませ

ん。 18畑にいる者は着物を取りに戻

ってはいけません。 19だが、その日

、悲惨なのは身重の女と乳飲み子を持

つ女です。 20ただ、あなたがたの逃

げるのが、冬や安息日にならぬよう祈

りなさい。 21そのときには、世の初

めから、今に至るまで、いまだかつて

なかったような、またこれからもない

ような、ひどい苦難があるからです。

22もし、その日数が少なくされなかっ

たら、ひとりとして救われる者はない

でしょう。しかし、選ばれた者のため

に、その日数は少なくされます。 23

そのとき、『そら、キリストがここに

いる。』とか、『そこにいる。』とか

言う者があっても、信じてはいけませ

ん。 24にせキリスト、にせ預言者た

ちが現われて、できれば選民をも惑わ

そうとして、大きなしるしや不思議な

ことをして見せます。 25さあ、わた

しは、あなたがたに前もって話しまし

た。 26だから、たとい、『そら、荒

野にいらっしゃる。』と言っても、飛

び出して行ってはいけません。『そら

、へやにいらっしゃる。』と聞いても

、信じてはいけません。 27人の子の

来るのは、いなずまが東から出て、西

にひらめくように、ちょうどそのよう

に来るのです。 28死体のある所には



マタイの福音書 38

、はげたかが集まります。 29だが、

これらの日の苦難に続いてすぐに、太

陽は暗くなり、月は光を放たず、星は

天から落ち、天の万象は揺り動かされ

ます。 30そのとき、人の子のしるし

が天に現われます。すると、地上のあ

らゆる種族は、悲しみながら、人の子

が大能と輝かしい栄光を帯びて天の雲

に乗って来るのを見るのです。 31人

の子は大きなラッパの響きとともに、

御使いたちを遣わします。すると御使

いたちは、天の果てから果てまで、四

方からその選びの民を集めます。 32

いちじくの木から、たとえを学びなさ

い。枝が柔らかになって、葉が出て来

ると、夏の近いことがわかります。 33

そのように、これらのことのすべてを

見たら、あなたがたは、人の子が戸口

まで近づいていると知りなさい。 34

まことに、あなたがたに告げます。こ

れらのことが全部起こってしまうまで

は、この時代は過ぎ去りません。 35

この天地は滅び去ります。しかし、わ

たしのことばは決して滅びることがあ

りません。 36ただし、その日、その

時がいつであるかは、だれも知りませ

ん。天の御使いたちも子も知りません

。ただ父だけが知っておられます。 37

人の子が来るのは、ちょうど、ノアの

日のようだからです。 38洪水前の日

々は、ノアが箱舟にはいるその日まで

、人々は、飲んだり、食べたり、めと

ったり、とついだりしていました。 39

そして、洪水が来てすべての物をさら

ってしまうまで、彼らはわからなかっ

たのです。人の子が来るのも、そのと

おりです。 40そのとき、畑にふたり

いると、ひとりは取られ、ひとりは残

されます。 41ふたりの女が臼をひい

ていると、ひとりは取られ、ひとりは

残されます。 42だから、目をさまし

ていなさい。あなたがたは、自分の主

がいつ来られるか、知らないからです

。 43しかし、このことは知っておき

なさい。家の主人は、どろぼうが夜の

何時に来ると知っていたら、目を見張

っていたでしょうし、また、おめおめ

と自分の家に押し入られはしなかった

でしょう。 44だから、あなたがたも

用心していなさい。なぜなら、人の子

は、思いがけない時に来るのですから

。 45主人から、その家のしもべたち

を任されて、食事時には彼らに食事を

きちんと与えるような忠実な思慮深い

しもべとは、いったいだれでしょうか

。 46主人が帰って来たときに、その

ようにしているのを見られるしもべは

幸いです。 47まことに、あなたがた

に告げます。その主人は彼に自分の全

財産を任せるようになります。 48と

ころが、それが悪いしもべで、『主人

はまだまだ帰るまい。』と心の中で思

い、 49その仲間を打ちたたき、酒飲

みたちと飲んだり食べたりし始めてい

ると、 50そのしもべの主人は、思い

がけない日の思わぬ時間に帰って来ま

す。 51そして、彼をきびしく罰して

、その報いを偽善者たちと同じにする

に違いありません。しもべはそこで泣

いて歯ぎしりするのです。

25そこで、天の御国は、たとえて言
えば、それぞれがともしびを持っ

て、花婿を出迎える十人の娘のようで

す。 2そのうち五人は愚かで、五人は

賢かった。 3愚かな娘たちは、ともし

びは持っていたが、油を用意しておか
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なかった。 4賢い娘たちは、自分のと

もしびといっしょに、入れ物に油を入

れて持っていた。 5花婿が来るのが遅

れたので、みな、うとうとして眠り始

めた。 6ところが、夜中になって、『

そら、花婿だ。迎えに出よ。』と叫ぶ

声がした。 7娘たちは、みな起きて、

自分のともしびを整えた。 8ところが

愚かな娘たちは、賢い娘たちに言った

。『油を少し私たちに分けてください

。私たちのともしびは消えそうです。

』 9しかし、賢い娘たちは答えて言っ

た。『いいえ、あなたがたに分けてあ

げるにはとうてい足りません。それよ

りも店に行って、自分のをお買いなさ

い。』 10そこで、買いに行くと、そ

の間に花婿が来た。用意のできていた

娘たちは、彼といっしょに婚礼の祝宴

に行き、戸がしめられた。 11そのあ

とで、ほかの娘たちも来て、『ご主人

さま、ご主人さま。あけてください。

』と言った。 12しかし、彼は答えて

、『確かなところ、私はあなたがたを

知りません。』と言った。 13だから

、目をさましていなさい。あなたがた

は、その日、その時を知らないからで

す。 14天の御国は、しもべたちを呼

んで、自分の財産を預け、旅に出て行

く人のようです。 15彼は、おのおの

その能力に応じて、ひとりには五タラ

ント、ひとりには二タラント、もうひ

とりには一タラントを渡し、それから

旅に出かけた。 16五タラント預かっ

た者は、すぐに行って、それで商売を

して、さらに五タラントもうけた。 17

同様に、二タラント預かった者も、さ

らに二タラントもうけた。 18ところ

が、一タラント預かった者は、出て行

くと、地を掘って、その主人の金を隠

した。 19さて、よほどたってから、

しもべたちの主人が帰って来て、彼ら

と清算をした。 20すると、五タラン

ト預かった者が来て、もう五タラント

差し出して言った。『ご主人さま。私

に五タラント預けてくださいましたが

、ご覧ください。私はさらに五タラン

トもうけました。』 21その主人は彼

に言った。『よくやった。良い忠実な

しもべだ。あなたは、わずかな物に忠

実だったから、私はあなたにたくさん

の物を任せよう。主人の喜びをともに

喜んでくれ。』 22二タラントの者も

来て言った。『ご主人さま。私は二タ

ラント預かりましたが、ご覧ください

。さらに二タラントもうけました。』

23その主人は彼に言った。『よくやっ

た。良い忠実なしもべだ。あなたは、

わずかな物に忠実だったから、私はあ

なたにたくさんの物を任せよう。主人

の喜びをともに喜んでくれ。』 24と

ころが、一タラント預かっていた者も

来て、言った。『ご主人さま。あなた

は、蒔かない所から刈り取り、散らさ

ない所から集めるひどい方だとわかっ

ていました。 25私はこわくなり、出

て行って、あなたの一タラントを地の

中に隠しておきました。さあどうぞ、

これがあなたの物です。』 26ところ

が、主人は彼に答えて言った。『悪い

なまけ者のしもべだ。私が蒔かない所

から刈り取り、散らさない所から集め

ることを知っていたというのか。 27

だったら、おまえはその私の金を、銀

行に預けておくべきだった。そうすれ

ば私は帰って来たときに、利息がつい

て返してもらえたのだ。 28だから、
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そのタラントを彼から取り上げて、そ

れを十タラント持っている者にやりな

さい。』 29だれでも持っている者は

、与えられて豊かになり、持たない者

は、持っているものまでも取り上げら

れるのです。 30役に立たぬしもべは

、外の暗やみに追い出しなさい。そこ

で泣いて歯ぎしりするのです。 31人

の子が、その栄光を帯びて、すべての

御使いたちを伴って来るとき、人の子

はその栄光の位に着きます。 32そし

て、すべての国々の民が、その御前に

集められます。彼は、羊飼いが羊と山

羊とを分けるように、彼らをより分け

、 33羊を自分の右に、山羊を左に置

きます。 34そうして、王は、その右

にいる者たちに言います。『さあ、わ

たしの父に祝福された人たち。世の初

めから、あなたがたのために備えられ

た御国を継ぎなさい。 35あなたがた

は、わたしが空腹であったとき、わた

しに食べる物を与え、わたしが渇いて

いたとき、わたしに飲ませ、わたしが

旅人であったとき、わたしに宿を貸し

、 36わたしが裸のとき、わたしに着

る物を与え、わたしが病気をしたとき

、わたしを見舞い、わたしが牢にいた

とき、わたしをたずねてくれたからで

す。』 37すると、その正しい人たち

は、答えて言います。『主よ。いつ、

私たちは、あなたが空腹なのを見て、

食べる物を差し上げ、渇いておられる

のを見て、飲ませてあげましたか。 38

いつ、あなたが旅をしておられるとき

に、泊まらせてあげ、裸なのを見て、

着る物を差し上げましたか。 39また

、いつ、私たちは、あなたのご病気や

あなたが牢におられるのを見て、おた

ずねしましたか。』 40すると、王は

彼らに答えて言います。『まことに、

あなたがたに告げます。あなたがたが

、これらのわたしの兄弟たち、しかも

最も小さい者たちのひとりにしたのは

、わたしにしたのです。』 41それか

ら、王はまた、その左にいる者たちに

言います。『のろわれた者ども。わた

しから離れて、悪魔とその使いたちの

ために用意された永遠の火にはいれ。

(aiōnios g166) 42おまえたちは、わたしが

空腹であったとき、食べる物をくれず

、渇いていたときにも飲ませず、 43

わたしが旅人であったときにも泊まら

せず、裸であったときにも着る物をく

れず、病気のときや牢にいたときにも

たずねてくれなかった。』 44そのと

き、彼らも答えて言います。『主よ。

いつ、私たちは、あなたが空腹であり

、渇き、旅をし、裸であり、病気をし

、牢におられるのを見て、お世話をし

なかったのでしょうか。』 45すると

、王は彼らに答えて言います。『まこ

とに、おまえたちに告げます。おまえ

たちが、この最も小さい者たちのひと

りにしなかったのは、わたしにしなか

ったのです。』 46こうして、この人

たちは永遠の刑罰にはいり、正しい人

たちは永遠のいのちにはいるのです。

」 (aiōnios g166)

26イエスは、これらの話をすべて終
えると、弟子たちに言われた。 2

「あなたがたの知っているとおり、二

日たつと過越の祭りになります。人の

子は十字架につけられるために引き渡

されます。」 3そのころ、祭司長、民

の長老たちは、カヤパという大祭司の

家の庭に集まり、 4イエスをだまして
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捕え、殺そうと相談した。 5しかし、

彼らは、「祭りの間はいけない。民衆

の騒ぎが起こるといけないから。」と

話していた。 6さて、イエスがベタニ

ヤで、らい病人シモンの家におられる

と、 7ひとりの女がたいへん高価な香

油のはいった石膏のつぼを持ってみも

とに来て、食卓に着いておられたイエ

スの頭に香油を注いだ。 8弟子たちは

これを見て、憤慨して言った。「何の

ために、こんなむだなことをするのか

。 9この香油なら、高く売れて、貧乏

な人たちに施しができたのに。」 10

するとイエスはこれを知って、彼らに

言われた。「なぜ、この女を困らせる

のです。わたしに対してりっぱなこと

をしてくれたのです。 11貧しい人た

ちは、いつもあなたがたといっしょに

います。しかし、わたしは、いつもあ

なたがたといっしょにいるわけではあ

りません。 12この女が、この香油を

わたしのからだに注いだのは、わたし

の埋葬の用意をしてくれたのです。 13

まことに、あなたがたに告げます。世

界中のどこででも、この福音が宣べ伝

えられる所なら、この人のした事も語

られて、この人の記念となるでしょう

。」 14そのとき、十二弟子のひとり

で、イスカリオテ・ユダという者が、

祭司長たちのところへ行って、 15こ

う言った。「彼をあなたがたに売ると

したら、いったいいくらくれますか。

」すると、彼らは銀貨三十枚を彼に支

払った。 16そのときから、彼はイエ

スを引き渡す機会をねらっていた。 17

さて、種なしパンの祝いの第一日に、

弟子たちがイエスのところに来て言っ

た。「過越の食事をなさるのに、私た

ちはどこで用意をしましょうか。」 18

イエスは言われた。「都にはいって、

これこれの人のところに行って、『先

生が「わたしの時が近づいた。わたし

の弟子たちといっしょに、あなたのと

ころで過越を守ろう。」と言っておら

れる。』と言いなさい。」 19そこで

、弟子たちはイエスに言いつけられた

とおりにして、過越の食事の用意をし

た。 20さて、夕方になって、イエス

は十二弟子といっしょに食卓に着かれ

た。 21みなが食事をしているとき、

イエスは言われた。「まことに、あな

たがたに告げます。あなたがたのうち

ひとりが、わたしを裏切ります。」 22

すると、弟子たちは非常に悲しんで、

「主よ。まさか私のことではないでし

ょう。」とかわるがわるイエスに言っ

た。 23イエスは答えて言われた。「

わたしといっしょに鉢に手を浸した者

が、わたしを裏切るのです。 24確か

に、人の子は、自分について書いてあ

るとおりに、去って行きます。しかし

、人の子を裏切るような人間はのろわ

れます。そういう人は生まれなかった

ほうがよかったのです。」 25すると

、イエスを裏切ろうとしていたユダが

答えて言った。「先生。まさか私のこ

とではないでしょう。」イエスは彼に

、「いや、そうだ。」と言われた。 26

また、彼らが食事をしているとき、イ

エスはパンを取り、祝福して後、これ

を裂き、弟子たちに与えて言われた。

「取って食べなさい。これはわたしの

からだです。」 27また杯を取り、感

謝をささげて後、こう言って彼らにお

与えになった。「みな、この杯から飲

みなさい。 28これは、わたしの契約
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の血です。罪を赦すために多くの人の

ために流されるものです。 29ただ、

言っておきます。わたしの父の御国で

、あなたがたと新しく飲むその日まで

は、わたしはもはや、ぶどうの実で造

った物を飲むことはありません。」 30

そして、賛美の歌を歌ってから、みな

オリーブ山へ出かけて行った。 31そ

のとき、イエスは弟子たちに言われた

。「あなたがたはみな、今夜、わたし

のゆえにつまずきます。『わたしが羊

飼いを打つ。すると、羊の群れは散り

散りになる。』と書いてあるからです

。 32しかしわたしは、よみがえって

から、あなたがたより先に、ガリラヤ

へ行きます。」 33すると、ペテロが

イエスに答えて言った。「たとい全部

の者があなたのゆえにつまずいても、

私は決してつまずきません。」 34イ

エスは彼に言われた。「まことに、あ

なたに告げます。今夜、鶏が鳴く前に

、あなたは三度、わたしを知らないと

言います。」 35ペテロは言った。「

たとい、ごいっしょに死ななければな

らないとしても、私は、あなたを知ら

ないなどとは決して申しません。」弟

子たちはみなそう言った。 36それか

らイエスは弟子たちといっしょにゲツ

セマネという所に来て、彼らに言われ

た。「わたしがあそこに行って祈って

いる間、ここにすわっていなさい。」

37それから、ペテロとゼベダイの子ふ

たりとをいっしょに連れて行かれたが

、イエスは悲しみもだえ始められた。

38そのとき、イエスは彼らに言われた

。「わたしは悲しみのあまり死ぬほど

です。ここを離れないで、わたしとい

っしょに目をさましていなさい。」 39

それから、イエスは少し進んで行って

、ひれ伏して祈って言われた。「わが

父よ。できますならば、この杯をわた

しから過ぎ去らせてください。しかし

、わたしの願うようにではなく、あな

たのみこころのように、なさってくだ

さい。」 40それから、イエスは弟子

たちのところに戻って来て、彼らの眠

っているのを見つけ、ペテロに言われ

た。「あなたがたは、そんなに、一時

間でも、わたしといっしょに目をさま

していることができなかったのか。 41

誘惑に陥らないように、目をさまして

、祈っていなさい。心は燃えていても

、肉体は弱いのです。」 42イエスは

二度目に離れて行き、祈って言われた

。「わが父よ。どうしても飲まずには

済まされぬ杯でしたら、どうぞみここ

ろのとおりをなさってください。」 43

イエスが戻って来て、ご覧になると、

彼らはまたも眠っていた。目をあけて

いることができなかったのである。 44

イエスは、またも彼らを置いて行かれ

、もう一度同じことをくり返して三度

目の祈りをされた。 45それから、イ

エスは弟子たちのところに来て言われ

た。「まだ眠って休んでいるのですか

。見なさい。時が来ました。人の子は

罪人たちの手に渡されるのです。 46

立ちなさい。さあ、行くのです。見な

さい。わたしを裏切る者が近づきまし

た。」 47イエスがまだ話しておられ

るうちに、見よ、十二弟子のひとりで

あるユダがやって来た。剣や棒を手に

した大ぜいの群衆もいっしょであった

。群衆はみな、祭司長、民の長老たち

から差し向けられたものであった。 48

イエスを裏切る者は、彼らと合図を決
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めて、「私が口づけをするのが、その

人だ。その人をつかまえるのだ。」と

言っておいた。 49それで、彼はすぐ

にイエスに近づき、「先生。お元気で

。」と言って、口づけした。 50イエ

スは彼に、「友よ。何のために来たの

ですか。」と言われた。そのとき、群

衆が来て、イエスに手をかけて捕えた

。 51すると、イエスといっしょにい

た者のひとりが、手を伸ばして剣を抜

き、大祭司のしもべに撃ってかかり、

その耳を切り落とした。 52そのとき

、イエスは彼に言われた。「剣をもと

に納めなさい。剣を取る者はみな剣で

滅びます。 53それとも、わたしが父

にお願いして、十二軍団よりも多くの

御使いを、今わたしの配下に置いてい

ただくことができないとでも思うので

すか。 54だが、そのようなことをす

れば、こうならなければならないと書

いてある聖書が、どうして実現されま

しょう。」 55そのとき、イエスは群

衆に言われた。「まるで強盗にでも向

かうように、剣や棒を持ってわたしを

つかまえに来たのですか。わたしは毎

日、宮ですわって教えていたのに、あ

なたがたは、わたしを捕えなかったの

です。 56しかし、すべてこうなった

のは、預言者たちの書が実現するため

です。」そのとき、弟子たちはみな、

イエスを見捨てて、逃げてしまった。

57イエスをつかまえた人たちは、イエ

スを大祭司カヤパのところへ連れて行

った。そこには、律法学者、長老たち

が集まっていた。 58しかし、ペテロ

も遠くからイエスのあとをつけながら

、大祭司の中庭まではいって行き、成

り行きを見ようと役人たちといっしょ

にすわった。 59さて、祭司長たちと

全議会は、イエスを死刑にするために

、イエスを訴える偽証を求めていた。

60偽証者がたくさん出て来たが、証拠

はつかめなかった。しかし、最後にふ

たりの者が進み出て、 61言った。「

この人は、『わたしは神の神殿をこわ

して、それを三日のうちに建て直せる

。』と言いました。」 62そこで、大

祭司は立ち上がってイエスに言った。

「何も答えないのですか。この人たち

が、あなたに不利な証言をしています

が、これはどうなのですか。」 63し

かし、イエスは黙っておられた。それ

で、大祭司はイエスに言った。「私は

、生ける神によって、あなたに命じま

す。あなたは神の子キリストなのか、

どうか。その答えを言いなさい。」 64

イエスは彼に言われた。「あなたの言

うとおりです。なお、あなたがたに言

っておきますが、今からのち、人の子

が、力ある方の右の座に着き、天の雲

に乗って来るのを、あなたがたは見る

ことになります。」 65すると、大祭

司は、自分の衣を引き裂いて言った。

「神への冒涜だ。これでもまだ、証人

が必要でしょうか。あなたがたは、今

、神をけがすことばを聞いたのです。

66どう考えますか。」彼らは答えて、

「彼は死刑に当たる。」と言った。 67

そうして、彼らはイエスの顔につばき

をかけ、こぶしでなぐりつけ、また、

他の者たちは、イエスを平手で打って

、 68こう言った。「当ててみろ。キ

リスト。あなたを打ったのはだれか。

」 69ペテロが外の中庭にすわってい

ると、女中のひとりが来て言った。「

あなたも、ガリラヤ人イエスといっし
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ょにいましたね。」 70しかし、ペテ

ロはみなの前でそれを打ち消して、「

何を言っているのか、私にはわからな

い。」と言った。 71そして、ペテロ

が入口まで出て行くと、ほかの女中が

、彼を見て、そこにいる人々に言った

。「この人はナザレ人イエスといっし

ょでした。」 72それで、ペテロは、

またもそれを打ち消し、誓って、「そ

んな人は知らない。」と言った。 73

しばらくすると、そのあたりに立って

いる人々がペテロに近寄って来て、「

確かに、あなたもあの仲間だ。ことば

のなまりではっきりわかる。」と言っ

た。 74すると彼は、「そんな人は知

らない。」と言って、のろいをかけて

誓い始めた。するとすぐに、鶏が鳴い

た。 75そこでペテロは、「鶏が鳴く

前に三度、あなたは、わたしを知らな

いと言います。」とイエスの言われた

あのことばを思い出した。そうして、

彼は出て行って、激しく泣いた。

27さて、夜が明けると、祭司長、民
の長老たち全員は、イエスを死刑

にするために協議した。 2それから、

イエスを縛って連れ出し、総督ピラト

に引き渡した。 3そのとき、イエスを

売ったユダは、イエスが罪に定められ

たのを知って後悔し、銀貨三十枚を、

祭司長、長老たちに返して、 4「私は

罪を犯した。罪のない人の血を売った

りして。」と言った。しかし、彼らは

、「私たちの知ったことか。自分で始

末することだ。」と言った。 5それで

、彼は銀貨を神殿に投げ込んで立ち去

った。そして、外に出て行って、首を

つった。 6祭司長たちは銀貨を取って

、「これを神殿の金庫に入れるのはよ

くない。血の代価だから。」と言った

。 7彼らは相談して、その金で陶器師

の畑を買い、旅人たちの墓地にした。

8それで、その畑は、今でも血の畑と

呼ばれている。 9そのとき、預言者エ

レミヤを通して言われた事が成就した

。「彼らは銀貨三十枚を取った。イス

ラエルの人々に値積もりされた人の値

段である。 10彼らは、主が私にお命

じになったように、その金を払って、

陶器師の畑を買った。」 11さて、イエ

スは総督の前に立たれた。すると、総

督はイエスに「あなたは、ユダヤ人の

王ですか。」と尋ねた。イエスは彼に

「そのとおりです。」と言われた。 12

しかし、祭司長、長老たちから訴えが

なされたときは、何もお答えにならな

かった。 13そのとき、ピラトはイエ

スに言った。「あんなにいろいろとあ

なたに不利な証言をしているのに、聞

こえないのですか。」 14それでも、

イエスは、どんな訴えに対しても一言

もお答えにならなかった。それには総

督も非常に驚いた。 15ところで総督

は、その祭りには、群衆のために、い

つも望みの囚人をひとりだけ赦免して

やっていた。 16そのころ、バラバと

いう名の知れた囚人が捕えられていた

。 17それで、彼らが集まったとき、

ピラトが言った。「あなたがたは、だ

れを釈放してほしいのか。バラバか、

それともキリストと呼ばれているイエ

スか。」 18ピラトは、彼らがねたみ

からイエスを引き渡したことに気づい

ていたのである。 19また、ピラトが

裁判の席に着いていたとき、彼の妻が

彼のもとに人をやって言わせた。「あ

の正しい人にはかかわり合わないでく
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ださい。ゆうべ、私は夢で、あの人の

ことで苦しいめに会いましたから。」

20しかし、祭司長、長老たちは、バラ

バのほうを願うよう、そして、イエス

を死刑にするよう、群衆を説きつけた

。 21しかし、総督は彼らに答えて言

った。「あなたがたは、ふたりのうち

どちらを釈放してほしいのか。」彼ら

は言った。「バラバだ。」 22ピラト

は彼らに言った。「では、キリストと

言われているイエスを私はどのように

しようか。」彼らはいっせいに言った

。「十字架につけろ。」 23だが、ピ

ラトは言った。「あの人がどんな悪い

事をしたというのか。」しかし、彼ら

はますます激しく「十字架につけろ。

」と叫び続けた。 24そこでピラトは

、自分では手の下しようがなく、かえ

って暴動になりそうなのを見て、群衆

の目の前で水を取り寄せ、手を洗って

、言った。「この人の血について、私

には責任がない。自分たちで始末する

がよい。」 25すると、民衆はみな答

えて言った。「その人の血は、私たち

や子どもたちの上にかかってもいい。

」 26そこで、ピラトは彼らのために

バラバを釈放し、イエスをむち打って

から、十字架につけるために引き渡し

た。 27それから、総督の兵士たちは

、イエスを官邸の中に連れて行って、

イエスの回りに全部隊を集めた。 28

そして、イエスの着物を脱がせて、緋

色の上着を着せた。 29それから、い

ばらで冠を編み、頭にかぶらせ、右手

に葦を持たせた。そして、彼らはイエ

スの前にひざまずいて、からかって言

った。「ユダヤ人の王さま。ばんざい

。」 30また彼らはイエスにつばきを

かけ、葦を取り上げてイエスの頭をた

たいた。 31こんなふうに、イエスを

からかったあげく、その着物を脱がせ

て、もとの着物を着せ、十字架につけ

るために連れ出した。 32そして、彼

らが出て行くと、シモンというクレネ

人を見つけたので、彼らは、この人に

イエスの十字架を、むりやりに背負わ

せた。 33ゴルゴタという所（「どく

ろ」と言われている場所）に来てから

、 34彼らはイエスに、苦みを混ぜた

ぶどう酒を飲ませようとした。イエス

はそれをなめただけで、飲もうとはさ

れなかった。 35こうして、イエスを

十字架につけてから、彼らはくじを引

いて、イエスの着物を分け、 36そこ

にすわって、イエスの見張りをした。

37また、イエスの頭の上には、「これ

はユダヤ人の王イエスである。」と書

いた罪状書きを掲げた。 38そのとき

、イエスといっしょに、ふたりの強盗

が、ひとりは右に、ひとりは左に、十

字架につけられた。 39道を行く人々

は、頭を振りながらイエスをののしっ

て、 40言った。「神殿を打ちこわし

て三日で建てる人よ。もし、神の子な

ら、自分を救ってみろ。十字架から降

りて来い。」 41同じように、祭司長

たちも律法学者、長老たちといっしょ

になって、イエスをあざけって言った

。 42「彼は他人を救ったが、自分は

救えない。イスラエルの王さまなら、

今、十字架から降りてもらおうか。そ

うしたら、われわれは信じるから。 43

彼は神により頼んでいる。もし神のお

気に入りなら、いま救っていただくが

いい。『わたしは神の子だ。』と言っ

ているのだから。」 44イエスといっ
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しょに十字架につけられた強盗どもも

、同じようにイエスをののしった。 45

さて、十二時から、全地が暗くなって

、三時まで続いた。 46三時ごろ、イ

エスは大声で、「エリ、エリ、レマ、

サバクタニ。」と叫ばれた。これは、

「わが神、わが神。どうしてわたしを

お見捨てになったのですか。」という

意味である。 47すると、それを聞い

て、そこに立っていた人々のうち、あ

る人たちは、「この人はエリヤを呼ん

でいる。」と言った。 48また、彼ら

のひとりがすぐ走って行って、海綿を

取り、それに酸いぶどう酒を含ませて

、葦の棒につけ、イエスに飲ませよう

とした。 49ほかの者たちは、「私た

ちはエリヤが助けに来るかどうか見る

こととしよう。」と言った。 50その

とき、イエスはもう一度大声で叫んで

、息を引き取られた。 51すると、見

よ。神殿の幕が上から下まで真二つに

裂けた。そして、地が揺れ動き、岩が

裂けた。 52また、墓が開いて、眠っ

ていた多くの聖徒たちのからだが生き

返った。 53そして、イエスの復活の

後に墓から出て来て、聖都にはいって

多くの人に現われた。 54百人隊長お

よび彼といっしょにイエスの見張りを

していた人々は、地震やいろいろの出

来事を見て、非常な恐れを感じ、「こ

の方はまことに神の子であった。」と

言った。 55そこには、遠くからなが

めている女たちがたくさんいた。イエ

スに仕えてガリラヤからついて来た女

たちであった。 56その中に、マグダ

ラのマリヤ、ヤコブとヨセフとの母マ

リヤ、ゼベダイの子らの母がいた。 57

夕方になって、アリマタヤの金持ちで

ヨセフという人が来た。彼もイエスの

弟子になっていた。 58この人はピラ

トのところに行って、イエスのからだ

の下げ渡しを願った。そこで、ピラト

は、渡すように命じた。 59ヨセフは

それを取り降ろして、きれいな亜麻布

に包み、 60岩を掘って造った自分の

新しい墓に納めた。墓の入口には大き

な石をころがしかけて帰った。 61そ

こにはマグダラのマリヤとほかのマリ

ヤとが墓のほうを向いてすわっていた

。 62さて、次の日、すなわち備えの

日の翌日、祭司長、パリサイ人たちは

ピラトのところに集まって、 63こう

言った。「閣下。あの、人をだます男

がまだ生きていたとき、『自分は三日

の後によみがえる。』と言っていたの

を思い出しました。 64ですから、三

日目まで墓の番をするように命じてく

ださい。そうでないと、弟子たちが来

て、彼を盗み出して、『死人の中から

よみがえった。』と民衆に言うかもし

れません。そうなると、この惑わしの

ほうが、前のばあいより、もっとひど

いことになります。」 65ピラトは「

番兵を出してやるから、行ってできる

だけの番をさせるがよい。」と彼らに

言った。 66そこで、彼らは行って、

石に封印をし、番兵が墓の番をした。

28さて、安息日が終わって、週の初
めの日の明け方、マグダラのマリ

ヤと、ほかのマリヤが墓を見に来た。

2すると、大きな地震が起こった。そ

れは、主の使いが天から降りて来て、

石をわきへころがして、その上にすわ

ったからである。 3その顔は、いなず

まのように輝き、その衣は雪のように

白かった。 4番兵たちは、御使いを見
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て恐ろしさのあまり震え上がり、死人

のようになった。 5すると、御使いは

女たちに言った。「恐れてはいけませ

ん。あなたがたが十字架につけられた

イエスを捜しているのを、私は知って

います。 6ここにはおられません。前

から言っておられたように、よみがえ

られたからです。来て、納めてあった

場所を見てごらんなさい。 7ですから

急いで行って、お弟子たちにこのこと

を知らせなさい。イエスが死人の中か

らよみがえられたこと、そして、あな

たがたより先にガリラヤに行かれ、あ

なたがたは、そこで、お会いできると

いうことです。では、これだけはお伝

えしました。」 8そこで、彼女たちは

、恐ろしくはあったが大喜びで、急い

で墓を離れ、弟子たちに知らせに走っ

て行った。 9すると、イエスが彼女た

ちに出会って、「おはよう。」と言わ

れた。彼女たちは近寄って御足を抱い

てイエスを拝んだ。 10すると、イエ

スは言われた。「恐れてはいけません

。行って、わたしの兄弟たちに、ガリ

ラヤに行くように言いなさい。そこで

わたしに会えるのです。」 11女たち

が行き着かないうちに、もう、数人の

番兵が都に来て、起こった事を全部、

祭司長たちに報告した。 12そこで、

祭司長たちは民の長老たちとともに集

まって協議し、兵士たちに多額の金を

与えて、 13こう言った。「『夜、私

たちが眠っている間に、弟子たちがや

って来て、イエスを盗んで行った。』

と言うのだ。 14もし、このことが総

督の耳にはいっても、私たちがうまく

説得して、あなたがたには心配をかけ

ないようにするから。」 15そこで、

彼らは金をもらって、指図されたとお

りにした。それで、この話が広くユダ

ヤ人の間に広まって今日に及んでいる

。 16しかし、十一人の弟子たちは、

ガリラヤに行って、イエスの指示され

た山に登った。 17そして、イエスに

お会いしたとき、彼らは礼拝した。し

かし、ある者は疑った。 18イエスは

近づいて来て、彼らにこう言われた。

「わたしには天においても、地におい

ても、いっさいの権威が与えられてい

ます。 19それゆえ、あなたがたは行

って、あらゆる国の人々を弟子としな

さい。そして、父、子、聖霊の御名に

よってバプテスマを授け、 20また、

わたしがあなたがたに命じておいたす

べてのことを守るように、彼らを教え

なさい。見よ。わたしは、世の終わり

まで、いつも、あなたがたとともにい

ます。」 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のは
じめ。 2預言者イザヤの書にこう書

いてある。「見よ。わたしは使いをあ

なたの前に遣わし、あなたの道を整え

させよう。 3荒野で叫ぶ者の声がする

。『主の道を用意し、主の通られる道

をまっすぐにせよ。』」そのとおりに

、 4バプテスマのヨハネが荒野に現わ

れて、罪が赦されるための悔い改めの

バプテスマを説いた。 5そこでユダヤ

全国の人々とエルサレムの全住民が彼

のところへ行き、自分の罪を告白して

、ヨルダン川で彼からバプテスマを受

けていた。 6ヨハネは、らくだの毛で

織った物を着て、腰に皮の帯を締め、

いなごと野蜜を食べていた。 7彼は宣

べ伝えて言った。「私よりもさらに力

のある方が、あとからおいでになりま

す。私には、かがんでその方のくつの

ひもを解く値うちもありません。 8私

はあなたがたに水でバプテスマを授け

ましたが、その方は、あなたがたに聖

霊のバプテスマをお授けになります。

」 9そのころ、イエスはガリラヤのナ

ザレから来られ、ヨルダン川で、ヨハ

ネからバプテスマをお受けになった。

10そして、水の中から上がられると、

すぐそのとき、天が裂けて御霊が鳩の

ように自分の上に下られるのを、ご覧

になった。 11そして天から声がした

。「あなたは、わたしの愛する子、わ

たしはあなたを喜ぶ。」 12そしてす

ぐ、御霊はイエスを荒野に追いやられ

た。 13イエスは四十日間荒野にいて

、サタンの誘惑を受けられた。野の獣

とともにおられたが、御使いたちがイ

エスに仕えていた。 14ヨハネが捕え

られて後、イエスはガリラヤに行き、

神の福音を宣べて言われた。 15「時

が満ち、神の国は近くなった。悔い改

めて福音を信じなさい。」 16ガリラ

ヤ湖のほとりを通られると、シモンと

シモンの兄弟アンデレが湖で網を打っ

ているのをご覧になった。彼らは漁師

であった。 17イエスは彼らに言われ

た。「わたしについて来なさい。人間

をとる漁師にしてあげよう。」 18す

ると、すぐに、彼らは網を捨て置いて

従った。 19また少し行かれると、ゼ

ベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネを

ご覧になった。彼らも舟の中で網を繕

っていた。 20すぐに、イエスがお呼

びになった。すると彼らは父ゼベダイ

を雇い人たちといっしょに舟に残して

、イエスについて行った。 21それか

ら、一行はカペナウムにはいった。そ

してすぐに、イエスは安息日に会堂に

はいって教えられた。 22人々は、そ

の教えに驚いた。それはイエスが、律

法学者たちのようにではなく、権威あ

る者のように教えられたからである。

23すると、すぐにまた、その会堂に汚

れた霊につかれた人がいて、大声でわ

めいて言った。 24「ナザレの人イエ

ス。いったい私たちに何をしようとい

うのです。あなたは私たちを滅ぼしに

来たのでしょう。私はあなたがどなた

か知っています。神の聖者です。」 25

イエスは彼をしかって、「黙れ。この

人から出て行け。」と言われた。 26

すると、その汚れた霊はその人をひき

つけさせ、大声をあげて、その人から

出て行った。 27人々はみな驚いて、

互いに論じ合って言った。「これはど

うだ。権威のある、新しい教えではな
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いか。汚れた霊をさえ戒められる。す

ると従うのだ。」 28こうして、イエ

スの評判は、すぐに、ガリラヤ全地の

至る所に広まった。 29イエスは会堂

を出るとすぐに、ヤコブとヨハネを連

れて、シモンとアンデレの家にはいら

れた。 30ところが、シモンのしゅう

とめが熱病で床に着いていたので、人

々はさっそく彼女のことをイエスに知

らせた。 31イエスは、彼女に近寄り

、その手を取って起こされた。すると

熱がひき、彼女は彼らをもてなした。

32夕方になった。日が沈むと、人々は

病人や悪霊につかれた者をみな、イエ

スのもとに連れて来た。 33こうして

町中の者が戸口に集まって来た。 34

イエスは、さまざまの病気にかかって

いる多くの人をお直しになり、また多

くの悪霊を追い出された。そして悪霊

どもがものを言うのをお許しにならな

かった。彼らがイエスをよく知ってい

たからである。 35さて、イエスは、

朝早くまだ暗いうちに起きて、寂しい

所へ出て行き、そこで祈っておられた

。 36シモンとその仲間は、イエスを

追って来て、 37彼を見つけ、「みん

ながあなたを捜しております。」と言

った。 38イエスは彼らに言われた。

「さあ、近くの別の村里へ行こう。そ

こにも福音を知らせよう。わたしは、

そのために出て来たのだから。」 39

こうしてイエスは、ガリラヤ全地にわ

たり、その会堂に行って、福音を告げ

知らせ、悪霊を追い出された。 40さ

て、ひとりのらい病人が、イエスのみ

もとにお願いに来て、ひざまずいて言

った。「お心一つで、私はきよくして

いただけます。」 41イエスは深くあ

われみ、手を伸ばして、彼にさわって

言われた。「わたしの心だ。きよくな

れ。」 42すると、すぐに、そのらい

病が消えて、その人はきよくなった。

43そこでイエスは、彼をきびしく戒め

て、すぐに彼を立ち去らせた。 44そ

のとき彼にこう言われた。「気をつけ

て、だれにも何も言わないようにしな

さい。ただ行って、自分を祭司に見せ

なさい。そして、人々へのあかしのた

めに、モーセが命じた物をもって、あ

なたのきよめの供え物をしなさい。」

45ところが、彼は出て行って、この出

来事をふれ回り、言い広め始めた。そ

のためイエスは表立って町の中にはい

ることができず、町はずれの寂しい所

におられた。しかし、人々は、あらゆ

る所からイエスのもとにやって来た。

2数日たって、イエスがカペナウムに
また来られると、家におられること

が知れ渡った。 2それで多くの人が集

まったため、戸口のところまですきま

もないほどになった。この人たちに、

イエスはみことばを話しておられた。

3そのとき、ひとりの中風の人が四人

の人にかつがれて、みもとに連れて来

られた。 4群衆のためにイエスに近づ

くことができなかったので、その人々

はイエスのおられるあたりの屋根をは

がし、穴をあけて、中風の人を寝かせ

たままその床をつり降ろした。 5イエ

スは彼らの信仰を見て、中風の人に、

「子よ。あなたの罪は赦されました。

」と言われた。 6ところが、その場に

律法学者が数人すわっていて、心の中

で理屈を言った。 7「この人は、なぜ

、あんなことを言うのか。神をけがし

ているのだ。神おひとりのほか、だれ
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が罪を赦すことができよう。」 8彼ら

が心の中でこのように理屈を言ってい

るのを、イエスはすぐにご自分の霊で

見抜いて、こう言われた。「なぜ、あ

なたがたは心の中でそんな理屈を言っ

ているのか。 9中風の人に、『あなた

の罪は赦された。』と言うのと、『起

きて、寝床をたたんで歩け。』と言う

のと、どちらがやさしいか。 10人の

子が地上で罪を赦す権威を持っている

ことを、あなたがたに知らせるために

。」こう言ってから、中風の人に、 11

「あなたに言う。起きなさい。寝床を

たたんで、家に帰りなさい。」と言わ

れた。 12すると彼は起き上がり、す

ぐに床を取り上げて、みなの見ている

前を出て行った。それでみなの者がす

っかり驚いて、「こういうことは、か

つて見たことがない。」と言って神を

あがめた。 13イエスはまた湖のほと

りに出て行かれた。すると群衆がみな

、みもとにやって来たので、彼らに教

えられた。 14イエスは、道を通りな

がら、アルパヨの子レビが収税所にす

わっているのをご覧になって、「わた

しについて来なさい。」と言われた。

すると彼は立ち上がって従った。 15

それから、イエスは、彼の家で食卓に

着かれた。取税人や罪人たちも大ぜい

、イエスや弟子たちといっしょに食卓

に着いていた。こういう人たちが大ぜ

いいて、イエスに従っていたのである

。 16パリサイ派の律法学者たちは、

イエスが罪人や取税人たちといっしょ

に食事をしておられるのを見て、イエ

スの弟子たちにこう言った。「なぜ、

あの人は取税人や罪人たちといっしょ

に食事をするのですか。」 17イエス

はこれを聞いて、彼らにこう言われた

。「医者を必要とするのは丈夫な者で

はなく、病人です。わたしは正しい人

を招くためではなく、罪人を招くため

に来たのです。」 18ヨハネの弟子た

ちとパリサイ人たちは断食をしていた

。そして、イエスのもとに来て言った

。「ヨハネの弟子たちやパリサイ人の

弟子たちは断食するのに、あなたの弟

子たちはなぜ断食しないのですか。」

19イエスは彼らに言われた。「花婿が

自分たちといっしょにいる間、花婿に

つき添う友だちが断食できるでしょう

か。花婿といっしょにいる時は、断食

できないのです。 20しかし、花婿が

彼らから取り去られる時が来ます。そ

の日には断食します。 21だれも、真

新しい布切れで古い着物の継ぎをする

ようなことはしません。そんなことを

すれば、新しい継ぎ切れは古い着物を

引き裂き、破れはもっとひどくなりま

す。 22また、だれも新しいぶどう酒

を古い皮袋に入れるようなことはしま

せん。そんなことをすれば、ぶどう酒

は皮袋を張り裂き、ぶどう酒も皮袋も

だめになってしまいます。新しいぶど

う酒は新しい皮袋に入れるのです。」

23ある安息日のこと、イエスは麦畑の

中を通って行かれた。すると、弟子た

ちが道々穂を摘み始めた。 24すると

、パリサイ人たちがイエスに言った。

「ご覧なさい。なぜ彼らは、安息日な

のに、してはならないことをするので

すか。」 25イエスは彼らに言われた

。「ダビデとその連れの者たちが、食

物がなくてひもじかったとき、ダビデ

が何をしたか、読まなかったのですか

。 26アビヤタルが大祭司のころ、ダ
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ビデは神の家にはいって、祭司以外の

者が食べてはならない供えのパンを、

自分も食べ、またともにいた者たちに

も与えたではありませんか。」 27ま

た言われた。「安息日は人間のために

設けられたのです。人間が安息日のた

めに造られたのではありません。 28

人の子は安息日にも主です。」

3イエスはまた会堂にはいられた。そ
こに片手のなえた人がいた。 2彼ら

は、イエスが安息日にその人を直すか

どうか、じっと見ていた。イエスを訴

えるためであった。 3イエスは手のな

えたその人に、「立って、真中に出な

さい。」と言われた。 4それから彼ら

に、「安息日にしてよいのは、善を行

なうことなのか、それとも悪を行なう

ことなのか。いのちを救うことなのか

、それとも殺すことなのか。」と言わ

れた。彼らは黙っていた。 5イエスは

怒って彼らを見回し、その心のかたく

ななのを嘆きながら、その人に、「手

を伸ばしなさい。」と言われた。彼は

手を伸ばした。するとその手が元どお

りになった。 6そこでパリサイ人たち

は出て行って、すぐにヘロデ党の者た

ちといっしょになって、イエスをどう

して葬り去ろうかと相談を始めた。 7

それから、イエスは弟子たちとともに

湖のほうに退かれた。すると、ガリラ

ヤから出て来た大ぜいの人々がついて

行った。またユダヤから、 8エルサレ

ムから、イドマヤから、ヨルダンの川

向こうやツロ、シドンあたりから、大

ぜいの人々が、イエスの行なっておら

れることを聞いて、みもとにやって来

た。 9イエスは、大ぜいの人なので、

押し寄せて来ないよう、ご自分のため

に小舟を用意しておくように弟子たち

に言いつけられた。 10それは、多く

の人をいやされたので、病気に悩む人

たちがみな、イエスにさわろうとして

、みもとに押しかけて来たからである

。 11また、汚れた霊どもが、イエス

を見ると、みもとにひれ伏し、「あな

たこそ神の子です。」と叫ぶのであっ

た。 12イエスは、ご自身のことを知

らせないようにと、きびしく彼らを戒

められた。 13さて、イエスは山に登

り、ご自身のお望みになる者たちを呼

び寄せられたので、彼らはみもとに来

た。 14そこでイエスは十二弟子を任

命された。それは、彼らを身近に置き

、また彼らを遣わして福音を宣べさせ

、 15悪霊を追い出す権威を持たせる

ためであった。 16こうして、イエス

は十二弟子を任命された。そして、シ

モンにはペテロという名をつけ、 17

ゼベダイの子ヤコブとヤコブの兄弟ヨ

ハネ、このふたりにはボアネルゲ、す

なわち、雷の子という名をつけられた

。 18次に、アンデレ、ピリポ、バル

トロマイ、マタイ、トマス、アルパヨ

の子ヤコブ、タダイ、熱心党員シモン

、 19イスカリオテ・ユダ。このユダ

が、イエスを裏切ったのである。 20

イエスが家に戻られると、また大ぜい

の人が集まって来たので、みなは食事

する暇もなかった。 21イエスの身内

の者たちが聞いて、イエスを連れ戻し

に出て来た。「気が狂ったのだ。」と

言う人たちがいたからである。 22ま

た、エルサレムから下って来た律法学

者たちも、「彼は、ベルゼブルに取り

つかれている。」と言い、「悪霊ども

のかしらによって、悪霊どもを追い出
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しているのだ。」とも言った。 23そ

こでイエスは彼らをそばに呼んで、た

とえによって話された。「サタンがど

うしてサタンを追い出せましょう。 24

もし国が内部で分裂したら、その国は

立ち行きません。 25また、家が内輪

もめをしたら、家は立ち行きません。

26サタンも、もし内輪の争いが起こっ

て分裂していれば、立ち行くことがで

きないで滅びます。 27確かに、強い

人の家に押し入って家財を略奪するに

は、まずその強い人を縛り上げなけれ

ばなりません。そのあとでその家を略

奪できるのです。 28まことに、あな

たがたに告げます。人はその犯すどん

な罪も赦していただけます。また、神

をけがすことを言っても、それはみな

赦していただけます。 29しかし、聖

霊をけがす者はだれでも、永遠に赦さ

れず、とこしえの罪に定められます。

」 (aiōn g165, aiōnios g166) 30このように言

われたのは、彼らが、「イエスは、汚

れた霊につかれている。」と言ってい

たからである。 31さて、イエスの母

と兄弟たちが来て、外に立っていて、

人をやり、イエスを呼ばせた。 32大

ぜいの人がイエスを囲んですわってい

たが、「ご覧なさい。あなたのおかあ

さんと兄弟たちが、外であなたをたず

ねています。」と言った。 33すると

、イエスは彼らに答えて言われた。「

わたしの母とはだれのことですか。ま

た、兄弟たちとはだれのことですか。

」 34そして、自分の回りにすわって

いる人たちを見回して言われた。「ご

覧なさい。わたしの母、わたしの兄弟

たちです。 35神のみこころを行なう

人はだれでも、わたしの兄弟、姉妹、

また母なのです。」

4イエスはまた湖のほとりで教え始め
られた。おびただしい数の群衆がみ

もとに集まった。それでイエスは湖の

上の舟に乗り、そこに腰をおろされ、

群衆はみな岸べの陸地にいた。 2イエ

スはたとえによって多くのことを教え

られた。その教えの中でこう言われた

。 3「よく聞きなさい。種を蒔く人が

種蒔きに出かけた。 4蒔いているとき

、種が道ばたに落ちた。すると、鳥が

来て食べてしまった。 5また、別の種

が土の薄い岩地に落ちた。土が深くな

かったので、すぐに芽を出した。 6し

かし日が上ると、焼けて、根がないた

めに枯れてしまった。 7また、別の種

がいばらの中に落ちた。ところが、い

ばらが伸びて、それをふさいでしまっ

たので、実を結ばなかった。 8また、

別の種が良い地に落ちた。すると芽ば

え、育って、実を結び、三十倍、六十

倍、百倍になった。」 9そしてイエス

は言われた。「聞く耳のある者は聞き

なさい。」 10さて、イエスだけにな

ったとき、いつもつき従っている人た

ちが、十二弟子とともに、これらのた

とえのことを尋ねた。 11そこで、イ

エスは言われた。「あなたがたには、

神の国の奥義が知らされているが、ほ

かの人たちには、すべてがたとえで言

われるのです。 12それは、『彼らは

確かに見るには見るがわからず、聞く

には聞くが悟らず、悔い改めて赦され

ることのないため。』です。」 13そ

して彼らにこう言われた。「このたと

えがわからないのですか。そんなこと

で、いったいどうしてたとえの理解が
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できましょう。 14種蒔く人は、みこ

とばを蒔くのです。 15みことばが道

ばたに蒔かれるとは、こういう人たち

のことです――みことばを聞くと、す

ぐサタンが来て、彼らに蒔かれたみこ

とばを持ち去ってしまうのです。 16

同じように、岩地に蒔かれるとは、こ

ういう人たちのことです――みことば

を聞くと、すぐに喜んで受けるが、 17

根を張らないで、ただしばらく続くだ

けです。それで、みことばのために困

難や迫害が起こると、すぐにつまずい

てしまいます。 18もう一つの、いば

らの中に種を蒔かれるとは、こういう

人たちのことです――みことばを聞い

てはいるが、 19世の心づかいや、富

の惑わし、その他いろいろな欲望がは

いり込んで、みことばをふさぐので、

実を結びません。 (aiōn g165) 20良い地に

蒔かれるとは、みことばを聞いて受け

入れ、三十倍、六十倍、百倍の実を結

ぶ人たちです。」 21また言われた。

「あかりを持って来るのは枡の下や寝

台の下に置くためでしょうか。燭台の

上に置くためではありませんか。 22

隠れているのは、必ず現われるためで

あり、おおい隠されているのは、明ら

かにされるためです。 23聞く耳のあ

る者は聞きなさい。」 24また彼らに

言われた。「聞いていることによく注

意しなさい。あなたがたは、人に量っ

てあげるその量りで、自分にも量り与

えられ、さらにその上に増し加えられ

ます。 25持っている人は、さらに与

えられ、持たない人は、持っているも

のまでも取り上げられてしまいます。

」 26また言われた。「神の国は、人

が地に種を蒔くようなもので、 27夜

は寝て、朝は起き、そうこうしている

うちに、種は芽を出して育ちます。ど

のようにしてか、人は知りません。 28

地は人手によらず実をならせるもので

、初めに苗、次に穂、次に穂の中に実

がはいります。 29実が熟すると、人

はすぐにかまを入れます。収穫の時が

来たからです。」 30また言われた。

「神の国は、どのようなものと言えば

よいでしょう。何にたとえたらよいで

しょう。 31それはからし種のような

ものです。地に蒔かれるときには、地

に蒔かれる種の中で、一番小さいので

すが、 32それが蒔かれると、生長し

てどんな野菜よりも大きくなり、大き

な枝を張り、その陰に空の鳥が巣を作

れるほどになります。」 33イエスは

、このように多くのたとえで、彼らの

聞く力に応じて、みことばを話された

。 34たとえによらないで話されるこ

とはなかった。ただ、ご自分の弟子た

ちにだけは、すべてのことを解き明か

された。 35さて、その日のこと、夕

方になって、イエスは弟子たちに、「

さあ、向こう岸へ渡ろう。」と言われ

た。 36そこで弟子たちは、群衆をあ

とに残し、舟に乗っておられるままで

、イエスをお連れした。他の舟もイエ

スについて行った。 37すると、激し

い突風が起こり、舟は波をかぶって水

でいっぱいになった。 38ところがイ

エスだけは、とものほうで、枕をして

眠っておられた。弟子たちはイエスを

起こして言った。「先生。私たちがお

ぼれて死にそうでも、何とも思われな

いのですか。」 39イエスは起き上が

って、風をしかりつけ、湖に「黙れ、

静まれ。」と言われた。すると風はや
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み、大なぎになった。 40イエスは彼

らに言われた。「どうしてそんなにこ

わがるのです。信仰がないのは、どう

したことです。」 41彼らは大きな恐

怖に包まれて、互いに言った。「風や

湖までが言うことをきくとは、いった

いこの方はどういう方なのだろう。」

5こうして彼らは湖の向こう岸、ゲラ
サ人の地に着いた。 2イエスが舟か

ら上がられると、すぐに、汚れた霊に

つかれた人が墓場から出て来て、イエ

スを迎えた。 3この人は墓場に住みつ

いており、もはやだれも、鎖をもって

しても、彼をつないでおくことができ

なかった。 4彼はたびたび足かせや鎖

でつながれたが、鎖を引きちぎり、足

かせも砕いてしまったからで、だれに

も彼を押えるだけの力がなかったので

ある。 5それで彼は、夜昼となく、墓

場や山で叫び続け、石で自分のからだ

を傷つけていた。 6彼はイエスを遠く

から見つけ、駆け寄って来てイエスを

拝し、 7大声で叫んで言った。「いと

高き神の子、イエスさま。いったい私

に何をしようというのですか。神の御

名によってお願いします。どうか私を

苦しめないでください。」 8それは、

イエスが、「汚れた霊よ。この人から

出て行け。」と言われたからである。

9それで、「おまえの名は何か。」と

お尋ねになると、「私の名はレギオン

です。私たちは大ぜいですから。」と

言った。 10そして、自分たちをこの

地方から追い出さないでくださいと懇

願した。 11ところで、そこの山腹に

、豚の大群が飼ってあった。 12彼ら

はイエスに願って言った。「私たちを

豚の中に送って、彼らに乗り移らせて

ください。」 13イエスがそれを許さ

れたので、汚れた霊どもは出て行って

、豚に乗り移った。すると、二千匹ほ

どの豚の群れが、険しいがけを駆け降

り、湖へなだれ落ちて、湖におぼれて

しまった。 14豚を飼っていた者たち

は逃げ出して、町や村々でこの事を告

げ知らせた。人々は何事が起こったの

かと見にやって来た。 15そして、イ

エスのところに来て、悪霊につかれて

いた人、すなわちレギオンを宿してい

た人が、着物を着て、正気に返ってす

わっているのを見て、恐ろしくなった

。 16見ていた人たちが、悪霊につか

れていた人に起こったことや、豚のこ

とを、つぶさに彼らに話して聞かせた

。 17すると、彼らはイエスに、この

地方から離れてくださるよう願った。

18それでイエスが舟に乗ろうとされる

と、悪霊につかれていた人が、お供を

したいとイエスに願った。 19しかし

、お許しにならないで、彼にこう言わ

れた。「あなたの家、あなたの家族の

ところに帰り、主があなたに、どんな

に大きなことをしてくださったか、ど

んなにあわれんでくださったかを、知

らせなさい。」 20そこで、彼は立ち

去り、イエスが自分にどんなに大きな

ことをしてくださったかを、デカポリ

スの地方で言い広め始めた。人々はみ

な驚いた。 21イエスが舟でまた向こ

う岸へ渡られると、大ぜいの人の群れ

がみもとに集まった。イエスは岸べに

とどまっておられた。 22すると、会

堂管理者のひとりでヤイロという者が

来て、イエスを見て、その足もとにひ

れ伏し、 23いっしょうけんめい願っ

てこう言った。「私の小さい娘が死に
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かけています。どうか、おいでくださ

って、娘の上に御手を置いてやってく

ださい。娘が直って、助かるようにし

てください。」 24そこで、イエスは

彼といっしょに出かけられたが、多く

の群衆がイエスについて来て、イエス

に押し迫った。 25ところで、十二年

の間長血をわずらっている女がいた。

26この女は多くの医者からひどいめに

会わされて、自分の持ち物をみな使い

果たしてしまったが、何のかいもなく

、かえって悪くなる一方であった。 27

彼女は、イエスのことを耳にして、群

衆の中に紛れ込み、うしろから、イエ

スの着物にさわった。 28「お着物に

さわることでもできれば、きっと直る

。」と考えていたからである。 29す

ると、すぐに、血の源がかれて、ひど

い痛みが直ったことを、からだに感じ

た。 30イエスも、すぐに、自分のう

ちから力が外に出て行ったことに気づ

いて、群衆の中を振り向いて、「だれ

がわたしの着物にさわったのですか。

」と言われた。 31そこで弟子たちは

イエスに言った。「群衆があなたに押

し迫っているのをご覧になっていて、

それでも『だれがわたしにさわったの

か。』とおっしゃるのですか。」 32

イエスは、それをした人を知ろうとし

て、見回しておられた。 33女は恐れ

おののき、自分の身に起こった事を知

り、イエスの前に出てひれ伏し、イエ

スに真実を余すところなく打ち明けた

。 34そこで、イエスは彼女にこう言

われた。「娘よ。あなたの信仰があな

たを直したのです。安心して帰りなさ

い。病気にかからず、すこやかでいな

さい。」 35イエスが、まだ話してお

られるときに、会堂管理者の家から人

がやって来て言った。「あなたのお嬢

さんはなくなりました。なぜ、このう

え先生を煩わすことがありましょう。

」 36イエスは、その話のことばをそ

ばで聞いて、会堂管理者に言われた。

「恐れないで、ただ信じていなさい。

」 37そして、ペテロとヤコブとヤコ

ブの兄弟ヨハネのほかは、だれも自分

といっしょに行くのをお許しにならな

かった。 38彼らはその会堂管理者の

家に着いた。イエスは、人々が、取り

乱し、大声で泣いたり、わめいたりし

ているのをご覧になり、 39中にはい

って、彼らにこう言われた。「なぜ取

り乱して、泣くのですか。子どもは死

んだのではない。眠っているのです。

」 40人々はイエスをあざ笑った。し

かし、イエスはみんなを外に出し、た

だその子どもの父と母、それにご自分

の供の者たちだけを伴って、子どもの

いる所へはいって行かれた。 41そし

て、その子どもの手を取って、「タリ

タ、クミ。」と言われた。（訳して言

えば、「少女よ。あなたに言う。起き

なさい。」という意味である。） 42

すると、少女はすぐさま起き上がり、

歩き始めた。十二歳にもなっていたか

らである。彼らはたちまち非常な驚き

に包まれた。 43イエスは、このこと

をだれにも知らせないようにと、きび

しくお命じになり、さらに、少女に食

事をさせるように言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行か
れた。弟子たちもついて行った。 2

安息日になったとき、会堂で教え始め

られた。それを聞いた多くの人々は驚

いて言った。「この人は、こういうこ
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とをどこから得たのでしょう。この人

に与えられた知恵や、この人の手で行

なわれるこのような力あるわざは、い

ったい何でしょう。 3この人は大工で

はありませんか。マリヤの子で、ヤコ

ブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではあ

りませんか。その妹たちも、私たちと

ここに住んでいるではありませんか。

」こうして彼らはイエスにつまずいた

。 4イエスは彼らに言われた。「預言

者が尊敬されないのは、自分の郷里、

親族、家族の間だけです。」 5それで

、そこでは何一つ力あるわざを行なう

ことができず、少数の病人に手を置い

ていやされただけであった。 6イエス

は彼らの不信仰に驚かれた。それから

イエスは、近くの村々を教えて回られ

た。 7また、十二弟子を呼び、ふたり

ずつ遣わし始め、彼らに汚れた霊を追

い出す権威をお与えになった。 8また

、彼らにこう命じられた。「旅のため

には、杖一本のほかは、何も持って行

ってはいけません。パンも、袋も、胴

巻きに金も持って行ってはいけません

。 9くつは、はきなさい。しかし二枚

の下着を着てはいけません。」 10ま

た、彼らに言われた。「どこででも一

軒の家にはいったら、そこの土地から

出て行くまでは、その家にとどまって

いなさい。 11もし、あなたがたを受

け入れない場所、また、あなたがたに

聞こうとしない人々なら、そこから出

て行くときに、そこの人々に対する証

言として、足の裏のちりを払い落とし

なさい。」 12こうして十二人が出て

行き、悔い改めを説き広め、 13悪霊

を多く追い出し、大ぜいの病人に油を

塗っていやした。 14イエスの名が知

れ渡ったので、ヘロデ王の耳にもはい

った。人々は、「バプテスマのヨハネ

が死人の中からよみがえったのだ。だ

から、あんな力が、彼のうちに働いて

いるのだ。」と言っていた。 15別の

人々は、「彼はエリヤだ。」と言い、

さらに別の人々は、「昔の預言者の中

のひとりのような預言者だ。」と言っ

ていた。 16しかし、ヘロデはうわさ

を聞いて、「私が首をはねたあのヨハ

ネが生き返ったのだ。」と言っていた

。 17実は、このヘロデが、自分の兄

弟ピリポの妻ヘロデヤのことで、

――ヘロデはこの女を妻としていた。

――人をやってヨハネを捕え、牢につ

ないだのであった。 18これは、ヨハ

ネがヘロデに、「あなたが兄弟の妻を

自分のものとしていることは不法です

。」と言い張ったからである。 19と

ころが、ヘロデヤはヨハネを恨み、彼

を殺したいと思いながら、果たせない

でいた。 20それはヘロデが、ヨハネ

を正しい聖なる人と知って、彼を恐れ

、保護を加えていたからである。また

、ヘロデはヨハネの教えを聞くとき、

非常に当惑しながらも、喜んで耳を傾

けていた。 21ところが、良い機会が

訪れた。ヘロデがその誕生日に、重臣

や、千人隊長や、ガリラヤのおもだっ

た人などを招いて、祝宴を設けたとき

、 22ヘロデヤの娘がはいって来て、

踊りを踊ったので、ヘロデも列席の人

々も喜んだ。そこで王は、この少女に

、「何でもほしい物を言いなさい。与

えよう。」と言った。 23また、「お

まえの望む物なら、私の国の半分でも

、与えよう。」と言って、誓った。 24

そこで少女は出て行って、「何を願い
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ましょうか。」とその母親に言った。

すると母親は、「バプテスマのヨハネ

の首。」と言った。 25そこで少女は

すぐに、大急ぎで王の前に行き、こう

言って頼んだ。「今すぐに、バプテス

マのヨハネの首を盆に載せていただき

とうございます。」 26王は非常に心

を痛めたが、自分の誓いもあり、列席

の人々の手前もあって、少女の願いを

退けることを好まなかった。 27そこ

で王は、すぐに護衛兵をやって、ヨハ

ネの首を持って来るように命令した。

護衛兵は行って、牢の中でヨハネの首

をはね、 28その首を盆に載せて持っ

て来て、少女に渡した。少女は、それ

を母親に渡した。 29ヨハネの弟子た

ちは、このことを聞いたので、やって

来て、遺体を引き取り、墓に納めたの

であった。 30さて、使徒たちは、イ

エスのもとに集まって来て、自分たち

のしたこと、教えたことを残らずイエ

スに報告した。 31そこでイエスは彼

らに、「さあ、あなたがただけで、寂

しい所へ行って、しばらく休みなさい

。」と言われた。人々の出入りが多く

て、ゆっくり食事する時間さえなかっ

たからである。 32そこで彼らは、舟

に乗って、自分たちだけで寂しい所へ

行った。 33ところが、多くの人々が

、彼らの出て行くのを見、それと気づ

いて、方々の町々からそこへ徒歩で駆

けつけ、彼らよりも先に着いてしまっ

た。 34イエスは、舟から上がられる

と、多くの群衆をご覧になった。そし

て彼らが羊飼いのいない羊のようであ

るのを深くあわれみ、いろいろと教え

始められた。 35そのうち、もう時刻

もおそくなったので、弟子たちはイエ

スのところに来て言った。「ここはへ

んぴな所で、もう時刻もおそくなりま

した。 36みんなを解散させてくださ

い。そして、近くの部落や村に行って

何か食べる物をめいめいで買うように

させてください。」 37すると、彼ら

に答えて言われた。「あなたがたで、

あの人たちに何か食べる物を上げなさ

い。」そこで弟子たちは言った。「私

たちが出かけて行って、二百デナリも

のパンを買ってあの人たちに食べさせ

るように、ということでしょうか。」

38するとイエスは彼らに言われた。「

パンはどれぐらいありますか。行って

見て来なさい。」彼らは確かめて言っ

た。「五つです。それと魚が二匹です

。」 39イエスは、みなを、それぞれ

組にして青草の上にすわらせるよう、

弟子たちにお命じになった。 40そこ

で人々は、百人、五十人と固まって席

に着いた。 41するとイエスは、五つ

のパンと二匹の魚を取り、天を見上げ

て祝福を求め、パンを裂き、人々に配

るように弟子たちに与えられた。また

、二匹の魚もみなに分けられた。 42

人々はみな、食べて満腹した。 43そ

して、パン切れを十二のかごにいっぱ

い取り集め、魚の残りも取り集めた。

44パンを食べたのは、男が五千人であ

った。 45それからすぐに、イエスは

弟子たちを強いて舟に乗り込ませ、先

に向こう岸のベツサイダに行かせ、ご

自分は、その間に群衆を解散させてお

られた。 46それから、群衆に別れ、

祈るために、そこを去って山のほうに

向かわれた。 47夕方になったころ、

舟は湖の真中に出ており、イエスだけ

が陸地におられた。 48イエスは、弟
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子たちが、向かい風のために漕ぎあぐ

ねているのをご覧になり、夜中の三時

ごろ、湖の上を歩いて、彼らに近づい

て行かれたが、そのままそばを通り過

ぎようとのおつもりであった。 49し

かし、弟子たちは、イエスが湖の上を

歩いておられるのを見て、幽霊だと思

い、叫び声をあげた。 50というのは

、みなイエスを見ておびえてしまった

からである。しかし、イエスはすぐに

彼らに話しかけ、「しっかりしなさい

。わたしだ。恐れることはない。」と

言われた。 51そして舟に乗り込まれ

ると、風がやんだ。彼らの心中の驚き

は非常なものであった。 52というの

は、彼らはまだパンのことから悟ると

ころがなく、その心は堅く閉じていた

からである。 53彼らは湖を渡って、

ゲネサレの地に着き、舟をつないだ。

54そして、彼らが舟から上がると、人

々はすぐにイエスだと気がついて、 55

そのあたりをくまなく走り回り、イエ

スがおられると聞いた場所へ、病人を

床に載せて運んで来た。 56イエスが

はいって行かれると、村でも町でも部

落でも、人々は病人たちを広場に寝か

せ、そして、せめて、イエスの着物の

端にでもさわらせてくださるようにと

願った。そして、さわった人々はみな

、いやされた。

7さて、パリサイ人たちと幾人かの律
法学者がエルサレムから来ていて、

イエスの回りに集まった。 2イエスの

弟子のうちに、汚れた手で、すなわち

洗わない手でパンを食べている者があ

るのを見て、 3――パリサイ人をはじ

めユダヤ人はみな、昔の人たちの言い

伝えを堅く守って、手をよく洗わない

では食事をせず、 4また、市場から帰

ったときには、からだをきよめてから

でないと食事をしない。まだこのほか

にも、杯、水差し、銅器を洗うことな

ど、堅く守るように伝えられた、しき

たりがたくさんある。―― 5パリサイ

人と律法学者たちは、イエスに尋ねた

。「なぜ、あなたの弟子たちは、昔の

人たちの言い伝えに従って歩まないで

、汚れた手でパンを食べるのですか。

」 6イエスは彼らに言われた。「イザ

ヤはあなたがた偽善者について預言を

して、こう書いているが、まさにその

とおりです。『この民は、口先ではわ

たしを敬うが、その心は、わたしから

遠く離れている。 7彼らが、わたしを

拝んでも、むだなことである。人間の

教えを、教えとして教えるだけだから

。』 8あなたがたは、神の戒めを捨て

て、人間の言い伝えを堅く守っている

。」 9また言われた。「あなたがたは

、自分たちの言い伝えを守るために、

よくも神の戒めをないがしろにしたも

のです。 10モーセは、『あなたの父

と母を敬え。』また『父や母をののし

る者は、死刑に処せられる。』と言っ

ています。 11それなのに、あなたが

たは、もし人が父や母に向かって、私

からあなたのために上げられる物は、

コルバン（すなわち、ささげ物）にな

りました、と言えば、 12その人には

、父や母のために、もはや何もさせな

いようにしています。 13こうしてあ

なたがたは、自分たちが受け継いだ言

い伝えによって、神のことばを空文に

しています。そして、これと同じよう

なことを、たくさんしているのです。

」 14イエスは再び群衆を呼び寄せて
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言われた。「みな、わたしの言うこと

を聞いて、悟るようになりなさい。 15

外側から人にはいって、人を汚すこと

のできる物は何もありません。人から

出て来るものが、人を汚すものなので

す。 16イエスが群衆を離れて、家に

はいられると、弟子たちは、このたと

えについて尋ねた。 18イエスは言わ

れた。「あなたがたまで、そんなにわ

からないのですか。外側から人にはい

って来る物は人を汚すことができない

、ということがわからないのですか。

19そのような物は、人の心には、はい

らないで、腹にはいり、そして、かわ

やに出されてしまうのです。」イエス

は、このように、すべての食物をきよ

いとされた。 20また言われた。「人

から出るもの、これが、人を汚すので

す。 21内側から、すなわち、人の心

から出て来るものは、悪い考え、不品

行、盗み、殺人、 22姦淫、貪欲、よ

こしま、欺き、好色、ねたみ、そしり

、高ぶり、愚かさであり、 23これら

の悪はみな、内側から出て、人を汚す

のです。」 24イエスは、そこを出て

ツロの地方へ行かれた。家にはいられ

たとき、だれにも知られたくないと思

われたが、隠れていることはできなか

った。 25汚れた霊につかれた小さい

娘のいる女が、イエスのことを聞きつ

けてすぐにやって来て、その足もとに

ひれ伏した。 26この女はギリシヤ人

で、スロ・フェニキヤの生まれであっ

た。そして、自分の娘から悪霊を追い

出してくださるようにイエスに願い続

けた。 27するとイエスは言われた。

「まず子どもたちに満腹させなければ

なりません。子どもたちのパンを取り

上げて、小犬に投げてやるのはよくな

いことです。」 28しかし、女は答え

て言った。「主よ。そのとおりです。

でも、食卓の下の小犬でも、子どもた

ちのパンくずをいただきます。」 29

そこでイエスは言われた。「そうまで

言うのですか。それなら家にお帰りな

さい。悪霊はあなたの娘から出て行き

ました。」 30女が家に帰ってみると

、その子は床の上に伏せっており、悪

霊はもう出ていた。 31それから、イ

エスはツロの地方を去り、シドンを通

って、もう一度、デカポリス地方のあ

たりのガリラヤ湖に来られた。 32人

々は、耳が聞こえず、口のきけない人

を連れて来て、彼の上に手を置いてく

ださるように願った。 33そこで、イ

エスは、その人だけを群衆の中から連

れ出し、その両耳に指を差し入れ、そ

れからつばきをして、その人の舌にさ

わられた。 34そして、天を見上げ、

深く嘆息して、その人に「エパタ。」

すなわち、「開け。」と言われた。 35

すると彼の耳が開き、舌のもつれもす

ぐに解け、はっきりと話せるようにな

った。 36イエスは、このことをだれ

にも言ってはならない、と命じられた

が、彼らは口止めされればされるほど

、かえって言いふらした。 37人々は

非常に驚いて言った。「この方のなさ

ったことは、みなすばらしい。つんぼ

を聞こえるようにし、おしを話せるよ

うにしてくださった。」

8そのころ、また大ぜいの人の群れが
集まっていたが、食べる物がなかっ

たので、イエスは弟子たちを呼んで言

われた。 2「かわいそうに、この群衆

はもう三日間もわたしといっしょにい
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て、食べる物を持っていないのです。

3空腹のまま家に帰らせたら、途中で

動けなくなるでしょう。それに遠くか

ら来ている人もいます。」 4弟子たち

は答えた。「こんなへんぴな所で、ど

こからパンを手に入れて、この人たち

に十分食べさせることができましょう

。」 5すると、イエスは尋ねられた。

「パンはどれぐらいありますか。」弟

子たちは、「七つです。」と答えた。

6すると、イエスは群衆に、地面にす

わるようにおっしゃった。それから、

七つのパンを取り、感謝をささげてか

らそれを裂き、人々に配るように弟子

たちに与えられたので、弟子たちは群

衆に配った。 7また、魚が少しばかり

あったので、そのために感謝をささげ

てから、これも配るように言われた。

8人々は食べて満腹した。そして余り

のパン切れを七つのかごに取り集めた

。 9人々はおよそ四千人であった。そ

れからイエスは、彼らを解散させられ

た。 10そしてすぐに弟子たちととも

に舟に乗り、ダルマヌタ地方へ行かれ

た。 11パリサイ人たちがやって来て

、イエスに議論をしかけ、天からのし

るしを求めた。イエスをためそうとし

たのである。 12イエスは、心の中で

深く嘆息して、こう言われた。「なぜ

、今の時代はしるしを求めるのか。ま

ことに、あなたがたに告げます。今の

時代には、しるしは絶対に与えられま

せん。」 13イエスは彼らを離れて、

また舟に乗って向こう岸へ行かれた。

14弟子たちは、パンを持って来るのを

忘れ、舟の中には、パンがただ一つし

かなかった。 15そのとき、イエスは

彼らに命じて言われた。「パリサイ人

のパン種とヘロデのパン種とに十分気

をつけなさい。」 16そこで弟子たち

は、パンを持っていないということで

、互いに議論し始めた。 17それに気

づいてイエスは言われた。「なぜ、パ

ンがないといって議論しているのです

か。まだわからないのですか、悟らな

いのですか。心が堅く閉じているので

すか。 18目がありながら見えないの

ですか。耳がありながら聞こえないの

ですか。あなたがたは、覚えていない

のですか。 19わたしが五千人に五つ

のパンを裂いて上げたとき、パン切れ

を取り集めて、幾つのかごがいっぱい

になりましたか。」彼らは答えた。「

十二です。」 20「四千人に七つのパ

ンを裂いて上げたときは、パン切れを

取り集めて幾つのかごがいっぱいにな

りましたか。」彼らは答えた。「七つ

です。」 21イエスは言われた。「ま

だ悟らないのですか。」 22彼らはベ

ツサイダに着いた。すると人々が、盲

人を連れて来て、さわってやってくだ

さるようにイエスに願った。 23イエ

スは盲人の手を取って村の外に連れて

行かれた。そしてその両眼につばきを

つけ、両手を彼に当ててやって、「何

か見えるか。」と聞かれた。 24する

と彼は、見えるようになって、「人が

見えます。木のようですが、歩いてい

るのが見えます。」と言った。 25そ

れから、イエスはもう一度彼の両眼に

両手を当てられた。そして、彼が見つ

めていると、すっかり直り、すべての

ものがはっきり見えるようになった。

26そこでイエスは、彼を家に帰し、「

村にはいって行かないように。」と言

われた。 27それから、イエスは弟子
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たちとピリポ・カイザリヤの村々へ出

かけられた。その途中、イエスは弟子

たちに尋ねて言われた。「人々はわた

しをだれだと言っていますか。」 28

彼らは答えて言った。「バプテスマの

ヨハネだと言っています。エリヤだと

言う人も、また預言者のひとりだと言

う人もいます。」 29するとイエスは

、彼らに尋ねられた。「では、あなた

がたは、わたしをだれだと言いますか

。」ペテロが答えてイエスに言った。

「あなたは、キリストです。」 30す

るとイエスは、自分のことをだれにも

言わないようにと、彼らを戒められた

。 31それから、人の子は必ず多くの

苦しみを受け、長老、祭司長、律法学

者たちに捨てられ、殺され、三日の後

によみがえらなければならないと、弟

子たちに教え始められた。 32しかも

、はっきりとこの事がらを話された。

するとペテロは、イエスをわきにお連

れして、いさめ始めた。 33しかし、

イエスは振り向いて、弟子たちを見な

がら、ペテロをしかって言われた。「

下がれ。サタン。あなたは神のことを

思わないで、人のことを思っている。

」 34それから、イエスは群衆を弟子

たちといっしょに呼び寄せて、彼らに

言われた。「だれでもわたしについて

来たいと思うなら、自分を捨て、自分

の十字架を負い、そしてわたしについ

て来なさい。 35いのちを救おうと思

う者はそれを失い、わたしと福音との

ためにいのちを失う者はそれを救うの

です。 36人は、たとい全世界を得て

も、いのちを損じたら、何の得があり

ましょう。 37自分のいのちを買い戻

すために、人はいったい何を差し出す

ことができるでしょう。 38このよう

な姦淫と罪の時代にあって、わたしと

わたしのことばを恥じるような者なら

、人の子も、父の栄光を帯びて聖なる

御使いたちとともに来るときには、そ

のような人のことを恥じます。」

9イエスは彼らに言われた。「まこと
に、あなたがたに告げます。ここに

立っている人々の中には、神の国が力

をもって到来しているのを見るまでは

、決して死を味わわない者がいます。

」 2それから六日たって、イエスは、

ペテロとヤコブとヨハネだけを連れて

、高い山に導いて行かれた。そして彼

らの目の前で御姿が変わった。 3その

御衣は、非常に白く光り、世のさらし

屋では、とてもできないほどの白さで

あった。 4また、エリヤが、モーセと

ともに現われ、彼らはイエスと語り合

っていた。 5すると、ペテロが口出し

してイエスに言った。「先生。私たち

がここにいることは、すばらしいこと

です。私たちが、幕屋を三つ造ります

。あなたのために一つ、モーセのため

に一つ、エリヤのために一つ。」 6実

のところ、ペテロは言うべきことがわ

からなかったのである。彼らは恐怖に

打たれたのであった。 7そのとき雲が

わき起こってその人々をおおい、雲の

中から、「これは、わたしの愛する子

である。彼の言うことを聞きなさい。

」という声がした。 8彼らが急いであ

たりを見回すと、自分たちといっしょ

にいるのはイエスだけで、そこにはも

はやだれも見えなかった。 9さて、山

を降りながら、イエスは彼らに、人の

子が死人の中からよみがえるときまで

は、いま見たことをだれにも話しては



マルコの福音書 62

ならない、と特に命じられた。 10そ

こで彼らは、そのおことばを心に堅く

留め、死人の中からよみがえると言わ

れたことはどういう意味かを論じ合っ

た。 11彼らはイエスに尋ねて言った

。「律法学者たちは、まずエリヤが来

るはずだと言っていますが、それはな

ぜでしょうか。」 12イエスは言われ

た。「エリヤがまず来て、すべてのこ

とを立て直します。では、人の子につ

いて、多くの苦しみを受け、さげすま

れると書いてあるのは、どうしてなの

ですか。 13しかし、あなたがたに告

げます。エリヤはもう来たのです。そ

して人々は、彼について書いてあると

おりに、好き勝手なことを彼にしたの

です。」 14さて、彼らが、弟子たち

のところに帰って来て、見ると、その

回りに大ぜいの人の群れがおり、また

、律法学者たちが弟子たちと論じ合っ

ていた。 15そしてすぐ、群衆はみな

、イエスを見ると驚き、走り寄って来

て、あいさつをした。 16イエスは彼

らに、「あなたがたは弟子たちと何を

議論しているのですか。」と聞かれた

。 17すると群衆のひとりが、イエス

に答えて言った。「先生。おしの霊に

つかれた私の息子を、先生のところに

連れてまいりました。 18その霊が息

子に取りつきますと、所かまわず彼を

押し倒します。そして彼はあわを吹き

、歯ぎしりして、からだをこわばらせ

てしまいます。それでお弟子たちに、

霊を追い出してくださるようにお願い

したのですが、お弟子たちにはできま

せんでした。」 19イエスは答えて言

われた。「ああ、不信仰な世だ。いつ

まであなたがたといっしょにいなけれ

ばならないのでしょう。いつまであな

たがたにがまんしていなければならな

いのでしょう。その子をわたしのとこ

ろに連れて来なさい。」 20そこで、

人々はイエスのところにその子を連れ

て来た。その子がイエスを見ると、霊

はすぐに彼をひきつけさせたので、彼

は地面に倒れ、あわを吹きながら、こ

ろげ回った。 21イエスはその子の父

親に尋ねられた。「この子がこんなに

なってから、どのくらいになりますか

。」父親は言った。「幼い時からです

。 22この霊は、彼を滅ぼそうとして

、何度も火の中や水の中に投げ込みま

した。ただ、もし、おできになるもの

なら、私たちをあわれんで、お助けく

ださい。」 23するとイエスは言われ

た。「できるものなら、と言うのか。

信じる者には、どんなことでもできる

のです。」 24するとすぐに、その子

の父は叫んで言った。「信じます。不

信仰な私をお助けください。」 25イ

エスは、群衆が駆けつけるのをご覧に

なると、汚れた霊をしかって言われた

。「おしとつんぼの霊。わたしが、お

まえに命じる。この子から出て行きな

さい。二度と、はいってはいけない。

」 26するとその霊は、叫び声をあげ

、その子を激しくひきつけさせて、出

て行った。するとその子が死人のよう

になったので、多くの人々は、「この

子は死んでしまった。」と言った。 27

しかし、イエスは、彼の手を取って起

こされた。するとその子は立ち上がっ

た。 28イエスが家にはいられると、

弟子たちがそっとイエスに尋ねた。「

どうしてでしょう。私たちには追い出

せなかったのですが。」 29すると、
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イエスは言われた。「この種のものは

、祈りによらなければ、何によっても

追い出せるものではありません。」 30

さて、一行はそこを去って、ガリラヤ

を通って行った。イエスは、人に知ら

れたくないと思われた。 31それは、

イエスは弟子たちを教えて、「人の子

は人々の手に引き渡され、彼らはこれ

を殺す。しかし、殺されて、三日の後

に、人の子はよみがえる。」と話して

おられたからである。 32しかし、弟

子たちは、このみことばが理解できな

かった。また、イエスに尋ねるのを恐

れていた。 33カペナウムに着いた。

イエスは、家にはいった後、弟子たち

に質問された。「道で何を論じ合って

いたのですか。」 34彼らは黙ってい

た。道々、だれが一番偉いかと論じ合

っていたからである。 35イエスはお

すわりになり、十二弟子を呼んで、言

われた。「だれでも人の先に立ちたい

と思うなら、みなのしんがりとなり、

みなに仕える者となりなさい。」 36

それから、イエスは、ひとりの子ども

を連れて来て、彼らの真中に立たせ、

腕に抱き寄せて、彼らに言われた。 37

「だれでも、このような幼子たちのひ

とりを、わたしの名のゆえに受け入れ

るならば、わたしを受け入れるのです

。また、だれでも、わたしを受け入れ

るならば、わたしを受け入れるのでは

なく、わたしを遣わされた方を受け入

れるのです。」 38ヨハネがイエスに

言った。「先生。先生の名を唱えて悪

霊を追い出している者を見ましたが、

私たちの仲間ではないので、やめさせ

ました。」 39しかし、イエスは言わ

れた。「やめさせることはありません

。わたしの名を唱えて、力あるわざを

行ないながら、すぐあとで、わたしを

悪く言える者はないのです。 40わた

したちに反対しない者は、わたしたち

の味方です。 41あなたがたがキリス

トの弟子だからというので、あなたが

たに水一杯でも飲ませてくれる人は、

決して報いを失うことはありません。

これは確かなことです。 42また、わ

たしを信じるこの小さい者たちのひと

りにでもつまずきを与えるような者は

、むしろ大きい石臼を首にゆわえつけ

られて、海に投げ込まれたほうがまし

です。 43もし、あなたの手があなた

のつまずきとなるなら、それを切り捨

てなさい。不具の身でいのちにはいる

ほうが、両手そろっていてゲヘナの消

えぬ火の中に落ち込むよりは、あなた

にとってよいことです。 (Geenna g1067)

45もし、あなたの足があなたのつまず

きとなるなら、それを切り捨てなさい

。片足でいのちにはいるほうが、両足

そろっていてゲヘナに投げ入れられる

よりは、あなたにとってよいことです

。 (Geenna g1067) 47もし、あなたの目が

あなたのつまずきを引き起こすのなら

、それをえぐり出しなさい。片目で神

の国にはいるほうが、両目そろってい

てゲヘナに投げ入れられるよりは、あ

なたにとってよいことです。 (Geenna

g1067) 48そこでは、彼らを食ううじは

、尽きることがなく、火は消えること

がありません。 49すべては、火によ

って、塩けをつけられるのです。 50

塩は、ききめのあるものです。しかし

、もし塩に塩けがなくなったら、何に

よって塩けを取り戻せましょう。あな

たがたは、自分自身のうちに塩けを保
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ちなさい。そして、互いに和合して暮

らしなさい。」

10イエスは、そこを立って、ユダヤ
地方とヨルダンの向こうに行かれ

た。すると、群衆がまたもみもとに集

まって来たので、またいつものように

彼らを教えられた。 2すると、パリサ

イ人たちがみもとにやって来て、夫が

妻を離別することは許されるかどうか

と質問した。イエスをためそうとした

のである。 3イエスは答えて言われた

。「モーセはあなたがたに、何と命じ

ていますか。」 4彼らは言った。「モ

ーセは、離婚状を書いて妻を離別する

ことを許しました。」 5イエスは言わ

れた。「モーセは、あなたがたの心が

かたくななので、この命令をあなたが

たに書いたのです。 6しかし、創造の

初めから、神は、人を男と女に造られ

たのです。 7それゆえ、人はその父と

母を離れて、 8ふたりの者が一心同体

になるのです。それで、もはやふたり

ではなく、ひとりなのです。 9こうい

うわけで、人は、神が結び合わせたも

のを引き離してはなりません。」 10

家に戻った弟子たちが、この問題につ

いてイエスに尋ねた。 11そこで、イ

エスは彼らに言われた。「だれでも、

妻を離別して別の女を妻にするなら、

前の妻に対して姦淫を犯すのです。 12

妻も、夫を離別して別の男にとつぐな

ら、姦淫を犯しているのです。」 13

さて、イエスにさわっていただこうと

して、人々が子どもたちを、みもとに

連れて来た。ところが、弟子たちは彼

らをしかった。 14イエスはそれをご

覧になり、憤って、彼らに言われた。

「子どもたちを、わたしのところに来

させなさい。止めてはいけません。神

の国は、このような者たちのものです

。 15まことに、あなたがたに告げま

す。子どものように神の国を受け入れ

る者でなければ、決してそこに、はい

ることはできません。」 16そしてイ

エスは子どもたちを抱き、彼らの上に

手を置いて祝福された。 17イエスが

道に出て行かれると、ひとりの人が走

り寄って、御前にひざまずいて、尋ね

た。「尊い先生。永遠のいのちを自分

のものとして受けるためには、私は何

をしたらよいでしょうか。」 (aiōnios

g166) 18イエスは彼に言われた。「なぜ

、わたしを『尊い』と言うのですか。

尊い方は、神おひとりのほかには、だ

れもありません。 19戒めはあなたも

よく知っているはずです。『殺しては

ならない。姦淫してはならない。盗ん

ではならない。偽証を立ててはならな

い。欺き取ってはならない。父と母を

敬え。』」 20すると、その人はイエ

スに言った。「先生。私はそのような

ことをみな、小さい時から守っており

ます。」 21イエスは彼を見つめ、そ

の人をいつくしんで言われた。「あな

たには、欠けたことが一つあります。

帰って、あなたの持ち物をみな売り払

い、貧しい人たちに与えなさい。そう

すれば、あなたは天に宝を積むことに

なります。そのうえで、わたしについ

て来なさい。」 22すると彼は、この

ことばに顔を曇らせ、悲しみながら立

ち去った。なぜなら、この人は多くの

財産を持っていたからである。 23イ

エスは、見回して、弟子たちに言われ

た。「裕福な者が神の国にはいること

は、何とむずかしいことでしょう。」
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24弟子たちは、イエスのことばに驚い

た。しかし、イエスは重ねて、彼らに

答えて言われた。「子たちよ。神の国

にはいることは、何とむずかしいこと

でしょう。 25金持ちが神の国にはい

るよりは、らくだが針の穴を通るほう

がもっとやさしい。」 26弟子たちは

、ますます驚いて互いに言った。「そ

れでは、だれが救われることができる

のだろうか。」 27イエスは、彼らを

じっと見て言われた。「それは人には

できないことですが、神は、そうでは

ありません。どんなことでも、神には

できるのです。」 28ペテロがイエス

にこう言い始めた。「ご覧ください。

私たちは、何もかも捨てて、あなたに

従ってまいりました。」 29イエスは

言われた。「まことに、あなたがたに

告げます。わたしのために、また福音

のために、家、兄弟、姉妹、母、父、

子、畑を捨てた者で、 30その百倍を

受けない者はありません。今のこの時

代には、家、兄弟、姉妹、母、子、畑

を迫害の中で受け、後の世では永遠の

いのちを受けます。 (aiōn g165, aiōnios g166)

31しかし、先の者があとになり、あと

の者が先になることが多いのです。」

32さて、一行は、エルサレムに上る途

中にあった。イエスは先頭に立って歩

いて行かれた。弟子たちは驚き、また

、あとについて行く者たちは恐れを覚

えた。すると、イエスは再び十二弟子

をそばに呼んで、ご自分に起ころうと

していることを、話し始められた。 33

「さあ、これから、わたしたちはエル

サレムに向かって行きます。人の子は

、祭司長、律法学者たちに引き渡され

るのです。彼らは、人の子を死刑に定

め、そして、異邦人に引き渡します。

34すると彼らはあざけり、つばきをか

け、むち打ち、ついに殺します。しか

し、人の子は三日の後に、よみがえり

ます。」 35さて、ゼベダイのふたり

の子、ヤコブとヨハネが、イエスのと

ころに来て言った。「先生。私たちの

頼み事をかなえていただきたいと思い

ます。」 36イエスは彼らに言われた

。「何をしてほしいのですか。」 37

彼らは言った。「あなたの栄光の座で

、ひとりを先生の右に、ひとりを左に

すわらせてください。」 38しかし、

イエスは彼らに言われた。「あなたが

たは自分が何を求めているのか、わか

っていないのです。あなたがたは、わ

たしの飲もうとする杯を飲み、わたし

の受けようとするバプテスマを受ける

ことができますか。」 39彼らは「で

きます。」と言った。イエスは言われ

た。「なるほどあなたがたは、わたし

の飲む杯を飲み、わたしの受けるべき

バプテスマを受けはします。 40しか

し、わたしの右と左にすわることは、

わたしが許すことではありません。そ

れに備えられた人々があるのです。」

41十人の者がこのことを聞くと、ヤコ

ブとヨハネのことで腹を立てた。 42

そこで、イエスは彼らを呼び寄せて、

言われた。「あなたがたも知っている

とおり、異邦人の支配者と認められた

者たちは彼らを支配し、また、偉い人

たちは彼らの上に権力をふるいます。

43しかし、あなたがたの間では、そう

でありません。あなたがたの間で偉く

なりたいと思う者は、みなに仕える者

になりなさい。 44あなたがたの間で

人の先に立ちたいと思う者は、みなの
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しもべになりなさい。 45人の子が来

たのも、仕えられるためではなく、か

えって仕えるためであり、また、多く

の人のための、贖いの代価として、自

分のいのちを与えるためなのです。」

46彼らはエリコに来た。イエスが、弟

子たちや多くの群衆といっしょにエリ

コを出られると、テマイの子のバルテ

マイという盲人のこじきが、道ばたに

すわっていた。 47ところが、ナザレ

のイエスだと聞くと、「ダビデの子の

イエスさま。私をあわれんでください

。」と叫び始めた。 48そこで、彼を

黙らせようと、大ぜいでたしなめたが

、彼はますます、「ダビデの子よ。私

をあわれんでください。」と叫び立て

た。 49すると、イエスは立ち止まっ

て、「あの人を呼んで来なさい。」と

言われた。そこで、彼らはその盲人を

呼び、「心配しないでよい。さあ、立

ちなさい。あなたをお呼びになってい

る。」と言った。 50すると、盲人は

上着を脱ぎ捨て、すぐ立ち上がって、

イエスのところに来た。 51そこでイ

エスは、さらにこう言われた。「わた

しに何をしてほしいのか。」すると、

盲人は言った。「先生。目が見えるよ

うになることです。」 52するとイエ

スは、彼に言われた。「さあ、行きな

さい。あなたの信仰があなたを救った

のです。」すると、すぐさま彼は見え

るようになり、イエスの行かれる所に

ついて行った。

11さて、彼らがエルサレムの近くに
来て、オリーブ山のふもとのベテ

パゲとベタニヤに近づいたとき、イエ

スはふたりの弟子を使いに出して、 2

言われた。「向こうの村へ行きなさい

。村にはいるとすぐ、まだだれも乗っ

たことのない、ろばの子が、つないで

あるのに気がつくでしょう。それをほ

どいて、引いて来なさい。 3もし、『

なぜそんなことをするのか。』と言う

人があったら、『主がお入用なのです

。すぐに、またここに送り返されます

。』と言いなさい。」 4そこで、出か

けて見ると、表通りにある家の戸口に

、ろばの子が一匹つないであったので

、それをほどいた。 5すると、そこに

立っていた何人かが言った。「ろばの

子をほどいたりして、どうするのです

か。」 6弟子たちが、イエスの言われ

たとおりを話すと、彼らは許してくれ

た。 7そこで、ろばの子をイエスのと

ころへ引いて行って、自分たちの上着

をその上に掛けた。イエスはそれに乗

られた。 8すると、多くの人が、自分

たちの上着を道に敷き、またほかの人

々は、木の葉を枝ごと野原から切って

来て、道に敷いた。 9そして、前を行

く者も、あとに従う者も、叫んでいた

。「ホサナ。祝福あれ。主の御名に

よって来られる方に。 10祝福あれ。

いま来た、われらの父ダビデの国に。

ホサナ。いと高き所に。」 11こうし

て、イエスはエルサレムに着き、宮に

はいられた。そして、すべてを見て回

った後、時間ももうおそかったので、

十二弟子といっしょにベタニヤに出て

行かれた。 12翌日、彼らがベタニヤ

を出たとき、イエスは空腹を覚えられ

た。 13葉の茂ったいちじくの木が遠

くに見えたので、それに何かありはし

ないかと見に行かれたが、そこに来る

と、葉のほかは何もないのに気づかれ

た。いちじくのなる季節ではなかった
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からである。 14イエスは、その木に

向かって言われた。「今後、いつまで

も、だれもおまえの実を食べることの

ないように。」弟子たちはこれを聞い

ていた。 (aiōn g165) 15それから、彼らは

エルサレムに着いた。イエスは宮には

いり、宮の中で売り買いしている人々

を追い出し始め、両替人の台や、鳩を

売る者たちの腰掛けを倒し、 16また

宮を通り抜けて器具を運ぶことをだれ

にもお許しにならなかった。 17そし

て、彼らに教えて言われた。「『わた

しの家は、すべての民の祈りの家と呼

ばれる。』と書いてあるではありませ

んか。それなのに、あなたがたはそれ

を強盗の巣にしたのです。」 18祭司

長、律法学者たちは聞いて、どのよう

にしてイエスを殺そうかと相談した。

イエスを恐れたからであった。なぜな

ら、群衆がみなイエスの教えに驚嘆し

ていたからである。 19夕方になると

、イエスとその弟子たちは、いつも都

から外に出た。 20朝早く、通りがか

りに見ると、いちじくの木が根まで枯

れていた。 21ペテロは思い出して、

イエスに言った。「先生。ご覧なさい

。あなたののろわれたいちじくの木が

枯れました。」 22イエスは答えて言

われた。「神を信じなさい。 23まこ

とに、あなたがたに告げます。だれで

も、この山に向かって、『動いて、海

にはいれ。』と言って、心の中で疑わ

ず、ただ、自分の言ったとおりになる

と信じるなら、そのとおりになります

。 24だからあなたがたに言うのです

。祈って求めるものは何でも、すでに

受けたと信じなさい。そうすれば、そ

のとおりになります。 25また立って

祈っているとき、だれかに対して恨み

事があったら、赦してやりなさい。そ

うすれば、天におられるあなたがたの

父も、あなたがたの罪を赦してくださ

います。 26彼らはまたエルサレムに

来た。イエスが宮の中を歩いておられ

ると、祭司長、律法学者、長老たちが

、イエスのところにやって来た。 28

そして、イエスに言った。「何の権威

によって、これらのことをしておられ

るのですか。だれが、あなたにこれら

のことをする権威を授けたのですか。

」 29そこでイエスは彼らに言われた

。「一言尋ねますから、それに答えな

さい。そうすれば、わたしも、何の権

威によってこれらのことをしているか

を、話しましょう。 30ヨハネのバプ

テスマは、天から来たのですか、人か

ら出たのですか。答えなさい。」 31

すると、彼らは、こう言いながら、互

いに論じ合った。「もし、天から、と

言えば、それならなぜ、彼を信じなか

ったかと言うだろう。 32だからとい

って、人から、と言ってよいだろうか

。」――彼らは群衆を恐れていたので

ある。というのは、人々がみな、ヨハ

ネは確かに預言者だと思っていたから

である。 33そこで彼らは、イエスに

答えて、「わかりません。」と言った

。そこでイエスは彼らに、「わたしも

、何の権威によってこれらのことをす

るのか、あなたがたに話すまい。」と

言われた。

12それからイエスは、たとえを用い
て彼らに話し始められた。「ある

人がぶどう園を造って、垣を巡らし、

酒ぶねを掘り、やぐらを建て、それを

農夫たちに貸して、旅に出かけた。 2
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季節になると、ぶどう園の収穫の分け

まえを受け取りに、しもべを農夫たち

のところへ遣わした。 3ところが、彼

らは、そのしもべをつかまえて袋だた

きにし、何も持たせないで送り帰した

。 4そこで、もう一度別のしもべを遣

わしたが、彼らは、頭をなぐり、はず

かしめた。 5また別のしもべを遣わし

たところが、彼らは、これも殺してし

まった。続いて、多くのしもべをやっ

たけれども、彼らは袋だたきにしたり

、殺したりした。 6その人には、なお

もうひとりの者がいた。それは愛する

息子であった。彼は、『私の息子なら

、敬ってくれるだろう。』と言って、

最後にその息子を遣わした。 7すると

、その農夫たちはこう話し合った。『

あれはあと取りだ。さあ、あれを殺そ

うではないか。そうすれば、財産はこ

ちらのものだ。』 8そして、彼をつか

まえて殺してしまい、ぶどう園の外に

投げ捨てた。 9ところで、ぶどう園の

主人は、どうするでしょう。彼は戻っ

て来て、農夫どもを打ち滅ぼし、ぶど

う園をほかの人たちに与えてしまいま

す。 10あなたがたは、次の聖書のこ

とばを読んだことがないのですか。『

家を建てる者たちの見捨てた石、それ

が礎の石になった。 11これは主のな

さったことだ。私たちの目には、不

思議なことである。』」 12彼らは、

このたとえ話が、自分たちをさして語

られたことに気づいたので、イエスを

捕えようとしたが、やはり群衆を恐れ

た。それで、イエスを残して、立ち去

った。 13さて、彼らは、イエスに何

か言わせて、わなに陥れようとして、

パリサイ人とヘロデ党の者数人をイエ

スのところへ送った。 14彼らはイエ

スのところに来て、言った。「先生。

私たちは、あなたが真実な方で、だれ

をもはばからない方だと存じています

。あなたは人の顔色を見ず、真理に基

づいて神の道を教えておられるからで

す。ところで、カイザルに税金を納め

ることは律法にかなっていることでし

ょうか、かなっていないことでしょう

か。納めるべきでしょうか、納めるべ

きでないのでしょうか。」 15イエス

は彼らの擬装を見抜いて言われた。「

なぜ、わたしをためすのか。デナリ銀

貨を持って来て見せなさい。」 16彼

らは持って来た。そこでイエスは彼ら

に言われた。「これはだれの肖像です

か。だれの銘ですか。」彼らは、「カ

イザルのです。」と言った。 17する

とイエスは言われた。「カイザルのも

のはカイザルに返しなさい。そして神

のものは神に返しなさい。」彼らはイ

エスに驚嘆した。 18また、復活はな

いと主張していたサドカイ人たちが、

イエスのところに来て、質問した。 19

「先生。モーセは私たちのためにこう

書いています。『もし、兄が死んで妻

をあとに残し、しかも子がないばあい

には、その弟はその女を妻にして、兄

のための子をもうけなければならない

。』 20さて、七人の兄弟がいました

。長男が妻をめとりましたが、子を残

さないで死にました。 21そこで次男

がその女を妻にしたところ、やはり子

を残さずに死にました。三男も同様で

した。 22こうして、七人とも子を残

しませんでした。最後に、女も死にま

した。 23復活の際、彼らがよみがえ

るとき、その女はだれの妻なのでしょ
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うか。七人ともその女を妻にしたので

すが。」 24イエスは彼らに言われた

。「そんな思い違いをしているのは、

聖書も神の力も知らないからではあり

ませんか。 25人が死人の中からよみ

がえるときには、めとることも、とつ

ぐこともなく、天の御使いたちのよう

です。 26それに、死人がよみがえる

ことについては、モーセの書にある柴

の個所で、神がモーセにどう語られた

か、あなたがたは読んだことがないの

ですか。『わたしは、アブラハムの神

、イサクの神、ヤコブの神である。』

とあります。 27神は死んだ者の神で

はありません。生きている者の神です

。あなたがたはたいへんな思い違いを

しています。」 28律法学者がひとり

来て、その議論を聞いていたが、イエ

スがみごとに答えられたのを知って、

イエスに尋ねた。「すべての命令の中

で、どれが一番たいせつですか。」 29

イエスは答えられた。「一番たいせつ

なのはこれです。『イスラエルよ。聞

け。われらの神である主は、唯一の主

である。 30心を尽くし、思いを尽く

し、知性を尽くし、力を尽くして、あ

なたの神である主を愛せよ。』 31次

にはこれです。『あなたの隣人をあな

た自身のように愛せよ。』この二つよ

り大事な命令は、ほかにありません。

」 32そこで、この律法学者は、イエ

スに言った。「先生。そのとおりです

。『主は唯一であって、そのほかに、

主はない。』と言われたのは、まさに

そのとおりです。 33また『心を尽く

し、知恵を尽くし、力を尽くして主を

愛し、また隣人をあなた自身のように

愛する。』ことは、どんな全焼のいけ

にえや供え物よりも、ずっとすぐれて

います。」 34イエスは、彼が賢い返

事をしたのを見て、言われた。「あな

たは神の国から遠くない。」それから

後は、だれもイエスにあえて尋ねる者

がなかった。 35イエスが宮で教えて

おられたとき、こう言われた。「律法

学者たちは、どうしてキリストをダビ

デの子と言うのですか。 36ダビデ自

身、聖霊によって、こう言っています

。『主は私の主に言われた。「わた

しがあなたの敵をあなたの足の下に従

わせるまでは、わたしの右の座に着い

ていなさい。」』 37ダビデ自身がキ

リストを主と呼んでいるのに、どうい

うわけでキリストがダビデの子なので

しょう。」大ぜいの群衆は、イエスの

言われることを喜んで聞いていた。 38

イエスはその教えの中でこう言われた

。「律法学者たちには気をつけなさい

。彼らは、長い衣をまとって歩き回っ

たり、広場であいさつされたりするこ

とが大好きで、 39また会堂の上席や

、宴会の上座が大好きです。 40また

、やもめの家を食いつぶし、見えを飾

るために長い祈りをします。こういう

人たちは人一倍きびしい罰を受けるの

です。」 41それから、イエスは献金

箱に向かってすわり、人々が献金箱へ

金を投げ入れる様子を見ておられた。

多くの金持ちが大金を投げ入れていた

。 42そこへひとりの貧しいやもめが

来て、レプタ銅貨を二つ投げ入れた。

それは一コドラントに当たる。 43す

ると、イエスは弟子たちを呼び寄せて

、こう言われた。「まことに、あなた

がたに告げます。この貧しいやもめは

、献金箱に投げ入れていたどの人より
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もたくさん投げ入れました。 44みな

は、あり余る中から投げ入れたのに、

この女は、乏しい中から、あるだけを

全部、生活費の全部を投げ入れたから

です。」

13イエスが、宮から出て行かれると
き、弟子のひとりがイエスに言っ

た。「先生。これはまあ、何とみごと

な石でしょう。何とすばらしい建物で

しょう。」 2すると、イエスは彼に言

われた。「この大きな建物を見ている

のですか。石がくずされずに、積まれ

たまま残ることは決してありません。

」 3イエスがオリーブ山で宮に向かっ

てすわっておられると、ペテロ、ヤコ

ブ、ヨハネ、アンデレが、ひそかにイ

エスに質問した。 4「お話しください

。いつ、そういうことが起こるのでし

ょう。また、それがみな実現するよう

なときには、どんな前兆があるのでし

ょう。」 5そこで、イエスは彼らに話

し始められた。「人に惑わされないよ

うに気をつけなさい。 6わたしの名を

名のる者が大ぜい現われ、『私こそそ

れだ。』と言って、多くの人を惑わす

でしょう。 7また、戦争のことや戦争

のうわさを聞いても、あわててはいけ

ません。それは必ず起こることです。

しかし、終わりが来たのではありませ

ん。 8民族は民族に、国は国に敵対し

て立ち上がり、方々に地震があり、き

きんも起こるはずだからです。これら

のことは、産みの苦しみの初めです。

9だが、あなたがたは、気をつけてい

なさい。人々は、あなたがたを議会に

引き渡し、また、あなたがたは会堂で

むち打たれ、また、わたしのゆえに、

総督や王たちの前に立たされます。そ

れは彼らに対してあかしをするためで

す。 10こうして、福音がまずあらゆ

る民族に宣べ伝えられなければなりま

せん。 11彼らに捕えられ、引き渡さ

れたとき、何と言おうかなどと案じる

には及びません。ただ、そのとき自分

に示されることを、話しなさい。話す

のはあなたがたではなく、聖霊です。

12また兄弟は兄弟を死に渡し、父は子

を死に渡し、子は両親に逆らって立ち

、彼らを死に至らせます。 13また、

わたしの名のために、あなたがたはみ

なの者に憎まれます。しかし、最後ま

で耐え忍ぶ人は救われます。 14『荒

らす憎むべきもの』が、自分の立って

はならない所に立っているのを見たな

らば（読者はよく読み取るように。）

ユダヤにいる人々は山へ逃げなさい。

15屋上にいる者は降りてはいけません

。家から何かを取り出そうとして中に

はいってはいけません。 16畑にいる

者は着物を取りに戻ってはいけません

。 17だが、その日、悲惨なのは身重

の女と乳飲み子を持つ女です。 18た

だ、このことが冬に起こらないように

祈りなさい。 19その日は、神が天地

を創造された初めから、今に至るまで

、いまだかつてなかったような、また

これからもないような苦難の日だから

です。 20そして、もし主がその日数

を少なくしてくださらないなら、ひと

りとして救われる者はないでしょう。

しかし、主は、ご自分で選んだ選びの

民のために、その日数を少なくしてく

ださったのです。 21そのとき、あな

たがたに、『そら、キリストがここに

いる。』とか、『ほら、あそこにいる

。』とか言う者があっても、信じては
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いけません。 22にせキリスト、にせ

預言者たちが現われて、できれば選民

を惑わそうとして、しるしや不思議な

ことをして見せます。 23だから、気

をつけていなさい。わたしは、何もか

も前もって話しました。 24だが、そ

の日には、その苦難に続いて、太陽は

暗くなり、月は光を放たず、 25星は

天から落ち、天の万象は揺り動かされ

ます。 26そのとき、人々は、人の子

が偉大な力と栄光を帯びて雲に乗って

来るのを見るのです。 27そのとき、

人の子は、御使いたちを送り、地の果

てから天の果てまで、四方からその選

びの民を集めます。 28いちじくの木

から、たとえを学びなさい。枝が柔ら

かになって、葉が出て来ると、夏の近

いことがわかります。 29そのように

、これらのことが起こるのを見たら、

人の子が戸口まで近づいていると知り

なさい。 30まことに、あなたがたに

告げます。これらのことが全部起こっ

てしまうまでは、この時代は過ぎ去り

ません。 31この天地は滅びます。し

かし、わたしのことばは決して滅びる

ことがありません。 32ただし、その

日、その時がいつであるかは、だれも

知りません。天の御使いたちも子も知

りません。ただ父だけが知っておられ

ます。 33気をつけなさい。目をさま

し、注意していなさい。その定めの時

がいつだか、あなたがたは知らないか

らです。 34それはちょうど、旅に立

つ人が、出がけに、しもべたちにはそ

れぞれ仕事を割り当てて責任を持たせ

、門番には目をさましているように言

いつけるようなものです。 35だから

、目をさましていなさい。家の主人が

いつ帰って来るか、夕方か、夜中か、

鶏の鳴くころか、明け方か、わからな

いからです。 36主人が不意に帰って

来たとき眠っているのを見られないよ

うにしなさい。 37わたしがあなたが

たに話していることは、すべての人に

言っているのです。目をさましていな

さい。」

14さて、過越の祭りと種なしパンの
祝いが二日後に迫っていたので、

祭司長、律法学者たちは、どうしたら

イエスをだまして捕え、殺すことがで

きるだろうか、とけんめいであった。

2彼らは、「祭りの間はいけない。民

衆の騒ぎが起こるといけないから。」

と話していた。 3イエスがベタニヤで

、らい病人シモンの家におられたとき

、食卓に着いておられると、ひとりの

女が、純粋で、非常に高価なナルド油

のはいった石膏のつぼを持って来て、

そのつぼを割り、イエスの頭に注いだ

。 4すると、何人かの者が憤慨して互

いに言った。「何のために、香油をこ

んなにむだにしたのか。 5この香油な

ら、三百デナリ以上に売れて、貧乏な

人たちに施しができたのに。」そうし

て、その女をきびしく責めた。 6する

と、イエスは言われた。「そのままに

しておきなさい。なぜこの人を困らせ

るのですか。わたしのために、りっぱ

なことをしてくれたのです。 7貧しい

人たちは、いつもあなたがたといっし

ょにいます。それで、あなたがたがし

たいときは、いつでも彼らに良いこと

をしてやれます。しかし、わたしは、

いつもあなたがたといっしょにいるわ

けではありません。 8この女は、自分

にできることをしたのです。埋葬の用
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意にと、わたしのからだに、前もって

油を塗ってくれたのです。 9まことに

、あなたがたに告げます。世界中のど

こででも、福音が宣べ伝えられる所な

ら、この人のした事も語られて、この

人の記念となるでしょう。」 10とこ

ろで、イスカリオテ・ユダは、十二弟

子のひとりであるが、イエスを売ろう

として祭司長たちのところへ出向いて

行った。 11彼らはこれを聞いて喜ん

で、金をやろうと約束した。そこでユ

ダは、どうしたら、うまいぐあいにイ

エスを引き渡せるかと、ねらっていた

。 12種なしパンの祝いの第一日、す

なわち、過越の小羊をほふる日に、弟

子たちはイエスに言った。「過越の食

事をなさるのに、私たちは、どこへ行

って用意をしましょうか。」 13そこ

で、イエスは、弟子のうちふたりを送

って、こう言われた。「都にはいりな

さい。そうすれば、水がめを運んでい

る男に会うから、その人について行き

なさい。 14そして、その人がはいっ

て行く家の主人に、『弟子たちといっ

しょに過越の食事をする、わたしの客

間はどこか、と先生が言っておられる

。』と言いなさい。 15するとその主

人が自分で、席が整って用意のできた

二階の広間を見せてくれます。そこで

わたしたちのために用意をしなさい。

」 16弟子たちが出かけて行って、都

にはいると、まさしくイエスの言われ

たとおりであった。それで、彼らはそ

こで過越の食事の用意をした。 17夕

方になって、イエスは十二弟子といっ

しょにそこに来られた。 18そして、

みなが席に着いて、食事をしていると

き、イエスは言われた。「まことに、

あなたがたに告げます。あなたがたの

うちのひとりで、わたしといっしょに

食事をしている者が、わたしを裏切り

ます。」 19弟子たちは悲しくなって

、「まさか私ではないでしょう。」と

かわるがわるイエスに言いだした。 20

イエスは言われた。「この十二人の中

のひとりで、わたしといっしょに、同

じ鉢にパンを浸している者です。 21

確かに、人の子は、自分について書い

てあるとおりに、去って行きます。し

かし、人の子を裏切るような人間はの

ろわれます。そういう人は生まれなか

ったほうがよかったのです。」 22そ

れから、みなが食事をしているとき、

イエスはパンを取り、祝福して後、こ

れを裂き、彼らに与えて言われた。「

取りなさい。これはわたしのからだで

す。」 23また、杯を取り、感謝をさ

さげて後、彼らに与えられた。彼らは

みなその杯から飲んだ。 24イエスは

彼らに言われた。「これはわたしの契

約の血です。多くの人のために流され

るものです。 25まことに、あなたが

たに告げます。神の国で新しく飲むそ

の日までは、わたしはもはや、ぶどう

の実で造った物を飲むことはありませ

ん。」 26そして、賛美の歌を歌って

から、みなでオリーブ山へ出かけて行

った。 27イエスは、弟子たちに言わ

れた。「あなたがたはみな、つまずき

ます。『わたしが羊飼いを打つ。する

と、羊は散り散りになる。』と書いて

ありますから。 28しかしわたしは、

よみがえってから、あなたがたより先

に、ガリラヤへ行きます。」 29する

と、ペテロがイエスに言った。「たと

い全部の者がつまずいても、私はつま
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ずきません。」 30イエスは彼に言わ

れた。「まことに、あなたに告げます

。あなたは、きょう、今夜、鶏が二度

鳴く前に、わたしを知らないと三度言

います。」 31ペテロは力を込めて言

い張った。「たとい、ごいっしょに死

ななければならないとしても、私は、

あなたを知らないなどとは決して申し

ません。」みなの者もそう言った。 32

ゲツセマネという所に来て、イエスは

弟子たちに言われた。「わたしが祈る

間、ここにすわっていなさい。」 33

そして、ペテロ、ヤコブ、ヨハネをい

っしょに連れて行かれた。イエスは深

く恐れもだえ始められた。 34そして

彼らに言われた。「わたしは悲しみの

あまり死ぬほどです。ここを離れない

で、目をさましていなさい。」 35そ

れから、イエスは少し進んで行って、

地面にひれ伏し、もしできることなら

、この時が自分から過ぎ去るようにと

祈り、 36またこう言われた。「アバ

、父よ。あなたにおできにならないこ

とはありません。どうぞ、この杯をわ

たしから取りのけてください。しかし

、わたしの願うことではなく、あなた

のみこころのままを、なさってくださ

い。」 37それから、イエスは戻って

来て、彼らの眠っているのを見つけ、

ペテロに言われた。「シモン。眠って

いるのか。一時間でも目をさましてい

ることができなかったのか。 38誘惑

に陥らないように、目をさまして、祈

り続けなさい。心は燃えていても、肉

体は弱いのです。」 39イエスは再び

離れて行き、前と同じことばで祈られ

た。 40そして、また戻って来て、ご

覧になると、彼らは眠っていた。ひど

く眠けがさしていたのである。彼らは

、イエスにどう言ってよいか、わから

なかった。 41イエスは三度目に来て

、彼らに言われた。「まだ眠って休ん

でいるのですか。もう十分です。時が

来ました。見なさい。人の子は罪人た

ちの手に渡されます。 42立ちなさい

。さあ、行くのです。見なさい。わた

しを裏切る者が近づきました。」 43

そしてすぐ、イエスがまだ話しておら

れるうちに、十二弟子のひとりのユダ

が現われた。剣や棒を手にした群衆も

いっしょであった。群衆はみな、祭司

長、律法学者、長老たちから差し向け

られたものであった。 44イエスを裏

切る者は、彼らと前もって次のような

合図を決めておいた。「私が口づけを

するのが、その人だ。その人をつかま

えて、しっかりと引いて行くのだ。」

45それで、彼はやって来るとすぐに、

イエスに近寄って、「先生。」と言っ

て、口づけした。 46すると人々は、

イエスに手をかけて捕えた。 47その

とき、イエスのそばに立っていたひと

りが、剣を抜いて大祭司のしもべに撃

ちかかり、その耳を切り落とした。 48

イエスは彼らに向かって言われた。「

まるで強盗にでも向かうように、剣や

棒を持ってわたしを捕えに来たのです

か。 49わたしは毎日、宮であなたが

たといっしょにいて、教えていたのに

、あなたがたは、わたしを捕えなかっ

たのです。しかし、こうなったのは聖

書のことばが実現するためです。」 50

すると、みながイエスを見捨てて、逃

げてしまった。 51ある青年が、素は

だに亜麻布を一枚まとったままで、イ

エスについて行ったところ、人々は彼
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を捕えようとした。 52すると、彼は

亜麻布を脱ぎ捨てて、はだかで逃げた

。 53彼らがイエスを大祭司のところ

に連れて行くと、祭司長、長老、律法

学者たちがみな、集まって来た。 54

ペテロは、遠くからイエスのあとをつ

けながら、大祭司の庭の中まではいっ

て行った。そして、役人たちといっし

ょにすわって、火にあたっていた。 55

さて、祭司長たちと全議会は、イエス

を死刑にするために、イエスを訴える

証拠をつかもうと努めたが、何も見つ

からなかった。 56イエスに対する偽

証をした者は多かったが、一致しなか

ったのである。 57すると、数人が立

ち上がって、イエスに対する偽証をし

て、次のように言った。 58「私たち

は、この人が『わたしは手で造られた

この神殿をこわして、三日のうちに、

手で造られない別の神殿を造ってみせ

る。』と言うのを聞きました。」 59

しかし、この点でも証言は一致しなか

った。 60そこで大祭司が立ち上がり

、真中に進み出てイエスに尋ねて言っ

た。「何も答えないのですか。この人

たちが、あなたに不利な証言をしてい

ますが、これはどうなのですか。」 61

しかし、イエスは黙ったままで、何も

お答えにならなかった。大祭司は、さ

らにイエスに尋ねて言った。「あなた

は、ほむべき方の子、キリストですか

。」 62そこでイエスは言われた。「

わたしは、それです。人の子が、力あ

る方の右の座に着き、天の雲に乗って

来るのを、あなたがたは見るはずです

。」 63すると、大祭司は、自分の衣

を引き裂いて言った。「これでもまだ

、証人が必要でしょうか。 64あなた

がたは、神をけがすこのことばを聞い

たのです。どう考えますか。」すると

、彼らは全員で、イエスには死刑に当

たる罪があると決めた。 65そうして

、ある人々は、イエスにつばきをかけ

、御顔をおおい、こぶしでなぐりつけ

、「言い当ててみろ。」などと言った

りし始めた。また、役人たちは、イエ

スを受け取って、平手で打った。 66

ペテロが下の庭にいると、大祭司の女

中のひとりが来て、 67ペテロが火に

あたっているのを見かけ、彼をじっと

見つめて、言った。「あなたも、あの

ナザレ人、あのイエスといっしょにい

ましたね。」 68しかし、ペテロはそ

れを打ち消して、「何を言っているの

か、わからない。見当もつかない。」

と言って、出口のほうへと出て行った

。 69すると女中は、ペテロを見て、

そばに立っていた人たちに、また、「

この人はあの仲間です。」と言いだし

た。 70しかし、ペテロは再び打ち消

した。しばらくすると、そばに立って

いたその人たちが、またペテロに言っ

た。「確かに、あなたはあの仲間だ。

ガリラヤ人なのだから。」 71しかし

、彼はのろいをかけて誓い始め、「私

は、あなたがたの話しているその人を

知りません。」と言った。 72すると

すぐに、鶏が、二度目に鳴いた。そこ

でペテロは、「鶏が二度鳴く前に、あ

なたは、わたしを知らないと三度言い

ます。」というイエスのおことばを思

い出した。それに思い当たったとき、

彼は泣き出した。

15夜が明けるとすぐに、祭司長たち
をはじめ、長老、律法学者たちと

、全議会とは協議をこらしたすえ、イ
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エスを縛って連れ出し、ピラトに引き

渡した。 2ピラトはイエスに尋ねた。

「あなたは、ユダヤ人の王ですか。」

イエスは答えて言われた。「そのとお

りです。」 3そこで、祭司長たちはイ

エスをきびしく訴えた。 4ピラトはも

う一度イエスに尋ねて言った。「何も

答えないのですか。見なさい。彼らは

あんなにまであなたを訴えているので

す。」 5それでも、イエスは何もお答

えにならなかった。それにはピラトも

驚いた。 6ところでピラトは、その祭

りには、人々の願う囚人をひとりだけ

赦免するのを例としていた。 7たまた

ま、バラバという者がいて、暴動のと

き人殺しをした暴徒たちといっしょに

牢にはいっていた。 8それで、群衆は

進んで行って、いつものようにしても

らうことを、ピラトに要求し始めた。

9そこでピラトは、彼らに答えて、「

このユダヤ人の王を釈放してくれとい

うのか。」と言った。 10ピラトは、

祭司長たちが、ねたみからイエスを引

き渡したことに、気づいていたからで

ある。 11しかし、祭司長たちは群衆

を扇動して、むしろバラバを釈放して

もらいたいと言わせた。 12そこで、

ピラトはもう一度答えて、「ではいっ

たい、あなたがたがユダヤ人の王と呼

んでいるあの人を、私にどうせよとい

うのか。」と言った。 13すると彼ら

はまたも「十字架につけろ。」と叫ん

だ。 14だが、ピラトは彼らに、「あ

の人がどんな悪い事をしたというのか

。」と言った。しかし、彼らはますま

す激しく「十字架につけろ。」と叫ん

だ。 15それで、ピラトは群衆のきげ

んをとろうと思い、バラバを釈放した

。そして、イエスをむち打って後、十

字架につけるようにと引き渡した。 16

兵士たちはイエスを、邸宅、すなわち

総督官邸の中に連れて行き、全部隊を

呼び集めた。 17そしてイエスに紫の

衣を着せ、いばらの冠を編んでかぶら

せ、 18それから、「ユダヤ人の王さ

ま。ばんざい。」と叫んであいさつを

し始めた。 19また、葦の棒でイエス

の頭をたたいたり、つばきをかけたり

、ひざまずいて拝んだりしていた。 20

彼らはイエスを嘲弄したあげく、その

紫の衣を脱がせて、もとの着物をイエ

スに着せた。それから、イエスを十字

架につけるために連れ出した。 21そ

こへ、アレキサンデルとルポスとの父

で、シモンというクレネ人が、いなか

から出て来て通りかかったので、彼ら

はイエスの十字架を、むりやりに彼に

背負わせた。 22そして、彼らはイエ

スをゴルゴタの場所（訳すと、「どく

ろ」の場所）へ連れて行った。 23そ

して彼らは、没薬を混ぜたぶどう酒を

イエスに与えようとしたが、イエスは

お飲みにならなかった。 24それから

、彼らは、イエスを十字架につけた。

そして、だれが何を取るかをくじ引き

で決めたうえで、イエスの着物を分け

た。 25彼らがイエスを十字架につけ

たのは、午前九時であった。 26イエ

スの罪状書きには、「ユダヤ人の王。

」と書いてあった。 27また彼らは、

イエスとともにふたりの強盗を、ひと

りは右に、ひとりは左に、十字架につ

けた。 28道を行く人々は、頭を振り

ながらイエスをののしって言った。「

おお、神殿を打ちこわして三日で建て

る人よ。 30十字架から降りて来て、
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自分を救ってみろ。」 31また、祭司

長たちも同じように、律法学者たちと

いっしょになって、イエスをあざけっ

て言った。「他人は救ったが、自分は

救えない。 32キリスト、イスラエル

の王さま。たった今、十字架から降り

てもらおうか。われわれは、それを見

たら信じるから。」また、イエスとい

っしょに十字架につけられた者たちも

イエスをののしった。 33さて、十二

時になったとき、全地が暗くなって、

午後三時まで続いた。 34そして、三

時に、イエスは大声で、「エロイ、エ

ロイ、ラマ、サバクタニ。」と叫ばれ

た。それは訳すと「わが神、わが神。

どうしてわたしをお見捨てになったの

ですか。」という意味である。 35そ

ばに立っていた幾人かが、これを聞い

て、「そら、エリヤを呼んでいる。」

と言った。 36すると、ひとりが走っ

て行って、海綿に酸いぶどう酒を含ま

せ、それを葦の棒につけて、イエスに

飲ませようとしながら言った。「エリ

ヤがやって来て、彼を降ろすかどうか

、私たちは見ることにしよう。」 37

それから、イエスは大声をあげて息を

引き取られた。 38神殿の幕が上から

下まで真二つに裂けた。 39イエスの

正面に立っていた百人隊長は、イエス

がこのように息を引き取られたのを見

て、「この方はまことに神の子であっ

た。」と言った。 40また、遠くのほ

うから見ていた女たちもいた。その中

にマグダラのマリヤと、小ヤコブとヨ

セの母マリヤと、またサロメもいた。

41イエスがガリラヤにおられたとき、

いつもつき従って仕えていた女たちで

ある。このほかにも、イエスといっし

ょにエルサレムに上って来た女たちが

たくさんいた。 42すっかり夕方にな

った。その日は備えの日、すなわち安

息日の前日であったので、 43アリマ

タヤのヨセフは、思い切ってピラトの

ところに行き、イエスのからだの下げ

渡しを願った。ヨセフは有力な議員で

あり、みずからも神の国を待ち望んで

いた人であった。 44ピラトは、イエ

スがもう死んだのかと驚いて、百人隊

長を呼び出し、イエスがすでに死んで

しまったかどうかを問いただした。 45

そして、百人隊長からそうと確かめて

から、イエスのからだをヨセフに与え

た。 46そこで、ヨセフは亜麻布を買

い、イエスを取り降ろしてその亜麻布

に包み、岩を掘って造った墓に納めた

。墓の入口には石をころがしかけてお

いた。 47マグダラのマリヤとヨセの

母マリヤとは、イエスの納められる所

をよく見ていた。

16さて、安息日が終わったので、マ
グダラのマリヤとヤコブの母マリ

ヤとサロメとは、イエスに油を塗りに

行こうと思い、香料を買った。 2そし

て、週の初めの日の早朝、日が上った

とき、墓に着いた。 3彼女たちは、「

墓の入口からあの石をころがしてくれ

る人が、だれかいるでしょうか。」と

みなで話し合っていた。 4ところが、

目を上げて見ると、あれほど大きな石

だったのに、その石がすでにころがし

てあった。 5それで、墓の中にはいっ

たところ、真白な長い衣をまとった青

年が右側にすわっているのが見えた。

彼女たちは驚いた。 6青年は言った。

「驚いてはいけません。あなたがたは

、十字架につけられたナザレ人イエス
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を捜しているのでしょう。あの方はよ

みがえられました。ここにはおられま

せん。ご覧なさい。ここがあの方の納

められた所です。 7ですから行って、

お弟子たちとペテロに、『イエスは、

あなたがたより先にガリラヤへ行かれ

ます。前に言われたとおり、そこでお

会いできます。』とそう言いなさい。

」 8女たちは、墓を出て、そこから逃

げ去った。すっかり震え上がって、気

も転倒していたからである。そしてだ

れにも何も言わなかった。恐ろしかっ

たからである。 9 (note: The most reliable and

earliest manuscripts do not include Mark 16:9-20.)［

さて、週の初めの日の朝早くによみが

えったイエスは、まずマグダラのマリ

ヤにご自分を現わされた。イエスは、

以前に、この女から七つの悪霊を追い

出されたのであった。 10マリヤはイ

エスといっしょにいた人たちが嘆き悲

しんで泣いているところに行き、その

ことを知らせた。 11ところが、彼ら

は、イエスが生きておられ、お姿をよ

く見た、と聞いても、それを信じよう

とはしなかった。 12その後、彼らの

うちのふたりがいなかのほうへ歩いて

いたおりに、イエスは別の姿でご自分

を現わされた。 13そこでこのふたり

も、残りの人たちのところへ行ってこ

れを知らせたが、彼らはふたりの話も

信じなかった。 14しかしそれから後

になって、イエスは、その十一人が食

卓に着いているところに現われて、彼

らの不信仰とかたくなな心をお責めに

なった。それは、彼らが、よみがえら

れたイエスを見た人たちの言うところ

を信じなかったからである。 15それ

から、イエスは彼らにこう言われた。

「全世界に出て行き、すべての造られ

た者に、福音を宣べ伝えなさい。 16

信じてバプテスマを受ける者は、救わ

れます。しかし、信じない者は罪に定

められます。 17信じる人々には次の

ようなしるしが伴います。すなわち、

わたしの名によって悪霊を追い出し、

新しいことばを語り、 18蛇をもつか

み、たとい毒を飲んでも決して害を受

けず、また、病人に手を置けば病人は

いやされます。」 19主イエスは、彼

らにこう話されて後、天に上げられて

神の右の座に着かれた。 20そこで、

彼らは出て行って、至る所で福音を宣

べ伝えた。主は彼らとともに働き、み

ことばに伴うしるしをもって、みこと

ばを確かなものとされた。］別の追加

文［さて、女たちは、命じられたすべ

てのことを、ペテロとその仲間の人々

にさっそく知らせた。その後、イエス

ご自身、彼らによって、きよく、朽ち

ることのない、永遠の救いのおとずれ

を、東の果てから、西の果てまで送り

届けられた。］
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ルカの福音書

1私たちの間ですでに確信されている
出来事については、初めからの目撃

者で、みことばに仕える者となった人

々が、私たちに伝えたそのとおりを、

多くの人が記事にまとめて書き上げよ

うと、すでに試みておりますので、 3

私も、すべてのことを初めから綿密に

調べておりますから、あなたのために

、順序を立てて書いて差し上げるのが

よいと思います。尊敬するテオピロ殿

。 4それによって、すでに教えを受け

られた事がらが正確な事実であること

を、よくわかっていただきたいと存じ

ます。 5ユダヤの王ヘロデの時に、ア

ビヤの組の者でザカリヤという祭司が

いた。彼の妻はアロンの子孫で、名を

エリサベツといった。 6ふたりとも、

神の御前に正しく、主のすべての戒め

と定めを落度なく踏み行なっていた。

7エリサベツは不妊の女だったので、

彼らには子がなく、ふたりとももう年

をとっていた。 8さて、ザカリヤは、

自分の組が当番で、神の御前に祭司の

務めをしていたが、 9祭司職の習慣に

よって、くじを引いたところ、主の神

殿にはいって香をたくことになった。

10彼が香をたく間、大ぜいの民はみな

、外で祈っていた。 11ところが、主

の使いが彼に現われて、香壇の右に立

った。 12これを見たザカリヤは不安

を覚え、恐怖に襲われたが、 13御使

いは彼に言った。「こわがることはな

い。ザカリヤ。あなたの願いが聞かれ

たのです。あなたの妻エリサベツは男

の子を産みます。名をヨハネとつけな

さい。 14その子はあなたにとって喜

びとなり楽しみとなり、多くの人もそ

の誕生を喜びます。 15彼は主の御前

にすぐれた者となるからです。彼は、

ぶどう酒も強い酒も飲まず、まだ母の

胎内にあるときから聖霊に満たされ、

16そしてイスラエルの多くの子らを、

彼らの神である主に立ち返らせます。

17彼こそ、エリヤの霊と力で主の前ぶ

れをし、父たちの心を子どもたちに向

けさせ、逆らう者を義人の心に立ち戻

らせ、こうして、整えられた民を主の

ために用意するのです。」 18そこで

、ザカリヤは御使いに言った。「私は

何によってそれを知ることができまし

ょうか。私ももう年寄りですし、妻も

年をとっております。」 19御使いは

答えて言った。「私は神の御前に立つ

ガブリエルです。あなたに話をし、こ

の喜びのおとずれを伝えるように遣わ

されているのです。 20ですから、見

なさい。これらのことが起こる日まで

は、あなたは、おしになって、ものが

言えなくなります。私のことばを信じ

なかったからです。私のことばは、そ

の時が来れば実現します。」 21人々

はザカリヤを待っていたが、神殿であ

まり暇取るので不思議に思った。 22

やがて彼は出て来たが、人々に話をす

ることができなかった。それで、彼は

神殿で幻を見たのだとわかった。ザカ

リヤは、彼らに合図を続けるだけで、

おしのままであった。 23やがて、務

めの期間が終わったので、彼は自分の

家に帰った。 24その後、妻エリサベ

ツはみごもり、五か月の間引きこもっ

て、こう言った。 25「主は、人中で

私の恥を取り除こうと心にかけられ、

今、私をこのようにしてくださいまし

た。」 26ところで、その六か月目に
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、御使いガブリエルが、神から遣わさ

れてガリラヤのナザレという町のひと

りの処女のところに来た。 27この処

女は、ダビデの家系のヨセフという人

のいいなずけで、名をマリヤといった

。 28御使いは、はいって来ると、マ

リヤに言った。「おめでとう、恵まれ

た方。主があなたとともにおられます

。」 29しかし、マリヤはこのことば

に、ひどくとまどって、これはいった

い何のあいさつかと考え込んだ。 30

すると御使いが言った。「こわがるこ

とはない。マリヤ。あなたは神から恵

みを受けたのです。 31ご覧なさい。

あなたはみごもって、男の子を産みま

す。名をイエスとつけなさい。 32そ

の子はすぐれた者となり、いと高き方

の子と呼ばれます。また、神である主

は彼にその父ダビデの王位をお与えに

なります。 33彼はとこしえにヤコブ

の家を治め、その国は終わることがあ

りません。」 (aiōn g165) 34そこで、マリ

ヤは御使いに言った。「どうしてその

ようなことになりえましょう。私はま

だ男の人を知りませんのに。」 35御

使いは答えて言った。「聖霊があなた

の上に臨み、いと高き方の力があなた

をおおいます。それゆえ、生まれる者

は、聖なる者、神の子と呼ばれます。

36ご覧なさい。あなたの親類のエリサ

ベツも、あの年になって男の子を宿し

ています。不妊の女といわれていた人

なのに、今はもう六か月です。 37神

にとって不可能なことは一つもありま

せん。」 38マリヤは言った。「ほん

とうに、私は主のはしためです。どう

ぞ、あなたのおことばどおりこの身に

なりますように。」こうして御使いは

彼女から去って行った。 39そのころ

、マリヤは立って、山地にあるユダの

町に急いだ。 40そしてザカリヤの家

に行って、エリサベツにあいさつした

。 41エリサベツがマリヤのあいさつ

を聞いたとき、子が胎内でおどり、エ

リサベツは聖霊に満たされた。 42そ

して大声をあげて言った。「あなたは

女の中の祝福された方。あなたの胎の

実も祝福されています。 43私の主の

母が私のところに来られるとは、何と

いうことでしょう。 44ほんとうに、

あなたのあいさつの声が私の耳にはい

ったとき、私の胎内で子どもが喜んで

おどりました。 45主によって語られ

たことは必ず実現すると信じきった人

は、何と幸いなことでしょう。」 46

マリヤは言った。「わがたましいは主

をあがめ、 47わが霊は、わが救い主

なる神を喜びたたえます。 48主はこ

の卑しいはしために目を留めてくださ

ったからです。ほんとうに、これから

後、どの時代の人々も、私をしあわせ

者と思うでしょう。 49力ある方が、

私に大きなことをしてくださいました

。その御名はきよく、 50そのあわれ

みは、主を恐れかしこむ者に、代々に

わたって及びます。 51主は、御腕を

もって力強いわざをなし、心の思いの

高ぶっている者を追い散らし、 52権

力ある者を王位から引き降ろされます

。低い者を高く引き上げ、 53飢えた

者を良いもので満ち足らせ、富む者を

何も持たせないで追い返されました。

54主はそのあわれみをいつまでも忘れ

ないで、そのしもべイスラエルをお助

けになりました。 55私たちの先祖た

ち、アブラハムとその子孫に語られた
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とおりです。」 (aiōn g165) 56マリヤは三

か月ほどエリサベツと暮らして、家に

帰った。 57さて月が満ちて、エリサ

ベツは男の子を産んだ。 58近所の人

々や親族は、主がエリサベツに大きな

あわれみをおかけになったと聞いて、

彼女とともに喜んだ。 59さて八日目

に、人々は幼子に割礼するためにやっ

て来て、幼子を父の名にちなんでザカ

リヤと名づけようとしたが、 60母は

答えて、「いいえ、そうではなくて、

ヨハネという名にしなければなりませ

ん。」と言った。 61彼らは彼女に、

「あなたの親族にはそのような名の人

はひとりもいません。」と言った。 62

そして、身振りで父親に合図して、幼

子に何という名をつけるつもりかと尋

ねた。 63すると、彼は書き板を持っ

て来させて、「彼の名はヨハネ。」と

書いたので、人々はみな驚いた。 64

すると、たちどころに、彼の口が開け

、舌は解け、ものが言えるようになっ

て神をほめたたえた。 65そして、近

所の人々はみな恐れた。さらにこれら

のことの一部始終が、ユダヤの山地全

体にも語り伝えられて行った。 66聞

いた人々はみな、それを心にとどめて

、「いったいこの子は何になるのでし

ょう。」と言った。主の御手が彼とと

もにあったからである。 67さて父ザ

カリヤは、聖霊に満たされて、預言し

て言った。 68「ほめたたえよ。イス

ラエルの神である主を。主はその民を

顧みて、贖いをなし、 69救いの角を

、われらのために、しもべダビデの家

に立てられた。 70古くから、その聖

なる預言者たちの口を通して、主が話

してくださったとおりに。 (aiōn g165) 71

この救いはわれらの敵からの、すべて

われらを憎む者の手からの救いである

。 72主はわれらの父祖たちにあわれ

みを施し、その聖なる契約を、 73わ

れらの父アブラハムに誓われた誓いを

覚えて、 74われらを敵の手から救い

出し、われらの生涯のすべての日に、

きよく、正しく、恐れなく、主の御前

に仕えることを許される。 76幼子よ

。あなたもまた、いと高き方の預言者

と呼ばれよう。主の御前に先立って行

き、その道を備え、 77神の民に、罪

の赦しによる救いの知識を与えるため

である。 78これはわれらの神の深い

あわれみによる。そのあわれみにより

、日の出がいと高き所からわれらを訪

れ、 79暗黒と死の陰にすわる者たち

を照らし、われらの足を平和の道に導

く。」 80さて、幼子は成長し、その

霊は強くなり、イスラエルの民の前に

公に出現する日まで荒野にいた。

2そのころ、全世界の住民登録をせよ
という勅令が、皇帝アウグストから

出た。 2これは、クレニオがシリヤの

総督であったときの最初の住民登録で

あった。 3それで、人々はみな、登録

のために、それぞれ自分の町に向かっ

て行った。 4ヨセフもガリラヤの町ナ

ザレから、ユダヤのベツレヘムという

ダビデの町へ上って行った。彼は、ダ

ビデの家系であり血筋でもあったので

、 5身重になっているいいなずけの妻

マリヤもいっしょに登録するためであ

った。 6ところが、彼らがそこにいる

間に、マリヤは月が満ちて、 7男子の

初子を産んだ。それで、布にくるんで

、飼葉おけに寝かせた。宿屋には彼ら

のいる場所がなかったからである。 8
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さて、この土地に、羊飼いたちが、野

宿で夜番をしながら羊の群れを見守っ

ていた。 9すると、主の使いが彼らの

ところに来て、主の栄光が回りを照ら

したので、彼らはひどく恐れた。 10

御使いは彼らに言った。「恐れること

はありません。今、私はこの民全体の

ためのすばらしい喜びを知らせに来た

のです。 11きょうダビデの町で、あ

なたがたのために、救い主がお生まれ

になりました。この方こそ主キリスト

です。 12あなたがたは、布にくるま

って飼葉おけに寝ておられるみどりご

を見つけます。これが、あなたがたの

ためのしるしです。」 13すると、た

ちまち、その御使いといっしょに、多

くの天の軍勢が現われて、神を賛美し

て言った。 14「いと高き所に、栄光

が、神にあるように。地の上に、平和

が、御心にかなう人々にあるように。

」 15御使いたちが彼らを離れて天に

帰ったとき、羊飼いたちは互いに話し

合った。「さあ、ベツレヘムに行って

、主が私たちに知らせてくださったこ

の出来事を見て来よう。」 16そして

急いで行って、マリヤとヨセフと、飼

葉おけに寝ておられるみどりごとを捜

し当てた。 17それを見たとき、羊飼

いたちは、この幼子について告げられ

たことを知らせた。 18それを聞いた

人たちはみな、羊飼いの話したことに

驚いた。 19しかしマリヤは、これら

のことをすべて心に納めて、思いを巡

らしていた。 20羊飼いたちは、見聞

きしたことが、全部御使いの話のとお

りだったので、神をあがめ、賛美しな

がら帰って行った。 21八日が満ちて

幼子に割礼を施す日となり、幼子はイ

エスという名で呼ばれることになった

。胎内に宿る前に御使いがつけた名で

ある。 22さて、モーセの律法による

彼らのきよめの期間が満ちたとき、両

親は幼子を主にささげるために、エル

サレムへ連れて行った。 23――それ

は、主の律法に「母の胎を開く男子の

初子は、すべて、主に聖別された者、

と呼ばれなければならない。」と書い

てあるとおりであった。―― 24また

、主の律法に「山ばと一つがい、また

は、家ばとのひな二羽。」と定められ

たところに従って犠牲をささげるため

であった。 25そのとき、エルサレム

にシメオンという人がいた。この人は

正しい、敬虔な人で、イスラエルの慰

められることを待ち望んでいた。聖霊

が彼の上にとどまっておられた。 26

また、主のキリストを見るまでは、決

して死なないと、聖霊のお告げを受け

ていた。 27彼が御霊に感じて宮には

いると、幼子イエスを連れた両親が、

その子のために律法の慣習を守るため

に、はいって来た。 28すると、シメ

オンは幼子を腕に抱き、神をほめたた

えて言った。 29「主よ。今こそあな

たは、あなたのしもべを、みことばど

おり、安らかに去らせてくださいます

。 30私の目があなたの御救いを見た

からです。 31御救いはあなたが万民

の前に備えられたもので、 32異邦人

を照らす啓示の光、御民イスラエルの

光栄です。」 33父と母は、幼子につ

いていろいろ語られる事に驚いた。 34

また、シメオンは両親を祝福し、母マ

リヤに言った。「ご覧なさい。この子

は、イスラエルの多くの人が倒れ、ま

た、立ち上がるために定められ、また
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、反対を受けるしるしとして定められ

ています。 35剣があなたの心さえも

刺し貫くでしょう。それは多くの人の

心の思いが現われるためです。」 36

また、アセル族のパヌエルの娘で女預

言者のアンナという人がいた。この人

は非常に年をとっていた。処女の時代

のあと七年間、夫とともに住み、 37

その後やもめになり、八十四歳になっ

ていた。そして宮を離れず、夜も昼も

、断食と祈りをもって神に仕えていた

。 38ちょうどこのとき、彼女もそこ

にいて、神に感謝をささげ、そして、

エルサレムの贖いを待ち望んでいるす

べての人々に、この幼子のことを語っ

た。 39さて、彼らは主の律法による

定めをすべて果たしたので、ガリラヤ

の自分たちの町ナザレに帰った。 40

幼子は成長し、強くなり、知恵に満ち

て行った。神の恵みがその上にあった

。 41さて、イエスの両親は、過越の

祭りには毎年エルサレムに行った。 42

イエスが十二歳になられたときも、両

親は祭りの慣習に従って都へ上り、 43

祭りの期間を過ごしてから、帰路につ

いたが、少年イエスはエルサレムにと

どまっておられた。両親はそれに気づ

かなかった。 44イエスが一行の中に

いるものと思って、一日の道のりを行

った。それから、親族や知人の中を捜

し回ったが、 45見つからなかったの

で、イエスを捜しながら、エルサレム

まで引き返した。 46そしてようやく

三日の後に、イエスが宮で教師たちの

真中にすわって、話を聞いたり質問し

たりしておられるのを見つけた。 47

聞いていた人々はみな、イエスの知恵

と答えに驚いていた。 48両親は彼を

見て驚き、母は言った。「まあ、あな

たはなぜ私たちにこんなことをしたの

です。見なさい。父上も私も、心配し

てあなたを捜し回っていたのです。」

49するとイエスは両親に言われた。「

どうしてわたしをお捜しになったので

すか。わたしが必ず自分の父の家にい

ることを、ご存じなかったのですか。

」 50しかし両親には、イエスの話さ

れたことばの意味がわからなかった。

51それからイエスは、いっしょに下っ

て行かれ、ナザレに帰って、両親に仕

えられた。母はこれらのことをみな、

心に留めておいた。 52イエスはます

ます知恵が進み、背たけも大きくなり

、神と人とに愛された。

3皇帝テベリオの治世の第十五年、ポ
ンテオ・ピラトがユダヤの総督、ヘ

ロデがガリラヤの国主、その兄弟ピリ

ポがイツリヤとテラコニテ地方の国主

、ルサニヤがアビレネの国主であり、

2アンナスとカヤパが大祭司であった

ころ、神のことばが、荒野でザカリヤ

の子ヨハネに下った。 3そこでヨハネ

は、ヨルダン川のほとりのすべての地

方に行って、罪が赦されるための悔い

改めに基づくバプテスマを説いた。 4

そのことは預言者イザヤのことばの書

に書いてあるとおりである。「荒野で

叫ぶ者の声がする。『主の道を用意し

、主の通られる道をまっすぐにせよ。

5すべての谷はうずめられ、すべての

山と丘とは低くされ、曲がった所はま

っすぐになり、でこぼこ道は平らにな

る。 6こうして、あらゆる人が、神の

救いを見るようになる。』」 7それで

、ヨハネは、彼からバプテスマを受け

ようとして出て来た群衆に言った。「
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まむしのすえたち。だれが必ず来る御

怒りをのがれるように教えたのか。 8

それならそれで、悔い改めにふさわし

い実を結びなさい。『われわれの先祖

はアブラハムだ。』などと心の中で言

い始めてはいけません。よく言ってお

くが、神は、こんな石ころからでも、

アブラハムの子孫を起こすことがおで

きになるのです。 9斧もすでに木の根

元に置かれています。だから、良い実

を結ばない木は、みな切り倒されて、

火に投げ込まれます。」 10群衆はヨ

ハネに尋ねた。「それでは、私たちは

どうすればよいのでしょう。」 11彼

は答えて言った。「下着を二枚持って

いる者は、一つも持たない者に分けな

さい。食べ物を持っている者も、そう

しなさい。」 12取税人たちも、バプ

テスマを受けに出て来て、言った。「

先生。私たちはどうすればよいのでし

ょう。」 13ヨハネは彼らに言った。

「決められたもの以上には、何も取り

立ててはいけません。」 14兵士たち

も、彼に尋ねて言った。「私たちはど

うすればよいのでしょうか。」ヨハネ

は言った。「だれからも、力ずくで金

をゆすったり、無実の者を責めたりし

てはいけません。自分の給料で満足し

なさい。」 15民衆は救い主を待ち望

んでおり、みな心の中で、ヨハネにつ

いて、もしかするとこの方がキリスト

ではあるまいか、と考えていたので、

16ヨハネはみなに答えて言った。「私

は水であなたがたにバプテスマを授け

ています。しかし、私よりもさらに力

のある方がおいでになります。私など

は、その方のくつのひもを解く値うち

もありません。その方は、あなたがた

に聖霊と火とのバプテスマをお授けに

なります。 17また手に箕を持って脱

穀場をことごとくきよめ、麦を倉に納

め、殻を消えない火で焼き尽くされま

す。」 18ヨハネは、そのほかにも多

くのことを教えて、民衆に福音を知ら

せた。 19さて国主ヘロデは、その兄

弟の妻ヘロデヤのことについて、また

、自分の行なった悪事のすべてを、ヨ

ハネに責められたので、 20ヨハネを

牢に閉じ込め、すべての悪事にもう一

つこの悪事を加えた。 21さて、民衆

がみなバプテスマを受けていたころ、

イエスもバプテスマをお受けになり、

そして祈っておられると、天が開け、

22聖霊が、鳩のような形をして、自分

の上に下られるのをご覧になった。ま

た、天から声がした。「あなたは、わ

たしの愛する子、わたしはあなたを喜

ぶ。」 23教えを始められたとき、イ

エスはおよそ三十歳で、人々からヨセ

フの子と思われていた。このヨセフは

、ヘリの子、順次さかのぼって、 24

マタテの子、レビの子、メルキの子、

ヤンナイの子、ヨセフの子、 25マタ

テヤの子、アモスの子、ナホムの子、

エスリの子、ナンガイの子、 26マハ

テの子、マタテヤの子、シメイの子、

ヨセクの子、ヨダの子、 27ヨハナン

の子、レサの子、ゾロバベルの子、サ

ラテルの子、ネリの子、 28メルキの

子、アデイの子、コサムの子、エルマ

ダムの子、エルの子、 29ヨシュアの

子、エリエゼルの子、ヨリムの子、マ

タテの子、レビの子、 30シメオンの

子、ユダの子、ヨセフの子、ヨナムの

子、エリヤキムの子、 31メレヤの子

、メナの子、マタタの子、ナタンの子
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、ダビデの子、 32エッサイの子、オ

ベデの子、ボアズの子、サラの子、ナ

アソンの子、 33アミナダブの子、ア

デミンの子、アルニの子、エスロンの

子、パレスの子、ユダの子、 34ヤコ

ブの子、イサクの子、アブラハムの子

、テラの子、ナホルの子、 35セルグ

の子、レウの子、ペレグの子、エベル

の子、サラの子、 36カイナンの子、

アルパクサデの子、セムの子、ノアの

子、ラメクの子、 37メトセラの子、

エノクの子、ヤレデの子、マハラレル

の子、カイナンの子、 38エノスの子

、セツの子、アダムの子、このアダム

は神の子である。

4さて、聖霊に満ちたイエスは、ヨル
ダンから帰られた。そして御霊に導

かれて荒野におり、 2四十日間、悪魔

の試みに会われた。その間何も食べず

、その時が終わると、空腹を覚えられ

た。 3そこで、悪魔はイエスに言った

。「あなたが神の子なら、この石に、

パンになれと言いつけなさい。」 4イ

エスは答えられた。「『人はパンだけ

で生きるのではない。』と書いてある

。」 5また、悪魔はイエスを連れて行

き、またたくまに世界の国々を全部見

せて、 6こう言った。「この、国々の

いっさいの権力と栄光とをあなたに差

し上げましょう。それは私に任されて

いるので、私がこれと思う人に差し上

げるのです。 7ですから、もしあなた

が私を拝むなら、すべてをあなたのも

のとしましょう。」 8イエスは答えて

言われた。「『あなたの神である主を

拝み、主にだけ仕えなさい。』と書い

てある。」 9また、悪魔はイエスをエ

ルサレムに連れて行き、神殿の頂に立

たせて、こう言った。「あなたが神の

子なら、ここから飛び降りなさい。 10

『神は、御使いたちに命じてあなたを

守らせる。』とも、 11『あなたの足

が石に打ち当たることのないように、

彼らの手で、あなたをささえさせる。

』とも書いてあるからです。」 12す

るとイエスは答えて言われた。「『あ

なたの神である主を試みてはならない

。』と言われている。」 13誘惑の手

を尽くしたあとで、悪魔はしばらくの

間イエスから離れた。 14イエスは御

霊の力を帯びてガリラヤに帰られた。

すると、その評判が回り一帯に、くま

なく広まった。 15イエスは、彼らの

会堂で教え、みなの人にあがめられた

。 16それから、イエスはご自分の育

ったナザレに行き、いつものとおり安

息日に会堂にはいり、朗読しようとし

て立たれた。 17すると、預言者イザ

ヤの書が手渡されたので、その書を開

いて、こう書いてある所を見つけられ

た。 18「わたしの上に主の御霊がお

られる。主が、貧しい人々に福音を伝

えるようにと、わたしに油を注がれた

のだから。主はわたしを遣わされた。

捕われ人には赦免を、盲人には目の開

かれることを告げるために。しいたげ

られている人々を自由にし、 19主の

恵みの年を告げ知らせるために。」 20

イエスは書を巻き、係りの者に渡して

すわられた。会堂にいるみなの目がイ

エスに注がれた。 21イエスは人々に

こう言って話し始められた。「きょう

、聖書のこのみことばが、あなたがた

が聞いたとおり実現しました。」 22

みなイエスをほめ、その口から出て来

る恵みのことばに驚いた。そしてまた
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、「この人は、ヨセフの子ではないか

。」と彼らは言った。 23イエスは言

われた。「きっとあなたがたは、『医

者よ。自分を直せ。』というたとえを

引いて、カペナウムで行なわれたと聞

いていることを、あなたの郷里のここ

でもしてくれ、と言うでしょう。」 24

また、こう言われた。「まことに、あ

なたがたに告げます。預言者はだれで

も、自分の郷里では歓迎されません。

25わたしが言うのは真実のことです。

エリヤの時代に、三年六か月の間天が

閉じて、全国に大ききんが起こったと

き、イスラエルにもやもめは多くいた

が、 26エリヤはだれのところにも遣

わされず、シドンのサレプタにいたや

もめ女にだけ遣わされたのです。 27

また、預言者エリシャのときに、イス

ラエルには、らい病人がたくさんいた

が、そのうちのだれもきよめられない

で、シリヤ人ナアマンだけがきよめら

れました。」 28これらのことを聞く

と、会堂にいた人たちはみな、ひどく

怒り、 29立ち上がってイエスを町の

外に追い出し、町が立っていた丘のが

けのふちまで連れて行き、そこから投

げ落とそうとした。 30しかしイエス

は、彼らの真中を通り抜けて、行って

しまわれた。 31それからイエスは、

ガリラヤの町カペナウムに下られた。

そして、安息日ごとに、人々を教えら

れた。 32人々は、その教えに驚いた

。そのことばに権威があったからであ

る。 33また、会堂に、汚れた悪霊に

つかれた人がいて、大声でわめいた。

34「ああ、ナザレ人のイエス。いった

い私たちに何をしようというのです。

あなたは私たちを滅ぼしに来たのでし

ょう。私はあなたがどなたか知ってい

ます。神の聖者です。」 35イエスは

彼をしかって、「黙れ。その人から出

て行け。」と言われた。するとその悪

霊は人々の真中で、その人を投げ倒し

て出て行ったが、その人は別に何の害

も受けなかった。 36人々はみな驚い

て、互いに話し合った。「今のおこと

ばはどうだ。権威と力とでお命じにな

ったので、汚れた霊でも出て行ったの

だ。」 37こうしてイエスのうわさは

、回りの地方の至る所に広まった。 38

イエスは立ち上がって会堂を出て、シ

モンの家にはいられた。すると、シモ

ンのしゅうとめが、ひどい熱で苦しん

でいた。人々は彼女のためにイエスに

お願いした。 39イエスがその枕もと

に来て、熱をしかりつけられると、熱

がひき、彼女はすぐに立ち上がって彼

らをもてなし始めた。 40日が暮れる

と、いろいろな病気で弱っている者を

かかえた人たちがみな、その病人をみ

もとに連れて来た。イエスは、ひとり

ひとりに手を置いて、いやされた。 41

また、悪霊どもも、「あなたこそ神の

子です。」と大声で叫びながら、多く

の人から出て行った。イエスは、悪霊

どもをしかって、ものを言うのをお許

しにならなかった。彼らはイエスがキ

リストであることを知っていたからで

ある。 42朝になって、イエスは寂し

い所に出て行かれた。群衆は、イエス

を捜し回って、みもとに来ると、イエ

スが自分たちから離れて行かないよう

引き止めておこうとした。 43しかし

イエスは、彼らにこう言われた。「ほ

かの町々にも、どうしても神の国の福

音を宣べ伝えなければなりません。わ
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たしは、そのために遣わされたのです

から。」 44そしてユダヤの諸会堂で

、福音を告げ知らせておられた。

5群衆がイエスに押し迫るようにして
神のことばを聞いたとき、イエスは

ゲネサレ湖の岸べに立っておられたが

、 2岸べに小舟が二そうあるのをご覧

になった。漁師たちは、その舟から降

りて網を洗っていた。 3イエスは、そ

のうちの一つの、シモンの持ち舟に乗

り、陸から少し漕ぎ出すように頼まれ

た。そしてイエスはすわって、舟から

群衆を教えられた。 4話が終わると、

シモンに、「深みに漕ぎ出して、網を

おろして魚をとりなさい。」と言われ

た。 5するとシモンが答えて言った。

「先生。私たちは、夜通し働きました

が、何一つとれませんでした。でもお

ことばどおり、網をおろしてみましょ

う。」 6そして、そのとおりにすると

、たくさんの魚がはいり、網は破れそ

うになった。 7そこで別の舟にいた仲

間の者たちに合図をして、助けに来て

くれるように頼んだ。彼らがやって来

て、そして魚を両方の舟いっぱいに上

げたところ、二そうとも沈みそうにな

った。 8これを見たシモン・ペテロは

、イエスの足もとにひれ伏して、「主

よ。私のような者から離れてください

。私は、罪深い人間ですから。」と言

った。 9それは、大漁のため、彼もい

っしょにいたみなの者も、ひどく驚い

たからである。 10シモンの仲間であ

ったゼベダイの子ヤコブやヨハネも同

じであった。イエスはシモンにこう言

われた。「こわがらなくてもよい。こ

れから後、あなたは人間をとるように

なるのです。」 11彼らは、舟を陸に

着けると、何もかも捨てて、イエスに

従った。 12さて、イエスがある町に

おられたとき、全身らい病の人がいた

。イエスを見ると、ひれ伏してお願い

した。「主よ。お心一つで、私はきよ

くしていただけます。」 13イエスは

手を伸ばして、彼にさわり、「わたし

の心だ。きよくなれ。」と言われた。

すると、すぐに、そのらい病が消えた

。 14イエスは、彼にこう命じられた

。「だれにも話してはいけない。ただ

祭司のところに行って、自分を見せな

さい。そして人々へのあかしのため、

モーセが命じたように、あなたのきよ

めの供え物をしなさい。」 15しかし

、イエスのうわさは、ますます広まり

、多くの人の群れが、話を聞きに、ま

た、病気を直してもらいに集まって来

た。 16しかし、イエスご自身は、よ

く荒野に退いて祈っておられた。 17

ある日のこと、イエスが教えておられ

ると、パリサイ人と律法の教師たちも

、そこにすわっていた。彼らは、ガリ

ラヤとユダヤとのすべての村々や、エ

ルサレムから来ていた。イエスは、主

の御力をもって、病気を直しておられ

た。 18するとそこに、男たちが、中

風をわずらっている人を、床のままで

運んで来た。そして、何とかして家の

中に運び込み、イエスの前に置こうと

していた。 19しかし、大ぜい人がい

て、どうにも病人を運び込む方法が見

つからないので、屋上に上って屋根の

瓦をはがし、そこから彼の寝床を、ち

ょうど人々の真中のイエスの前に、つ

り降ろした。 20彼らの信仰を見て、

イエスは「友よ。あなたの罪は赦され

ました。」と言われた。 21ところが



ルカの福音書87

、律法学者、パリサイ人たちは、理屈

を言い始めた。「神をけがすことを言

うこの人は、いったい何者だ。神のほ

かに、だれが罪を赦すことができよう

。」 22その理屈を見抜いておられた

イエスは、彼らに言われた。「なぜ、

心の中でそんな理屈を言っているのか

。 23『あなたの罪は赦された。』と

言うのと、『起きて歩け。』と言うの

と、どちらがやさしいか。 24人の子

が地上で罪を赦す権威を持っているこ

とを、あなたがたに悟らせるために。

」と言って、中風の人に、「あなたに

命じる。起きなさい。寝床をたたんで

、家に帰りなさい。」と言われた。 25

すると彼は、たちどころに人々の前で

立ち上がり、寝ていた床をたたんで、

神をあがめながら自分の家に帰った。

26人々はみな、ひどく驚き、神をあが

め、恐れに満たされて、「私たちは、

きょう、驚くべきことを見た。」と言

った。 27この後、イエスは出て行き

、収税所にすわっているレビという取

税人に目を留めて、「わたしについて

来なさい。」と言われた。 28すると

レビは、何もかも捨て、立ち上がって

イエスに従った。 29そこでレビは、

自分の家でイエスのために大ぶるまい

をしたが、取税人たちや、ほかに大ぜ

いの人たちが食卓に着いていた。 30

すると、パリサイ人やその派の律法学

者たちが、イエスの弟子たちに向かっ

て、つぶやいて言った。「なぜ、あな

たがたは、取税人や罪人どもといっし

ょに飲み食いするのですか。」 31そ

こで、イエスは答えて言われた。「医

者を必要とするのは丈夫な者ではなく

、病人です。 32わたしは正しい人を

招くためではなく、罪人を招いて、悔

い改めさせるために来たのです。」 33

彼らはイエスに言った。「ヨハネの弟

子たちは、よく断食をしており、祈り

もしています。また、パリサイ人の弟

子たちも同じなのに、あなたの弟子た

ちは食べたり飲んだりしています。」

34イエスは彼らに言われた。「花婿が

いっしょにいるのに、花婿につき添う

友だちに断食させることが、あなたが

たにできますか。 35しかし、やがて

その時が来て、花婿が取り去られたら

、その日には彼らは断食します。」 36

イエスはまた一つのたとえを彼らに話

された。「だれも、新しい着物から布

切れを引き裂いて、古い着物に継ぎを

するようなことはしません。そんなこ

とをすれば、その新しい着物を裂くこ

とになるし、また新しいのを引き裂い

た継ぎ切れも、古い物には合わないの

です。 37また、だれも新しいぶどう

酒を古い皮袋に入れるようなことはし

ません。そんなことをすれば、新しい

ぶどう酒は皮袋を張り裂き、ぶどう酒

は流れ出て、皮袋もだめになってしま

います。 38新しいぶどう酒は新しい

皮袋に入れなければなりません。 39

また、だれでも古いぶどう酒を飲んで

から、新しい物を望みはしません。『

古い物は良い。』と言うのです。」

6ある安息日に、イエスが麦畑を通っ
ておられたとき、弟子たちは麦の穂

を摘んで、手でもみ出しては食べてい

た。 2すると、あるパリサイ人たちが

言った。「なぜ、あなたがたは、安息

日にしてはならないことをするのです

か。」 3イエスは彼らに答えて言われ

た。「あなたがたは、ダビデが連れの
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者といっしょにいて、ひもじかったと

きにしたことを読まなかったのですか

。 4ダビデは神の家にはいって、祭司

以外の者はだれも食べてはならない供

えのパンを取って、自分も食べたし、

供の者にも与えたではありませんか。

」 5そして、彼らに言われた。「人の

子は、安息日の主です。」 6別の安息

日に、イエスは会堂にはいって教えて

おられた。そこに右手のなえた人がい

た。 7そこで律法学者、パリサイ人た

ちは、イエスが安息日に人を直すかど

うか、じっと見ていた。彼を訴える口

実を見つけるためであった。 8イエス

は彼らの考えをよく知っておられた。

それで、手のなえた人に、「立って、

真中に出なさい。」と言われた。その

人は、起き上がって、そこに立った。

9イエスは人々に言われた。「あなた

がたに聞きますが、安息日にしてよい

のは、善を行なうことなのか、それと

も悪を行なうことなのか。いのちを救

うことなのか、それとも失うことなの

か、どうですか。」 10そして、みな

の者を見回してから、その人に、「手

を伸ばしなさい。」と言われた。その

とおりにすると、彼の手は元どおりに

なった。 11すると彼らはすっかり分

別を失ってしまって、イエスをどうし

てやろうかと話し合った。 12このこ

ろ、イエスは祈るために山に行き、神

に祈りながら夜を明かされた。 13夜

明けになって、弟子たちを呼び寄せ、

その中から十二人を選び、彼らに使徒

という名をつけられた。 14すなわち

、ペテロという名をいただいたシモン

とその兄弟アンデレ、ヤコブとヨハネ

、ピリポとバルトロマイ、 15マタイ

とトマス、アルパヨの子ヤコブと熱心

党員と呼ばれるシモン、 16ヤコブの

子ユダとイエスを裏切ったイスカリオ

テ・ユダである。 17それから、イエ

スは、彼らとともに山を下り、平らな

所にお立ちになったが、多くの弟子た

ちの群れや、ユダヤ全土、エルサレム

、さてはツロやシドンの海べから来た

大ぜいの民衆がそこにいた。 18イエ

スの教えを聞き、また病気を直してい

ただくために来た人々である。また、

汚れた霊に悩まされていた人たちもい

やされた。 19群衆のだれもが何とか

してイエスにさわろうとしていた。大

きな力がイエスから出て、すべての人

をいやしたからである。 20イエスは

目を上げて弟子たちを見つめながら、

話しだされた。「貧しい者は幸いです

。神の国はあなたがたのものですから

。 21いま飢えている者は幸いです。

あなたがたは、やがて飽くことができ

ますから。いま泣いている者は幸いで

す。あなたがたは、いまに笑うように

なりますから。 22人の子のために、

人々があなたがたを憎むとき、また、

あなたがたを除名し、はずかしめ、あ

なたがたの名をあしざまにけなすとき

、あなたがたは幸いです。 23その日

には、喜びなさい。おどり上がって喜

びなさい。天ではあなたがたの報いは

大きいからです。彼らの先祖も、預言

者たちをそのように扱ったのです。 24

しかし、富んでいるあなたがたは、哀

れな者です。慰めを、すでに受けてい

るからです。 25いま食べ飽きている

あなたがたは、哀れな者です。やがて

、飢えるようになるからです。いま笑

っているあなたがたは、哀れな者です
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。やがて悲しみ泣くようになるからで

す。 26みなの人にほめられるときは

、あなたがたは哀れな者です。彼らの

先祖は、にせ預言者たちをそのように

扱ったからです。 27しかし、いま聞

いているあなたがたに、わたしはこう

言います。あなたの敵を愛しなさい。

あなたを憎む者に善を行ないなさい。

28あなたをのろう者を祝福しなさい。

あなたを侮辱する者のために祈りなさ

い。 29あなたの片方の頬を打つ者に

は、ほかの頬をも向けなさい。上着を

奪い取る者には、下着も拒んではいけ

ません。 30すべて求める者には与え

なさい。奪い取る者からは取り戻して

はいけません。 31自分にしてもらい

たいと望むとおり、人にもそのように

しなさい。 32自分を愛する者を愛し

たからといって、あなたがたに何の良

いところがあるでしょう。罪人たちで

さえ、自分を愛する者を愛しています

。 33自分に良いことをしてくれる者

に良いことをしたからといって、あな

たがたに何の良いところがあるでしょ

う。罪人たちでさえ、同じことをして

います。 34返してもらうつもりで人

に貸してやったからといって、あなた

がたに何の良いところがあるでしょう

。貸した分を取り返すつもりなら、罪

人たちでさえ、罪人たちに貸していま

す。 35ただ、自分の敵を愛しなさい

。彼らによくしてやり、返してもらう

ことを考えずに貸しなさい。そうすれ

ば、あなたがたの受ける報いはすばら

しく、あなたがたは、いと高き方の子

どもになれます。なぜなら、いと高き

方は、恩知らずの悪人にも、あわれみ

深いからです。 36あなたがたの天の

父があわれみ深いように、あなたがた

も、あわれみ深くしなさい。 37さば

いてはいけません。そうすれば、自分

もさばかれません。人を罪に定めては

いけません。そうすれば、自分も罪に

定められません。赦しなさい。そうす

れば、自分も赦されます。 38与えな

さい。そうすれば、自分も与えられま

す。人々は量りをよくして、押しつけ

、揺すり入れ、あふれるまでにして、

ふところに入れてくれるでしょう。あ

なたがたは、人を量る量りで、自分も

量り返してもらうからです。」 39イ

エスはまた一つのたとえを話された。

「いったい、盲人に盲人の手引きがで

きるでしょうか。ふたりとも穴に落ち

込まないでしょうか。 40弟子は師以

上には出られません。しかし十分訓練

を受けた者はみな、自分の師ぐらいに

はなるのです。 41あなたは、兄弟の

目にあるちりが見えながら、どうして

自分の目にある梁には気がつかないの

ですか。 42自分の目にある梁が見え

ずに、どうして兄弟に、『兄弟。あな

たの目のちりを取らせてください。』

と言えますか。偽善者たち。まず自分

の目から梁を取りのけなさい。そうし

てこそ、兄弟の目のちりがはっきり見

えて、取りのけることができるのです

。 43悪い実を結ぶ良い木はないし、

良い実を結ぶ悪い木もありません。 44

木はどれでも、その実によってわかる

ものです。いばらからいちじくは取れ

ず、野ばらからぶどうを集めることは

できません。 45良い人は、その心の

良い倉から良い物を出し、悪い人は、

悪い倉から悪い物を出します。なぜな

ら人の口は、心に満ちているものを話
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すからです。 46なぜ、わたしを『主

よ、主よ。』と呼びながら、わたしの

言うことを行なわないのですか。 47

わたしのもとに来て、わたしのことば

を聞き、それを行なう人たちがどんな

人に似ているか、あなたがたに示しま

しょう。 48その人は、地面を深く掘

り下げ、岩の上に土台を据えて、それ

から家を建てた人に似ています。洪水

になり、川の水がその家に押し寄せた

ときも、しっかり建てられていたから

、びくともしませんでした。 49聞い

ても実行しない人は、土台なしで地面

に家を建てた人に似ています。川の水

が押し寄せると、家は一ぺんに倒れて

しまい、そのこわれ方はひどいものと

なりました。」

7イエスは、耳を傾けている民衆にこ
れらのことばをみな話し終えられる

と、カペナウムにはいられた。 2とこ

ろが、ある百人隊長に重んじられてい

るひとりのしもべが、病気で死にかけ

ていた。 3百人隊長は、イエスのこと

を聞き、みもとにユダヤ人の長老たち

を送って、しもべを助けに来てくださ

るようお願いした。 4イエスのもとに

来たその人たちは、熱心にお願いして

言った。「この人は、あなたにそうし

ていただく資格のある人です。 5この

人は、私たちの国民を愛し、私たちの

ために会堂を建ててくれた人です。」

6イエスは、彼らといっしょに行かれ

た。そして、百人隊長の家からあまり

遠くない所に来られたとき、百人隊長

は友人たちを使いに出して、イエスに

伝えた。「主よ。わざわざおいでくだ

さいませんように。あなたを私の屋根

の下にお入れする資格は、私にはあり

ません。 7ですから、私のほうから伺

うことさえ失礼と存じました。ただ、

おことばをいただかせてください。そ

うすれば、私のしもべは必ずいやされ

ます。 8と申しますのは、私も権威の

下にある者ですが、私の下にも兵士た

ちがいまして、そのひとりに『行け。

』と言えば行きますし、別の者に『来

い。』と言えば来ます。また、しもべ

に『これをせよ。』と言えば、そのと

おりにいたします。」 9これを聞いて

、イエスは驚かれ、ついて来ていた群

衆のほうに向いて言われた。「あなた

がたに言いますが、このようなりっぱ

な信仰は、イスラエルの中にも見たこ

とがありません。」 10使いに来た人

たちが家に帰ってみると、しもべはよ

くなっていた。 11それから間もなく

、イエスはナインという町に行かれた

。弟子たちと大ぜいの人の群れがいっ

しょに行った。 12イエスが町の門に

近づかれると、やもめとなった母親の

ひとり息子が、死んでかつぎ出された

ところであった。町の人たちが大ぜい

その母親につき添っていた。 13主は

その母親を見てかわいそうに思い、「

泣かなくてもよい。」と言われた。 14

そして近寄って棺に手をかけられると

、かついでいた人たちが立ち止まった

ので、「青年よ。あなたに言う、起き

なさい。」と言われた。 15すると、

その死人が起き上がって、ものを言い

始めたので、イエスは彼を母親に返さ

れた。 16人々は恐れを抱き、「大預

言者が私たちのうちに現われた。」と

か、「神がその民を顧みてくださった

。」などと言って、神をあがめた。 17

イエスについてこの話がユダヤ全土と
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回りの地方一帯に広まった。 18さて

、ヨハネの弟子たちは、これらのこと

をすべてヨハネに報告した。 19する

と、ヨハネは、弟子の中からふたりを

呼び寄せて、主のもとに送り、「おい

でになるはずの方は、あなたですか。

それとも、私たちはほかの方を待つべ

きでしょうか。」と言わせた。 20ふ

たりはみもとに来て言った。「バプテ

スマのヨハネから遣わされてまいりま

した。『おいでになるはずの方は、あ

なたですか。それとも私たちはなおほ

かの方を待つべきでしょうか。』とヨ

ハネが申しております。」 21ちょう

どそのころ、イエスは、多くの人々を

病気と苦しみと悪霊からいやし、また

多くの盲人を見えるようにされた。 22

そして、答えてこう言われた。「あな

たがたは行って、自分たちの見たり聞

いたりしたことをヨハネに報告しなさ

い。盲人が見えるようになり、足なえ

が歩き、らい病人がきよめられ、つん

ぼの人が聞こえ、死人が生き返り、貧

しい者に福音が宣べ伝えられています

。 23だれでも、わたしにつまずかな

い者は幸いです。」 24ヨハネの使い

が帰ってから、イエスは群衆に、ヨハ

ネについて話しだされた。「あなたが

たは、何を見に荒野に出て行ったので

すか。風に揺れる葦ですか。 25でな

かったら、何を見に行ったのですか。

柔らかい着物を着た人ですか。きらび

やかな着物を着て、ぜいたくに暮らし

ている人たちなら宮殿にいます。 26

でなかったら、何を見に行ったのです

か。預言者ですか。そのとおり。だが

、わたしが言いましょう。預言者より

もすぐれた者をです。 27その人こそ

、『見よ、わたしは使いをあなたの前

に遣わし、あなたの道を、あなたの前

に備えさせよう。』と書かれているそ

の人です。 28あなたがたに言います

が、女から生まれた者の中で、ヨハネ

よりもすぐれた人は、ひとりもいませ

ん。しかし、神の国で一番小さい者で

も、彼よりすぐれています。 29ヨハ

ネの教えを聞いたすべての民は、取税

人たちさえ、ヨハネのバプテスマを受

けて、神の正しいことを認めたのです

。 30これに反して、パリサイ人、律

法の専門家たちは、彼からバプテスマ

を受けないで、神の自分たちに対する

みこころを拒みました。 31では、こ

の時代の人々は、何にたとえたらよい

でしょう。何に似ているでしょう。 32

市場にすわって、互いに呼びかけなが

ら、こう言っている子どもたちに似て

います。『笛を吹いてやっても、君た

ちは踊らなかった。弔いの歌を歌って

やっても、泣かなかった。』 33とい

うわけは、バプテスマのヨハネが来て

、パンも食べず、ぶどう酒も飲まずに

いると、『あれは悪霊につかれている

。』とあなたがたは言うし、 34人の

子が来て、食べもし、飲みもすると、

『あれ見よ。食いしんぼうの大酒飲み

、取税人や罪人の仲間だ。』と言うの

です。 35だが、知恵の正しいことは

、そのすべての子どもたちが証明しま

す。」 36さて、あるパリサイ人が、

いっしょに食事をしたい、とイエスを

招いたので、そのパリサイ人の家には

いって食卓に着かれた。 37すると、

その町にひとりの罪深い女がいて、イ

エスがパリサイ人の家で食卓に着いて

おられることを知り、香油のはいった
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石膏のつぼを持って来て、 38泣きな

がら、イエスのうしろで御足のそばに

立ち、涙で御足をぬらし始め、髪の毛

でぬぐい、御足に口づけして、香油を

塗った。 39イエスを招いたパリサイ

人は、これを見て、「この方がもし預

言者なら、自分にさわっている女がだ

れで、どんな女であるか知っておられ

るはずだ。この女は罪深い者なのだか

ら。」と心ひそかに思っていた。 40

するとイエスは、彼に向かって、「シ

モン。あなたに言いたいことがありま

す。」と言われた。シモンは、「先生

。お話しください。」と言った。 41

「ある金貸しから、ふたりの者が金を

借りていた。ひとりは五百デナリ、ほ

かのひとりは五十デナリ借りていた。

42彼らは返すことができなかったので

、金貸しはふたりとも赦してやった。

では、ふたりのうちどちらがよけいに

金貸しを愛するようになるでしょうか

。」 43シモンが、「よけいに赦して

もらったほうだと思います。」と答え

ると、イエスは、「あなたの判断は当

たっています。」と言われた。 44そ

してその女のほうを向いて、シモンに

言われた。「この女を見ましたか。わ

たしがこの家にはいって来たとき、あ

なたは足を洗う水をくれなかったが、

この女は、涙でわたしの足をぬらし、

髪の毛でぬぐってくれました。 45あ

なたは、口づけしてくれなかったが、

この女は、わたしがはいって来たとき

から足に口づけしてやめませんでした

。 46あなたは、わたしの頭に油を塗

ってくれなかったが、この女は、わた

しの足に香油を塗ってくれました。 47

だから、わたしは言うのです。『この

女の多くの罪は赦されています。とい

うのは、彼女はよけい愛したからです

。しかし少ししか赦されない者は、少

ししか愛しません。』」 48そして女

に、「あなたの罪は赦されています。

」と言われた。 49すると、いっしょ

に食卓にいた人たちは、心の中でこう

言い始めた。「罪を赦したりするこの

人は、いったいだれだろう。」 50し

かし、イエスは女に言われた。「あな

たの信仰が、あなたを救ったのです。

安心して行きなさい。」

8その後、イエスは、神の国を説き、
その福音を宣べ伝えながら、町や村

を次から次に旅をしておられた。十二

弟子もお供をした。 2また、悪霊や病

気を直していただいた女たち、すなわ

ち、七つの悪霊を追い出していただい

たマグダラの女と呼ばれるマリヤ、 3

ヘロデの執事クーザの妻ヨハンナ、ス

ザンナ、そのほか自分の財産をもって

彼らに仕えている大ぜいの女たちもい

っしょであった。 4さて、大ぜいの人

の群れが集まり、また方々の町からも

人々がみもとにやって来たので、イエ

スはたとえを用いて話された。 5「種

を蒔く人が種蒔きに出かけた。蒔いて

いるとき、道ばたに落ちた種があった

。すると、人に踏みつけられ、空の鳥

がそれを食べてしまった。 6また、別

の種は岩の上に落ち、生え出たが、水

分がなかったので、枯れてしまった。

7また、別の種はいばらの真中に落ち

た。ところが、いばらもいっしょに生

え出て、それを押しふさいでしまった

。 8また、別の種は良い地に落ち、生

え出て、百倍の実を結んだ。」イエス

は、これらのことを話しながら「聞く
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耳のある者は聞きなさい。」と叫ばれ

た。 9さて、弟子たちは、このたとえ

がどんな意味かをイエスに尋ねた。 10

そこでイエスは言われた。「あなたが

たに、神の国の奥義を知ることが許さ

れているが、ほかの者には、たとえで

話します。彼らが見ていても見えず、

聞いていても悟らないためです。 11

このたとえの意味はこうです。種は神

のことばです。 12道ばたに落ちると

は、こういう人たちのことです。みこ

とばを聞いたが、あとから悪魔が来て

、彼らが信じて救われることのないよ

うに、その人たちの心から、みことば

を持ち去ってしまうのです。 13岩の

上に落ちるとは、こういう人たちのこ

とです。聞いたときには喜んでみこと

ばを受け入れるが、根がないので、し

ばらくは信じていても、試練のときに

なると、身を引いてしまうのです。 14

いばらの中に落ちるとは、こういう人

たちのことです。みことばを聞きはし

たが、とかくしているうちに、この世

の心づかいや、富や、快楽によってふ

さがれて、実が熟するまでにならない

のです。 15しかし、良い地に落ちる

とは、こういう人たちのことです。正

しい、良い心でみことばを聞くと、そ

れをしっかりと守り、よく耐えて、実

を結ばせるのです。 16あかりをつけ

てから、それを器で隠したり、寝台の

下に置いたりする者はありません。燭

台の上に置きます。はいって来る人々

に、その光が見えるためです。 17隠

れているもので、あらわにならぬもの

はなく、秘密にされているもので、知

られず、また現われないものはありま

せん。 18だから、聞き方に注意しな

さい。というのは、持っている人は、

さらに与えられ、持たない人は、持っ

ていると思っているものまでも取り上

げられるからです。」 19イエスのと

ころに母と兄弟たちが来たが、群衆の

ためにそばへ近寄れなかった。 20そ

れでイエスに、「あなたのおかあさん

と兄弟たちが、あなたに会おうとして

、外に立っています。」という知らせ

があった。 21ところが、イエスは人

々にこう答えられた。「わたしの母、

わたしの兄弟たちとは、神のことばを

聞いて行なう人たちです。」 22その

ころのある日のこと、イエスは弟子た

ちといっしょに舟に乗り、「さあ、湖

の向こう岸へ渡ろう。」と言われた。

それで弟子たちは舟を出した。 23舟

で渡っている間にイエスはぐっすり眠

ってしまわれた。ところが突風が湖に

吹きおろして来たので、弟子たちは水

をかぶって危険になった。 24そこで

、彼らは近寄って行ってイエスを起こ

し、「先生、先生。私たちはおぼれて

死にそうです。」と言った。イエスは

、起き上がって、風と荒波とをしかり

つけられた。すると風も波も治まり、

なぎになった。 25イエスは彼らに、

「あなたがたの信仰はどこにあるので

す。」と言われた。弟子たちは驚き恐

れて互いに言った。「風も水も、お命

じになれば従うとは、いったいこの方

はどういう方なのだろう。」 26こう

して彼らは、ガリラヤの向こう側のゲ

ラサ人の地方に着いた。 27イエスが

陸に上がられると、この町の者で悪霊

につかれている男がイエスに出会った

。彼は、長い間着物も着けず、家には

住まないで、墓場に住んでいた。 28
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彼はイエスを見ると、叫び声をあげ、

御前にひれ伏して大声で言った。「い

と高き神の子、イエスさま。いったい

私に何をしようというのです。お願い

です。どうか私を苦しめないでくださ

い。」 29それは、イエスが、汚れた

霊に、この人から出て行け、と命じら

れたからである。汚れた霊が何回とな

くこの人を捕えたので、彼は鎖や足か

せでつながれて看視されていたが、そ

れでもそれらを断ち切っては悪霊によ

って荒野に追いやられていたのである

。 30イエスが、「何という名か。」

とお尋ねになると、「レギオンです。

」と答えた。悪霊が大ぜい彼にはいっ

ていたからである。 31悪霊どもはイ

エスに、底知れぬ所に行け、とはお命

じになりませんようにと願った。

(Abyssos g12) 32ちょうど、山のそのあた

りに、おびただしい豚の群れが飼って

あったので、悪霊どもは、その豚には

いることを許してくださいと願った。

イエスはそれを許された。 33悪霊ど

もは、その人から出て、豚にはいった

。すると、豚の群れはいきなりがけを

駆け下って湖にはいり、おぼれ死んだ

。 34飼っていた者たちは、この出来

事を見て逃げ出し、町や村々でこの事

を告げ知らせた。 35人々が、この出

来事を見に来て、イエスのそばに来た

ところ、イエスの足もとに、悪霊の去

った男が着物を着て、正気に返って、

すわっていた。人々は恐ろしくなった

。 36目撃者たちは、悪霊につかれて

いた人の救われた次第を、その人々に

知らせた。 37ゲラサ地方の民衆はみ

な、すっかりおびえてしまい、イエス

に自分たちのところから離れていただ

きたいと願った。そこで、イエスは舟

に乗って帰られた。 38そのとき、悪

霊を追い出された人が、お供をしたい

としきりに願ったが、イエスはこう言

って彼を帰された。 39「家に帰って

、神があなたにどんなに大きなことを

してくださったかを、話して聞かせな

さい。」そこで彼は出て行って、イエ

スが自分にどんなに大きなことをして

くださったかを、町中に言い広めた。

40さて、イエスが帰られると、群衆は

喜んで迎えた。みなイエスを待ちわび

ていたからである。 41するとそこに

、ヤイロという人が来た。この人は会

堂管理者であった。彼はイエスの足も

とにひれ伏して自分の家に来ていただ

きたいと願った。 42彼には十二歳ぐ

らいのひとり娘がいて、死にかけてい

たのである。イエスがお出かけになる

と、群衆がみもとに押し迫って来た。

43ときに、十二年の間長血をわずらっ

た女がいた。だれにも直してもらえな

かったこの女は、 44イエスのうしろ

に近寄って、イエスの着物のふさにさ

わった。すると、たちどころに出血が

止まった。 45イエスは、「わたしに

さわったのは、だれですか。」と言わ

れた。みな自分ではないと言ったので

、ペテロは、「先生。この大ぜいの人

が、ひしめき合って押しているのです

。」と言った。 46しかし、イエスは

、「だれかが、わたしにさわったので

す。わたしから力が出て行くのを感じ

たのだから。」と言われた。 47女は

、隠しきれないと知って、震えながら

進み出て、御前にひれ伏し、すべての

民の前で、イエスにさわったわけと、

たちどころにいやされた次第とを話し
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た。 48そこで、イエスは彼女に言わ

れた。「娘よ。あなたの信仰があなた

を直したのです。安心して行きなさい

。」 49イエスがまだ話しておられる

ときに、会堂管理者の家から人が来て

言った。「あなたのお嬢さんはなくな

りました。もう、先生を煩わすことは

ありません。」 50これを聞いて、イ

エスは答えられた。「恐れないで、た

だ信じなさい。そうすれば、娘は直り

ます。」 51イエスは家にはいられた

が、ペテロとヨハネとヤコブ、それに

子どもの父と母のほかは、だれもいっ

しょにはいることをお許しにならなか

った。 52人々はみな、娘のために泣

き悲しんでいた。しかし、イエスは言

われた。「泣かなくてもよい。死んだ

のではない。眠っているのです。」 53

人々は、娘が死んだことを知っていた

ので、イエスをあざ笑っていた。 54

しかしイエスは、娘の手を取って、叫

んで言われた。「子どもよ。起きなさ

い。」 55すると、娘の霊が戻って、

娘はただちに起き上がった。それでイ

エスは、娘に食事をさせるように言い

つけられた。 56両親がひどく驚いて

いると、イエスは、この出来事をだれ

にも話さないように命じられた。

9イエスは、十二人を呼び集めて、彼
らに、すべての悪霊を追い出し、病

気を直すための、力と権威とをお授け

になった。 2それから、神の国を宣べ

伝え、病気を直すために、彼らを遣わ

された。 3イエスは、こう言われた。

「旅のために何も持って行かないよう

にしなさい。杖も、袋も、パンも、金

も。また下着も、二枚は、いりません

。 4どんな家にはいっても、そこにと

どまり、そこから次の旅に出かけなさ

い。 5人々があなたがたを受け入れな

いばあいは、その町を出て行くときに

、彼らに対する証言として、足のちり

を払い落としなさい。」 6十二人は出

かけて行って、村から村へと回りなが

ら、至る所で福音を宣べ伝え、病気を

直した。 7さて、国主ヘロデは、この

すべての出来事を聞いて、ひどく当惑

していた。それは、ある人々が、「ヨ

ハネが死人の中からよみがえったのだ

。」と言い、 8ほかの人々は、「エリ

ヤが現われたのだ。」と言い、さらに

別の人々は、「昔の預言者のひとりが

よみがえったのだ。」と言っていたか

らである。 9ヘロデは言った。「ヨハ

ネなら、私が首をはねたのだ。そうし

たことがうわさされているこの人は、

いったいだれなのだろう。」ヘロデは

イエスに会ってみようとした。 10さ

て、使徒たちは帰って来て、自分たち

のして来たことを報告した。それから

イエスは彼らを連れてベツサイダとい

う町へひそかに退かれた。 11ところ

が、多くの群衆がこれを知って、つい

て来た。それで、イエスは喜んで彼ら

を迎え、神の国のことを話し、また、

いやしの必要な人たちをおいやしにな

った。 12そのうち、日も暮れ始めた

ので、十二人はみもとに来て、「この

群衆を解散させてください。そして回

りの村や部落にやって、宿をとらせ、

何か食べることができるようにさせて

ください。私たちは、こんな人里離れ

た所にいるのですから。」と言った。

13しかしイエスは、彼らに言われた。

「あなたがたで、何か食べる物を上げ

なさい。」彼らは言った。「私たちに
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は五つのパンと二匹の魚のほか何もあ

りません。私たちが出かけて行って、

この民全体のために食物を買うのでし

ょうか。」 14それは、男だけでおよ

そ五千人もいたからである。しかしイ

エスは、弟子たちに言われた。「人々

を、五十人ぐらいずつ組にしてすわら

せなさい。」 15弟子たちは、そのよ

うにして、全部をすわらせた。 16す

るとイエスは、五つのパンと二匹の魚

を取り、天を見上げて、それらを祝福

して裂き、群衆に配るように弟子たち

に与えられた。 17人々はみな、食べ

て満腹した。そして、余ったパン切れ

を取り集めると、十二かごあった。 18

さて、イエスがひとりで祈っておられ

たとき、弟子たちがいっしょにいた。

イエスは彼らに尋ねて言われた。「群

衆はわたしのことをだれだと言ってい

ますか。」 19彼らは、答えて言った

。「バプテスマのヨハネだと言ってい

ます。ある者はエリヤだと言い、また

ほかの人々は、昔の預言者のひとりが

生き返ったのだとも言っています。」

20イエスは、彼らに言われた。「では

、あなたがたは、わたしをだれだと言

いますか。」ペテロが答えて言った。

「神のキリストです。」 21するとイ

エスは、このことをだれにも話さない

ようにと、彼らを戒めて命じられた。

22そして言われた。「人の子は、必ず

多くの苦しみを受け、長老、祭司長、

律法学者たちに捨てられ、殺され、そ

して三日目によみがえらねばならない

のです。」 23イエスは、みなの者に

言われた。「だれでもわたしについて

来たいと思うなら、自分を捨て、日々

自分の十字架を負い、そしてわたしに

ついて来なさい。 24自分のいのちを

救おうと思う者は、それを失い、わた

しのために自分のいのちを失う者は、

それを救うのです。 25人は、たとい

全世界を手に入れても、自分自身を失

い、損じたら、何の得がありましょう

。 26もしだれでも、わたしとわたし

のことばとを恥と思うなら、人の子も

、自分と父と聖なる御使いとの栄光を

帯びて来るときには、そのような人の

ことを恥とします。 27しかし、わた

しは真実をあなたがたに告げます。こ

こに立っている人々の中には、神の国

を見るまでは、決して死を味わわない

者たちがいます。」 28これらの教え

があってから八日ほどして、イエスは

、ペテロとヨハネとヤコブとを連れて

、祈るために、山に登られた。 29祈

っておられると、御顔の様子が変わり

、御衣は白く光り輝いた。 30しかも

、ふたりの人がイエスと話し合ってい

るではないか。それはモーセとエリヤ

であって、 31栄光のうちに現われて

、イエスがエルサレムで遂げようとし

ておられるご最期についていっしょに

話していたのである。 32ペテロと仲

間たちは、眠くてたまらなかったが、

はっきり目がさめると、イエスの栄光

と、イエスといっしょに立っているふ

たりの人を見た。 33それから、ふた

りがイエスと別れようとしたとき、ペ

テロがイエスに言った。「先生。ここ

にいることは、すばらしいことです。

私たちが三つの幕屋を造ります。あな

たのために一つ、モーセのために一つ

、エリヤのために一つ。」ペテロは何

を言うべきかを知らなかったのである

。 34彼がこう言っているうちに、雲
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がわき起こってその人々をおおった。

彼らが雲に包まれると、弟子たちは恐

ろしくなった。 35すると雲の中から

、「これは、わたしの愛する子、わた

しの選んだ者である。彼の言うことを

聞きなさい。」と言う声がした。 36

この声がしたとき、そこに見えたのは

イエスだけであった。彼らは沈黙を守

り、その当時は、自分たちの見たこの

ことをいっさい、だれにも話さなかっ

た。 37次の日、一行が山から降りて

来ると、大ぜいの人の群れがイエスを

迎えた。 38すると、群衆の中から、

ひとりの人が叫んで言った。「先生。

お願いです。息子を見てやってくださ

い。ひとり息子です。 39ご覧くださ

い。霊がこの子に取りつきますと、突

然叫び出すのです。そしてひきつけさ

せてあわを吹かせ、かき裂いて、なか

なか離れようとしません。 40お弟子

たちに、この霊を追い出してくださる

ようお願いしたのですが、お弟子たち

にはできませんでした。」 41イエス

は答えて言われた。「ああ、不信仰な

、曲がった今の世だ。いつまで、あな

たがたといっしょにいて、あなたがた

にがまんしていなければならないので

しょう。あなたの子をここに連れて来

なさい。」 42その子が近づいて来る

間にも、悪霊は彼を打ち倒して、激し

くひきつけさせてしまった。それで、

イエスは汚れた霊をしかって、その子

をいやし、父親に渡された。 43人々

はみな、神のご威光に驚嘆した。イエ

スのなさったすべてのことに、人々が

みな驚いていると、イエスは弟子たち

にこう言われた。 44「このことばを

、しっかりと耳に入れておきなさい。

人の子は、いまに人々の手に渡されま

す。」 45しかし、弟子たちは、この

みことばが理解できなかった。このみ

ことばの意味は、わからないように、

彼らから隠されていたのである。また

彼らは、このみことばについてイエス

に尋ねるのを恐れた。 46さて、弟子

たちの間に、自分たちの中で、だれが

一番偉いかという議論が持ち上がった

。 47しかしイエスは、彼らの心の中

の考えを知っておられて、ひとりの子

どもの手を取り、自分のそばに立たせ

、 48彼らに言われた。「だれでも、

このような子どもを、わたしの名のゆ

えに受け入れる者は、わたしを受け入

れる者です。また、わたしを受け入れ

る者は、わたしを遣わされた方を受け

入れる者です。あなたがたすべての中

で一番小さい者が一番偉いのです。」

49ヨハネが答えて言った。「先生。私

たちは、先生の名を唱えて悪霊を追い

出している者を見ましたが、やめさせ

ました。私たちの仲間ではないので、

やめさせたのです。」 50しかしイエ

スは、彼に言われた。「やめさせるこ

とはありません。あなたがたに反対し

ない者は、あなたがたの味方です。」

51さて、天に上げられる日が近づいて

来たころ、イエスは、エルサレムに行

こうとして御顔をまっすぐ向けられ、

52ご自分の前に使いを出された。彼ら

は行って、サマリヤ人の町にはいり、

イエスのために準備した。 53しかし

、イエスは御顔をエルサレムに向けて

進んでおられたので、サマリヤ人はイ

エスを受け入れなかった。 54弟子の

ヤコブとヨハネが、これを見て言った

。「主よ。私たちが天から火を呼び下
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して、彼らを焼き滅ぼしましょうか。

」 55しかし、イエスは振り向いて、

彼らを戒められた。 56そして一行は

別の村に行った。 57さて、彼らが道

を進んで行くと、ある人がイエスに言

った。「私はあなたのおいでになる所

なら、どこにでもついて行きます。」

58すると、イエスは彼に言われた。「

狐には穴があり、空の鳥には巣がある

が、人の子には枕する所もありません

。」 59イエスは別の人に、こう言わ

れた。「わたしについて来なさい。」

しかしその人は言った。「まず行って

、私の父を葬ることを許してください

。」 60すると彼に言われた。「死人

たちに彼らの中の死人たちを葬らせな

さい。あなたは出て行って、神の国を

言い広めなさい。」 61別の人はこう

言った。「主よ。あなたに従います。

ただその前に、家の者にいとまごいに

帰らせてください。」 62するとイエ

スは彼に言われた。「だれでも、手を

鋤につけてから、うしろを見る者は、

神の国にふさわしくありません。」

10その後、主は、別に七十人を定め
、ご自分が行くつもりのすべての

町や村へ、ふたりずつ先にお遣わしに

なった。 2そして、彼らに言われた。

「実りは多いが、働き手が少ない。だ

から、収穫の主に、収穫のために働き

手を送ってくださるように祈りなさい

。 3さあ、行きなさい。いいですか。

わたしがあなたがたを遣わすのは、狼

の中に小羊を送り出すようなものです

。 4財布も旅行袋も持たず、くつもは

かずに行きなさい。だれにも、道であ

いさつしてはいけません。 5どんな家

にはいっても、まず、『この家に平安

があるように。』と言いなさい。 6も

しそこに平安の子がいたら、あなたが

たの祈った平安は、その人の上にとど

まります。だが、もしいないなら、そ

の平安はあなたがたに返って来ます。

7その家に泊まっていて、出してくれ

る物を飲み食いしなさい。働く者が報

酬を受けるのは、当然だからです。家

から家へと渡り歩いてはいけません。

8どの町にはいっても、あなたがたを

受け入れてくれたら、出される物を食

べなさい。 9そして、その町の病人を

直し、彼らに、『神の国が、あなたが

たに近づいた。』と言いなさい。 10

しかし、町にはいっても、人々があな

たがたを受け入れないならば、大通り

に出て、こう言いなさい。 11『私た

ちは足についたこの町のちりも、あな

たがたにぬぐい捨てて行きます。しか

し、神の国が近づいたことは承知して

いなさい。』 12あなたがたに言うが

、その日には、その町よりもソドムの

ほうがまだ罰が軽いのです。 13ああ

コラジン。ああベツサイダ。おまえた

ちの間に起こった力あるわざが、もし

もツロとシドンでなされたのだったら

、彼らはとうの昔に荒布をまとい、灰

の中にすわって、悔い改めていただろ

う。 14しかし、さばきの日には、そ

のツロとシドンのほうが、まだおまえ

たちより罰が軽いのだ。 15カペナウ

ム。どうしておまえが天に上げられる

ことがありえよう。ハデスにまで落と

されるのだ。 (Hadēs g86) 16あなたがた

に耳を傾ける者は、わたしに耳を傾け

る者であり、あなたがたを拒む者は、

わたしを拒む者です。わたしを拒む者

は、わたしを遣わされた方を拒む者で
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す。」 17さて、七十人が喜んで帰っ

て来て、こう言った。「主よ。あなた

の御名を使うと、悪霊どもでさえ、私

たちに服従します。」 18イエスは言

われた。「わたしが見ていると、サタ

ンが、いなずまのように天から落ちま

した。 19確かに、わたしは、あなた

がたに、蛇やさそりを踏みつけ、敵の

あらゆる力に打ち勝つ権威を授けたの

です。だから、あなたがたに害を加え

るものは何一つありません。 20だが

しかし、悪霊どもがあなたがたに服従

するからといって、喜んではなりませ

ん。ただあなたがたの名が天に書きし

るされていることを喜びなさい。」 21

ちょうどこのとき、イエスは、聖霊に

よって喜びにあふれて言われた。「天

地の主であられる父よ。あなたをほめ

たたえます。これらのことを、賢い者

や知恵のある者には隠して、幼子たち

に現わしてくださいました。そうです

、父よ。これがみこころにかなったこ

とでした。 22すべてのものが、わた

しの父から、わたしに渡されています

。それで、子がだれであるかは、父の

ほかには知る者がありません。また父

がだれであるかは、子と、子が父を知

らせようと心に定めた人たちのほかは

、だれも知る者がありません。」 23

それからイエスは、弟子たちのほうに

向いて、ひそかに言われた。「あなた

がたの見ていることを見る目は幸いで

す。 24あなたがたに言いますが、多

くの預言者や王たちがあなたがたの見

ていることを見たいと願ったのに、見

られなかったのです。また、あなたが

たの聞いていることを聞きたいと願っ

たのに、聞けなかったのです。」 25

すると、ある律法の専門家が立ち上が

り、イエスをためそうとして言った。

「先生。何をしたら永遠のいのちを自

分のものとして受けることができるで

しょうか。」 (aiōnios g166) 26イエスは言

われた。「律法には、何と書いてあり

ますか。あなたはどう読んでいますか

。」 27すると彼は答えて言った。「

『心を尽くし、思いを尽くし、力を尽

くし、知性を尽くして、あなたの神で

ある主を愛せよ。』また『あなたの隣

人をあなた自身のように愛せよ。』と

あります。」 28イエスは言われた。

「そのとおりです。それを実行しなさ

い。そうすれば、いのちを得ます。」

29しかし彼は、自分の正しさを示そう

としてイエスに言った。「では、私の

隣人とは、だれのことですか。」 30

イエスは答えて言われた。「ある人が

、エルサレムからエリコへ下る道で、

強盗に襲われた。強盗どもは、その人

の着物をはぎ取り、なぐりつけ、半殺

しにして逃げて行った。 31たまたま

、祭司がひとり、その道を下って来た

が、彼を見ると、反対側を通り過ぎて

行った。 32同じようにレビ人も、そ

の場所に来て彼を見ると、反対側を通

り過ぎて行った。 33ところが、ある

サマリヤ人が、旅の途中、そこに来合

わせ、彼を見てかわいそうに思い、 34

近寄って傷にオリーブ油とぶどう酒を

注いで、ほうたいをし、自分の家畜に

乗せて宿屋に連れて行き、介抱してや

った。 35次の日、彼はデナリ二つを

取り出し、宿屋の主人に渡して言った

。『介抱してあげてください。もっと

費用がかかったら、私が帰りに払いま

す。』 36この三人の中でだれが、強
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盗に襲われた者の隣人になったと思い

ますか。」 37彼は言った。「その人

にあわれみをかけてやった人です。」

するとイエスは言われた。「あなたも

行って同じようにしなさい。」 38さ

て、彼らが旅を続けているうち、イエ

スがある村にはいられると、マルタと

いう女が喜んで家にお迎えした。 39

彼女にマリヤという妹がいたが、主の

足もとにすわって、みことばに聞き入

っていた。 40ところが、マルタは、

いろいろともてなしのために気が落ち

着かず、みもとに来て言った。「主よ

。妹が私だけにおもてなしをさせてい

るのを、何ともお思いにならないので

しょうか。私の手伝いをするように、

妹におっしゃってください。」 41主

は答えて言われた。「マルタ、マルタ

。あなたは、いろいろなことを心配し

て、気を使っています。 42しかし、

どうしても必要なことはわずかです。

いや、一つだけです。マリヤはその良

いほうを選んだのです。彼女からそれ

を取り上げてはいけません。」

11さて、イエスはある所で祈ってお
られた。その祈りが終わると、弟

子のひとりが、イエスに言った。「主

よ。ヨハネが弟子たちに教えたように

、私たちにも祈りを教えてください。

」 2そこでイエスは、彼らに言われた

。「祈るときには、こう言いなさい。

『父よ。御名があがめられますように

。御国が来ますように。 3私たちの日

ごとの糧を毎日お与えください。 4私

たちの罪をお赦しください。私たちも

私たちに負いめのある者をみな赦しま

す。私たちを試みに会わせないでくだ

さい。』」 5また、イエスはこう言わ

れた。「あなたがたのうち、だれかに

友だちがいるとして、真夜中にその人

のところに行き、『君。パンを三つ貸

してくれ。 6友人が旅の途中、私のう

ちへ来たのだが、出してやるものがな

いのだ。』と言ったとします。 7する

と、彼は家の中からこう答えます。『

めんどうをかけないでくれ。もう戸締

まりもしてしまったし、子どもたちも

私も寝ている。起きて、何かをやるこ

とはできない。』 8あなたがたに言い

ますが、彼は友だちだからということ

で起きて何かを与えることはしないに

しても、あくまで頼み続けるなら、そ

のためには起き上がって、必要な物を

与えるでしょう。 9わたしは、あなた

がたに言います。求めなさい。そうす

れば与えられます。捜しなさい。そう

すれば見つかります。たたきなさい。

そうすれば開かれます。 10だれであ

っても、求める者は受け、捜す者は見

つけ出し、たたく者には開かれます。

11あなたがたの中で、子どもが魚を下

さいと言うときに、魚の代わりに蛇を

与えるような父親が、いったいいるで

しょうか。 12卵を下さいと言うのに

、だれが、さそりを与えるでしょう。

13してみると、あなたがたも、悪い者

ではあっても、自分の子どもには良い

物を与えることを知っているのです。

とすれば、なおのこと、天の父が、求

める人たちに、どうして聖霊を下さら

ないことがありましょう。」 14イエ

スは悪霊、それもおしの悪霊を追い出

しておられた。悪霊が出て行くと、お

しがものを言い始めたので、群衆は驚

いた。 15しかし、彼らのうちには、

「悪霊どものかしらベルゼブルによっ
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て、悪霊どもを追い出しているのだ。

」と言う者もいた。 16また、イエス

をためそうとして、彼に天からのしる

しを求める者もいた。 17しかし、イ

エスは、彼らの心を見抜いて言われた

。「どんな国でも、内輪もめしたら荒

れすたれ、家にしても、内輪で争えば

つぶれます。 18サタンも、もし仲間

割れしたのだったら、どうしてサタン

の国が立ち行くことができましょう。

それなのにあなたがたは、わたしがベ

ルゼブルによって悪霊どもを追い出し

ていると言います。 19もしもわたし

が、ベルゼブルによって悪霊どもを追

い出しているのなら、あなたがたの仲

間は、だれによって追い出すのですか

。だから、あなたがたの仲間が、あな

たがたをさばく人となるのです。 20

しかし、わたしが、神の指によって悪

霊どもを追い出しているのなら、神の

国はあなたがたに来ているのです。 21

強い人が十分に武装して自分の家を守

っているときには、その持ち物は安全

です。 22しかし、もっと強い者が襲

って来て彼に打ち勝つと、彼の頼みに

していた武具を奪い、分捕り品を分け

ます。 23わたしの味方でない者はわ

たしに逆らう者であり、わたしととも

に集めない者は散らす者です。 24汚

れた霊が人から出て行って、水のない

所をさまよいながら、休み場を捜しま

す。一つも見つからないので、『出て

来た自分の家に帰ろう。』と言います

。 25帰って見ると、家は、掃除をし

てきちんとかたづいていました。 26

そこで、出かけて行って、自分よりも

悪いほかの霊を七つ連れて来て、みな

はいり込んでそこに住みつくのです。

そうなると、その人の後の状態は、初

めよりもさらに悪くなります。」 27

イエスが、これらのことを話しておら

れると、群衆の中から、ひとりの女が

声を張り上げてイエスに言った。「あ

なたを産んだ腹、あなたが吸った乳房

は幸いです。」 28しかし、イエスは

言われた。「いや、幸いなのは、神の

ことばを聞いてそれを守る人たちです

。」 29さて、群衆の数がふえて来る

と、イエスは話し始められた。「この

時代は悪い時代です。しるしを求めて

いるが、ヨナのしるしのほかには、し

るしは与えられません。 30というの

は、ヨナがニネベの人々のために、し

るしとなったように、人の子がこの時

代のために、しるしとなるからです。

31南の女王が、さばきのときに、この

時代の人々とともに立って、彼らを罪

に定めます。なぜなら、彼女はソロモ

ンの知恵を聞くために地の果てから来

たからです。しかし、見なさい。ここ

にソロモンよりもまさった者がいるの

です。 32ニネベの人々が、さばきの

ときに、この時代の人々とともに立っ

て、この人々を罪に定めます。なぜな

ら、ニネベの人々はヨナの説教で悔い

改めたからです。しかし、見なさい。

ここにヨナよりもまさった者がいるの

です。 33だれも、あかりをつけてか

ら、それを穴倉や、枡の下に置く者は

いません。燭台の上に置きます。はい

って来る人々に、その光が見えるため

です。 34からだのあかりは、あなた

の目です。目が健全なら、あなたの全

身も明るいが、しかし、目が悪いと、

からだも暗くなります。 35だから、

あなたのうちの光が、暗やみにならな
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いように、気をつけなさい。 36もし

、あなたの全身が明るくて何の暗い部

分もないなら、その全身はちょうどあ

かりが輝いて、あなたを照らすときの

ように明るく輝きます。」 37イエス

が話し終えられると、ひとりのパリサ

イ人が、食事をいっしょにしてくださ

い、とお願いした。そこでイエスは家

にはいって、食卓に着かれた。 38そ

のパリサイ人は、イエスが食事の前に

、まずきよめの洗いをなさらないのを

見て、驚いた。 39すると、主は言わ

れた。「なるほど、あなたがたパリサ

イ人は、杯や大皿の外側はきよめるが

、その内側は、強奪と邪悪とでいっぱ

いです。 40愚かな人たち。外側を造

られた方は、内側も造られたのではあ

りませんか。 41とにかく、うちのも

のを施しに用いなさい。そうすれば、

いっさいが、あなたがたにとってきよ

いものとなります。 42だが、忌まわ

しいものだ。パリサイ人。あなたがた

は、はっか、うん香、あらゆる野菜な

どの十分の一を納めているが、公義と

神への愛とはなおざりにしています。

これこそ、実行しなければならない事

がらです。ただし他のほうも、なおざ

りにしてはいけません。 43忌まわし

いものだ。パリサイ人。あなたがたは

、会堂の上席や、市場であいさつされ

ることが好きです。 44忌まわしいこ

とだ。あなたがたは、人目につかぬ墓

のようで、その上を歩く人々も気がつ

かない。」 45すると、ある律法の専

門家が、答えて言った。「先生。その

ようなことを言われることは、私たち

をも侮辱することです。」 46しかし

、イエスは言われた。「あなたがた律

法の専門家たちも忌まわしいものだ。

あなたがたは、人々には負いきれない

荷物を負わせるが、自分は、その荷物

に指一本もさわろうとはしない。 47

忌まわしいことだ。あなたがたは、預

言者たちの墓を建てている。しかし、

あなたがたの先祖は預言者たちを殺し

たのです。 48そのようにして、あな

たがたは、自分の先祖のしたことの証

人となり、それを認めています。なぜ

なら、あなたがたの先祖が預言者たち

を殺し、あなたがたがその墓を建てて

いるからです。 49だから、神の知恵

もこう言いました。『わたしは預言者

たちや使徒たちを彼らに遣わすが、彼

らは、そのうちのある者を殺し、ある

者を迫害する。 50それは、アベルの

血から、祭壇と神の家との間で殺され

たザカリヤの血に至るまでの、世の初

めから流されたすべての預言者の血の

責任を、この時代が問われるためであ

る。そうだ。わたしは言う。この時代

はその責任を問われる。』 51忌まわ

しいものだ。律法の専門家たち。あな

たがたは、知識のかぎを持ち去り、自

分もはいらず、はいろうとする人々を

も妨げたのです。」 53イエスがそこ

を出て行かれると、律法学者、パリサ

イ人たちのイエスに対する激しい敵対

と、いろいろのことについてのしつこ

い質問攻めとが始まった。 54彼らは

、イエスの口から出ることに、言いが

かりをつけようと、ひそかに計った。

12そうこうしている間に、おびただ
しい数の群衆が集まって来て、互

いに足を踏み合うほどになった。イエ

スはまず弟子たちに対して、話しださ

れた。「パリサイ人のパン種に気をつ
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けなさい。それは彼らの偽善のことで

す。 2おおいかぶされているもので、

現わされないものはなく、隠されてい

るもので、知られずに済むものはあり

ません。 3ですから、あなたがたが暗

やみで言ったことが、明るみで聞かれ

、家の中でささやいたことが、屋上で

言い広められます。 4そこで、わたし

の友であるあなたがたに言います。か

らだを殺しても、あとはそれ以上何も

できない人間たちを恐れてはいけませ

ん。 5恐れなければならない方を、あ

なたがたに教えてあげましょう。殺し

たあとで、ゲヘナに投げ込む権威を持

っておられる方を恐れなさい。そうで

す。あなたがたに言います。この方を

恐れなさい。 (Geenna g1067) 6五羽の雀は

二アサリオンで売っているでしょう。

そんな雀の一羽でも、神の御前には忘

れられてはいません。 7それどころか

、あなたがたの頭の毛さえも、みな数

えられています。恐れることはありま

せん。あなたがたは、たくさんの雀よ

りもすぐれた者です。 8そこで、あな

たがたに言います。だれでも、わたし

を人の前で認める者は、人の子もまた

、その人を神の御使いたちの前で認め

ます。 9しかし、わたしを人の前で知

らないと言う者は、神の御使いたちの

前で知らないと言われます。 10たと

い、人の子をそしることばを使う者が

あっても、赦されます。しかし、聖霊

をけがす者は赦されません。 11また

、人々があなたがたを、会堂や役人や

権力者などのところに連れて行ったと

き、何をどう弁明しようか、何を言お

うかと心配するには及びません。 12

言うべきことは、そのときに聖霊が教

えてくださるからです。」 13群衆の

中のひとりが、「先生。私と遺産を分

けるように私の兄弟に話してください

。」と言った。 14すると彼に言われ

た。「いったいだれが、わたしをあな

たがたの裁判官や調停者に任命したの

ですか。」 15そして人々に言われた

。「どんな貪欲にも注意して、よく警

戒しなさい。なぜなら、いくら豊かな

人でも、その人のいのちは財産にある

のではないからです。」 16それから

人々にたとえを話された。「ある金持

ちの畑が豊作であった。 17そこで彼

は、心の中でこう言いながら考えた。

『どうしよう。作物をたくわえておく

場所がない。』 18そして言った。『

こうしよう。あの倉を取りこわして、

もっと大きいのを建て、穀物や財産は

みなそこにしまっておこう。 19そし

て、自分のたましいにこう言おう。「

たましいよ。これから先何年分もいっ

ぱい物がためられた。さあ、安心して

、食べて、飲んで、楽しめ。」』 20

しかし神は彼に言われた。『愚か者。

おまえのたましいは、今夜おまえから

取り去られる。そうしたら、おまえが

用意した物は、いったいだれのものに

なるのか。』 21自分のためにたくわ

えても、神の前に富まない者はこのと

おりです。」 22それから弟子たちに

言われた。「だから、わたしはあなた

がたに言います。いのちのことで何を

食べようかと心配したり、からだのこ

とで何を着ようかと心配したりするの

はやめなさい。 23いのちは食べ物よ

りたいせつであり、からだは着物より

たいせつだからです。 24烏のことを

考えてみなさい。蒔きもせず、刈り入
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れもせず、納屋も倉もありません。け

れども、神が彼らを養っていてくださ

います。あなたがたは、鳥よりも、は

るかにすぐれたものです。 25あなた

がたのうちのだれが、心配したからと

いって、自分のいのちを少しでも延ば

すことができますか。 26こんな小さ

なことさえできないで、なぜほかのこ

とまで心配するのですか。 27ゆりの

花のことを考えてみなさい。どうして

育つのか。紡ぎもせず、織りもしない

のです。しかし、わたしはあなたがた

に言います。栄華を窮めたソロモンで

さえ、このような花の一つほどにも着

飾ってはいませんでした。 28しかし

、きょうは野にあって、あすは炉に投

げ込まれる草をさえ、神はこのように

装ってくださるのです。ましてあなた

がたには、どんなによくしてくださる

ことでしょう。ああ、信仰の薄い人た

ち。 29何を食べたらよいか、何を飲

んだらよいか、と捜し求めることをや

め、気をもむことをやめなさい。 30

これらはみな、この世の異邦人たちが

切に求めているものです。しかし、あ

なたがたの父は、それがあなたがたに

も必要であることを知っておられます

。 31何はともあれ、あなたがたは、

神の国を求めなさい。そうすれば、こ

れらの物は、それに加えて与えられま

す。 32小さな群れよ。恐れることは

ありません。あなたがたの父である神

は、喜んであなたがたに御国をお与え

になるからです。 33持ち物を売って

、施しをしなさい。自分のために、古

くならない財布を作り、朽ちることの

ない宝を天に積み上げなさい。そこに

は、盗人も近寄らず、しみもいためる

ことがありません。 34あなたがたの

宝のあるところに、あなたがたの心も

あるからです。 35腰に帯を締め、あ

かりをともしていなさい。 36主人が

婚礼から帰って来て戸をたたいたら、

すぐに戸をあけようと、その帰りを待

ち受けている人たちのようでありなさ

い。 37帰って来た主人に、目をさま

しているところを見られるしもべたち

は幸いです。まことに、あなたがたに

告げます。主人のほうが帯を締め、そ

のしもべたちを食卓に着かせ、そばに

いて給仕をしてくれます。 38主人が

真夜中に帰っても、夜明けに帰っても

、いつでもそのようであることを見ら

れるなら、そのしもべたちは幸いです

。 39このことを知っておきなさい。

もしも家の主人が、どろぼうの来る時

間を知っていたなら、おめおめと自分

の家に押し入られはしなかったでしょ

う。 40あなたがたも用心していなさ

い。人の子は、思いがけない時に来る

のですから。」 41そこで、ペテロが

言った。「主よ。このたとえは私たち

のために話してくださるのですか。そ

れともみなのためなのですか。」 42

主は言われた。「では、主人から、そ

の家のしもべたちを任されて、食事時

には彼らに食べ物を与える忠実な思慮

深い管理人とは、いったいだれでしょ

う。 43主人が帰って来たときに、そ

のようにしているのを見られるしもべ

は幸いです。 44わたしは真実をあな

たがたに告げます。主人は彼に自分の

全財産を任せるようになります。 45

ところが、もし、そのしもべが、『主

人の帰りはまだだ。』と心の中で思い

、下男や下女を打ちたたき、食べたり
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飲んだり、酒に酔ったりし始めると、

46しもべの主人は、思いがけない日の

思わぬ時間に帰って来ます。そして、

彼をきびしく罰して、不忠実な者ども

と同じめに会わせるに違いありません

。 47主人の心を知りながら、その思

いどおりに用意もせず、働きもしなか

ったしもべは、ひどくむち打たれます

。 48しかし、知らずにいたために、

むち打たれるようなことをしたしもべ

は、打たれても、少しで済みます。す

べて、多く与えられた者は多く求めら

れ、多く任された者は多く要求されま

す。 49わたしが来たのは、地に火を

投げ込むためです。だから、その火が

燃えていたらと、どんなに願っている

ことでしょう。 50しかし、わたしに

は受けるバプテスマがあります。それ

が成し遂げられるまでは、どんなに苦

しむことでしょう。 51あなたがたは

、地に平和を与えるためにわたしが来

たと思っているのですか。そうではあ

りません。あなたがたに言いますが、

むしろ、分裂です。 52今から、一家

五人は、三人がふたりに、ふたりが三

人に対抗して分かれるようになります

。 53父は息子に、息子は父に対抗し

、母は娘に、娘は母に対抗し、しゅう

とめは嫁に、嫁はしゅうとめに対抗し

て分かれるようになります。」 54群

衆にもこう言われた。「あなたがたは

、西に雲が起こるのを見るとすぐに、

『にわか雨が来るぞ。』と言い、事実

そのとおりになります。 55また南風

が吹きだすと、『暑い日になるぞ。』

と言い、事実そのとおりになります。

56偽善者たち。あなたがたは地や空の

現象を見分けることを知りながら、ど

うして今のこの時代を見分けることが

できないのですか。 57また、なぜ自

分から進んで、何が正しいかを判断し

ないのですか。 58あなたを告訴する

者といっしょに役人の前に行くときは

、途中でも、熱心に彼と和解するよう

努めなさい。そうでないと、その人は

あなたを裁判官のもとにひっぱって行

きます。裁判官は執行人に引き渡し、

執行人は牢に投げ込んでしまいます。

59あなたに言います。最後の一レプタ

を支払うまでは、そこから決して出ら

れないのです。」

13ちょうどそのとき、ある人たちが
やって来て、イエスに報告した。

ピラトがガリラヤ人たちの血をガリラ

ヤ人たちのささげるいけにえに混ぜた

というのである。 2イエスは彼らに答

えて言われた。「そのガリラヤ人たち

がそのような災難を受けたから、ほか

のどのガリラヤ人よりも罪深い人たち

だったとでも思うのですか。 3そうで

はない。わたしはあなたがたに言いま

す。あなたがたも悔い改めないなら、

みな同じように滅びます。 4また、シ

ロアムの塔が倒れ落ちて死んだあの十

八人は、エルサレムに住んでいるだれ

よりも罪深い人たちだったとでも思う

のですか。 5そうではない。わたしは

あなたがたに言います。あなたがたも

悔い改めないなら、みな同じように滅

びます。」 6イエスはこのようなたと

えを話された。「ある人が、ぶどう園

にいちじくの木を植えておいた。実を

取りに来たが、何も見つからなかった

。 7そこで、ぶどう園の番人に言った

。『見なさい。三年もの間、やって来

ては、このいちじくの実のなるのを待
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っているのに、なっていたためしがな

い。これを切り倒してしまいなさい。

何のために土地をふさいでいるのです

か。』 8番人は答えて言った。『ご主

人。どうか、ことし一年そのままにし

てやってください。木の回りを掘って

、肥やしをやってみますから。 9もし

それで来年、実を結べばよし、それで

もだめなら、切り倒してください。』

」 10イエスは安息日に、ある会堂で

教えておられた。 11すると、そこに

十八年も病の霊につかれ、腰が曲がっ

て、全然伸ばすことのできない女がい

た。 12イエスは、その女を見て、呼

び寄せ、「あなたの病気はいやされま

した。」と言って、 13手を置かれる

と、女はたちどころに腰が伸びて、神

をあがめた。 14すると、それを見た

会堂管理者は、イエスが安息日にいや

されたのを憤って、群衆に言った。「

働いてよい日は六日です。その間に来

て直してもらうがよい。安息日には、

いけないのです。」 15しかし、主は

彼に答えて言われた。「偽善者たち。

あなたがたは、安息日に、牛やろばを

小屋からほどき、水を飲ませに連れて

行くではありませんか。 16この女は

アブラハムの娘なのです。それを十八

年もの間サタンが縛っていたのです。

安息日だからといってこの束縛を解い

てやってはいけないのですか。」 17

こう話されると、反対していた者たち

はみな、恥じ入り、群衆はみな、イエ

スのなさったすべての輝かしいみわざ

を喜んだ。 18そこで、イエスはこう

言われた。「神の国は、何に似ている

でしょう。何に比べたらよいでしょう

。 19それは、からし種のようなもの

です。それを取って庭に蒔いたところ

、生長して木になり、空の鳥が枝に巣

を作りました。」 20またこう言われ

た。「神の国を何に比べましょう。 21

パン種のようなものです。女がパン種

を取って、三サトンの粉に混ぜたとこ

ろ、全体がふくれました。」 22イエ

スは、町々村々を次々に教えながら通

り、エルサレムへの旅を続けられた。

23すると、「主よ。救われる者は少な

いのですか。」と言う人があった。イ

エスは、人々に言われた。 24「努力

して狭い門からはいりなさい。なぜな

ら、あなたがたに言いますが、はいろ

うとしても、はいれなくなる人が多い

のですから。 25家の主人が、立ち上

がって、戸をしめてしまってからでは

、外に立って、『ご主人さま。あけて

ください。』と言って、戸をいくらた

たいても、もう主人は、『あなたがた

がどこの者か、私は知らない。』と答

えるでしょう。 26すると、あなたが

たは、こう言い始めるでしょう。『私

たちは、ごいっしょに、食べたり飲ん

だりいたしましたし、私たちの大通り

で教えていただきました。』 27だが

、主人はこう言うでしょう。『私はあ

なたがたがどこの者だか知りません。

不正を行なう者たち。みな出て行きな

さい。』 28神の国にアブラハムやイ

サクやヤコブや、すべての預言者たち

がはいっているのに、あなたがたは外

に投げ出されることになったとき、そ

こで泣き叫んだり、歯ぎしりしたりす

るのです。 29人々は、東からも西か

らも、また南からも北からも来て、神

の国で食卓に着きます。 30いいです

か、今しんがりの者があとで先頭にな
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り、いま先頭の者がしんがりになるの

です。」 31ちょうどそのとき、何人

かのパリサイ人が近寄って来て、イエ

スに言った。「ここから出てほかの所

へ行きなさい。ヘロデがあなたを殺そ

うと思っています。」 32イエスは言

われた。「行って、あの狐にこう言い

なさい。『よく見なさい。わたしは、

きょうと、あすとは、悪霊どもを追い

出し、病人を直し、三日目に全うされ

ます。 33だが、わたしは、きょうも

あすも次の日も進んで行かなければな

りません。なぜなら、預言者がエルサ

レム以外の所で死ぬことはありえない

からです。』 34ああ、エルサレム、

エルサレム。預言者たちを殺し、自分

に遣わされた人たちを石で打つ者、わ

たしは、めんどりがひなを翼の下にか

ばうように、あなたの子らを幾たび集

めようとしたことか。それなのに、あ

なたがたはそれを好まなかった。 35

見なさい。あなたがたの家は荒れ果て

たままに残される。わたしはあなたが

たに言います。『祝福あれ。主の御名

によって来られる方に。』とあなたが

たの言うときが来るまでは、あなたが

たは決してわたしを見ることができま

せん。」

14ある安息日に、食事をしようとし
て、パリサイ派のある指導者の家

にはいられたとき、みんながじっとイ

エスを見つめていた。 2そこには、イ

エスの真正面に、水腫をわずらってい

る人がいた。 3イエスは、律法の専門

家、パリサイ人たちに、「安息日に病

気を直すことは正しいことですか、そ

れともよくないことですか。」と言わ

れた。 4しかし、彼らは黙っていた。

それで、イエスはその人を抱いて直し

てやり、そしてお帰しになった。 5そ

れから、彼らに言われた。「自分の息

子や牛が井戸に落ちたのに、安息日だ

からといって、すぐに引き上げてやら

ない者があなたがたのうちにいるでし

ょうか。」 6彼らは答えることができ

なかった。 7招かれた人々が上座を選

んでいる様子に気づいておられたイエ

スは、彼らにたとえを話された。 8「

婚礼の披露宴に招かれたときには、上

座にすわってはいけません。あなたよ

り身分の高い人が、招かれているかも

しれないし、 9あなたやその人を招い

た人が来て、『この人に席を譲ってく

ださい。』とあなたに言うなら、その

ときあなたは恥をかいて、末席に着か

なければならないでしょう。 10招か

れるようなことがあって、行ったなら

、末席に着きなさい。そうしたら、あ

なたを招いた人が来て、『どうぞもっ

と上席にお進みください。』と言うで

しょう。そのときは、満座の中で面目

を施すことになります。 11なぜなら

、だれでも自分を高くする者は低くさ

れ、自分を低くする者は高くされるか

らです。」 12また、イエスは、自分

を招いてくれた人にも、こう話された

。「昼食や夕食のふるまいをするなら

、友人、兄弟、親族、近所の金持ちな

どを呼んではいけません。でないと、

今度は彼らがあなたを招いて、お返し

することになるからです。 13祝宴を

催すばあいには、むしろ、貧しい人、

不具の人、足なえ、盲人たちを招きな

さい。 14その人たちはお返しができ

ないので、あなたは幸いです。義人の

復活のときお返しを受けるからです。
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」 15イエスといっしょに食卓に着い

ていた客のひとりはこれを聞いて、イ

エスに、「神の国で食事する人は、何

と幸いなことでしょう。」と言った。

16するとイエスはこう言われた。 「あ

る人が盛大な宴会を催し、大ぜいの人

を招いた。 17宴会の時刻になったの

でしもべをやり、招いておいた人々に

、『さあ、おいでください。もうすっ

かり、用意ができましたから。』と言

わせた。 18ところが、みな同じよう

に断わり始めた。最初の人はこう言っ

た。『畑を買ったので、どうしても見

に出かけなければなりません。すみま

せんが、お断わりさせていただきます

。』 19もうひとりはこう言った。『

五くびきの牛を買ったので、それをた

めしに行くところです。すみませんが

、お断わりさせていただきます。』 20

また、別の人はこう言った。『結婚し

たので、行くことができません。』 21

しもべは帰って、このことを主人に報

告した。すると、おこった主人は、そ

のしもべに言った。『急いで町の大通

りや路地に出て行って、貧しい人や、

不具の人や、盲人や、足なえをここに

連れて来なさい。』 22しもべは言っ

た。『ご主人さま。仰せのとおりにい

たしました。でも、まだ席があります

。』 23主人は言った。『街道や垣根

のところに出かけて行って、この家が

いっぱいになるように、無理にでも人

々を連れて来なさい。 24言っておく

が、あの招待されていた人たちの中で

、私の食事を味わう者は、ひとりもい

ないのです。』」 25さて、大ぜいの

群衆が、イエスといっしょに歩いてい

たが、イエスは彼らのほうに向いて言

われた。 26「わたしのもとに来て、

自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、

そのうえ自分のいのちまでも憎まない

者は、わたしの弟子になることができ

ません。 27自分の十字架を負ってわ

たしについて来ない者は、わたしの弟

子になることはできません。 28塔を

築こうとするとき、まずすわって、完

成に十分な金があるかどうか、その費

用を計算しない者が、あなたがたのう

ちにひとりでもあるでしょうか。 29

基礎を築いただけで完成できなかった

ら、見ていた人はみな彼をあざ笑って

、 30『この人は、建て始めはしたも

のの、完成できなかった。』と言うで

しょう。 31また、どんな王でも、ほ

かの王と戦いを交えようとするときは

、二万人を引き連れて向かって来る敵

を、一万人で迎え撃つことができるか

どうかを、まずすわって、考えずにい

られましょうか。 32もし見込みがな

ければ、敵がまだ遠くに離れている間

に、使者を送って講和を求めるでしょ

う。 33そういうわけで、あなたがた

はだれでも、自分の財産全部を捨てな

いでは、わたしの弟子になることはで

きません。 34ですから、塩は良いも

のですが、もしその塩が塩けをなくし

たら、何によってそれに味をつけるの

でしょうか。 35土地にも肥やしにも

役立たず、外に投げ捨てられてしまい

ます。聞く耳のある人は聞きなさい。

」

15さて、取税人、罪人たちがみな、
イエスの話を聞こうとして、みも

とに近寄って来た。 2すると、パリサ

イ人、律法学者たちは、つぶやいてこ

う言った。「この人は、罪人たちを受
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け入れて、食事までいっしょにする。

」 3そこでイエスは、彼らにこのよう

なたとえを話された。 4「あなたがた

のうちに羊を百匹持っている人がいて

、そのうちの一匹をなくしたら、その

人は九十九匹を野原に残して、いなく

なった一匹を見つけるまで捜し歩かな

いでしょうか。 5見つけたら、大喜び

でその羊をかついで、 6帰って来て、

友だちや近所の人たちを呼び集め、『

いなくなった羊を見つけましたから、

いっしょに喜んでください。』と言う

でしょう。 7あなたがたに言いますが

、それと同じように、ひとりの罪人が

悔い改めるなら、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人にまさる喜びが

天にあるのです。 8また、女の人が銀

貨を十枚持っていて、もしその一枚を

なくしたら、あかりをつけ、家を掃い

て、見つけるまで念入りに捜さないで

しょうか。 9見つけたら、友だちや近

所の女たちを呼び集めて、『なくした

銀貨を見つけましたから、いっしょに

喜んでください。』と言うでしょう。

10あなたがたに言いますが、それと同

じように、ひとりの罪人が悔い改める

なら、神の御使いたちに喜びがわき起

こるのです。」 11またこう話された

。「ある人に息子がふたりあった。

12弟が父に、『おとうさん。私に財産

の分け前を下さい。』と言った。それ

で父は、身代をふたりに分けてやった

。 13それから、幾日もたたぬうちに

、弟は、何もかもまとめて遠い国に旅

立った。そして、そこで放蕩して湯水

のように財産を使ってしまった。 14

何もかも使い果たしたあとで、その国

に大ききんが起こり、彼は食べるにも

困り始めた。 15それで、その国のあ

る人のもとに身を寄せたところ、その

人は彼を畑にやって、豚の世話をさせ

た。 16彼は豚の食べるいなご豆で腹

を満たしたいほどであったが、だれひ

とり彼に与えようとはしなかった。 17

しかし、我に返ったとき彼は、こう言

った。『父のところには、パンのあり

余っている雇い人が大ぜいいるではな

いか。それなのに、私はここで、飢え

死にしそうだ。 18立って、父のとこ

ろに行って、こう言おう。「おとうさ

ん。私は天に対して罪を犯し、またあ

なたの前に罪を犯しました。 19もう

私は、あなたの子と呼ばれる資格はあ

りません。雇い人のひとりにしてくだ

さい。」』 20こうして彼は立ち上が

って、自分の父のもとに行った。とこ

ろが、まだ家までは遠かったのに、父

親は彼を見つけ、かわいそうに思い、

走り寄って彼を抱き、口づけした。 21

息子は言った。『おとうさん。私は天

に対して罪を犯し、またあなたの前に

罪を犯しました。もう私は、あなたの

子と呼ばれる資格はありません。』 22

ところが父親は、しもべたちに言った

。『急いで一番良い着物を持って来て

、この子に着せなさい。それから、手

に指輪をはめさせ、足にくつをはかせ

なさい。 23そして肥えた子牛を引い

て来てほふりなさい。食べて祝おうで

はないか。 24この息子は、死んでい

たのが生き返り、いなくなっていたの

が見つかったのだから。』そして彼ら

は祝宴を始めた。 25ところで、兄息

子は畑にいたが、帰って来て家に近づ

くと、音楽や踊りの音が聞こえて来た

。それで、 26しもべのひとりを呼ん
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で、これはいったい何事かと尋ねると

、 27しもべは言った。『弟さんがお

帰りになったのです。無事な姿をお迎

えしたというので、おとうさんが、肥

えた子牛をほふらせなさったのです。

』 28すると、兄はおこって、家には

いろうともしなかった。それで、父が

出て来て、いろいろなだめてみた。 29

しかし兄は父にこう言った。『ご覧な

さい。長年の間、私はおとうさんに仕

え、戒めを破ったことは一度もありま

せん。その私には、友だちと楽しめと

言って、子山羊一匹下さったことがあ

りません。 30それなのに、遊女にお

ぼれてあなたの身代を食いつぶして帰

って来たこのあなたの息子のためには

、肥えた子牛をほふらせなさったので

すか。』 31父は彼に言った。『おま

えはいつも私といっしょにいる。私の

ものは、全部おまえのものだ。 32だ

がおまえの弟は、死んでいたのが生き

返って来たのだ。いなくなっていたの

が見つかったのだから、楽しんで喜ぶ

のは当然ではないか。』」

16イエスは、弟子たちにも、こうい
う話をされた。「ある金持ちにひ

とりの管理人がいた。この管理人が主

人の財産を乱費している、という訴え

が出された。 2主人は、彼を呼んで言

った。『おまえについてこんなことを

聞いたが、何ということをしてくれた

のだ。もう管理を任せておくことはで

きないから、会計の報告を出しなさい

。』 3管理人は心の中で言った。『主

人にこの管理の仕事を取り上げられる

が、さてどうしよう。土を掘るには力

がないし、こじきをするのは恥ずかし

いし。 4ああ、わかった。こうしよう

。こうしておけば、いつ管理の仕事を

やめさせられても、人がその家に私を

迎えてくれるだろう。』 5そこで彼は

、主人の債務者たちをひとりひとり呼

んで、まず最初の者に、『私の主人に

、いくら借りがありますか。』と言う

と、 6その人は、『油百バテ。』と言

った。すると彼は、『さあ、あなたの

証文だ。すぐにすわって五十と書きな

さい。』と言った。 7それから、別の

人に、『さて、あなたは、いくら借り

がありますか。』と言うと、『小麦百

コル。』と言った。彼は、『さあ、あ

なたの証文だ。八十と書きなさい。』

と言った。 8この世の子らは、自分た

ちの世のことについては、光の子らよ

りも抜けめがないものなので、主人は

、不正な管理人がこうも抜けめなくや

ったのをほめた。 (aiōn g165) 9そこで、

わたしはあなたがたに言いますが、不

正の富で、自分のために友をつくりな

さい。そうしておけば、富がなくなっ

たとき、彼らはあなたがたを、永遠の

住まいに迎えるのです。 (aiōnios g166) 10

小さい事に忠実な人は、大きい事にも

忠実であり、小さい事に不忠実な人は

、大きい事にも不忠実です。 11です

から、あなたがたが不正の富に忠実で

なかったら、だれがあなたがたに、ま

ことの富を任せるでしょう。 12また

、あなたがたが他人のものに忠実でな

かったら、だれがあなたがたに、あな

たがたのものを持たせるでしょう。 13

しもべは、ふたりの主人に仕えること

はできません。一方を憎んで他方を愛

したり、または一方を重んじて他方を

軽んじたりするからです。あなたがた

は、神にも仕え、また富にも仕えると
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いうことはできません。」 14さて、

金の好きなパリサイ人たちが、一部始

終を聞いて、イエスをあざ笑っていた

。 15イエスは彼らに言われた。「あ

なたがたは、人の前で自分を正しいと

する者です。しかし神は、あなたがた

の心をご存じです。人間の間であがめ

られる者は、神の前で憎まれ、きらわ

れます。 16律法と預言者はヨハネま

でです。それ以来、神の国の福音は宣

べ伝えられ、だれもかれも、無理にで

も、これにはいろうとしています。 17

しかし律法の一画が落ちるよりも、天

地の滅びるほうがやさしいのです。 18

だれでも妻を離別してほかの女と結婚

する者は、姦淫を犯す者であり、また

、夫から離別された女と結婚する者も

、姦淫を犯す者です。 19ある金持ち

がいた。いつも紫の衣や細布を着て、

毎日ぜいたくに遊び暮らしていた。 20

ところが、その門前にラザロという全

身おできの貧乏人が寝ていて、 21金

持ちの食卓から落ちる物で腹を満たし

たいと思っていた。犬もやって来ては

、彼のおできをなめていた。 22さて

、この貧乏人は死んで、御使いたちに

よってアブラハムのふところに連れて

行かれた。金持ちも死んで葬られた。

23その金持ちは、ハデスで苦しみなが

ら目を上げると、アブラハムが、はる

かかなたに見えた。しかも、そのふと

ころにラザロが見えた。 (Hadēs g86) 24

彼は叫んで言った。『父アブラハムさ

ま。私をあわれんでください。ラザロ

が指先を水に浸して私の舌を冷やすよ

うに、ラザロをよこしてください。私

はこの炎の中で、苦しくてたまりませ

ん。』 25アブラハムは言った。『子

よ。思い出してみなさい。おまえは生

きている間、良い物を受け、ラザロは

生きている間、悪い物を受けていまし

た。しかし、今ここで彼は慰められ、

おまえは苦しみもだえているのです。

26そればかりでなく、私たちとおまえ

たちの間には、大きな淵があります。

ここからそちらへ渡ろうとしても、渡

れないし、そこからこちらへ越えて来

ることもできないのです。』 27彼は

言った。『父よ。ではお願いです。ラ

ザロを私の父の家に送ってください。

28私には兄弟が五人ありますが、彼ら

までこんな苦しみの場所に来ることの

ないように、よく言い聞かせてくださ

い。』 29しかしアブラハムは言った

。『彼らには、モーセと預言者があり

ます。その言うことを聞くべきです。

』 30彼は言った。『いいえ、父アブ

ラハム。もし、だれかが死んだ者の中

から彼らのところに行ってやったら、

彼らは悔い改めるに違いありません。

』 31アブラハムは彼に言った。『も

しモーセと預言者との教えに耳を傾け

ないのなら、たといだれかが死人の中

から生き返っても、彼らは聞き入れは

しない。』」

17イエスは弟子たちにこう言われた
。「つまずきが起こるのは避けら

れない。だが、つまずきを起こさせる

者は、忌まわしいものです。 2この小

さい者たちのひとりに、つまずきを与

えるようであったら、そんな者は石臼

を首にゆわえつけられて、海に投げ込

まれたほうがましです。 3気をつけて

いなさい。もし兄弟が罪を犯したなら

、彼を戒めなさい。そして悔い改めれ

ば、赦しなさい。 4かりに、あなたに
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対して一日に七度罪を犯しても、『悔

い改めます。』と言って七度あなたの

ところに来るなら、赦してやりなさい

。」 5使徒たちは主に言った。「私た

ちの信仰を増してください。」 6しか

し主は言われた。「もしあなたがたに

、からし種ほどの信仰があったなら、

この桑の木に、『根こそぎ海の中に植

われ。』と言えば、言いつけどおりに

なるのです。 7ところで、あなたがた

のだれかに、耕作か羊飼いをするしも

べがいるとして、そのしもべが野らか

ら帰って来たとき、『さあ、さあ、こ

こに来て、食事をしなさい。』としも

べに言うでしょうか。 8かえって、『

私の食事の用意をし、帯を締めて私の

食事が済むまで給仕しなさい。あとで

、自分の食事をしなさい。』と言わな

いでしょうか。 9しもべが言いつけら

れたことをしたからといって、そのし

もべに感謝するでしょうか。 10あな

たがたもそのとおりです。自分に言い

つけられたことをみな、してしまった

ら、『私たちは役に立たないしもべで

す。なすべきことをしただけです。』

と言いなさい。」 11そのころイエス

はエルサレムに上られる途中、サマリ

ヤとガリラヤの境を通られた。 12あ

る村にはいると、十人のらい病人がイ

エスに出会った。彼らは遠く離れた所

に立って、 13声を張り上げて、「イ

エスさま、先生。どうぞあわれんでく

ださい。」と言った。 14イエスはこ

れを見て、言われた。「行きなさい。

そして自分を祭司に見せなさい。」彼

らは行く途中でいやされた。 15その

うちのひとりは、自分のいやされたこ

とがわかると、大声で神をほめたたえ

ながら引き返して来て、 16イエスの

足もとにひれ伏して感謝した。彼はサ

マリヤ人であった。 17そこでイエス

は言われた。「十人いやされたのでは

ないか。九人はどこにいるのか。 18

神をあがめるために戻って来た者は、

この外国人のほかには、だれもいない

のか。」 19それからその人に言われ

た。「立ち上がって、行きなさい。あ

なたの信仰が、あなたを直したのです

。」 20さて、神の国はいつ来るのか

、とパリサイ人たちに尋ねられたとき

、イエスは答えて言われた。「神の国

は、人の目で認められるようにして来

るものではありません。 21『そら、

ここにある。』とか、『あそこにある

。』とか言えるようなものではありま

せん。いいですか。神の国は、あなた

がたのただ中にあるのです。」 22イ

エスは弟子たちに言われた。「人の子

の日を一日でも見たいと願っても、見

られない時が来ます。 23人々が『こ

ちらだ。』とか、『あちらだ。』とか

言っても行ってはなりません。あとを

追いかけてはなりません。 24いなず

まが、ひらめいて、天の端から天の端

へと輝くように、人の子は、人の子の

日には、ちょうどそのようであるから

です。 25しかし、人の子はまず、多

くの苦しみを受け、この時代に捨てら

れなければなりません。 26人の子の

日に起こることは、ちょうど、ノアの

日に起こったことと同様です。 27ノ

アが箱舟にはいるその日まで、人々は

、食べたり、飲んだり、めとったり、

とついだりしていたが、洪水が来て、

すべての人を滅ぼしてしまいました。

28また、ロトの時代にあったことと同
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様です。人々は食べたり、飲んだり、

売ったり、買ったり、植えたり、建て

たりしていたが、 29ロトがソドムか

ら出て行くと、その日に、火と硫黄が

天から降って、すべての人を滅ぼして

しまいました。 30人の子の現われる

日にも、全くそのとおりです。 31そ

の日には、屋上にいる者は家に家財が

あっても、取り出しに降りてはいけま

せん。同じように、畑にいる者も家に

帰ってはいけません。 32ロトの妻を

思い出しなさい。 33自分のいのちを

救おうと努める者はそれを失い、それ

を失う者はいのちを保ちます。 34あ

なたがたに言いますが、その夜、同じ

寝台で男がふたり寝ていると、ひとり

は取られ、他のひとりは残されます。

35女がふたりいっしょに臼をひいてい

ると、ひとりは取られ、他のひとりは

残されます。」 36弟子たちは答えて

言った。「主よ。どこでですか。」主

は言われた。「死体のある所、そこに

、はげたかも集まります。」

18いつでも祈るべきであり、失望し
てはならないことを教えるために

、イエスは彼らにたとえを話された。

2「ある町に、神を恐れず、人を人と

も思わない裁判官がいた。 3その町に

、ひとりのやもめがいたが、彼のとこ

ろにやって来ては、『私の相手をさば

いて、私を守ってください。』と言っ

ていた。 4彼は、しばらくは取り合わ

ないでいたが、後には心ひそかに『私

は神を恐れず人を人とも思わないが、

5どうも、このやもめは、うるさくて

しかたがないから、この女のために裁

判をしてやることにしよう。でないと

、ひっきりなしにやって来てうるさく

てしかたがない。』と言った。」 6主

は言われた。「不正な裁判官の言って

いることを聞きなさい。 7まして神は

、夜昼神を呼び求めている選民のため

にさばきをつけないで、いつまでもそ

のことを放っておかれることがあるで

しょうか。 8あなたがたに言いますが

、神は、すみやかに彼らのために正し

いさばきをしてくださいます。しかし

、人の子が来たとき、はたして地上に

信仰が見られるでしょうか。」 9自分

を義人だと自任し、他の人々を見下し

ている者たちに対しては、イエスはこ

のようなたとえを話された。 10「ふ

たりの人が、祈るために宮に上った。

ひとりはパリサイ人で、もうひとりは

取税人であった。 11パリサイ人は、

立って、心の中でこんな祈りをした。

『神よ。私はほかの人々のようにゆす

る者、不正な者、姦淫する者ではなく

、ことにこの取税人のようではないこ

とを、感謝します。 12私は週に二度

断食し、自分の受けるものはみな、そ

の十分の一をささげております。』 13

ところが、取税人は遠く離れて立ち、

目を天に向けようともせず、自分の胸

をたたいて言った。『神さま。こんな

罪人の私をあわれんでください。』 14

あなたがたに言うが、この人のほうが

、前の人よりも、義と認められ、家に

帰って行きました。なぜなら、だれで

も自分を高くする者は低くされ、自分

を低くする者は高くされるからです。

」 15イエスにさわっていただこうと

して、人々がその幼子たちを、みもと

に連れて来た。ところが、弟子たちが

それを見てしかった。 16しかしイエ

スは、幼子たちを呼び寄せて、こう言
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われた。「子どもたちをわたしのとこ

ろに来させなさい。止めてはいけませ

ん。神の国は、このような者たちのも

のです。 17まことに、あなたがたに

告げます。子どものように神の国を受

け入れる者でなければ、決してそこに

、はいることはできません。」 18ま

たある役人が、イエスに質問して言っ

た。「尊い先生。私は何をしたら、永

遠のいのちを自分のものとして受ける

ことができるでしょうか。」 (aiōnios

g166) 19イエスは彼に言われた。「なぜ

、わたしを『尊い』と言うのですか。

尊い方は、神おひとりのほかにはだれ

もありません。 20戒めはあなたもよ

く知っているはずです。『姦淫しては

ならない。殺してはならない。盗んで

はならない。偽証を立ててはならない

。父と母を敬え。』」 21すると彼は

言った。「そのようなことはみな、小

さい時から守っております。」 22イ

エスはこれを聞いて、その人に言われ

た。「あなたには、まだ一つだけ欠け

たものがあります。あなたの持ち物を

全部売り払い、貧しい人々に分けてや

りなさい。そうすれば、あなたは天に

宝を積むことになります。そのうえで

、わたしについて来なさい。」 23す

ると彼は、これを聞いて、非常に悲し

んだ。たいへんな金持ちだったからで

ある。 24イエスは彼を見てこう言わ

れた。「裕福な者が神の国にはいるこ

とは、何とむずかしいことでしょう。

25金持ちが神の国にはいるよりは、ら

くだが針の穴を通るほうがもっとやさ

しい。」 26これを聞いた人々が言っ

た。「それでは、だれが救われること

ができるでしょう。」 27イエスは言

われた。「人にはできないことが、神

にはできるのです。」 28すると、ペ

テロが言った。「ご覧ください。私た

ちは自分の家を捨てて従ってまいりま

した。」 29イエスは彼らに言われた

。「まことに、あなたがたに告げます

。神の国のために、家、妻、兄弟、両

親、子どもを捨てた者で、だれひとり

として、 30この世にあってその幾倍

かを受けない者はなく、後の世で永遠

のいのちを受けない者はありません。

」 (aiōn g165, aiōnios g166) 31さてイエスは

、十二弟子をそばに呼んで、彼らに話

された。「さあ、これから、わたした

ちはエルサレムに向かって行きます。

人の子について預言者たちが書いてい

るすべてのことが実現されるのです。

32人の子は異邦人に引き渡され、そし

て彼らにあざけられ、はずかしめられ

、つばきをかけられます。 33彼らは

人の子をむちで打ってから殺します。

しかし、人の子は三日目によみがえり

ます。」 34しかし弟子たちには、こ

れらのことが何一つわからなかった。

彼らには、このことばは隠されていて

、話された事が理解できなかった。 35

イエスがエリコに近づかれたころ、あ

る盲人が、道ばたにすわり、物ごいを

していた。 36群衆が通って行くのを

耳にして、これはいったい何事ですか

、と尋ねた。 37ナザレのイエスがお

通りになるのだ、と知らせると、 38

彼は大声で、「ダビデの子のイエスさ

ま。私をあわれんでください。」と言

った。 39彼を黙らせようとして、先

頭にいた人々がたしなめたが、盲人は

、ますます「ダビデの子よ。私をあわ

れんでください。」と叫び立てた。 40
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イエスは立ち止まって、彼をそばに連

れて来るように言いつけられた。 41

彼が近寄って来たので、「わたしに何

をしてほしいのか。」と尋ねられると

、彼は、「主よ。目が見えるようにな

ることです。」と言った。 42イエス

が彼に、「見えるようになれ。あなた

の信仰があなたを直したのです。」と

言われると、 43彼はたちどころに目

が見えるようになり、神をあがめなが

らイエスについて行った。これを見て

民はみな神を賛美した。

19それからイエスは、エリコにはい
って、町をお通りになった。 2こ

こには、ザアカイという人がいたが、

彼は取税人のかしらで、金持ちであっ

た。 3彼は、イエスがどんな方か見よ

うとしたが、背が低かったので、群衆

のために見ることができなかった。 4

それで、イエスを見るために、前方に

走り出て、いちじく桑の木に登った。

ちょうどイエスがそこを通り過ぎよう

としておられたからである。 5イエス

は、ちょうどそこに来られて、上を見

上げて彼に言われた。「ザアカイ。急

いで降りて来なさい。きょうは、あな

たの家に泊まることにしてあるから。

」 6ザアカイは、急いで降りて来て、

そして大喜びでイエスを迎えた。 7こ

れを見て、みなは、「あの方は罪人の

ところに行って客となられた。」と言

ってつぶやいた。 8ところがザアカイ

は立って、主に言った。「主よ。ご覧

ください。私の財産の半分を貧しい人

たちに施します。また、だれからでも

、私がだまし取った物は、四倍にして

返します。」 9イエスは、彼に言われ

た。「きょう、救いがこの家に来まし

た。この人もアブラハムの子なのです

から。 10人の子は、失われた人を捜

して救うために来たのです。」 11人

々がこれらのことに耳を傾けていると

き、イエスは、続けて一つのたとえを

話された。それは、イエスがエルサレ

ムに近づいておられ、そのため人々は

神の国がすぐにでも現われるように思

っていたからである。 12それで、イ

エスはこう言われた。「ある身分の高

い人が、遠い国に行った。王位を受け

て帰るためであった。 13彼は自分の

十人のしもべを呼んで、十ミナを与え

、彼らに言った。『私が帰るまで、こ

れで商売しなさい。』 14しかし、そ

の国民たちは、彼を憎んでいたので、

あとから使いをやり、『この人に、私

たちの王にはなってもらいたくありま

せん。』と言った。 15さて、彼が王

位を受けて帰って来たとき、金を与え

ておいたしもべたちがどんな商売をし

たかを知ろうと思い、彼らを呼び出す

ように言いつけた。 16さて、最初の

者が現われて言った。『ご主人さま。

あなたの一ミナで、十ミナをもうけま

した。』 17主人は彼に言った。『よ

くやった。良いしもべだ。あなたはほ

んの小さな事にも忠実だったから、十

の町を支配する者になりなさい。』 18

二番目の者が来て言った。『ご主人さ

ま。あなたの一ミナで、五ミナをもう

けました。』 19主人はこの者にも言

った。『あなたも五つの町を治めなさ

い。』 20もうひとりが来て言った。

『ご主人さま。さあ、ここにあなたの

一ミナがございます。私はふろしきに

包んでしまっておきました。 21あな

たは計算の細かい、きびしい方ですか
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ら、恐ろしゅうございました。あなた

はお預けにならなかったものをも取り

立て、お蒔きにならなかったものをも

刈り取る方ですから。』 22主人はそ

のしもべに言った。『悪いしもべだ。

私はあなたのことばによって、あなた

をさばこう。あなたは、私が預けなか

ったものを取り立て、蒔かなかったも

のを刈り取るきびしい人間だと知って

いた、というのか。 23だったら、な

ぜ私の金を銀行に預けておかなかった

のか。そうすれば私は帰って来たとき

に、それを利息といっしょに受け取れ

たはずだ。』 24そして、そばに立っ

ていた者たちに言った。『その一ミナ

を彼から取り上げて、十ミナ持ってい

る人にやりなさい。』 25すると彼ら

は、『ご主人さま。その人は十ミナも

持っています。』と言った。 26彼は

言った。『あなたがたに言うが、だれ

でも持っている者は、さらに与えられ

、持たない者からは、持っている物ま

でも取り上げられるのです。 27ただ

、私が王になるのを望まなかったこの

敵どもは、みなここに連れて来て、私

の目の前で殺してしまえ。』」 28こ

れらのことを話して後、イエスは、さ

らに進んで、エルサレムへと上って行

かれた。 29オリーブという山のふも

とのベテパゲとベタニヤに近づかれた

とき、イエスはふたりの弟子を使いに

出して、 30言われた。「向こうの村

に行きなさい。そこにはいると、まだ

だれも乗ったことのない、ろばの子が

つないであるのに気がつくでしょう。

それをほどいて連れて来なさい。 31

もし、『なぜ、ほどくのか。』と尋ね

る人があったら、こう言いなさい。『

主がお入用なのです。』」 32使いに

出されたふたりが行って見ると、イエ

スが話されたとおりであった。 33彼

らがろばの子をほどいていると、その

持ち主が、「なぜ、このろばの子をほ

どくのか。」と彼らに言った。 34弟

子たちは、「主がお入用なのです。」

と言った。 35そしてふたりは、それ

をイエスのもとに連れて来た。そして

、そのろばの子の上に自分たちの上着

を敷いて、イエスをお乗せした。 36

イエスが進んで行かれると、人々は道

に自分たちの上着を敷いた。 37イエ

スがすでにオリーブ山のふもとに近づ

かれたとき、弟子たちの群れはみな、

自分たちの見たすべての力あるわざの

ことで、喜んで大声に神を賛美し始め

、 38こう言った。「祝福あれ。主の

御名によって来られる王に。天には平

和。栄光は、いと高き所に。」 39す

るとパリサイ人のうちのある者たちが

、群衆の中から、イエスに向かって、

「先生。お弟子たちをしかってくださ

い。」と言った。 40イエスは答えて

言われた。「わたしは、あなたがたに

言います。もしこの人たちが黙れば、

石が叫びます。」 41エルサレムに近

くなったころ、都を見られたイエスは

、その都のために泣いて、 42言われ

た。「おまえも、もし、この日のうち

に、平和のことを知っていたのなら。

しかし今は、そのことがおまえの目か

ら隠されている。 43やがておまえの

敵が、おまえに対して塁を築き、回り

を取り巻き、四方から攻め寄せ、 44

そしておまえとその中の子どもたちを

地にたたきつけ、おまえの中で、一つ

の石もほかの石の上に積まれたままで
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は残されない日が、やって来る。それ

はおまえが、神の訪れの時を知らなか

ったからだ。」 45宮にはいられたイ

エスは、商売人たちを追い出し始め、

46こう言われた。「『わたしの家は、

祈りの家でなければならない。』と書

いてある。それなのに、あなたがたは

それを強盗の巣にした。」 47イエス

は毎日、宮で教えておられた。祭司長

、律法学者、民のおもだった者たちは

、イエスを殺そうとねらっていたが、

48どうしてよいかわからなかった。民

衆がみな、熱心にイエスの話に耳を傾

けていたからである。

20イエスは宮で民衆を教え、福音を
宣べ伝えておられたが、ある日、

祭司長、律法学者たちが、長老たちと

いっしょにイエスに立ち向かって、 2

イエスに言った。「何の権威によって

、これらのことをしておられるのです

か。あなたにその権威を授けたのはだ

れですか。それを言ってください。」

3そこで答えて言われた。「わたしも

一言尋ねますから、それに答えなさい

。 4ヨハネのバプテスマは、天から来

たのですか、人から出たのですか。」

5すると彼らは、こう言って、互いに

論じ合った。「もし、天から、と言え

ば、それならなぜ、彼を信じなかった

か、と言うだろう。 6しかし、もし、

人から、と言えば、民衆がみなで私た

ちを石で打ち殺すだろう。ヨハネを預

言者と信じているのだから。」 7そこ

で、「どこからか知りません。」と答

えた。 8するとイエスは、「わたしも

、何の権威によってこれらのことをす

るのか、あなたがたに話すまい。」と

言われた。 9また、イエスは、民衆に

このようなたとえを話された。「ある

人がぶどう園を造り、それを農夫たち

に貸して、長い旅に出た。 10そして

季節になったので、ぶどう園の収穫の

分けまえをもらうために、農夫たちの

ところへひとりのしもべを遣わした。

ところが、農夫たちは、そのしもべを

袋だたきにし、何も持たせないで送り

帰した。 11そこで、別のしもべを遣

わしたが、彼らは、そのしもべも袋だ

たきにし、はずかしめたうえで、何も

持たせないで送り帰した。 12彼はさ

らに三人目のしもべをやったが、彼ら

は、このしもべにも傷を負わせて追い

出した。 13ぶどう園の主人は言った

。『どうしたものか。よし、愛する息

子を送ろう。彼らも、この子はたぶん

敬ってくれるだろう。』 14ところが

、農夫たちはその息子を見て、議論し

ながら言った。『あれはあと取りだ。

あれを殺そうではないか。そうすれば

、財産はこちらのものだ。』 15そし

て、彼をぶどう園の外に追い出して、

殺してしまった。こうなると、ぶどう

園の主人は、どうするでしょう。 16

彼は戻って来て、この農夫どもを打ち

滅ぼし、ぶどう園をほかの人たちに与

えてしまいます。」これを聞いた民衆

は、「そんなことがあってはなりませ

ん。」と言った。 17イエスは、彼ら

を見つめて言われた。「では、『家を

建てる者たちの見捨てた石、それが礎

の石となった。』と書いてあるのは、

何のことでしょう。 18この石の上に

落ちれば、だれでも粉々に砕け、また

この石が人の上に落ちれば、その人を

粉みじんに飛び散らしてしまうのです

。」 19律法学者、祭司長たちは、イ
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エスが自分たちをさしてこのたとえを

話されたと気づいたので、この際イエ

スに手をかけて捕えようとしたが、や

はり民衆を恐れた。 20さて、機会を

ねらっていた彼らは、義人を装った間

者を送り、イエスのことばを取り上げ

て、総督の支配と権威にイエスを引き

渡そう、と計った。 21その間者たち

は、イエスに質問して言った。「先生

。私たちは、あなたがお話しになり、

お教えになることは正しく、またあな

たは分け隔てなどせず、真理に基づい

て神の道を教えておられることを知っ

ています。 22ところで、私たちが、

カイザルに税金を納めることは、律法

にかなっていることでしょうか。かな

っていないことでしょうか。」 23イ

エスはそのたくらみを見抜いて彼らに

言われた。 24「デナリ銀貨をわたし

に見せなさい。これはだれの肖像です

か。だれの銘ですか。」彼らは、「カ

イザルのです。」と言った。 25する

と彼らに言われた。「では、カイザル

のものはカイザルに返しなさい。そし

て神のものは神に返しなさい。」 26

彼らは、民衆の前でイエスのことばじ

りをつかむことができず、お答えに驚

嘆して黙ってしまった。 27ところが

、復活があることを否定するサドカイ

人のある者たちが、イエスのところに

来て、質問して、 28こう言った。「

先生。モーセは私たちのためにこう書

いています。『もし、ある人の兄が妻

をめとって死に、しかも子がなかった

ばあいは、その弟はその女を妻にして

、兄のための子をもうけなければなら

ない。』 29ところで、七人の兄弟が

いました。長男は妻をめとりましたが

、子どもがなくて死にました。 30次

男も、 31三男もその女をめとり、七

人とも同じようにして、子どもを残さ

ずに死にました。 32あとで、その女

も死にました。 33すると復活の際、

その女はだれの妻になるでしょうか。

七人ともその女を妻としたのですが。

」 34イエスは彼らに言われた。「こ

の世の子らは、めとったり、とついだ

りするが、 (aiōn g165) 35次の世にはいる

のにふさわしく、死人の中から復活す

るのにふさわしい、と認められる人た

ちは、めとることも、とつぐこともあ

りません。 (aiōn g165) 36彼らはもう死ぬ

ことができないからです。彼らは御使

いのようであり、また、復活の子とし

て神の子どもだからです。 37それに

、死人がよみがえることについては、

モーセも柴の個所で、主を、『アブラ

ハムの神、イサクの神、ヤコブの神。

』と呼んで、このことを示しました。

38神は死んだ者の神ではありません。

生きている者の神です。というのは、

神に対しては、みなが生きているから

です。」 39律法学者のうちのある者

たちが答えて、「先生。りっぱなお答

えです。」と言った。 40彼らはもう

それ以上何も質問する勇気がなかった

。 41すると、イエスが彼らに言われ

た。「どうして人々は、キリストをダ

ビデの子と言うのですか。 42ダビデ

自身が詩篇の中でこう言っています。

『主は私の主に言われた。 43「わた

しが、あなたの敵をあなたの足台とす

る時まで、わたしの右の座に着いてい

なさい。」』 44こういうわけで、ダ

ビデがキリストを主と呼んでいるのに

、どうしてキリストがダビデの子でし
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ょう。」 45また、民衆がみな耳を傾

けているときに、イエスは弟子たちに

こう言われた。 46「律法学者たちに

は気をつけなさい。彼らは、長い衣を

まとって歩き回ったり、広場であいさ

つされたりすることが好きで、また会

堂の上席や宴会の上座が好きです。 47

また、やもめの家を食いつぶし、見え

を飾るために長い祈りをします。こう

いう人たちは人一倍きびしい罰を受け

るのです。」

21さてイエスが、目を上げてご覧に
なると、金持ちたちが献金箱に献

金を投げ入れていた。 2また、ある貧

しいやもめが、そこにレプタ銅貨二つ

を投げ入れているのをご覧になった。

3それでイエスは言われた。「わたし

は真実をあなたがたに告げます。この

貧しいやもめは、どの人よりもたくさ

ん投げ入れました。 4みなは、あり余

る中から献金を投げ入れたのに、この

女は、乏しい中から、持っていた生活

費の全部を投げ入れたからです。」 5

宮がすばらしい石や奉納物で飾ってあ

ると話していた人々があった。すると

イエスはこう言われた。 6「あなたが

たの見ているこれらの物について言え

ば、石がくずされずに積まれたまま残

ることのない日がやって来ます。」 7

彼らは、イエスに質問して言った。「

先生。それでは、これらのことは、い

つ起こるのでしょう。これらのことが

起こるときは、どんな前兆があるので

しょう。」 8イエスは言われた。「惑

わされないように気をつけなさい。わ

たしの名を名のる者が大ぜい現われ、

『私がそれだ。』とか『時は近づいた

。』とか言います。そんな人々のあと

について行ってはなりません。 9戦争

や暴動のことを聞いても、こわがって

はいけません。それは、初めに必ず起

こることです。だが、終わりは、すぐ

には来ません。」 10それから、イエ

スは彼らに言われた。「民族は民族に

、国は国に敵対して立ち上がり、 11

大地震があり、方々に疫病やききんが

起こり、恐ろしいことや天からのすさ

まじい前兆が現われます。 12しかし

、これらのすべてのことの前に、人々

はあなたがたを捕えて迫害し、会堂や

牢に引き渡し、わたしの名のために、

あなたがたを王たちや総督たちの前に

引き出すでしょう。 13それはあなた

がたのあかしをする機会となります。

14それで、どう弁明するかは、あらか

じめ考えないことに、心を定めておき

なさい。 15どんな反対者も、反論も

できず、反証もできないようなことば

と知恵を、わたしがあなたがたに与え

ます。 16しかしあなたがたは、両親

、兄弟、親族、友人たちにまで裏切ら

れます。中には殺される者もあり、 17

わたしの名のために、みなの者に憎ま

れます。 18しかし、あなたがたの髪

の毛一筋も失われることはありません

。 19あなたがたは、忍耐によって、

自分のいのちを勝ち取ることができま

す。 20しかし、エルサレムが軍隊に

囲まれるのを見たら、そのときには、

その滅亡が近づいたことを悟りなさい

。 21そのとき、ユダヤにいる人々は

山へ逃げなさい。都の中にいる人々は

、そこから立ちのきなさい。いなかに

いる者たちは、都にはいってはいけま

せん。 22これは、書かれているすべ

てのことが成就する報復の日だからで



ルカの福音書 120

す。 23その日、悲惨なのは身重の女

と乳飲み子を持つ女です。この地に大

きな苦難が臨み、この民に御怒りが臨

むからです。 24人々は、剣の刃に倒

れ、捕虜となってあらゆる国に連れて

行かれ、異邦人の時の終わるまで、エ

ルサレムは異邦人に踏み荒らされます

。 25そして、日と月と星には、前兆

が現われ、地上では、諸国の民が、海

と波が荒れどよめくために不安に陥っ

て悩み、 26人々は、その住むすべて

の所を襲おうとしていることを予想し

て、恐ろしさのあまり気を失います。

天の万象が揺り動かされるからです。

27そのとき、人々は、人の子が力と輝

かしい栄光を帯びて雲に乗って来るの

を見るのです。 28これらのことが起

こり始めたなら、からだをまっすぐに

し、頭を上に上げなさい。贖いが近づ

いたのです。」 29それからイエスは

、人々にたとえを話された。「いちじ

くの木や、すべての木を見なさい。 30

木の芽が出ると、それを見て夏の近い

ことがわかります。 31そのように、

これらのことが起こるのを見たら、神

の国は近いと知りなさい。 32まこと

に、あなたがたに告げます。すべての

ことが起こってしまうまでは、この時

代は過ぎ去りません。 33この天地は

滅びます。しかし、わたしのことばは

決して滅びることがありません。 34

あなたがたの心が、放蕩や深酒やこの

世の煩いのために沈み込んでいるとこ

ろに、その日がわなのように、突然あ

なたがたに臨むことのないように、よ

く気をつけていなさい。 35その日は

、全地の表に住むすべての人に臨むか

らです。 36しかし、あなたがたは、

やがて起ころうとしているこれらすべ

てのことからのがれ、人の子の前に立

つことができるように、いつも油断せ

ずに祈っていなさい。」 37さてイエ

スは、昼は宮で教え、夜はいつも外に

出てオリーブという山で過ごされた。

38民衆はみな朝早く起きて、教えを聞

こうとして、宮におられるイエスのも

とに集まって来た。

22さて、過越の祭りといわれる、種
なしパンの祝いが近づいていた。

2祭司長、律法学者たちは、イエスを

殺すための良い方法を捜していた。と

いうのは、彼らは民衆を恐れていたか

らである。 3さて、十二弟子のひとり

で、イスカリオテと呼ばれるユダに、

サタンがはいった。 4ユダは出かけて

行って、祭司長たちや宮の守衛長たち

と、どのようにしてイエスを彼らに引

き渡そうかと相談した。 5彼らは喜ん

で、ユダに金をやる約束をした。 6ユ

ダは承知した。そして群衆のいないと

きにイエスを彼らに引き渡そうと機会

をねらっていた。 7さて、過越の小羊

のほふられる、種なしパンの日が来た

。 8イエスは、こう言ってペテロとヨ

ハネを遣わされた。「わたしたちの過

越の食事ができるように、準備をしに

行きなさい。」 9彼らはイエスに言っ

た。「どこに準備しましょうか。」 10

イエスは言われた。「町にはいると、

水がめを運んでいる男に会うから、そ

の人がはいる家にまでついて行きなさ

い。 11そして、その家の主人に、『

弟子たちといっしょに過越の食事をす

る客間はどこか、と先生があなたに言

っておられる。』と言いなさい。 12

すると主人は、席が整っている二階の
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大広間を見せてくれます。そこで準備

をしなさい。」 13彼らが出かけて見

ると、イエスの言われたとおりであっ

た。それで、彼らは過越の食事の用意

をした。 14さて時間になって、イエ

スは食卓に着かれ、使徒たちもイエス

といっしょに席に着いた。 15イエス

は言われた。「わたしは、苦しみを受

ける前に、あなたがたといっしょに、

この過越の食事をすることをどんなに

望んでいたことか。 16あなたがたに

言いますが、過越が神の国において成

就するまでは、わたしはもはや二度と

過越の食事をすることはありません。

」 17そしてイエスは、杯を取り、感

謝をささげて後、言われた。「これを

取って、互いに分けて飲みなさい。 18

あなたがたに言いますが、今から、神

の国が来る時までは、わたしはもはや

、ぶどうの実で造った物を飲むことは

ありません。」 19それから、パンを

取り、感謝をささげてから、裂いて、

弟子たちに与えて言われた。「これは

、あなたがたのために与える、わたし

のからだです。わたしを覚えてこれを

行ないなさい。」 20食事の後、杯も

同じようにして言われた。「この杯は

、あなたがたのために流されるわたし

の血による新しい契約です。 21しか

し、見なさい。わたしを裏切る者の手

が、わたしとともに食卓にあります。

22人の子は、定められたとおりに去っ

て行きます。しかし、人の子を裏切る

ような人間はのろわれます。」 23そ

こで弟子たちは、そんなことをしよう

としている者は、いったいこの中のだ

れなのかと、互いに議論をし始めた。

24また、彼らの間には、この中でだれ

が一番偉いだろうかという論議も起こ

った。 25すると、イエスは彼らに言

われた。「異邦人の王たちは人々を支

配し、また人々の上に権威を持つ者は

守護者と呼ばれています。 26だが、

あなたがたは、それではいけません。

あなたがたの間で一番偉い人は一番年

の若い者のようになりなさい。また、

治める人は仕える人のようでありなさ

い。 27食卓に着く人と給仕する者と

、どちらが偉いでしょう。むろん、食

卓に着く人でしょう。しかしわたしは

、あなたがたのうちにあって給仕する

者のようにしています。 28けれども

、あなたがたこそ、わたしのさまざま

の試練の時にも、わたしについて来て

くれた人たちです。 29わたしの父が

わたしに王権を与えてくださったよう

に、わたしもあなたがたに王権を与え

ます。 30それであなたがたは、わた

しの国でわたしの食卓に着いて食事を

し、王座に着いて、イスラエルの十二

の部族をさばくのです。 31シモン、

シモン。見なさい。サタンが、あなた

がたを麦のようにふるいにかけること

を願って聞き届けられました。 32し

かし、わたしは、あなたの信仰がなく

ならないように、あなたのために祈り

ました。だからあなたは、立ち直った

ら、兄弟たちを力づけてやりなさい。

」 33シモンはイエスに言った。「主

よ。ごいっしょになら、牢であろうと

、死であろうと、覚悟はできておりま

す。」 34しかし、イエスは言われた

。「ペテロ。あなたに言いますが、き

ょう鶏が鳴くまでに、あなたは三度、

わたしを知らないと言います。」 35

それから、弟子たちに言われた。「わ
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たしがあなたがたを、財布も旅行袋も

くつも持たせずに旅に出したとき、何

か足りない物がありましたか。」彼ら

は言った。「いいえ。何もありません

でした。」 36そこで言われた。「し

かし、今は、財布のある者は財布を持

ち、同じく袋を持ち、剣のない者は着

物を売って剣を買いなさい。 37あな

たがたに言いますが、『彼は罪人たち

の中に数えられた。』と書いてあるこ

のことが、わたしに必ず実現するので

す。わたしにかかわることは実現しま

す。」 38彼らは言った。「主よ。こ

のとおり、ここに剣が二振りあります

。」イエスは彼らに、「それで十分。

」と言われた。 39それからイエスは

出て、いつものようにオリーブ山に行

かれ、弟子たちも従った。 40いつも

の場所に着いたとき、イエスは彼らに

、「誘惑に陥らないように祈っていな

さい。」と言われた。 41そしてご自

分は、弟子たちから石を投げて届くほ

どの所に離れて、ひざまずいて、こう

祈られた。 42「父よ。みこころなら

ば、この杯をわたしから取りのけてく

ださい。しかし、わたしの願いではな

く、みこころのとおりにしてください

。」 43すると、御使いが天からイエ

スに現われて、イエスを力づけた。 44

イエスは、苦しみもだえて、いよいよ

切に祈られた。汗が血のしずくのよう

に地に落ちた。 45イエスは祈り終わ

って立ち上がり、弟子たちのところに

来て見ると、彼らは悲しみの果てに、

眠り込んでしまっていた。 46それで

、彼らに言われた。「なぜ、眠ってい

るのか。起きて、誘惑に陥らないよう

に祈っていなさい。」 47イエスがま

だ話をしておられるとき、群衆がやっ

て来た。十二弟子のひとりで、ユダと

いう者が、先頭に立っていた。ユダは

イエスに口づけしようとして、みもと

に近づいた。 48だが、イエスは彼に

、「ユダ。口づけで、人の子を裏切ろ

うとするのか。」と言われた。 49イ

エスの回りにいた者たちは、事の成り

行きを見て、「主よ。剣で撃ちましょ

うか。」と言った。 50そしてそのう

ちのある者が、大祭司のしもべに撃っ

てかかり、その右の耳を切り落とした

。 51するとイエスは、「やめなさい

。それまで。」と言われた。そして、

耳にさわって彼を直してやられた。 52

そして押しかけて来た祭司長、宮の守

衛長、長老たちに言われた。「まるで

強盗にでも向かうように、剣や棒を持

ってやって来たのですか。 53あなた

がたは、わたしが毎日宮でいっしょに

いる間は、わたしに手出しもしなかっ

た。しかし、今はあなたがたの時です

。暗やみの力です。」 54彼らはイエ

スを捕え、引いて行って、大祭司の家

に連れて来た。ペテロは、遠く離れて

ついて行った。 55彼らは中庭の真中

に火をたいて、みなすわり込んだので

、ペテロも中に混じって腰をおろした

。 56すると、女中が、火あかりの中

にペテロのすわっているのを見つけ、

まじまじと見て言った。「この人も、

イエスといっしょにいました。」 57

ところが、ペテロはそれを打ち消して

、「いいえ、私はあの人を知りません

。」と言った。 58しばらくして、ほ

かの男が彼を見て、「あなたも、彼ら

の仲間だ。」と言った。しかし、ペテ

ロは、「いや、違います。」と言った
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。 59それから一時間ほどたつと、ま

た別の男が、「確かにこの人も彼とい

っしょだった。この人もガリラヤ人だ

から。」と言い張った。 60しかしペ

テロは、「あなたの言うことは私には

わかりません。」と言った。それとい

っしょに、彼がまだ言い終えないうち

に、鶏が鳴いた。 61主が振り向いて

ペテロを見つめられた。ペテロは、「

きょう、鶏が鳴くまでに、あなたは、

三度わたしを知らないと言う。」と言

われた主のおことばを思い出した。 62

彼は、外に出て、激しく泣いた。 63

さて、イエスの監視人どもは、イエス

をからかい、むちでたたいた。 64そ

して目隠しをして、「言い当ててみろ

。今たたいたのはだれか。」と聞いた

りした。 65また、そのほかさまざま

な悪口をイエスに浴びせた。 66夜が

明けると、民の長老会、それに祭司長

、律法学者たちが、集まった。彼らは

イエスを議会に連れ出し、 67こう言

った。「あなたがキリストなら、そう

だと言いなさい。」しかしイエスは言

われた。「わたしが言っても、あなた

がたは決して信じないでしょうし、 68

わたしが尋ねても、あなたがたは決し

て答えないでしょう。 69しかし今か

ら後、人の子は、神の大能の右の座に

着きます。」 70彼らはみなで言った

。「ではあなたは神の子ですか。」す

ると、イエスは彼らに「あなたがたの

言うとおり、わたしはそれです。」と

言われた。 71すると彼らは「これで

もまだ証人が必要でしょうか。私たち

自身が彼の口から直接それを聞いたの

だから。」と言った。

23そこで、彼らは全員が立ち上がり
、イエスをピラトのもとに連れて

行った。 2そしてイエスについて訴え

始めた。彼らは言った。「この人はわ

が国民を惑わし、カイザルに税金を納

めることを禁じ、自分は王キリストだ

と言っていることがわかりました。」

3するとピラトはイエスに、「あなた

は、ユダヤ人の王ですか。」と尋ねた

。イエスは答えて、「そのとおりです

。」と言われた。 4ピラトは祭司長た

ちや群衆に、「この人には何の罪も見

つからない。」と言った。 5しかし彼

らはあくまで言い張って、「この人は

、ガリラヤからここまで、ユダヤ全土

で教えながら、この民を扇動している

のです。」と言った。 6それを聞いた

ピラトは、この人はガリラヤ人かと尋

ねて、 7ヘロデの支配下にあるとわか

ると、イエスをヘロデのところに送っ

た。ヘロデもそのころエルサレムにい

たからである。 8ヘロデはイエスを見

ると非常に喜んだ。ずっと前からイエ

スのことを聞いていたので、イエスに

会いたいと思っていたし、イエスの行

なう何かの奇蹟を見たいと考えていた

からである。 9それで、いろいろと質

問したが、イエスは彼に何もお答えに

ならなかった。 10祭司長たちと律法

学者たちは立って、イエスを激しく訴

えていた。 11ヘロデは、自分の兵士た

ちといっしょにイエスを侮辱したり嘲

弄したりしたあげく、はでな衣を着せ

て、ピラトに送り返した。 12この日

、ヘロデとピラトは仲よくなった。そ

れまでは互いに敵対していたのである

。 13ピラトは祭司長たちと指導者た

ちと民衆とを呼び集め、 14こう言っ
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た。「あなたがたは、この人を、民衆

を惑わす者として、私のところに連れ

て来たけれども、私があなたがたの前

で取り調べたところ、あなたがたが訴

えているような罪は別に何も見つかり

ません。 15ヘロデとても同じです。

彼は私たちにこの人を送り返しました

。見なさい。この人は、死罪に当たる

ことは、何一つしていません。 16だ

から私は、懲らしめたうえで、釈放し

ます。」 17しかし彼らは、声をそろ

えて叫んだ。「この人を除け。バラバ

を釈放しろ。」 19バラバとは、都に

起こった暴動と人殺しのかどで、牢に

はいっていた者である。 20ピラトは

、イエスを釈放しようと思って、彼ら

に、もう一度呼びかけた。 21しかし

、彼らは叫び続けて、「十字架だ。十

字架につけろ。」と言った。 22しか

しピラトは三度目に彼らにこう言った

。「あの人がどんな悪いことをしたと

いうのか。あの人には、死に当たる罪

は、何も見つかりません。だから私は

、懲らしめたうえで、釈放します。」

23ところが、彼らはあくまで主張し続

け、十字架につけるよう大声で要求し

た。そしてついにその声が勝った。 24

ピラトは、彼らの要求どおりにするこ

とを宣告した。 25すなわち、暴動と

人殺しのかどで牢にはいっていた男を

願いどおりに釈放し、イエスを彼らに

引き渡して好きなようにさせた。 26

彼らは、イエスを引いて行く途中、い

なかから出て来たシモンというクレネ

人をつかまえ、この人に十字架を負わ

せてイエスのうしろから運ばせた。 27

大ぜいの民衆やイエスのことを嘆き悲

しむ女たちの群れが、イエスのあとに

ついて行った。 28しかしイエスは、

女たちのほうに向いて、こう言われた

。「エルサレムの娘たち。わたしのこ

とで泣いてはいけない。むしろ自分自

身と、自分の子どもたちのことのため

に泣きなさい。 29なぜなら人々が、

『不妊の女、子を産んだことのない胎

、飲ませたことのない乳房は、幸いだ

。』と言う日が来るのですから。 30

そのとき、人々は山に向かって、『わ

れわれの上に倒れかかってくれ。』と

言い、丘に向かって、『われわれをお

おってくれ。』と言い始めます。 31

彼らが生木にこのようなことをするの

なら、枯れ木には、いったい、何が起

こるでしょう。」 32ほかにもふたり

の犯罪人が、イエスとともに死刑にさ

れるために、引かれて行った。 33「

どくろ」と呼ばれている所に来ると、

そこで彼らは、イエスと犯罪人とを十

字架につけた。犯罪人のひとりは右に

、ひとりは左に。 34そのとき、イエ

スはこう言われた。「父よ。彼らをお

赦しください。彼らは、何をしている

のか自分でわからないのです。」彼ら

は、くじを引いて、イエスの着物を分

けた。 35民衆はそばに立ってながめ

ていた。指導者たちもあざ笑って言っ

た。「あれは他人を救った。もし、神

のキリストで、選ばれた者なら、自分

を救ってみろ。」 36兵士たちもイエ

スをあざけり、そばに寄って来て、酸

いぶどう酒を差し出し、 37「ユダヤ

人の王なら、自分を救え。」と言った

。 38「これはユダヤ人の王。」と書

いた札もイエスの頭上に掲げてあった

。 39十字架にかけられていた犯罪人

のひとりはイエスに悪口を言い、「あ
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なたはキリストではないか。自分と私

たちを救え。」と言った。 40ところ

が、もうひとりのほうが答えて、彼を

たしなめて言った。「おまえは神をも

恐れないのか。おまえも同じ刑罰を受

けているではないか。 41われわれは

、自分のしたことの報いを受けている

のだからあたりまえだ。だがこの方は

、悪いことは何もしなかったのだ。」

42そして言った。「イエスさま。あな

たの御国の位にお着きになるときには

、私を思い出してください。」 43イ

エスは、彼に言われた。「まことに、

あなたに告げます。あなたはきょう、

わたしとともにパラダイスにいます。

」 44そのときすでに十二時ごろにな

っていたが、全地が暗くなって、三時

まで続いた。 45太陽は光を失ってい

た。また、神殿の幕は真二つに裂けた

。 46イエスは大声で叫んで、言われ

た。「父よ。わが霊を御手にゆだねま

す。」こう言って、息を引き取られた

。 47この出来事を見た百人隊長は、

神をほめたたえ、「ほんとうに、この

人は正しい方であった。」と言った。

48また、この光景を見に集まっていた

群衆もみな、こういういろいろの出来

事を見たので、胸をたたいて悲しみな

がら帰った。 49しかし、イエスの知

人たちと、ガリラヤからイエスについ

て来ていた女たちとはみな、遠く離れ

て立ち、これらのことを見ていた。 50

さてここに、ヨセフという、議員のひ

とりで、りっぱな、正しい人がいた。

51この人は議員たちの計画や行動には

同意しなかった。彼は、アリマタヤと

いうユダヤ人の町の人で、神の国を待

ち望んでいた。 52この人が、ピラト

のところに行って、イエスのからだの

下げ渡しを願った。 53それから、イ

エスを取り降ろして、亜麻布で包み、

そして、まだだれをも葬ったことのな

い、岩に掘られた墓にイエスを納めた

。 54この日は準備の日で、もう安息

日が始まろうとしていた。 55ガリラ

ヤからイエスといっしょに出て来た女

たちは、ヨセフについて行って、墓と

、イエスのからだの納められる様子を

見届けた。 56そして、戻って来て、

香料と香油を用意した。安息日には、

戒めに従って、休んだが、

24週の初めの日の明け方早く、女た
ちは、準備しておいた香料を持っ

て墓に着いた。 2見ると、石が墓から

わきにころがしてあった。 3はいって

見ると、主イエスのからだはなかった

。 4そのため女たちが途方にくれてい

ると、見よ、まばゆいばかりの衣を着

たふたりの人が、女たちの近くに来た

。 5恐ろしくなって、地面に顔を伏せ

ていると、その人たちはこう言った。

「あなたがたは、なぜ生きている方を

死人の中で捜すのですか。 6ここには

おられません。よみがえられたのです

。まだガリラヤにおられたころ、お話

しになったことを思い出しなさい。 7

人の子は必ず罪人らの手に引き渡され

、十字架につけられ、三日目によみが

えらなければならない、と言われたで

しょう。」 8女たちはイエスのみこと

ばを思い出した。 9そして、墓から戻

って、十一弟子とそのほかの人たち全

部に、一部始終を報告した。 10この

女たちは、マグダラのマリヤとヨハン

ナとヤコブの母マリヤとであった。彼

女たちといっしょにいたほかの女たち
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も、このことを使徒たちに話した。 11

ところが使徒たちにはこの話はたわご

とと思われたので、彼らは女たちを信

用しなかった。 12［しかしペテロは

、立ち上がると走って墓へ行き、かが

んでのぞき込んだところ、亜麻布だけ

があった。それで、この出来事に驚い

て家に帰った。］ 13ちょうどこの日

、ふたりの弟子が、エルサレムから十

一キロメートル余り離れたエマオとい

う村に行く途中であった。 14そして

、ふたりでこのいっさいの出来事につ

いて話し合っていた。 15話し合った

り、論じ合ったりしているうちに、イ

エスご自身が近づいて、彼らとともに

道を歩いておられた。 16しかしふた

りの目はさえぎられていて、イエスだ

とはわからなかった。 17イエスは彼

らに言われた。「歩きながらふたりで

話し合っているその話は、何のことで

すか。」すると、ふたりは暗い顔つき

になって、立ち止まった。 18クレオ

パというほうが答えて言った。「エル

サレムにいながら、近ごろそこで起こ

った事を、あなただけが知らなかった

のですか。」 19イエスが、「どんな

事ですか。」と聞かれると、ふたりは

答えた。「ナザレ人イエスのことです

。この方は、神とすべての民の前で、

行ないにもことばにも力のある預言者

でした。 20それなのに、私たちの祭

司長や指導者たちは、この方を引き渡

して、死刑に定め、十字架につけたの

です。 21しかし私たちは、この方こ

そイスラエルを贖ってくださるはずだ

、と望みをかけていました。事実、そ

ればかりでなく、その事があってから

三日目になりますが、 22また仲間の

女たちが私たちを驚かせました。その

女たちは朝早く墓に行ってみましたが

、 23イエスのからだが見当たらない

ので、戻って来ました。そして御使い

たちの幻を見たが、御使いたちがイエ

スは生きておられると告げた、と言う

のです。 24それで、仲間の何人かが

墓に行ってみたのですが、はたして女

たちの言ったとおりで、イエスさまは

見当たらなかった、というのです。」

25するとイエスは言われた。「ああ、

愚かな人たち。預言者たちの言ったす

べてを信じない、心の鈍い人たち。 26

キリストは、必ず、そのような苦しみ

を受けて、それから、彼の栄光にはい

るはずではなかったのですか。」 27

それから、イエスは、モーセおよびす

べての預言者から始めて、聖書全体の

中で、ご自分について書いてある事が

らを彼らに説き明かされた。 28彼ら

は目的の村に近づいたが、イエスはま

だ先へ行きそうなご様子であった。 29

それで、彼らが、「いっしょにお泊ま

りください。そろそろ夕刻になります

し、日もおおかた傾きましたから。」

と言って無理に願ったので、イエスは

彼らといっしょに泊まるために中には

いられた。 30彼らとともに食卓に着

かれると、イエスはパンを取って祝福

し、裂いて彼らに渡された。 31それ

で、彼らの目が開かれ、イエスだとわ

かった。するとイエスは、彼らには見

えなくなった。 32そこでふたりは話

し合った。「道々お話しになっている

間も、聖書を説明してくださった間も

、私たちの心はうちに燃えていたでは

ないか。」 33すぐさまふたりは立っ

て、エルサレムに戻ってみると、十一
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使徒とその仲間が集まって、 34「ほ

んとうに主はよみがえって、シモンに

お姿を現わされた。」と言っていた。

35彼らも、道であったいろいろなこと

や、パンを裂かれたときにイエスだと

わかった次第を話した。 36これらの

ことを話している間に、イエスご自身

が彼らの真中に立たれた。 37彼らは

驚き恐れて、霊を見ているのだと思っ

た。 38すると、イエスは言われた。

「なぜ取り乱しているのですか。どう

して心に疑いを起こすのですか。 39

わたしの手やわたしの足を見なさい。

まさしくわたしです。わたしにさわっ

て、よく見なさい。霊ならこんな肉や

骨はありません。わたしは持っていま

す。」 40それでも、彼らは、うれし

さのあまりまだ信じられず、不思議が

っているので、イエスは、「ここに何

か食べ物がありますか。」と言われた

。 42それで、焼いた魚を一切れ差し

上げると、 43イエスは、彼らの前で

、それを取って召し上がった。 44さ

て、そこでイエスは言われた。「わた

しがまだあなたがたといっしょにいた

ころ、あなたがたに話したことばはこ

うです。わたしについてモーセの律法

と預言者と詩篇とに書いてあることは

、必ず全部成就するということでした

。」 45そこで、イエスは、聖書を悟

らせるために彼らの心を開いて、 46

こう言われた。「次のように書いてあ

ります。キリストは苦しみを受け、三

日目に死人の中からよみがえり、 47

その名によって、罪の赦しを得させる

悔い改めが、エルサレムから始まって

あらゆる国の人々に宣べ伝えられる。

48あなたがたは、これらのことの証人

です。 49さあ、わたしは、わたしの

父の約束してくださったものをあなた

がたに送ります。あなたがたは、いと

高き所から力を着せられるまでは、都

にとどまっていなさい。」 50それか

ら、イエスは、彼らをベタニヤまで連

れて行き、手を上げて祝福された。 51

そして祝福しながら、彼らから離れて

行かれた。 52彼らは、非常な喜びを

抱いてエルサレムに帰り、 53いつも

宮にいて神をほめたたえていた。
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ヨハネの福音書

1初めに、ことばがあった。ことばは
神とともにあった。ことばは神であ

った。 2この方は、初めに神とともに

おられた。 3すべてのものは、この方

によって造られた。造られたもので、

この方によらずにできたものは一つも

ない。 4この方にいのちがあった。こ

のいのちは人の光であった。 5光はや

みの中に輝いている。やみはこれに打

ち勝たなかった。 6神から遣わされた

ヨハネという人が現われた。 7この人

はあかしのために来た。光についてあ

かしするためであり、すべての人が彼

によって信じるためである。 8彼は光

ではなかった。ただ光についてあかし

するために来たのである。 9すべての

人を照らすそのまことの光が世に来よ

うとしていた。 10この方はもとから

世におられ、世はこの方によって造ら

れたのに、世はこの方を知らなかった

。 11この方はご自分のくにに来られ

たのに、ご自分の民は受け入れなかっ

た。 12しかし、この方を受け入れた

人々、すなわち、その名を信じた人々

には、神の子どもとされる特権をお与

えになった。 13この人々は、血によ

ってではなく、肉の欲求や人の意欲に

よってでもなく、ただ、神によって生

まれたのである。 14ことばは人とな

って、私たちの間に住まわれた。私た

ちはこの方の栄光を見た。父のみもと

から来られたひとり子としての栄光で

ある。この方は恵みとまことに満ちて

おられた。 15ヨハネはこの方につい

て証言し、叫んで言った。「『私のあ

とから来る方は、私にまさる方である

。私より先におられたからである。』

と私が言ったのは、この方のことです

。」 16私たちはみな、この方の満ち

満ちた豊かさの中から、恵みの上にさ

らに恵みを受けたのである。 17とい

うのは、律法はモーセによって与えら

れ、恵みとまことはイエス・キリスト

によって実現したからである。 18い

まだかつて神を見た者はいない。父の

ふところにおられるひとり子の神が、

神を説き明かされたのである。 19ヨ

ハネの証言は、こうである。ユダヤ人

たちが祭司とレビ人をエルサレムから

ヨハネのもとに遣わして、「あなたは

どなたですか。」と尋ねさせた。 20

彼は告白して否まず、「私はキリスト

ではありません。」と言明した。 21

また、彼らは聞いた。「では、いった

い何ですか。あなたはエリヤですか。

」彼は言った。「そうではありません

。」「あなたはあの預言者ですか。」

彼は答えた。「違います。」 22そこ

で、彼らは言った。「あなたはだれで

すか。私たちを遣わした人々に返事を

したいのですが、あなたは自分を何だ

と言われるのですか。」 23彼は言っ

た。「私は、預言者イザヤが言ったよ

うに『主の道をまっすぐにせよ。』と

荒野で叫んでいる者の声です。」 24

彼らは、パリサイ人の中から遣わされ

たのであった。 25彼らはまた尋ねて

言った。「キリストでもなく、エリヤ

でもなく、またあの預言者でもないな

ら、なぜ、あなたはバプテスマを授け

ているのですか。」 26ヨハネは答え

て言った。「私は水でバプテスマを授

けているが、あなたがたの中に、あな

たがたの知らない方が立っておられま

す。 27その方は私のあとから来られ
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る方で、私はその方のくつのひもを解

く値うちもありません。」 28この事

があったのは、ヨルダンの向こう岸の

ベタニヤであって、ヨハネはそこでバ

プテスマを授けていた。 29その翌日

、ヨハネは自分のほうにイエスが来ら

れるのを見て言った。「見よ、世の罪

を取り除く神の小羊。 30私が『私の

あとから来る人がある。その方は私に

まさる方である。私より先におられた

からだ。』と言ったのは、この方のこ

とです。 31私もこの方を知りません

でした。しかし、この方がイスラエル

に明らかにされるために、私は来て、

水でバプテスマを授けているのです。

」 32またヨハネは証言して言った。

「御霊が鳩のように天から下って、こ

の方の上にとどまられるのを私は見ま

した。 33私もこの方を知りませんで

した。しかし、水でバプテスマを授け

させるために私を遣わされた方が、私

に言われました。『聖霊がある方の上

に下って、その上にとどまられるのが

あなたに見えたなら、その方こそ、聖

霊によってバプテスマを授ける方であ

る。』 34私はそれを見たのです。そ

れで、この方が神の子であると証言し

ているのです。」 35その翌日、また

ヨハネは、ふたりの弟子とともに立っ

ていたが、 36イエスが歩いて行かれ

るのを見て、「見よ、神の小羊。」と

言った。 37ふたりの弟子は、彼がそ

う言うのを聞いて、イエスについて行

った。 38イエスは振り向いて、彼ら

がついて来るのを見て、言われた。「

あなたがたは何を求めているのですか

。」彼らは言った。「ラビ（訳して言

えば、先生）。今どこにお泊まりです

か。」 39イエスは彼らに言われた。

「来なさい。そうすればわかります。

」そこで、彼らはついて行って、イエ

スの泊まっておられる所を知った。そ

して、その日彼らはイエスといっしょ

にいた。時は十時ごろであった。 40

ヨハネから聞いて、イエスについて行

ったふたりのうちのひとりは、シモン

・ペテロの兄弟アンデレであった。 41

彼はまず自分の兄弟シモンを見つけて

、「私たちはメシヤ（訳して言えば、

キリスト）に会った。」と言った。 42

彼はシモンをイエスのもとに連れて来

た。イエスはシモンに目を留めて言わ

れた。「あなたはヨハネの子シモンで

す。あなたをケパ（訳すとペテロ）と

呼ぶことにします。」 43その翌日、

イエスはガリラヤに行こうとされた。

そして、ピリポを見つけて「わたしに

従って来なさい。」と言われた。 44

ピリポは、ベツサイダの人で、アンデ

レやペテロと同じ町の出身であった。

45彼はナタナエルを見つけて言った。

「私たちは、モーセが律法の中に書き

、預言者たちも書いている方に会いま

した。ナザレの人で、ヨセフの子イエ

スです。」 46ナタナエルは彼に言っ

た。「ナザレから何の良いものが出る

だろう。」ピリポは言った。「来て、

そして、見なさい。」 47イエスはナ

タナエルが自分のほうに来るのを見て

、彼について言われた。「これこそ、

ほんとうのイスラエル人だ。彼のうち

には偽りがない。」 48ナタナエルは

イエスに言った。「どうして私をご存

じなのですか。」イエスは言われた。

「わたしは、ピリポがあなたを呼ぶ前

に、あなたがいちじくの木の下にいる
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のを見たのです。」 49ナタナエルは

答えた。「先生。あなたは神の子です

。あなたはイスラエルの王です。」 50

イエスは答えて言われた。「あなたが

いちじくの木の下にいるのを見た、と

わたしが言ったので、あなたは信じる

のですか。あなたは、それよりもさら

に大きなことを見ることになります。

」 51そして言われた。「まことに、

まことに、あなたがたに告げます。天

が開けて、神の御使いたちが人の子の

上を上り下りするのを、あなたがたは

いまに見ます。」

2それから三日目に、ガリラヤのカナ
で婚礼があって、そこにイエスの母

がいた。 2イエスも、また弟子たちも

、その婚礼に招かれた。 3ぶどう酒が

なくなったとき、母がイエスに向かっ

て「ぶどう酒がありません。」と言っ

た。 4すると、イエスは母に言われた

。「あなたはわたしと何の関係がある

のでしょう。女の方。わたしの時はま

だ来ていません。」 5母は手伝いの人

たちに言った。「あの方が言われるこ

とを、何でもしてあげてください。」

6さて、そこには、ユダヤ人のきよめ

のしきたりによって、それぞれ八十リ

ットルから百二十リットル入りの石の

水がめが六つ置いてあった。 7イエス

は彼らに言われた。「水がめに水を満

たしなさい。」彼らは水がめを縁まで

いっぱいにした。 8イエスは彼らに言

われた。「さあ、今くみなさい。そし

て宴会の世話役のところに持って行き

なさい。」彼らは持って行った。 9宴

会の世話役はぶどう酒になったその水

を味わってみた。それがどこから来た

のか、知らなかったので、――しかし

、水をくんだ手伝いの者たちは知って

いた。――彼は、花婿を呼んで、 10

言った。「だれでも初めに良いぶどう

酒を出し、人々が十分飲んだころにな

ると、悪いのを出すものだが、あなた

は良いぶどう酒をよくも今まで取って

おきました。」 11イエスはこのこと

を最初のしるしとしてガリラヤのカナ

で行ない、ご自分の栄光を現わされた

。それで、弟子たちはイエスを信じた

。 12その後、イエスは母や兄弟たち

や弟子たちといっしょに、カペナウム

に下って行き、長い日数ではなかった

が、そこに滞在された。 13ユダヤ人

の過越の祭りが近づき、イエスはエル

サレムに上られた。 14そして、宮の

中に、牛や羊や鳩を売る者たちと両替

人たちがすわっているのをご覧になり

、 15細なわでむちを作って、羊も牛

もみな、宮から追い出し、両替人の金

を散らし、その台を倒し、 16また、

鳩を売る者に言われた。「それをここ

から持って行け。わたしの父の家を商

売の家としてはならない。」 17弟子

たちは、「あなたの家を思う熱心がわ

たしを食い尽くす。」と書いてあるの

を思い起こした。 18そこで、ユダヤ

人たちが答えて言った。「あなたがこ

のようなことをするからには、どんな

しるしを私たちに見せてくれるのです

か。」 19イエスは彼らに答えて言わ

れた。「この神殿をこわしてみなさい

。わたしは、三日でそれを建てよう。

」 20そこで、ユダヤ人たちは言った

。「この神殿は建てるのに四十六年か

かりました。あなたはそれを、三日で

建てるのですか。」 21しかし、イエ

スはご自分のからだの神殿のことを言
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われたのである。 22それで、イエス

が死人の中からよみがえられたとき、

弟子たちは、イエスがこのように言わ

れたことを思い起こして、聖書とイエ

スが言われたことばとを信じた。 23

イエスが、過越の祭りの祝いの間、エ

ルサレムにおられたとき、多くの人々

が、イエスの行なわれたしるしを見て

、御名を信じた。 24しかし、イエス

は、ご自身を彼らにお任せにならなか

った。なぜなら、イエスはすべての人

を知っておられたからであり、 25ま

た、イエスはご自身で、人のうちにあ

るものを知っておられたので、人につ

いてだれの証言も必要とされなかった

からである。

3さて、パリサイ人の中にニコデモと
いう人がいた。ユダヤ人の指導者で

あった。 2この人が、夜、イエスのも

とに来て言った。「先生。私たちは、

あなたが神のもとから来られた教師で

あることを知っています。神がともに

おられるのでなければ、あなたがなさ

るこのようなしるしは、だれも行なう

ことができません。」 3イエスは答え

て言われた。「まことに、まことに、

あなたに告げます。人は、新しく生ま

れなければ、神の国を見ることはでき

ません。」 4ニコデモは言った。「人

は、老年になっていて、どのようにし

て生まれることができるのですか。も

う一度、母の胎にはいって生まれるこ

とができましょうか。」 5イエスは答

えられた。「まことに、まことに、あ

なたに告げます。人は、水と御霊によ

って生まれなければ、神の国にはいる

ことができません。 6肉によって生ま

れた者は肉です。御霊によって生まれ

た者は霊です。 7あなたがたは新しく

生まれなければならない、とわたしが

言ったことを不思議に思ってはなりま

せん。 8風はその思いのままに吹き、

あなたはその音を聞くが、それがどこ

から来てどこへ行くかを知らない。御

霊によって生まれる者もみな、そのと

おりです。」 9ニコデモは答えて言っ

た。「どうして、そのようなことがあ

りうるのでしょう。」 10イエスは答

えて言われた。「あなたはイスラエル

の教師でありながら、こういうことが

わからないのですか。 11まことに、

まことに、あなたに告げます。わたし

たちは、知っていることを話し、見た

ことをあかししているのに、あなたが

たは、わたしたちのあかしを受け入れ

ません。 12あなたがたは、わたしが

地上のことを話したとき、信じないく

らいなら、天上のことを話したとて、

どうして信じるでしょう。 13だれも

天に上った者はいません。しかし天か

ら下った者はいます。すなわち人の子

です。 14モーセが荒野で蛇を上げた

ように、人の子もまた上げられなけれ

ばなりません。 15それは、信じる者

がみな、人の子にあって永遠のいのち

を持つためです。」 (aiōnios g166) 16神は

、実に、そのひとり子をお与えになっ

たほどに、世を愛された。それは御子

を信じる者が、ひとりとして滅びるこ

となく、永遠のいのちを持つためであ

る。 (aiōnios g166) 17神が御子を世に遣わ

されたのは、世をさばくためではなく

、御子によって世が救われるためであ

る。 18御子を信じる者はさばかれな

い。信じない者は神のひとり子の御名

を信じなかったので、すでにさばかれ
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ている。 19そのさばきというのは、

こうである。光が世に来ているのに、

人々は光よりもやみを愛した。その行

ないが悪かったからである。 20悪い

ことをする者は光を憎み、その行ない

が明るみに出されることを恐れて、光

のほうに来ない。 21しかし、真理を

行なう者は、光のほうに来る。その行

ないが神にあってなされたことが明ら

かにされるためである。 22その後、

イエスは弟子たちと、ユダヤの地に行

き、彼らとともにそこに滞在して、バ

プテスマを授けておられた。 23一方

ヨハネもサリムに近いアイノンでバプ

テスマを授けていた。そこには水が多

かったからである。人々は次々にやっ

て来て、バプテスマを受けていた。 24

――ヨハネは、まだ投獄されていなか

ったからである。―― 25それで、ヨ

ハネの弟子たちが、あるユダヤ人とき

よめについて論議した。 26彼らはヨ

ハネのところに来て言った。「先生。

見てください。ヨルダンの向こう岸で

あなたといっしょにいて、あなたが証

言なさったあの方が、バプテスマを授

けておられます。そして、みなあの方

のほうへ行きます。」 27ヨハネは答

えて言った。「人は、天から与えられ

るのでなければ、何も受けることはで

きません。 28あなたがたこそ、『私

はキリストではなく、その前に遣わさ

れた者である。』と私が言ったことの

証人です。 29花嫁を迎える者は花婿

です。そこにいて、花婿のことばに耳

を傾けているその友人は、花婿の声を

聞いて大いに喜びます。それで、私も

その喜びで満たされているのです。 30

あの方は盛んになり私は衰えなければ

なりません。」 31上から来る方は、

すべてのものの上におられ、地から出

る者は地に属し、地のことばを話す。

天から来る方は、すべてのものの上に

おられる。 32この方は見たこと、ま

た聞いたことをあかしされるが、だれ

もそのあかしを受け入れない。 33そ

のあかしを受け入れた者は、神は真実

であるということに確認の印を押した

のである。 34神がお遣わしになった

方は、神のことばを話される。神が御

霊を無限に与えられるからである。 35

父は御子を愛しておられ、万物を御子

の手にお渡しになった。 36御子を信

じる者は永遠のいのちを持つが、御子

に聞き従わない者は、いのちを見るこ

とがなく、神の怒りがその上にとどま

る。 (aiōnios g166)

4イエスがヨハネよりも弟子を多くつ
くって、バプテスマを授けているこ

とがパリサイ人の耳にはいった。それ

を主が知られたとき、 2――イエスご

自身はバプテスマを授けておられたの

ではなく、弟子たちであったが、――

3主はユダヤを去って、またガリラヤ

へ行かれた。 4しかし、サマリヤを通

って行かなければならなかった。 5そ

れで主は、ヤコブがその子ヨセフに与

えた地所に近いスカルというサマリヤ

の町に来られた。 6そこにはヤコブの

井戸があった。イエスは旅の疲れで、

井戸のかたわらに腰をおろしておられ

た。時は六時ごろであった。 7ひとり

のサマリヤの女が水をくみに来た。イ

エスは「わたしに水を飲ませてくださ

い。」と言われた。 8弟子たちは食物

を買いに、町へ出かけていた。 9そこ

で、そのサマリヤの女は言った。「あ
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なたはユダヤ人なのに、どうしてサマ

リヤの女の私に、飲み水をお求めにな

るのですか。」――ユダヤ人はサマリ

ヤ人とつきあいをしなかったからであ

る。―― 10イエスは答えて言われた

。「もしあなたが神の賜物を知り、ま

た、あなたに水を飲ませてくれと言う

者がだれであるかを知っていたなら、

あなたのほうでその人に求めたことで

しょう。そしてその人はあなたに生け

る水を与えたことでしょう。」 11彼

女は言った。「先生。あなたはくむ物

を持っておいでにならず、この井戸は

深いのです。その生ける水をどこから

手にお入れになるのですか。 12あな

たは、私たちの先祖ヤコブよりも偉い

のでしょうか。ヤコブは私たちにこの

井戸を与え、彼自身も、彼の子たちも

家畜も、この井戸から飲んだのです。

」 13イエスは答えて言われた。「こ

の水を飲む者はだれでも、また渇きま

す。 14しかし、わたしが与える水を

飲む者はだれでも、決して渇くことが

ありません。わたしが与える水は、そ

の人のうちで泉となり、永遠のいのち

への水がわき出ます。」 (aiōn g165, aiōnios

g166) 15女はイエスに言った。「先生。

私が渇くことがなく、もうここまでく

みに来なくてもよいように、その水を

私に下さい。」 16イエスは彼女に言

われた。「行って、あなたの夫をここ

に呼んで来なさい。」 17女は答えて

言った。「私には夫はありません。」

イエスは言われた。「私には夫がない

というのは、もっともです。 18あな

たには夫が五人あったが、今あなたと

いっしょにいるのは、あなたの夫では

ないからです。あなたが言ったことは

ほんとうです。」 19女は言った。「

先生。あなたは預言者だと思います。

20私たちの先祖は、この山で礼拝しま

したが、あなたがたは、礼拝すべき場

所はエルサレムだと言われます。」 21

イエスは彼女に言われた。「わたしの

言うことを信じなさい。あなたがたが

父を礼拝するのは、この山でもなく、

エルサレムでもない、そういう時が来

ます。 22救いはユダヤ人から出るの

ですから、わたしたちは知って礼拝し

ていますが、あなたがたは知らないで

礼拝しています。 23しかし、真の礼

拝者たちが霊とまことによって父を礼

拝する時が来ます。今がその時です。

父はこのような人々を礼拝者として求

めておられるからです。 24神は霊で

すから、神を礼拝する者は、霊とまこ

とによって礼拝しなければなりません

。」 25女はイエスに言った。「私は

、キリストと呼ばれるメシヤの来られ

ることを知っています。その方が来ら

れるときには、いっさいのことを私た

ちに知らせてくださるでしょう。」 26

イエスは言われた。「あなたと話して

いるこのわたしがそれです。」 27こ

のとき、弟子たちが帰って来て、イエ

スが女の人と話しておられるのを不思

議に思った。しかし、だれも、「何を

求めておられるのですか。」とも、「

なぜ彼女と話しておられるのですか。

」とも言わなかった。 28女は、自分

の水がめを置いて町へ行き、人々に言

った。 29「来て、見てください。私

のしたこと全部を私に言った人がいる

のです。この方がキリストなのでしょ

うか。」 30そこで、彼らは町を出て

、イエスのほうへやって来た。 31そ
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のころ、弟子たちはイエスに、「先生

。召し上がってください。」とお願い

した。 32しかし、イエスは彼らに言

われた。「わたしには、あなたがたの

知らない食物があります。」 33そこ

で、弟子たちは互いに言った。「だれ

か食べる物を持って来たのだろうか。

」 34イエスは彼らに言われた。「わ

たしを遣わした方のみこころを行ない

、そのみわざを成し遂げることが、わ

たしの食物です。 35あなたがたは、

『刈り入れ時が来るまでに、まだ四か

月ある。』と言ってはいませんか。さ

あ、わたしの言うことを聞きなさい。

目を上げて畑を見なさい。色づいて、

刈り入れるばかりになっています。 36

すでに、刈る者は報酬を受け、永遠の

いのちに入れられる実を集めています

。それは蒔く者と刈る者がともに喜ぶ

ためです。 (aiōnios g166) 37こういうわけ

で、『ひとりが種を蒔き、ほかの者が

刈り取る。』ということわざは、ほん

とうなのです。 38わたしは、あなた

がたに自分で労苦しなかったものを刈

り取らせるために、あなたがたを遣わ

しました。ほかの人々が労苦して、あ

なたがたはその労苦の実を得ているの

です。」 39さて、その町のサマリヤ

人のうち多くの者が、「あの方は、私

がしたこと全部を私に言った。」と証

言したその女のことばによってイエス

を信じた。 40そこで、サマリヤ人た

ちはイエスのところに来たとき、自分

たちのところに滞在してくださるよう

に願った。そこでイエスは二日間そこ

に滞在された。 41そして、さらに多

くの人々が、イエスのことばによって

信じた。 42そして彼らはその女に言

った。「もう私たちは、あなたが話し

たことによって信じているのではあり

ません。自分で聞いて、この方がほん

とうに世の救い主だと知っているので

す。」 43さて、二日の後、イエスは

ここを去って、ガリラヤへ行かれた。

44イエスご自身が、「預言者は自分の

故郷では尊ばれない。」と証言してお

られたからである。 45そういうわけ

で、イエスがガリラヤに行かれたとき

、ガリラヤ人はイエスを歓迎した。彼

らも祭りに行っていたので、イエスが

祭りの間にエルサレムでなさったすべ

てのことを見ていたからである。 46

イエスは再びガリラヤのカナに行かれ

た。そこは、かつて水をぶどう酒にさ

れた所である。さて、カペナウムに病

気の息子がいる王室の役人がいた。 47

この人は、イエスがユダヤからガリラ

ヤに来られたと聞いて、イエスのとこ

ろへ行き、下って来て息子をいやして

くださるように願った。息子が死にか

かっていたからである。 48そこで、

イエスは彼に言われた。「あなたがた

は、しるしと不思議を見ないかぎり、

決して信じない。」 49その王室の役

人はイエスに言った。「主よ。どうか

私の子どもが死なないうちに下って来

てください。」 50イエスは彼に言わ

れた。「帰って行きなさい。あなたの

息子は直っています。」その人はイエ

スが言われたことばを信じて、帰途に

ついた。 51彼が下って行く途中、そ

のしもべたちが彼に出会って、彼の息

子が直ったことを告げた。 52そこで

子どもがよくなった時刻を彼らに尋ね

ると、「きのう、七時に熱がひきまし

た。」と言った。 53それで父親は、
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イエスが「あなたの息子は直っている

。」と言われた時刻と同じであること

を知った。そして彼自身と彼の家の者

がみな信じた。 54イエスはユダヤを

去ってガリラヤにはいられてから、ま

たこのことを第二のしるしとして行な

われたのである。

5その後、ユダヤ人の祭りがあって、
イエスはエルサレムに上られた。 2

さて、エルサレムには、羊の門の近く

に、ヘブル語でベテスダと呼ばれる池

があって、五つの回廊がついていた。

3その中に大ぜいの病人、盲人、足な

え、やせ衰えた者が伏せっていた。 4

そこに、三十八年もの間、病気にかか

っている人がいた。 6イエスは彼が伏

せっているのを見、それがもう長い間

のことなのを知って、彼に言われた。

「よくなりたいか。」 7病人は答えた

。「主よ。私には、水がかき回された

とき、池の中に私を入れてくれる人が

いません。行きかけると、もうほかの

人が先に降りて行くのです。」 8イエ

スは彼に言われた。「起きて、床を取

り上げて歩きなさい。」 9すると、そ

の人はすぐに直って、床を取り上げて

歩き出した。ところが、その日は安息

日であった。 10そこでユダヤ人たち

は、そのいやされた人に言った。「き

ょうは安息日だ。床を取り上げてはい

けない。」 11しかし、その人は彼ら

に答えた。「私を直してくださった方

が、『床を取り上げて歩け。』と言わ

れたのです。」 12彼らは尋ねた。「

『取り上げて歩け。』と言った人はだ

れだ。」 13しかし、いやされた人は

、それがだれであるか知らなかった。

人が大ぜいそこにいる間に、イエスは

立ち去られたからである。 14その後

、イエスは宮の中で彼を見つけて言わ

れた。「見なさい。あなたはよくなっ

た。もう罪を犯してはなりません。そ

うでないともっと悪い事があなたの身

に起こるから。」 15その人は行って

、ユダヤ人たちに、自分を直してくれ

た方はイエスだと告げた。 16このた

めユダヤ人たちは、イエスを迫害した

。イエスが安息日にこのようなことを

しておられたからである。 17イエス

は彼らに答えられた。「わたしの父は

今に至るまで働いておられます。です

からわたしも働いているのです。」 18

このためユダヤ人たちは、ますますイ

エスを殺そうとするようになった。イ

エスが安息日を破っておられただけで

なく、ご自身を神と等しくして、神を

自分の父と呼んでおられたからである

。 19そこで、イエスは彼らに答えて

言われた。「まことに、まことに、あ

なたがたに告げます。子は、父がして

おられることを見て行なう以外には、

自分からは何事も行なうことができま

せん。父がなさることは何でも、子も

同様に行なうのです。 20それは、父

が子を愛して、ご自分のなさることを

みな、子にお示しになるからです。ま

た、これよりもさらに大きなわざを子

に示されます。それは、あなたがたが

驚き怪しむためです。 21父が死人を

生かし、いのちをお与えになるように

、子もまた、与えたいと思う者にいの

ちを与えます。 22また、父はだれを

もさばかず、すべてのさばきを子にゆ

だねられました。 23それは、すべて

の者が、父を敬うように子を敬うため

です。子を敬わない者は、子を遣わし
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た父をも敬いません。 24まことに、

まことに、あなたがたに告げます。わ

たしのことばを聞いて、わたしを遣わ

した方を信じる者は、永遠のいのちを

持ち、さばきに会うことがなく、死か

らいのちに移っているのです。 (aiōnios

g166) 25まことに、まことに、あなたが

たに告げます。死人が神の子の声を聞

く時が来ます。今がその時です。そし

て、聞く者は生きるのです。 26それ

は、父がご自分のうちにいのちを持っ

ておられるように、子にも、自分のう

ちにいのちを持つようにしてくださっ

たからです。 27また、父はさばきを

行なう権を子に与えられました。子は

人の子だからです。 28このことに驚

いてはなりません。墓の中にいる者が

みな、子の声を聞いて出て来る時が来

ます。 29善を行なった者は、よみが

えっていのちを受け、悪を行なった者

は、よみがえってさばきを受けるので

す。 30わたしは、自分からは何事も

行なうことができません。ただ聞くと

おりにさばくのです。そして、わたし

のさばきは正しいのです。わたし自身

の望むことを求めず、わたしを遣わし

た方のみこころを求めるからです。 31

もしわたしだけが自分のことを証言す

るのなら、わたしの証言は真実ではあ

りません。 32わたしについて証言す

る方がほかにあるのです。その方のわ

たしについて証言される証言が真実で

あることは、わたしが知っています。

33あなたがたは、ヨハネのところに人

をやりましたが、彼は真理について証

言しました。 34といっても、わたし

は人の証言を受けるのではありません

。わたしは、あなたがたが救われるた

めに、そのことを言うのです。 35彼

は燃えて輝くともしびであり、あなた

がたはしばらくの間、その光の中で楽

しむことを願ったのです。 36しかし

、わたしにはヨハネの証言よりもすぐ

れた証言があります。父がわたしに成

し遂げさせようとしてお与えになった

わざ、すなわちわたしが行なっている

わざそのものが、わたしについて、父

がわたしを遣わしたことを証言してい

るのです。 37また、わたしを遣わし

た父ご自身がわたしについて証言して

おられます。あなたがたは、まだ一度

もその御声を聞いたこともなく、御姿

を見たこともありません。 38また、

そのみことばをあなたがたのうちにと

どめてもいません。父が遣わした者を

あなたがたが信じないからです。 39

あなたがたは、聖書の中に永遠のいの

ちがあると思うので、聖書を調べてい

ます。その聖書が、わたしについて証

言しているのです。 (aiōnios g166) 40それ

なのに、あなたがたは、いのちを得る

ためにわたしのもとに来ようとはしま

せん。 41わたしは人からの栄誉は受

けません。 42ただ、わたしはあなた

がたを知っています。あなたがたのう

ちには、神の愛がありません。 43わ

たしはわたしの父の名によって来まし

たが、あなたがたはわたしを受け入れ

ません。ほかの人がその人自身の名に

おいて来れば、あなたがたはその人を

受け入れるのです。 44互いの栄誉は

受けても、唯一の神からの栄誉を求め

ないあなたがたは、どうして信じるこ

とができますか。 45わたしが、父の

前にあなたがたを訴えようとしている

と思ってはなりません。あなたがたを
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訴える者は、あなたがたが望みをおい

ているモーセです。 46もしあなたが

たがモーセを信じているのなら、わた

しを信じたはずです。モーセが書いた

のはわたしのことだからです。 47し

かし、あなたがたがモーセの書を信じ

ないのであれば、どうしてわたしのこ

とばを信じるでしょう。」

6その後、イエスはガリラヤの湖、す
なわち、テベリヤの湖の向こう岸へ

行かれた。 2大ぜいの人の群れがイエ

スにつき従っていた。それはイエスが

病人たちになさっていたしるしを見た

からである。 3イエスは山に登り、弟

子たちとともにそこにすわられた。 4

さて、ユダヤ人の祭りである過越が間

近になっていた。 5イエスは目を上げ

て、大ぜいの人の群れがご自分のほう

に来るのを見て、ピリポに言われた。

「どこからパンを買って来て、この人

々に食べさせようか。」 6もっとも、

イエスは、ピリポをためしてこう言わ

れたのであった。イエスは、ご自分で

は、しようとしていることを知ってお

られたからである。 7ピリポはイエス

に答えた。「めいめいが少しずつ取る

にしても、二百デナリのパンでは足り

ません。」 8弟子のひとりシモン・ペ

テロの兄弟アンデレがイエスに言った

。 9「ここに少年が大麦のパンを五つ

と小さい魚を二匹持っています。しか

し、こんなに大ぜいの人々では、それ

が何になりましょう。」 10イエスは

言われた。「人々をすわらせなさい。

」その場所には草が多かった。そこで

男たちはすわった。その数はおよそ五

千人であった。 11そこで、イエスは

パンを取り、感謝をささげてから、す

わっている人々に分けてやられた。ま

た、小さい魚も同じようにして、彼ら

にほしいだけ分けられた。 12そして

、彼らが十分食べたとき、弟子たちに

言われた。「余ったパン切れを、一つ

もむだに捨てないように集めなさい。

」 13彼らは集めてみた。すると、大

麦のパン五つから出て来たパン切れを

、人々が食べたうえ、なお余ったもの

で十二のかごがいっぱいになった。 14

人々は、イエスのなさったしるしを見

て、「まことに、この方こそ、世に来

られるはずの預言者だ。」と言った。

15そこで、イエスは、人々が自分を王

とするために、むりやりに連れて行こ

うとしているのを知って、ただひとり

、また山に退かれた。 16夕方になっ

て、弟子たちは湖畔に降りて行った。

17そして、舟に乗り込み、カペナウム

のほうへ湖を渡っていた。すでに暗く

なっていたが、イエスはまだ彼らのと

ころに来ておられなかった。 18湖は

吹きまくる強風に荒れ始めた。 19こ

うして、四、五千メートルほどこぎ出

したころ、彼らは、イエスが湖の上を

歩いて舟に近づいて来られるのを見て

、恐れた。 20しかし、イエスは彼ら

に言われた。「わたしだ。恐れること

はない。」 21それで彼らは、イエス

を喜んで舟に迎えた。舟はほどなく目

的の地に着いた。 22その翌日、湖の

向こう岸にいた群衆は、そこには小舟

が一隻あっただけで、ほかにはなかっ

たこと、また、その舟にイエスは弟子

たちといっしょに乗られないで、弟子

たちだけが行ったということに気づい

た。 23しかし、主が感謝をささげら

れてから、人々がパンを食べた場所の
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近くに、テベリヤから数隻の小舟が来

た。 24群衆は、イエスがそこにおら

れず、弟子たちもいないことを知ると

、自分たちもその小舟に乗り込んで、

イエスを捜してカペナウムに来た。 25

そして湖の向こう側でイエスを見つけ

たとき、彼らはイエスに言った。「先

生。いつここにおいでになりましたか

。」 26イエスは答えて言われた。「

まことに、まことに、あなたがたに告

げます。あなたがたがわたしを捜して

いるのは、しるしを見たからではなく

、パンを食べて満腹したからです。 27

なくなる食物のためではなく、いつま

でも保ち、永遠のいのちに至る食物の

ために働きなさい。それこそ、人の子

があなたがたに与えるものです。この

人の子を父すなわち神が認証されたか

らです。」 (aiōnios g166) 28すると彼らは

イエスに言った。「私たちは、神のわ

ざを行なうために、何をすべきでしょ

うか。」 29イエスは答えて言われた

。「あなたがたが、神が遣わした者を

信じること、それが神のわざです。」

30そこで彼らはイエスに言った。「そ

れでは、私たちが見てあなたを信じる

ために、しるしとして何をしてくださ

いますか。どのようなことをなさいま

すか。 31私たちの先祖は、荒野でマ

ナを食べました。『彼は彼らに天から

パンを与えて食べさせた。』と書いて

あるとおりです。」 32イエスは彼ら

に言われた。「まことに、まことに、

あなたがたに告げます。モーセはあな

たがたに天からのパンを与えたのでは

ありません。しかし、わたしの父は、

あなたがたに天からまことのパンをお

与えになります。 33というのは、神

のパンは、天から下って来て、世にい

のちを与えるものだからです。」 34

そこで彼らはイエスに言った。「主よ

。いつもそのパンを私たちにお与えく

ださい。」 35イエスは言われた。「

わたしがいのちのパンです。わたしに

来る者は決して飢えることがなく、わ

たしを信じる者はどんなときにも、決

して渇くことがありません。 36しか

し、あなたがたはわたしを見ながら信

じようとしないと、わたしはあなたが

たに言いました。 37父がわたしにお

与えになる者はみな、わたしのところ

に来ます。そしてわたしのところに来

る者を、わたしは決して捨てません。

38わたしが天から下って来たのは、自

分のこころを行なうためではなく、わ

たしを遣わした方のみこころを行なう

ためです。 39わたしを遣わした方の

みこころは、わたしに与えてくださっ

たすべての者を、わたしがひとりも失

うことなく、ひとりひとりを終わりの

日によみがえらせることです。 40事

実、わたしの父のみこころは、子を見

て信じる者がみな永遠のいのちを持つ

ことです。わたしはその人たちをひと

りひとり終わりの日によみがえらせま

す。」 (aiōnios g166) 41ユダヤ人たちは、

イエスが「わたしは天から下って来た

パンである。」と言われたので、イエ

スについてつぶやいた。 42彼らは言

った。「あれはヨセフの子で、われわ

れはその父も母も知っている、そのイ

エスではないか。どうしていま彼は『

わたしは天から下って来た。』と言う

のか。」 43イエスは彼らに答えて言

われた。「互いにつぶやくのはやめな

さい。 44わたしを遣わした父が引き
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寄せられないかぎり、だれもわたしの

ところに来ることはできません。わた

しは終わりの日にその人をよみがえら

せます。 45預言者の書に、『そして

、彼らはみな神によって教えられる。

』と書かれていますが、父から聞いて

学んだ者はみな、わたしのところに来

ます。 46だれも神を見た者はありま

せん。ただ神から出た者、すなわち、

この者だけが、父を見たのです。 47

まことに、まことに、あなたがたに告

げます。信じる者は永遠のいのちを持

ちます。 (aiōnios g166) 48わたしはいのち

のパンです。 49あなたがたの先祖は

荒野でマナを食べたが、死にました。

50しかし、これは天から下って来たパ

ンで、それを食べると死ぬことがない

のです。 51わたしは、天から下って

来た生けるパンです。だれでもこのパ

ンを食べるなら、永遠に生きます。ま

たわたしが与えようとするパンは、世

のいのちのための、わたしの肉です。

」 (aiōn g165) 52すると、ユダヤ人たちは

、「この人は、どのようにしてその肉

を私たちに与えて食べさせることがで

きるのか。」と言って互いに議論し合

った。 53イエスは彼らに言われた。

「まことに、まことに、あなたがたに

告げます。人の子の肉を食べ、またそ

の血を飲まなければ、あなたがたのう

ちに、いのちはありません。 54わた

しの肉を食べ、わたしの血を飲む者は

、永遠のいのちを持っています。わた

しは終わりの日にその人をよみがえら

せます。 (aiōnios g166) 55わたしの肉はま

ことの食物、わたしの血はまことの飲

み物だからです。 56わたしの肉を食

べ、わたしの血を飲む者は、わたしの

うちにとどまり、わたしも彼のうちに

とどまります。 57生ける父がわたし

を遣わし、わたしが父によって生きて

いるように、わたしを食べる者も、わ

たしによって生きるのです。 58これ

は、天から下って来たパンです。あな

たがたの先祖が食べて死んだようなも

のではありません。このパンを食べる

者は永遠に生きます。」 (aiōn g165) 59こ

れは、イエスがカペナウムで教えられ

たとき、会堂で話されたことである。

60そこで、弟子たちのうちの多くの者

が、これを聞いて言った。「これはひ

どいことばだ。そんなことをだれが聞

いておられようか。」 61しかし、イ

エスは、弟子たちがこうつぶやいてい

るのを、知っておられ、彼らに言われ

た。「このことであなたがたはつまず

くのか。 62それでは、もし人の子が

もといた所に上るのを見たら、どうな

るのか。 63いのちを与えるのは御霊

です。肉は何の益ももたらしません。

わたしがあなたがたに話したことばは

、霊であり、またいのちです。 64し

かし、あなたがたのうちには信じない

者がいます。」――イエスは初めから

、信じない者がだれであるか、裏切る

者がだれであるかを、知っておられた

のである。―― 65そしてイエスは言

われた。「それだから、わたしはあな

たがたに、『父のみこころによるので

ないかぎり、だれもわたしのところに

来ることはできない。』と言ったので

す。」 66こういうわけで、弟子たち

のうちの多くの者が離れ去って行き、

もはやイエスとともに歩かなかった。

67そこで、イエスは十二弟子に言われ

た。「まさか、あなたがたも離れたい
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と思うのではないでしょう。」 68す

ると、シモン・ペテロが答えた。「主

よ。私たちがだれのところに行きまし

ょう。あなたは、永遠のいのちのこと

ばを持っておられます。 (aiōnios g166) 69

私たちは、あなたが神の聖者であるこ

とを信じ、また知っています。」 70

イエスは彼らに答えられた。「わたし

があなたがた十二人を選んだのではあ

りませんか。しかしそのうちのひとり

は悪魔です。」 71イエスはイスカリ

オテ・シモンの子ユダのことを言われ

たのであった。このユダは十二弟子の

ひとりであったが、イエスを売ろうと

していた。

7その後、イエスはガリラヤを巡って
おられた。それは、ユダヤ人たちが

イエスを殺そうとしていたので、ユダ

ヤを巡りたいとは思われなかったから

である。 2さて、仮庵の祭りというユ

ダヤ人の祝いが近づいていた。 3そこ

で、イエスの兄弟たちはイエスに向か

って言った。「あなたの弟子たちもあ

なたがしているわざを見ることができ

るように、ここを去ってユダヤに行き

なさい。 4自分から公の場に出たいと

思いながら、隠れた所で事を行なう者

はありません。あなたがこれらの事を

行なうのなら、自分を世に現わしなさ

い。」 5兄弟たちもイエスを信じてい

なかったのである。 6そこでイエスは

彼らに言われた。「わたしの時はまだ

来ていません。しかし、あなたがたの

時はいつでも来ているのです。 7世は

あなたがたを憎むことはできません。

しかしわたしを憎んでいます。わたし

が、世について、その行ないが悪いこ

とをあかしするからです。 8あなたが

たは祭りに上って行きなさい。わたし

はこの祭りには行きません。わたしの

時がまだ満ちていないからです。」 9

こう言って、イエスはガリラヤにとど

まられた。 10しかし、兄弟たちが祭

りに上ったとき、イエスご自身も、公

にではなく、いわば内密に上って行か

れた。 11ユダヤ人たちは、祭りのと

き、「あの方はどこにおられるのか。

」と言って、イエスを捜していた。 12

そして群衆の間には、イエスについて

、いろいろとひそひそ話がされていた

。「良い人だ。」と言う者もあり、「

違う。群衆を惑わしているのだ。」と

言う者もいた。 13しかし、ユダヤ人

たちを恐れたため、イエスについて公

然と語る者はひとりもいなかった。 14

しかし、祭りもすでに中ごろになった

とき、イエスは宮に上って教え始めら

れた。 15ユダヤ人たちは驚いて言っ

た。「この人は正規に学んだことがな

いのに、どうして学問があるのか。」

16そこでイエスは彼らに答えて言われ

た。「わたしの教えは、わたしのもの

ではなく、わたしを遣わした方のもの

です。 17だれでも神のみこころを行

なおうと願うなら、その人には、この

教えが神から出たものか、わたしが自

分から語っているのかがわかります。

18自分から語る者は、自分の栄光を求

めます。しかし自分を遣わした方の栄

光を求める者は真実であり、その人に

は不正がありません。 19モーセがあ

なたがたに律法を与えたではありませ

んか。それなのに、あなたがたはだれ

も、律法を守っていません。あなたが

たは、なぜわたしを殺そうとするので

すか。」 20群衆は答えた。「あなた
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は悪霊につかれています。だれがあな

たを殺そうとしているのですか。」 21

イエスは彼らに答えて言われた。「わ

たしは一つのわざをしました。それで

あなたがたはみな驚いています。 22

モーセはこのためにあなたがたに割礼

を与えました。――ただし、それはモ

ーセから始まったのではなく、先祖た

ちからです。――それで、あなたがた

は安息日にも人に割礼を施しています

。 23もし、人がモーセの律法が破ら

れないようにと、安息日にも割礼を受

けるのなら、わたしが安息日に人の全

身をすこやかにしたからといって、何

でわたしに腹を立てるのですか。 24

うわべによって人をさばかないで、正

しいさばきをしなさい。」 25そこで

、エルサレムのある人たちが言った。

「この人は、彼らが殺そうとしている

人ではないか。 26見なさい。この人

は公然と語っているのに、彼らはこの

人に何も言わない。議員たちは、この

人がキリストであることを、ほんとう

に知ったのだろうか。 27けれども、

私たちはこの人がどこから来たのか知

っている。しかし、キリストが来られ

るとき、それが、どこからか知ってい

る者はだれもいないのだ。」 28イエ

スは、宮で教えておられるとき、大声

をあげて言われた。「あなたがたはわ

たしを知っており、また、わたしがど

こから来たかも知っています。しかし

、わたしは自分で来たのではありませ

ん。わたしを遣わした方は真実です。

あなたがたは、その方を知らないので

す。 29わたしはその方を知っていま

す。なぜなら、わたしはその方から出

たのであり、その方がわたしを遣わし

たからです。」 30そこで人々はイエ

スを捕えようとしたが、しかし、だれ

もイエスに手をかけた者はなかった。

イエスの時が、まだ来ていなかったか

らである。 31群衆のうちの多くの者

がイエスを信じて言った。「キリスト

が来られても、この方がしているより

も多くのしるしを行なわれるだろうか

。」 32パリサイ人は、群衆がイエス

についてこのようなことをひそひそと

話しているのを耳にした。それで祭司

長、パリサイ人たちは、イエスを捕え

ようとして、役人たちを遣わした。 33

そこでイエスは言われた。「まだしば

らくの間、わたしはあなたがたといっ

しょにいて、それから、わたしを遣わ

した方のもとに行きます。 34あなた

がたはわたしを捜しますが、見いだす

ことはありません。また、わたしがい

る所に、あなたがたは来ることができ

ません。」 35そこで、ユダヤ人たち

は互いに言った。「私たちには、見つ

からないという。それならあの人はど

こへ行こうとしているのか。まさかギ

リシヤ人の中に離散している人々のと

ころへ行って、ギリシヤ人を教えるつ

もりではあるまい。 36『あなたがた

はわたしを捜すが、見いだすことはな

い。』また『わたしのいる所にあなた

がたは来ることができない。』とあの

人が言ったこのことばは、どういう意

味だろうか。」 37さて、祭りの終わ

りの大いなる日に、イエスは立って、

大声で言われた。「だれでも渇いてい

るなら、わたしのもとに来て飲みなさ

い。 38わたしを信じる者は、聖書が

言っているとおりに、その人の心の奥

底から、生ける水の川が流れ出るよう
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になる。」 39これは、イエスを信じ

る者が後になってから受ける御霊のこ

とを言われたのである。イエスはまだ

栄光を受けておられなかったので、御

霊はまだ注がれていなかったからであ

る。 40このことばを聞いて、群衆の

うちのある者は、「あの方は、確かに

あの預言者なのだ。」と言い、 41ま

たある者は、「この方はキリストだ。

」と言った。またある者は言った。「

まさか、キリストはガリラヤからは出

ないだろう。 42キリストはダビデの

子孫から、またダビデがいたベツレヘ

ムの村から出る、と聖書が言っている

ではないか。」 43そこで、群衆の間

にイエスのことで分裂が起こった。 44

その中にはイエスを捕えたいと思った

者もいたが、イエスに手をかけた者は

なかった。 45それから役人たちは祭

司長、パリサイ人たちのもとに帰って

来た。彼らは役人たちに言った。「な

ぜあの人を連れて来なかったのか。」

46役人たちは答えた。「あの人が話す

ように話した人は、いまだかつてあり

ません。」 47すると、パリサイ人が

答えた。「おまえたちも惑わされてい

るのか。 48議員とかパリサイ人のう

ちで、だれかイエスを信じた者があっ

たか。 49だが、律法を知らないこの

群衆は、のろわれている。」 50彼ら

のうちのひとりで、イエスのもとに来

たことのあるニコデモが彼らに言った

。 51「私たちの律法では、まずその

人から直接聞き、その人が何をしてい

るのか知ったうえでなければ、判決を

下さないのではないか。」 52彼らは

答えて言った。「あなたもガリラヤの

出身なのか。調べてみなさい。ガリラ

ヤから預言者は起こらない。」 53［

そして人々はそれぞれ家に帰った。

8イエスはオリーブ山に行かれた。 2

そして、朝早く、イエスはもう一度

宮にはいられた。民衆はみな、みもと

に寄って来た。イエスはすわって、彼

らに教え始められた。 3すると、律法

学者とパリサイ人が、姦淫の場で捕え

られたひとりの女を連れて来て、真中

に置いてから、 4イエスに言った。「

先生。この女は姦淫の現場でつかまえ

られたのです。 5モーセは律法の中で

、こういう女を石打ちにするように命

じています。ところで、あなたは何と

言われますか。」 6彼らはイエスをた

めしてこう言ったのである。それは、

イエスを告発する理由を得るためであ

った。しかし、イエスは身をかがめて

、指で地面に書いておられた。 7けれ

ども、彼らが問い続けてやめなかった

ので、イエスは身を起こして言われた

。「あなたがたのうちで罪のない者が

、最初に彼女に石を投げなさい。」 8

そしてイエスは、もう一度身をかがめ

て、地面に書かれた。 9彼らはそれを

聞くと、年長者たちから始めて、ひと

りひとり出て行き、イエスがひとり残

された。女はそのままそこにいた。 10

イエスは身を起こして、その女に言わ

れた。「婦人よ。あの人たちは今どこ

にいますか。あなたを罪に定める者は

なかったのですか。」 11彼女は言っ

た。「だれもいません。」そこで、イ

エスは言われた。「わたしもあなたを

罪に定めない。行きなさい。今からは

決して罪を犯してはなりません。」］

12イエスはまた彼らに語って言われた

。「わたしは、世の光です。わたしに
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従う者は、決してやみの中を歩むこと

がなく、いのちの光を持つのです。」

13そこでパリサイ人はイエスに言った

。「あなたは自分のことを自分で証言

しています。だから、あなたの証言は

真実ではありません。」 14イエスは

答えて、彼らに言われた。「もしこの

わたしが自分のことを証言するなら、

その証言は真実です。わたしは、わた

しがどこから来たか、また、どこへ行

くかを知っているからです。しかしあ

なたがたは、わたしがどこから来たの

か、またどこへ行くのか知りません。

15あなたがたは肉によってさばきます

。わたしはだれをもさばきません。 16

しかし、もしわたしがさばくなら、そ

のさばきは正しいのです。なぜなら、

わたしひとりではなく、わたしとわた

しを遣わした方とがさばくのだからで

す。 17あなたがたの律法にも、ふた

りの証言は真実であると書かれていま

す。 18わたしが自分の証人であり、

また、わたしを遣わした父が、わたし

についてあかしされます。」 19する

と、彼らはイエスに言った。「あなた

の父はどこにいるのですか。」イエス

は答えられた。「あなたがたは、わた

しをも、わたしの父をも知りません。

もし、あなたがたがわたしを知ってい

たなら、わたしの父をも知っていたで

しょう。」 20イエスは宮で教えられ

たとき、献金箱のある所でこのことを

話された。しかし、だれもイエスを捕

えなかった。イエスの時がまだ来てい

なかったからである。 21イエスはま

た彼らに言われた。「わたしは去って

行きます。あなたがたはわたしを捜す

けれども、自分の罪の中で死にます。

わたしが行く所に、あなたがたは来る

ことができません。」 22そこで、ユ

ダヤ人たちは言った。「あの人は『わ

たしが行く所に、あなたがたは来るこ

とができない。』と言うが、自殺する

つもりなのか。」 23それでイエスは

彼らに言われた。「あなたがたが来た

のは下からであり、わたしが来たのは

上からです。あなたがたはこの世の者

であり、わたしはこの世の者ではあり

ません。 24それでわたしは、あなた

がたが自分の罪の中で死ぬと、あなた

がたに言ったのです。もしあなたがた

が、わたしのことを信じなければ、あ

なたがたは自分の罪の中で死ぬのです

。」 25そこで、彼らはイエスに言っ

た。「あなたはだれですか。」イエス

は言われた。「初めからわたしがあな

たがたに話して来たことは何でしたか

。 26あなたがたについて言うべきこ

と、さばくべきことがたくさんありま

す。しかし、わたしを遣わした方は真

実であって、わたしはその方から聞い

たことをそのまま世に告げるのです。

」 27彼らは、イエスが父のことを語

っておられたことを悟らなかった。 28

イエスは言われた。「あなたがたが人

の子を上げてしまうと、その時、あな

たがたは、わたしが何であるか、また

、わたしがわたし自身からは何事もせ

ず、ただ父がわたしに教えられたとお

りに、これらのことを話していること

を、知るようになります。 29わたし

を遣わした方はわたしとともにおられ

ます。わたしをひとり残されることは

ありません。わたしがいつも、そのみ

こころにかなうことを行なうからです

。」 30イエスがこれらのことを話し
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ておられると、多くの者がイエスを信

じた。 31そこでイエスは、その信じ

たユダヤ人たちに言われた。「もしあ

なたがたが、わたしのことばにとどま

るなら、あなたがたはほんとうにわた

しの弟子です。 32そして、あなたが

たは真理を知り、真理はあなたがたを

自由にします。」 33彼らはイエスに

答えた。「私たちはアブラハムの子孫

であって、決してだれの奴隷になった

こともありません。あなたはどうして

、『あなたがたは自由になる。』と言

われるのですか。」 34イエスは彼ら

に答えられた。「まことに、まことに

、あなたがたに告げます。罪を行なっ

ている者はみな、罪の奴隷です。 35

奴隷はいつまでも家にいるのではあり

ません。しかし、息子はいつまでもい

ます。 (aiōn g165) 36ですから、もし子が

あなたがたを自由にするなら、あなた

がたはほんとうに自由なのです。 37

わたしは、あなたがたがアブラハムの

子孫であることを知っています。しか

しあなたがたはわたしを殺そうとして

います。わたしのことばが、あなたが

たのうちにはいっていないからです。

38わたしは父のもとで見たことを話し

ています。ところが、あなたがたは、

あなたがたの父から示されたことを行

なうのです。」 39彼らは答えて言っ

た。「私たちの父はアブラハムです。

」イエスは彼らに言われた。「あなた

がたがアブラハムの子どもなら、アブ

ラハムのわざを行ないなさい。 40と

ころが今あなたがたは、神から聞いた

真理をあなたがたに話しているこのわ

たしを、殺そうとしています。アブラ

ハムはそのようなことはしなかったの

です。 41あなたがたは、あなたがた

の父のわざを行なっています。」彼ら

は言った。「私たちは不品行によって

生まれた者ではありません。私たちに

はひとりの父、神があります。」 42

イエスは言われた。「神がもしあなた

がたの父であるなら、あなたがたはわ

たしを愛するはずです。なぜなら、わ

たしは神から出て来てここにいるから

です。わたしは自分で来たのではなく

、神がわたしを遣わしたのです。 43

あなたがたは、なぜわたしの話してい

ることがわからないのでしょう。それ

は、あなたがたがわたしのことばに耳

を傾けることができないからです。 44

あなたがたは、あなたがたの父である

悪魔から出た者であって、あなたがた

の父の欲望を成し遂げたいと願ってい

るのです。悪魔は初めから人殺しであ

り、真理に立ってはいません。彼のう

ちには真理がないからです。彼が偽り

を言うときは、自分にふさわしい話し

方をしているのです。なぜなら彼は偽

り者であり、また偽りの父であるから

です。 45しかし、このわたしは真理

を話しているために、あなたがたはわ

たしを信じません。 46あなたがたの

うちだれか、わたしに罪があると責め

る者がいますか。わたしが真理を話し

ているなら、なぜわたしを信じないの

ですか。 47神から出た者は、神のこ

とばに聞き従います。ですから、あな

たがたが聞き従わないのは、あなたが

たが神から出た者でないからです。」

48ユダヤ人たちは答えて、イエスに言

った。「私たちが、あなたはサマリヤ

人で、悪霊につかれていると言うのは

当然ではありませんか。」 49イエス
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は答えられた。「わたしは悪霊につか

れてはいません。わたしは父を敬って

います。しかしあなたがたは、わたし

を卑しめています。 50しかし、わた

しはわたしの栄誉を求めません。それ

をお求めになり、さばきをなさる方が

おられます。 51まことに、まことに

、あなたがたに告げます。だれでもわ

たしのことばを守るならば、その人は

決して死を見ることがありません。」

(aiōn g165) 52ユダヤ人たちはイエスに言

った。「あなたが悪霊につかれている

ことが、今こそわかりました。アブラ

ハムは死に、預言者たちも死にました

。しかし、あなたは、『だれでもわた

しのことばを守るならば、その人は決

して死を味わうことがない。』と言う

のです。 (aiōn g165) 53あなたは、私たち

の父アブラハムよりも偉大なのですか

。そのアブラハムは死んだのです。預

言者たちもまた死にました。あなたは

、自分自身をだれだと言うのですか。

」 54イエスは答えられた。「わたし

がもし自分自身に栄光を帰するなら、

わたしの栄光はむなしいものです。わ

たしに栄光を与える方は、わたしの父

です。この方のことを、あなたがたは

『私たちの神である。』と言っていま

す。 55けれどもあなたがたはこの方

を知ってはいません。しかし、わたし

は知っています。もしわたしがこの方

を知らないと言うなら、わたしはあな

たがたと同様に偽り者となるでしょう

。しかし、わたしはこの方を知ってお

り、そのみことばを守っています。 56

あなたがたの父アブラハムは、わたし

の日を見ることを思って大いに喜びま

した。彼はそれを見て、喜んだのです

。」 57そこで、ユダヤ人たちはイエ

スに向かって言った。「あなたはまだ

五十歳になっていないのにアブラハム

を見たのですか。」 58イエスは彼ら

に言われた。「まことに、まことに、

あなたがたに告げます。アブラハムが

生まれる前から、わたしはいるのです

。」 59すると彼らは石を取ってイエ

スに投げつけようとした。しかし、イ

エスは身を隠して、宮から出て行かれ

た。

9またイエスは道の途中で、生まれつ
きの盲人を見られた。 2弟子たちは

彼についてイエスに質問して言った。

「先生。彼が盲目に生まれついたのは

、だれが罪を犯したからですか。この

人ですか。その両親ですか。」 3イエ

スは答えられた。「この人が罪を犯し

たのでもなく、両親でもありません。

神のわざがこの人に現われるためです

。 4わたしたちは、わたしを遣わした

方のわざを、昼の間に行なわなければ

なりません。だれも働くことのできな

い夜が来ます。 5わたしが世にいる間

、わたしは世の光です。」 6イエスは

、こう言ってから、地面につばきをし

て、そのつばきで泥を作られた。そし

てその泥を盲人の目に塗って言われた

。 7「行って、シロアム（訳して言え

ば、遣わされた者）の池で洗いなさい

。」そこで、彼は行って、洗った。す

ると、見えるようになって、帰って行

った。 8近所の人たちや、前に彼がこ

じきをしていたのを見ていた人たちが

言った。「これはすわって物ごいをし

ていた人ではないか。」 9ほかの人は

、「これはその人だ。」と言い、また

ほかの人は、「そうではない。ただそ
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の人に似ているだけだ。」と言った。

当人は、「私がその人です。」と言っ

た。 10そこで、彼らは言った。「そ

れでは、あなたの目はどのようにして

あいたのですか。」 11彼は答えた。

「イエスという方が、泥を作って、私

の目に塗り、『シロアムの池に行って

洗いなさい。』と私に言われました。

それで、行って洗うと、見えるように

なりました。」 12また彼らは彼に言

った。「その人はどこにいるのですか

。」彼は「私は知りません。」と言っ

た。 13彼らは、前に盲目であったそ

の人を、パリサイ人たちのところに連

れて行った。 14ところで、イエスが

泥を作って彼の目をあけられたのは、

安息日であった。 15こういうわけで

もう一度、パリサイ人も彼に、どのよ

うにして見えるようになったかを尋ね

た。彼は言った。「あの方が私の目に

泥を塗ってくださって、私が洗いまし

た。私はいま見えるのです。」 16す

ると、パリサイ人の中のある人々が、

「その人は神から出たのではない。安

息日を守らないからだ。」と言った。

しかし、ほかの者は言った。「罪人で

ある者に、どうしてこのようなしるし

を行なうことができよう。」そして、

彼らの間に、分裂が起こった。 17そ

こで彼らはもう一度、盲人に言った。

「あの人が目をあけてくれたことで、

あの人を何だと思っているのか。」彼

は言った。「あの方は預言者です。」

18しかしユダヤ人たちは、目が見える

ようになったこの人について、彼が盲

目であったが見えるようになったとい

うことを信ぜず、ついにその両親を呼

び出して、 19尋ねて言った。「この

人はあなたがたの息子で、生まれつき

盲目だったとあなたがたが言っている

人ですか。それでは、どうしていま見

えるのですか。」 20そこで両親は答

えた。「私たちは、これが私たちの息

子で、生まれつき盲目だったことを知

っています。 21しかし、どのように

していま見えるのかは知りません。ま

た、だれがあれの目をあけたのか知り

ません。あれに聞いてください。あれ

はもうおとなです。自分のことは自分

で話すでしょう。」 22彼の両親がこ

う言ったのは、ユダヤ人たちを恐れた

からであった。すでにユダヤ人たちは

、イエスをキリストであると告白する

者があれば、その者を会堂から追放す

ると決めていたからである。 23その

ために彼の両親は、「あれはもうおと

なです。あれに聞いてください。」と

言ったのである。 24そこで彼らは、

盲目であった人をもう一度呼び出して

言った。「神に栄光を帰しなさい。私

たちはあの人が罪人であることを知っ

ているのだ。」 25彼は答えた。「あ

の方が罪人かどうか、私は知りません

。ただ一つのことだけ知っています。

私は盲目であったのに、今は見えると

いうことです。」 26そこで彼らは言

った。「あの人はおまえに何をしたの

か。どのようにしてその目をあけたの

か。」 27彼は答えた。「もうお話し

したのですが、あなたがたは聞いてく

れませんでした。なぜもう一度聞こう

とするのです。あなたがたも、あの方

の弟子になりたいのですか。」 28彼

らは彼をののしって言った。「おまえ

もあの者の弟子だ。しかし私たちはモ

ーセの弟子だ。 29私たちは、神がモ
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ーセにお話しになったことは知ってい

る。しかし、あの者については、どこ

から来たのか知らないのだ。」 30彼

は答えて言った。「これは、驚きまし

た。あなたがたは、あの方がどこから

来られたのか、ご存じないと言う。し

かし、あの方は私の目をおあけになっ

たのです。 31神は、罪人の言うこと

はお聞きになりません。しかし、だれ

でも神を敬い、そのみこころを行なう

なら、神はその人の言うことを聞いて

くださると、私たちは知っています。

32盲目に生まれついた者の目をあけた

者があるなどとは、昔から聞いたこと

もありません。 (aiōn g165) 33もしあの方

が神から出ておられるのでなかったら

、何もできないはずです。」 34彼ら

は答えて言った。「おまえは全く罪の

中に生まれていながら、私たちを教え

るのか。」そして、彼を外に追い出し

た。 35イエスは、彼らが彼を追放し

たことを聞き、彼を見つけ出して言わ

れた。「あなたは人の子を信じますか

。」 36その人は答えた。「主よ。そ

の方はどなたでしょうか。私がその方

を信じることができますように。」 37

イエスは彼に言われた。「あなたはそ

の方を見たのです。あなたと話してい

るのがそれです。」 38彼は言った。

「主よ。私は信じます。」そして彼は

イエスを拝した。 39そこで、イエス

は言われた。「わたしはさばきのため

にこの世に来ました。それは、目の見

えない者が見えるようになり、見える

者が盲目となるためです。」 40パリ

サイ人の中でイエスとともにいた人々

が、このことを聞いて、イエスに言っ

た。「私たちも盲目なのですか。」 41

イエスは彼らに言われた。「もしあな

たがたが盲目であったなら、あなたが

たに罪はなかったでしょう。しかし、

あなたがたは今、『私たちは目が見え

る。』と言っています。あなたがたの

罪は残るのです。」

10「まことに、まことに、あなたが
たに告げます。羊の囲いに門から

はいらないで、ほかの所を乗り越えて

来る者は、盗人で強盗です。 2しかし

、門からはいる者は、その羊の牧者で

す。 3門番は彼のために開き、羊はそ

の声を聞き分けます。彼は自分の羊を

その名で呼んで連れ出します。 4彼は

、自分の羊をみな引き出すと、その先

頭に立って行きます。すると羊は、彼

の声を知っているので、彼について行

きます。 5しかし、ほかの人には決し

てついて行きません。かえって、その

人から逃げ出します。その人たちの声

を知らないからです。」 6イエスはこ

のたとえを彼らにお話しになったが、

彼らは、イエスの話されたことが何の

ことかよくわからなかった。 7そこで

、イエスはまた言われた。「まことに

、まことに、あなたがたに告げます。

わたしは羊の門です。 8わたしの前に

来た者はみな、盗人で強盗です。羊は

彼らの言うことを聞かなかったのです

。 9わたしは門です。だれでも、わた

しを通ってはいるなら、救われます。

また安らかに出入りし、牧草を見つけ

ます。 10盗人が来るのは、ただ盗ん

だり、殺したり、滅ぼしたりするだけ

のためです。わたしが来たのは、羊が

いのちを得、またそれを豊かに持つた

めです。 11わたしは、良い牧者です

。良い牧者は羊のためにいのちを捨て
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ます。 12牧者でなく、また、羊の所

有者でない雇い人は、狼が来るのを見

ると、羊を置き去りにして、逃げて行

きます。それで、狼は羊を奪い、また

散らすのです。 13それは、彼が雇い

人であって、羊のことを心にかけてい

ないからです。 14わたしは良い牧者

です。わたしはわたしのものを知って

います。また、わたしのものは、わた

しを知っています。 15それは、父が

わたしを知っておられ、わたしが父を

知っているのと同様です。また、わた

しは羊のためにわたしのいのちを捨て

ます。 16わたしにはまた、この囲い

に属さないほかの羊があります。わた

しはそれをも導かなければなりません

。彼らはわたしの声に聞き従い、一つ

の群れ、ひとりの牧者となるのです。

17わたしが自分のいのちを再び得るた

めに自分のいのちを捨てるからこそ、

父はわたしを愛してくださいます。 18

だれも、わたしからいのちを取った者

はいません。わたしが自分からいのち

を捨てるのです。わたしには、それを

捨てる権威があり、それをもう一度得

る権威があります。わたしはこの命令

をわたしの父から受けたのです。」 19

このみことばを聞いて、ユダヤ人たち

の間にまた分裂が起こった。 20彼ら

のうちの多くの者が言った。「あれは

悪霊につかれて気が狂っている。どう

してあなたがたは、あの人の言うこと

に耳を貸すのか。」 21ほかの者は言

った。「これは悪霊につかれた者のこ

とばではない。悪霊がどうして盲人の

目をあけることができようか。」 22

そのころ、エルサレムで、宮きよめの

祭りがあった。 23時は冬であった。

イエスは、宮の中で、ソロモンの廊を

歩いておられた。 24それでユダヤ人

たちは、イエスを取り囲んで言った。

「あなたは、いつまで私たちに気をも

ませるのですか。もしあなたがキリス

トなら、はっきりとそう言ってくださ

い。」 25イエスは彼らに答えられた

。「わたしは話しました。しかし、あ

なたがたは信じないのです。わたしが

父の御名によって行なうわざが、わた

しについて証言しています。 26しか

し、あなたがたは信じません。それは

、あなたがたがわたしの羊に属してい

ないからです。 27わたしの羊はわた

しの声を聞き分けます。またわたしは

彼らを知っています。そして彼らはわ

たしについて来ます。 28わたしは彼

らに永遠のいのちを与えます。彼らは

決して滅びることがなく、また、だれ

もわたしの手から彼らを奪い去るよう

なことはありません。 (aiōn g165, aiōnios

g166) 29わたしに彼らをお与えになった

父は、すべてにまさって偉大です。だ

れもわたしの父の御手から彼らを奪い

去ることはできません。 30わたしと

父とは一つです。」 31ユダヤ人たち

は、イエスを石打ちにしようとして、

また石を取り上げた。 32イエスは彼

らに答えられた。「わたしは、父から

出た多くの良いわざを、あなたがたに

示しました。そのうちのどのわざのた

めに、わたしを石打ちにしようとする

のですか。」 33ユダヤ人たちはイエ

スに答えた。「良いわざのためにあな

たを石打ちにするのではありません。

冒涜のためです。あなたは人間であり

ながら、自分を神とするからです。」

34イエスは彼らに答えられた。「あな
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たがたの律法に、『わたしは言った、

あなたがたは神である。』と書いては

ありませんか。 35もし、神のことば

を受けた人々を、神と呼んだとすれば

、聖書は廃棄されるものではないから

、 36『わたしは神の子である。』と

わたしが言ったからといって、どうし

てあなたがたは、父が、聖別して世に

遣わした者について、『神を冒涜して

いる。』と言うのですか。 37もしわ

たしが、わたしの父のみわざを行なっ

ていないのなら、わたしを信じないで

いなさい。 38しかし、もし行なって

いるなら、たといわたしの言うことが

信じられなくても、わざを信用しなさ

い。それは、父がわたしにおられ、わ

たしが父にいることを、あなたがたが

悟り、また知るためです。」 39そこ

で、彼らはまたイエスを捕えようとし

た。しかし、イエスは彼らの手からの

がれられた。 40そして、イエスはま

たヨルダンを渡って、ヨハネが初めに

バプテスマを授けていた所に行かれ、

そこに滞在された。 41多くの人々が

イエスのところに来た。彼らは、「ヨ

ハネは何一つしるしを行なわなかった

けれども、彼がこの方について話した

ことはみな真実であった。」と言った

。 42そして、その地方で多くの人々

がイエスを信じた。

11さて、ある人が病気にかかってい
た。ラザロといって、マリヤとそ

の姉妹マルタとの村の出で、ベタニヤ

の人であった。 2このマリヤは、主に

香油を塗り、髪の毛でその足をぬぐっ

たマリヤであって、彼女の兄弟ラザロ

が病んでいたのである。 3そこで姉妹

たちは、イエスのところに使いを送っ

て、言った。「主よ。ご覧ください。

あなたが愛しておられる者が病気です

。」 4イエスはこれを聞いて、言われ

た。「この病気は死で終わるだけのも

のではなく、神の栄光のためのもので

す。神の子がそれによって栄光を受け

るためです。」 5イエスはマルタとそ

の姉妹とラザロとを愛しておられた。

6そのようなわけで、イエスは、ラザ

ロが病んでいることを聞かれたときも

、そのおられた所になお二日とどまら

れた。 7その後、イエスは、「もう一

度ユダヤに行こう。」と弟子たちに言

われた。 8弟子たちはイエスに言った

。「先生。たった今ユダヤ人たちが、

あなたを石打ちにしようとしていたの

に、またそこにおいでになるのですか

。」 9イエスは答えられた。「昼間は

十二時間あるでしょう。だれでも、昼

間歩けば、つまずくことはありません

。この世の光を見ているからです。 10

しかし、夜歩けばつまずきます。光が

その人のうちにないからです。」 11

イエスは、このように話され、それか

ら、弟子たちに言われた。「わたした

ちの友ラザロは眠っています。しかし

、わたしは彼を眠りからさましに行く

のです。」 12そこで弟子たちはイエ

スに言った。「主よ。眠っているのな

ら、彼は助かるでしょう。」 13しか

し、イエスは、ラザロの死のことを言

われたのである。だが、彼らは眠った

状態のことを言われたものと思った。

14そこで、イエスはそのとき、はっき

りと彼らに言われた。「ラザロは死ん

だのです。 15わたしは、あなたがた

のため、すなわちあなたがたが信じる

ためには、わたしがその場に居合わせ
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なかったことを喜んでいます。さあ、

彼のところへ行きましょう。」 16そ

こで、デドモと呼ばれるトマスが、弟

子の仲間に言った。「私たちも行って

、主といっしょに死のうではないか。

」 17それで、イエスがおいでになっ

てみると、ラザロは墓の中に入れられ

て四日もたっていた。 18ベタニヤは

エルサレムに近く、三千メートルほど

離れた所にあった。 19大ぜいのユダ

ヤ人がマルタとマリヤのところに来て

いた。その兄弟のことについて慰める

ためであった。 20マルタは、イエス

が来られたと聞いて迎えに行った。マ

リヤは家ですわっていた。 21マルタ

はイエスに向かって言った。「主よ。

もしここにいてくださったなら、私の

兄弟は死ななかったでしょうに。 22

今でも私は知っております。あなたが

神にお求めになることは何でも、神は

あなたにお与えになります。」 23イ

エスは彼女に言われた。「あなたの兄

弟はよみがえります。」 24マルタは

イエスに言った。「私は、終わりの日

のよみがえりの時に、彼がよみがえる

ことを知っております。」 25イエス

は言われた。「わたしは、よみがえり

です。いのちです。わたしを信じる者

は、死んでも生きるのです。 26また

、生きていてわたしを信じる者は、決

して死ぬことがありません。このこと

を信じますか。」 (aiōn g165) 27彼女はイ

エスに言った。「はい。主よ。私は、

あなたが世に来られる神の子キリスト

である、と信じております。」 28こ

う言ってから、帰って行って、姉妹マ

リヤを呼び、「先生が見えています。

あなたを呼んでおられます。」とそっ

と言った。 29マリヤはそれを聞くと

、すぐ立ち上がって、イエスのところ

に行った。 30さてイエスは、まだ村

にはいらないで、マルタが出迎えた場

所におられた。 31マリヤとともに家

にいて、彼女を慰めていたユダヤ人た

ちは、マリヤが急いで立ち上がって出

て行くのを見て、マリヤが墓に泣きに

行くのだろうと思い、彼女について行

った。 32マリヤは、イエスのおられ

た所に来て、お目にかかると、その足

もとにひれ伏して言った。「主よ。も

しここにいてくださったなら、私の兄

弟は死ななかったでしょうに。」 33

そこでイエスは、彼女が泣き、彼女と

いっしょに来たユダヤ人たちも泣いて

いるのをご覧になると、霊の憤りを覚

え、心の動揺を感じて、 34言われた

。「彼をどこに置きましたか。」彼ら

はイエスに言った。「主よ。来てご覧

ください。」 35イエスは涙を流され

た。 36そこで、ユダヤ人たちは言っ

た。「ご覧なさい。主はどんなに彼を

愛しておられたことか。」 37しかし

、「盲人の目をあけたこの方が、あの

人を死なせないでおくことはできなか

ったのか。」と言う者もいた。 38そ

こでイエスは、またも心のうちに憤り

を覚えながら、墓に来られた。墓はほ

ら穴であって、石がそこに立てかけて

あった。 39イエスは言われた。「そ

の石を取りのけなさい。」死んだ人の

姉妹マルタは言った。「主よ。もう臭

くなっておりましょう。四日になりま

すから。」 40イエスは彼女に言われ

た。「もしあなたが信じるなら、あな

たは神の栄光を見る、とわたしは言っ

たではありませんか。」 41そこで、
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彼らは石を取りのけた。イエスは目を

上げて、言われた。「父よ。わたしの

願いを聞いてくださったことを感謝い

たします。 42わたしは、あなたがい

つもわたしの願いを聞いてくださるこ

とを知っておりました。しかしわたし

は、回りにいる群衆のために、この人

々が、あなたがわたしをお遣わしにな

ったことを信じるようになるために、

こう申したのです。」 43そして、イ

エスはそう言われると、大声で叫ばれ

た。「ラザロよ。出て来なさい。」 44

すると、死んでいた人が、手と足を長

い布で巻かれたままで出て来た。彼の

顔は布切れで包まれていた。イエスは

彼らに言われた。「ほどいてやって、

帰らせなさい。」 45そこで、マリヤ

のところに来ていて、イエスがなさっ

たことを見た多くのユダヤ人が、イエ

スを信じた。 46しかし、そのうちの

幾人かは、パリサイ人たちのところへ

行って、イエスのなさったことを告げ

た。 47そこで、祭司長とパリサイ人

たちは議会を召集して言った。「われ

われは何をしているのか。あの人が多

くのしるしを行なっているというのに

。 48もしあの人をこのまま放ってお

くなら、すべての人があの人を信じる

ようになる。そうなると、ローマ人が

やって来て、われわれの土地も国民も

奪い取ることになる。」 49しかし、

彼らのうちのひとりで、その年の大祭

司であったカヤパが、彼らに言った。

「あなたがたは全然何もわかっていな

い。 50ひとりの人が民の代わりに死

んで、国民全体が滅びないほうが、あ

なたがたにとって得策だということも

、考えに入れていない。」 51ところ

で、このことは彼が自分から言ったの

ではなくて、その年の大祭司であった

ので、イエスが国民のために死のうと

しておられること、 52また、ただ国

民のためだけでなく、散らされている

神の子たちを一つに集めるためにも死

のうとしておられることを、預言した

のである。 53そこで彼らは、その日

から、イエスを殺すための計画を立て

た。 54そのために、イエスはもはや

ユダヤ人たちの間を公然と歩くことを

しないで、そこから荒野に近い地方に

去り、エフライムという町にはいり、

弟子たちとともにそこに滞在された。

55さて、ユダヤ人の過越の祭りが間近

であった。多くの人々が、身を清める

ために、過越の祭りの前にいなかから

エルサレムに上って来た。 56彼らは

イエスを捜し、宮の中に立って、互い

に言った。「あなたがたはどう思いま

すか。あの方は祭りに来られることは

ないでしょうか。」 57さて、祭司長

、パリサイ人たちはイエスを捕えるた

めに、イエスがどこにいるかを知って

いる者は届け出なければならないとい

う命令を出していた。

12イエスは過越の祭りの六日前にベ
タニヤに来られた。そこには、イ

エスが死人の中からよみがえらせたラ

ザロがいた。 2人々はイエスのために

、そこに晩餐を用意した。そしてマル

タは給仕していた。ラザロは、イエス

とともに食卓に着いている人々の中に

混じっていた。 3マリヤは、非常に高

価な、純粋なナルドの香油三百グラム

を取って、イエスの足に塗り、彼女の

髪の毛でイエスの足をぬぐった。家は

香油のかおりでいっぱいになった。 4
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ところが、弟子のひとりで、イエスを

裏切ろうとしているイスカリオテ・ユ

ダが言った。 5「なぜ、この香油を三

百デナリに売って、貧しい人々に施さ

なかったのか。」 6しかしこう言った

のは、彼が貧しい人々のことを心にか

けていたからではなく、彼は盗人であ

って、金入れを預かっていたが、その

中に収められたものを、いつも盗んで

いたからである。 7イエスは言われた

。「そのままにしておきなさい。マリ

ヤはわたしの葬りの日のために、それ

を取っておこうとしていたのです。 8

あなたがたは、貧しい人々とはいつも

いっしょにいるが、わたしとはいつも

いっしょにいるわけではないからです

。」 9大ぜいのユダヤ人の群れが、イ

エスがそこにおられることを聞いて、

やって来た。それはただイエスのため

だけではなく、イエスによって死人の

中からよみがえったラザロを見るため

でもあった。 10祭司長たちはラザロ

も殺そうと相談した。 11それは、彼

のために多くのユダヤ人が去って行き

、イエスを信じるようになったからで

ある。 12その翌日、祭りに来ていた

大ぜいの人の群れは、イエスがエルサ

レムに来ようとしておられると聞いて

、 13しゅろの木の枝を取って、出迎

えのために出て行った。そして大声で

叫んだ。「ホサナ。祝福あれ。主の

御名によって来られる方に。イスラエ

ルの王に。」 14イエスは、ろばの子

を見つけて、それに乗られた。それは

次のように書かれているとおりであっ

た。 15「恐れるな。シオンの娘。見

よ。あなたの王が来られる。ろばの子

に乗って。」 16初め、弟子たちには

これらのことがわからなかった。しか

し、イエスが栄光を受けられてから、

これらのことがイエスについて書かれ

たことであって、人々がそのとおりに

イエスに対して行なったことを、彼ら

は思い出した。 17イエスがラザロを

墓から呼び出し、死人の中からよみが

えらせたときにイエスといっしょにい

た大ぜいの人々は、そのことのあかし

をした。 18そのために群衆もイエス

を出迎えた。イエスがこれらのしるし

を行なわれたことを聞いたからである

。 19そこで、パリサイ人たちは互い

に言った。「どうしたのだ。何一つう

まくいっていない。見なさい。世はあ

げてあの人のあとについて行ってしま

った。」 20さて、祭りのとき礼拝の

ために上って来た人々の中に、ギリシ

ヤ人が幾人かいた。 21この人たちが

ガリラヤのベツサイダの人であるピリ

ポのところに来て、「先生。イエスに

お目にかかりたいのですが。」と言っ

て頼んだ。 22ピリポは行ってアンデ

レに話し、アンデレとピリポとは行っ

て、イエスに話した。 23すると、イ

エスは彼らに答えて言われた。「人の

子が栄光を受けるその時が来ました。

24まことに、まことに、あなたがたに

告げます。一粒の麦がもし地に落ちて

死ななければ、それは一つのままです

。しかし、もし死ねば、豊かな実を結

びます。 25自分のいのちを愛する者

はそれを失い、この世でそのいのちを

憎む者はそれを保って永遠のいのちに

至るのです。 (aiōnios g166) 26わたしに仕

えるというのなら、その人はわたしに

ついて来なさい。わたしがいる所に、

わたしに仕える者もいるべきです。も
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しわたしに仕えるなら、父はその人に

報いてくださいます。 27今わたしの

心は騒いでいる。何と言おうか。『父

よ。この時からわたしをお救いくださ

い。』と言おうか。いや。このために

こそ、わたしはこの時に至ったのです

。 28父よ。御名の栄光を現わしてく

ださい。」そのとき、天から声が聞こ

えた。「わたしは栄光をすでに現わし

たし、またもう一度栄光を現わそう。

」 29そばに立っていてそれを聞いた

群衆は、雷が鳴ったのだと言った。ほ

かの人々は、「御使いがあの方に話し

たのだ。」と言った。 30イエスは答

えて言われた。「この声が聞こえたの

は、わたしのためにではなくて、あな

たがたのためにです。 31今がこの世

のさばきです。今、この世を支配する

者は追い出されるのです。 32わたし

が地上から上げられるなら、わたしは

すべての人を自分のところに引き寄せ

ます。」 33イエスは自分がどのよう

な死に方で死ぬかを示して、このこと

を言われたのである。 34そこで、群

衆はイエスに答えた。「私たちは、律

法で、キリストはいつまでも生きてお

られると聞きましたが、どうしてあな

たは、人の子は上げられなければなら

ない、と言われるのですか。その人の

子とはだれですか。」 (aiōn g165) 35イエ

スは彼らに言われた。「まだしばらく

の間、光はあなたがたの間にあります

。やみがあなたがたを襲うことのない

ように、あなたがたは、光がある間に

歩きなさい。やみの中を歩く者は、自

分がどこに行くのかわかりません。 36

あなたがたに光がある間に、光の子ど

もとなるために、光を信じなさい。」

イエスは、これらのことをお話しにな

ると、立ち去って、彼らから身を隠さ

れた。 37イエスが彼らの目の前でこ

のように多くのしるしを行なわれたの

に、彼らはイエスを信じなかった。 38

それは、「主よ。だれが私たちの知ら

せを信じましたか。また主の御腕はだ

れに現わされましたか。」と言った預

言者イザヤのことばが成就するためで

あった。 39彼らが信じることができ

なかったのは、イザヤがまた次のよう

に言ったからである。 40「主は彼ら

の目を盲目にされた。また、彼らの心

をかたくなにされた。それは、彼らが

目で見、心で理解し、回心し、そして

わたしが彼らをいやす、ということが

ないためである。」 41イザヤがこう

言ったのは、イザヤがイエスの栄光を

見たからで、イエスをさして言ったの

である。 42しかし、それにもかかわ

らず、指導者たちの中にもイエスを信

じる者がたくさんいた。ただ、パリサ

イ人たちをはばかって、告白はしなか

った。会堂から追放されないためであ

った。 43彼らは、神からの栄誉より

も、人の栄誉を愛したからである。 44

また、イエスは大声で言われた。「わ

たしを信じる者は、わたしではなく、

わたしを遣わした方を信じるのです。

45また、わたしを見る者は、わたしを

遣わした方を見るのです。 46わたし

は光として世に来ました。わたしを信

じる者が、だれもやみの中にとどまる

ことのないためです。 47だれかが、

わたしの言うことを聞いてそれを守ら

なくても、わたしはその人をさばきま

せん。わたしは世をさばくために来た

のではなく、世を救うために来たから
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です。 48わたしを拒み、わたしの言

うことを受け入れない者には、その人

をさばくものがあります。わたしが話

したことばが、終わりの日にその人を

さばくのです。 49わたしは、自分か

ら話したのではありません。わたしを

遣わした父ご自身が、わたしが何を言

い、何を話すべきかをお命じになりま

した。 50わたしは、父の命令が永遠

のいのちであることを知っています。

それゆえ、わたしが話していることは

、父がわたしに言われたとおりを、そ

のままに話しているのです。」 (aiōnios

g166)

13さて、過越の祭りの前に、この世
を去って父のみもとに行くべき自

分の時が来たことを知られたので、世

にいる自分のものを愛されたイエスは

、その愛を残るところなく示された。

2夕食の間のことであった。悪魔はす

でにシモンの子イスカリオテ・ユダの

心に、イエスを売ろうとする思いを入

れていたが、 3イエスは、父が万物を

自分の手に渡されたことと、ご自分が

父から来て父に行くことを知られ、 4

夕食の席から立ち上がって、上着を脱

ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた

。 5それから、たらいに水を入れ、弟

子たちの足を洗って、腰にまとってお

られる手ぬぐいで、ふき始められた。

6こうして、イエスはシモン・ペテロ

のところに来られた。ペテロはイエス

に言った。「主よ。あなたが、私の足

を洗ってくださるのですか。」 7イエ

スは答えて言われた。「わたしがして

いることは、今はあなたにはわからな

いが、あとでわかるようになります。

」 8ペテロはイエスに言った。「決し

て私の足をお洗いにならないでくださ

い。」イエスは答えられた。「もしわ

たしが洗わなければ、あなたはわたし

と何の関係もありません。」 (aiōn g165)

9シモン・ペテロは言った。「主よ。

私の足だけでなく、手も頭も洗ってく

ださい。」 10イエスは彼に言われた

。「水浴した者は、足以外は洗う必要

がありません。全身きよいのです。あ

なたがたはきよいのですが、みながそ

うではありません。」 11イエスはご

自分を裏切る者を知っておられた。そ

れで、「みながきよいのではない。」

と言われたのである。 12イエスは、

彼らの足を洗い終わり、上着を着けて

、再び席に着いて、彼らに言われた。

「わたしがあなたがたに何をしたか、

わかりますか。 13あなたがたはわた

しを先生とも主とも呼んでいます。あ

なたがたがそう言うのはよい。わたし

はそのような者だからです。 14それ

で、主であり師であるこのわたしが、

あなたがたの足を洗ったのですから、

あなたがたもまた互いに足を洗い合う

べきです。 15わたしがあなたがたに

したとおりに、あなたがたもするよう

に、わたしはあなたがたに模範を示し

たのです。 16まことに、まことに、

あなたがたに告げます。しもべはその

主人にまさらず、遣わされた者は遣わ

した者にまさるものではありません。

17あなたがたがこれらのことを知って

いるのなら、それを行なうときに、あ

なたがたは祝福されるのです。 18わ

たしは、あなたがた全部の者について

言っているのではありません。わたし

は、わたしが選んだ者を知っています

。しかし聖書に『わたしのパンを食べ
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ている者が、わたしに向かってかかと

を上げた。』と書いてあることは成就

するのです。 19わたしは、そのこと

が起こる前に、今あなたがたに話して

おきます。そのことが起こったときに

、わたしがその人であることをあなた

がたが信じるためです。 20まことに

、まことに、あなたがたに告げます。

わたしの遣わす者を受け入れる者は、

わたしを受け入れるのです。わたしを

受け入れる者は、わたしを遣わした方

を受け入れるのです。」 21イエスは

、これらのことを話されたとき、霊の

激動を感じ、あかしして言われた。「

まことに、まことに、あなたがたに告

げます。あなたがたのうちのひとりが

、わたしを裏切ります。」 22弟子た

ちは、だれのことを言われたのか、わ

からずに当惑して、互いに顔を見合わ

せていた。 23弟子のひとりで、イエ

スが愛しておられた者が、イエスの右

側で席に着いていた。 24そこで、シ

モン・ペテロが彼に合図をして言った

。「だれのことを言っておられるのか

、知らせなさい。」 25その弟子は、

イエスの右側で席に着いたまま、イエ

スに言った。「主よ。それはだれです

か。」 26イエスは答えられた。「そ

れはわたしがパン切れを浸して与える

者です。」それからイエスは、パン切

れを浸し、取って、イスカリオテ・シ

モンの子ユダにお与えになった。 27

彼がパン切れを受けると、そのとき、

サタンが彼にはいった。そこで、イエ

スは彼に言われた。「あなたがしよう

としていることを、今すぐしなさい。

」 28席に着いている者で、イエスが

何のためにユダにそう言われたのか知

っている者は、だれもなかった。 29

ユダが金入れを持っていたので、イエ

スが彼に、「祭りのために入用の物を

買え。」と言われたのだとか、または

、貧しい人々に何か施しをするように

言われたのだとか思った者も中にはい

た。 30ユダは、パン切れを受けると

すぐ、外に出て行った。すでに夜であ

った。 31ユダが出て行ったとき、イ

エスは言われた。「今こそ人の子は栄

光を受けました。また、神は人の子に

よって栄光をお受けになりました。 32

神が、人の子によって栄光をお受けに

なったのであれば、神も、ご自身によ

って人の子に栄光をお与えになります

。しかも、ただちにお与えになります

。 33子どもたちよ。わたしはいまし

ばらくの間、あなたがたといっしょに

います。あなたがたはわたしを捜すで

しょう。そして、『わたしが行く所へ

は、あなたがたは来ることができない

。』とわたしがユダヤ人たちに言った

ように、今はあなたがたにも言うので

す。 34あなたがたに新しい戒めを与

えましょう。あなたがたは互いに愛し

合いなさい。わたしがあなたがたを愛

したように、そのように、あなたがた

も互いに愛し合いなさい。 35もしあ

なたがたの互いの間に愛があるなら、

それによって、あなたがたがわたしの

弟子であることを、すべての人が認め

るのです。」 36シモン・ペテロがイ

エスに言った。「主よ。どこにおいで

になるのですか。」イエスは答えられ

た。「わたしが行く所に、あなたは今

はついて来ることができません。しか

し後にはついて来ます。」 37ペテロ

はイエスに言った。「主よ。なぜ今は
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あなたについて行くことができないの

ですか。あなたのためにはいのちも捨

てます。」 38イエスは答えられた。

「わたしのためにはいのちも捨てる、

と言うのですか。まことに、まことに

、あなたに告げます。鶏が鳴くまでに

、あなたは三度わたしを知らないと言

います。」

14「あなたがたは心を騒がしてはな
りません。神を信じ、またわたし

を信じなさい。 2わたしの父の家には

、住まいがたくさんあります。もしな

かったら、あなたがたに言っておいた

でしょう。あなたがたのために、わた

しは場所を備えに行くのです。 3わた

しが行って、あなたがたに場所を備え

たら、また来て、あなたがたをわたし

のもとに迎えます。わたしのいる所に

、あなたがたをもおらせるためです。

4わたしの行く道はあなたがたも知っ

ています。」 5トマスはイエスに言っ

た。「主よ。どこへいらっしゃるのか

、私たちにはわかりません。どうして

、その道が私たちにわかりましょう。

」 6イエスは彼に言われた。「わたし

が道であり、真理であり、いのちなの

です。わたしを通してでなければ、だ

れひとり父のみもとに来ることはあり

ません。 7あなたがたは、もしわたし

を知っていたなら、父をも知っていた

はずです。しかし、今や、あなたがた

は父を知っており、また、すでに父を

見たのです。」 8ピリポはイエスに言

った。「主よ。私たちに父を見せてく

ださい。そうすれば満足します。」 9

イエスは彼に言われた。「ピリポ。こ

んなに長い間あなたがたといっしょに

いるのに、あなたはわたしを知らなか

ったのですか。わたしを見た者は、父

を見たのです。どうしてあなたは、『

私たちに父を見せてください。』と言

うのですか。 10わたしが父におり、

父がわたしにおられることを、あなた

は信じないのですか。わたしがあなた

がたに言うことばは、わたしが自分か

ら話しているのではありません。わた

しのうちにおられる父が、ご自分のわ

ざをしておられるのです。 11わたし

が父におり、父がわたしにおられると

わたしが言うのを信じなさい。さもな

ければ、わざによって信じなさい。 12

まことに、まことに、あなたがたに告

げます。わたしを信じる者は、わたし

の行なうわざを行ない、またそれより

もさらに大きなわざを行ないます。わ

たしが父のもとに行くからです。 13

またわたしは、あなたがたがわたしの

名によって求めることは何でも、それ

をしましょう。父が子によって栄光を

お受けになるためです。 14あなたが

たが、わたしの名によって何かをわた

しに求めるなら、わたしはそれをしま

しょう。 15もしあなたがたがわたし

を愛するなら、あなたがたはわたしの

戒めを守るはずです。 16わたしは父

にお願いします。そうすれば、父はも

うひとりの助け主をあなたがたにお与

えになります。その助け主がいつまで

もあなたがたと、ともにおられるため

にです。 (aiōn g165) 17その方は、真理の

御霊です。世はその方を受け入れるこ

とができません。世はその方を見もせ

ず、知りもしないからです。しかし、

あなたがたはその方を知っています。

その方はあなたがたとともに住み、あ

なたがたのうちにおられるからです。
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18わたしは、あなたがたを捨てて孤児

にはしません。わたしは、あなたがた

のところに戻って来るのです。 19い

ましばらくで世はもうわたしを見なく

なります。しかし、あなたがたはわた

しを見ます。わたしが生きるので、あ

なたがたも生きるからです。 20その

日には、わたしが父におり、あなたが

たがわたしにおり、わたしがあなたが

たにおることが、あなたがたにわかり

ます。 21わたしの戒めを保ち、それ

を守る人は、わたしを愛する人です。

わたしを愛する人はわたしの父に愛さ

れ、わたしもその人を愛し、わたし自

身を彼に現わします。」 22イスカリ

オテでないユダがイエスに言った。「

主よ。あなたは、私たちにはご自分を

現わそうとしながら、世には現わそう

となさらないのは、どういうわけです

か。」 23イエスは彼に答えられた。

「だれでもわたしを愛する人は、わた

しのことばを守ります。そうすれば、

わたしの父はその人を愛し、わたした

ちはその人のところに来て、その人と

ともに住みます。 24わたしを愛さな

い人は、わたしのことばを守りません

。あなたがたが聞いていることばは、

わたしのものではなく、わたしを遣わ

した父のことばなのです。 25このこ

とをわたしは、あなたがたといっしょ

にいる間に、あなたがたに話しました

。 26しかし、助け主、すなわち、父

がわたしの名によってお遣わしになる

聖霊は、あなたがたにすべてのことを

教え、また、わたしがあなたがたに話

したすべてのことを思い起こさせてく

ださいます。 27わたしは、あなたが

たに平安を残します。わたしは、あな

たがたにわたしの平安を与えます。わ

たしがあなたがたに与えるのは、世が

与えるのとは違います。あなたがたは

心を騒がしてはなりません。恐れては

なりません。 28『わたしは去って行

き、また、あなたがたのところに来る

。』とわたしが言ったのを、あなたが

たは聞きました。あなたがたは、もし

わたしを愛しているなら、わたしが父

のもとに行くことを喜ぶはずです。父

はわたしよりも偉大な方だからです。

29そして今わたしは、そのことの起こ

る前にあなたがたに話しました。それ

が起こったときに、あなたがたが信じ

るためです。 30わたしは、もう、あ

なたがたに多くは話すまい。この世を

支配する者が来るからです。彼はわた

しに対して何もすることはできません

。 31しかしそのことは、わたしが父

を愛しており、父の命じられたとおり

に行なっていることを世が知るためで

す。立ちなさい。さあ、ここから行く

のです。

15わたしはまことのぶどうの木であ
り、わたしの父は農夫です。 2わ

たしの枝で実を結ばないものはみな、

父がそれを取り除き、実を結ぶものは

みな、もっと多く実を結ぶために、刈

り込みをなさいます。 3あなたがたは

、わたしがあなたがたに話したことば

によって、もう刈り込みが済むんだの

です。 4わたしにとどまりなさい。わ

たしも、あなたがたの中にとどまりま

す。枝がぶどうの木についていなけれ

ば、枝だけでは実を結ぶことができま

せん。同様にあなたがたも、わたしに

とどまっていなければ、実を結ぶこと

はできません。 5わたしはぶどうの木
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で、あなたがたは枝です。人がわたし

にとどまり、わたしもその人の中にと

どまっているなら、そういう人は多く

の実を結びます。わたしを離れては、

あなたがたは何もすることができない

からです。 6だれでも、もしわたしに

とどまっていなければ、枝のように投

げ捨てられて、枯れます。人々はそれ

を寄せ集めて火に投げ込むので、それ

は燃えてしまいます。 7あなたがたが

わたしにとどまり、わたしのことばが

あなたがたにとどまるなら、何でもあ

なたがたのほしいものを求めなさい。

そうすれば、あなたがたのためにそれ

がかなえられます。 8あなたがたが多

くの実を結び、わたしの弟子となるこ

とによって、わたしの父は栄光をお受

けになるのです。 9父がわたしを愛さ

れたように、わたしもあなたがたを愛

しました。わたしの愛の中にとどまり

なさい。 10もし、あなたがたがわた

しの戒めを守るなら、あなたがたはわ

たしの愛にとどまるのです。それは、

わたしがわたしの父の戒めを守って、

わたしの父の愛の中にとどまっている

のと同じです。 11わたしがこれらの

ことをあなたがたに話したのは、わた

しの喜びがあなたがたのうちにあり、

あなたがたの喜びが満たされるためで

す。 12わたしがあなたがたを愛した

ように、あなたがたも互いに愛し合う

こと、これがわたしの戒めです。 13

人がその友のためにいのちを捨てると

いう、これよりも大きな愛はだれも持

っていません。 14わたしがあなたが

たに命じることをあなたがたが行なう

なら、あなたがたはわたしの友です。

15わたしはもはや、あなたがたをしも

べとは呼びません。しもべは主人のす

ることを知らないからです。わたしは

あなたがたを友と呼びました。なぜな

ら父から聞いたことをみな、あなたが

たに知らせたからです。 16あなたが

たがわたしを選んだのではありません

。わたしがあなたがたを選び、あなた

がたを任命したのです。それは、あな

たがたが行って実を結び、そのあなた

がたの実が残るためであり、また、あ

なたがたがわたしの名によって父に求

めるものは何でも、父があなたがたに

お与えになるためです。 17あなたが

たが互いに愛し合うこと、これが、わ

たしのあなたがたに与える戒めです。

18もし世があなたがたを憎むなら、世

はあなたがたよりもわたしを先に憎ん

だことを知っておきなさい。 19もし

あなたがたがこの世のものであったな

ら、世は自分のものを愛したでしょう

。しかし、あなたがたは世のものでは

なく、かえってわたしが世からあなた

がたを選び出したのです。それで世は

あなたがたを憎むのです。 20しもべ

はその主人にまさるものではない、と

わたしがあなたがたに言ったことばを

覚えておきなさい。もし人々がわたし

を迫害したなら、あなたがたをも迫害

します。もし彼らがわたしのことばを

守ったなら、あなたがたのことばをも

守ります。 21しかし彼らは、わたし

の名のゆえに、あなたがたに対してそ

れらのことをみな行ないます。それは

彼らがわたしを遣わした方を知らない

からです。 22もしわたしが来て彼ら

に話さなかったら、彼らに罪はなかっ

たでしょう。しかし今では、その罪に

ついて弁解の余地はありません。 23
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わたしを憎んでいる者は、わたしの父

をも憎んでいるのです。 24もしわた

しが、ほかのだれも行なったことのな

いわざを、彼らの間で行なわなかった

のなら、彼らには罪がなかったでしょ

う。しかし今、彼らはわたしをも、わ

たしの父をも見て、そのうえで憎んだ

のです。 25これは、『彼らは理由な

しにわたしを憎んだ。』と彼らの律法

に書かれていることばが成就するため

です。 26わたしが父のもとから遣わ

す助け主、すなわち父から出る真理の

御霊が来るとき、その御霊がわたしに

ついてあかしします。 27あなたがた

もあかしするのです。初めからわたし

といっしょにいたからです。

16これらのことをあなたがたに話し
たのは、あなたがたがつまずくこ

とのないためです。 2人々はあなたが

たを会堂から追放するでしょう。事実

、あなたがたを殺す者がみな、そうす

ることで自分は神に奉仕しているのだ

と思う時が来ます。 3彼らがこういう

ことを行なうのは、父をもわたしをも

知らないからです。 4しかし、わたし

がこれらのことをあなたがたに話した

のは、その時が来れば、わたしがそれ

について話したことを、あなたがたが

思い出すためです。わたしが初めから

これらのことをあなたがたに話さなか

ったのは、わたしがあなたがたといっ

しょにいたからです。 5しかし今わた

しは、わたしを遣わした方のもとに行

こうとしています。しかし、あなたが

たのうちには、ひとりとして、どこに

行くのですかと尋ねる者がありません

。 6かえって、わたしがこれらのこと

をあなたがたに話したために、あなた

がたの心は悲しみでいっぱいになって

います。 7しかし、わたしは真実を言

います。わたしが去って行くことは、

あなたがたにとって益なのです。それ

は、もしわたしが去って行かなければ

、助け主があなたがたのところに来な

いからです。しかし、もし行けば、わ

たしは助け主をあなたがたのところに

遣わします。 8その方が来ると、罪に

ついて、義について、さばきについて

、世にその誤りを認めさせます。 9罪

についてというのは、彼らがわたしを

信じないからです。 10また、義につ

いてとは、わたしが父のもとに行き、

あなたがたがもはやわたしを見なくな

るからです。 11さばきについてとは

、この世を支配する者がさばかれたか

らです。 12わたしには、あなたがた

に話すことがまだたくさんありますが

、今あなたがたはそれに耐える力があ

りません。 13しかし、その方、すな

わち真理の御霊が来ると、あなたがた

をすべての真理に導き入れます。御霊

は自分から語るのではなく、聞くまま

を話し、また、やがて起ころうとして

いることをあなたがたに示すからです

。 14御霊はわたしの栄光を現わしま

す。わたしのものを受けて、あなたが

たに知らせるからです。 15父が持っ

ておられるものはみな、わたしのもの

です。ですからわたしは、御霊がわた

しのものを受けて、あなたがたに知ら

せると言ったのです。 16しばらくす

るとあなたがたは、もはやわたしを見

なくなります。しかし、またしばらく

するとわたしを見ます。」 17そこで

、弟子たちのうちのある者は互いに言

った。「『しばらくするとあなたがた
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は、わたしを見なくなる。しかし、ま

たしばらくするとわたしを見る。』ま

た『わたしは父のもとに行くからだ。

』と主が言われるのは、どういうこと

なのだろう。」 18そこで、彼らは「

しばらくすると、と主が言われるのは

何のことだろうか。私たちには主の言

われることがわからない。」と言った

。 19イエスは、彼らが質問したがっ

ていることを知って、彼らに言われた

。「『しばらくするとあなたがたは、

わたしを見なくなる。しかし、またし

ばらくするとわたしを見る。』とわた

しが言ったことについて、互いに論じ

合っているのですか。 20まことに、

まことに、あなたがたに告げます。あ

なたがたは泣き、嘆き悲しむが、世は

喜ぶのです。あなたがたは悲しむが、

しかし、あなたがたの悲しみは喜びに

変わります。 21女が子を産むときに

は、その時が来たので苦しみます。し

かし、子を産んでしまうと、ひとりの

人が世に生まれた喜びのために、もは

やその激しい苦痛を忘れてしまいます

。 22あなたがたにも、今は悲しみが

あるが、わたしはもう一度あなたがた

に会います。そうすれば、あなたがた

の心は喜びに満たされます。そして、

その喜びをあなたがたから奪い去る者

はありません。 23その日には、あな

たがたはもはや、わたしに何も尋ねま

せん。まことに、まことに、あなたが

たに告げます。あなたがたが父に求め

ることは何でも、父は、わたしの名に

よってそれをあなたがたにお与えにな

ります。 24あなたがたは今まで、何

もわたしの名によって求めたことはあ

りません。求めなさい。そうすれば受

けるのです。それはあなたがたの喜び

が満ち満ちたものとなるためです。 25

これらのことを、わたしはあなたがた

にたとえで話しました。もはやたとえ

では話さないで、父についてはっきり

と告げる時が来ます。 26その日には

、あなたがたはわたしの名によって求

めるのです。わたしはあなたがたに代

わって父に願ってあげようとは言いま

せん。 27それはあなたがたがわたし

を愛し、また、わたしを神から出て来

た者と信じたので、父ご自身があなた

がたを愛しておられるからです。 28

わたしは父から出て、世に来ました。

もう一度、わたしは世を去って父のみ

もとに行きます。」 29弟子たちは言

った。「ああ、今あなたははっきりと

お話しになって、何一つたとえ話はな

さいません。 30いま私たちは、あな

たがいっさいのことをご存じで、だれ

もあなたにお尋ねする必要がないこと

がわかりました。これで、私たちはあ

なたが神から来られたことを信じます

。」 31イエスは彼らに答えられた。

「あなたがたは今、信じているのです

か。 32見なさい。あなたがたが散ら

されて、それぞれ自分の家に帰り、わ

たしをひとり残す時が来ます。いや、

すでに来ています。しかし、わたしは

ひとりではありません。父がわたしと

いっしょにおられるからです。 33わ

たしがこれらのことをあなたがたに話

したのは、あなたがたがわたしにあっ

て平安を持つためです。あなたがたは

、世にあっては患難があります。しか

し、勇敢でありなさい。わたしはすで

に世に勝ったのです。」
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17イエスはこれらのことを話してか
ら、目を天に向けて、言われた。

「父よ。時が来ました。あなたの子が

あなたの栄光を現わすために、子の栄

光を現わしてください。 2それは子が

、あなたからいただいたすべての者に

、永遠のいのちを与えるため、あなた

は、すべての人を支配する権威を子に

お与えになったからです。 (aiōnios g166)

3その永遠のいのちとは、彼らが唯一

のまことの神であるあなたと、あなた

の遣わされたイエス・キリストとを知

ることです。 (aiōnios g166) 4あなたがわ

たしに行なわせるためにお与えになっ

たわざを、わたしは成し遂げて、地上

であなたの栄光を現わしました。 5今

は、父よ、みそばで、わたしを栄光で

輝かせてください。世界が存在する前

に、ごいっしょにいて持っていました

あの栄光で輝かせてください。 6わた

しは、あなたが世から取り出してわた

しに下さった人々に、あなたの御名を

明らかにしました。彼らはあなたのも

のであって、あなたは彼らをわたしに

下さいました。彼らはあなたのみこと

ばを守りました。 7いま彼らは、あな

たがわたしに下さったものはみな、あ

なたから出ていることを知っています

。 8それは、あなたがわたしに下さっ

たみことばを、わたしが彼らに与えた

からです。彼らはそれを受け入れ、わ

たしがあなたから出て来たことを確か

に知り、また、あなたがわたしを遣わ

されたことを信じました。 9わたしは

彼らのためにお願いします。世のため

にではなく、あなたがわたしに下さっ

た者たちのためにです。なぜなら彼ら

はあなたのものだからです。 10わた

しのものはみなあなたのもの、あなた

のものはわたしのものです。そして、

わたしは彼らによって栄光を受けまし

た。 11わたしはもう世にいなくなり

ます。彼らは世におりますが、わたし

はあなたのみもとにまいります。聖な

る父。あなたがわたしに下さっている

あなたの御名の中に、彼らを保ってく

ださい。それはわたしたちと同様に、

彼らが一つとなるためです。 12わた

しは彼らといっしょにいたとき、あな

たがわたしに下さっている御名の中に

彼らを保ち、また守りました。彼らの

うちだれも滅びた者はなく、ただ滅び

の子が滅びました。それは、聖書が成

就するためです。 13わたしは今みも

とにまいります。わたしは彼らの中で

わたしの喜びが全うされるために、世

にあってこれらのことを話しているの

です。 14わたしは彼らにあなたのみ

ことばを与えました。しかし、世は彼

らを憎みました。わたしがこの世のも

のでないように、彼らもこの世のもの

でないからです。 15彼らをこの世か

ら取り去ってくださるようにというの

ではなく、悪い者から守ってくださる

ようにお願いします。 16わたしがこ

の世のものでないように、彼らもこの

世のものではありません。 17真理に

よって彼らを聖別してください。あな

たのみことばは真理です。 18あなた

がわたしを世に遣わされたように、わ

たしも彼らを世に遣わしました。 19

わたしは、彼らのため、わたし自身を

聖別します。彼ら自身も真理によって

聖別されるためです。 20わたしは、

ただこの人々のためだけでなく、彼ら

のことばによってわたしを信じる人々
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のためにもお願いします。 21それは

、父よ、あなたがわたしにおられ、わ

たしがあなたにいるように、彼らがみ

な一つとなるためです。また、彼らも

わたしたちにおるようになるためです

。そのことによって、あなたがわたし

を遣わされたことを、世が信じるため

なのです。 22またわたしは、あなた

がわたしに下さった栄光を、彼らに与

えました。それは、わたしたちが一つ

であるように、彼らも一つであるため

です。 23わたしは彼らにおり、あな

たはわたしにおられます。それは、彼

らが全うされて一つとなるためです。

それは、あなたがわたしを遣わされた

ことと、あなたがわたしを愛されたよ

うに彼らをも愛されたこととを、この

世が知るためです。 24父よ。お願い

します。あなたがわたしに下さったも

のをわたしのいる所にわたしといっし

ょにおらせてください。あなたがわた

しを世の始まる前から愛しておられた

ためにわたしに下さったわたしの栄光

を、彼らが見るようになるためです。

25正しい父よ。この世はあなたを知り

ません。しかし、わたしはあなたを知

っています。また、この人々は、あな

たがわたしを遣わされたことを知りま

した。 26そして、わたしは彼らにあ

なたの御名を知らせました。また、こ

れからも知らせます。それは、あなた

がわたしを愛してくださったその愛が

彼らの中にあり、またわたしが彼らの

中にいるためです。」

18イエスはこれらのことを話し終え
られると、弟子たちとともに、ケ

デロンの川筋の向こう側に出て行かれ

た。そこに園があって、イエスは弟子

たちといっしょに、そこにはいられた

。 2ところで、イエスを裏切ろうとし

ていたユダもその場所を知っていた。

イエスがたびたび弟子たちとそこで会

合されたからである。 3そこで、ユダ

は一隊の兵士と、祭司長、パリサイ人

たちから送られた役人たちを引き連れ

て、ともしびとたいまつと武器を持っ

て、そこに来た。 4イエスは自分の身

に起ころうとするすべてのことを知っ

ておられたので、出て来て、「だれを

捜すのか。」と彼らに言われた。 5彼

らは、「ナザレ人イエスを。」と答え

た。イエスは彼らに「それはわたしで

す。」と言われた。イエスを裏切ろう

としていたユダも彼らといっしょに立

っていた。 6イエスが彼らに、「それ

はわたしです。」と言われたとき、彼

らはあとずさりし、そして地に倒れた

。 7そこで、イエスがもう一度、「だ

れを捜すのか。」と問われると、彼ら

は「ナザレ人イエスを。」と言った。

8イエスは答えられた。「それはわた

しだと、あなたがたに言ったでしょう

。もしわたしを捜しているのなら、こ

の人たちはこのままで去らせなさい。

」 9それは、「あなたがわたしに下さ

った者のうち、ただのひとりをも失い

ませんでした。」とイエスが言われた

ことばが実現するためであった。 10

シモン・ペテロは、剣を持っていたが

、それを抜き、大祭司のしもべを撃ち

、右の耳を切り落とした。そのしもべ

の名はマルコスであった。 11そこで、

イエスはペテロに言われた。「剣をさ

やに収めなさい。父がわたしに下さっ

た杯を、どうして飲まずにいられよう

。」 12そこで、一隊の兵士と千人隊
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長、それにユダヤ人から送られた役人

たちは、イエスを捕えて縛り、 13ま

ずアンナスのところに連れて行った。

彼がその年の大祭司カヤパのしゅうと

だったからである。 14カヤパは、ひ

とりの人が民に代わって死ぬことが得

策である、とユダヤ人に助言した人で

ある。 15シモン・ペテロともうひと

りの弟子は、イエスについて行った。

この弟子は大祭司の知り合いで、イエ

スといっしょに大祭司の中庭にはいっ

た。 16しかし、ペテロは外で門のと

ころに立っていた。それで、大祭司の

知り合いである、もうひとりの弟子が

出て来て、門番の女に話して、ペテロ

を連れてはいった。 17すると、門番

のはしためがペテロに、「あなたもあ

の人の弟子ではないでしょうね。」と

言った。ペテロは、「そんな者ではな

い。」と言った。 18寒かったので、

しもべたちや役人たちは、炭火をおこ

し、そこに立って暖まっていた。ペテ

ロも彼らといっしょに、立って暖まっ

ていた。 19そこで、大祭司はイエス

に、弟子たちのこと、また、教えのこ

とについて尋問した。 20イエスは彼

に答えられた。「わたしは世に向かっ

て公然と話しました。わたしはユダヤ

人がみな集まって来る会堂や宮で、い

つも教えたのです。隠れて話したこと

は何もありません。 21なぜ、あなた

はわたしに尋ねるのですか。わたしが

人々に何を話したかは、わたしから聞

いた人たちに尋ねなさい。彼らならわ

たしが話した事がらを知っています。

」 22イエスがこう言われたとき、そ

ばに立っていた役人のひとりが、「大

祭司にそのような答え方をするのか。

」と言って、平手でイエスを打った。

23イエスは彼に答えられた。「もしわ

たしの言ったことが悪いなら、その悪

い証拠を示しなさい。しかし、もし正

しいなら、なぜ、わたしを打つのか。

」 24アンナスはイエスを、縛ったま

まで大祭司カヤパのところに送った。

25一方、シモン・ペテロは立って、暖

まっていた。すると、人々は彼に言っ

た。「あなたもあの人の弟子ではない

でしょうね。」ペテロは否定して、「

そんな者ではない。」と言った。 26

大祭司のしもべのひとりで、ペテロに

耳を切り落とされた人の親類に当たる

者が言った。「私が見なかったとでも

いうのですか。あなたは園であの人と

いっしょにいました。」 27それで、

ペテロはもう一度否定した。するとす

ぐ鶏が鳴いた。 28さて、彼らはイエ

スを、カヤパのところから総督官邸に

連れて行った。時は明け方であった。

彼らは、過越の食事が食べられなくな

ることのないように、汚れを受けまい

として、官邸にはいらなかった。 29

そこで、ピラトは彼らのところに出て

来て言った。「あなたがたは、この人

に対して何を告発するのですか。」 30

彼らはピラトに答えた。「もしこの人

が悪いことをしていなかったら、私た

ちはこの人をあなたに引き渡しはしな

かったでしょう。」 31そこでピラト

は彼らに言った。「あなたがたがこの

人を引き取り、自分たちの律法に従っ

てさばきなさい。」ユダヤ人たちは彼

に言った。「私たちには、だれを死刑

にすることも許されてはいません。」

32これは、ご自分がどのような死に方

をされるのかを示して話されたイエス
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のことばが成就するためであった。 33

そこで、ピラトはもう一度官邸にはい

って、イエスを呼んで言った。「あな

たは、ユダヤ人の王ですか。」 34イ

エスは答えられた。「あなたは、自分

でそのことを言っているのですか。そ

れともほかの人が、あなたにわたしの

ことを話したのですか。」 35ピラト

は答えた。「私はユダヤ人ではないで

しょう。あなたの同国人と祭司長たち

が、あなたを私に引き渡したのです。

あなたは何をしたのですか。」 36イ

エスは答えられた。「わたしの国はこ

の世のものではありません。もしこの

世のものであったなら、わたしのしも

べたちが、わたしをユダヤ人に渡さな

いように、戦ったことでしょう。しか

し、事実、わたしの国はこの世のもの

ではありません。」 37そこでピラト

はイエスに言った。「それでは、あな

たは王なのですか。」イエスは答えら

れた。「わたしが王であることは、あ

なたが言うとおりです。わたしは、真

理のあかしをするために生まれ、この

ことのために世に来たのです。真理に

属する者はみな、わたしの声に聞き従

います。」 38ピラトはイエスに言っ

た。「真理とは何ですか。」彼はこう

言ってから、またユダヤ人たちのとこ

ろに出て行って、彼らに言った。「私

は、あの人には罪を認めません。 39

しかし、過越の祭りに、私があなたが

たのためにひとりの者を釈放するのが

ならわしになっています。それで、あ

なたがたのために、ユダヤ人の王を釈

放することにしましょうか。」 40す

ると彼らはみな、また大声をあげて、

「この人ではない。バラバだ。」と言

った。このバラバは強盗であった。

19そこで、ピラトはイエスを捕えて
、むち打ちにした。 2また、兵士

たちは、いばらで冠を編んで、イエス

の頭にかぶらせ、紫色の着物を着せた

。 3彼らは、イエスに近寄っては、「

ユダヤ人の王さま。ばんざい。」と言

い、またイエスの顔を平手で打った。

4ピラトは、もう一度外に出て来て、

彼らに言った。「よく聞きなさい。あ

なたがたのところにあの人を連れ出し

て来ます。あの人に何の罪も見られな

いということを、あなたがたに知らせ

るためです。」 5それでイエスは、い

ばらの冠と紫色の着物を着けて、出て

来られた。するとピラトは彼らに「さ

あ、この人です。」と言った。 6祭司

長たちや役人たちはイエスを見ると、

激しく叫んで、「十字架につけろ。十

字架につけろ。」と言った。ピラトは

彼らに言った。「あなたがたがこの人

を引き取り、十字架につけなさい。私

はこの人には罪を認めません。」 7ユ

ダヤ人たちは彼に答えた。「私たちに

は律法があります。この人は自分を神

の子としたのですから、律法によれば

、死に当たります。」 8ピラトは、こ

のことばを聞くと、ますます恐れた。

9そして、また官邸にはいって、イエ

スに言った。「あなたはどこの人です

か。」しかし、イエスは彼に何の答え

もされなかった。 10そこで、ピラト

はイエスに言った。「あなたは私に話

さないのですか。私にはあなたを釈放

する権威があり、また十字架につける

権威があることを、知らないのですか

。」 11イエスは答えられた。「もし
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それが上から与えられているのでなか

ったら、あなたにはわたしに対して何

の権威もありません。ですから、わた

しをあなたに渡した者に、もっと大き

い罪があるのです。」 12こういうわ

けで、ピラトはイエスを釈放しようと

努力した。しかし、ユダヤ人たちは激

しく叫んで言った。「もしこの人を釈

放するなら、あなたはカイザルの味方

ではありません。自分を王だとする者

はすべて、カイザルにそむくのです。

」 13そこでピラトは、これらのこと

ばを聞いたとき、イエスを外に引き出

し、敷石（ヘブル語ではガバタ）と呼

ばれる場所で、裁判の席に着いた。 14

その日は過越の備え日で、時は六時ご

ろであった。ピラトはユダヤ人たちに

言った。「さあ、あなたがたの王です

。」 15彼らは激しく叫んだ。「除け

。除け。十字架につけろ。」ピラトは

彼らに言った。「あなたがたの王を私

が十字架につけるのですか。」祭司長

たちは答えた。「カイザルのほかには

、私たちに王はありません。」 16そ

こでピラトは、そのとき、イエスを、

十字架につけるため彼らに引き渡した

。 17彼らはイエスを受け取った。そ

して、イエスはご自分で十字架を負っ

て、「どくろの地」という場所（ヘブ

ル語でゴルゴタと言われる）に出て行

かれた。 18彼らはそこでイエスを十

字架につけた。イエスといっしょに、

ほかのふたりの者をそれぞれ両側に、

イエスを真中にしてであった。 19ピ

ラトは罪状書きも書いて、十字架の上

に掲げた。それには「ユダヤ人の王ナ

ザレ人イエス。」と書いてあった。 20

それで、大ぜいのユダヤ人がこの罪状

書きを読んだ。イエスが十字架につけ

られた場所は都に近かったからである

。またそれはヘブル語、ラテン語、ギ

リシヤ語で書いてあった。 21そこで

、ユダヤ人の祭司長たちがピラトに、

「ユダヤ人の王、と書かないで、彼は

ユダヤ人の王と自称した、と書いてく

ださい。」と言った。 22ピラトは答

えた。「私の書いたことは私が書いた

のです。」 23さて、兵士たちは、イ

エスを十字架につけると、イエスの着

物を取り、ひとりの兵士に一つずつあ

たるよう四分した。また下着をも取っ

たが、それは上から全部一つに織った

、縫い目なしのものであった。 24そ

こで彼らは互いに言った。「それは裂

かないで、だれの物になるか、くじを

引こう。」それは、「彼らはわたしの

着物を分け合い、わたしの下着のため

にくじを引いた。」という聖書が成就

するためであった。 25兵士たちはこ

のようなことをしたが、イエスの十字

架のそばには、イエスの母と母の姉妹

と、クロパの妻のマリヤとマグダラの

マリヤが立っていた。 26イエスは、

母と、そばに立っている愛する弟子と

を見て、母に「女の方。そこに、あな

たの息子がいます。」と言われた。 27

それからその弟子に「そこに、あなた

の母がいます。」と言われた。その時

から、この弟子は彼女を自分の家に引

き取った。 28この後、イエスは、す

べてのことが完了したのを知って、聖

書が成就するために、「わたしは渇く

。」と言われた。 29そこには酸いぶ

どう酒のいっぱいはいった入れ物が置

いてあった。そこで彼らは、酸いぶど

う酒を含んだ海綿をヒソプの枝につけ
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て、それをイエスの口もとに差し出し

た。 30イエスは、酸いぶどう酒を受

けられると、「完了した。」と言われ

た。そして、頭をたれて、霊をお渡し

になった。 31その日は備え日であっ

たため、ユダヤ人たちは安息日に（そ

の安息日は大いなる日であったので）

、死体を十字架の上に残しておかない

ように、すねを折ってそれを取りのけ

る処置をピラトに願った。 32それで

、兵士たちが来て、イエスといっしょ

に十字架につけられた第一の者と、も

うひとりの者とのすねを折った。 33

しかし、イエスのところに来ると、イ

エスがすでに死んでおられるのを認め

たので、そのすねを折らなかった。 34

しかし、兵士のうちのひとりがイエス

のわき腹を槍で突き刺した。すると、

ただちに血と水が出て来た。 35それ

を目撃した者があかしをしているので

ある。そのあかしは真実である。その

人が、あなたがたにも信じさせるため

に、真実を話すということをよく知っ

ているのである。 36この事が起こっ

たのは、「彼の骨は一つも砕かれない

。」という聖書のことばが成就するた

めであった。 37また聖書の別のとこ

ろには、「彼らは自分たちが突き刺し

た方を見る。」と言われているからで

ある。 38そのあとで、イエスの弟子

ではあったがユダヤ人を恐れてそのこ

とを隠していたアリマタヤのヨセフが

、イエスのからだを取りかたづけたい

とピラトに願った。それで、ピラトは

許可を与えた。そこで彼は来て、イエ

スのからだを取り降ろした。 39前に

、夜イエスのところに来たニコデモも

、没薬とアロエを混ぜ合わせたものを

およそ三十キログラムばかり持って、

やって来た。 40そこで、彼らはイエ

スのからだを取り、ユダヤ人の埋葬の

習慣に従って、それを香料といっしょ

に亜麻布で巻いた。 41イエスが十字

架につけられた場所に園があって、そ

こには、まだだれも葬られたことのな

い新しい墓があった。 42その日がユ

ダヤ人の備え日であったため、墓が近

かったので、彼らはイエスをそこに納

めた。

20さて、週の初めの日に、マグダラ
のマリヤは、朝早くまだ暗いうち

に墓に来た。そして、墓から石が取り

のけてあるのを見た。 2それで、走っ

て、シモン・ペテロと、イエスが愛さ

れた、もうひとりの弟子とのところに

来て、言った。「だれかが墓から主を

取って行きました。主をどこに置いた

のか、私たちにはわかりません。」 3

そこでペテロともうひとりの弟子は外

に出て来て、墓のほうへ行った。 4ふ

たりはいっしょに走ったが、もうひと

りの弟子がペテロよりも速かったので

、先に墓に着いた。 5そして、からだ

をかがめてのぞき込み、亜麻布が置い

てあるのを見たが、中にはいらなかっ

た。 6シモン・ペテロも彼に続いて来

て、墓にはいり、亜麻布が置いてあっ

て、 7イエスの頭に巻かれていた布切

れは、亜麻布といっしょにはなく、離

れた所に巻かれたままになっているの

を見た。 8そのとき、先に墓に着いた

もうひとりの弟子もはいって来た。そ

して、見て、信じた。 9彼らは、イエ

スが死人の中からよみがえらなければ

ならないという聖書を、まだ理解して

いなかったのである。 10それで、弟
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子たちはまた自分のところに帰って行

った。 11しかし、マリヤは外で墓のと

ころにたたずんで泣いていた。そして

、泣きながら、からだをかがめて墓の

中をのぞき込んだ。 12すると、ふた

りの御使いが、イエスのからだが置か

れていた場所に、ひとりは頭のところ

に、ひとりは足のところに、白い衣を

まとってすわっているのが見えた。 13

彼らは彼女に言った。「なぜ泣いてい

るのですか。」彼女は言った。「だれ

かが私の主を取って行きました。どこ

に置いたのか、私にはわからないので

す。」 14彼女はこう言ってから、う

しろを振り向いた。すると、イエスが

立っておられるのを見た。しかし、彼

女にはイエスであることがわからなか

った。 15イエスは彼女に言われた。

「なぜ泣いているのですか。だれを捜

しているのですか。」彼女は、それを

園の管理人だと思って言った。「あな

たが、あの方を運んだのでしたら、ど

こに置いたのか言ってください。そう

すれば私が引き取ります。」 16イエ

スは彼女に言われた。「マリヤ。」彼

女は振り向いて、ヘブル語で、「ラボ

ニ（すなわち、先生）。」とイエスに

言った。 17イエスは彼女に言われた

。「わたしにすがりついていてはいけ

ません。わたしはまだ父のもとに上っ

ていないからです。わたしの兄弟たち

のところに行って、彼らに『わたしは

、わたしの父またあなたがたの父、わ

たしの神またあなたがたの神のもとに

上る。』と告げなさい。」 18マグダ

ラのマリヤは、行って、「私は主にお

目にかかりました。」と言い、また、

主が彼女にこれらのことを話されたと

弟子たちに告げた。 19その日、すな

わち週の初めの日の夕方のことであっ

た。弟子たちがいた所では、ユダヤ人

を恐れて戸がしめてあったが、イエス

が来られ、彼らの中に立って言われた

。「平安があなたがたにあるように。

」 20こう言ってイエスは、その手と

わき腹を彼らに示された。弟子たちは

、主を見て喜んだ。 21イエスはもう

一度、彼らに言われた。「平安があな

たがたにあるように。父がわたしを遣

わしたように、わたしもあなたがたを

遣わします。」 22そして、こう言わ

れると、彼らに息を吹きかけて言われ

た。「聖霊を受けなさい。 23あなた

がたがだれかの罪を赦すなら、その人

の罪は赦され、あなたがたがだれかの

罪をそのまま残すなら、それはそのま

ま残ります。」 24十二弟子のひとり

で、デドモと呼ばれるトマスは、イエ

スが来られたときに、彼らといっしょ

にいなかった。 25それで、ほかの弟

子たちが彼に「私たちは主を見た。」

と言った。しかし、トマスは彼らに「

私は、その手に釘の跡を見、私の指を

釘のところに差し入れ、また私の手を

そのわきに差し入れてみなければ、決

して信じません。」と言った。 26八

日後に、弟子たちはまた室内におり、

トマスも彼らといっしょにいた。戸が

閉じられていたが、イエスが来て、彼

らの中に立って「平安があなたがたに

あるように。」と言われた。 27それ

からトマスに言われた。「あなたの指

をここにつけて、わたしの手を見なさ

い。手を伸ばして、わたしのわきに差

し入れなさい。信じない者にならない

で、信じる者になりなさい。」 28ト
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マスは答えてイエスに言った。「私の

主。私の神。」 29イエスは彼に言わ

れた。「あなたはわたしを見たから信

じたのですか。見ずに信じる者は幸い

です。」 30この書には書かれていな

いが、まだほかの多くのしるしをも、

イエスは弟子たちの前で行なわれた。

31しかし、これらのことが書かれたの

は、イエスが神の子キリストであるこ

とを、あなたがたが信じるため、また

、あなたがたが信じて、イエスの御名

によっていのちを得るためである。

21この後、イエスはテベリヤの湖畔
で、もう一度ご自分を弟子たちに

現わされた。その現わされた次第はこ

うであった。 2シモン・ペテロ、デド

モと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナ

のナタナエル、ゼベダイの子たち、ほ

かにふたりの弟子がいっしょにいた。

3シモン・ペテロが彼らに言った。「

私は漁に行く。」彼らは言った。「私

たちもいっしょに行きましょう。」彼

らは出かけて、小舟に乗り込んだ。し

かし、その夜は何もとれなかった。 4

夜が明けそめたとき、イエスは岸べに

立たれた。けれども弟子たちには、そ

れがイエスであることがわからなかっ

た。 5イエスは彼らに言われた。「子

どもたちよ。食べる物がありませんね

。」彼らは答えた。「はい。ありませ

ん。」 6イエスは彼らに言われた。「

舟の右側に網をおろしなさい。そうす

れば、とれます。」そこで、彼らは網

をおろした。すると、おびただしい魚

のために、網を引き上げることができ

なかった。 7そこで、イエスの愛され

たあの弟子がペテロに言った。「主で

す。」すると、シモン・ペテロは、主

であると聞いて、裸だったので、上着

をまとって、湖に飛び込んだ。 8しか

し、ほかの弟子たちは、魚の満ちたそ

の網を引いて、小舟でやって来た。陸

地から遠くなく、百メートル足らずの

距離だったからである。 9こうして彼

らが陸地に上がったとき、そこに炭火

とその上に載せた魚と、パンがあるの

を見た。 10イエスは彼らに言われた

。「あなたがたの今とった魚を幾匹か

持って来なさい。」 11シモン・ペテ

ロは舟に上がって、網を陸地に引き上

げた。それは百五十三匹の大きな魚で

いっぱいであった。それほど多かった

けれども、網は破れなかった。 12イ

エスは彼らに言われた。「さあ来て、

朝の食事をしなさい。」弟子たちは主

であることを知っていたので、だれも

「あなたはどなたですか。」とあえて

尋ねる者はいなかった。 13イエスは

来て、パンを取り、彼らにお与えにな

った。また、魚も同じようにされた。

14イエスが、死人の中からよみがえっ

てから、弟子たちにご自分を現わされ

たのは、すでにこれで三度目である。

15彼らが食事を済ませたとき、イエス

はシモン・ペテロに言われた。「ヨハ

ネの子シモン。あなたは、この人たち

以上に、わたしを愛しますか。」ペテ

ロはイエスに言った。「はい。主よ。

私があなたを愛することは、あなたが

ご存じです。」イエスは彼に言われた

。「わたしの小羊を飼いなさい。」 16

イエスは再び彼に言われた。「ヨハネ

の子シモン。あなたはわたしを愛しま

すか。」ペテロはイエスに言った。「

はい。主よ。私があなたを愛すること

は、あなたがご存じです。」イエスは



ヨハネの福音書169

彼に言われた。「わたしの羊を牧しな

さい。」 17イエスは三度ペテロに言

われた。「ヨハネの子シモン。あなた

はわたしを愛しますか。」ペテロは、

イエスが三度「あなたはわたしを愛し

ますか。」と言われたので、心を痛め

てイエスに言った。「主よ。あなたは

いっさいのことをご存じです。あなた

は、私があなたを愛することを知って

おいでになります。」イエスは彼に言

われた。「わたしの羊を飼いなさい。

18まことに、まことに、あなたに告げ

ます。あなたは若かった時には、自分

で帯を締めて、自分の歩きたい所を歩

きました。しかし年をとると、あなた

は自分の手を伸ばし、ほかの人があな

たに帯をさせて、あなたの行きたくな

い所に連れて行きます。」 19これは

、ペテロがどのような死に方をして、

神の栄光を現わすかを示して、言われ

たことであった。こうお話しになって

から、ペテロに言われた。「わたしに

従いなさい。」 20ペテロは振り向い

て、イエスが愛された弟子があとにつ

いて来るのを見た。この弟子はあの晩

餐のとき、イエスの右側にいて、「主

よ。あなたを裏切る者はだれですか。

」と言った者である。 21ペテロは彼

を見て、イエスに言った。「主よ。こ

の人はどうですか。」 22イエスはペ

テロに言われた。「わたしの来るまで

彼が生きながらえるのをわたしが望む

としても、それがあなたに何のかかわ

りがありますか。あなたは、わたしに

従いなさい。」 23そこで、その弟子

は死なないという話が兄弟たちの間に

行き渡った。しかし、イエスはペテロ

に、その弟子が死なないと言われたの

でなく、「わたしの来るまで彼が生き

ながらえるのをわたしが望むとしても

、それがあなたに何のかかわりがあり

ますか。」と言われたのである。 24

これらのことについてあかしした者、

またこれらのことを書いた者は、その

弟子である。そして、私たちは、彼の

あかしが真実であることを、知ってい

る。 25イエスが行なわれたことは、

ほかにもたくさんあるが、もしそれら

をいちいち書きしるすなら、世界も、

書かれた書物を入れることができまい

、と私は思う。
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使徒の働き

1テオピロよ。私は前の書で、イエス
が行ない始め、教え始められたすべ

てのことについて書き、 2お選びにな

った使徒たちに聖霊によって命じてか

ら、天に上げられた日のことにまで及

びました。 3イエスは苦しみを受けた

後、四十日の間、彼らに現われて、神

の国のことを語り、数多くの確かな証

拠をもって、ご自分が生きていること

を使徒たちに示された。 4彼らといっ

しょにいるとき、イエスは彼らにこう

命じられた。「エルサレムを離れない

で、わたしから聞いた父の約束を待ち

なさい。 5ヨハネは水でバプテスマを

授けたが、もう間もなく、あなたがた

は聖霊のバプテスマを受けるからです

。」 6そこで、彼らは、いっしょに集

まったとき、イエスにこう尋ねた。「

主よ。今こそ、イスラエルのために国

を再興してくださるのですか。」 7イ

エスは言われた。「いつとか、どんな

ときとかいうことは、あなたがたは知

らなくてもよいのです。それは、父が

ご自分の権威をもってお定めになって

います。 8しかし、聖霊があなたがた

の上に臨まれるとき、あなたがたは力

を受けます。そして、エルサレム、ユ

ダヤとサマリヤの全土、および地の果

てにまで、わたしの証人となります。

」 9こう言ってから、イエスは彼らが

見ている間に上げられ、雲に包まれて

、見えなくなられた。 10イエスが上

って行かれるとき、弟子たちは天を見

つめていた。すると、見よ、白い衣を

着た人がふたり、彼らのそばに立って

いた。 11そして、こう言った。「ガ

リラヤの人たち。なぜ天を見上げて立

っているのですか。あなたがたを離れ

て天に上げられたこのイエスは、天に

上って行かれるのをあなたがたが見た

ときと同じ有様で、またおいでになり

ます。」 12そこで、彼らはオリーブ

という山からエルサレムに帰った。こ

の山はエルサレムの近くにあって、安

息日の道のりほどの距離であった。 13

彼らは町にはいると、泊まっている屋

上の間に上がった。この人々は、ペテ

ロとヨハネとヤコブとアンデレ、ピリ

ポとトマス、バルトロマイとマタイ、

アルパヨの子ヤコブと熱心党員シモン

とヤコブの子ユダであった。 14この

人たちは、婦人たちやイエスの母マリ

ヤ、およびイエスの兄弟たちとともに

、みな心を合わせ、祈りに専念してい

た。 15そのころ、百二十名ほどの兄

弟たちが集まっていたが、ペテロはそ

の中に立ってこう言った。 16「兄弟

たち。イエスを捕えた者どもの手引き

をしたユダについて、聖霊がダビデの

口を通して預言された聖書のことばは

、成就しなければならなかったのです

。 17ユダは私たちの仲間として数え

られており、この務めを受けていまし

た。 18（ところがこの男は、不正な

ことをして得た報酬で地所を手に入れ

たが、まっさかさまに落ち、からだは

真二つに裂け、はらわたが全部飛び出

してしまった。 19このことが、エル

サレムの住民全部に知れて、その地所

は彼らの国語でアケルダマ、すなわち

『血の地所』と呼ばれるようになった

。） 20実は詩篇には、こう書いてあ

るのです。『彼の住まいは荒れ果てよ

、そこには住む者がいなくなれ。』ま

た、『その職は、ほかの人に取らせよ
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。』 21ですから、主イエスが私たち

といっしょに生活された間、 22すな

わち、ヨハネのバプテスマから始まっ

て、私たちを離れて天に上げられた日

までの間、いつも私たちと行動をとも

にした者の中から、だれかひとりが、

私たちとともにイエスの復活の証人と

ならなければなりません。」 23そこ

で、彼らは、バルサバと呼ばれ別名を

ユストというヨセフと、マッテヤとの

ふたりを立てた。 24そして、こう祈

った。「すべての人の心を知っておら

れる主よ。 25この務めと使徒職の地

位を継がせるために、このふたりのう

ちのどちらをお選びになるか、お示し

ください。ユダは自分のところへ行く

ために脱落して行きましたから。」 26

そしてふたりのためにくじを引くと、

くじはマッテヤに当たったので、彼は

十一人の使徒たちに加えられた。

2五旬節の日になって、みなが一つ所
に集まっていた。 2すると突然、天

から、激しい風が吹いて来るような響

きが起こり、彼らのいた家全体に響き

渡った。 3また、炎のような分かれた

舌が現われて、ひとりひとりの上にと

どまった。 4すると、みなが聖霊に満

たされ、御霊が話させてくださるとお

りに、他国のことばで話しだした。 5

さて、エルサレムには、敬虔なユダヤ

人たちが、天下のあらゆる国から来て

住んでいたが、 6この物音が起こると

、大ぜいの人々が集まって来た。彼ら

は、それぞれ自分の国のことばで弟子

たちが話すのを聞いて、驚きあきれて

しまった。 7彼らは驚き怪しんで言っ

た。「どうでしょう。いま話している

この人たちは、みなガリラヤの人では

ありませんか。 8それなのに、私たち

めいめいの国の国語で話すのを聞くと

は、いったいどうしたことでしょう。

9私たちは、パルテヤ人、メジヤ人、

エラム人、またメソポタミヤ、ユダヤ

、カパドキヤ、ポントとアジヤ、 10

フルギヤとパンフリヤ、エジプトとク

レネに近いリビヤ地方などに住む者た

ち、また滞在中のローマ人たちで、 11

ユダヤ人もいれば改宗者もいる。また

クレテ人とアラビヤ人なのに、あの人

たちが、私たちのいろいろな国ことば

で神の大きなみわざを語るのを聞こう

とは。」 12人々はみな、驚き惑って

、互いに「いったいこれはどうしたこ

とか。」と言った。 13しかし、ほか

に「彼らは甘いぶどう酒に酔っている

のだ。」と言ってあざける者たちもい

た。 14そこで、ペテロは十一人とと

もに立って、声を張り上げ、人々には

っきりとこう言った。「ユダヤの人々

、ならびにエルサレムに住むすべての

人々。あなたがたに知っていただきた

いことがあります。どうか、私のこと

ばに耳を貸してください。 15今は朝

の九時ですから、あなたがたの思って

いるようにこの人たちは酔っているの

ではありません。 16これは、預言者

ヨエルによって語られた事です。 17

『神は言われる。終わりの日に、わた

しの霊をすべての人に注ぐ。すると、

あなたがたの息子や娘は預言し、青年

は幻を見、老人は夢を見る。 18その

日、わたしのしもべにも、はしために

も、わたしの霊を注ぐ。すると、彼

らは預言する。 19また、わたしは、

上は天に不思議なわざを示し、下は地

にしるしを示す。それは、血と火と立
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ち上る煙である。 20主の大いなる輝

かしい日が来る前に、太陽はやみとな

り、月は血に変わる。 21しかし、主

の名を呼ぶ者は、みな救われる。』 22

イスラエルの人たち。このことばを聞

いてください。神はナザレ人イエスに

よって、あなたがたの間で力あるわざ

と、不思議なわざと、あかしの奇蹟を

行なわれました。それらのことによっ

て、神はあなたがたに、この方のあか

しをされたのです。これは、あなたが

た自身がご承知のように、 23神の定

めた計画と神の予知とによって引き渡

されたこの方を、あなたがたは不法な

者の手によって十字架につけて殺しま

した。 24しかし神は、この方を死の

苦しみから解き放って、よみがえらせ

ました。この方が死につながれている

ことなど、ありえないからです。 25

ダビデはこの方について、こう言って

います。『私はいつも、自分の目の前

に主を見ていた。主は、私が動かされ

ないように、私の右におられるからで

ある。 26それゆえ、私の心は楽しみ

、私の舌は大いに喜んだ。さらに私

の肉体も望みの中に安らう。 27あな

たは私のたましいをハデスに捨てて置

かず、あなたの聖者が朽ち果てるのを

お許しにならないからである。 (Hadēs

g86) 28あなたは、私にいのちの道を知

らせ、御顔を示して、私を喜びで満た

してくださる。』 29兄弟たち。先祖

ダビデについては、私はあなたがたに

、確信をもって言うことができます。

彼は死んで葬られ、その墓は今日まで

私たちのところにあります。 30彼は

預言者でしたから、神が彼の子孫のひ

とりを彼の王位に着かせると誓って言

われたことを知っていたのです。 31

それで後のことを予見して、キリスト

の復活について、『彼はハデスに捨て

て置かれず、その肉体は朽ち果てない

。』と語ったのです。 (Hadēs g86) 32神

はこのイエスをよみがえらせました。

私たちはみな、そのことの証人です。

33ですから、神の右に上げられたイエ

スが、御父から約束された聖霊を受け

て、今あなたがたが見聞きしているこ

の聖霊をお注ぎになったのです。 34

ダビデは天に上ったわけではありませ

ん。彼は自分でこう言っています。『

主は私の主に言われた。 35わたしが

あなたの敵をあなたの足台とするまで

はわたしの右の座に着いていなさい。

』 36ですから、イスラエルのすべて

の人々は、このことをはっきりと知ら

なければなりません。すなわち、神が

、今や主ともキリストともされたこの

イエスを、あなたがたは十字架につけ

たのです。」 37人々はこれを聞いて

心を刺され、ペテロとほかの使徒たち

に、「兄弟たち。私たちはどうしたら

よいでしょうか。」と言った。 38そ

こでペテロは彼らに答えた。「悔い改

めなさい。そして、それぞれ罪を赦し

ていただくために、イエス・キリスト

の名によってバプテスマを受けなさい

。そうすれば、賜物として聖霊を受け

るでしょう。 39なぜなら、この約束

は、あなたがたと、その子どもたち、

ならびにすべての遠くにいる人々、す

なわち、私たちの神である主がお召し

になる人々に与えられているからです

。」 40ペテロは、このほかにも多く

のことばをもって、あかしをし、「こ

の曲がった時代から救われなさい。」
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と言って彼らに勧めた。 41そこで、

彼のことばを受け入れた者は、バプテ

スマを受けた。その日、三千人ほどが

弟子に加えられた。 42そして、彼ら

は使徒たちの教えを堅く守り、交わり

をし、パンを裂き、祈りをしていた。

43そして、一同の心に恐れが生じ、使

徒たちによって、多くの不思議なわざ

とあかしの奇蹟が行なわれた。 44信

者となった者たちはみないっしょにい

て、いっさいの物を共有にしていた。

45そして、資産や持ち物を売っては、

それぞれの必要に応じて、みなに分配

していた。 46そして毎日、心を一つ

にして宮に集まり、家でパンを裂き、

喜びと真心をもって食事をともにし、

47神を賛美し、すべての民に好意を持

たれた。主も毎日救われる人々を仲間

に加えてくださった。

3ペテロとヨハネは午後三時の祈りの
時間に宮に上って行った。 2すると

、生まれつき足のきかない男が運ばれ

て来た。この男は、宮にはいる人たち

から施しを求めるために、毎日「美し

の門」という名の宮の門に置いてもら

っていた。 3彼は、ペテロとヨハネが

宮にはいろうとするのを見て、施しを

求めた。 4ペテロは、ヨハネとともに

、その男を見つめて、「私たちを見な

さい。」と言った。 5男は何かもらえ

ると思って、ふたりに目を注いだ。 6

すると、ペテロは、「金銀は私にはな

い。しかし、私にあるものを上げよう

。ナザレのイエス・キリストの名によ

って、歩きなさい。」と言って、 7彼

の右手を取って立たせた。するとたち

まち、彼の足とくるぶしが強くなり、

8おどり上がってまっすぐに立ち、歩

きだした。そして歩いたり、はねたり

しながら、神を賛美しつつ、ふたりと

いっしょに宮にはいって行った。 9人

々はみな、彼が歩きながら、神を賛美

しているのを見た。 10そして、これ

が、施しを求めるために宮の「美しの

門」にすわっていた男だとわかると、

この人の身に起こったことに驚き、あ

きれた。 11この人が、ペテロとヨハ

ネにつきまとっている間に、非常に驚

いた人々がみないっせいに、ソロモン

の廊という回廊にいる彼らのところに

、やって来た。 12ペテロはこれを見

て、人々に向かってこう言った。「イ

スラエル人たち。なぜこのことに驚い

ているのですか。なぜ、私たちが自分

の力とか信仰深さとかによって彼を歩

かせたかのように、私たちを見つめる

のですか。 13アブラハム、イサク、

ヤコブの神、すなわち、私たちの先祖

の神は、そのしもべイエスに栄光をお

与えになりました。あなたがたは、こ

の方を引き渡し、ピラトが釈放すると

決めたのに、その面前でこの方を拒み

ました。 14そのうえ、このきよい、

正しい方を拒んで、人殺しの男を赦免

するように要求し、 15いのちの君を

殺しました。しかし、神はこのイエス

を死者の中からよみがえらせました。

私たちはそのことの証人です。 16そ

して、このイエスの御名が、その御名

を信じる信仰のゆえに、あなたがたが

いま見ており知っているこの人を強く

したのです。イエスによって与えられ

る信仰が、この人を皆さんの目の前で

完全なからだにしたのです。 17です

から、兄弟たち。私は知っています。

あなたがたは、自分たちの指導者たち
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と同様に、無知のためにあのような行

ないをしたのです。 18しかし、神は

、すべての預言者たちの口を通して、

キリストの受難をあらかじめ語ってお

られたことを、このように実現されま

した。 19そういうわけですから、あ

なたがたの罪をぬぐい去っていただく

ために、悔い改めて、神に立ち返りな

さい。 20それは、主の御前から回復

の時が来て、あなたがたのためにメシ

ヤと定められたイエスを、主が遣わし

てくださるためなのです。 21このイ

エスは、神が昔から、聖なる預言者た

ちの口を通してたびたび語られた、あ

の万物の改まる時まで、天にとどまっ

ていなければなりません。 (aiōn g165) 22

モーセはこう言いました。『神である

主は、あなたがたのために、私のよう

なひとりの預言者を、あなたがたの兄

弟たちの中からお立てになる。この方

があなたがたに語ることはみな聞きな

さい。 23その預言者に聞き従わない

者はだれでも、民の中から滅ぼし絶や

される。』 24また、サムエルをはじ

めとして、彼に続いて語ったすべての

預言者たちも、今の時について宣べま

した。 25あなたがたは預言者たちの

子孫です。また、神がアブラハムに、

『あなたの子孫によって、地の諸民族

はみな祝福を受ける。』と言って、あ

なたがたの先祖と結ばれたあの契約の

子孫です。 26神は、まずそのしもべ

を立てて、あなたがたにお遣わしにな

りました。それは、この方があなたが

たを祝福して、ひとりひとりをその邪

悪な生活から立ち返らせてくださるた

めなのです。」

4彼らが民に話していると、祭司たち
、宮の守衛長、またサドカイ人たち

がやって来たが、 2この人たちは、ペ

テロとヨハネが民を教え、イエスのこ

とを例にあげて死者の復活を宣べ伝え

ているのに、困り果て、 3彼らに手を

かけて捕えた。そして翌日まで留置す

ることにした。すでに夕方だったから

である。 4しかし、みことばを聞いた

人々が大ぜい信じ、男の数が五千人ほ

どになった。 5翌日、民の指導者、長

老、学者たちは、エルサレムに集まっ

た。 6大祭司アンナス、カヤパ、ヨハ

ネ、アレキサンデル、そのほか大祭司

の一族もみな出席した。 7彼らは使徒

たちを真中に立たせて、「あなたがた

は何の権威によって、また、だれの名

によってこんなことをしたのか。」と

尋問しだした。 8そのとき、ペテロは

聖霊に満たされて、彼らに言った。「

民の指導者たち、ならびに長老の方々

。 9私たちがきょう取り調べられてい

るのが、病人に行なった良いわざにつ

いてであり、その人が何によっていや

されたか、ということのためであるな

ら、 10皆さんも、またイスラエルの

すべての人々も、よく知ってください

。この人が直って、あなたがたの前に

立っているのは、あなたがたが十字架

につけ、神が死者の中からよみがえら

せたナザレ人イエス・キリストの御名

によるのです。 11『あなたがた家を

建てる者たちに捨てられた石が、礎の

石となった。』というのはこの方のこ

とです。 12この方以外には、だれに

よっても救いはありません。世界中で

この御名のほかには、私たちが救われ

るべき名としては、どのような名も、
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人間に与えられていないからです。」

13彼らはペテロとヨハネとの大胆さを

見、またふたりが無学な、普通の人で

あるのを知って驚いたが、ふたりがイ

エスとともにいたのだ、ということが

わかって来た。 14そればかりでなく

、いやされた人がふたりといっしょに

立っているのを見ては、返すことばも

なかった。 15彼らはふたりに議会か

ら退場するように命じ、そして互いに

協議した。 16彼らは言った。「あの

人たちをどうしよう。あの人たちによ

って著しいしるしが行なわれたことは

、エルサレムの住民全部に知れ渡って

いるから、われわれはそれを否定でき

ない。 17しかし、これ以上民の間に

広がらないために、今後だれにもこの

名によって語ってはならないと、彼ら

をきびしく戒めよう。」 18そこで彼

らを呼んで、いっさいイエスの名によ

って語ったり教えたりしてはならない

、と命じた。 19ペテロとヨハネは彼

らに答えて言った。「神に聞き従うよ

り、あなたがたに聞き従うほうが、神

の前に正しいかどうか、判断してくだ

さい。 20私たちは、自分の見たこと

、また聞いたことを、話さないわけに

はいきません。」 21そこで、彼らは

ふたりをさらにおどしたうえで、釈放

した。それはみなの者が、この出来事

のゆえに神をあがめていたので、人々

の手前、ふたりを罰するすべがなかっ

たからである。 22この奇蹟によって

いやされた男は四十歳余りであった。

23釈放されたふたりは、仲間のところ

へ行き、祭司長たちや長老たちが彼ら

に言ったことを残らず報告した。 24

これを聞いた人々はみな、心を一つに

して、神に向かい、声を上げて言った

。「主よ。あなたは天と地と海とその

中のすべてのものを造られた方です。

25あなたは、聖霊によって、あなたの

しもべであり私たちの先祖であるダビ

デの口を通して、こう言われました。

『なぜ異邦人たちは騒ぎ立ち、もろも

ろの民はむなしいことを計るのか。 26

地の王たちは立ち上がり、指導者たち

は、主とキリストに反抗して、一つに

組んだ。』 27事実、ヘロデとポンテ

オ・ピラトは、異邦人やイスラエルの

民といっしょに、あなたが油を注がれ

た、あなたの聖なるしもべイエスに逆

らってこの都に集まり、 28あなたの

御手とみこころによって、あらかじめ

お定めになったことを行ないました。

29主よ。いま彼らの脅かしをご覧にな

り、あなたのしもべたちにみことばを

大胆に語らせてください。 30御手を

伸ばしていやしを行なわせ、あなたの

聖なるしもべイエスの御名によって、

しるしと不思議なわざを行なわせてく

ださい。」 31彼らがこう祈ると、そ

の集まっていた場所が震い動き、一同

は聖霊に満たされ、神のことばを大胆

に語りだした。 32信じた者の群れは

、心と思いを一つにして、だれひとり

その持ち物を自分のものと言わず、す

べてを共有にしていた。 33使徒たち

は、主イエスの復活を非常に力強くあ

かしし、大きな恵みがそのすべての者

の上にあった。 34彼らの中には、ひ

とりも乏しい者がなかった。地所や家

を持っている者は、それを売り、代金

を携えて来て、 35使徒たちの足もと

に置き、その金は必要に従っておのお

のに分け与えられたからである。 36
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キプロス生まれのレビ人で、使徒たち

によってバルナバ（訳すと、慰めの子

）と呼ばれていたヨセフも、 37畑を

持っていたので、それを売り、その代

金を持って来て、使徒たちの足もとに

置いた。

5ところが、アナニヤという人は、妻
のサッピラとともにその持ち物を売

り、 2妻も承知のうえで、その代金の

一部を残しておき、ある部分を持って

来て、使徒たちの足もとに置いた。 3

そこで、ペテロがこう言った。「アナ

ニヤ。どうしてあなたはサタンに心を

奪われ、聖霊を欺いて、地所の代金の

一部を自分のために残しておいたのか

。 4それはもともとあなたのものであ

り、売ってからもあなたの自由になっ

たのではないか。なぜこのようなこと

をたくらんだのか。あなたは人を欺い

たのではなく、神を欺いたのだ。」 5

アナニヤはこのことばを聞くと、倒れ

て息が絶えた。そして、これを聞いた

すべての人に、非常な恐れが生じた。

6青年たちは立って、彼を包み、運び

出して葬った。 7三時間ほどたって、

彼の妻はこの出来事を知らずにはいっ

て来た。 8ペテロは彼女にこう言った

。「あなたがたは地所をこの値段で売

ったのですか。私に言いなさい。」彼

女は「はい。その値段です。」と言っ

た。 9そこで、ペテロは彼女に言った

。「どうしてあなたがたは心を合わせ

て、主の御霊を試みたのですか。見な

さい、あなたの夫を葬った者たちが、

戸口に来ていて、あなたをも運び出し

ます。」 10すると彼女は、たちまち

ペテロの足もとに倒れ、息が絶えた。

はいって来た青年たちは、彼女が死ん

だのを見て、運び出し、夫のそばに葬

った。 11そして、教会全体と、このこ

とを聞いたすべての人たちとに、非常

な恐れが生じた。 12また、使徒たち

の手によって、多くのしるしと不思議

なわざが人々の間で行なわれた。みな

は一つ心になってソロモンの廊にいた

。 13ほかの人々は、ひとりもこの交

わりに加わろうとしなかったが、その

人々は彼らを尊敬していた。 14それ

ばかりか、主を信じる者は男も女もま

すますふえていった。 15ついに、人

々は病人を大通りへ運び出し、寝台や

寝床の上に寝かせ、ペテロが通りかか

るときには、せめてその影でも、だれ

かにかかるようにするほどになった。

16また、エルサレムの付近の町々から

、大ぜいの人が、病人や、汚れた霊に

苦しめられている人などを連れて集ま

って来たが、その全部がいやされた。

17そこで、大祭司とその仲間たち全部

、すなわちサドカイ派の者はみな、ね

たみに燃えて立ち上がり、 18使徒た

ちを捕え、留置場に入れた。 19とこ

ろが、夜、主の使いが牢の戸を開き、

彼らを連れ出し、 20「行って宮の中

に立ち、人々にこのいのちのことばを

、ことごとく語りなさい。」と言った

。 21彼らはこれを聞くと、夜明けご

ろ宮にはいって教え始めた。一方、大

祭司とその仲間たちは集まって来て、

議会とイスラエル人のすべての長老を

召集し、使徒たちを引き出して来させ

るために、人を獄舎にやった。 22と

ころが役人たちが行ってみると、牢の

中には彼らがいなかったので、引き返

してこう報告した。 23「獄舎は完全

にしまっており、番人たちが戸口に立
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っていましたが、あけてみると、中に

はだれもおりませんでした。」 24宮

の守衛長や祭司長たちは、このことば

を聞いて、いったいこれはどうなって

行くのかと、使徒たちのことで当惑し

た。 25そこへ、ある人がやって来て

、「大変です。あなたがたが牢に入れ

た人たちが、宮の中に立って、人々を

教えています。」と告げた。 26そこ

で、宮の守衛長は役人たちといっしょ

に出て行き、使徒たちを連れて来た。

しかし、手荒なことはしなかった。人

々に石で打ち殺されるのを恐れたから

である。 27彼らが使徒たちを連れて

来て議会の中に立たせると、大祭司は

使徒たちを問いただして、 28言った

。「あの名によって教えてはならない

ときびしく命じておいたのに、何とい

うことだ。エルサレム中にあなたがた

の教えを広めてしまい、そのうえ、あ

の人の血の責任をわれわれに負わせよ

うとしているではないか。」 29ペテ

ロをはじめ使徒たちは答えて言った。

「人に従うより、神に従うべきです。

30私たちの先祖の神は、あなたがたが

十字架にかけて殺したイエスを、よみ

がえらせたのです。 31そして神は、

イスラエルに悔い改めと罪の赦しを与

えるために、このイエスを君とし、救

い主として、ご自分の右に上げられま

した。 32私たちはそのことの証人で

す。神がご自分に従う者たちにお与え

になった聖霊もそのことの証人です。

」 33彼らはこれを聞いて怒り狂い、

使徒たちを殺そうと計った。 34とこ

ろが、すべての人に尊敬されている律

法学者で、ガマリエルというパリサイ

人が議会の中に立ち、使徒たちをしば

らく外に出させるように命じた。 35

それから、議員たちに向かってこう言

った。「イスラエルの皆さん。この人

々をどう扱うか、よく気をつけてくだ

さい。 36というのは、先ごろチゥダ

が立ち上がって、自分を何か偉い者の

ように言い、彼に従った男の数が四百

人ほどありましたが、結局、彼は殺さ

れ、従った者はみな散らされて、あと

かたもなくなりました。 37その後、

人口調査のとき、ガリラヤ人ユダが立

ち上がり、民衆をそそのかして反乱を

起こしましたが、自分は滅び、従った

者たちもみな散らされてしまいました

。 38そこで今、あなたがたに申した

いのです。あの人たちから手を引き、

放っておきなさい。もし、その計画や

行動が人から出たものならば、自滅し

てしまうでしょう。 39しかし、もし

神から出たものならば、あなたがたに

は彼らを滅ぼすことはできないでしょ

う。もしかすれば、あなたがたは神に

敵対する者になってしまいます。」彼

らは彼に説得され、 40使徒たちを呼

んで、彼らをむちで打ち、イエスの名

によって語ってはならないと言い渡し

たうえで釈放した。 41そこで、使徒

たちは、御名のためにはずかしめられ

るに値する者とされたことを喜びなが

ら、議会から出て行った。 42そして

、毎日、宮や家々で教え、イエスがキ

リストであることを宣べ伝え続けた。

6そのころ、弟子たちがふえるにつれ
て、ギリシヤ語を使うユダヤ人たち

が、ヘブル語を使うユダヤ人たちに対

して苦情を申し立てた。彼らのうちの

やもめたちが、毎日の配給でなおざり

にされていたからである。 2そこで、
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十二使徒は弟子たち全員を呼び集めて

こう言った。「私たちが神のことばを

あと回しにして、食卓のことに仕える

のはよくありません。 3そこで、兄弟

たち。あなたがたの中から、御霊と知

恵とに満ちた、評判の良い人たち七人

を選びなさい。私たちはその人たちを

この仕事に当たらせることにします。

4そして、私たちは、もっぱら祈りと

みことばの奉仕に励むことにします。

」 5この提案は全員の承認するところ

となり、彼らは、信仰と聖霊とに満ち

た人ステパノ、およびピリポ、プロコ

ロ、ニカノル、テモン、パルメナ、ア

ンテオケの改宗者ニコラオを選び、 6

この人たちを使徒たちの前に立たせた

。そこで使徒たちは祈って、手を彼ら

の上に置いた。 7こうして神のことば

は、ますます広まって行き、エルサレ

ムで、弟子の数が非常にふえて行った

。そして、多くの祭司たちが次々に信

仰にはいった。 8さて、ステパノは恵

みと力とに満ち、人々の間で、すばら

しい不思議なわざとしるしを行なって

いた。 9ところが、いわゆるリベルテ

ンの会堂に属する人々で、クレネ人、

アレキサンドリヤ人、キリキヤやアジ

ヤから来た人々などが立ち上がって、

ステパノと議論した。 10しかし、彼

が知恵と御霊によって語っていたので

、それに対抗することができなかった

。 11そこで、彼らはある人々をそそ

のかし、「私たちは彼がモーセと神と

をけがすことばを語るのを聞いた。」

と言わせた。 12また、民衆と長老た

ちと律法学者たちを扇動し、彼を襲っ

て捕え、議会にひっぱって行った。 13

そして、偽りの証人たちを立てて、こ

う言わせた。「この人は、この聖なる

所と律法とに逆らうことばを語るのを

やめません。 14『あのナザレ人イエ

スはこの聖なる所をこわし、モーセが

私たちに伝えた慣例を変えてしまう。

』と彼が言うのを、私たちは聞きまし

た。」 15議会で席に着いていた人々

はみな、ステパノに目を注いだ。する

と彼の顔は御使いの顔のように見えた

。

7大祭司は、「そのとおりか。」と尋
ねた。 2そこでステパノは言った。

「兄弟たち、父たちよ。聞いてくださ

い。私たちの父祖アブラハムが、カラ

ンに住む以前まだメソポタミヤにいた

とき、栄光の神が彼に現われて、 3『

あなたの土地とあなたの親族を離れ、

わたしがあなたに示す地に行け。』と

言われました。 4そこで、アブラハム

はカルデヤ人の地を出て、カランに住

みました。そして、父の死後、神は彼

をそこから今あなたがたの住んでいる

この地にお移しになりましたが、 5こ

こでは、足の踏み場となるだけのもの

さえも、相続財産として彼にお与えに

なりませんでした。それでも、子ども

もなかった彼に対して、この地を彼と

その子孫に財産として与えることを約

束されたのです。 6また神は次のよう

なことを話されました。『彼の子孫は

外国に移り住み、四百年間、奴隷にさ

れ、虐待される。』 7そして、こう言

われました。『彼らを奴隷にする国民

は、わたしがさばく。その後、彼らは

のがれ出て、この所で、わたしを礼拝

する。』 8また神は、アブラハムに割

礼の契約をお与えになりました。こう

して、彼にイサクが生まれました。彼
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は八日目にイサクに割礼を施しました

。それから、イサクにヤコブが生まれ

、ヤコブに十二人の族長が生まれまし

た。 9族長たちはヨセフをねたんで、

彼をエジプトに売りとばしました。し

かし、神は彼とともにおられ、 10あ

らゆる患難から彼を救い出し、エジプ

ト王パロの前で、恵みと知恵をお与え

になったので、パロは彼をエジプトと

王の家全体を治める大臣に任じました

。 11ところが、エジプトとカナンと

の全地にききんが起こり、大きな災難

が襲って来たので、私たちの先祖たち

には、食物がなくなりました。 12し

かし、ヤコブはエジプトに穀物がある

と聞いて、初めに私たちの先祖たちを

遣わしました。 13二回目のとき、ヨ

セフは兄弟たちに、自分のことを打ち

明け、ヨセフの家族のことがパロに明

らかになりました。 14そこで、ヨセ

フは人をやって、父ヤコブと七十五人

の全親族を呼び寄せました。 15ヤコ

ブはエジプトに下り、そこで彼も私た

ちの先祖たちも死にました。 16そし

てシケムに運ばれ、かねてアブラハム

がいくらかの金でシケムのハモルの子

から買っておいた墓に葬られました。

17神がアブラハムにお立てになった約

束の時が近づくにしたがって、民はエ

ジプトの中にふえ広がり、 18ヨセフ

のことを知らない別の王がエジプトの

王位につくときまで続きました。 19

この王は、私たちの同胞に対して策略

を巡らし、私たちの先祖を苦しめて、

幼子を捨てさせ、生かしておけないよ

うにしました。 20このようなときに

、モーセが生まれたのです。彼は神の

目にかなった、かわいらしい子で、三

か月の間、父の家で育てられましたが

、 21ついに捨てられたのをパロの娘

が拾い上げ、自分の子として育てたの

です。 22モーセはエジプト人のあら

ゆる学問を教え込まれ、ことばにもわ

ざにも力がありました。 23四十歳に

なったころ、モーセはその兄弟である

イスラエル人を、顧みる心を起こしま

した。 24そして、同胞のひとりが虐

待されているのを見て、その人をかば

い、エジプト人を打ち倒して、乱暴さ

れているその人の仕返しをしました。

25彼は、自分の手によって神が兄弟た

ちに救いを与えようとしておられるこ

とを、みなが理解してくれるものと思

っていましたが、彼らは理解しません

でした。 26翌日彼は、兄弟たちが争

っているところに現われ、和解させよ

うとして、『あなたがたは、兄弟なの

だ。それなのにどうしてお互いに傷つ

け合っているのか。』と言いました。

27すると、隣人を傷つけていた者が、

モーセを押しのけてこう言いました。

『だれがあなたを、私たちの支配者や

裁判官にしたのか。 28きのうエジプ

ト人を殺したように、私も殺す気か。

』 29このことばを聞いたモーセは、

逃げてミデアンの地に身を寄せ、そこ

で男の子ふたりをもうけました。 30

四十年たったとき、御使いが、モーセ

に、シナイ山の荒野で柴の燃える炎の

中に現われました。 31その光景を見

たモーセは驚いて、それをよく見よう

として近寄ったとき、主の御声が聞こ

えました。 32『わたしはあなたの先

祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブ

の神である。』そこで、モーセは震え

上がり、見定める勇気もなくなりまし
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た。 33すると、主は彼にこう言われ

たのです。『あなたの足のくつを脱ぎ

なさい。あなたの立っている所は聖な

る地である。 34わたしは、確かにエ

ジプトにいるわたしの民の苦難を見、

そのうめき声を聞いたので、彼らを救

い出すために下って来た。さあ、行き

なさい。わたしはあなたをエジプトに

遣わそう。』 35『だれがあなたを支

配者や裁判官にしたのか。』と言って

人々が拒んだこのモーセを、神は柴の

中で彼に現われた御使いの手によって

、支配者また解放者としてお遣わしに

なったのです。 36この人が、彼らを

導き出し、エジプトの地で、紅海で、

また四十年間荒野で、不思議なわざと

しるしを行ないました。 37このモー

セが、イスラエルの人々に、『神はあ

なたがたのために、私のようなひとり

の預言者を、あなたがたの兄弟たちの

中からお立てになる。』と言ったので

す。 38また、この人が、シナイ山で

彼に語った御使いや私たちの先祖たち

とともに、荒野の集会において、生け

るみことばを授かり、あなたがたに与

えたのです。 39ところが、私たちの

先祖たちは彼に従うことを好まず、か

えって彼を退け、エジプトをなつかし

く思って、 40『私たちに、先立って

行く神々を作ってください。私たちを

エジプトの地から導き出したモーセは

、どうなったのかわかりませんから。

』とアロンに言いました。 41そのこ

ろ彼らは子牛を作り、この偶像に供え

物をささげ、彼らの手で作った物を楽

しんでいました。 42そこで、神は彼

らに背を向け、彼らが天の星に仕える

ままにされました。預言者たちの書に

書いてあるとおりです。『イスラエル

の家よ。あなたがたは荒野にいた四十

年の間に、ほふられた獣と供え物とを

、わたしにささげたことがあったか。

43あなたがたは、モロクの幕屋と ロン

パの神の星をかついでいた。それらは

、あなたがたが拝むために作った偶像

ではないか。それゆえ、わたしは、あ

なたがたをバビロンのかなたへ移す。

』 44私たちの先祖のためには、荒野

にあかしの幕屋がありました。それは

、見たとおりの形に造れとモーセに言

われた方の命令どおりに、造られてい

ました。 45私たちの先祖は、この幕

屋を次々に受け継いで、神が先祖たち

の前から異邦人を追い払い、その領土

を取らせてくださったときには、ヨシ

ュアとともにそれを運び入れ、ついに

ダビデの時代となりました。 46ダビ

デは神の前に恵みをいただき、ヤコブ

の神のために御住まいを得たいと願い

求めました。 47けれども、神のため

に家を建てたのはソロモンでした。 48

しかし、いと高き方は、手で造った家

にはお住みになりません。預言者が語

っているとおりです。 49『主は言わ

れる。天はわたしの王座、地はわた

しの足の足台である。あなたがたは、

どのような家をわたしのために建てよ

うとするのか。わたしの休む所とは、

どこか。 50わたしの手が、これらの

ものをみな、造ったのではないか。』

51かたくなで、心と耳とに割礼を受け

ていない人たち。あなたがたは、先祖

たちと同様に、いつも聖霊に逆らって

いるのです。 52あなたがたの先祖が

迫害しなかった預言者がだれかあった

でしょうか。彼らは、正しい方が来ら
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れることを前もって宣べた人たちを殺

したが、今はあなたがたが、この正し

い方を裏切る者、殺す者となりました

。 53あなたがたは、御使いたちによ

って定められた律法を受けたが、それ

を守ったことはありません。」 54人

々はこれを聞いて、はらわたが煮え返

る思いで、ステパノに向かって歯ぎし

りした。 55しかし、聖霊に満たされ

ていたステパノは、天を見つめ、神の

栄光と、神の右に立っておられるイエ

スとを見て、 56こう言った。「見な

さい。天が開けて、人の子が神の右に

立っておられるのが見えます。」 57

人々は大声で叫びながら、耳をおおい

、いっせいにステパノに殺到した。 58

そして彼を町の外に追い出して、石で

打ち殺した。証人たちは、自分たちの

着物をサウロという青年の足もとに置

いた。 59こうして彼らがステパノに

石を投げつけていると、ステパノは主

を呼んで、こう言った。「主イエスよ

。私の霊をお受けください。」 60そ

して、ひざまずいて、大声でこう叫ん

だ。「主よ。この罪を彼らに負わせな

いでください。」こう言って、眠りに

ついた。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛
成していた。その日、エルサレムの

教会に対する激しい迫害が起こり、使

徒たち以外の者はみな、ユダヤとサマ

リヤの諸地方に散らされた。 2敬虔な

人たちはステパノを葬り、彼のために

非常に悲しんだ。 3サウロは教会を荒

らし、家々にはいって、男も女も引き

ずり出し、次々に牢に入れた。 4他方

、散らされた人たちは、みことばを宣

べながら、巡り歩いた。 5ピリポはサ

マリヤの町に下って行き、人々にキリ

ストを宣べ伝えた。 6群衆はピリポの

話を聞き、その行なっていたしるしを

見て、みなそろって、彼の語ることに

耳を傾けた。 7汚れた霊につかれた多

くの人たちからは、その霊が大声で叫

んで出て行くし、大ぜいの中風の者や

足のきかない者は直ったからである。

8それでその町に大きな喜びが起こっ

た。 9ところが、この町にシモンとい

う人がいた。彼は以前からこの町で魔

術を行なって、サマリヤの人々を驚か

し、自分は偉大な者だと話していた。

10小さな者から大きな者に至るまで、

あらゆる人々が彼に関心を抱き、「こ

の人こそ、大能と呼ばれる、神の力だ

。」と言っていた。 11人々が彼に関

心を抱いたのは、長い間、その魔術に

驚かされていたからである。 12しか

し、ピリポが神の国とイエス・キリス

トの御名について宣べるのを信じた彼

らは、男も女もバプテスマを受けた。

13シモン自身も信じて、バプテスマを

受け、いつもピリポについていた。そ

して、しるしとすばらしい奇蹟が行な

われるのを見て、驚いていた。 14さ

て、エルサレムにいる使徒たちは、サ

マリヤの人々が神のことばを受け入れ

たと聞いて、ペテロとヨハネを彼らの

ところへ遣わした。 15ふたりは下っ

て行って、人々が聖霊を受けるように

祈った。 16彼らは主イエスの御名に

よってバプテスマを受けていただけで

、聖霊がまだだれにも下っておられな

かったからである。 17ふたりが彼ら

の上に手を置くと、彼らは聖霊を受け

た。 18使徒たちが手を置くと聖霊が

与えられるのを見たシモンは、使徒た
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ちのところに金を持って来て、 19「

私が手を置いた者がだれでも聖霊を受

けられるように、この権威を私にも下

さい。」と言った。 20ペテロは彼に

向かって言った。「あなたの金は、あ

なたとともに滅びるがよい。あなたは

金で神の賜物を手に入れようと思って

いるからです。 21あなたは、このこ

とについては何の関係もないし、それ

にあずかることもできません。あなた

の心が神の前に正しくないからです。

22だから、この悪事を悔い改めて、主

に祈りなさい。あるいは、心に抱いた

思いが赦されるかもしれません。 23

あなたはまだ苦い胆汁と不義のきずな

の中にいることが、私にはよくわかっ

ています。」 24シモンは答えて言っ

た。「あなたがたの言われた事が何も

私に起こらないように、私のために主

に祈ってください。」 25このように

して、使徒たちはおごそかにあかしを

し、また主のことばを語って後、エル

サレムへの帰途につき、サマリヤ人の

多くの村でも福音を宣べ伝えた。 26

ところが、主の使いがピリポに向かっ

てこう言った。「立って南へ行き、エ

ルサレムからガザに下る道に出なさい

。」（このガザは今、荒れ果てている

。） 27そこで、彼は立って出かけた

。すると、そこに、エチオピヤ人の女

王カンダケの高官で、女王の財産全部

を管理していた宦官のエチオピヤ人が

いた。彼は礼拝のためエルサレムに上

り、 28いま帰る途中であった。彼は

馬車に乗って、預言者イザヤの書を読

んでいた。 29御霊がピリポに「近寄

って、あの馬車といっしょに行きなさ

い。」と言われた。 30そこでピリポ

が走って行くと、預言者イザヤの書を

読んでいるのが聞こえたので、「あな

たは、読んでいることが、わかります

か。」と言った。 31すると、その人

は、「導く人がなければ、どうしてわ

かりましょう。」と言った。そして馬

車に乗っていっしょにすわるように、

ピリポに頼んだ。 32彼が読んでいた

聖書の個所には、こう書いてあった。

「ほふり場に連れて行かれる羊のよう

に、また、黙々として毛を刈る者の

前に立つ小羊のように、彼は口を開か

なかった。 33彼は、卑しめられ、そ

のさばきも取り上げられた。彼の時代

のことを、だれが話すことができよう

か。彼のいのちは地上から取り去られ

たのである。」 34宦官はピリポに向

かって言った。「預言者はだれについ

て、こう言っているのですか。どうか

教えてください。自分についてですか

。それとも、だれかほかの人について

ですか。」 35ピリポは口を開き、こ

の聖句から始めて、イエスのことを彼

に宣べ伝えた。 36道を進んで行くう

ちに、水のある所に来たので、宦官は

言った。「ご覧なさい。水があります

。私がバプテスマを受けるのに、何か

さしつかえがあるでしょうか。」 37

そして馬車を止めさせ、ピリポも宦官

も水の中へ降りて行き、ピリポは宦官

にバプテスマを授けた。 39水から上

がって来たとき、主の霊がピリポを連

れ去られたので、宦官はそれから後彼

を見なかったが、喜びながら帰って行

った。 40それからピリポはアゾトに

現われ、すべての町々を通って福音を

宣べ伝え、カイザリヤに行った。
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9さてサウロは、なおも主の弟子たち
に対する脅かしと殺害の意に燃えて

、大祭司のところに行き、 2ダマスコ

の諸会堂あての手紙を書いてくれるよ

う頼んだ。それは、この道の者であれ

ば男でも女でも、見つけ次第縛り上げ

てエルサレムに引いて来るためであっ

た。 3ところが、道を進んで行って、

ダマスコの近くまで来たとき、突然、

天からの光が彼を巡り照らした。 4彼

は地に倒れて、「サウロ、サウロ。な

ぜわたしを迫害するのか。」という声

を聞いた。 5彼が、「主よ。あなたは

どなたですか。」と言うと、お答えが

あった。「わたしは、あなたが迫害し

ているイエスである。 6立ち上がって

、町にはいりなさい。そうすれば、あ

なたのしなければならないことが告げ

られるはずです。」 7同行していた人

たちは、声は聞こえても、だれも見え

ないので、ものも言えずに立っていた

。 8サウロは地面から立ち上がったが

、目は開いていても何も見えなかった

。そこで人々は彼の手を引いて、ダマ

スコへ連れて行った。 9彼は三日の間

、目が見えず、また飲み食いもしなか

った。 10さて、ダマスコにアナニヤ

という弟子がいた。主が彼に幻の中で

、「アナニヤよ。」と言われたので、

「主よ。ここにおります。」と答えた

。 11すると主はこう言われた。「立

って、『まっすぐ』という街路に行き

、サウロというタルソ人をユダの家に

尋ねなさい。そこで、彼は祈っていま

す。 12彼は、アナニヤという者がは

いって来て、自分の上に手を置くと、

目が再び見えるようになるのを、幻で

見たのです。」 13しかし、アナニヤ

はこう答えた。「主よ。私は多くの人

々から、この人がエルサレムで、あな

たの聖徒たちにどんなにひどいことを

したかを聞きました。 14彼はここで

も、あなたの御名を呼ぶ者たちをみな

捕縛する権限を、祭司長たちから授け

られているのです。」 15しかし、主

はこう言われた。「行きなさい。あの

人はわたしの名を、異邦人、王たち、

イスラエルの子孫の前に運ぶ、わたし

の選びの器です。 16彼がわたしの名

のために、どんなに苦しまなければな

らないかを、わたしは彼に示すつもり

です。」 17そこでアナニヤは出かけ

て行って、その家にはいり、サウロの

上に手を置いてこう言った。「兄弟サ

ウロ。あなたが来る途中でお現われに

なった主イエスが、私を遣わされまし

た。あなたが再び見えるようになり、

聖霊に満たされるためです。」 18す

るとただちに、サウロの目からうろこ

のような物が落ちて、目が見えるよう

になった。彼は立ち上がって、バプテ

スマを受け、 19食事をして元気づい

た。サウロは数日の間、ダマスコの弟

子たちとともにいた。 20そしてただ

ちに、諸会堂で、イエスは神の子であ

ると宣べ伝え始めた。 21これを聞い

た人々はみな、驚いてこう言った。「

この人はエルサレムで、この御名を呼

ぶ者たちを滅ぼした者ではありません

か。ここへやって来たのも、彼らを縛

って、祭司長たちのところへ引いて行

くためではないのですか。」 22しか

しサウロはますます力を増し、イエス

がキリストであることを証明して、ダ

マスコに住むユダヤ人たちをうろたえ

させた。 23多くの日数がたって後、
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ユダヤ人たちはサウロを殺す相談をし

たが、 24その陰謀はサウロに知られ

てしまった。彼らはサウロを殺してし

まおうと、昼も夜も町の門を全部見張

っていた。 25そこで、彼の弟子たち

は、夜中に彼をかごに乗せ、町の城壁

伝いにつり降ろした。 26サウロはエ

ルサレムに着いて、弟子たちの仲間に

はいろうと試みたが、みなは彼を弟子

だとは信じないで、恐れていた。 27

ところが、バルナバは彼を引き受けて

、使徒たちのところへ連れて行き、彼

がダマスコへ行く途中で主を見た様子

や、主が彼に向かって語られたこと、

また彼がダマスコでイエスの御名を大

胆に宣べた様子などを彼らに説明した

。 28それからサウロは、エルサレム

で弟子たちとともにいて自由に出はい

りし、主の御名によって大胆に語った

。 29そして、ギリシヤ語を使うユダ

ヤ人たちと語ったり、論じたりしてい

た。しかし、彼らはサウロを殺そうと

ねらっていた。 30兄弟たちはそれと

知って、彼をカイザリヤに連れて下り

、タルソへ送り出した。 31こうして

教会は、ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤ

の全地にわたり築き上げられて平安を

保ち、主を恐れかしこみ、聖霊に励ま

されて前進し続けたので、信者の数が

ふえて行った。 32さて、ペテロはあ

らゆる所を巡回したが、ルダに住む聖

徒たちのところへも下って行った。 33

彼はそこで、八年の間も床に着いてい

るアイネヤという人に出会った。彼は

中風であった。 34ペテロは彼にこう

言った。「アイネヤ。イエス・キリス

トがあなたをいやしてくださるのです

。立ち上がりなさい。そして自分で床

を整えなさい。」すると彼はただちに

立ち上がった。 35ルダとサロンに住

む人々はみな、アイネヤを見て、主に

立ち返った。 36ヨッパにタビタ（ギ

リシヤ語に訳せば、ドルカス）という

女の弟子がいた。この女は、多くの良

いわざと施しをしていた。 37ところ

が、そのころ彼女は病気になって死に

、人々はその遺体を洗って、屋上の間

に置いた。 38ルダはヨッパに近かっ

たので、弟子たちは、ペテロがそこに

いると聞いて、人をふたり彼のところ

へ送って、「すぐに来てください。」

と頼んだ。 39そこでペテロは立って

、いっしょに出かけた。ペテロが到着

すると、彼らは屋上の間に案内した。

やもめたちはみな泣きながら、彼のそ

ばに来て、ドルカスがいっしょにいた

ころ作ってくれた下着や上着の数々を

見せるのであった。 40ペテロはみな

の者を外に出し、ひざまずいて祈った

。そしてその遺体のほうを向いて、「

タビタ。起きなさい。」と言った。す

ると彼女は目をあけ、ペテロを見て起

き上がった。 41そこで、ペテロは手

を貸して彼女を立たせた。そして聖徒

たちとやもめたちとを呼んで、生きて

いる彼女を見せた。 42このことがヨ

ッパ中に知れ渡り、多くの人々が主を

信じた。 43そして、ペテロはしばら

くの間、ヨッパで、皮なめしのシモン

という人の家に泊まっていた。

10さて、カイザリヤにコルネリオと
いう人がいて、イタリヤ隊という

部隊の百人隊長であった。 2彼は敬虔

な人で、全家族とともに神を恐れかし

こみ、ユダヤの人々に多くの施しをな

し、いつも神に祈りをしていたが、 3
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ある日の午後三時ごろ、幻の中で、は

っきりと神の御使いを見た。御使いは

彼のところに来て、「コルネリオ。」

と呼んだ。 4彼は、御使いを見つめて

いると、恐ろしくなって、「主よ。何

でしょうか。」と答えた。すると御使

いはこう言った。「あなたの祈りと施

しは神の前に立ち上って、覚えられて

います。 5さあ今、ヨッパに人をやっ

て、シモンという人を招きなさい。彼

の名はペテロとも呼ばれています。 6

この人は皮なめしのシモンという人の

家に泊まっていますが、その家は海べ

にあります。」 7御使いが彼にこう語

って立ち去ると、コルネリオはそのし

もべたちの中のふたりと、側近の部下

の中の敬虔な兵士ひとりとを呼び寄せ

、 8全部のことを説明してから、彼ら

をヨッパへ遣わした。 9その翌日、こ

の人たちが旅を続けて、町の近くまで

来たころ、ペテロは祈りをするために

屋上に上った。昼の十二時ごろであっ

た。 10すると彼は非常に空腹を覚え

、食事をしたくなった。ところが、食

事の用意がされている間に、彼はうっ

とりと夢ごこちになった。 11見ると

、天が開けており、大きな敷布のよう

な入れ物が、四隅をつるされて地上に

降りて来た。 12その中には、地上の

あらゆる種類の四つ足の動物や、はう

もの、また、空の鳥などがいた。 13

そして、彼に、「ペテロ。さあ、ほふ

って食べなさい。」という声が聞こえ

た。 14しかしペテロは言った。「主

よ。それはできません。私はまだ一度

も、きよくない物や汚れた物を食べた

ことがありません。」 15すると、再

び声があって、彼にこう言った。「神

がきよめた物を、きよくないと言って

はならない。」 16こんなことが三回

あって後、その入れ物はすぐ天に引き

上げられた。 17ペテロが、いま見た

幻はいったいどういうことだろう、と

思い惑っていると、ちょうどそのとき

、コルネリオから遣わされた人たちが

、シモンの家をたずね当てて、その門

口に立っていた。 18そして、声をか

けて、ペテロと呼ばれるシモンという

人がここに泊まっているだろうかと尋

ねていた。 19ペテロが幻について思

い巡らしているとき、御霊が彼にこう

言われた。「見なさい。三人の人があ

なたをたずねて来ています。 20さあ

、下に降りて行って、ためらわずに、

彼らといっしょに行きなさい。彼らを

遣わしたのはわたしです。」 21そこ

でペテロは、その人たちのところへ降

りて行って、こう言った。「あなたが

たのたずねているペテロは、私です。

どんなご用でおいでになったのですか

。」 22すると彼らはこう言った。「

百人隊長コルネリオという正しい人で

、神を恐れかしこみ、ユダヤの全国民

に評判の良い人が、あなたを自分の家

にお招きして、あなたからお話を聞く

ように、聖なる御使いによって示され

ました。」 23それで、ペテロは、彼

らを中に入れて泊まらせた。明くる日

、ペテロは、立って彼らといっしょに

出かけた。ヨッパの兄弟たちも数人同

行した。 24その翌日、彼らはカイザ

リヤに着いた。コルネリオは、親族や

親しい友人たちを呼び集め、彼らを待

っていた。 25ペテロが着くと、コル

ネリオは出迎えて、彼の足もとにひれ

伏して拝んだ。 26するとペテロは彼
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を起こして、「お立ちなさい。私もひ

とりの人間です。」と言った。 27そ

れから、コルネリオとことばをかわし

ながら家にはいり、多くの人が集まっ

ているのを見て、 28彼らにこう言っ

た。「ご承知のとおり、ユダヤ人が外

国人の仲間にはいったり、訪問したり

するのは、律法にかなわないことです

。ところが、神は私に、どんな人のこ

とでも、きよくないとか、汚れている

とか言ってはならないことを示してく

ださいました。 29それで、お迎えを

受けたとき、ためらわずに来たのです

。そこで、お尋ねしますが、あなたが

たは、いったいどういうわけで私をお

招きになったのですか。」 30すると

コルネリオがこう言った。「四日前の

この時刻に、私が家で午後三時の祈り

をしていますと、どうでしょう、輝い

た衣を着た人が、私の前に立って、 31

こう言いました。『コルネリオ。あな

たの祈りは聞き入れられ、あなたの施

しは神の前に覚えられている。 32そ

れで、ヨッパに人をやってシモンを招

きなさい。彼の名はペテロとも呼ばれ

ている。この人は海べにある、皮なめ

しのシモンの家に泊まっている。』 33

それで、私はすぐあなたのところへ人

を送ったのですが、よくおいでくださ

いました。いま私たちは、主があなた

にお命じになったすべてのことを伺お

うとして、みな神の御前に出ておりま

す。」 34そこでペテロは、口を開い

てこう言った。「これで私は、はっき

りわかりました。神はかたよったこと

をなさらず、 35どの国の人であって

も、神を恐れかしこみ、正義を行なう

人なら、神に受け入れられるのです。

36神はイエス・キリストによって、平

和を宣べ伝え、イスラエルの子孫にみ

ことばをお送りになりました。このイ

エス・キリストはすべての人の主です

。 37あなたがたは、ヨハネが宣べ伝

えたバプテスマの後、ガリラヤから始

まって、ユダヤ全土に起こった事がら

を、よくご存じです。 38それは、ナ

ザレのイエスのことです。神はこの方

に聖霊と力を注がれました。このイエ

スは、神がともにおられたので、巡り

歩いて良いわざをなし、また悪魔に制

せられているすべての者をいやされま

した。 39私たちは、イエスがユダヤ

人の地とエルサレムとで行なわれたす

べてのことの証人です。人々はこの方

を木にかけて殺しました。 40しかし

、神はこのイエスを三日目によみがえ

らせ、現われさせてくださいました。

41しかし、それはすべての人々にでは

なく、神によって前もって選ばれた証

人である私たちにです。私たちは、イ

エスが死者の中からよみがえられて後

、ごいっしょに食事をしました。 42

イエスは私たちに命じて、このイエス

こそ生きている者と死んだ者とのさば

き主として、神によって定められた方

であることを人々に宣べ伝え、そのあ

かしをするように、言われたのです。

43イエスについては、預言者たちもみ

な、この方を信じる者はだれでも、そ

の名によって罪の赦しが受けられる、

とあかししています。」 44ペテロが

なおもこれらのことばを話し続けてい

るとき、みことばに耳を傾けていたす

べての人々に、聖霊がお下りになった

。 45割礼を受けている信者で、ペテ

ロといっしょに来た人たちは、異邦人
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にも聖霊の賜物が注がれたので驚いた

。 46彼らが異言を話し、神を賛美す

るのを聞いたからである。そこでペテ

ロはこう言った。 47「この人たちは

、私たちと同じように、聖霊を受けた

のですから、いったいだれが、水をさ

し止めて、この人たちにバプテスマを

受けさせないようにすることができま

しょうか。」 48そして、イエス・キ

リストの御名によってバプテスマを受

けるように彼らに命じた。彼らは、ペ

テロに数日間滞在するように願った。

11さて、使徒たちやユダヤにいる兄
弟たちは、異邦人たちも神のみこ

とばを受け入れた、ということを耳に

した。 2そこで、ペテロがエルサレム

に上ったとき、割礼を受けた者たちは

、彼を非難して、 3「あなたは割礼の

ない人々のところに行って、彼らとい

っしょに食事をした。」と言った。 4

そこでペテロは口を開いて、事の次第

を順序正しく説明して言った。 5「私

がヨッパの町で祈っていると、うっと

りと夢ごこちになり、幻を見ました。

四隅をつり下げられた大きな敷布のよ

うな入れ物が天から降りて来て、私の

ところに届いたのです。 6その中をよ

く見ると、地の四つ足の獣、野獣、は

うもの、空の鳥などが見えました。 7

そして、『ペテロ。さあ、ほふって食

べなさい。』と言う声を聞きました。

8しかし私は、『主よ。それはできま

せん。私はまだ一度も、きよくない物

や汚れた物を食べたことがありません

。』と言いました。 9すると、もう一

度天から声がして、『神がきよめた物

を、きよくないと言ってはならない。

』というお答えがありました。 10こ

んなことが三回あって後、全部の物が

また天へ引き上げられました。 11す

ると、どうでしょう。ちょうどそのと

き、カイザリヤから私のところへ遣わ

された三人の人が、私たちのいた家の

前に来ていました。 12そして御霊は

私に、ためらわずにその人たちといっ

しょに行くように、と言われました。

そこで、この六人の兄弟たちも私に同

行して、私たちはその人の家にはいっ

て行きました。 13その人が私たちに

告げたところによると、彼は御使いを

見ましたが、御使いは彼の家の中に立

って、『ヨッパに使いをやって、ペテ

ロと呼ばれるシモンを招きなさい。 14

その人があなたとあなたの家にいるす

べての人を救うことばを話してくれま

す。』と言ったというのです。 15そ

こで私が話し始めていると、聖霊が、

あの最初のとき私たちにお下りになっ

たと同じように、彼らの上にもお下り

になったのです。 16私はそのとき、

主が、『ヨハネは水でバプテスマを授

けたが、あなたがたは、聖霊によって

バプテスマを授けられる。』と言われ

たみことばを思い起こしました。 17

こういうわけですから、私たちが主イ

エス・キリストを信じたとき、神が私

たちに下さったのと同じ賜物を、彼ら

にもお授けになったのなら、どうして

私などが神のなさることを妨げること

ができましょう。」 18人々はこれを

聞いて沈黙し、「それでは、神は、い

のちに至る悔い改めを異邦人にもお与

えになったのだ。」と言って、神をほ

めたたえた。 19さて、ステパノのこ

とから起こった迫害によって散らされ

た人々は、フェニキヤ、キプロス、ア



使徒の働き 188

ンテオケまでも進んで行ったが、ユダ

ヤ人以外の者にはだれにも、みことば

を語らなかった。 20ところが、その

中にキプロス人とクレネ人が幾人かい

て、アンテオケに来てからはギリシヤ

人にも語りかけ、主イエスのことを宣

べ伝えた。 21そして、主の御手が彼

らとともにあったので、大ぜいの人が

信じて主に立ち返った。 22この知ら

せが、エルサレムにある教会に聞こえ

たので、彼らはバルナバをアンテオケ

に派遣した。 23彼はそこに到着した

とき、神の恵みを見て喜び、みなが心

を堅く保って、常に主にとどまってい

るようにと励ました。 24彼はりっぱ

な人物で、聖霊と信仰に満ちている人

であった。こうして、大ぜいの人が主

に導かれた。 25バルナバはサウロを

捜しにタルソへ行き、 26彼に会って

、アンテオケに連れて来た。そして、

まる一年の間、彼らは教会に集まり、

大ぜいの人たちを教えた。弟子たちは

、アンテオケで初めて、キリスト者と

呼ばれるようになった。 27そのころ

、預言者たちがエルサレムからアンテ

オケに下って来た。 28その中のひと

りでアガボという人が立って、世界中

に大ききんが起こると御霊によって預

言したが、はたしてそれがクラウデオ

の治世に起こった。 29そこで、弟子

たちは、それぞれの力に応じて、ユダ

ヤに住んでいる兄弟たちに救援の物を

送ることに決めた。 30彼らはそれを

実行して、バルナバとサウロの手によ

って長老たちに送った。

12そのころ、ヘロデ王は、教会の中
のある人々を苦しめようとして、

その手を伸ばし、 2ヨハネの兄弟ヤコ

ブを剣で殺した。 3それがユダヤ人の

気に入ったのを見て、次にはペテロを

も捕えにかかった。それは、種なしパ

ンの祝いの時期であった。 4ヘロデは

ペテロを捕えて牢に入れ、四人一組の

兵士四組に引き渡して監視させた。そ

れは、過越の祭りの後に、民の前に引

き出す考えであったからである。 5こ

うしてペテロは牢に閉じ込められてい

た。教会は彼のために、神に熱心に祈

り続けていた。 6ところでヘロデが彼

を引き出そうとしていた日の前夜、ペ

テロは二本の鎖につながれてふたりの

兵士の間で寝ており、戸口には番兵た

ちが牢を監視していた。 7すると突然

、主の御使いが現われ、光が牢を照ら

した。御使いはペテロのわき腹をたた

いて彼を起こし、「急いで立ち上がり

なさい。」と言った。すると、鎖が彼

の手から落ちた。 8そして御使いが、

「帯を締めて、くつをはきなさい。」

と言うので、彼はそのとおりにした。

すると、「上着を着て、私について来

なさい。」と言った。 9そこで、外に

出て、御使いについて行った。彼には

御使いのしている事が現実の事だとは

わからず、幻を見ているのだと思われ

た。 10彼らが、第一、第二の衛所を

通り、町に通じる鉄の門まで来ると、

門がひとりでに開いた。そこで、彼ら

は外に出て、ある通りを進んで行くと

、御使いは、たちまち彼を離れた。 11

そのとき、ペテロは我に返って言った

。「今、確かにわかった。主は御使い

を遣わして、ヘロデの手から、また、

ユダヤ人たちが待ち構えていたすべて

の災いから、私を救い出してくださっ

たのだ。」 12こうとわかったので、
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ペテロは、マルコと呼ばれているヨハ

ネの母マリヤの家へ行った。そこには

大ぜいの人が集まって、祈っていた。

13彼が入口の戸をたたくと、ロダとい

う女中が応対に出て来た。 14ところ

が、ペテロの声だとわかると、喜びの

あまり門をあけもしないで、奥へ駆け

込み、ペテロが門の外に立っているこ

とをみなに知らせた。 15彼らは、「

あなたは気が狂っているのだ。」と言

ったが、彼女はほんとうだと言い張っ

た。そこで彼らは、「それは彼の御使

いだ。」と言っていた。 16しかし、

ペテロはたたき続けていた。彼らが門

をあけると、そこにペテロがいたので

、非常に驚いた。 17しかし彼は、手

ぶりで彼らを静かにさせ、主がどのよ

うにして牢から救い出してくださった

かを、彼らに話して聞かせた。それか

ら、「このことをヤコブと兄弟たちに

知らせてください。」と言って、ほか

の所へ出て行った。 18さて、朝にな

ると、ペテロはどうなったのかと、兵

士たちの間に大騒ぎが起こった。 19

ヘロデは彼を捜したが見つけることが

できないので、番兵たちを取り調べ、

彼らを処刑するように命じ、そして、

ユダヤからカイザリヤに下って行って

、そこに滞在した。 20さて、ヘロデ

はツロとシドンの人々に対して強い敵

意を抱いていた。そこで彼らはみなで

そろって彼をたずね、王の侍従ブラス

トに取り入って和解を求めた。その地

方は王の国から食糧を得ていたからで

ある。 21定められた日に、ヘロデは

王服を着けて、王座に着き、彼らに向

かって演説を始めた。 22そこで民衆

は、「神の声だ。人間の声ではない。

」と叫び続けた。 23するとたちまち

、主の使いがヘロデを打った。ヘロデ

が神に栄光を帰さなかったからである

。彼は虫にかまれて息が絶えた。 24

主のみことばは、ますます盛んになり

、広まって行った。 25任務を果たし

たバルナバとサウロは、マルコと呼ば

れるヨハネを連れて、エルサレムから

帰って来た。

13さて、アンテオケには、そこにあ
る教会に、バルナバ、ニゲルと呼

ばれるシメオン、クレネ人ルキオ、国

主ヘロデの乳兄弟マナエン、サウロな

どという預言者や教師がいた。 2彼ら

が主を礼拝し、断食をしていると、聖

霊が、「バルナバとサウロをわたしの

ために聖別して、わたしが召した任務

につかせなさい。」と言われた。 3そ

こで彼らは、断食と祈りをして、ふた

りの上に手を置いてから、送り出した

。 4ふたりは聖霊に遣わされて、セル

キヤに下り、そこから船でキプロスに

渡った。 5サラミスに着くと、ユダヤ

人の諸会堂で神のことばを宣べ始めた

。彼らはヨハネを助手として連れてい

た。 6島全体を巡回して、パポスまで

行ったところ、にせ預言者で、名をバ

ルイエスというユダヤ人の魔術師に出

会った。 7この男は地方総督セルギオ

・パウロのもとにいた。この総督は賢

明な人であって、バルナバとサウロを

招いて、神のことばを聞きたいと思っ

ていた。 8ところが、魔術師エルマ（

エルマという名を訳すと魔術師）は、

ふたりに反対して、総督を信仰の道か

ら遠ざけようとした。 9しかし、サウ

ロ、別名でパウロは、聖霊に満たされ

、彼をにらみつけて、 10言った。「
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ああ、あらゆる偽りとよこしまに満ち

た者、悪魔の子、すべての正義の敵。

おまえは、主のまっすぐな道を曲げる

ことをやめないのか。 11見よ。主の

御手が今、おまえの上にある。おまえ

は盲になって、しばらくの間、日の光

を見ることができなくなる。」と言っ

た。するとたちまち、かすみとやみが

彼をおおったので、彼は手を引いてく

れる人を捜し回った。 12この出来事

を見た総督は、主の教えに驚嘆して信

仰にはいった。 13パウロの一行は、

パポスから船出して、パンフリヤのペ

ルガに渡った。ここでヨハネは一行か

ら離れて、エルサレムに帰った。 14

しかし彼らは、ペルガから進んでピシ

デヤのアンテオケに行き、安息日に会

堂にはいって席に着いた。 15律法と

預言者の朗読があって後、会堂の管理

者たちが、彼らのところに人をやって

こう言わせた。「兄弟たち。あなたが

たのうちどなたか、この人たちのため

に奨励のことばがあったら、どうぞお

話しください。」 16そこでパウロが

立ち上がり、手を振りながら言った。

「イスラエルの人たち、ならびに神を

恐れかしこむ方々。よく聞いてくださ

い。 17この民イスラエルの神は、私

たちの先祖たちを選び、民がエジプト

の地に滞在していた間にこれを強大に

し、御腕を高く上げて、彼らをその地

から導き出してくださいました。 18

そして約四十年間、荒野で彼らを養わ

れました。 19それからカナンの地で

、七つの民を滅ぼし、その地を相続財

産として分配されました。これが、約

四百五十年間のことです。 20その後

、預言者サムエルの時代までは、さば

き人たちをお遣わしになりました。 21

それから彼らが王をほしがったので、

神はベニヤミン族の人、キスの子サウ

ロを四十年間お与えになりました。 22

それから、彼を退けて、ダビデを立て

て王とされましたが、このダビデにつ

いてあかしして、こう言われました。

『わたしはエッサイの子ダビデを見い

だした。彼はわたしの心にかなった者

で、わたしのこころを余すところなく

実行する。』 23神は、このダビデの

子孫から、約束に従って、イスラエル

に救い主イエスをお送りになりました

。 24この方がおいでになる前に、ヨ

ハネがイスラエルのすべての民に、前

もって悔い改めのバプテスマを宣べ伝

えていました。 25ヨハネは、その一

生を終えようとするころ、こう言いま

した。『あなたがたは、私をだれと思

うのですか。私はその方ではありませ

ん。ご覧なさい。その方は私のあとか

らおいでになります。私は、その方の

くつのひもを解く値うちもありません

。』 26兄弟の方々、アブラハムの子

孫の方々、ならびに皆さんの中で神を

恐れかしこむ方々。この救いのことば

は、私たちに送られているのです。 27

エルサレムに住む人々とその指導者た

ちは、このイエスを認めず、また安息

日ごとに読まれる預言者のことばを理

解せず、イエスを罪に定めて、その預

言を成就させてしまいました。 28そ

して、死罪に当たる何の理由も見いだ

せなかったのに、イエスを殺すことを

ピラトに強要したのです。 29こうし

て、イエスについて書いてあることを

全部成し終えて後、イエスを十字架か

ら取り降ろして墓の中に納めました。
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30しかし、神はこの方を死者の中から

よみがえらせたのです。 31イエスは

、ご自分といっしょにガリラヤからエ

ルサレムに上った人たちに、幾日もお

現われになりました。きょう、その人

たちがこの民に対してイエスの証人と

なっています。 32私たちは、神が先

祖たちに対してなされた約束について

、あなたがたに良い知らせをしている

のです。 33神は、イエスをよみがえ

らせ、それによって、私たち子孫にそ

の約束を果たされました。詩篇の第二

篇に、『あなたは、わたしの子。きょ

う、わたしがあなたを生んだ。』と書

いてあるとおりです。 34神がイエス

を死者の中からよみがえらせて、もは

や朽ちることのない方とされたことに

ついては、『わたしはダビデに約束し

た聖なる確かな祝福を、あなたがたに

与える。』というように言われていま

した。 35ですから、ほかの所でこう

言っておられます。『あなたは、あな

たの聖者を朽ち果てるままにはしてお

かれない。』 36ダビデは、その生き

ていた時代において神のみこころに仕

えて後、死んで先祖の仲間に加えられ

、ついに朽ち果てました。 37しかし

、神がよみがえらせた方は、朽ちるこ

とがありませんでした。 38ですから

、兄弟たち。あなたがたに罪の赦しが

宣べられているのはこの方によるとい

うことを、よく知っておいてください

。 39モーセの律法によっては解放さ

れることのできなかったすべての点に

ついて、信じる者はみな、この方によ

って、解放されるのです。 40ですか

ら、預言者に言われているような事が

、あなたがたの上に起こらないように

気をつけなさい。 41『見よ。あざけ

る者たち。驚け。そして滅びよ。わた

しはおまえたちの時代に一つのことを

する。それは、おまえたちに、どんな

に説明しても、とうてい信じられない

ほどのことである。』」 42ふたりが

会堂を出るとき、人々は、次の安息日

にも同じことについて話してくれるよ

うに頼んだ。 43会堂の集会が終わっ

てからも、多くのユダヤ人と神を敬う

改宗者たちが、パウロとバルナバにつ

いて来たので、ふたりは彼らと話し合

って、いつまでも神の恵みにとどまっ

ているように勧めた。 44次の安息日

には、ほとんど町中の人が、神のこと

ばを聞きに集まって来た。 45しかし

、この群衆を見たユダヤ人たちは、ね

たみに燃え、パウロの話に反対して、

口ぎたなくののしった。 46そこでパ

ウロとバルナバは、はっきりとこう宣

言した。「神のことばは、まずあなた

がたに語られなければならなかったの

です。しかし、あなたがたはそれを拒

んで、自分自身を永遠のいのちにふさ

わしくない者と決めたのです。見なさ

い。私たちは、これからは異邦人のほ

うへ向かいます。 (aiōnios g166) 47なぜな

ら、主は私たちに、こう命じておられ

るからです。『わたしはあなたを立て

て、異邦人の光とした。あなたが地の

果てまでも救いをもたらすためである

。』」 48異邦人たちは、それを聞い

て喜び、主のみことばを賛美した。そ

して、永遠のいのちに定められていた

人たちは、みな、信仰にはいった。

(aiōnios g166) 49こうして、主のみことば

は、この地方全体に広まった。 50と

ころが、ユダヤ人たちは、神を敬う貴
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婦人たちや町の有力者たちを扇動して

、パウロとバルナバを迫害させ、ふた

りをその地方から追い出した。 51ふ

たりは、彼らに対して足のちりを払い

落として、イコニオムへ行った。 52

弟子たちは喜びと聖霊に満たされてい

た。

14イコニオムでも、ふたりは連れ立
ってユダヤ人の会堂にはいり、話

をすると、ユダヤ人もギリシヤ人も大

ぜいの人々が信仰にはいった。 2しか

し、信じようとしないユダヤ人たちは

、異邦人たちをそそのかして、兄弟た

ちに対し悪意を抱かせた。 3それでも

、ふたりは長らく滞在し、主によって

大胆に語った。主は、彼らの手にしる

しと不思議なわざを行なわせ、御恵み

のことばの証明をされた。 4ところが

、町の人々は二派に分かれ、ある者は

ユダヤ人の側につき、ある者は使徒た

ちの側についた。 5異邦人とユダヤ人

が彼らの指導者たちといっしょになっ

て、使徒たちをはずかしめて、石打ち

にしようと企てたとき、 6ふたりはそ

れを知って、ルカオニヤの町であるル

ステラとデルベ、およびその付近の地

方に難を避け、 7そこで福音の宣教を

続けた。 8ルステラでのことであるが

、ある足のきかない人がすわっていた

。彼は生まれながらの足なえで、歩い

たことがなかった。 9この人がパウロ

の話すことに耳を傾けていた。パウロ

は彼に目を留め、いやされる信仰があ

るのを見て、 10大声で、「自分の足

で、まっすぐに立ちなさい。」と言っ

た。すると彼は飛び上がって、歩き出

した。 11パウロのしたことを見た群

衆は、声を張り上げ、ルカオニヤ語で

、「神々が人間の姿をとって、私たち

のところにお下りになったのだ。」と

言った。 12そして、バルナバをゼウ

スと呼び、パウロがおもに話す人であ

ったので、パウロをヘルメスと呼んだ

。 13すると、町の門の前にあるゼウ

ス神殿の祭司は、雄牛数頭と花飾りを

門の前に携えて来て、群衆といっしょ

に、いけにえをささげようとした。 14

これを聞いた使徒たち、バルナバとパ

ウロは、衣を裂いて、群衆の中に駆け

込み、叫びながら、 15言った。「皆

さん。どうしてこんなことをするので

すか。私たちも皆さんと同じ人間です

。そして、あなたがたがこのようなむ

なしいことを捨てて、天と地と海とそ

の中にあるすべてのものをお造りにな

った生ける神に立ち返るように、福音

を宣べ伝えている者たちです。 16過

ぎ去った時代には、神はあらゆる国の

人々がそれぞれ自分の道を歩むことを

許しておられました。 17とはいえ、

ご自身のことをあかししないでおられ

たのではありません。すなわち、恵み

をもって、天から雨を降らせ、実りの

季節を与え、食物と喜びとで、あなた

がたの心を満たしてくださったのです

。」 18こう言って、ようやくのこと

で、群衆が彼らにいけにえをささげる

のをやめさせた。 19ところが、アン

テオケとイコニオムからユダヤ人たち

が来て、群衆を抱き込み、パウロを石

打ちにし、死んだものと思って、町の

外に引きずり出した。 20しかし、弟

子たちがパウロを取り囲んでいると、

彼は立ち上がって町にはいって行った

。その翌日、彼はバルナバとともにデ

ルベに向かった。 21彼らはその町で
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福音を宣べ、多くの人を弟子としてか

ら、ルステラとイコニオムとアンテオ

ケとに引き返して、 22弟子たちの心

を強め、この信仰にしっかりとどまる

ように勧め、「私たちが神の国にはい

るには、多くの苦しみを経なければな

らない。」と言った。 23また、彼ら

のために教会ごとに長老たちを選び、

断食をして祈って後、彼らをその信じ

ていた主にゆだねた。 24ふたりはピ

シデヤを通ってパンフリヤに着き、 25

ペルガでみことばを語ってから、アタ

リヤに下り、 26そこから船でアンテ

オケに帰った。そこは、彼らがいま成

し遂げた働きのために、以前神の恵み

にゆだねられて送り出された所であっ

た。 27そこに着くと、教会の人々を

集め、神が彼らとともにいて行なわれ

たすべてのことと、異邦人に信仰の門

を開いてくださったこととを報告した

。 28そして、彼らはかなり長い期間

を弟子たちとともに過ごした。

15さて、ある人々がユダヤから下っ
て来て、兄弟たちに、「モーセの

慣習に従って割礼を受けなければ、あ

なたがたは救われない。」と教えてい

た。 2そしてパウロやバルナバと彼ら

との間に激しい対立と論争が生じたの

で、パウロとバルナバと、その仲間の

うちの幾人かが、この問題について使

徒たちや長老たちと話し合うために、

エルサレムに上ることになった。 3彼

らは教会の人々に見送られ、フェニキ

ヤとサマリヤを通る道々で、異邦人の

改宗のことを詳しく話したので、すべ

ての兄弟たちに大きな喜びをもたらし

た。 4エルサレムに着くと、彼らは教

会と使徒たちと長老たちに迎えられ、

神が彼らとともにいて行なわれたこと

を、みなに報告した。 5しかし、パリ

サイ派の者で信者になった人々が立ち

上がり、「異邦人にも割礼を受けさせ

、また、モーセの律法を守ることを命

じるべきである。」と言った。 6そこ

で使徒たちと長老たちは、この問題を

検討するために集まった。 7激しい論

争があって後、ペテロが立ち上がって

言った。「兄弟たち。ご存じのとおり

、神は初めのころ、あなたがたの間で

事をお決めになり、異邦人が私の口か

ら福音のことばを聞いて信じるように

されたのです。 8そして、人の心の中

を知っておられる神は、私たちに与え

られたと同じように異邦人にも聖霊を

与えて、彼らのためにあかしをし、 9

私たちと彼らとに何の差別もつけず、

彼らの心を信仰によってきよめてくだ

さったのです。 10それなのに、なぜ

、今あなたがたは、私たちの先祖も私

たちも負いきれなかったくびきを、あ

の弟子たちの首に掛けて、神を試みよ

うとするのです。 11私たちが主イエ

スの恵みによって救われたことを私た

ちは信じますが、あの人たちもそうな

のです。」 12すると、全会衆は沈黙

してしまった。そして、バルナバとパ

ウロが、彼らを通して神が異邦人の間

で行なわれたしるしと不思議なわざに

ついて話すのに、耳を傾けた。 13ふ

たりが話し終えると、ヤコブがこう言

った。「兄弟たち。私の言うことを聞

いてください。 14神が初めに、どの

ように異邦人を顧みて、その中から御

名をもって呼ばれる民をお召しになっ

たかは、シメオンが説明したとおりで

す。 15預言者たちのことばもこれと
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一致しており、それにはこう書いてあ

ります。 16『この後、わたしは帰っ

て来て、倒れたダビデの幕屋を建て直

す。すなわち、廃墟と化した幕屋を建

て直し、それを元どおりにする。 17

それは、残った人々、すなわち、わた

しの名で呼ばれる異邦人がみな、主を

求めるようになるためである。 18大

昔からこれらのことを知らせておられ

る主が、こう言われる。』 (aiōn g165) 19

そこで、私の判断では、神に立ち返る

異邦人を悩ませてはいけません。 20

ただ、偶像に供えて汚れた物と不品行

と絞め殺した物と血とを避けるように

書き送るべきだと思います。 21昔か

ら、町ごとにモーセの律法を宣べる者

がいて、それが安息日ごとに諸会堂で

読まれているからです。」 22そこで

使徒たちと長老たち、また、全教会も

ともに、彼らの中から人を選んで、パ

ウロやバルナバといっしょにアンテオ

ケへ送ることを決議した。選ばれたの

は兄弟たちの中の指導者たちで、バル

サバと呼ばれるユダおよびシラスであ

った。 23彼らはこの人たちに託して

、こう書き送った。「使徒および長老

たちは、アンテオケ、シリヤ、キリキ

ヤにいる異邦人の兄弟たちに、あいさ

つをいたします。 24私たちの中のあ

る者たちが、私たちからは何も指示を

受けていないのに、いろいろなことを

言ってあなたがたを動揺させ、あなた

がたの心を乱したことを聞きました。

25そこで、私たちは人々を選び、私た

ちの愛するバルナバおよびパウロとい

っしょに、あなたがたのところへ送る

ことに衆議一決しました。 26このバ

ルナバとパウロは、私たちの主イエス

・キリストの御名のために、いのちを

投げ出した人たちです。 27こういう

わけで、私たちはユダとシラスを送り

ました。彼らは口頭で同じ趣旨のこと

を伝えるはずです。 28聖霊と私たち

は、次のぜひ必要な事のほかは、あな

たがたにその上、どんな重荷も負わせ

ないことを決めました。 29すなわち

、偶像に供えた物と、血と、絞め殺し

た物と、不品行とを避けることです。

これらのことを注意深く避けていれば

、それで結構です。以上。」 30さて

、一行は送り出されて、アンテオケに

下り、教会の人々を集めて、手紙を手

渡した。 31それを読んだ人々は、そ

の励ましによって喜んだ。 32ユダも

シラスも預言者であったので、多くの

ことばをもって兄弟たちを励まし、ま

た力づけた。 33彼らは、しばらく滞

在して後、兄弟たちの平安のあいさつ

に送られて、彼らを送り出した人々の

ところへ帰って行った。 34パウロと

バルナバはアンテオケにとどまって、

ほかの多くの人々とともに、主のみこ

とばを教え、宣べ伝えた。 36幾日か

たって後、パウロはバルナバにこう言

った。「先に主のことばを伝えたすべ

ての町々の兄弟たちのところに、また

たずねて行って、どうしているか見て

来ようではありませんか。」 37とこ

ろが、バルナバは、マルコとも呼ばれ

るヨハネもいっしょに連れて行くつも

りであった。 38しかしパウロは、パ

ンフリヤで一行から離れてしまい、仕

事のために同行しなかったような者は

いっしょに連れて行かないほうがよい

と考えた。 39そして激しい反目とな

り、その結果、互いに別行動をとるこ
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とになって、バルナバはマルコを連れ

て、船でキプロスに渡って行った。 40

パウロはシラスを選び、兄弟たちから

主の恵みにゆだねられて出発した。 41

そして、シリヤおよびキリキヤを通り

、諸教会を力づけた。

16それからパウロはデルベに、次い
でルステラに行った。そこにテモ

テという弟子がいた。信者であるユダ

ヤ婦人の子で、ギリシヤ人を父として

いたが、 2ルステラとイコニオムとの

兄弟たちの間で評判の良い人であった

。 3パウロは、このテモテを連れて行

きたかったので、その地方にいるユダ

ヤ人の手前、彼に割礼を受けさせた。

彼の父がギリシヤ人であることを、み

なが知っていたからである。 4さて、

彼らは町々を巡回して、エルサレムの

使徒たちと長老たちが決めた規定を守

らせようと、人々にそれを伝えた。 5

こうして諸教会は、その信仰を強めら

れ、日ごとに人数を増して行った。 6

それから彼らは、アジヤでみことばを

語ることを聖霊によって禁じられたの

で、フルギヤ・ガラテヤの地方を通っ

た。 7こうしてムシヤに面した所に来

たとき、ビテニヤのほうに行こうとし

たが、イエスの御霊がそれをお許しに

ならなかった。 8それでムシヤを通っ

て、トロアスに下った。 9ある夜、パ

ウロは幻を見た。ひとりのマケドニヤ

人が彼の前に立って、「マケドニヤに

渡って来て、私たちを助けてください

。」と懇願するのであった。 10パウ

ロがこの幻を見たとき、私たちはただ

ちにマケドニヤへ出かけることにした

。神が私たちを招いて、彼らに福音を

宣べさせるのだ、と確信したからであ

る。 11そこで、私たちはトロアスか

ら船に乗り、サモトラケに直航して、

翌日ネアポリスに着いた。 12それか

らピリピに行ったが、ここはマケドニ

ヤのこの地方第一の町で、植民都市で

あった。私たちはこの町に幾日か滞在

した。 13安息日に、私たちは町の門

を出て、祈り場があると思われた川岸

に行き、そこに腰をおろして、集まっ

た女たちに話した。 14テアテラ市の

紫布の商人で、神を敬う、ルデヤとい

う女が聞いていたが、主は彼女の心を

開いて、パウロの語る事に心を留める

ようにされた。 15そして、彼女も、

またその家族もバプテスマを受けたと

き、彼女は、「私を主に忠実な者とお

思いでしたら、どうか、私の家に来て

お泊まりください。」と言って頼み、

強いてそうさせた。 16私たちが祈り

場に行く途中、占いの霊につかれた若

い女奴隷に出会った。この女は占いを

して、主人たちに多くの利益を得させ

ている者であった。 17彼女はパウロ

と私たちのあとについて来て、「この

人たちは、いと高き神のしもべたちで

、救いの道をあなたがたに宣べ伝えて

いる人たちです。」と叫び続けた。 18

幾日もこんなことをするので、困り果

てたパウロは、振り返ってその霊に、

「イエス・キリストの御名によって命

じる。この女から出て行け。」と言っ

た。すると即座に、霊は出て行った。

19彼女の主人たちは、もうける望みが

なくなったのを見て、パウロとシラス

を捕え、役人たちに訴えるため広場へ

引き立てて行った。 20そして、ふた

りを長官たちの前に引き出してこう言

った。「この者たちはユダヤ人であり
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まして、私たちの町をかき乱し、 21

ローマ人である私たちが、採用も実行

もしてはならない風習を宣伝しており

ます。」 22群衆もふたりに反対して

立ったので、長官たちは、ふたりの着

物をはいでむちで打つように命じ、 23

何度もむちで打たせてから、ふたりを

牢に入れて、看守には厳重に番をする

ように命じた。 24この命令を受けた

看守は、ふたりを奥の牢に入れ、足に

足かせを掛けた。 25真夜中ごろ、パ

ウロとシラスが神に祈りつつ賛美の歌

を歌っていると、ほかの囚人たちも聞

き入っていた。 26ところが突然、大

地震が起こって、獄舎の土台が揺れ動

き、たちまちとびらが全部あいて、み

なの鎖が解けてしまった。 27目をさ

ました看守は、見ると、牢のとびらが

あいているので、囚人たちが逃げてし

まったものと思い、剣を抜いて自殺し

ようとした。 28そこでパウロは大声

で、「自害してはいけない。私たちは

みなここにいる。」と叫んだ。 29看

守はあかりを取り、駆け込んで来て、

パウロとシラスとの前に震えながらひ

れ伏した。 30そして、ふたりを外に

連れ出して「先生がた。救われるため

には、何をしなければなりませんか。

」と言った。 31ふたりは、「主イエ

スを信じなさい。そうすれば、あなた

もあなたの家族も救われます。」と言

った。 32そして、彼とその家の者全

部に主のことばを語った。 33看守は

、その夜、時を移さず、ふたりを引き

取り、その打ち傷を洗った。そして、

そのあとですぐ、彼とその家の者全部

がバプテスマを受けた。 34それから

、ふたりをその家に案内して、食事の

もてなしをし、全家族そろって神を信

じたことを心から喜んだ。 35夜が明

けると、長官たちは警吏たちを送って

、「あの人たちを釈放せよ。」と言わ

せた。 36そこで看守は、この命令を

パウロに伝えて、「長官たちが、あな

たがたを釈放するようにと、使いをよ

こしました。どうぞ、ここを出て、ご

無事に行ってください。」と言った。

37ところが、パウロは、警吏たちにこ

う言った。「彼らは、ローマ人である

私たちを、取り調べもせずに公衆の前

でむち打ち、牢に入れてしまいました

。それなのに今になって、ひそかに私

たちを送り出そうとするのですか。と

んでもない。彼ら自身で出向いて来て

、私たちを連れ出すべきです。」 38

警吏たちは、このことばを長官たちに

報告した。すると長官たちは、ふたり

がローマ人であると聞いて恐れ、 39

自分で出向いて来て、わびを言い、ふ

たりを外に出して、町から立ち去って

くれるように頼んだ。 40牢を出たふ

たりは、ルデヤの家に行った。そして

兄弟たちに会い、彼らを励ましてから

出て行った。

17彼らはアムピポリスとアポロニヤ
を通って、テサロニケへ行った。

そこには、ユダヤ人の会堂があった。

2パウロはいつもしているように、会

堂にはいって行って、三つの安息日に

わたり、聖書に基づいて彼らと論じた

。 3そして、キリストは苦しみを受け

、死者の中からよみがえらなければな

らないことを説明し、また論証して、

「私があなたがたに伝えているこのイ

エスこそ、キリストなのです。」と言

った。 4彼らのうちの幾人かはよくわ
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かって、パウロとシラスに従った。ま

たほかに、神を敬うギリシヤ人が大ぜ

いおり、貴婦人たちも少なくなかった

。 5ところが、ねたみにかられたユダ

ヤ人は、町のならず者をかり集め、暴

動を起こして町を騒がせ、またヤソン

の家を襲い、ふたりを人々の前に引き

出そうとして捜した。 6しかし、見つ

からないので、ヤソンと兄弟たちの幾

人かを、町の役人たちのところへひっ

ぱって行き、大声でこう言った。「世

界中を騒がせて来た者たちが、ここに

もはいり込んでいます。 7それをヤソ

ンが家に迎え入れたのです。彼らはみ

な、イエスという別の王がいると言っ

て、カイザルの詔勅にそむく行ないを

しているのです。」 8こうして、それ

を聞いた群衆と町の役人たちとを不安

に陥れた。 9彼らは、ヤソンとそのほ

かの者たちから保証金を取ったうえで

釈放した。 10兄弟たちは、すぐさま

、夜のうちにパウロとシラスをベレヤ

へ送り出した。ふたりはそこに着くと

、ユダヤ人の会堂にはいって行った。

11ここのユダヤ人は、テサロニケにい

る者たちよりも良い人たちで、非常に

熱心にみことばを聞き、はたしてその

とおりかどうかと毎日聖書を調べた。

12そのため、彼らのうちの多くの者が

信仰にはいった。その中にはギリシヤ

の貴婦人や男子も少なくなかった。 13

ところが、テサロニケのユダヤ人たち

は、パウロがベレヤでも神のことばを

伝えていることを知り、ここにもやっ

て来て、群衆を扇動して騒ぎを起こし

た。 14そこで兄弟たちは、ただちに

パウロを送り出して海べまで行かせた

が、シラスとテモテはベレヤに踏みと

どまった。 15パウロを案内した人た

ちは、彼をアテネまで連れて行った。

そしてシラスとテモテに一刻も早く来

るように、という命令を受けて、帰っ

て行った。 16さて、アテネでふたり

を待っていたパウロは、町が偶像でい

っぱいなのを見て、心に憤りを感じた

。 17そこでパウロは、会堂ではユダ

ヤ人や神を敬う人たちと論じ、広場で

は毎日そこに居合わせた人たちと論じ

た。 18エピクロス派とストア派の哲

学者たちも幾人かいて、パウロと論じ

合っていたが、その中のある者たちは

、「このおしゃべりは、何を言うつも

りなのか。」と言い、ほかの者たちは

、「彼は外国の神々を伝えているらし

い。」と言った。パウロがイエスと復

活とを宣べ伝えたからである。 19そ

こで彼らは、パウロをアレオパゴスに

連れて行ってこう言った。「あなたの

語っているその新しい教えがどんなも

のであるか、知らせていただけません

か。 20私たちにとっては珍しいこと

を聞かせてくださるので、それがいっ

たいどんなものか、私たちは知りたい

のです。」 21アテネ人も、そこに住

む外国人もみな、何か耳新しいことを

話したり、聞いたりすることだけで、

日を過ごしていた。 22そこでパウロ

は、アレオパゴスの真中に立って言っ

た。「アテネの人たち。あらゆる点か

ら見て、私はあなたがたを宗教心にあ

つい方々だと見ております。 23私が

道を通りながら、あなたがたの拝むも

のをよく見ているうちに、『知られな

い神に。』と刻まれた祭壇があるのを

見つけました。そこで、あなたがたが

知らずに拝んでいるものを、教えまし
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ょう。 24この世界とその中にあるす

べてのものをお造りになった神は、天

地の主ですから、手でこしらえた宮な

どにはお住みになりません。 25また

、何かに不自由なことでもあるかのよ

うに、人の手によって仕えられる必要

はありません。神は、すべての人に、

いのちと息と万物とをお与えになった

方だからです。 26神は、ひとりの人

からすべての国の人々を造り出して、

地の全面に住まわせ、それぞれに決め

られた時代と、その住まいの境界とを

お定めになりました。 27これは、神

を求めさせるためであって、もし探り

求めることでもあるなら、神を見いだ

すこともあるのです。確かに、神は、

私たちひとりひとりから遠く離れては

おられません。 28私たちは、神の中

に生き、動き、また存在しているので

す。あなたがたのある詩人たちも、『

私たちもまたその子孫である。』と言

ったとおりです。 29そのように私た

ちは神の子孫ですから、神を、人間の

技術や工夫で造った金や銀や石などの

像と同じものと考えてはいけません。

30神は、そのような無知の時代を見過

ごしておられましたが、今は、どこで

でもすべての人に悔い改めを命じてお

られます。 31なぜなら、神は、お立

てになったひとりの人により義をもっ

てこの世界をさばくため、日を決めて

おられるからです。そして、その方を

死者の中からよみがえらせることによ

って、このことの確証をすべての人に

お与えになったのです。」 32死者の

復活のことを聞くと、ある者たちはあ

ざ笑い、ほかの者たちは、「このこと

については、またいつか聞くことにし

よう。」と言った。 33こうして、パ

ウロは彼らの中から出て行った。 34

しかし、彼につき従って信仰にはいっ

た人たちもいた。それは、アレオパゴ

スの裁判官デオヌシオ、ダマリスとい

う女、その他の人々であった。

18その後、パウロはアテネを去って
、コリントへ行った。 2ここで、

アクラというポント生まれのユダヤ人

およびその妻プリスキラに出会った。

クラウデオ帝が、すべてのユダヤ人を

ローマから退去させるように命令した

ため、近ごろイタリヤから来ていたの

である。パウロはふたりのところに行

き、 3自分も同業者であったので、そ

の家に住んでいっしょに仕事をした。

彼らの職業は天幕作りであった。 4パ

ウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダ

ヤ人とギリシヤ人を承服させようとし

た。 5そして、シラスとテモテがマケ

ドニヤから下って来ると、パウロはみ

ことばを教えることに専念し、イエス

がキリストであることを、ユダヤ人た

ちにはっきりと宣言した。 6しかし、

彼らが反抗して暴言を吐いたので、パ

ウロは着物を振り払って、「あなたが

たの血は、あなたがたの頭上にふりか

かれ。私には責任がない。今から私は

異邦人のほうに行く。」と言った。 7

そして、そこを去って、神を敬うテテ

オ・ユストという人の家に行った。そ

の家は会堂の隣であった。 8会堂管理

者クリスポは、一家をあげて主を信じ

た。また、多くのコリント人も聞いて

信じ、バプテスマを受けた。 9ある夜

、主は幻によってパウロに、「恐れな

いで、語り続けなさい。黙ってはいけ

ない。 10わたしがあなたとともにい
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るのだ。だれもあなたを襲って、危害

を加える者はない。この町には、わた

しの民がたくさんいるから。」と言わ

れた。 11そこでパウロは、一年半こ

こに腰を据えて、彼らの間で神のこと

ばを教え続けた。 12ところが、ガリ

オがアカヤの地方総督であったとき、

ユダヤ人たちはこぞってパウロに反抗

し、彼を法廷に引いて行って、 13「

この人は、律法にそむいて神を拝むこ

とを、人々に説き勧めています。」と

訴えた。 14パウロが口を開こうとす

ると、ガリオはユダヤ人に向かってこ

う言った。「ユダヤ人の諸君。不正事

件や悪質な犯罪のことであれば、私は

当然、あなたがたの訴えを取り上げも

しようが、 15あなたがたの、ことば

や名称や律法に関する問題であるなら

、自分たちで始末をつけるのがよかろ

う。私はそのようなことの裁判官には

なりたくない。」 16こうして、彼ら

を法廷から追い出した。 17そこで、

みなの者は、会堂管理者ソステネを捕

え、法廷の前で打ちたたいた。ガリオ

は、そのようなことは少しも気にしな

かった。 18パウロは、なお長らく滞

在してから、兄弟たちに別れを告げて

、シリヤへ向けて出帆した。プリスキ

ラとアクラも同行した。パウロは一つ

の誓願を立てていたので、ケンクレヤ

で髪をそった。 19彼らがエペソに着

くと、パウロはふたりをそこに残し、

自分だけ会堂にはいって、ユダヤ人た

ちと論じた。 20人々は、もっと長く

とどまるように頼んだが、彼は聞き入

れないで、 21「神のみこころなら、

またあなたがたのところに帰って来ま

す。」と言って別れを告げ、エペソか

ら船出した。 22それからカイザリヤ

に上陸してエルサレムに上り、教会に

あいさつしてからアンテオケに下って

行った。 23そこにしばらくいてから

、彼はまた出発し、ガラテヤの地方お

よびフルギヤを次々に巡って、すべて

の弟子たちを力づけた。 24さて、ア

レキサンドリヤの生まれで、雄弁なア

ポロというユダヤ人がエペソに来た。

彼は聖書に通じていた。 25この人は

、主の道の教えを受け、霊に燃えて、

イエスのことを正確に語り、また教え

ていたが、ただヨハネのバプテスマし

か知らなかった。 26彼は会堂で大胆

に話し始めた。それを聞いていたプリ

スキラとアクラは、彼を招き入れて、

神の道をもっと正確に彼に説明した。

27そして、アポロがアカヤへ渡りたい

と思っていたので、兄弟たちは彼を励

まし、そこの弟子たちに、彼を歓迎し

てくれるようにと手紙を書いた。彼は

そこに着くと、すでに恵みによって信

者になっていた人たちを大いに助けた

。 28彼は聖書によって、イエスがキ

リストであることを証明して、力強く

、公然とユダヤ人たちを論破したから

である。

19アポロがコリントにいた間に、パ
ウロは奥地を通ってエペソに来た

。そして幾人かの弟子に出会って、 2

「信じたとき、聖霊を受けましたか。

」と尋ねると、彼らは、「いいえ、聖

霊の与えられることは、聞きもしませ

んでした。」と答えた。 3「では、ど

んなバプテスマを受けたのですか。」

と言うと、「ヨハネのバプテスマです

。」と答えた。 4そこで、パウロは、

「ヨハネは、自分のあとに来られるイ
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エスを信じるように人々に告げて、悔

い改めのバプテスマを授けたのです。

」と言った。 5これを聞いたその人々

は、主イエスの御名によってバプテス

マを受けた。 6パウロが彼らの上に手

を置いたとき、聖霊が彼らに臨まれ、

彼らは異言を語ったり、預言をしたり

した。 7その人々は、みなで十二人ほ

どであった。 8それから、パウロは会

堂にはいって、三か月の間大胆に語り

、神の国について論じて、彼らを説得

しようと努めた。 9しかし、ある者た

ちが心をかたくなにして聞き入れず、

会衆の前で、この道をののしったので

、パウロは彼らから身を引き、弟子た

ちをも退かせて、毎日ツラノの講堂で

論じた。 10これが二年の間続いたの

で、アジヤに住む者はみな、ユダヤ人

もギリシヤ人も主のことばを聞いた。

11神はパウロの手によって驚くべき奇

蹟を行なわれた。 12パウロの身に着

けている手ぬぐいや前掛けをはずして

病人に当てると、その病気は去り、悪

霊は出て行った。 13ところが、諸国

を巡回しているユダヤ人の魔よけ祈祷

師の中のある者たちも、ためしに、悪

霊につかれている者に向かって主イエ

スの御名をとなえ、「パウロの宣べ伝

えているイエスによって、おまえたち

に命じる。」と言ってみた。 14そう

いうことをしたのは、ユダヤの祭司長

スケワという人の七人の息子たちであ

った。 15すると悪霊が答えて、「自

分はイエスを知っているし、パウロも

よく知っている。けれどおまえたちは

何者だ。」と言った。 16そして悪霊

につかれている人は、彼らに飛びかか

り、ふたりの者を押えつけて、みなを

打ち負かしたので、彼らは裸にされ、

傷を負ってその家を逃げ出した。 17

このことがエペソに住むユダヤ人とギ

リシヤ人の全部に知れ渡ったので、み

な恐れを感じて、主イエスの御名をあ

がめるようになった。 18そして、信

仰にはいった人たちの中から多くの者

がやって来て、自分たちのしているこ

とをさらけ出して告白した。 19また

魔術を行なっていた多くの者が、その

書物をかかえて来て、みなの前で焼き

捨てた。その値段を合計してみると、

銀貨五万枚になった。 20こうして、

主のことばは驚くほど広まり、ますま

す力強くなって行った。 21これらの

ことが一段落すると、パウロは御霊の

示しにより、マケドニヤとアカヤを通

ったあとでエルサレムに行くことにし

た。そして、「私はそこに行ってから

、ローマも見なければならない。」と

言った。 22そこで、自分に仕えてい

る者の中からテモテとエラストのふた

りをマケドニヤに送り出したが、パウ

ロ自身は、なおしばらくアジヤにとど

まっていた。 23そのころ、この道の

ことから、ただならぬ騒動が持ち上が

った。 24それというのは、デメテリ

オという銀細工人がいて、銀でアルテ

ミス神殿の模型を作り、職人たちにか

なりの収入を得させていたが、 25彼

が、その職人たちや、同業の者たちを

も集めて、こう言ったからである。「

皆さん。ご承知のように、私たちが繁

盛しているのは、この仕事のおかげで

す。 26ところが、皆さんが見てもい

るし聞いてもいるように、あのパウロ

が、手で作った物など神ではないと言

って、エペソばかりか、ほとんどアジ
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ヤ全体にわたって、大ぜいの人々を説

き伏せ、迷わせているのです。 27こ

れでは、私たちのこの仕事も信用を失

う危険があるばかりか、大女神アルテ

ミスの神殿も顧みられなくなり、全ア

ジヤ、全世界の拝むこの大女神のご威

光も地に落ちてしまいそうです。」 28

そう聞いて、彼らは大いに怒り、「偉

大なのはエペソ人のアルテミスだ。」

と叫び始めた。 29そして、町中が大

騒ぎになり、人々はパウロの同行者で

あるマケドニヤ人ガイオとアリスタル

コを捕え、一団となって劇場へなだれ

込んだ。 30パウロは、その集団の中

にはいって行こうとしたが、弟子たち

がそうさせなかった。 31アジヤ州の

高官で、パウロの友人である人たちも

、彼に使いを送って、劇場にはいらな

いように頼んだ。 32ところで、集会

は混乱状態に陥り、大多数の者は、な

ぜ集まったのかさえ知らなかったので

、ある者はこのことを叫び、ほかの者

は別のことを叫んでいた。 33ユダヤ

人たちがアレキサンデルという者を前

に押し出したので、群衆の中のある人

たちが彼を促すと、彼は手を振って、

会衆に弁明しようとした。 34しかし

、彼がユダヤ人だとわかると、みなの

者がいっせいに声をあげ、「偉大なの

はエペソ人のアルテミスだ。」と二時

間ばかりも叫び続けた。 35町の書記

役は、群衆を押し静めてこう言った。

「エペソの皆さん。エペソの町が、大

女神アルテミスと天から下ったそのご

神体との守護者であることを知らない

者が、いったいいるでしょうか。 36

これは否定できない事実ですから、皆

さんは静かにして、軽はずみなことを

しないようにしなければいけません。

37皆さんがここに引き連れて来たこの

人たちは、宮を汚した者でもなく、私

たちの女神をそしった者でもないので

す。 38それで、もしデメテリオとそ

の仲間の職人たちが、だれかに文句が

あるのなら、裁判の日があるし、地方

総督たちもいることですから、互いに

訴え出たらよいのです。 39もしあな

たがたに、これ以上何か要求すること

があるなら、正式の議会で決めてもら

わなければいけません。 40きょうの

事件については、正当な理由がないの

ですから、騒擾罪に問われる恐れがあ

ります。その点に関しては、私たちは

この騒動の弁護はできません。」 41

こう言って、その集まりを解散させた

。

20騒ぎが治まると、パウロは弟子た
ちを呼び集めて励まし、別れを告

げて、マケドニヤへ向かって出発した

。 2そして、その地方を通り、多くの

勧めをして兄弟たちを励ましてから、

ギリシヤに来た。 3パウロはここで三

か月を過ごしたが、そこからシリヤに

向けて船出しようというときに、彼に

対するユダヤ人の陰謀があったため、

彼はマケドニヤを経て帰ることにした

。 4プロの子であるベレヤ人ソパテロ

、テサロニケ人アリスタルコとセクン

ド、デルベ人ガイオ、テモテ、アジヤ

人テキコとトロピモは、パウロに同行

していたが、 5彼らは先発して、トロ

アスで私たちを待っていた。 6種なし

パンの祝いが過ぎてから、私たちはピ

リピから船出し、五日かかってトロア

スで彼らと落ち合い、そこに七日間滞

在した。 7週の初めの日に、私たちは



使徒の働き 202

パンを裂くために集まった。そのとき

パウロは、翌日出発することにしてい

たので、人々と語り合い、夜中まで語

り続けた。 8私たちが集まっていた屋

上の間には、ともしびがたくさんとも

してあった。 9ユテコというひとりの

青年が窓のところに腰を掛けていたが

、ひどく眠けがさし、パウロの話が長

く続くので、とうとう眠り込んでしま

って、三階から下に落ちた。抱き起こ

してみると、もう死んでいた。 10パ

ウロは降りて来て、彼の上に身をかが

め、彼を抱きかかえて、「心配するこ

とはない。まだいのちがあります。」

と言った。 11そして、また上がって

行き、パンを裂いて食べてから、明け

方まで長く話し合って、それから出発

した。 12人々は生き返った青年を家

に連れて行き、ひとかたならず慰めら

れた。 13さて、私たちは先に船に乗

り込んで、アソスに向けて出帆した。

そしてアソスでパウロを船に乗せるこ

とにしていた。パウロが、自分は陸路

をとるつもりで、そう決めておいたか

らである。 14こうして、パウロはア

ソスで私たちと落ち合い、私たちは彼

を船に乗せてミテレネに着いた。 15

そこから出帆して、翌日キヨスの沖に

達し、次の日サモスに立ち寄り、その

翌日ミレトに着いた。 16それはパウ

ロが、アジヤで時間を取られないよう

にと、エペソには寄港しないで行くこ

とに決めていたからである。彼は、で

きれば五旬節の日にはエルサレムに着

いていたい、と旅路を急いでいたので

ある。 17パウロは、ミレトからエペ

ソに使いを送って、教会の長老たちを

呼んだ。 18彼らが集まって来たとき

、パウロはこう言った。「皆さんは、

私がアジヤに足を踏み入れた最初の日

から、私がいつもどんなふうにあなた

がたと過ごして来たか、よくご存じで

す。 19私は謙遜の限りを尽くし、涙

をもって、またユダヤ人の陰謀により

わが身にふりかかる数々の試練の中で

、主に仕えました。 20益になること

は、少しもためらわず、あなたがたに

知らせました。人々の前でも、家々で

も、あなたがたを教え、 21ユダヤ人

にもギリシヤ人にも、神に対する悔い

改めと、私たちの主イエスに対する信

仰とをはっきりと主張したのです。 22

いま私は、心を縛られて、エルサレム

に上る途中です。そこで私にどんなこ

とが起こるのかわかりません。 23た

だわかっているのは、聖霊がどの町で

も私にはっきりとあかしされて、なわ

めと苦しみが私を待っていると言われ

ることです。 24けれども、私が自分

の走るべき行程を走り尽くし、主イエ

スから受けた、神の恵みの福音をあか

しする任務を果たし終えることができ

るなら、私のいのちは少しも惜しいと

は思いません。 25皆さん。御国を宣

べ伝えてあなたがたの中を巡回した私

の顔を、あなたがたはもう二度と見る

ことがないことを、いま私は知ってい

ます。 26ですから、私はきょうここ

で、あなたがたに宣言します。私は、

すべての人たちが受けるさばきについ

て責任がありません。 27私は、神の

ご計画の全体を、余すところなくあな

たがたに知らせておいたからです。 28

あなたがたは自分自身と群れの全体と

に気を配りなさい。聖霊は、神がご自

身の血をもって買い取られた神の教会
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を牧させるために、あなたがたを群れ

の監督にお立てになったのです。 29

私が出発したあと、狂暴な狼があなた

がたの中にはいり込んで来て、群れを

荒らし回ることを、私は知っています

。 30あなたがた自身の中からも、い

ろいろな曲がったことを語って、弟子

たちを自分のほうに引き込もうとする

者たちが起こるでしょう。 31ですか

ら、目をさましていなさい。私が三年

の間、夜も昼も、涙とともにあなたが

たひとりひとりを訓戒し続けて来たこ

とを、思い出してください。 32いま

私は、あなたがたを神とその恵みのみ

ことばとにゆだねます。みことばは、

あなたがたを育成し、すべての聖別さ

れた人々の中にあって御国を継がせる

ことができるのです。 33私は、人の

金銀や衣服をむさぼったことはありま

せん。 34あなたがた自身が知ってい

るとおり、この両手は、私の必要のた

めにも、私とともにいる人たちのため

にも、働いて来ました。 35このよう

に労苦して弱い者を助けなければなら

ないこと、また、主イエスご自身が、

『受けるよりも与えるほうが幸いであ

る。』と言われたみことばを思い出す

べきことを、私は、万事につけ、あな

たがたに示して来たのです。」 36こ

う言い終わって、パウロはひざまずき

、みなの者とともに祈った。 37みな

は声をあげて泣き、パウロの首を抱い

て幾度も口づけし、 38彼が、「もう

二度と私の顔を見ることがないでしょ

う。」と言ったことばによって、特に

心を痛めた。それから、彼らはパウロ

を船まで見送った。

21私たちは彼らと別れて出帆し、コ
スに直航し、翌日ロドスに着き、

そこからパタラに渡った。 2そこには

フェニキヤ行きの船があったので、そ

れに乗って出帆した。 3やがてキプロ

スが見えて来たが、それを左にして、

シリヤに向かって航海を続け、ツロに

上陸した。ここで船荷を降ろすことに

なっていたからである。 4私たちは弟

子たちを見つけ出して、そこに七日間

滞在した。彼らは、御霊に示されて、

エルサレムに上らぬようにと、しきり

にパウロに忠告した。 5しかし、滞在

の日数が尽きると、私たちはそこを出

て、旅を続けることにした。彼らはみ

な、妻や子どももいっしょに、町はず

れまで私たちを送って来た。そして、

ともに海岸にひざまずいて祈ってから

、私たちは互いに別れを告げた。 6そ

れから私たちは船に乗り込み、彼らは

家へ帰って行った。 7私たちはツロか

らの航海を終えて、トレマイに着いた

。そこの兄弟たちにあいさつをして、

彼らのところに一日滞在した。 8翌日

そこを立って、カイザリヤに着き、あ

の七人のひとりである伝道者ピリポの

家にはいって、そこに滞在した。 9こ

の人には、預言する四人の未婚の娘が

いた。 10幾日かそこに滞在している

と、アガボという預言者がユダヤから

下って来た。 11彼は私たちのところ

に来て、パウロの帯を取り、自分の両

手と両足を縛って、「『この帯の持ち

主は、エルサレムでユダヤ人に、こん

なふうに縛られ、異邦人の手に渡され

る。』と聖霊がお告げになっています

。」と言った。 12私たちはこれを聞

いて、土地の人たちといっしょになっ
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て、パウロに、エルサレムには上らな

いよう頼んだ。 13するとパウロは、

「あなたがたは、泣いたり、私の心を

くじいたりして、いったい何をしてい

るのですか。私は、主イエスの御名の

ためなら、エルサレムで縛られること

ばかりでなく、死ぬことさえも覚悟し

ています。」と答えた。 14彼が聞き

入れようとしないので、私たちは、「

主のみこころのままに。」と言って、

黙ってしまった。 15こうして数日た

つと、私たちは旅仕度をして、エルサ

レムに上った。 16カイザリヤの弟子

たちも幾人か私たちと同行して、古く

からの弟子であるキプロス人マナソン

のところに案内してくれた。私たちは

そこに泊まることになっていたのであ

る。 17エルサレムに着くと、兄弟た

ちは喜んで私たちを迎えてくれた。 18

次の日、パウロは私たちを連れて、ヤ

コブを訪問した。そこには長老たちが

みな集まっていた。 19彼らにあいさ

つしてから、パウロは彼の奉仕を通し

て神が異邦人の間でなさったことを、

一つ一つ話しだした。 20彼らはそれ

を聞いて神をほめたたえ、パウロにこ

う言った。「兄弟よ。ご承知のように

、ユダヤ人の中で信仰にはいっている

者は幾万となくありますが、みな律法

に熱心な人たちです。 21ところで、

彼らが聞かされていることは、あなた

は異邦人の中にいるすべてのユダヤ人

に、子どもに割礼を施すな、慣習に従

って歩むな、と言って、モーセにそむ

くように教えているということなので

す。 22それで、どうしましょうか。

あなたが来たことは、必ず彼らの耳に

はいるでしょう。 23ですから、私た

ちの言うとおりにしてください。私た

ちの中に誓願を立てている者が四人い

ます。 24この人たちを連れて、あな

たも彼らといっしょに身を清め、彼ら

が頭をそる費用を出してやりなさい。

そうすれば、あなたについて聞かされ

ていることは根も葉もないことで、あ

なたも律法を守って正しく歩んでいる

ことが、みなにわかるでしょう。 25

信仰にはいった異邦人に関しては、偶

像の神に供えた肉と、血と、絞め殺し

た物と、不品行とを避けるべきである

と決定しましたので、私たちはすでに

手紙を書きました。」 26そこで、パ

ウロはその人たちを引き連れ、翌日、

ともに身を清めて宮にはいり、清めの

期間が終わって、ひとりひとりのため

に供え物をささげる日時を告げた。 27

ところが、その七日がほとんど終わろ

うとしていたころ、アジヤから来たユ

ダヤ人たちは、パウロが宮にいるのを

見ると、全群衆をあおりたて、彼に手

をかけて、 28こう叫んだ。「イスラ

エルの人々。手を貸してください。こ

の男は、この民と、律法と、この場所

に逆らうことを、至る所ですべての人

に教えている者です。そのうえ、ギリ

シヤ人を宮の中に連れ込んで、この神

聖な場所をけがしています。」 29彼

らは前にエペソ人トロピモが町でパウ

ロといっしょにいるのを見かけたので

、パウロが彼を宮に連れ込んだのだと

思ったのである。 30そこで町中が大

騒ぎになり、人々は殺到してパウロを

捕え、宮の外へ引きずり出した。そし

て、ただちに宮の門が閉じられた。 31

彼らがパウロを殺そうとしていたとき

、エルサレム中が混乱状態に陥ってい
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るという報告が、ローマ軍の千人隊長

に届いた。 32彼はただちに、兵士た

ちと百人隊長たちとを率いて、彼らの

ところに駆けつけた。人々は千人隊長

と兵士たちを見て、パウロを打つのを

やめた。 33千人隊長は近づいてパウ

ロを捕え、二つの鎖につなぐように命

じたうえ、パウロが何者なのか、何を

したのか、と尋ねた。 34しかし、群

衆がめいめい勝手なことを叫び続けた

ので、その騒がしさのために確かなこ

とがわからなかった。そこで千人隊長

は、パウロを兵営に連れて行くように

命令した。 35パウロが階段にさしか

かったときには、群衆の暴行を避ける

ために、兵士たちが彼をかつぎ上げな

ければならなかった。 36大ぜいの群

衆が「彼を除け。」と叫びながら、つ

いて来たからである。 37兵営の中に

連れ込まれようとしたとき、パウロが

千人隊長に、「一言お話ししてもよい

でしょうか。」と尋ねると、千人隊長

は、「あなたはギリシヤ語を知ってい

るのか。 38するとあなたは、以前暴

動を起こして、四千人の刺客を荒野に

引き連れて逃げた、あのエジプト人で

はないのか。」と言った。 39パウロ

は答えた。「私はキリキヤのタルソ出

身のユダヤ人で、れっきとした町の市

民です。お願いです。この人々に話を

させてください。」 40千人隊長がそ

れを許したので、パウロは階段の上に

立ち、民衆に向かって手を振った。そ

して、すっかり静かになったとき、彼

はヘブル語で次のように話した。

22「兄弟たち、父たちよ。いま私が
皆さんにしようとする弁明を聞い

てください。」 2パウロがヘブル語で

語りかけるのを聞いて、人々はますま

す静粛になった。そこでパウロは話し

続けた。 3「私はキリキヤのタルソで

生まれたユダヤ人ですが、この町で育

てられ、ガマリエルのもとで私たちの

先祖の律法について厳格な教育を受け

、今日の皆さんと同じように、神に対

して熱心な者でした。 4私はこの道を

迫害し、男も女も縛って牢に投じ、死

にまでも至らせたのです。 5このこと

は、大祭司も、長老たちの全議会も証

言してくれます。この人たちから、私

は兄弟たちへあてた手紙までも受け取

り、ダマスコへ向かって出発しました

。そこにいる者たちを縛り上げ、エル

サレムに連れて来て処罰するためでし

た。 6ところが、旅を続けて、真昼ご

ろダマスコに近づいたとき、突然、天

からまばゆい光が私の回りを照らした

のです。 7私は地に倒れ、『サウロ、

サウロ。なぜわたしを迫害するのか。

』という声を聞きました。 8そこで私

が答えて、『主よ。あなたはどなたで

すか。』と言うと、その方は、『わた

しは、あなたが迫害しているナザレの

イエスだ。』と言われました。 9私と

いっしょにいた者たちは、その光は見

たのですが、私に語っている方の声は

聞き分けられませんでした。 10私が

、『主よ。私はどうしたらよいのでし

ょうか。』と尋ねると、主は私に、『

起きて、ダマスコに行きなさい。あな

たがするように決められていることは

みな、そこで告げられる。』と言われ

ました。 11ところが、その光の輝き

のために、私の目は何も見えなかった

ので、いっしょにいた者たちに手を引

かれてダマスコにはいりました。 12
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すると、律法を重んじる敬虔な人で、

そこに住むユダヤ人全体の間で評判の

良いアナニヤという人が、 13私のと

ころに来て、そばに立ち、『兄弟サウ

ロ。見えるようになりなさい。』と言

いました。すると、そのとき、私はそ

の人が見えるようになりました。 14

彼はこう言いました。『私たちの先祖

の神は、あなたにみこころを知らせ、

義なる方を見させ、その方の口から御

声を聞かせようとお定めになったので

す。 15あなたはその方のために、す

べての人に対して、あなたの見たこと

、聞いたことの証人とされるのですか

ら。 16さあ、なぜためらっているの

ですか。立ちなさい。その御名を呼ん

でバプテスマを受け、自分の罪を洗い

流しなさい。』 17こうして私がエル

サレムに帰り、宮で祈っていますと、

夢ごこちになり、 18主を見たのです

。主は言われました。『急いで、早く

エルサレムを離れなさい。人々がわた

しについてのあなたのあかしを受け入

れないからです。』 19そこで私は答

えました。『主よ。私がどの会堂でで

も、あなたの信者を牢に入れたり、む

ち打ったりしていたことを、彼らはよ

く知っています。 20また、あなたの

証人ステパノの血が流されたとき、私

もその場にいて、それに賛成し、彼を

殺した者たちの着物の番をしていたの

です。』 21すると、主は私に、『行

きなさい。わたしはあなたを遠く、異

邦人に遣わす。』と言われました。」

22人々は、彼の話をここまで聞いてい

たが、このとき声を張り上げて、「こ

んな男は、地上から除いてしまえ。生

かしておくべきではない。」と言った

。 23そして、人々がわめき立て、着

物を放り投げ、ちりを空中にまき散ら

すので、 24千人隊長はパウロを兵営

の中に引き入れるように命じ、人々が

なぜこのようにパウロに向かって叫ぶ

のかを知ろうとして、彼をむち打って

取り調べるようにと言った。 25彼ら

がむちを当てるためにパウロを縛った

とき、パウロはそばに立っている百人

隊長に言った。「ローマ市民である者

を、裁判にもかけずに、むち打ってよ

いのですか。」 26これを聞いた百人

隊長は、千人隊長のところに行って報

告し、「どうなさいますか。あの人は

ローマ人です。」と言った。 27千人

隊長はパウロのところに来て、「あな

たはローマ市民なのか、私に言ってく

れ。」と言った。パウロは「そうです

。」と言った。 28すると、千人隊長

は、「私はたくさんの金を出して、こ

の市民権を買ったのだ。」と言った。

そこでパウロは、「私は生まれながら

の市民です。」と言った。 29このた

め、パウロを取り調べようとしていた

者たちは、すぐにパウロから身を引い

た。また千人隊長も、パウロがローマ

市民だとわかると、彼を鎖につないで

いたので、恐れた。 30その翌日、千

人隊長は、パウロがなぜユダヤ人に告

訴されたのかを確かめたいと思って、

パウロの鎖を解いてやり、祭司長たち

と全議会の召集を命じ、パウロを連れ

て行って、彼らの前に立たせた。

23パウロは議会を見つめて、こう言
った。「兄弟たちよ。私は今日ま

で、全くきよい良心をもって、神の前

に生活して来ました。」 2すると大祭

司アナニヤは、パウロのそばに立って
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いる者たちに、彼の口を打てと命じた

。 3そのとき、パウロはアナニヤに向

かってこう言った。「ああ、白く塗っ

た壁。神があなたを打たれる。あなた

は、律法に従って私をさばく座に着き

ながら、律法にそむいて、私を打てと

命じるのですか。」 4するとそばに立

っている者たちが、「あなたは神の大

祭司をののしるのか。」と言ったので

、 5パウロが言った。「兄弟たち。私

は彼が大祭司だとは知らなかった。確

かに、『あなたの民の指導者を悪く言

ってはいけない。』と書いてあります

。」 6しかし、パウロは、彼らの一部

がサドカイ人で、一部がパリサイ人で

あるのを見て取って、議会の中でこう

叫んだ。「兄弟たち。私はパリサイ人

であり、パリサイ人の子です。私は死

者の復活という望みのことで、さばき

を受けているのです。」 7彼がこう言

うと、パリサイ人とサドカイ人との間

に意見の衝突が起こり、議会は二つに

割れた。 8サドカイ人は、復活はなく

、御使いも霊もないと言い、パリサイ

人は、どちらもあると言っていたから

である。 9騒ぎがいよいよ大きくなり

、パリサイ派のある律法学者たちが立

ち上がって激しく論じて、「私たちは

、この人に何の悪い点も見いださない

。もしかしたら、霊か御使いかが、彼

に語りかけたのかもしれない。」と言

った。 10論争がますます激しくなっ

たので、千人隊長は、パウロが彼らに

引き裂かれてしまうのではないかと心

配し、兵隊に、下に降りて行って、パ

ウロを彼らの中から力ずくで引き出し

、兵営に連れて来るように命じた。 11

その夜、主がパウロのそばに立って、

「勇気を出しなさい。あなたは、エル

サレムでわたしのことをあかししたよ

うに、ローマでもあかしをしなければ

ならない。」と言われた。 12夜が明

けると、ユダヤ人たちは徒党を組み、

パウロを殺してしまうまでは飲み食い

しないと誓い合った。 13この陰謀に

加わった者は、四十人以上であった。

14彼らは、祭司長たち、長老たちのと

ころに行って、こう言った。「私たち

は、パウロを殺すまでは何も食べない

、と堅く誓い合いました。 15そこで

、今あなたがたは議会と組んで、パウ

ロのことをもっと詳しく調べるふりを

して、彼をあなたがたのところに連れ

て来るように千人隊長に願い出てくだ

さい。私たちのほうでは、彼がそこに

近づく前に殺す手はずにしています。

」 16ところが、パウロの姉妹の子が

、この待ち伏せのことを耳にし、兵営

にはいってパウロにそれを知らせた。

17そこでパウロは、百人隊長のひとり

を呼んで、「この青年を千人隊長のと

ころに連れて行ってください。お伝え

することがありますから。」と言った

。 18百人隊長は、彼を連れて千人隊

長のもとに行き、「囚人のパウロが私

を呼んで、この青年があなたにお話し

することがあるので、あなたのところ

に連れて行くようにと頼みました。」

と言った。 19千人隊長は彼の手を取

り、だれもいない所に連れて行って、

「私に伝えたいことというのは何か。

」と尋ねた。 20すると彼はこう言っ

た。「ユダヤ人たちは、パウロについ

てもっと詳しく調べようとしているか

に見せかけて、あす、議会にパウロを

連れて来てくださるように、あなたに
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お願いすることを申し合わせました。

21どうか、彼らの願いを聞き入れない

でください。四十人以上の者が、パウ

ロを殺すまでは飲み食いしない、と誓

い合って、彼を待ち伏せしているので

す。今、彼らは手はずを整えて、あな

たの承諾を待っています。」 22そこ

で千人隊長は、「このことを私に知ら

せたことは、だれにも漏らすな。」と

命じて、その青年を帰らせた。 23そ

してふたりの百人隊長を呼び、「今夜

九時、カイザリヤに向けて出発できる

ように、歩兵二百人、騎兵七十人、槍

兵二百人を整えよ。」と言いつけた。

24また、パウロを乗せて無事に総督ペ

リクスのもとに送り届けるように、馬

の用意もさせた。 25そして、次のよ

うな文面の手紙を書いた。 26「クラ

ウデオ・ルシヤ、つつしんで総督ペリ

クス閣下にごあいさつ申し上げます。

27この者が、ユダヤ人に捕えられ、ま

さに殺されようとしていたとき、彼が

ローマ市民であることを知りましたの

で、私は兵隊を率いて行って、彼を助

け出しました。 28それから、どんな

理由で彼が訴えられたかを知ろうと思

い、彼をユダヤ人の議会に出頭させま

した。 29その結果、彼が訴えられて

いるのは、ユダヤ人の律法に関する問

題のためで、死刑や投獄に当たる罪は

ないことがわかりました。 30しかし

、この者に対する陰謀があるという情

報を得ましたので、私はただちに彼を

閣下のもとにお送りし、訴える者たち

には、閣下の前で彼のことを訴えるよ

うにと言い渡しておきました。」 31

そこで兵士たちは、命じられたとおり

にパウロを引き取り、夜中にアンテパ

トリスまで連れて行き、 32翌日、騎

兵たちにパウロの護送を任せて、兵営

に帰った。 33騎兵たちは、カイザリ

ヤに着き、総督に手紙を手渡して、パ

ウロを引き合わせた。 34総督は手紙

を読んでから、パウロに、どの州の者

かと尋ね、キリキヤの出であることを

知って、 35「あなたを訴える者が来

てから、よく聞くことにしよう。」と

言った。そして、ヘロデの官邸に彼を

守っておくように命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、数
人の長老およびテルトロという弁

護士といっしょに下って来て、パウロ

を総督に訴えた。 2パウロが呼び出さ

れると、テルトロが訴えを始めてこう

言った。「ペリクス閣下。閣下のおか

げで、私たちはすばらしい平和を与え

られ、また、閣下のご配慮で、この国

の改革が進行しておりますが、 3その

事実をあらゆる面において、また至る

所で認めて、私たちは心から感謝して

おります。 4さて、あまりご迷惑をお

かけしないように、ごく手短に申し上

げますから、ご寛容をもってお聞きく

ださるようお願いいたします。 5この

男は、まるでペストのような存在で、

世界中のユダヤ人の間に騒ぎを起こし

ている者であり、ナザレ人という一派

の首領でございます。 6この男は宮さ

えもけがそうとしましたので、私たち

は彼を捕えました。 7閣下ご自身で、

これらすべてのことについて彼をお調

べくださいますなら、私たちが彼を訴

えております事がらを、おわかりにな

っていただけるはずです。」 9ユダヤ

人たちも、この訴えに同調し、全くそ

のとおりだと言った。 10そのとき、
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総督がパウロに、話すようにと合図し

たので、パウロはこう答えた。「閣下

が多年に渡り、この民の裁判をつかさ

どる方であることを存じておりますの

で、私は喜んで弁明いたします。 11

お調べになればわかることですが、私

が礼拝のためにエルサレムに上って来

てから、まだ十二日しかたっておりま

せん。 12そして、宮でも会堂でも、

また市内でも、私がだれかと論争した

り、群衆を騒がせたりするのを見た者

はありません。 13いま私を訴えてい

ることについて、彼らは証拠をあげる

ことができないはずです。 14しかし

、私は、彼らが異端と呼んでいるこの

道に従って、私たちの先祖の神に仕え

ていることを、閣下の前で承認いたし

ます。私は、律法にかなうことと、預

言者たちが書いていることとを全部信

じています。 15また、義人も悪人も

必ず復活するという、この人たち自身

も抱いている望みを、神にあって抱い

ております。 16そのために、私はい

つも、神の前にも人の前にも責められ

ることのない良心を保つように、と最

善を尽くしています。 17さて私は、

同胞に対して施しをし、また供え物を

ささげるために、幾年ぶりかで帰って

来ました。 18その供え物のことで私

は清めを受けて宮の中にいたのを彼ら

に見られたのですが、別に群衆もおら

ず、騒ぎもありませんでした。ただア

ジヤから来た幾人かのユダヤ人がおり

ました。 19もし彼らに、私について

何か非難したいことがあるなら、自分

で閣下の前に来て訴えるべきです。 20

でなければ、今ここにいる人々に、議

会の前に立っていたときの私にどんな

不正を見つけたかを言わせてください

。 21彼らの中に立っていたとき、私

はただ一言、『死者の復活のことで、

私はきょう、あなたがたの前でさばか

れているのです。』と叫んだにすぎま

せん。」 22しかしペリクスは、この

道について相当詳しい知識を持ってい

たので、「千人隊長ルシヤが下って来

るとき、あなたがたの事件を解決する

ことにしよう。」と言って、裁判を延

期した。 23そして百人隊長に、パウ

ロを監禁するように命じたが、ある程

度の自由を与え、友人たちが世話をす

ることを許した。 24数日後、ペリク

スはユダヤ人である妻ドルシラを連れ

て来て、パウロを呼び出し、キリスト

・イエスを信じる信仰について話を聞

いた。 25しかし、パウロが正義と節

制とやがて来る審判とを論じたので、

ペリクスは恐れを感じ、「今は帰って

よい。おりを見て、また呼び出そう。

」と言った。 26それとともに、彼は

パウロから金をもらいたい下心があっ

たので、幾度もパウロを呼び出して話

し合った。 27二年たって後、ポルキ

オ・フェストがペリクスの後任になっ

たが、ペリクスはユダヤ人に恩を売ろ

うとして、パウロを牢につないだまま

にしておいた。

25フェストは州総督として着任する
と、三日後にカイザリヤからエル

サレムに上った。 2すると、祭司長た

ちとユダヤ人のおもだった者たちが、

パウロのことを訴え出て、 3パウロを

取り調べる件について自分たちに好意

を持ってくれるように頼み、パウロを

エルサレムに呼び寄せていただきたい

と彼に懇願した。彼らはパウロを途中
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で殺害するために待ち伏せをさせてい

た。 4ところが、フェストは、パウロ

はカイザリヤに拘置されているし、自

分はまもなく出発の予定であると答え

、 5「だから、その男に何か不都合な

ことがあるなら、あなたがたのうちの

有力な人たちが、私といっしょに下っ

て行って、彼を告訴しなさい。」と言

った。 6フェストは、彼らのところに

八日あるいは十日ばかり滞在しただけ

で、カイザリヤへ下って行き、翌日、

裁判の席に着いて、パウロの出廷を命

じた。 7パウロが出て来ると、エルサ

レムから下って来たユダヤ人たちは、

彼を取り囲んで立ち、多くの重い罪状

を申し立てたが、それを証拠立てるこ

とはできなかった。 8しかしパウロは

弁明して、「私は、ユダヤ人の律法に

対しても、宮に対しても、またカイザ

ルに対しても、何の罪も犯してはおり

ません。」と言った。 9ところが、ユ

ダヤ人の歓心を買おうとしたフェスト

は、パウロに向かって、「あなたはエ

ルサレムに上り、この事件について、

私の前で裁判を受けることを願うか。

」と尋ねた。 10すると、パウロはこ

う言った。「私はカイザルの法廷に立

っているのですから、ここで裁判を受

けるのが当然です。あなたもよくご存

じのとおり、私はユダヤ人にどんな悪

いこともしませんでした。 11もし私

が悪いことをして、死罪に当たること

をしたのでしたら、私は死をのがれよ

うとはしません。しかし、この人たち

が私を訴えていることに一つも根拠が

ないとすれば、だれも私を彼らに引き

渡すことはできません。私はカイザル

に上訴します。」 12そのとき、フェ

ストは陪席の者たちと協議したうえで

、こう答えた。「あなたはカイザルに

上訴したのだから、カイザルのもとへ

行きなさい。」 13数日たってから、

アグリッパ王とベルニケが、フェスト

に敬意を表するためにカイザリヤに来

た。 14ふたりがそこに長く滞在して

いたので、フェストはパウロの一件を

王に持ち出してこう言った。「ペリク

スが囚人として残して行ったひとりの

男がおります。 15私がエルサレムに

行ったとき、祭司たちとユダヤ人の長

老たちとが、その男のことを私に訴え

出て、罪に定めるように要求しました

。 16そのとき私は、『被告が、彼を

訴えた者の面前で訴えに対して弁明す

る機会を与えられないで、そのまま引

き渡されるということはローマの慣例

ではない。』と答えておきました。 17

そういうわけで、訴える者たちがここ

に集まったとき、私は時を移さず、そ

の翌日、裁判の席に着いて、その男を

出廷させました。 18訴えた者たちは

立ち上がりましたが、私が予期してい

たような犯罪についての訴えは何一つ

申し立てませんでした。 19ただ、彼

と言い争っている点は、彼ら自身の宗

教に関することであり、また、死んで

しまったイエスという者のことで、そ

のイエスが生きているとパウロは主張

しているのでした。 20このような問

題をどう取り調べたらよいか、私には

見当がつかないので、彼に『エルサレ

ムに上り、そこで、この事件について

裁判を受けたいのか。』と尋ねたとこ

ろが、 21パウロは、皇帝の判決を受

けるまで保護してほしいと願い出たの

で、彼をカイザルのもとに送る時まで
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守っておくように、命じておきました

。」 22すると、アグリッパがフェス

トに、「私も、その男の話を聞きたい

ものです。」と言ったので、フェスト

は、「では、明日お聞きください。」

と言った。 23こういうわけで、翌日

、アグリッパとベルニケは、大いに威

儀を整えて到着し、千人隊長たちや市

の首脳者たちにつき添われて講堂には

いった。そのとき、フェストの命令に

よってパウロが連れて来られた。 24

そこで、フェストはこう言った。「ア

グリッパ王、ならびに、ここに同席の

方々。ご覧ください。ユダヤ人がこぞ

って、一刻も生かしてはおけないと呼

ばわり、エルサレムでも、ここでも、

私に訴えて来たのは、この人のことで

す。 25私としては、彼は死に当たる

ことは何一つしていないと思います。

しかし、彼自身が皇帝に上訴しました

ので、彼をそちらに送ることに決めま

した。 26ところが、彼について、わ

が君に書き送るべき確かな事がらが一

つもないのです。それで皆さんの前に

、わけてもアグリッパ王よ、あなたの

前に、彼を連れてまいりました。取り

調べをしてみたら、何か書き送るべき

ことが得られましょう。 27囚人を送

るのに、その訴えの個条を示さないの

は、理に合わないと思うのです。」

26すると、アグリッパがパウロに、
「あなたは、自分の言い分を申し

述べてよろしい。」と言った。そこで

パウロは、手を差し伸べて弁明し始め

た。 2「アグリッパ王。私がユダヤ人

に訴えられているすべてのことについ

て、きょう、あなたの前で弁明できる

ことを、幸いに存じます。 3特に、あ

なたがユダヤ人の慣習や問題に精通し

ておられるからです。どうか、私の申

し上げることを、忍耐をもってお聞き

くださるよう、お願いいたします。 4

では申し述べますが、私が最初から私

の国民の中で、またエルサレムにおい

て過ごした若い時からの生活ぶりは、

すべてのユダヤ人の知っているところ

です。 5彼らは以前から私を知ってい

ますので、証言するつもりならできる

ことですが、私は、私たちの宗教の最

も厳格な派に従って、パリサイ人とし

て生活してまいりました。 6そして今

、神が私たちの先祖に約束されたもの

を待ち望んでいることで、私は裁判を

受けているのです。 7私たちの十二部

族は、夜も昼も熱心に神に仕えながら

、その約束のものを得たいと望んでお

ります。王よ。私は、この希望のため

にユダヤ人から訴えられているのです

。 8神が死者をよみがえらせるという

ことを、あなたがたは、なぜ信じがた

いこととされるのでしょうか。 9以前

は、私自身も、ナザレ人イエスの名に

強硬に敵対すべきだと考えていました

。 10そして、それをエルサレムで実

行しました。祭司長たちから権限を授

けられた私は、多くの聖徒たちを牢に

入れ、彼らが殺されるときには、それ

に賛成の票を投じました。 11また、

すべての会堂で、しばしば彼らを罰し

ては、強いて御名をけがすことばを言

わせようとし、彼らに対する激しい怒

りに燃えて、ついには国外の町々にま

で彼らを追跡して行きました。 12こ

のようにして、私は祭司長たちから権

限と委任を受けて、ダマスコへ出かけ

て行きますと、 13その途中、正午ご
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ろ、王よ、私は天からの光を見ました

。それは太陽よりも明るく輝いて、私

と同行者たちとの回りを照らしたので

す。 14私たちはみな地に倒れました

が、そのとき声があって、ヘブル語で

私にこう言うのが聞こえました。『サ

ウロ、サウロ。なぜわたしを迫害する

のか。とげのついた棒をけるのは、あ

なたにとって痛いことだ。』 15私が

『主よ。あなたはどなたですか。』と

言いますと、主がこう言われました。

『わたしは、あなたが迫害しているイ

エスである。 16起き上がって、自分

の足で立ちなさい。わたしがあなたに

現われたのは、あなたが見たこと、ま

た、これから後わたしがあなたに現わ

れて示そうとすることについて、あな

たを奉仕者、また証人に任命するため

である。 17わたしは、この民と異邦

人との中からあなたを救い出し、彼ら

のところに遣わす。 18それは彼らの

目を開いて、暗やみから光に、サタン

の支配から神に立ち返らせ、わたしを

信じる信仰によって、彼らに罪の赦し

を得させ、聖別された人々の中にあっ

て御国を受け継がせるためである。』

19こういうわけで、アグリッパ王よ、

私は、この天からの啓示にそむかず、

20ダマスコにいる人々をはじめエルサ

レムにいる人々に、またユダヤの全地

方に、さらに異邦人にまで、悔い改め

て神に立ち返り、悔い改めにふさわし

い行ないをするようにと宣べ伝えて来

たのです。 21そのために、ユダヤ人

たちは私を宮の中で捕え、殺そうとし

たのです。 22こうして、私はこの日

に至るまで神の助けを受け、堅く立っ

て、小さい者にも大きい者にもあかし

をしているのです。そして、預言者た

ちやモーセが、後に起こるはずだと語

ったこと以外は何も話しませんでした

。 23すなわち、キリストは苦しみを

受けること、また、死者の中からの復

活によって、この民と異邦人とに最初

に光を宣べ伝える、ということです。

」 24パウロがこのように弁明してい

ると、フェストが大声で、「気が狂っ

ているぞ。パウロ。博学があなたの気

を狂わせている。」と言った。 25す

るとパウロは次のように言った。「フ

ェスト閣下。気は狂っておりません。

私は、まじめな真理のことばを話して

います。 26王はこれらのことをよく

知っておられるので、王に対して私は

率直に申し上げているのです。これら

のことは片隅で起こった出来事ではあ

りませんから、そのうちの一つでも王

の目に留まらなかったものはないと信

じます。 27アグリッパ王。あなたは

預言者を信じておられますか。もちろ

ん信じておられると思います。」 28

するとアグリッパはパウロに、「あな

たは、わずかなことばで、私をキリス

ト者にしようとしている。」と言った

。 29パウロはこう答えた。「ことば

が少なかろうと、多かろうと、私が神

に願うことは、あなたばかりでなく、

きょう私の話を聞いている人がみな、

この鎖は別として、私のようになって

くださることです。」 30ここで王と

総督とベルニケ、および同席の人々が

立ち上がった。 31彼らは退場してか

ら、互いに話し合って言った。「あの

人は、死や投獄に相当することは何も

していない。」 32またアグリッパは

フェストに、「この人は、もしカイザ
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ルに上訴しなかったら、釈放されたで

あろうに。」と言った。

27さて、私たちが船でイタリヤへ行
くことが決まったとき、パウロと

、ほかの数人の囚人は、ユリアスとい

う親衛隊の百人隊長に引き渡された。

2私たちは、アジヤの沿岸の各地に寄

港して行くアドラミテオの船に乗り込

んで出帆した。テサロニケのマケドニ

ヤ人アリスタルコも同行した。 3翌日

、シドンに入港した。ユリアスはパウ

ロを親切に取り扱い、友人たちのとこ

ろへ行って、もてなしを受けることを

許した。 4そこから出帆したが、向か

い風なので、キプロスの島陰を航行し

た。 5そしてキリキヤとパンフリヤの

沖を航行して、ルキヤのミラに入港し

た。 6そこに、イタリヤへ行くアレキ

サンドリヤの船があったので、百人隊

長は私たちをそれに乗り込ませた。 7

幾日かの間、船の進みはおそく、よう

やくのことでクニドの沖に着いたが、

風のためにそれ以上進むことができず

、サルモネ沖のクレテの島陰を航行し

、 8その岸に沿って進みながら、よう

やく、良い港と呼ばれる所に着いた。

その近くにラサヤの町があった。 9か

なりの日数が経過しており、断食の季

節もすでに過ぎていたため、もう航海

は危険であったので、パウロは人々に

注意して、 10「皆さん。この航海で

は、きっと、積荷や船体だけではなく

、私たちの生命にも、危害と大きな損

失が及ぶと、私は考えます。」と言っ

た。 11しかし百人隊長は、パウロの

ことばよりも、航海士や船長のほうを

信用した。 12また、この港が冬を過

ごすのに適していなかったので、大多

数の者の意見は、ここを出帆して、で

きれば何とかして、南西と北西とに面

しているクレテの港ピニクスまで行っ

て、そこで冬を過ごしたいということ

になった。 13おりから、穏やかな南

風が吹いて来ると、人々はこの時とば

かり錨を上げて、クレテの海岸に沿っ

て航行した。 14ところが、まもなく

ユーラクロンという暴風が陸から吹き

おろして来て、 15船はそれに巻き込

まれ、風に逆らって進むことができな

いので、しかたなく吹き流されるまま

にした。 16しかしクラウダという小

さな島の陰にはいったので、ようやく

のことで小舟を処置することができた

。 17小舟を船に引き上げ、備え綱で

船体を巻いた。また、スルテスの浅瀬

に乗り上げるのを恐れて、船具をはず

して流れるに任せた。 18私たちは暴

風に激しく翻弄されていたので、翌日

、人々は積荷を捨て始め、 19三日目

には、自分の手で船具までも投げ捨て

た。 20太陽も星も見えない日が幾日

も続き、激しい暴風が吹きまくるので

、私たちが助かる最後の望みも今や絶

たれようとしていた。 21だれも長い

こと食事をとらなかったが、そのとき

パウロが彼らの中に立って、こう言っ

た。「皆さん。あなたがたは私の忠告

を聞き入れて、クレテを出帆しなかっ

たら、こんな危害や損失をこうむらな

くて済んだのです。 22しかし、今、

お勧めします。元気を出しなさい。あ

なたがたのうち、いのちを失う者はひ

とりもありません。失われるのは船だ

けです。 23昨夜、私の主で、私の仕

えている神の御使いが、私の前に立っ

て、 24こう言いました。『恐れては
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いけません。パウロ。あなたは必ずカ

イザルの前に立ちます。そして、神は

あなたと同船している人々をみな、あ

なたにお与えになったのです。』 25

ですから、皆さん。元気を出しなさい

。すべて私に告げられたとおりになる

と、私は神によって信じています。 26

私たちは必ず、どこかの島に打ち上げ

られます。」 27十四日目の夜になっ

て、私たちがアドリヤ海を漂っている

と、真夜中ごろ、水夫たちは、どこか

の陸地に近づいたように感じた。 28

水の深さを測ってみると、四十メート

ルほどであることがわかった。少し進

んでまた測ると、三十メートルほどで

あった。 29どこかで暗礁に乗り上げ

はしないかと心配して、ともから四つ

の錨を投げおろし、夜の明けるのを待

った。 30ところが、水夫たちは船か

ら逃げ出そうとして、へさきから錨を

降ろすように見せかけて、小舟を海に

降ろしていたので、 31パウロは百人

隊長や兵士たちに、「あの人たちが船

にとどまっていなければ、あなたがた

も助かりません。」と言った。 32そ

こで兵士たちは、小舟の綱を断ち切っ

て、そのまま流れ去るのに任せた。 33

ついに夜の明けかけたころ、パウロは

、一同に食事をとることを勧めて、こ

う言った。「あなたがたは待ちに待っ

て、きょうまで何も食べずに過ごして

、十四日になります。 34ですから、

私はあなたがたに、食事をとることを

勧めます。これであなたがたは助かる

ことになるのです。あなたがたの頭か

ら髪一筋も失われることはありません

。」 35こう言って、彼はパンを取り

、一同の前で神に感謝をささげてから

、それを裂いて食べ始めた。 36そこ

で一同も元気づけられ、みなが食事を

とった。 37船にいた私たちは全部で

二百七十六人であった。 38十分食べ

てから、彼らは麦を海に投げ捨てて、

船を軽くした。 39夜が明けると、ど

この陸地かわからないが、砂浜のある

入江が目に留まったので、できれば、

そこに船を乗り入れようということに

なった。 40錨を切って海に捨て、同

時にかじ綱を解き、風に前の帆を上げ

て、砂浜に向かって進んで行った。 41

ところが、潮流の流れ合う浅瀬に乗り

上げて、船を座礁させてしまった。へ

さきはめり込んで動かなくなり、とも

は激しい波に打たれて破れ始めた。 42

兵士たちは、囚人たちがだれも泳いで

逃げないように、殺してしまおうと相

談した。 43しかし百人隊長は、パウ

ロをあくまでも助けようと思って、そ

の計画を押え、泳げる者がまず海に飛

び込んで陸に上がるように、 44それ

から残りの者は、板切れや、その他の

、船にある物につかまって行くように

命じた。こうして、彼らはみな、無事

に陸に上がった。

28こうして救われてから、私たちは
、ここがマルタと呼ばれる島であ

ることを知った。 2島の人々は私たち

に非常に親切にしてくれた。おりから

雨が降りだして寒かったので、彼らは

火をたいて私たちみなをもてなしてく

れた。 3パウロがひとかかえの柴をた

ばねて火にくべると、熱気のために、

一匹のまむしがはい出して来て、彼の

手に取りついた。 4島の人々は、この

生き物がパウロの手から下がっている

のを見て、「この人はきっと人殺しだ
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。海からはのがれたが、正義の女神は

この人を生かしてはおかないのだ。」

と互いに話し合った。 5しかし、パウ

ロは、その生き物を火の中に振り落と

して、何の害も受けなかった。 6島の

人々は、彼が今にも、はれ上がって来

るか、または、倒れて急死するだろう

と待っていた。しかし、いくら待って

も、彼に少しも変わった様子が見えな

いので、彼らは考えを変えて、「この

人は神さまだ。」と言いだした。 7さ

て、その場所の近くに、島の首長でポ

プリオという人の領地があった。彼は

そこに私たちを招待して、三日間手厚

くもてなしてくれた。 8たまたまポプ

リオの父が、熱病と下痢とで床に着い

ていた。そこでパウロは、その人のも

とに行き、祈ってから、彼の上に手を

置いて直してやった。 9このことがあ

ってから、島のほかの病人たちも来て

、直してもらった。 10それで彼らは

、私たちを非常に尊敬し、私たちが出

帆するときには、私たちに必要な品々

を用意してくれた。 11三か月後に、

私たちは、この島で冬を過ごしていた

、船首にデオスクロイの飾りのある、

アレキサンドリヤの船で出帆した。 12

シラクサに寄港して、三日間とどまり

、 13そこから回って、レギオンに着

いた。一日たつと、南風が吹き始めた

ので、二日目にはポテオリに入港した

。 14ここで、私たちは兄弟たちに会

い、勧められるままに彼らのところに

七日間滞在した。こうして、私たちは

ローマに到着した。 15私たちのこと

を聞いた兄弟たちは、ローマからアピ

オ・ポロとトレス・タベルネまで出迎

えに来てくれた。パウロは彼らに会っ

て、神に感謝し、勇気づけられた。 16

私たちがローマにはいると、パウロは

番兵付きで自分だけの家に住むことが

許された。 17三日の後、パウロはユ

ダヤ人のおもだった人たちを呼び集め

、彼らが集まったときに、こう言った

。「兄弟たち。私は、私の国民に対し

ても、先祖の慣習に対しても、何一つ

そむくことはしていないのに、エルサ

レムで囚人としてローマ人の手に渡さ

れました。 18ローマ人は私を取り調

べましたが、私を死刑にする理由が何

もなかったので、私を釈放しようと思

ったのです。 19ところが、ユダヤ人

たちが反対したため、私はやむなくカ

イザルに上訴しました。それは、私の

同胞を訴えようとしたのではありませ

ん。 20このようなわけで、私は、あ

なたがたに会ってお話ししようと思い

、お招きしました。私はイスラエルの

望みのためにこの鎖につながれている

のです。」 21すると、彼らはこう言

った。「私たちは、あなたのことにつ

いて、ユダヤから何の知らせも受けて

おりません。また、当地に来た兄弟た

ちの中で、あなたについて悪いことを

告げたり、話したりした者はおりませ

ん。 22私たちは、あなたが考えてお

られることを、直接あなたから聞くの

がよいと思っています。この宗派につ

いては、至る所で非難があることを私

たちは知っているからです。」 23そ

こで、彼らは日を定めて、さらに大ぜ

いでパウロの宿にやって来た。彼は朝

から晩まで語り続けた。神の国のこと

をあかしし、また、モーセの律法と預

言者たちの書によって、イエスのこと

について彼らを説得しようとした。 24
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ある人々は彼の語る事を信じたが、あ

る人々は信じようとしなかった。 25

こうして、彼らは、お互いの意見が一

致せずに帰りかけたので、パウロは一

言、次のように言った。「聖霊が預言

者イザヤを通してあなたがたの先祖に

語られたことは、まさにそのとおりで

した。 26『この民のところに行って

、告げよ。あなたがたは確かに聞きは

するが、決して悟らない。確かに見

てはいるが、決してわからない。 27

この民の心は鈍くなり、その耳は遠く

、その目はつぶっているからである。

それは、彼らがその目で見、その耳で

聞き、その心で悟って、立ち返り、

わたしにいやされることのないためで

ある。』 28ですから、承知しておい

てください。神のこの救いは、異邦人

に送られました。彼らは、耳を傾ける

でしょう。」 29こうしてパウロは満

二年の間、自費で借りた家に住み、た

ずねて来る人たちをみな迎えて、 31

大胆に、少しも妨げられることなく、

神の国を宣べ伝え、主イエス・キリス

トのことを教えた。



ローマ人への手紙217

ローマ人への手紙

1神の福音のために選び分けられ、使
徒として召されたキリスト・イエス

のしもべパウロ、 2――この福音は、

神がその預言者たちを通して、聖書に

おいて前から約束されたもので、 3御

子に関することです。御子は、肉によ

ればダビデの子孫として生まれ、 4き

よい御霊によれば、死者の中からの復

活により、大能によって公に神の御子

として示された方、私たちの主イエス

・キリストです。 5このキリストによ

って、私たちは恵みと使徒の務めを受

けました。それは、御名のためにあら

ゆる国の人々の中に信仰の従順をもた

らすためなのです。 6あなたがたも、

それらの人々の中にあって、イエス・

キリストによって召された人々です。

――このパウロから、 7ローマにいる

すべての、神に愛されている人々、召

された聖徒たちへ。私たちの父なる神

と主イエス・キリストから恵みと平安

があなたがたの上にありますように。

8まず第一に、あなたがたすべてのた

めに、私はイエス・キリストによって

私の神に感謝します。それは、あなた

がたの信仰が全世界に言い伝えられて

いるからです。 9私が御子の福音を宣

べ伝えつつ霊をもって仕えている神が

あかししてくださることですが、私は

あなたがたのことを思わぬ時はなく、

10いつも祈りのたびごとに、神のみこ

ころによって、何とかして、今度はつ

いに道が開かれて、あなたがたのとこ

ろに行けるようにと願っています。 11

私があなたがたに会いたいと切に望む

のは、御霊の賜物をいくらかでもあな

たがたに分けて、あなたがたを強くし

たいからです。 12というよりも、あ

なたがたの間にいて、あなたがたと私

との互いの信仰によって、ともに励ま

しを受けたいのです。 13兄弟たち。

ぜひ知っておいていただきたい。私は

あなたがたの中でも、ほかの国の人々

の中で得たと同じように、いくらかの

実を得ようと思って、何度もあなたが

たのところに行こうとしたのですが、

今なお妨げられているのです。 14私

は、ギリシヤ人にも未開人にも、知識

のある人にも知識のない人にも、返さ

なければならない負債を負っています

。 15ですから、私としては、ローマ

にいるあなたがたにも、ぜひ福音を伝

えたいのです。 16私は福音を恥とは

思いません。福音は、ユダヤ人をはじ

めギリシヤ人にも、信じるすべての人

にとって、救いを得させる神の力です

。 17なぜなら、福音のうちには神の

義が啓示されていて、その義は、信仰

に始まり信仰に進ませるからです。「

義人は信仰によって生きる。」と書い

てあるとおりです。 18というのは、

不義をもって真理をはばんでいる人々

のあらゆる不敬虔と不正に対して、神

の怒りが天から啓示されているからで

す。 19なぜなら、神について知りう

ることは、彼らに明らかであるからで

す。それは神が明らかにされたのです

。 20神の、目に見えない本性、すな

わち神の永遠の力と神性は、世界の創

造された時からこのかた、被造物によ

って知られ、はっきりと認められるの

であって、彼らに弁解の余地はないの

です。 (aïdios g126) 21というのは、彼ら

は、神を知っていながら、その神を神

としてあがめず、感謝もせず、かえっ
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てその思いはむなしくなり、その無知

な心は暗くなったからです。 22彼ら

は、自分では知者であると言いながら

、愚かな者となり、 23不滅の神の御

栄えを、滅ぶべき人間や、鳥、獣、は

うもののかたちに似た物と代えてしま

いました。 24それゆえ、神は、彼ら

をその心の欲望のままに汚れに引き渡

され、そのために彼らは、互いにその

からだをはずかしめるようになりまし

た。 25それは、彼らが神の真理を偽

りと取り代え、造り主の代わりに造ら

れた物を拝み、これに仕えたからです

。造り主こそ、とこしえにほめたたえ

られる方です。アーメン。 (aiōn g165) 26

こういうわけで、神は彼らを恥ずべき

情欲に引き渡されました。すなわち、

女は自然の用を不自然なものに代え、

27同じように、男も、女の自然な用を

捨てて男どうしで情欲に燃え、男が男

と恥ずべきことを行なうようになり、

こうしてその誤りに対する当然の報い

を自分の身に受けているのです。 28

また、彼らが神を知ろうとしたがらな

いので、神は彼らを良くない思いに引

き渡され、そのため彼らは、してはな

らないことをするようになりました。

29彼らは、あらゆる不義と悪とむさぼ

りと悪意とに満ちた者、ねたみと殺意

と争いと欺きと悪だくみとでいっぱい

になった者、陰口を言う者、 30そし

る者、神を憎む者、人を人と思わぬ者

、高ぶる者、大言壮語する者、悪事を

たくらむ者、親に逆らう者、 31わき

まえのない者、約束を破る者、情け知

らずの者、慈愛のない者です。 32彼

らは、そのようなことを行なえば、死

罪に当たるという神の定めを知ってい

ながら、それを行なっているだけでな

く、それを行なう者に心から同意して

いるのです。

2ですから、すべて他人をさばく人よ
。あなたに弁解の余地はありません

。あなたは、他人をさばくことによっ

て、自分自身を罪に定めています。さ

ばくあなたが、それと同じことを行な

っているからです。 2私たちは、その

ようなことを行なっている人々に下る

神のさばきが正しいことを知っていま

す。 3そのようなことをしている人々

をさばきながら、自分で同じことをし

ている人よ。あなたは、自分は神のさ

ばきを免れるのだとでも思っているの

ですか。 4それとも、神の慈愛があな

たを悔い改めに導くことも知らないで

、その豊かな慈愛と忍耐と寛容とを軽

んじているのですか。 5ところが、あ

なたは、かたくなさと悔い改めのない

心のゆえに、御怒りの日、すなわち、

神の正しいさばきの現われる日の御怒

りを自分のために積み上げているので

す。 6神は、ひとりひとりに、その人

の行ないに従って報いをお与えになり

ます。 7忍耐をもって善を行ない、栄

光と誉れと不滅のものとを求める者に

は、永遠のいのちを与え、 (aiōnios g166)

8党派心を持ち、真理に従わないで不

義に従う者には、怒りと憤りを下され

るのです。 9患難と苦悩とは、ユダヤ

人をはじめギリシヤ人にも、悪を行な

うすべての者の上に下り、 10栄光と

誉れと平和は、ユダヤ人をはじめギリ

シヤ人にも、善を行なうすべての者の

上にあります。 11神にはえこひいき

などはないからです。 12律法なしに

罪を犯した者はすべて、律法なしに滅
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び、律法の下にあって罪を犯した者は

すべて、律法によってさばかれます。

13それは、律法を聞く者が神の前に正

しいのではなく、律法を行なう者が正

しいと認められるからです。 14

――律法を持たない異邦人が、生まれ

つきのままで律法の命じる行ないをす

るばあいは、律法を持たなくても、自

分自身が自分に対する律法なのです。

15彼らはこのようにして、律法の命じ

る行ないが彼らの心に書かれているこ

とを示しています。彼らの良心もいっ

しょになってあかしし、また、彼らの

思いは互いに責め合ったり、また、弁

明し合ったりしています。―― 16私

の福音によれば、神のさばきは、神が

キリスト・イエスによって人々の隠れ

たことをさばかれる日に、行なわれる

のです。 17もし、あなたが自分をユ

ダヤ人ととなえ、律法を持つことに安

んじ、神を誇り、 18みこころを知り

、なすべきことが何であるかを律法に

教えられてわきまえ、 19また、知識

と真理の具体的な形として律法を持っ

ているため、盲人の案内人、やみの中

にいる者の光、愚かな者の導き手、幼

子の教師だと自任しているのなら、 21

どうして、人を教えながら、自分自身

を教えないのですか。盗むなと説きな

がら、自分は盗むのですか。 22姦淫

するなと言いながら、自分は姦淫する

のですか。偶像を忌みきらいながら、

自分は神殿の物をかすめるのですか。

23律法を誇りとしているあなたが、ど

うして律法に違反して、神を侮るので

すか。 24これは、「神の名は、あな

たがたのゆえに、異邦人の中でけがさ

れている。」と書いてあるとおりです

。 25もし律法を守るなら、割礼には

価値があります。しかし、もしあなた

が律法にそむいているなら、あなたの

割礼は、無割礼になったのです。 26

もし割礼を受けていない人が律法の規

定を守るなら、割礼を受けていなくて

も、割礼を受けている者とみなされな

いでしょうか。 27また、からだに割

礼を受けていないで律法を守る者が、

律法の文字と割礼がありながら律法に

そむいているあなたを、さばくことに

ならないでしょうか。 28外見上のユ

ダヤ人がユダヤ人なのではなく、外見

上のからだの割礼が割礼なのではあり

ません。 29かえって人目に隠れたユ

ダヤ人がユダヤ人であり、文字ではな

く、御霊による、心の割礼こそ割礼で

す。その誉れは、人からではなく、神

から来るものです。

3では、ユダヤ人のすぐれたところは
、いったい何ですか。割礼にどんな

益があるのですか。 2それは、あらゆ

る点から見て、大いにあります。第一

に、彼らは神のいろいろなおことばを

ゆだねられています。 3では、いった

いどうなのですか。彼らのうちに不真

実な者があったら、その不真実によっ

て、神の真実が無に帰することになる

でしょうか。 4絶対にそんなことはあ

りません。たとい、すべての人を偽り

者としても、神は真実な方であるとす

べきです。それは、「あなたが、その

みことばによって正しいとされ、さば

かれるときには勝利を得られるため。

」と書いてあるとおりです。 5しかし

、もし私たちの不義が神の義を明らか

にするとしたら、どうなるでしょうか

。人間的な言い方をしますが、怒りを
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下す神は不正なのでしょうか。 6絶対

にそんなことはありません。もしそう

だとしたら、神はいったいどのように

世をさばかれるのでしょう。 7でも、

私の偽りによって、神の真理がますま

す明らかにされて神の栄光となるので

あれば、なぜ私がなお罪人としてさば

かれるのでしょうか。 8「善を現わす

ために、悪をしようではないか。」と

言ってはいけないのでしょうか。

――私たちはこの点でそしられるので

す。ある人たちは、それが私たちのこ

とばだと言っていますが、――もちろ

んこのように論じる者どもは当然罪に

定められるのです。 9では、どうなの

でしょう。私たちは他の者にまさって

いるのでしょうか。決してそうではあ

りません。私たちは前に、ユダヤ人も

ギリシヤ人も、すべての人が罪の下に

あると責めたのです。 10それは、次

のように書いてあるとおりです。「義

人はいない。ひとりもいない。 11悟

りのある人はいない。神を求める人は

いない。 12すべての人が迷い出て、

みな、ともに無益な者となった。善を

行なう人はいない。ひとりもいない。

」 13「彼らののどは、開いた墓であ

り、彼らはその舌で欺く。」「彼ら

のくちびるの下には、まむしの毒があ

り、」 14「彼らの口は、のろいと苦

さで満ちている。」 15「彼らの足は

血を流すのに速く、 16彼らの道には

破壊と悲惨がある。 17また、彼らは

平和の道を知らない。」 18「彼らの

目の前には、神に対する恐れがない。

」 19さて、私たちは、律法の言うこ

とはみな、律法の下にある人々に対し

て言われていることを知っています。

それは、すべての口がふさがれて、全

世界が神のさばきに服するためです。

20なぜなら、律法を行なうことによっ

ては、だれひとり神の前に義と認めら

れないからです。律法によっては、か

えって罪の意識が生じるのです。 21

しかし、今は、律法とは別に、しかも

律法と預言者によってあかしされて、

神の義が示されました。 22すなわち

、イエス・キリストを信じる信仰によ

る神の義であって、それはすべての信

じる人に与えられ、何の差別もありま

せん。 23すべての人は、罪を犯した

ので、神からの栄誉を受けることがで

きず、 24ただ、神の恵みにより、キ

リスト・イエスによる贖いのゆえに、

価なしに義と認められるのです。 25

神は、キリスト・イエスを、その血に

よる、また信仰による、なだめの供え

物として、公にお示しになりました。

それは、ご自身の義を現わすためです

。というのは、今までに犯されて来た

罪を神の忍耐をもって見のがして来ら

れたからです。 26それは、今の時に

ご自身の義を現わすためであり、こう

して神ご自身が義であり、また、イエ

スを信じる者を義とお認めになるため

なのです。 27それでは、私たちの誇

りはどこにあるのでしょうか。それは

すでに取り除かれました。どういう原

理によってでしょうか。行ないの原理

によってでしょうか。そうではなく、

信仰の原理によってです。 28人が義

と認められるのは、律法の行ないによ

るのではなく、信仰によるというのが

、私たちの考えです。 29それとも、

神はユダヤ人だけの神でしょうか。異

邦人にとっても神ではないのでしょう
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か。確かに神は、異邦人にとっても、

神です。 30神が唯一ならばそうです

。この神は、割礼のある者を信仰によ

って義と認めてくださるとともに、割

礼のない者をも、信仰によって義と認

めてくださるのです。 31それでは、

私たちは信仰によって律法を無効にす

ることになるのでしょうか。絶対にそ

んなことはありません。かえって、律

法を確立することになるのです。

4それでは、肉による私たちの先祖ア
ブラハムのばあいは、どうでしょう

か。 2もしアブラハムが行ないによっ

て義と認められたのなら、彼は誇るこ

とができます。しかし、神の御前では

、そうではありません。 3聖書は何と

言っていますか。「それでアブラハム

は神を信じた。それが彼の義とみなさ

れた。」とあります。 4働く者のばあ

いに、その報酬は恵みでなくて、当然

支払うべきものとみなされます。 5何

の働きもない者が、不敬虔な者を義と

認めてくださる方を信じるなら、その

信仰が義とみなされるのです。 6ダビ

デもまた、行ないとは別の道で神によ

って義と認められる人の幸いを、こう

言っています。 7「不法を赦され、罪

をおおわれた人たちは、幸いである。

8主が罪を認めない人は幸いである。

」 9それでは、この幸いは、割礼のあ

る者にだけ与えられるのでしょうか。

それとも、割礼のない者にも与えられ

るのでしょうか。私たちは、「アブラ

ハムには、その信仰が義とみなされた

。」と言っていますが、 10どのよう

にして、その信仰が義とみなされたの

でしょうか。割礼を受けてからでしょ

うか。まだ割礼を受けていないときに

でしょうか。割礼を受けてからではな

く、割礼を受けていないときにです。

11彼は、割礼を受けていないとき信仰

によって義と認められたことの証印と

して、割礼というしるしを受けたので

す。それは、彼が、割礼を受けないま

まで信じて義と認められるすべての人

の父となり、 12また割礼のある者の

父となるためです。すなわち、割礼を

受けているだけではなく、私たちの父

アブラハムが無割礼のときに持った信

仰の足跡に従って歩む者の父となるた

めです。 13というのは、世界の相続

人となるという約束が、アブラハムに

、あるいはまた、その子孫に与えられ

たのは、律法によってではなく、信仰

の義によったからです。 14もし律法

による者が相続人であるとするなら、

信仰はむなしくなり、約束は無効にな

ってしまいます。 15律法は怒りを招

くものであり、律法のないところには

違反もありません。 16そのようなわ

けで、世界の相続人となることは、信

仰によるのです。それは、恵みによる

ためであり、こうして約束がすべての

子孫に、すなわち、律法を持っている

人々にだけでなく、アブラハムの信仰

にならう人々にも保証されるためなの

です。「わたしは、あなたをあらゆる

国の人々の父とした。」と書いてある

とおりに、アブラハムは私たちすべて

の者の父なのです。 17このことは、

彼が信じた神、すなわち死者を生かし

、無いものを有るもののようにお呼び

になる方の御前で、そうなのです。 18

彼は望みえないときに望みを抱いて信

じました。それは、「あなたの子孫は

このようになる。」と言われていたと
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おりに、彼があらゆる国の人々の父と

なるためでした。 19アブラハムは、

およそ百歳になって、自分のからだが

死んだも同然であることと、サラの胎

の死んでいることとを認めても、その

信仰は弱りませんでした。 20彼は、

不信仰によって神の約束を疑うような

ことをせず、反対に、信仰がますます

強くなって、神に栄光を帰し、 21神

には約束されたことを成就する力があ

ることを堅く信じました。 22だから

こそ、それが彼の義とみなされたので

す。 23しかし、「彼の義とみなされ

た。」と書いてあるのは、ただ彼のた

めだけでなく、 24また私たちのため

です。すなわち、私たちの主イエスを

死者の中からよみがえらせた方を信じ

る私たちも、その信仰を義とみなされ

るのです。 25主イエスは、私たちの

罪のために死に渡され、私たちが義と

認められるために、よみがえられたか

らです。

5ですから、信仰によって義と認めら
れた私たちは、私たちの主イエス・

キリストによって、神との平和を持っ

ています。 2またキリストによって、

いま私たちの立っているこの恵みに信

仰によって導き入れられた私たちは、

神の栄光を望んで大いに喜んでいます

。 3そればかりではなく、患難さえも

喜んでいます。それは、患難が忍耐を

生み出し、 4忍耐が練られた品性を生

み出し、練られた品性が希望を生み出

すと知っているからです。 5この希望

は失望に終わることがありません。な

ぜなら、私たちに与えられた聖霊によ

って、神の愛が私たちの心に注がれて

いるからです。 6私たちがまだ弱かっ

たとき、キリストは定められた時に、

不敬虔な者のために死んでくださいま

した。 7正しい人のためにでも死ぬ人

はほとんどありません。情け深い人の

ためには、進んで死ぬ人があるいはい

るでしょう。 8しかし私たちがまだ罪

人であったとき、キリストが私たちの

ために死んでくださったことにより、

神は私たちに対するご自身の愛を明ら

かにしておられます。 9ですから、今

すでにキリストの血によって義と認め

られた私たちが、彼によって神の怒り

から救われるのは、なおさらのことで

す。 10もし敵であった私たちが、御

子の死によって神と和解させられたの

なら、和解させられた私たちが、彼の

いのちによって救いにあずかるのは、

なおさらのことです。 11そればかり

でなく、私たちのために今や和解を成

り立たせてくださった私たちの主イエ

ス・キリストによって、私たちは神を

大いに喜んでいるのです。 12そうい

うわけで、ちょうどひとりの人によっ

て罪が世界にはいり、罪によって死が

はいり、こうして死が全人類に広がっ

たのと同様に、――それというのも全

人類が罪を犯したからです。 13とい

うのは、律法が与えられるまでの時期

にも罪は世にあったからです。しかし

罪は、何かの律法がなければ、認めら

れないものです。 14ところが死は、

アダムからモーセまでの間も、アダム

の違反と同じようには罪を犯さなかっ

た人々をさえ支配しました。アダムは

きたるべき方のひな型です。 15ただ

し、恵みには違反のばあいとは違う点

があります。もしひとりの違反によっ

て多くの人が死んだとすれば、それに
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もまして、神の恵みとひとりの人イエ

ス・キリストの恵みによる賜物とは、

多くの人々に満ちあふれるのです。 16

また、賜物には、罪を犯したひとりに

よるばあいと違った点があります。さ

ばきのばあいは、一つの違反のために

罪に定められたのですが、恵みのばあ

いは、多くの違反が義と認められるか

らです。 17もしひとりの人の違反に

より、ひとりによって死が支配するよ

うになったとすれば、なおさらのこと

、恵みと義の賜物とを豊かに受けてい

る人々は、ひとりの人イエス・キリス

トにより、いのちにあって支配するの

です。 18こういうわけで、ちょうど

一つの違反によってすべての人が罪に

定められたのと同様に、一つの義の行

為によってすべての人が義と認められ

て、いのちを与えられるのです。 19

すなわち、ちょうどひとりの人の不従

順によって多くの人が罪人とされたの

と同様に、ひとりの従順によって多く

の人が義人とされるのです。 20律法

がはいって来たのは、違反が増し加わ

るためです。しかし、罪の増し加わる

ところには、恵みも満ちあふれました

。 21それは、罪が死によって支配し

たように、恵みが、私たちの主イエス

・キリストにより、義の賜物によって

支配し、永遠のいのちを得させるため

なのです。 (aiōnios g166)

6それでは、どういうことになります
か。恵みが増し加わるために、私た

ちは罪の中にとどまるべきでしょうか

。 2絶対にそんなことはありません。

罪に対して死んだ私たちが、どうして

、なおもその中に生きていられるでし

ょう。 3それとも、あなたがたは知ら

ないのですか。キリスト・イエスにつ

くバプテスマを受けた私たちはみな、

その死にあずかるバプテスマを受けた

のではありませんか。 4私たちは、キ

リストの死にあずかるバプテスマによ

って、キリストとともに葬られたので

す。それは、キリストが御父の栄光に

よって死者の中からよみがえられたよ

うに、私たちも、いのちにあって新し

い歩みをするためです。 5もし私たち

が、キリストにつぎ合わされて、キリ

ストの死と同じようになっているのな

ら、必ずキリストの復活とも同じよう

になるからです。 6私たちの古い人が

キリストとともに十字架につけられた

のは、罪のからだが滅びて、私たちが

もはやこれからは罪の奴隷でなくなる

ためであることを、私たちは知ってい

ます。 7死んでしまった者は、罪から

解放されているのです。 8もし私たち

がキリストとともに死んだのであれば

、キリストとともに生きることにもな

る、と信じます。 9キリストは死者の

中からよみがえって、もはや死ぬこと

はなく、死はもはやキリストを支配し

ないことを、私たちは知っています。

10なぜなら、キリストが死なれたのは

、ただ一度罪に対して死なれたのであ

り、キリストが生きておられるのは、

神に対して生きておられるのだからで

す。 11このように、あなたがたも、

自分は罪に対しては死んだ者であり、

神に対してはキリスト・イエスにあっ

て生きた者だと、思いなさい。 12で

すから、あなたがたの死ぬべきからだ

を罪の支配にゆだねて、その情欲に従

ってはいけません。 13また、あなた

がたの手足を不義の器として罪にささ
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げてはいけません。むしろ、死者の中

から生かされた者として、あなたがた

自身とその手足を義の器として神にさ

さげなさい。 14というのは、罪はあ

なたがたを支配することがないからで

す。なぜなら、あなたがたは律法の下

にはなく、恵みの下にあるからです。

15それではどうなのでしょう。私たち

は、律法の下にではなく、恵みの下に

あるのだから罪を犯そう、ということ

になるのでしょうか。絶対にそんなこ

とはありません。 16あなたがたはこ

のことを知らないのですか。あなたが

たが自分の身をささげて奴隷として服

従すれば、その服従する相手の奴隷で

あって、あるいは罪の奴隷となって死

に至り、あるいは従順の奴隷となって

義に至るのです。 17神に感謝すべき

ことには、あなたがたは、もとは罪の

奴隷でしたが、伝えられた教えの規準

に心から服従し、 18罪から解放され

て、義の奴隷となったのです。 19あ

なたがたにある肉の弱さのために、私

は人間的な言い方をしています。あな

たがたは、以前は自分の手足を汚れと

不法の奴隷としてささげて、不法に進

みましたが、今は、その手足を義の奴

隷としてささげて、聖潔に進みなさい

。 20罪の奴隷であった時は、あなた

がたは義については、自由にふるまっ

ていました。 21その当時、今ではあ

なたがたが恥じているそのようなもの

から、何か良い実を得たでしょうか。

それらのものの行き着く所は死です。

22しかし今は、罪から解放されて神の

奴隷となり、聖潔に至る実を得たので

す。その行き着く所は永遠のいのちで

す。 (aiōnios g166) 23罪から来る報酬は死

です。しかし、神の下さる賜物は、私

たちの主キリスト・イエスにある永遠

のいのちです。 (aiōnios g166)

7それとも、兄弟たち。あなたがたは
、律法が人に対して権限を持つのは

、その人の生きている期間だけだ、と

いうことを知らないのですか。――私

は律法を知っている人々に言っている

のです。―― 2夫のある女は、夫が生

きている間は、律法によって夫に結ば

れています。しかし、夫が死ねば、夫

に関する律法から解放されます。 3で

すから、夫が生きている間に他の男に

行けば、姦淫の女と呼ばれるのですが

、夫が死ねば、律法から解放されてお

り、たとい他の男に行っても、姦淫の

女ではありません。 4私の兄弟たちよ

。それと同じように、あなたがたも、

キリストのからだによって、律法に対

しては死んでいるのです。それは、あ

なたがたが他の人、すなわち死者の中

からよみがえった方と結ばれて、神の

ために実を結ぶようになるためです。

5私たちが肉にあったときは、律法に

よる数々の罪の欲情が私たちのからだ

の中に働いていて、死のために実を結

びました。 6しかし、今は、私たちは

自分を捕えていた律法に対して死んだ

ので、それから解放され、その結果、

古い文字にはよらず、新しい御霊によ

って仕えているのです。 7それでは、

どういうことになりますか。律法は罪

なのでしょうか。絶対にそんなことは

ありません。ただ、律法によらないで

は、私は罪を知ることがなかったでし

ょう。律法が、「むさぼってはならな

い。」と言わなかったら、私はむさぼ

りを知らなかったでしょう。 8しかし
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、罪はこの戒めによって機会を捕え、

私のうちにあらゆるむさぼりを引き起

こしました。律法がなければ、罪は死

んだものです。 9私はかつて律法なし

に生きていましたが、戒めが来たとき

に、罪が生き、私は死にました。 10

それで私には、いのちに導くはずのこ

の戒めが、かえって死に導くものであ

ることが、わかりました。 11それは

、戒めによって機会を捕えた罪が私を

欺き、戒めによって私を殺したからで

す。 12ですから、律法は聖なるもの

であり、戒めも聖であり、正しく、ま

た良いものなのです。 13では、この

良いものが、私に死をもたらしたので

しょうか。絶対にそんなことはありま

せん。それはむしろ、罪なのです。罪

は、この良いもので私に死をもたらす

ことによって、罪として明らかにされ

、戒めによって、極度に罪深いものと

なりました。 14私たちは、律法が霊

的なものであることを知っています。

しかし、私は罪ある人間であり、売ら

れて罪の下にある者です。 15私には

、自分のしていることがわかりません

。私は自分がしたいと思うことをして

いるのではなく、自分が憎むことを行

なっているからです。 16もし自分の

したくないことをしているとすれば、

律法は良いものであることを認めてい

るわけです。 17ですから、それを行

なっているのは、もはや私ではなく、

私のうちに住みついている罪なのです

。 18私は、私のうち、すなわち、私

の肉のうちに善が住んでいないのを知

っています。私には善をしたいという

願いがいつもあるのに、それを実行す

ることがないからです。 19私は、自

分でしたいと思う善を行なわないで、

かえって、したくない悪を行なってい

ます。 20もし私が自分でしたくない

ことをしているのであれば、それを行

なっているのは、もはや私ではなくて

、私のうちに住む罪です。 21そうい

うわけで、私は、善をしたいと願って

いるのですが、その私に悪が宿ってい

るという原理を見いだすのです。 22

すなわち、私は、内なる人としては、

神の律法を喜んでいるのに、 23私の

からだの中には異なった律法があって

、それが私の心の律法に対して戦いを

いどみ、私を、からだの中にある罪の

律法のとりこにしているのを見いだす

のです。 24私は、ほんとうにみじめ

な人間です。だれがこの死の、からだ

から、私を救い出してくれるのでしょ

うか。 25私たちの主イエス・キリス

トのゆえに、ただ神に感謝します。で

すから、この私は、心では神の律法に

仕え、肉では罪の律法に仕えているの

です。

8こういうわけで、今は、キリスト・
イエスにある者が罪に定められるこ

とは決してありません。 2なぜなら、

キリスト・イエスにある、いのちの御

霊の原理が、罪と死の原理から、あな

たを解放したからです。 3肉によって

無力になったため、律法にはできなく

なっていることを、神はしてください

ました。神はご自分の御子を、罪のた

めに、罪深い肉と同じような形でお遣

わしになり、肉において罪を処罰され

たのです。 4それは、肉に従って歩ま

ず、御霊に従って歩む私たちの中に、

律法の要求が全うされるためなのです

。 5肉に従う者は肉的なことをもっぱ
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ら考えますが、御霊に従う者は御霊に

属することをひたすら考えます。 6肉

の思いは死であり、御霊による思いは

、いのちと平安です。 7というのは、

肉の思いは神に対して反抗するものだ

からです。それは神の律法に服従しま

せん。いや、服従できないのです。 8

肉にある者は神を喜ばせることができ

ません。 9けれども、もし神の御霊が

あなたがたのうちに住んでおられるな

ら、あなたがたは肉の中にではなく、

御霊の中にいるのです。キリストの御

霊を持たない人は、キリストのもので

はありません。 10もしキリストがあ

なたがたのうちにおられるなら、から

だは罪のゆえに死んでいても、霊が、

義のゆえに生きています。 11もしイ

エスを死者の中からよみがえらせた方

の御霊が、あなたがたのうちに住んで

おられるなら、キリスト・イエスを死

者の中からよみがえらせた方は、あな

たがたのうちに住んでおられる御霊に

よって、あなたがたの死ぬべきからだ

をも生かしてくださるのです。 12で

すから、兄弟たち。私たちは、肉に従

って歩む責任を、肉に対して負っては

いません。 13もし肉に従って生きる

なら、あなたがたは死ぬのです。しか

し、もし御霊によって、からだの行な

いを殺すなら、あなたがたは生きるの

です。 14神の御霊に導かれる人は、

だれでも神の子どもです。 15あなた

がたは、人を再び恐怖に陥れるような

、奴隷の霊を受けたのではなく、子と

してくださる御霊を受けたのです。私

たちは御霊によって、「アバ、父。」

と呼びます。 16私たちが神の子ども

であることは、御霊ご自身が、私たち

の霊とともに、あかししてくださいま

す。 17もし子どもであるなら、相続

人でもあります。私たちがキリストと

、栄光をともに受けるために苦難をと

もにしているなら、私たちは神の相続

人であり、キリストとの共同相続人で

あります。 18今の時のいろいろの苦

しみは、将来私たちに啓示されようと

している栄光に比べれば、取るに足り

ないものと私は考えます。 19被造物

も、切実な思いで神の子どもたちの現

われを待ち望んでいるのです。 20そ

れは、被造物が虚無に服したのが自分

の意志ではなく、服従させた方による

のであって、望みがあるからです。 21

被造物自体も、滅びの束縛から解放さ

れ、神の子どもたちの栄光の自由の中

に入れられます。 22私たちは、被造

物全体が今に至るまで、ともにうめき

ともに産みの苦しみをしていることを

知っています。 23そればかりでなく

、御霊の初穂をいただいている私たち

自身も、心の中でうめきながら、子に

していただくこと、すなわち、私たち

のからだの贖われることを待ち望んで

います。 24私たちは、この望みによ

って救われているのです。目に見える

望みは、望みではありません。だれで

も目で見ていることを、どうしてさら

に望むでしょう。 25もしまだ見てい

ないものを望んでいるのなら、私たち

は、忍耐をもって熱心に待ちます。 26

御霊も同じようにして、弱い私たちを

助けてくださいます。私たちは、どの

ように祈ったらよいかわからないので

すが、御霊ご自身が、言いようもない

深いうめきによって、私たちのために

とりなしてくださいます。 27人間の
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心を探り窮める方は、御霊の思いが何

かをよく知っておられます。なぜなら

、御霊は、神のみこころに従って、聖

徒のためにとりなしをしてくださるか

らです。 28神を愛する人々、すなわ

ち、神のご計画に従って召された人々

のためには、神がすべてのことを働か

せて益としてくださることを、私たち

は知っています。 29なぜなら、神は

、あらかじめ知っておられる人々を、

御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定

められたからです。それは、御子が多

くの兄弟たちの中で長子となられるた

めです。 30神はあらかじめ定めた人

々をさらに召し、召した人々をさらに

義と認め、義と認めた人々にはさらに

栄光をお与えになりました。 31では

、これらのことからどう言えるでしょ

う。神が私たちの味方であるなら、だ

れが私たちに敵対できるでしょう。 32

私たちすべてのために、ご自分の御子

をさえ惜しまずに死に渡された方が、

どうして、御子といっしょにすべての

ものを、私たちに恵んでくださらない

ことがありましょう。 33神に選ばれ

た人々を訴えるのはだれですか。神が

義と認めてくださるのです。 34罪に

定めようとするのはだれですか。死ん

でくださった方、いや、よみがえられ

た方であるキリスト・イエスが、神の

右の座に着き、私たちのためにとりな

していてくださるのです。 35私たち

をキリストの愛から引き離すのはだれ

ですか。患難ですか、苦しみですか、

迫害ですか、飢えですか、裸ですか、

危険ですか、剣ですか。 36「あなた

のために、私たちは一日中、死に定め

られている。私たちは、ほふられる羊

とみなされた。」と書いてあるとおり

です。 37しかし、私たちは、私たち

を愛してくださった方によって、これ

らすべてのことの中にあっても、圧倒

的な勝利者となるのです。 38私はこ

う確信しています。死も、いのちも、

御使いも、権威ある者も、今あるもの

も、後に来るものも、力ある者も、 39

高さも、深さも、そのほかのどんな被

造物も、私たちの主キリスト・イエス

にある神の愛から、私たちを引き離す

ことはできません。

9私はキリストにあって真実を言い、
偽りを言いません。次のことは、私

の良心も、聖霊によってあかししてい

ます。 2私には大きな悲しみがあり、

私の心には絶えず痛みがあります。 3

もしできることなら、私の同胞、肉に

よる同国人のために、この私がキリス

トから引き離されて、のろわれた者と

なることさえ願いたいのです。 4彼ら

はイスラエル人です。子とされること

も、栄光も、契約も、律法を与えられ

ることも、礼拝も、約束も彼らのもの

です。 5先祖たちも彼らのものです。

またキリストも、人としては彼らから

出られたのです。このキリストは万物

の上にあり、とこしえにほめたたえら

れる神です。アーメン。 (aiōn g165) 6し

かし、神のみことばが無効になったわ

けではありません。なぜなら、イスラ

エルから出る者がみな、イスラエルな

のではなく、 7アブラハムから出たか

らといって、すべてが子どもなのでは

なく、「イサクから出る者があなたの

子孫と呼ばれる。」のだからです。 8

すなわち、肉の子どもがそのまま神の

子どもではなく、約束の子どもが子孫
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とみなされるのです。 9約束のみこと

ばはこうです。「私は来年の今ごろ来

ます。そして、サラは男の子を産みま

す。」 10このことだけでなく、私た

ちの先祖イサクひとりによってみごも

ったリベカのこともあります。 11そ

の子どもたちは、まだ生まれてもおら

ず、善も悪も行なわないうちに、神の

選びの計画の確かさが、行ないにはよ

らず、召してくださる方によるように

と、 12「兄は弟に仕える。」と彼女

に告げられたのです。 13「わたしは

ヤコブを愛し、エサウを憎んだ。」と

書いてあるとおりです。 14それでは

、どういうことになりますか。神に不

正があるのですか。絶対にそんなこと

はありません。 15神はモーセに、「

わたしは自分のあわれむ者をあわれみ

、自分のいつくしむ者をいつくしむ。

」と言われました。 16したがって、

事は人間の願いや努力によるのではな

く、あわれんでくださる神によるので

す。 17聖書はパロに、「わたしがあ

なたを立てたのは、あなたにおいてわ

たしの力を示し、わたしの名を全世界

に告げ知らせるためである。」と言っ

ています。 18こういうわけで、神は

、人をみこころのままにあわれみ、ま

たみこころのままにかたくなにされる

のです。 19すると、あなたはこう言

うでしょう。「それなのになぜ、神は

人を責められるのですか。だれが神の

ご計画に逆らうことができましょう。

」 20しかし、人よ。神に言い逆らう

あなたは、いったい何ですか。形造ら

れた者が形造った者に対して、「あな

たはなぜ、私をこのようなものにした

のですか。」と言えるでしょうか。 21

陶器を作る者は、同じ土のかたまりか

ら、尊いことに用いる器でも、また、

つまらないことに用いる器でも作る権

利を持っていないのでしょうか。 22

ですが、もし神が、怒りを示してご自

分の力を知らせようと望んでおられる

のに、その滅ぼされるべき怒りの器を

、豊かな寛容をもって忍耐してくださ

ったとしたら、どうでしょうか。 23

それも、神が栄光のためにあらかじめ

用意しておられたあわれみの器に対し

て、その豊かな栄光を知らせてくださ

るためになのです。 24神は、このあ

われみの器として、私たちを、ユダヤ

人の中からだけでなく、異邦人の中か

らも召してくださったのです。 25そ

れは、ホセアの書でも言っておられる

とおりです。「わたしは、わが民でな

い者をわが民と呼び、愛さなかった者

を愛する者と呼ぶ。 26『あなたがた

は、わたしの民ではない。』と、わた

しが言ったその場所で、彼らは、生け

る神の子どもと呼ばれる。」 27また

、イスラエルについては、イザヤがこ

う叫んでいます。「たといイスラエル

の子どもたちの数は、海べの砂のよう

であっても、救われるのは、残された

者である。 28主は、みことばを完全

に、しかも敏速に、地上に成し遂げら

れる。」 29また、イザヤがこう預言

したとおりです。「もし万軍の主が、

私たちに子孫を残されなかったら、

私たちはソドムのようになり、ゴモラ

と同じものとされたであろう。」 30

では、どういうことになりますか。義

を追い求めなかった異邦人は義を得ま

した。すなわち、信仰による義です。

31しかし、イスラエルは、義の律法を
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追い求めながら、その律法に到達しま

せんでした。 32なぜでしょうか。信

仰によって追い求めることをしないで

、行ないによるかのように追い求めた

からです。彼らは、つまずきの石につ

まずいたのです。 33それは、こう書

かれているとおりです。「見よ。わた

しは、シオンに、つまずきの石、妨げ

の岩を置く。彼に信頼する者は、失

望させられることがない。」

10兄弟たち。私が心の望みとし、ま
た彼らのために神に願い求めてい

るのは、彼らの救われることです。 2

私は、彼らが神に対して熱心であるこ

とをあかしします。しかし、その熱心

は知識に基づくものではありません。

3というのは、彼らは神の義を知らず

、自分自身の義を立てようとして、神

の義に従わなかったからです。 4キリ

ストが律法を終わらせられたので、信

じる人はみな義と認められるのです。

5モーセは、律法による義を行なう人

は、その義によって生きる、と書いて

います。 6しかし、信仰による義はこ

う言います。「あなたは心の中で、だ

れが天に上るだろうか、と言ってはい

けない。」それはキリストを引き降ろ

すことです。 7また、「だれが地の奥

底に下るだろうか、と言ってはいけな

い。」それはキリストを死者の中から

引き上げることです。 (Abyssos g12) 8で

は、どう言っていますか。「みことば

はあなたの近くにある。あなたの口に

あり、あなたの心にある。」これは私

たちの宣べ伝えている信仰のことばの

ことです。 9なぜなら、もしあなたの

口でイエスを主と告白し、あなたの心

で神はイエスを死者の中からよみがえ

らせてくださったと信じるなら、あな

たは救われるからです。 10人は心に

信じて義と認められ、口で告白して救

われるのです。 11聖書はこう言って

います。「彼に信頼する者は、失望さ

せられることがない。」 12ユダヤ人

とギリシヤ人との区別はありません。

同じ主が、すべての人の主であり、主

を呼び求めるすべての人に対して恵み

深くあられるからです。 13「主の御

名を呼び求める者は、だれでも救われ

る。」のです。 14しかし、信じたこ

とのない方を、どうして呼び求めるこ

とができるでしょう。聞いたことのな

い方を、どうして信じることができる

でしょう。宣べ伝える人がなくて、ど

うして聞くことができるでしょう。 15

遣わされなくては、どうして宣べ伝え

ることができるでしょう。次のように

書かれているとおりです。「良いこと

の知らせを伝える人々の足は、なんと

りっぱでしょう。」 16しかし、すべ

ての人が福音に従ったのではありませ

ん。「主よ。だれが私たちの知らせを

信じましたか。」とイザヤは言ってい

ます。 17そのように、信仰は聞くこ

とから始まり、聞くことは、キリスト

についてのみことばによるのです。 18

でも、こう尋ねましょう。「はたして

彼らは聞こえなかったのでしょうか。

」むろん、そうではありません。「そ

の声は全地に響き渡り、そのことばは

地の果てまで届いた。」 19でも、私

はこう言いましょう。「はたしてイス

ラエルは知らなかったのでしょうか。

」まず、モーセがこう言っています。

「わたしは、民でない者のことで、あ

なたがたのねたみを起こさせ、無知な
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国民のことで、あなたがたを怒らせる

。」 20またイザヤは大胆にこう言っ

ています。「わたしは、わたしを求め

ない者に見いだされ、わたしをたずね

ない者に自分を現わした。」 21また

イスラエルについては、こう言ってい

ます。「不従順で反抗する民に対して

、わたしは一日中、手を差し伸べた。

」

11すると、神はご自分の民を退けて
しまわれたのですか。絶対にそん

なことはありません。この私もイスラ

エル人で、アブラハムの子孫に属し、

ベニヤミン族の出身です。 2神は、あ

らかじめ知っておられたご自分の民を

退けてしまわれたのではありません。

それともあなたがたは、聖書がエリヤ

に関する個所で言っていることを、知

らないのですか。彼はイスラエルを神

に訴えてこう言いました。 3「主よ。

彼らはあなたの預言者たちを殺し、あ

なたの祭壇をこわし、私だけが残され

ました。彼らはいま私のいのちを取ろ

うとしています。」 4ところが彼に対

して何とお答えになりましたか。「バ

アルにひざをかがめていない男子七千

人が、わたしのために残してある。」

5それと同じように、今も、恵みの選

びによって残された者がいます。 6も

し恵みによるのであれば、もはや行な

いによるのではありません。もしそう

でなかったら、恵みが恵みでなくなり

ます。 7では、どうなるのでしょう。

イスラエルは追い求めていたものを獲

得できませんでした。選ばれた者は獲

得しましたが、他の者は、かたくなに

されたのです。 8こう書かれていると

おりです。「神は、彼らに鈍い心と

見えない目と聞こえない耳を与えられ

た。今日に至るまで。」 9ダビデもこ

う言います。「彼らの食卓は、彼らに

とってわなとなり、網となり、つま

ずきとなり、報いとなれ。 10その目

はくらんで見えなくなり、その背はい

つまでもかがんでおれ。」 11では、

尋ねましょう。彼らがつまずいたのは

倒れるためなのでしょうか。絶対にそ

んなことはありません。かえって、彼

らの違反によって、救いが異邦人に及

んだのです。それは、イスラエルにね

たみを起こさせるためです。 12もし

彼らの違反が世界の富となり、彼らの

失敗が異邦人の富となるのなら、彼ら

の完成は、それ以上の、どんなにかす

ばらしいものを、もたらすことでしょ

う。 13そこで、異邦人の方々に言い

ますが、私は異邦人の使徒ですから、

自分の務めを重んじています。 14そ

して、それによって何とか私の同国人

にねたみを引き起こさせて、その中の

幾人でも救おうと願っているのです。

15もし彼らの捨てられることが世界の

和解であるとしたら、彼らの受け入れ

られることは、死者の中から生き返る

ことでなくて何でしょう。 16初物が

きよければ、粉の全部がきよいのです

。根がきよければ、枝もきよいのです

。 17もしも、枝の中のあるものが折

られて、野生種のオリーブであるあな

たがその枝に混じってつがれ、そして

オリーブの根の豊かな養分をともに受

けているのだとしたら、 18あなたは

その枝に対して誇ってはいけません。

誇ったとしても、あなたが根をささえ

ているのではなく、根があなたをささ

えているのです。 19枝が折られたの
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は、私がつぎ合わされるためだ、とあ

なたは言うでしょう。 20そのとおり

です。彼らは不信仰によって折られ、

あなたは信仰によって立っています。

高ぶらないで、かえって恐れなさい。

21もし神が台木の枝を惜しまれなかっ

たとすれば、あなたをも惜しまれない

でしょう。 22見てごらんなさい。神

のいつくしみときびしさを。倒れた者

の上にあるのは、きびしさです。あな

たの上にあるのは、神のいつくしみで

す。ただし、あなたがそのいつくしみ

の中にとどまっていればであって、そ

うでなければ、あなたも切り落とされ

るのです。 23彼らであっても、もし

不信仰を続けなければ、つぎ合わされ

るのです。神は、彼らを再びつぎ合わ

すことができるのです。 24もしあな

たが、野生種であるオリーブの木から

切り取られ、もとの性質に反して、栽

培されたオリーブの木につがれたので

あれば、これらの栽培種のものは、も

っとたやすく自分の台木につがれるは

ずです。 25兄弟たち。私はあなたが

たに、ぜひこの奥義を知っていていた

だきたい。それは、あなたがたが自分

で自分を賢いと思うことがないように

するためです。その奥義とは、イスラ

エル人の一部がかたくなになったのは

異邦人の完成のなる時までであり、 26

こうして、イスラエルはみな救われる

、ということです。こう書かれている

とおりです。「救う者がシオンから出

て、ヤコブから不敬虔を取り払う。

27これこそ、彼らに与えたわたしの契

約である。それは、わたしが彼らの罪

を取り除く時である。」 28彼らは、

福音によれば、あなたがたのゆえに、

神に敵対している者ですが、選びによ

れば、先祖たちのゆえに、愛されてい

る者なのです。 29神の賜物と召命と

は変わることがありません。 30ちょ

うどあなたがたが、かつては神に不従

順であったが、今は、彼らの不従順の

ゆえに、あわれみを受けているのと同

様に、 31彼らも、今は不従順になっ

ていますが、それは、あなたがたの受

けたあわれみによって、今や、彼ら自

身もあわれみを受けるためなのです。

32なぜなら、神は、すべての人をあわ

れもうとして、すべての人を不従順の

うちに閉じ込められたからです。

(eleēsē g1653) 33ああ、神の知恵と知識と

の富は、何と底知れず深いことでしょ

う。そのさばきは、何と知り尽くしが

たく、その道は、何と測り知りがたい

ことでしょう。 34なぜなら、だれが

主のみこころを知ったのですか。また

、だれが主のご計画にあずかったので

すか。 35また、だれが、まず主に与

えて報いを受けるのですか。 36とい

うのは、すべてのことが、神から発し

、神によって成り、神に至るからです

。どうか、この神に、栄光がとこしえ

にありますように。アーメン。 (aiōn

g165)

12そういうわけですから、兄弟たち
。私は、神のあわれみのゆえに、

あなたがたにお願いします。あなたが

たのからだを、神に受け入れられる、

きよい、生きた供え物としてささげな

さい。それこそ、あなたがたの霊的な

礼拝です。 2この世と調子を合わせて

はいけません。いや、むしろ、神のみ

こころは何か、すなわち、何が良いこ

とで、神に受け入れられ、完全である
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のかをわきまえ知るために、心の一新

によって自分を変えなさい。 (aiōn g165)

3私は、自分に与えられた恵みによっ

て、あなたがたひとりひとりに言いま

す。だれでも、思うべき限度を越えて

思い上がってはいけません。いや、む

しろ、神がおのおのに分け与えてくだ

さった信仰の量りに応じて、慎み深い

考え方をしなさい。 4一つのからだに

は多くの器官があって、すべての器官

が同じ働きはしないのと同じように、

5大ぜいいる私たちも、キリストにあ

って一つのからだであり、ひとりひと

り互いに器官なのです。 6私たちは、

与えられた恵みに従って、異なった賜

物を持っているので、もしそれが預言

であれば、その信仰に応じて預言しな

さい。 7奉仕であれば奉仕し、教える

人であれば教えなさい。 8勧めをする

人であれば勧め、分け与える人は惜し

まずに分け与え、指導する人は熱心に

指導し、慈善を行なう人は喜んでそれ

をしなさい。 9愛には偽りがあっては

なりません。悪を憎み、善に親しみな

さい。 10兄弟愛をもって心から互い

に愛し合い、尊敬をもって互いに人を

自分よりまさっていると思いなさい。

11勤勉で怠らず、霊に燃え、主に仕え

なさい。 12望みを抱いて喜び、患難

に耐え、絶えず祈りに励みなさい。 13

聖徒の入用に協力し、旅人をもてなし

なさい。 14あなたがたを迫害する者

を祝福しなさい。祝福すべきであって

、のろってはいけません。 15喜ぶ者

といっしょに喜び、泣く者といっしょ

に泣きなさい。 16互いに一つ心にな

り、高ぶった思いを持たず、かえって

身分の低い者に順応しなさい。自分こ

そ知者だなどと思ってはいけません。

17だれに対してでも、悪に悪を報いる

ことをせず、すべての人が良いと思う

ことを図りなさい。 18あなたがたは

、自分に関する限り、すべての人と平

和を保ちなさい。 19愛する人たち。

自分で復讐してはいけません。神の怒

りに任せなさい。それは、こう書いて

あるからです。「復讐はわたしのする

ことである。わたしが報いをする、と

主は言われる。」 20もしあなたの敵

が飢えたなら、彼に食べさせなさい。

渇いたなら、飲ませなさい。そうする

ことによって、あなたは彼の頭に燃え

る炭火を積むことになるのです。 21

悪に負けてはいけません。かえって、

善をもって悪に打ち勝ちなさい。

13人はみな、上に立つ権威に従うべ
きです。神によらない権威はなく

、存在している権威はすべて、神によ

って立てられたものです。 2したがっ

て、権威に逆らっている人は、神の定

めにそむいているのです。そむいた人

は自分の身にさばきを招きます。 3支

配者を恐ろしいと思うのは、良い行な

いをするときではなく、悪を行なうと

きです。権威を恐れたくないと思うな

ら、善を行ないなさい。そうすれば、

支配者からほめられます。 4それは、

彼があなたに益を与えるための、神の

しもべだからです。しかし、もしあな

たが悪を行なうなら、恐れなければな

りません。彼は無意味に剣を帯びては

いないからです。彼は神のしもべであ

って、悪を行なう人には怒りをもって

報います。 5ですから、ただ怒りが恐

ろしいからだけでなく、良心のために

も、従うべきです。 6同じ理由で、あ
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なたがたは、みつぎを納めるのです。

彼らは、いつもその務めに励んでいる

神のしもべなのです。 7あなたがたは

、だれにでも義務を果たしなさい。み

つぎを納めなければならない人にはみ

つぎを納め、税を納めなければならな

い人には税を納め、恐れなければなら

ない人を恐れ、敬わなければならない

人を敬いなさい。 8だれに対しても、

何の借りもあってはいけません。ただ

し、互いに愛し合うことについては別

です。他の人を愛する者は、律法を完

全に守っているのです。 9「姦淫する

な、殺すな、盗むな、むさぼるな。」

という戒め、またほかにどんな戒めが

あっても、それらは、「あなたの隣人

をあなた自身のように愛せよ。」とい

うことばの中に要約されているからで

す。 10愛は隣人に対して害を与えま

せん。それゆえ、愛は律法を全うしま

す。 11あなたがたは、今がどのような

時か知っているのですから、このよう

に行ないなさい。あなたがたが眠りか

らさめるべき時刻がもう来ています。

というのは、私たちが信じたころより

も、今は救いが私たちにもっと近づい

ているからです。 12夜はふけて、昼

が近づきました。ですから、私たちは

、やみのわざを打ち捨てて、光の武具

を着けようではありませんか。 13遊

興、酩酊、淫乱、好色、争い、ねたみ

の生活ではなく、昼間らしい、正しい

生き方をしようではありませんか。 14

主イエス・キリストを着なさい。肉の

欲のために心を用いてはいけません。

14あなたがたは信仰の弱い人を受け
入れなさい。その意見をさばいて

はいけません。 2何でも食べてよいと

信じている人もいますが、弱い人は野

菜よりほかには食べません。 3食べる

人は食べない人を侮ってはいけないし

、食べない人も食べる人をさばいては

いけません。神がその人を受け入れて

くださったからです。 4あなたはいっ

たいだれなので、他人のしもべをさば

くのですか。しもべが立つのも倒れる

のも、その主人の心次第です。このし

もべは立つのです。なぜなら、主には

、彼を立たせることができるからです

。 5ある日を、他の日に比べて、大事

だと考える人もいますが、どの日も同

じだと考える人もいます。それぞれ自

分の心の中で確信を持ちなさい。 6日

を守る人は、主のために守っています

。食べる人は、主のために食べていま

す。なぜなら、神に感謝しているから

です。食べない人も、主のために食べ

ないのであって、神に感謝しているの

です。 7私たちの中でだれひとりとし

て、自分のために生きている者はなく

、また自分のために死ぬ者もありませ

ん。 8もし生きるなら、主のために生

き、もし死ぬなら、主のために死ぬの

です。ですから、生きるにしても、死

ぬにしても、私たちは主のものです。

9キリストは、死んだ人にとっても、

生きている人にとっても、その主とな

るために、死んで、また生きられたの

です。 10それなのに、なぜ、あなた

は自分の兄弟をさばくのですか。また

、自分の兄弟を侮るのですか。私たち

はみな、神のさばきの座に立つように

なるのです。 11次のように書かれて

いるからです。「主は言われる。わた

しは生きている。すべてのひざは、わ

たしの前にひざまずき、すべての舌は
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、神をほめたたえる。」 12こういう

わけですから、私たちは、おのおの自

分のことを神の御前に申し開きするこ

とになります。 13ですから、私たち

は、もはや互いにさばき合うことのな

いようにしましょう。いや、それ以上

に、兄弟にとって妨げになるもの、つ

まずきになるものを置かないように決

心しなさい。 14主イエスにあって、

私が知り、また確信していることは、

それ自体で汚れているものは何一つな

いということです。ただ、これは汚れ

ていると認める人にとっては、それは

汚れたものなのです。 15もし、食べ

物のことで、あなたの兄弟が心を痛め

ているのなら、あなたはもはや愛によ

って行動しているのではありません。

キリストが代わりに死んでくださった

ほどの人を、あなたの食べ物のことで

、滅ぼさないでください。 16ですか

ら、あなたがたが良いとしている事が

らによって、そしられないようにしな

さい。 17なぜなら、神の国は飲み食

いのことではなく、義と平和と聖霊に

よる喜びだからです。 18このように

キリストに仕える人は、神に喜ばれ、

また人々にも認められるのです。 19

そういうわけですから、私たちは、平

和に役立つことと、お互いの霊的成長

に役立つこととを追い求めましょう。

20食べ物のことで神のみわざを破壊し

てはいけません。すべての物はきよい

のです。しかし、それを食べて人につ

まずきを与えるような人のばあいは、

悪いのです。 21肉を食べず、ぶどう

酒を飲まず、そのほか兄弟のつまずき

になることをしないのは良いことなの

です。 22あなたの持っている信仰は

、神の御前でそれを自分の信仰として

保ちなさい。自分が、良いと認めてい

ることによって、さばかれない人は幸

福です。 23しかし、疑いを感じる人

が食べるなら、罪に定められます。な

ぜなら、それが信仰から出ていないか

らです。信仰から出ていないことは、

みな罪です。

15私たち力のある者は、力のない人
たちの弱さをになうべきです。自

分を喜ばせるべきではありません。 2

私たちはひとりひとり、隣人を喜ばせ

、その徳を高め、その人の益となるよ

うにすべきです。 3キリストでさえ、

ご自身を喜ばせることはなさらなかっ

たのです。むしろ、「あなたをそしる

人々のそしりは、わたしの上にふりか

かった。」と書いてあるとおりです。

4昔書かれたものは、すべて私たちを

教えるために書かれたのです。それは

、聖書の与える忍耐と励ましによって

、希望を持たせるためなのです。 5ど

うか、忍耐と励ましの神が、あなたが

たを、キリスト・イエスにふさわしく

、互いに同じ思いを持つようにしてく

ださいますように。 6それは、あなた

がたが、心を一つにし、声を合わせて

、私たちの主イエス・キリストの父な

る神をほめたたえるためです。 7こう

いうわけですから、キリストが神の栄

光のために、私たちを受け入れてくだ

さったように、あなたがたも互いに受

け入れなさい。 8私は言います。キリ

ストは、神の真理を現わすために、割

礼のある者のしもべとなられました。

それは先祖たちに与えられた約束を保

証するためであり、 9また異邦人も、

あわれみのゆえに、神をあがめるよう
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になるためです。こう書かれていると

おりです。「それゆえ、私は異邦人の

中で、あなたをほめたたえ、あなた

の御名をほめ歌おう。」 10また、こ

うも言われています。「異邦人よ。主

の民とともに喜べ。」 11さらにまた

、「すべての異邦人よ。主をほめよ。

もろもろの国民よ。主をたたえよ。」

12さらにまた、イザヤがこう言ってい

ます。「エッサイの根が起こる。異

邦人を治めるために立ち上がる方であ

る。異邦人はこの方に望みをかける。

」 13どうか、望みの神が、あなたが

たを信仰によるすべての喜びと平和を

もって満たし、聖霊の力によって望み

にあふれさせてくださいますように。

14私の兄弟たちよ。あなたがた自身が

善意にあふれ、すべての知恵に満たさ

れ、また互いに訓戒し合うことができ

ることを、この私は確信しています。

15ただ私が所々、かなり大胆に書いた

のは、あなたがたにもう一度思い起こ

してもらうためでした。 16それも私

が、異邦人のためにキリスト・イエス

の仕え人となるために、神から恵みを

いただいているからです。私は神の福

音をもって、祭司の務めを果たしてい

ます。それは異邦人を、聖霊によって

きよめられた、神に受け入れられる供

え物とするためです。 17それで、神

に仕えることに関して、私はキリスト

・イエスにあって誇りを持っているの

です。 18私は、キリストが異邦人を

従順にならせるため、この私を用いて

成し遂げてくださったこと以外に、何

かを話そうなどとはしません。キリス

トは、ことばと行ないにより、 19ま

た、しるしと不思議をなす力により、

さらにまた、御霊の力によって、それ

を成し遂げてくださいました。その結

果、私はエルサレムから始めて、ずっ

と回ってイルリコに至るまで、キリス

トの福音をくまなく伝えました。 20

このように、私は、他人の土台の上に

建てないように、キリストの御名がま

だ語られていない所に福音を宣べ伝え

ることを切に求めたのです。 21それ

は、こう書いてあるとおりです。「彼

のことを伝えられなかった人々が見る

ようになり、聞いたことのなかった人

々が悟るようになる。」 22そういう

わけで、私は、あなたがたのところに

行くのを幾度も妨げられましたが、 23

今は、もうこの地方には私の働くべき

所がなくなりましたし、また、イスパ

ニヤに行くばあいは、あなたがたのと

ころに立ち寄ることを多年希望してい

ましたので、 24――というのは、途

中あなたがたに会い、まず、しばらく

の間あなたがたとともにいて心を満た

されてから、あなたがたに送られ、そ

こへ行きたいと望んでいるからです。

―― 25ですが、今は、聖徒たちに奉

仕するためにエルサレムへ行こうとし

ています。 26それは、マケドニヤと

アカヤでは、喜んでエルサレムの聖徒

たちの中の貧しい人たちのために醵金

することにしたからです。 27彼らは

確かに喜んでそれをしたのですが、同

時にまた、その人々に対してはその義

務があるのです。異邦人は霊的なこと

では、その人々からもらいものをした

のですから、物質的な物をもって彼ら

に奉仕すべきです。 28それで、私は

このことを済ませ、彼らにこの実を確

かに渡してから、あなたがたのところ
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を通ってイスパニヤに行くことにしま

す。 29あなたがたのところに行くと

きは、キリストの満ちあふれる祝福を

もって行くことと信じています。 30

兄弟たち。私たちの主イエス・キリス

トによって、また、御霊の愛によって

切にお願いします。私のために、私と

ともに力を尽くして神に祈ってくださ

い。 31私がユダヤにいる不信仰な人

々から救い出され、またエルサレムに

対する私の奉仕が聖徒たちに受け入れ

られるものとなりますように。 32そ

の結果として、神のみこころにより、

喜びをもってあなたがたのところへ行

き、あなたがたの中で、ともにいこい

を得ることができますように。 33ど

うか、平和の神が、あなたがたすべて

とともにいてくださいますように。ア

ーメン。

16ケンクレヤにある教会の執事で、
私たちの姉妹であるフィベを、あ

なたがたに推薦します。 2どうぞ、聖

徒にふさわしいしかたで、主にあって

この人を歓迎し、あなたがたの助けを

必要とすることは、どんなことでも助

けてあげてください。この人は、多く

の人を助け、また私自身をも助けてく

れた人です。 3キリスト・イエスにあ

って私の同労者であるプリスカとアク

ラによろしく伝えてください。 4この

人たちは、自分のいのちの危険を冒し

て私のいのちを守ってくれたのです。

この人たちには、私だけでなく、異邦

人のすべての教会も感謝しています。

5またその家の教会によろしく伝えて

ください。私の愛するエパネトによろ

しく。この人はアジヤでキリストを信

じた最初の人です。 6あなたがたのた

めに非常に労苦したマリヤによろしく

。 7私の同国人で私といっしょに投獄

されたことのある、アンドロニコとユ

ニアスにもよろしく。この人々は使徒

たちの間によく知られている人々で、

また私より先にキリストにある者とな

ったのです。 8主にあって私の愛する

アムプリアトによろしく。 9キリスト

にあって私たちの同労者であるウルバ

ノと、私の愛するスタキスとによろし

く。 10キリストにあって練達したア

ペレによろしく。アリストブロの家の

人たちによろしく。 11私の同国人ヘ

ロデオンによろしく。ナルキソの家の

主にある人たちによろしく。 12主に

あって労している、ツルパナとツルポ

サによろしく。主にあって非常に労苦

した愛するペルシスによろしく。 13

主にあって選ばれた人ルポスによろし

く。また彼と私との母によろしく。 14

アスンクリト、フレゴン、ヘルメス、

パトロバ、ヘルマスおよびその人たち

といっしょにいる兄弟たちによろしく

。 15フィロロゴとユリヤ、ネレオと

その姉妹、オルンパおよびその人たち

といっしょにいるすべての聖徒たちに

よろしく。 16あなたがたはきよい口

づけをもって互いのあいさつをかわし

なさい。キリストの教会はみな、あな

たがたによろしくと言っています。 17

兄弟たち。私はあなたがたに願います

。あなたがたの学んだ教えにそむいて

、分裂とつまずきを引き起こす人たち

を警戒してください。彼らから遠ざか

りなさい。 18そういう人たちは、私

たちの主キリストに仕えないで、自分

の欲に仕えているのです。彼らは、な

めらかなことば、へつらいのことばを
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もって純朴な人たちの心をだましてい

るのです。 19あなたがたの従順はす

べての人に知られているので、私はあ

なたがたのことを喜んでいます。しか

し、私は、あなたがたが善にはさとく

、悪にはうとくあってほしい、と望ん

でいます。 20平和の神は、すみやか

に、あなたがたの足でサタンを踏み砕

いてくださいます。どうか、私たちの

主イエスの恵みが、あなたがたととも

にありますように。 21私の同労者テ

モテが、あなたがたによろしくと言っ

ています。また私の同国人ルキオとヤ

ソンとソシパテロがよろしくと言って

います。 22この手紙を筆記した私、

テルテオも、主にあってあなたがたに

ごあいさつ申し上げます。 23私と全

教会との家主であるガイオも、あなた

がたによろしくと言っています。市の

収入役であるエラストと兄弟クワルト

もよろしくと言っています。 25私の

福音とイエス・キリストの宣教によっ

て、すなわち、世々にわたって長い間

隠されていたが、 (aiōnios g166) 26今や現

わされて、永遠の神の命令に従い、預

言者たちの書によって、信仰の従順に

導くためにあらゆる国の人々に知らさ

れた奥義の啓示によって、あなたがた

を堅く立たせることができる方、

(aiōnios g166) 27知恵に富む唯一の神に、

イエス・キリストによって、御栄えが

とこしえまでありますように。アーメ

ン。 (aiōn g165)
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コリント人への手

紙第一

1神のみこころによってキリスト・イ
エスの使徒として召されたパウロと

、兄弟ソステネから、 2コリントにあ

る神の教会へ。すなわち、私たちの主

イエス・キリストの御名を、至る所で

呼び求めているすべての人々とともに

、聖徒として召され、キリスト・イエ

スにあってきよめられた方々へ。主は

私たちの主であるとともに、そのすべ

ての人々の主です。 3私たちの父なる

神と主イエス・キリストから、恵みと

平安があなたがたの上にありますよう

に。 4私は、キリスト・イエスによっ

てあなたがたに与えられた神の恵みの

ゆえに、あなたがたのことをいつも神

に感謝しています。 5というのは、あ

なたがたは、ことばといい、知識とい

い、すべてにおいて、キリストにあっ

て豊かな者とされたからです。 6それ

は、キリストについてのあかしが、あ

なたがたの中で確かになったからで、

7その結果、あなたがたはどんな賜物

にも欠けるところがなく、また、熱心

に私たちの主イエス・キリストの現わ

れを待っています。 8主も、あなたが

たを、私たちの主イエス・キリストの

日に責められるところのない者として

、最後まで堅く保ってくださいます。

9神は真実であり、その方のお召しに

よって、あなたがたは神の御子、私た

ちの主イエス・キリストとの交わりに

入れられました。 10さて、兄弟たち

。私は、私たちの主イエス・キリスト

の御名によって、あなたがたにお願い

します。どうか、みなが一致して、仲

間割れすることなく、同じ心、同じ判

断を完全に保ってください。 11実は

あなたがたのことをクロエの家の者か

ら知らされました。兄弟たち。あなた

がたの間には争いがあるそうで、 12

あなたがたはめいめいに、「私はパウ

ロにつく。」「私はアポロに。」「私

はケパに。」「私はキリストにつく。

」と言っているということです。 13

キリストが分割されたのですか。あな

たがたのために十字架につけられたの

はパウロでしょうか。あなたがたがバ

プテスマを受けたのはパウロの名によ

るのでしょうか。 14私は、クリスポ

とガイオのほか、あなたがたのだれに

もバプテスマを授けたことがないこと

を感謝しています。 15それは、あな

たがたが私の名によってバプテスマを

受けたと言われないようにするためで

した。 16私はステパナの家族にもバ

プテスマを授けましたが、そのほかは

だれにも授けた覚えはありません。 17

キリストが私をお遣わしになったのは

、バプテスマを授けさせるためではな

く、福音を宣べ伝えさせるためです。

それも、キリストの十字架がむなしく

ならないために、ことばの知恵によっ

てはならないのです。 18十字架のこ

とばは、滅びに至る人々には愚かであ

っても、救いを受ける私たちには、神

の力です。 19それは、こう書いてあ

るからです。「わたしは知恵ある者の

知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむなし

くする。」 20知者はどこにいるので

すか。学者はどこにいるのですか。こ

の世の議論家はどこにいるのですか。

神は、この世の知恵を愚かなものにさ

れたではありませんか。 (aiōn g165) 21事
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実、この世が自分の知恵によって神を

知ることがないのは、神の知恵による

のです。それゆえ、神はみこころによ

って、宣教のことばの愚かさを通して

、信じる者を救おうと定められたので

す。 22ユダヤ人はしるしを要求し、

ギリシヤ人は知恵を追求します。 23

しかし、私たちは十字架につけられた

キリストを宣べ伝えるのです。ユダヤ

人にとってはつまずき、異邦人にとっ

ては愚かでしょうが、 24しかし、ユ

ダヤ人であってもギリシヤ人であって

も、召された者にとっては、キリスト

は神の力、神の知恵なのです。 25な

ぜなら、神の愚かさは人よりも賢く、

神の弱さは人よりも強いからです。 26

兄弟たち、あなたがたの召しのことを

考えてごらんなさい。この世の知者は

多くはなく、権力者も多くはなく、身

分の高い者も多くはありません。 27

しかし神は、知恵ある者をはずかしめ

るために、この世の愚かな者を選び、

強い者をはずかしめるために、この世

の弱い者を選ばれたのです。 28また

、この世の取るに足りない者や見下さ

れている者を、神は選ばれました。す

なわち、有るものをない者のようにす

るため、無に等しいものを選ばれたの

です。 29これは、神の御前でだれを

も誇らせないためです。 30しかしあ

なたがたは、神によってキリスト・イ

エスのうちにあるのです。キリストは

、私たちにとって、神の知恵となり、

また、義ときよめと、贖いとになられ

ました。 31まさしく、「誇る者は主

にあって誇れ。」と書かれているとお

りになるためです。

2さて兄弟たち。私があなたがたのと
ころへ行ったとき、私は、すぐれた

ことば、すぐれた知恵を用いて、神の

あかしを宣べ伝えることはしませんで

した。 2なぜなら私は、あなたがたの

間で、イエス・キリスト、すなわち十

字架につけられた方のほかは、何も知

らないことに決心したからです。 3あ

なたがたといっしょにいたときの私は

、弱く、恐れおののいていました。 4

そして、私のことばと私の宣教とは、

説得力のある知恵のことばによって行

なわれたものではなく、御霊と御力の

現われでした。 5それは、あなたがた

の持つ信仰が、人間の知恵にささえら

れず、神の力にささえられるためでし

た。 6しかし私たちは、成人の間で、

知恵を語ります。この知恵は、この世

の知恵でもなく、この世の過ぎ去って

行く支配者たちの知恵でもありません

。 (aiōn g165) 7私たちの語るのは、隠さ

れた奥義としての神の知恵であって、

それは、神が、私たちの栄光のために

、世界の始まる前から、あらかじめ定

められたものです。 (aiōn g165) 8この知

恵を、この世の支配者たちは、だれひ

とりとして悟りませんでした。もし悟

っていたら、栄光の主を十字架につけ

はしなかったでしょう。 (aiōn g165) 9ま

さしく、聖書に書いてあるとおりです

。「目が見たことのないもの、耳が

聞いたことのないもの、そして、人の

心に思い浮かんだことのないもの。神

を愛する者のために、神の備えてくだ

さったものは、みなそうである。」 10

神はこれを、御霊によって私たちに啓

示されたのです。御霊はすべてのこと

を探り、神の深みにまで及ばれるから
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です。 11いったい、人の心のことは

、その人のうちにある霊のほかに、だ

れが知っているでしょう。同じように

、神のみこころのことは、神の御霊の

ほかにはだれも知りません。 12とこ

ろで、私たちは、この世の霊を受けた

のではなく、神の御霊を受けました。

それは、恵みによって神から私たちに

賜わったものを、私たちが知るためで

す。 13この賜物について話すには、

人の知恵に教えられたことばを用いず

、御霊に教えられたことばを用います

。その御霊のことばをもって御霊のこ

とを解くのです。 14生まれながらの

人間は、神の御霊に属することを受け

入れません。それらは彼には愚かなこ

とだからです。また、それを悟ること

ができません。なぜなら、御霊のこと

は御霊によってわきまえるものだから

です。 15御霊を受けている人は、す

べてのことをわきまえますが、自分は

だれによってもわきまえられません。

16いったい、「だれが主のみこころを

知り、主を導くことができたか。」と

ころが、私たちには、キリストの心が

あるのです。

3さて、兄弟たちよ。私は、あなたが
たに向かって、御霊に属する人に対

するようには話すことができないで、

肉に属する人、キリストにある幼子に

対するように話しました。 2私はあな

たがたには乳を与えて、堅い食物を与

えませんでした。あなたがたには、ま

だ無理だったからです。実は、今でも

まだ無理なのです。 3あなたがたは、

まだ肉に属しているからです。あなた

がたの間にねたみや争いがあることか

らすれば、あなたがたは肉に属してい

るのではありませんか。そして、ただ

の人のように歩んでいるのではありま

せんか。 4ある人が、「私はパウロに

つく。」と言えば、別の人は、「私は

アポロに。」と言う。そういうことで

は、あなたがたは、ただの人たちでは

ありませんか。 5アポロとは何でしょ

う。パウロとは何でしょう。あなたが

たが信仰にはいるために用いられたし

もべであって、主がおのおのに授けら

れたとおりのことをしたのです。 6私

が植えて、アポロが水を注ぎました。

しかし、成長させたのは神です。 7そ

れで、たいせつなのは、植える者でも

水を注ぐ者でもありません。成長させ

てくださる神なのです。 8植える者と

水を注ぐ者は、一つですが、それぞれ

自分自身の働きに従って自分自身の報

酬を受けるのです。 9私たちは神の協

力者であり、あなたがたは神の畑、神

の建物です。 10与えられた神の恵み

によって、私は賢い建築家のように、

土台を据えました。そして、ほかの人

がその上に家を建てています。しかし

、どのように建てるかについてはそれ

ぞれが注意しなければなりません。 11

というのは、だれも、すでに据えられ

ている土台のほかに、ほかの物を据え

ることはできないからです。その土台

とはイエス・キリストです。 12もし

、だれかがこの土台の上に、金、銀、

宝石、木、草、わらなどで建てるなら

、 13各人の働きは明瞭になります。

その日がそれを明らかにするのです。

というのは、その日は火とともに現わ

れ、この火がその力で各人の働きの真

価をためすからです。 14もしだれか

の建てた建物が残れば、その人は報い
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を受けます。 15もしだれかの建てた

建物が焼ければ、その人は損害を受け

ますが、自分自身は、火の中をくぐる

ようにして助かります。 16あなたが

たは神の神殿であり、神の御霊があな

たがたに宿っておられることを知らな

いのですか。 17もし、だれかが神の

神殿をこわすなら、神がその人を滅ぼ

されます。神の神殿は聖なるものだか

らです。あなたがたがその神殿です。

18だれも自分を欺いてはいけません。

もしあなたがたの中で、自分は今の世

の知者だと思う者がいたら、知者にな

るためには愚かになりなさい。 (aiōn

g165) 19なぜなら、この世の知恵は、神

の御前では愚かだからです。こう書い

てあります。「神は、知者どもを彼ら

の悪賢さの中で捕える。」 20また、

次のようにも書いてあります。「主は

、知者の論議を無益だと知っておられ

る。」 21ですから、だれも人間を誇

ってはいけません。すべては、あなた

がたのものです。 22パウロであれ、

アポロであれ、ケパであれ、また世界

であれ、いのちであれ、死であれ、ま

た現在のものであれ、未来のものであ

れ、すべてあなたがたのものです。 23

そして、あなたがたはキリストのもの

であり、キリストは神のものです。

4こういうわけで、私たちを、キリス
トのしもべ、また神の奥義の管理者

だと考えなさい。 2このばあい、管理

者には、忠実であることが要求されま

す。 3しかし、私にとっては、あなた

がたによる判定、あるいは、およそ人

間による判決を受けることは、非常に

小さなことです。事実、私は自分で自

分をさばくことさえしません。 4私に

はやましいことは少しもありませんが

、だからといって、それで無罪とされ

るのではありません。私をさばく方は

主です。 5ですから、あなたがたは、

主が来られるまでは、何についても、

先走ったさばきをしてはいけません。

主は、やみの中に隠れた事も明るみに

出し、心の中のはかりごとも明らかに

されます。そのとき、神から各人に対

する称賛が届くのです。 6さて、兄弟

たち。以上、私は、私自身とアポロに

当てはめて、あなたがたのために言っ

て来ました。それは、あなたがたが、

私たちの例によって、「書かれている

ことを越えない。」ことを学ぶため、

そして、一方にくみし、他方に反対し

て高慢にならないためです。 7いった

いだれが、あなたをすぐれた者と認め

るのですか。あなたには、何か、もら

ったものでないものがあるのですか。

もしもらったのなら、なぜ、もらって

いないかのように誇るのですか。 8あ

なたがたは、もう満ち足りています。

もう豊かになっています。私たち抜き

で、王さまになっています。いっその

こと、あなたがたがほんとうに王さま

になっていたらよかったのです。そう

すれば、私たちも、あなたがたといっ

しょに王になれたでしょうに。 9私は

、こう思います。神は私たち使徒を、

死罪に決まった者のように、行列のし

んがりとして引き出されました。こう

して私たちは、御使いにも人々にも、

この世の見せ物になったのです。 10

私たちはキリストのために愚かな者で

すが、あなたがたはキリストにあって

賢い者です。私たちは弱いが、あなた

がたは強いのです。あなたがたは栄誉
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を持っているが、私たちは卑しめられ

ています。 11今に至るまで、私たち

は飢え、渇き、着る物もなく、虐待さ

れ、落ち着く先もありません。 12ま

た、私たちは苦労して自分の手で働い

ています。はずかしめられるときにも

祝福し、迫害されるときにも耐え忍び

、 13ののしられるときには、慰めの

ことばをかけます。今でも、私たちは

この世のちり、あらゆるもののかすで

す。 14私がこう書くのは、あなたが

たをはずかしめるためではなく、愛す

る私の子どもとして、さとすためです

。 15たといあなたがたに、キリスト

にある養育係が一万人あろうとも、父

は多くあるはずがありません。この私

が福音によって、キリスト・イエスに

あって、あなたがたを生んだのです。

16ですから、私はあなたがたに勧めま

す。どうか、私にならう者となってく

ださい。 17そのために、私はあなた

がたのところへテモテを送りました。

テモテは主にあって私の愛する、忠実

な子です。彼は、私が至る所のすべて

の教会で教えているとおりに、キリス

ト・イエスにある私の生き方を、あな

たがたに思い起こさせてくれるでしょ

う。 18私があなたがたのところへ行

くことはあるまいと、思い上がってい

る人たちがいます。 19しかし、主の

みこころであれば、すぐにもあなたが

たのところへ行きます。そして、思い

上がっている人たちの、ことばではな

く、力を見せてもらいましょう。 20

神の国はことばにはなく、力にあるの

です。 21あなたがたはどちらを望む

のですか。私はあなたがたのところへ

むちを持って行きましょうか。それと

も、愛と優しい心で行きましょうか。

5あなたがたの間に不品行があるとい
うことが言われています。しかもそ

れは、異邦人の中にもないほどの不品

行で、父の妻を妻にしている者がいる

とのことです。 2それなのに、あなた

がたは誇り高ぶっています。そればか

りか、そのような行ないをしている者

をあなたがたの中から取り除こうとし

て悲しむこともなかったのです。 3私

のほうでは、からだはそこにいなくて

も心はそこにおり、現にそこにいるの

と同じように、そのような行ないをし

た者を主イエスの御名によってすでに

さばきました。 4あなたがたが集まっ

たときに、私も、霊においてともにお

り、私たちの主イエスの権能をもって

、 5このような者をサタンに引き渡し

たのです。それは彼の肉が滅ぼされる

ためですが、それによって彼の霊が主

の日に救われるためです。 6あなたが

たの高慢は、よくないことです。あな

たがたは、ほんのわずかのパン種が、

粉のかたまり全体をふくらませること

を知らないのですか。 7新しい粉のか

たまりのままでいるために、古いパン

種を取り除きなさい。あなたがたはパ

ン種のないものだからです。私たちの

過越の小羊キリストが、すでにほふら

れたからです。 8ですから、私たちは

、古いパン種を用いたり、悪意と不正

のパン種を用いたりしないで、パン種

のはいらない、純粋で真実なパンで、

祭りをしようではありませんか。 9私

は前にあなたがたに送った手紙で、不

品行な者たちと交際しないようにと書

きました。 10それは、世の中の不品
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行な者、貪欲な者、略奪する者、偶像

を礼拝する者と全然交際しないように

という意味ではありません。もしそう

だとしたら、この世界から出て行かな

ければならないでしょう。 11私が書

いたことのほんとうの意味は、もし、

兄弟と呼ばれる者で、しかも不品行な

者、貪欲な者、偶像を礼拝する者、人

をそしる者、酒に酔う者、略奪する者

がいたなら、そのような者とはつきあ

ってはいけない、いっしょに食事をし

てもいけない、ということです。 12

外部の人たちをさばくことは、私のす

べきことでしょうか。あなたがたがさ

ばくべき者は、内部の人たちではあり

ませんか。 13外部の人たちは、神が

おさばきになります。その悪い人をあ

なたがたの中から除きなさい。

6あなたがたの中には、仲間の者と争
いを起こしたとき、それを聖徒たち

に訴えないで、あえて、正しくない人

たちに訴え出るような人がいるのでし

ょうか。 2あなたがたは、聖徒が世界

をさばくようになることを知らないの

ですか。世界があなたがたによってさ

ばかれるはずなのに、あなたがたは、

ごく小さな事件さえもさばく力がない

のですか。 3私たちは御使いをもさば

くべき者だ、ということを、知らない

のですか。それならこの世のことは、

言うまでもないではありませんか。 4

それなのに、この世のことで争いが起

こると、教会のうちでは無視される人

たちを裁判官に選ぶのですか。 5私は

あなたがたをはずかしめるためにこう

言っているのです。いったい、あなた

がたの中には、兄弟の間の争いを仲裁

することのできるような賢い者が、ひ

とりもいないのですか。 6それで、兄

弟は兄弟を告訴し、しかもそれを不信

者の前でするのですか。 7そもそも、

互いに訴え合うことが、すでにあなた

がたの敗北です。なぜ、むしろ不正を

も甘んじて受けないのですか。なぜ、

むしろだまされていないのですか。 8

ところが、それどころか、あなたがた

は、不正を行なう、だまし取る、しか

もそのようなことを兄弟に対してして

いるのです。 9あなたがたは、正しく

ない者は神の国を相続できないことを

、知らないのですか。だまされてはい

けません。不品行な者、偶像を礼拝す

る者、姦淫をする者、男娼となる者、

男色をする者、 10盗む者、貪欲な者

、酒に酔う者、そしる者、略奪する者

はみな、神の国を相続することができ

ません。 11あなたがたの中のある人

たちは以前はそのような者でした。し

かし、主イエス・キリストの御名と私

たちの神の御霊によって、あなたがた

は洗われ、きよい者とされ、義と認め

られたのです。 12すべてのことが私

には許されたことです。しかし、すべ

てが益になるわけではありません。私

にはすべてのことが許されています。

しかし、私はどんなことにも支配され

はしません。 13食物は腹のためにあ

り、腹は食物のためにあります。とこ

ろが神は、そのどちらをも滅ぼされま

す。からだは不品行のためにあるので

はなく、主のためであり、主はからだ

のためです。 14神は主をよみがえら

せましたが、その御力によって私たち

をもよみがえらせてくださいます。 15

あなたがたのからだはキリストのから

だの一部であることを、知らないので
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すか。キリストのからだを取って遊女

のからだとするのですか。そんなこと

は絶対に許されません。 16遊女と交

われば、一つからだになることを知ら

ないのですか。「ふたりの者は一心同

体となる。」と言われているからです

。 17しかし、主と交われば、一つ霊

となるのです。 18不品行を避けなさ

い。人が犯す罪はすべて、からだの外

のものです。しかし、不品行を行なう

者は、自分のからだに対して罪を犯す

のです。 19あなたがたのからだは、

あなたがたのうちに住まれる、神から

受けた聖霊の宮であり、あなたがたは

、もはや自分自身のものではないこと

を、知らないのですか。 20あなたが

たは、代価を払って買い取られたので

す。ですから自分のからだをもって、

神の栄光を現わしなさい。

7さて、あなたがたの手紙に書いてあ
ったことについてですが、男が女に

触れないのは良いことです。 2しかし

、不品行を避けるため、男はそれぞれ

自分の妻を持ち、女もそれぞれ自分の

夫を持ちなさい。 3夫は自分の妻に対

して義務を果たし、同様に妻も自分の

夫に対して義務を果たしなさい。 4妻

は自分のからだに関する権利を持って

はおらず、それは夫のものです。同様

に夫も自分のからだについての権利を

持ってはおらず、それは妻のものです

。 5互いの権利を奪い取ってはいけま

せん。ただし、祈りに専心するために

、合意の上でしばらく離れていて、ま

た再びいっしょになるというのならか

まいません。あなたがたが自制力を欠

くとき、サタンの誘惑にかからないた

めです。 6以上、私の言うところは、

容認であって、命令ではありません。

7私の願うところは、すべての人が私

のようであることです。しかし、ひと

りひとり神から与えられたそれぞれの

賜物を持っているので、人それぞれに

行き方があります。 8次に、結婚して

いない男とやもめの女に言いますが、

私のようにしていられるなら、それが

よいのです。 9しかし、もし自制する

ことができなければ、結婚しなさい。

情の燃えるよりは、結婚するほうがよ

いからです。 10次に、すでに結婚し

た人々に命じます。命じるのは、私で

はなく主です。妻は夫と別れてはいけ

ません。 11――もし別れたのだった

ら、結婚せずにいるか、それとも夫と

和解するか、どちらかにしなさい。

――また夫は妻を離別してはいけませ

ん。 12次に、そのほかの人々に言い

ますが、これを言うのは主ではなく、

私です。信者の男子に信者でない妻が

あり、その妻がいっしょにいることを

承知しているばあいは、離婚してはい

けません。 13また、信者でない夫を

持つ女は、夫がいっしょにいることを

承知しているばあいは、離婚してはい

けません。 14なぜなら、信者でない

夫は妻によってきよめられており、ま

た、信者でない妻も信者の夫によって

きよめられているからです。そうでな

かったら、あなたがたの子どもは汚れ

ているわけです。ところが、現にきよ

いのです。 15しかし、もし信者でな

いほうの者が離れて行くのであれば、

離れて行かせなさい。そのようなばあ

いには、信者である夫あるいは妻は、

縛られることはありません。神は、平

和を得させようとしてあなたがたを召
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されたのです。 16なぜなら、妻よ。

あなたが夫を救えるかどうかが、どう

してわかりますか。また、夫よ。あな

たが妻を救えるかどうかが、どうして

わかりますか。 17ただ、おのおのが

、主からいただいた分に応じ、また神

がおのおのをお召しになったときのま

まの状態で歩むべきです。私は、すべ

ての教会で、このように指導していま

す。 18召されたとき割礼を受けてい

たのなら、その跡をなくしてはいけま

せん。また、召されたとき割礼を受け

ていなかったのなら、割礼を受けては

いけません。 19割礼は取るに足らぬ

こと、無割礼も取るに足らぬことです

。重要なのは神の命令を守ることです

。 20おのおの自分が召されたときの

状態にとどまっていなさい。 21奴隷

の状態で召されたのなら、それを気に

してはいけません。しかし、もし自由

の身になれるなら、むしろ自由になり

なさい。 22奴隷も、主にあって召さ

れた者は、主に属する自由人であり、

同じように、自由人も、召された者は

キリストに属する奴隷だからです。 23

あなたがたは、代価をもって買われた

のです。人間の奴隷となってはいけま

せん。 24兄弟たち。おのおの召され

たときのままの状態で、神の御前にい

なさい。 25処女のことについて、私

は主の命令を受けてはいませんが、主

のあわれみによって信頼できる者とし

て、意見を述べます。 26現在の危急

のときには、男はそのままの状態にと

どまるのがよいと思います。 27あな

たが妻に結ばれているなら、解かれた

いと考えてはいけません。妻に結ばれ

ていないのなら、妻を得たいと思って

はいけません。 28しかし、たといあ

なたが結婚したからといって、罪を犯

すのではありません。たとい処女が結

婚したからといって、罪を犯すのでは

ありません。ただ、それらの人々は、

その身に苦難を招くでしょう。私はあ

なたがたを、そのようなめに会わせた

くないのです。 29兄弟たちよ。私は

次のことを言いたいのです。時は縮ま

っています。今からは、妻のある者は

、妻のない者のようにしていなさい。

30泣く者は泣かない者のように、喜ぶ

者は喜ばない者のように、買う者は所

有しない者のようにしていなさい。 31

世の富を用いる者は用いすぎないよう

にしなさい。この世の有様は過ぎ去る

からです。 32あなたがたが思い煩わ

ないことを私は望んでいます。独身の

男は、どうしたら主に喜ばれるかと、

主のことに心を配ります。 33しかし

、結婚した男は、どうしたら妻に喜ば

れるかと世のことに心を配り、 34心

が分かれるのです。独身の女や処女は

、身もたましいもきよくなるため、主

のことに心を配りますが、結婚した女

は、どうしたら夫に喜ばれるかと、世

のことに心を配ります。 35ですが、

私がこう言っているのは、あなたがた

自身の益のためであって、あなたがた

を束縛しようとしているのではありま

せん。むしろあなたがたが秩序ある生

活を送って、ひたすら主に奉仕できる

ためなのです。 36もし、処女である

自分の娘の婚期も過ぎようとしていて

、そのままでは、娘に対しての扱い方

が正しくないと思い、またやむをえな

いことがあるならば、その人は、その

心のままにしなさい。罪を犯すわけで
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はありません。彼らに結婚させなさい

。 37しかし、もし心のうちに堅く決

意しており、ほかに強いられる事情も

なく、また自分の思うとおりに行なう

ことのできる人が、処女である自分の

娘をそのままにしておくのなら、その

ことはりっぱです。 38ですから、処

女である自分の娘を結婚させる人は良

いことをしているのであり、また結婚

させない人は、もっと良いことをして

いるのです。 39妻は夫が生きている

間は夫に縛られています。しかし、も

し夫が死んだなら、自分の願う人と結

婚する自由があります。ただ主にあっ

てのみ、そうなのです。 40私の意見

では、もしそのままにしていられたら

、そのほうがもっと幸いです。私も、

神の御霊をいただいていると思います

。

8次に、偶像にささげた肉についてで
すが、私たちはみな知識を持ってい

るということなら、わかっています。

しかし、知識は人を高ぶらせ、愛は人

の徳を建てます。 2人がもし、何かを

知っていると思ったら、その人はまだ

知らなければならないほどのことも知

ってはいないのです。 3しかし、人が

神を愛するなら、その人は神に知られ

ているのです。 4そういうわけで、偶

像にささげた肉を食べることについて

ですが、私たちは、世の偶像の神は実

際にはないものであること、また、唯

一の神以外には神は存在しないことを

知っています。 5なるほど、多くの神

や、多くの主があるので、神々と呼ば

れるものならば、天にも地にもありま

すが、 6私たちには、父なる唯一の神

がおられるだけで、すべてのものはこ

の神から出ており、私たちもこの神の

ために存在しているのです。また、唯

一の主なるイエス・キリストがおられ

るだけで、すべてのものはこの主によ

って存在し、私たちもこの主によって

存在するのです。 7しかし、すべての

人にこの知識があるのではありません

。ある人たちは、今まで偶像になじん

で来たため偶像にささげた肉として食

べ、それで彼らのそのように弱い良心

が汚れるのです。 8しかし、私たちを

神に近づけるのは食物ではありません

。食べなくても損にはならないし、食

べても益にはなりません。 9ただ、あ

なたがたのこの権利が、弱い人たちの

つまずきとならないように、気をつけ

なさい。 10知識のあるあなたが偶像

の宮で食事をしているのをだれかが見

たら、それによって力を得て、その人

の良心は弱いのに、偶像の神にささげ

た肉を食べるようなことにならないで

しょうか。 11その弱い人は、あなた

の知識によって、滅びることになるの

です。キリストはその兄弟のためにも

死んでくださったのです。 12あなた

がたはこのように兄弟たちに対して罪

を犯し、彼らの弱い良心を踏みにじる

とき、キリストに対して罪を犯してい

るのです。 13ですから、もし食物が

私の兄弟をつまずかせるなら、私は今

後いっさい肉を食べません。それは、

私の兄弟につまずきを与えないためで

す。 (aiōn g165)

9私には自由がないでしょうか。私は
使徒ではないのでしょうか。私は私

たちの主イエスを見たのではないでし

ょうか。あなたがたは、主にあって私

の働きの実ではありませんか。 2たと



コリント人への手紙第一247

い私がほかの人々に対しては使徒でな

くても、少なくともあなたがたに対し

ては使徒です。あなたがたは、主にあ

って、私が使徒であることの証印です

。 3私をさばく人たちに対して、私は

次のように弁明します。 4いったい私

たちには飲み食いする権利がないので

しょうか。 5私たちには、ほかの使徒

、主の兄弟たち、ケパなどと違って、

信者である妻を連れて歩く権利がない

のでしょうか。 6それともまた、私と

バルナバだけには、生活のための働き

をやめる権利がないのでしょうか。 7

いったい自分の費用で兵士になる者が

いるでしょうか。自分でぶどう園を造

りながら、その実を食べない者がいる

でしょうか。羊の群れを飼いながら、

その乳を飲まない者がいるでしょうか

。 8私がこんなことを言うのは、人間

の考えによって言っているのでしょう

か。律法も同じことを言っているでは

ありませんか。 9モーセの律法には、

「穀物をこなしている牛に、くつこを

掛けてはいけない。」と書いてありま

す。いったい神は、牛のことを気にか

けておられるのでしょうか。 10それ

とも、もっぱら私たちのために、こう

言っておられるのでしょうか。むろん

、私たちのためにこう書いてあるので

す。なぜなら、耕す者が望みを持って

耕し、脱穀する者が分配を受ける望み

を持って仕事をするのは当然だからで

す。 11もし私たちが、あなたがたに

御霊のものを蒔いたのであれば、あな

たがたから物質的なものを刈り取るこ

とは行き過ぎでしょうか。 12もし、

ほかの人々が、あなたがたに対する権

利にあずかっているのなら、私たちは

なおさらその権利を用いてよいはずで

はありませんか。それなのに、私たち

はこの権利を用いませんでした。かえ

って、すべてのことについて耐え忍ん

でいます。それは、キリストの福音に

少しの妨げも与えまいとしてなのです

。 13あなたがたは、宮に奉仕してい

る者が宮の物を食べ、祭壇に仕える者

が祭壇の物にあずかることを知らない

のですか。 14同じように、主も、福

音を宣べ伝える者が、福音の働きから

生活のささえを得るように定めておら

れます。 15しかし、私はこれらの権

利を一つも用いませんでした。また、

私は自分がそうされたくてこのように

書いているのでもありません。私は自

分の誇りをだれかに奪われるよりは、

死んだほうがましだからです。 16と

いうのは、私が福音を宣べ伝えても、

それは私の誇りにはなりません。その

ことは、私がどうしても、しなければ

ならないことだからです。もし福音を

宣べ伝えなかったら、私はわざわいに

会います。 17もし私がこれを自発的

にしているのなら、報いがありましょ

う。しかし、強いられたにしても、私

には務めがゆだねられているのです。

18では、私にどんな報いがあるのでし

ょう。それは、福音を宣べ伝えるとき

に報酬を求めないで与え、福音の働き

によって持つ自分の権利を十分に用い

ないことなのです。 19私はだれに対

しても自由ですが、より多くの人を獲

得するために、すべての人の奴隷とな

りました。 20ユダヤ人にはユダヤ人

のようになりました。それはユダヤ人

を獲得するためです。律法の下にある

人々には、私自身は律法の下にはいま
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せんが、律法の下にある者のようにな

りました。それは律法の下にある人々

を獲得するためです。 21律法を持た

ない人々に対しては、――私は神の律

法の外にある者ではなく、キリストの

律法を守る者ですが、――律法を持た

ない者のようになりました。それは律

法を持たない人々を獲得するためです

。 22弱い人々には、弱い者になりま

した。弱い人々を獲得するためです。

すべての人に、すべてのものとなりま

した。それは、何とかして、幾人かで

も救うためです。 23私はすべてのこ

とを、福音のためにしています。それ

は、私も福音の恵みをともに受ける者

となるためなのです。 24競技場で走

る人たちは、みな走っても、賞を受け

るのはただひとりだ、ということを知

っているでしょう。ですから、あなた

がたも、賞を受けられるように走りな

さい。 25また闘技をする者は、あら

ゆることについて自制します。彼らは

朽ちる冠を受けるためにそうするので

すが、私たちは朽ちない冠を受けるた

めにそうするのです。 26ですから、

私は決勝点がどこかわからないような

走り方はしていません。空を打つよう

な拳闘もしてはいません。 27私は自

分のからだを打ちたたいて従わせます

。それは、私がほかの人に宣べ伝えて

おきながら、自分自身が失格者になる

ようなことのないためです。

10そこで、兄弟たち。私はあなたが
たにぜひ次のことを知ってもらい

たいのです。私たちの先祖はみな、雲

の下におり、みな海を通って行きまし

た。 2そしてみな、雲と海とで、モー

セにつくバプテスマを受け、 3みな同

じ御霊の食べ物を食べ、 4みな同じ御

霊の飲み物を飲みました。というのは

、彼らについて来た御霊の岩から飲ん

だからです。その岩とはキリストです

。 5にもかかわらず、彼らの大部分は

神のみこころにかなわず、荒野で滅ぼ

されました。 6これらのことが起こっ

たのは、私たちへの戒めのためです。

それは、彼らがむさぼったように私た

ちが悪をむさぼることのないためです

。 7あなたがたは、彼らの中のある人

たちにならって、偶像崇拝者となって

はいけません。聖書には、「民が、す

わっては飲み食いし、立っては踊った

。」と書いてあります。 8また、私た

ちは、彼らのある人たちが姦淫をした

のにならって姦淫をすることはないよ

うにしましょう。彼らは姦淫のゆえに

一日に二万三千人死にました。 9私た

ちは、さらに、彼らの中のある人たち

が主を試みたのにならって主を試みる

ことはないようにしましょう。彼らは

蛇に滅ぼされました。 10また、彼ら

の中のある人たちがつぶやいたのにな

らってつぶやいてはいけません。彼ら

は滅ぼす者に滅ぼされました。 11こ

れらのことが彼らに起こったのは、戒

めのためであり、それが書かれたのは

、世の終わりに臨んでいる私たちへの

教訓とするためです。 (aiōn g165) 12です

から、立っていると思う者は、倒れな

いように気をつけなさい。 13あなた

がたの会った試練はみな人の知らない

ようなものではありません。神は真実

な方ですから、あなたがたを耐えるこ

とのできないような試練に会わせるよ

うなことはなさいません。むしろ、耐

えることのできるように、試練ととも
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に、脱出の道も備えてくださいます。

14ですから、私の愛する者たちよ。偶

像礼拝を避けなさい。 15私は賢い人

たちに話すように話します。ですから

私の言うことを判断してください。 16

私たちが祝福する祝福の杯は、キリス

トの血にあずかることではありません

か。私たちの裂くパンは、キリストの

からだにあずかることではありません

か。 17パンは一つですから、私たち

は、多数であっても、一つのからだで

す。それは、みなの者がともに一つの

パンを食べるからです。 18肉による

イスラエルのことを考えてみなさい。

供え物を食べる者は、祭壇にあずかる

ではありませんか。 19私は何を言お

うとしているのでしょう。偶像の神に

ささげた肉に、何か意味があるとか、

偶像の神に真実な意味があるとか、言

おうとしているのでしょうか。 20い

や、彼らのささげる物は、神にではな

くて悪霊にささげられている、と言っ

ているのです。私は、あなたがたに悪

霊と交わる者になってもらいたくあり

ません。 21あなたがたが主の杯を飲

んだうえ、さらに悪霊の杯を飲むこと

は、できないことです。主の食卓にあ

ずかったうえ、さらに悪霊の食卓にあ

ずかることはできないことです。 22

それとも、私たちは主のねたみを引き

起こそうとするのですか。まさか、私

たちが主よりも強いことはないでしょ

う。 23すべてのことは、してもよい

のです。しかし、すべてのことが有益

とはかぎりません。すべてのことは、

してもよいのです。しかし、すべての

ことが徳を高めるとはかぎりません。

24だれでも、自分の利益を求めないで

、他人の利益を心がけなさい。 25市

場に売っている肉は、良心の問題とし

て調べ上げることはしないで、どれで

も食べなさい。 26地とそれに満ちて

いるものは、主のものだからです。 27

もし、あなたがたが信仰のない者に招

待されて、行きたいと思うときは、良

心の問題として調べ上げることはしな

いで、自分の前に置かれる物はどれで

も食べなさい。 28しかし、もしだれ

かが、「これは偶像にささげた肉です

。」とあなたがたに言うなら、そう知

らせた人のために、また良心のために

、食べてはいけません。 29私が良心

と言うのは、あなたの良心ではなく、

ほかの人の良心です。私の自由が、他

の人の良心によってさばかれるわけが

あるでしょうか。 30もし、私が神に

感謝をささげて食べるなら、私が感謝

する物のために、そしられるわけがあ

るでしょうか。 31こういうわけで、

あなたがたは、食べるにも、飲むにも

、何をするにも、ただ神の栄光を現わ

すためにしなさい。 32ユダヤ人にも

、ギリシヤ人にも、神の教会にも、つ

まずきを与えないようにしなさい。 33

私も、人々が救われるために、自分の

利益を求めず、多くの人の利益を求め

、どんなことでも、みなの人を喜ばせ

ているのですから。

11私がキリストを見ならっているよ
うに、あなたがたも私を見ならっ

てください。 2さて、あなたがたは、

何かにつけて私を覚え、また、私があ

なたがたに伝えたものを、伝えられた

とおりに堅く守っているので、私はあ

なたがたをほめたいと思います。 3し

かし、あなたがたに次のことを知って
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いただきたいのです。すべての男のか

しらはキリストであり、女のかしらは

男であり、キリストのかしらは神です

。 4男が、祈りや預言をするとき、頭

にかぶり物を着けていたら、自分の頭

をはずかしめることになります。 5し

かし、女が、祈りや預言をするとき、

頭にかぶり物を着けていなかったら、

自分の頭をはずかしめることになりま

す。それは髪をそっているのと全く同

じことだからです。 6女がかぶり物を

着けないのなら、髪も切ってしまいな

さい。髪を切り、頭をそることが女と

して恥ずかしいことなら、かぶり物を

着けなさい。 7男はかぶり物を着ける

べきではありません。男は神の似姿で

あり、神の栄光の現われだからです。

女は男の栄光の現われです。 8なぜな

ら、男は女をもとにして造られたので

はなくて、女が男をもとにして造られ

たのであり、 9また、男は女のために

造られたのではなく、女が男のために

造られたのだからです。 10ですから

、女は頭に権威のしるしをかぶるべき

です。それも御使いたちのためにです

。 11とはいえ、主にあっては、女は

男を離れてあるものではなく、男も女

を離れてあるものではありません。 12

女が男をもとにして造られたように、

同様に、男も女によって生まれるのだ

からです。しかし、すべては神から発

しています。 13あなたがたは自分自

身で判断しなさい。女が頭に何もかぶ

らないで神に祈るのは、ふさわしいこ

とでしょうか。 14自然自体が、あな

たがたにこう教えていないでしょうか

。男が長い髪をしていたら、それは男

として恥ずかしいことであり、 15女

が長い髪をしていたら、それは女の光

栄であるということです。なぜなら、

髪はかぶり物として女に与えられてい

るからです。 16たとい、このことに

異議を唱えたがる人がいても、私たち

にはそのような習慣はないし、神の諸

教会にもありません。 17ところで、

聞いていただくことがあります。私は

あなたがたをほめません。あなたがた

の集まりが益にならないで、かえって

害になっているからです。 18まず第

一に、あなたがたが教会の集まりをす

るとき、あなたがたの間には分裂があ

ると聞いています。ある程度は、それ

を信じます。 19というのは、あなた

がたの中でほんとうの信者が明らかに

されるためには、分派が起こるのもや

むをえないからです。 20しかし、そ

ういうわけで、あなたがたはいっしょ

に集まっても、それは主の晩餐を食べ

るためではありません。 21食事のと

き、めいめい我先にと自分の食事を済

ませるので、空腹な者もおれば、酔っ

ている者もいるというしまつです。 22

飲食のためなら、自分の家があるでし

ょう。それとも、あなたがたは、神の

教会を軽んじ、貧しい人たちをはずか

しめたいのですか。私はあなたがたに

何と言ったらよいでしょう。ほめるべ

きでしょうか。このことに関しては、

ほめるわけにはいきません。 23私は

主から受けたことを、あなたがたに伝

えたのです。すなわち、主イエスは、

渡される夜、パンを取り、 24感謝を

ささげて後、それを裂き、こう言われ

ました。「これはあなたがたのための

、わたしのからだです。わたしを覚え

るために、このようにしなさい。」 25
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夕食の後、杯をも同じようにして言わ

れました。「この杯は、わたしの血に

よる新しい契約です。これを飲むたび

に、わたしを覚えるために、このよう

にしなさい。」 26ですから、あなた

がたは、このパンを食べ、この杯を飲

むたびに、主が来られるまで、主の死

を告げ知らせるのです。 27したがっ

て、もし、ふさわしくないままでパン

を食べ、主の杯を飲む者があれば、主

のからだと血に対して罪を犯すことに

なります。 28ですから、ひとりひと

りが自分を吟味して、そのうえでパン

を食べ、杯を飲みなさい。 29みから

だをわきまえないで、飲み食いするな

らば、その飲み食いが自分をさばくこ

とになります。 30そのために、あな

たがたの中に、弱い者や病人が多くな

り、死んだ者が大ぜいいます。 31し

かし、もし私たちが自分をさばくなら

、さばかれることはありません。 32

しかし、私たちがさばかれるのは、主

によって懲らしめられるのであって、

それは、私たちが、この世とともに罪

に定められることのないためです。 33

ですから、兄弟たち。食事に集まると

きは、互いに待ち合わせなさい。 34

空腹な人は家で食べなさい。それは、

あなたがたが集まることによって、さ

ばきを受けることにならないためです

。その他のことについては、私が行っ

たときに決めましょう。

12さて、兄弟たち。御霊の賜物につ
いてですが、私はあなたがたに、

ぜひ次のことを知っていていただきた

いのです。 2ご承知のように、あなた

がたが異教徒であったときには、どう

導かれたとしても、引かれて行った所

は、ものを言わない偶像の所でした。

3ですから、私は、あなたがたに次の

ことを教えておきます。神の御霊によ

って語る者はだれも、「イエスはのろ

われよ。」と言わず、また、聖霊によ

るのでなければ、だれも、「イエスは

主です。」と言うことはできません。

4さて、御霊の賜物にはいろいろの種

類がありますが、御霊は同じ御霊です

。 5奉仕にはいろいろの種類がありま

すが、主は同じ主です。 6働きにはい

ろいろの種類がありますが、神はすべ

ての人の中ですべての働きをなさる同

じ神です。 7しかし、みなの益となる

ために、おのおのに御霊の現われが与

えられているのです。 8ある人には御

霊によって知恵のことばが与えられ、

ほかの人には同じ御霊にかなう知識の

ことばが与えられ、 9またある人には

同じ御霊による信仰が与えられ、ある

人には同一の御霊によって、いやしの

賜物が与えられ、 10ある人には奇蹟

を行なう力、ある人には預言、ある人

には霊を見分ける力、ある人には異言

、ある人には異言を解き明かす力が与

えられています。 11しかし、同一の

御霊がこれらすべてのことをなさるの

であって、みこころのままに、おのお

のにそれぞれの賜物を分け与えてくだ

さるのです。 12ですから、ちょうど

、からだが一つでも、それに多くの部

分があり、からだの部分はたとい多く

あっても、その全部が一つのからだで

あるように、キリストもそれと同様で

す。 13なぜなら、私たちはみな、ユ

ダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自由人

も、一つのからだとなるように、一つ

の御霊によってバプテスマを受け、そ
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してすべての者が一つの御霊を飲む者

とされたからです。 14確かに、から

だはただ一つの器官ではなく、多くの

器官から成っています。 15たとい、

足が、「私は手ではないから、からだ

に属さない。」と言ったところで、そ

んなことでからだに属さなくなるわけ

ではありません。 16たとい、耳が、

「私は目ではないから、からだに属さ

ない。」と言ったところで、そんなこ

とでからだに属さなくなるわけではあ

りません。 17もし、からだ全体が目

であったら、どこで聞くのでしょう。

もし、からだ全体が聞くところであっ

たら、どこでかぐのでしょう。 18し

かしこのとおり、神はみこころに従っ

て、からだの中にそれぞれの器官を備

えてくださったのです。 19もし、全

部がただ一つの器官であったら、から

だはいったいどこにあるのでしょう。

20しかしこういうわけで、器官は多く

ありますが、からだは一つなのです。

21そこで、目が手に向かって、「私は

あなたを必要としない。」と言うこと

はできないし、頭が足に向かって、「

私はあなたを必要としない。」と言う

こともできません。 22それどころか

、からだの中で比較的に弱いと見られ

る器官が、かえってなくてはならない

ものなのです。 23また、私たちは、

からだの中で比較的に尊くないとみな

す器官を、ことさらに尊びます。こう

して、私たちの見ばえのしない器官は

、ことさらに良いかっこうになります

が、 24かっこうの良い器官にはその

必要がありません。しかし神は、劣っ

たところをことさらに尊んで、からだ

をこのように調和させてくださったの

です。 25それは、からだの中に分裂

がなく、各部分が互いにいたわり合う

ためです。 26もし一つの部分が苦し

めば、すべての部分がともに苦しみ、

もし一つの部分が尊ばれれば、すべて

の部分がともに喜ぶのです。 27あな

たがたはキリストのからだであって、

ひとりひとりは各器官なのです。 28

そして、神は教会の中で人々を次のよ

うに任命されました。すなわち、第一

に使徒、次に預言者、次に教師、それ

から奇蹟を行なう者、それからいやし

の賜物を持つ者、助ける者、治める者

、異言を語る者などです。 29みなが

使徒でしょうか。みなが預言者でしょ

うか。みなが教師でしょうか。みなが

奇蹟を行なう者でしょうか。 30みな

がいやしの賜物を持っているでしょう

か。みなが異言を語るでしょうか。み

なが解き明かしをするでしょうか。 31

あなたがたは、よりすぐれた賜物を熱

心に求めなさい。また私は、さらにま

さる道を示してあげましょう。

13たとい、私が人の異言や、御使い
の異言で話しても、愛がないなら

、やかましいどらや、うるさいシンバ

ルと同じです。 2また、たとい私が預

言の賜物を持っており、またあらゆる

奥義とあらゆる知識とに通じ、また、

山を動かすほどの完全な信仰を持って

いても、愛がないなら、何の値うちも

ありません。 3また、たとい私が持っ

ている物の全部を貧しい人たちに分け

与え、また私のからだを焼かれるため

に渡しても、愛がなければ、何の役に

も立ちません。 4愛は寛容であり、愛

は親切です。また人をねたみません。

愛は自慢せず、高慢になりません。 5
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礼儀に反することをせず、自分の利益

を求めず、怒らず、人のした悪を思わ

ず、 6不正を喜ばずに真理を喜びます

。 7すべてをがまんし、すべてを信じ

、すべてを期待し、すべてを耐え忍び

ます。 8愛は決して絶えることがあり

ません。預言の賜物ならばすたれます

。異言ならばやみます。知識ならばす

たれます。 9というのは、私たちの知

っているところは一部分であり、預言

することも一部分だからです。 10完

全なものが現われたら、不完全なもの

はすたれます。 11私が子どもであっ

たときには、子どもとして話し、子ど

もとして考え、子どもとして論じまし

たが、おとなになったときには、子ど

ものことをやめました。 12今、私た

ちは鏡にぼんやり映るものを見ていま

すが、その時には顔と顔とを合わせて

見ることになります。今、私は一部分

しか知りませんが、その時には、私が

完全に知られているのと同じように、

私も完全に知ることになります。 13

こういうわけで、いつまでも残るもの

は信仰と希望と愛です。その中で一番

すぐれているのは愛です。

14愛を追い求めなさい。また、御霊
の賜物、特に預言することを熱心

に求めなさい。 2異言を話す者は、人

に話すのではなく、神に話すのです。

というのは、だれも聞いていないのに

、自分の霊で奥義を話すからです。 3

ところが預言する者は、徳を高め、勧

めをなし、慰めを与えるために、人に

向かって話します。 4異言を話す者は

自分の徳を高めますが、預言する者は

教会の徳を高めます。 5私はあなたが

たがみな異言を話すことを望んでいま

すが、それよりも、あなたがたが預言

することを望みます。もし異言を話す

者がその解き明かしをして教会の徳を

高めるのでないなら、異言を語る者よ

りも、預言する者のほうがまさってい

ます。 6ですから、兄弟たち。私があ

なたがたのところへ行って異言を話す

としても、黙示や知識や預言や教えな

どによって話さないなら、あなたがた

に何の益となるでしょう。 7笛や琴な

どいのちのない楽器でも、はっきりし

た音を出さなければ、何を吹いている

のか、何をひいているのか、どうして

わかりましょう。 8また、ラッパがも

し、はっきりしない音を出したら、だ

れが戦闘の準備をするでしょう。 9そ

れと同じように、あなたがたも、舌で

明瞭なことばを語るのでなければ、言

っている事をどうして知ってもらえる

でしょう。それは空気に向かって話し

ているのです。 10世界にはおそらく

非常に多くの種類のことばがあるでし

ょうが、意味のないことばなど一つも

ありません。 11それで、もし私がそ

のことばの意味を知らないなら、私は

それを話す人にとって異国人であり、

それを話す人も私にとって異国人です

。 12あなたがたのばあいも同様です

。あなたがたは御霊の賜物を熱心に求

めているのですから、教会の徳を高め

るために、それが豊かに与えられるよ

う、熱心に求めなさい。 13こういう

わけですから、異言を語る者は、それ

を解き明かすことができるように祈り

なさい。 14もし私が異言で祈るなら

、私の霊は祈るが、私の知性は実を結

ばないのです。 15ではどうすればよ

いのでしょう。私は霊において祈り、



コリント人への手紙第一 254

また知性においても祈りましょう。霊

において賛美し、また知性においても

賛美しましょう。 16そうでないと、

あなたが霊において祝福しても、異言

を知らない人々の座席に着いている人

は、あなたの言っていることがわから

ないのですから、あなたの感謝につい

て、どうしてアーメンと言えるでしょ

う。 17あなたの感謝は結構ですが、

他の人の徳を高めることはできません

。 18私は、あなたがたのだれよりも

多くの異言を話すことを神に感謝して

いますが、 19教会では、異言で一万

語話すよりは、ほかの人を教えるため

に、私の知性を用いて五つのことばを

話したいのです。 20兄弟たち。物の

考え方において子どもであってはなり

ません。悪事においては幼子でありな

さい。しかし考え方においてはおとな

になりなさい。 21律法にこう書いて

あります。「『わたしは、異なった舌

により、異国の人のくちびるによって

この民に語るが、彼らはなおわたしの

言うことを聞き入れない。』と主は言

われる。」 22それで、異言は信者の

ためのしるしではなく、不信者のため

のしるしです。けれども、預言は不信

者でなく、信者のためのしるしです。

23ですから、もし教会全体が一か所に

集まって、みなが異言を話すとしたら

、初心の者とか信者でない者とかがは

いって来たとき、彼らは、あなたがた

を気違いだと言わないでしょうか。 24

しかし、もしみなが預言をするなら、

信者でない者や初心の者がはいって来

たとき、その人はみなの者によって罪

を示されます。みなにさばかれ、 25

心の秘密があらわにされます。そうし

て、神が確かにあなたがたの中におら

れると言って、ひれ伏して神を拝むで

しょう。 26兄弟たち。では、どうす

ればよいのでしょう。あなたがたが集

まるときには、それぞれの人が賛美し

たり、教えたり、黙示を話したり、異

言を話したり、解き明かしたりします

。そのすべてのことを、徳を高めるた

めにしなさい。 27もし異言を話すの

ならば、ふたりか、多くても三人で順

番に話すべきで、ひとりは解き明かし

をしなさい。 28もし解き明かす者が

だれもいなければ、教会では黙ってい

なさい。自分だけで、神に向かって話

しなさい。 29預言する者も、ふたり

か三人が話し、ほかの者はそれを吟味

しなさい。 30もしも座席に着いてい

る別の人に黙示が与えられたら、先の

人は黙りなさい。 31あなたがたは、

みながかわるがわる預言できるのであ

って、すべての人が学ぶことができ、

すべての人が勧めを受けることができ

るのです。 32預言者たちの霊は預言

者たちに服従するものなのです。 33

それは、神が混乱の神ではなく、平和

の神だからです。聖徒たちのすべての

教会で行なわれているように、 34教

会では、妻たちは黙っていなさい。彼

らは語ることを許されていません。律

法も言うように、服従しなさい。 35

もし何かを学びたければ、家で自分の

夫に尋ねなさい。教会で語ることは、

妻にとってはふさわしくないことです

。 36神のことばは、あなたがたのと

ころから出たのでしょうか。あるいは

また、あなたがたにだけ伝わったので

しょうか。 37自分を預言者、あるい

は、御霊の人と思う者は、私があなた
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がたに書くことが主の命令であること

を認めなさい。 38もしそれを認めな

いなら、その人は認められません。 39

それゆえ、私の兄弟たち。預言するこ

とを熱心に求めなさい。異言を話すこ

とも禁じてはいけません。 40ただ、

すべてのことを適切に、秩序をもって

行ないなさい。

15兄弟たち。私は今、あなたがたに
福音を知らせましょう。これは、

私があなたがたに宣べ伝えたもので、

あなたがたが受け入れ、また、それに

よって立っている福音です。 2また、

もしあなたがたがよく考えもしないで

信じたのでないなら、私の宣べ伝えた

この福音のことばをしっかりと保って

いれば、この福音によって救われるの

です。 3私があなたがたに最もたいせ

つなこととして伝えたのは、私も受け

たことであって、次のことです。キリ

ストは、聖書の示すとおりに、私たち

の罪のために死なれたこと、 4また、

葬られたこと、また、聖書に従って三

日目によみがえられたこと、 5また、

ケパに現われ、それから十二弟子に現

われたことです。 6その後、キリスト

は五百人以上の兄弟たちに同時に現わ

れました。その中の大多数の者は今な

お生き残っていますが、すでに眠った

者もいくらかいます。 7その後、キリ

ストはヤコブに現われ、それから使徒

たち全部に現われました。 8そして、

最後に、月足らずで生まれた者と同様

な私にも、現われてくださいました。

9私は使徒の中では最も小さい者であ

って、使徒と呼ばれる価値のない者で

す。なぜなら、私は神の教会を迫害し

たからです。 10ところが、神の恵み

によって、私は今の私になりました。

そして、私に対するこの神の恵みは、

むだにはならず、私はほかのすべての

使徒たちよりも多く働きました。しか

し、それは私ではなく、私にある神の

恵みです。 11そういうわけですから

、私にせよ、ほかの人たちにせよ、私

たちはこのように宣べ伝えているので

あり、あなたがたはこのように信じた

のです。 12ところで、キリストは死

者の中から復活された、と宣べ伝えら

れているのなら、どうして、あなたが

たの中に、死者の復活はない、と言っ

ている人がいるのですか。 13もし、

死者の復活がないのなら、キリストも

復活されなかったでしょう。 14そし

て、キリストが復活されなかったのな

ら、私たちの宣教は実質のないものに

なり、あなたがたの信仰も実質のない

ものになるのです。 15それどころか

、私たちは神について偽証をした者と

いうことになります。なぜなら、もし

もかりに、死者の復活はないとしたら

、神はキリストをよみがえらせなかっ

たはずですが、私たちは神がキリスト

をよみがえらせた、と言って神に逆ら

う証言をしたからです。 16もし、死

者がよみがえらないのなら、キリスト

もよみがえらなかったでしょう。 17

そして、もしキリストがよみがえらな

かったのなら、あなたがたの信仰はむ

なしく、あなたがたは今もなお、自分

の罪の中にいるのです。 18そうだっ

たら、キリストにあって眠った者たち

は、滅んでしまったのです。 19もし

、私たちがこの世にあってキリストに

単なる希望を置いているだけなら、私

たちは、すべての人の中で一番哀れな
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者です。 20しかし、今やキリストは

、眠った者の初穂として死者の中から

よみがえられました。 21というのは

、死がひとりの人を通して来たように

、死者の復活もひとりの人を通して来

たからです。 22すなわち、アダムに

あってすべての人が死んでいるように

、キリストによってすべての人が生か

されるからです。 23しかし、おのお

のにその順番があります。まず初穂で

あるキリスト、次にキリストの再臨の

ときキリストに属している者です。 24

それから終わりが来ます。そのとき、

キリストはあらゆる支配と、あらゆる

権威、権力を滅ぼし、国を父なる神に

お渡しになります。 25キリストの支

配は、すべての敵をその足の下に置く

まで、と定められているからです。 26

最後の敵である死も滅ぼされます。 27

「彼は万物をその足の下に従わせた。

」からです。ところで、万物が従わせ

られた、と言うとき、万物を従わせた

その方がそれに含められていないこと

は明らかです。 28しかし、万物が御

子に従うとき、御子自身も、ご自分に

万物を従わせた方に従われます。これ

は、神が、すべてにおいてすべてとな

られるためです。 29もしこうでなか

ったら、死者のゆえにバプテスマを受

ける人たちは、何のためにそうするの

ですか。もし、死者は決してよみがえ

らないのなら、なぜその人たちは、死

者のゆえにバプテスマを受けるのです

か。 30また、なぜ私たちもいつも危

険にさらされているのでしょうか。 31

兄弟たち。私にとって、毎日が死の連

続です。これは、私たちの主キリスト

・イエスにあってあなたがたを誇る私

の誇りにかけて、誓って言えることで

す。 32もし、私が人間的な動機から

、エペソで獣と戦ったのなら、何の益

があるでしょう。もし、死者の復活が

ないのなら、「あすは死ぬのだ。さあ

、飲み食いしようではないか。」とい

うことになるのです。 33思い違いを

してはいけません。友だちが悪ければ

、良い習慣がそこなわれます。 34目

をさまして、正しい生活を送り、罪を

やめなさい。神についての正しい知識

を持っていない人たちがいます。私は

あなたがたをはずかしめるために、こ

う言っているのです。 35ところが、

ある人はこう言うでしょう。「死者は

、どのようにしてよみがえるのか。ど

のようなからだで来るのか。」 36愚

かな人だ。あなたの蒔く物は、死なな

ければ、生かされません。 37あなた

が蒔く物は、後にできるからだではな

く、麦やそのほかの穀物の種粒です。

38しかし神は、みこころに従って、そ

れにからだを与え、おのおのの種にそ

れぞれのからだをお与えになります。

39すべての肉が同じではなく、人間の

肉もあり、獣の肉もあり、鳥の肉もあ

り、魚の肉もあります。 40また、天

上のからだもあり、地上のからだもあ

り、天上のからだの栄光と地上のから

だの栄光とは異なっており、 41太陽

の栄光もあり、月の栄光もあり、星の

栄光もあります。個々の星によって栄

光が違います。 42死者の復活もこれ

と同じです。朽ちるもので蒔かれ、朽

ちないものによみがえらされ、 43卑

しいもので蒔かれ、栄光あるものによ

みがえらされ、弱いもので蒔かれ、強

いものによみがえらされ、 44血肉の
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からだで蒔かれ、御霊に属するからだ

によみがえらされるのです。血肉のか

らだがあるのですから、御霊のからだ

もあるのです。 45聖書に「最初の人

アダムは生きた者となった。」と書い

てありますが、最後のアダムは、生か

す御霊となりました。 46最初にあっ

たのは血肉のものであり、御霊のもの

ではありません。御霊のものはあとに

来るのです。 47第一の人は地から出

て、土で造られた者ですが、第二の人

は天から出た者です。 48土で造られ

た者はみな、この土で造られた者に似

ており、天からの者はみな、この天か

ら出た者に似ているのです。 49私た

ちは土で造られた者のかたちを持って

いたように、天上のかたちをも持つの

です。 50兄弟たちよ。私はこのこと

を言っておきます。血肉のからだは神

の国を相続できません。朽ちるものは

、朽ちないものを相続できません。 51

聞きなさい。私はあなたがたに奥義を

告げましょう。私たちはみなが眠って

しまうのではなく、みな変えられるの

です。 52終わりのラッパとともに、

たちまち、一瞬のうちにです。ラッパ

が鳴ると、死者は朽ちないものによみ

がえり、私たちは変えられるのです。

53朽ちるものは、必ず朽ちないものを

着なければならず、死ぬものは、必ず

不死を着なければならないからです。

54しかし、朽ちるものが朽ちないもの

を着、死ぬものが不死を着るとき、「

死は勝利にのまれた。」としるされて

いる、みことばが実現します。 55「

死よ。おまえの勝利はどこにあるのか

。死よ。おまえのとげはどこにあるの

か。」 (Hadēs g86) 56死のとげは罪であ

り、罪の力は律法です。 57しかし、

神に感謝すべきです。神は、私たちの

主イエス・キリストによって、私たち

に勝利を与えてくださいました。 58

ですから、私の愛する兄弟たちよ。堅

く立って、動かされることなく、いつ

も主のわざに励みなさい。あなたがた

は自分たちの労苦が、主にあってむだ

でないことを知っているのですから。

16さて、聖徒たちのための献金につ
いては、ガラテヤの諸教会に命じ

たように、あなたがたにもこう命じま

す。 2私がそちらに行ってから献金を

集めるようなことがないように、あな

たがたはおのおの、いつも週の初めの

日に、収入に応じて、手もとにそれを

たくわえておきなさい。 3私がそちら

に行ったとき、あなたがたの承認を得

た人々に手紙を持たせて派遣し、あな

たがたの献金をエルサレムに届けさせ

ましょう。 4しかし、もし私も行くほ

うがよければ、彼らは、私といっしょ

に行くことになるでしょう。 5私は、

マケドニヤを通って後、あなたがたの

ところへ行きます。マケドニヤを通る

つもりでいますから。 6そして、たぶ

んあなたがたのところに滞在するでし

ょう。冬を越すことになるかもしれま

せん。それは、どこに行くとしても、

あなたがたに送っていただこうと思う

からです。 7私は、いま旅の途中に、

あなたがたの顔を見たいと思っている

のではありません。主がお許しになる

なら、あなたがたのところにしばらく

滞在したいと願っています。 8しかし

、五旬節まではエペソに滞在するつも

りです。 9というのは、働きのための

広い門が私のために開かれており、反
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対者も大ぜいいるからです。 10テモ

テがそちらへ行ったら、あなたがたの

ところで心配なく過ごせるよう心を配

ってください。彼も、私と同じように

、主のみわざに励んでいるからです。

11だれも彼を軽んじてはいけません。

彼を平安のうちに送り出して、私のと

ころに来させてください。私は、彼が

兄弟たちとともに来るのを待ち望んで

います。 12兄弟アポロのことですが

、兄弟たちといっしょにあなたがたの

ところへ行くように、私は強く彼に勧

めました。しかし、彼は今、そちらへ

行こうとは全然思っていません。しか

し、機会があれば行くでしょう。 13

目を覚ましていなさい。堅く信仰に立

ちなさい。男らしく、強くありなさい

。 14いっさいのことを愛をもって行

ないなさい。 15兄弟たちよ。あなた

がたに勧めます。ご承知のように、ス

テパナの家族は、アカヤの初穂であっ

て、聖徒たちのために熱心に奉仕して

くれました。 16あなたがたは、この

ような人たちに、また、ともに働き、

労しているすべての人たちに服従しな

さい。 17ステパナとポルトナトとア

カイコが来たので、私は喜んでいます

。なぜなら、彼らは、あなたがたの足

りない分を補ってくれたからです。 18

彼らは、私の心をも、あなたがたの心

をも安心させてくれました。このよう

な人々の労をねぎらいなさい。 19ア

ジヤの諸教会がよろしくと言っていま

す。アクラとプリスカ、また彼らの家

の教会が主にあって心から、あなたが

たによろしくと言っています。 20す

べての兄弟たちが、あなたがたによろ

しくと言っています。きよい口づけを

もって、互いにあいさつをかわしなさ

い。 21パウロが、自分の手であいさ

つを書きます。 22主を愛さない者は

だれでも、のろわれよ。主よ、来てく

ださい。 23主イエスの恵みが、あな

たがたとともにありますように。 24

私の愛は、キリスト・イエスにあって

、あなたがたすべての者とともにあり

ます。アーメン。
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コリント人への手

紙第二

1神のみこころによるキリスト・イエ
スの使徒パウロ、および兄弟テモテ

から、コリントにある神の教会、なら

びにアカヤ全土にいるすべての聖徒た

ちへ。 2私たちの父なる神と主イエス

・キリストから、恵みと平安があなた

がたの上にありますように。 3私たち

の主イエス・キリストの父なる神、慈

愛の父、すべての慰めの神がほめたた

えられますように。 4神は、どのよう

な苦しみのときにも、私たちを慰めて

くださいます。こうして、私たちも、

自分自身が神から受ける慰めによって

、どのような苦しみの中にいる人をも

慰めることができるのです。 5それは

、私たちにキリストの苦難があふれて

いるように、慰めもまたキリストによ

ってあふれているからです。 6もし私

たちが苦しみに会うなら、それはあな

たがたの慰めと救いのためです。もし

私たちが慰めを受けるなら、それもあ

なたがたの慰めのためで、その慰めは

、私たちが受けている苦難と同じ苦難

に耐え抜く力をあなたがたに与えるの

です。 7私たちがあなたがたについて

抱いている望みは、動くことがありま

せん。なぜなら、あなたがたが私たち

と苦しみをともにしているように、慰

めをもともにしていることを、私たち

は知っているからです。 8兄弟たちよ

。私たちがアジヤで会った苦しみにつ

いて、ぜひ知っておいてください。私

たちは、非常に激しい、耐えられない

ほどの圧迫を受け、ついにいのちさえ

も危くなり、 9ほんとうに、自分の心

の中で死を覚悟しました。これは、も

はや自分自身を頼まず、死者をよみが

えらせてくださる神により頼む者とな

るためでした。 10ところが神は、こ

れほどの大きな死の危険から、私たち

を救い出してくださいました。また将

来も救い出してくださいます。なおも

救い出してくださるという望みを、私

たちはこの神に置いているのです。 11

あなたがたも祈りによって、私たちを

助けて協力してくださるでしょう。そ

れは、多くの人々の祈りにより私たち

に与えられた恵みについて、多くの人

々が感謝をささげるようになるためで

す。 12私たちがこの世の中で、特に

あなたがたに対して、きよさと神から

来る誠実さとをもって、人間的な知恵

によらず、神の恵みによって行動して

いることは、私たちの良心のあかしす

るところであって、これこそ私たちの

誇りです。 13私たちは、あなたがた

への手紙で、あなたがたが読んで理解

できること以外は何も書いていません

。そして私は、あなたがたが十分に理

解してくれることを望みます。 14あ

なたがたは、ある程度は、私たちを理

解しているのですから、私たちの主イ

エスの日には、あなたがたが私たちの

誇りであるように、私たちもあなたが

たの誇りであるということを、さらに

十分に理解してくださるよう望むので

す。 15この確信をもって、私は次の

ような計画を立てました。まず初めに

あなたがたのところへ行くことによっ

て、あなたがたが恵みを二度受けられ

るようにしようとしたのです。 16す

なわち、あなたがたのところを通って

マケドニヤに行き、そしてマケドニヤ
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から再びあなたがたのところに帰り、

あなたがたに送られてユダヤに行きた

いと思ったのです。 17そういうわけ

ですから、この計画を立てた私が、ど

うして軽率でありえたでしょう。それ

とも、私の計画は人間的な計画であっ

て、私にとっては、「しかり、しかり

。」は同時に、「否、否。」なのでし

ょうか。 18しかし、神の真実にかけ

て言いますが、あなたがたに対する私

たちのことばは、「しかり。」と言っ

て、同時に「否。」と言うようなもの

ではありません。 19私たち、すなわ

ち、私とシルワノとテモテとが、あな

たがたに宣べ伝えた神の子キリスト・

イエスは、「しかり。」と同時に「否

。」であるような方ではありません。

この方には「しかり。」だけがあるの

です。 20神の約束はことごとく、こ

の方において「しかり。」となりまし

た。それで私たちは、この方によって

「アーメン。」と言い、神に栄光を帰

するのです。 21私たちをあなたがた

といっしょにキリストのうちに堅く保

ち、私たちに油を注がれた方は神です

。 22神はまた、確認の印を私たちに

押し、保証として、御霊を私たちの心

に与えてくださいました。 23私はこ

のいのちにかけ、神を証人にお呼びし

て言います。私がまだコリントへ行か

ないでいるのは、あなたがたに対する

思いやりのためです。 24私たちは、

あなたがたの信仰を支配しようとする

者ではなく、あなたがたの喜びのため

に働く協力者です。あなたがたは、信

仰に堅く立っているからです。

2そこで私は、あなたがたを悲しませ
ることになるような訪問は二度とく

り返すまいと決心したのです。 2もし

私があなたがたを悲しませているのな

ら、私が悲しませているその人以外に

、だれが私を喜ばせてくれるでしょう

か。 3あのような手紙を書いたのは、

私が行くときには、私に喜びを与えて

くれるはずの人たちから悲しみを与え

られたくないからでした。それは、私

の喜びがあなたがたすべての喜びであ

ることを、あなたがたすべてについて

確信しているからです。 4私は大きな

苦しみと心の嘆きから、涙ながらに、

あなたがたに手紙を書きました。それ

は、あなたがたを悲しませるためでは

なく、私があなたがたに対して抱いて

いる、あふれるばかりの愛を知ってい

ただきたいからでした。 5もしある人

が悲しみのもとになったとすれば、そ

の人は、私を悲しませたというよりも

、ある程度――というのは言い過ぎに

ならないためですが、――あなたがた

全部を悲しませたのです。 6その人に

とっては、すでに多数の人から受けた

あの処罰で十分ですから、 7あなたが

たは、むしろ、その人を赦し、慰めて

あげなさい。そうしないと、その人は

あまりにも深い悲しみに押しつぶされ

てしまうかもしれません。 8そこで私

は、その人に対する愛を確認すること

を、あなたがたに勧めます。 9私が手

紙を書いたのは、あなたがたがすべて

のことにおいて従順であるかどうかを

ためすためであったのです。 10もし

あなたがたが人を赦すなら、私もその

人を赦します。私が何かを赦したのな

ら、私の赦したことは、あなたがたの

ために、キリストの御前で赦したので

す。 11これは、私たちがサタンに欺
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かれないためです。私たちはサタンの

策略を知らないわけではありません。

12私が、キリストの福音のためにトロ

アスに行ったとき、主は私のために門

を開いてくださいましたが、 13兄弟

テトスに会えなかったので、心に安ら

ぎがなく、そこの人々に別れを告げて

、マケドニヤへ向かいました。 14し

かし、神に感謝します。神はいつでも

、私たちを導いてキリストによる勝利

の行列に加え、至る所で私たちを通し

て、キリストを知る知識のかおりを放

ってくださいます。 15私たちは、救

われる人々の中でも、滅びる人々の中

でも、神の前にかぐわしいキリストの

かおりなのです。 16ある人たちにと

っては、死から出て死に至らせるかお

りであり、ある人たちにとっては、い

のちから出ていのちに至らせるかおり

です。このような務めにふさわしい者

は、いったいだれでしょう。 17私た

ちは、多くの人のように、神のことば

に混ぜ物をして売るようなことはせず

、真心から、また神によって、神の御

前でキリストにあって語るのです。

3私たちはまたもや自分を推薦しよう
としているのでしょうか。それとも

、ある人々のように、あなたがたにあ

てた推薦状とか、あなたがたの推薦状

とかが、私たちに必要なのでしょうか

。 2私たちの推薦状はあなたがたです

。それは私たちの心にしるされていて

、すべての人に知られ、また読まれて

いるのです。 3あなたがたが私たちの

奉仕によるキリストの手紙であり、墨

によってではなく、生ける神の御霊に

よって書かれ、石の板にではなく、人

の心の板に書かれたものであることが

明らかだからです。 4私たちはキリス

トによって、神の御前でこういう確信

を持っています。 5何事かを自分のし

たことと考える資格が私たち自身にあ

るというのではありません。私たちの

資格は神からのものです。 6神は私た

ちに、新しい契約に仕える者となる資

格を下さいました。文字に仕える者で

はなく、御霊に仕える者です。文字は

殺し、御霊は生かすからです。 7もし

石に刻まれた文字による、死の務めに

も栄光があって、モーセの顔の、やが

て消え去る栄光のゆえにさえ、イスラ

エルの人々がモーセの顔を見つめるこ

とができなかったほどだとすれば、 8

まして、御霊の務めには、どれほどの

栄光があることでしょう。 9罪に定め

る務めに栄光があるのなら、義とする

務めには、なおさら、栄光があふれる

のです。 10そして、かつて栄光を受

けたものは、このばあい、さらにすぐ

れた栄光のゆえに、栄光のないものに

なっているからです。 11もし消え去

るべきものにも栄光があったのなら、

永続するものには、なおさら栄光があ

るはずです。 12このような望みを持

っているので、私たちはきわめて大胆

に語ります。 13そして、モーセが、

消えうせるものの最後をイスラエルの

人々に見せないように、顔におおいを

掛けたようなことはしません。 14し

かし、イスラエルの人々の思いは鈍く

なったのです。というのは、今日に至

るまで、古い契約が朗読されるときに

、同じおおいが掛けられたままで、取

りのけられてはいません。なぜなら、

それはキリストによって取り除かれる

ものだからです。 15かえって、今日
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まで、モーセの書が朗読されるときは

いつでも、彼らの心にはおおいが掛か

っているのです。 16しかし、人が主

に向くなら、そのおおいは取り除かれ

るのです。 17主は御霊です。そして

、主の御霊のあるところには自由があ

ります。 18私たちはみな、顔のおお

いを取りのけられて、鏡のように主の

栄光を反映させながら、栄光から栄光

へと、主と同じかたちに姿を変えられ

て行きます。これはまさに、御霊なる

主の働きによるのです。

4こういうわけで、私たちは、あわれ
みを受けてこの務めに任じられてい

るのですから、勇気を失うことなく、

2恥ずべき隠された事を捨て、悪巧み

に歩まず、神のことばを曲げず、真理

を明らかにし、神の御前で自分自身を

すべての人の良心に推薦しています。

3それでもなお私たちの福音におおい

が掛かっているとしたら、それは、滅

びる人々のばあいに、おおいが掛かっ

ているのです。 4そのばあい、この世

の神が不信者の思いをくらませて、神

のかたちであるキリストの栄光にかか

わる福音の光を輝かせないようにして

いるのです。 (aiōn g165) 5私たちは自分

自身を宣べ伝えるのではなく、主なる

キリスト・イエスを宣べ伝えます。私

たち自身は、イエスのために、あなた

がたに仕えるしもべなのです。 6「光

が、やみの中から輝き出よ。」と言わ

れた神は、私たちの心を照らし、キリ

ストの御顔にある神の栄光を知る知識

を輝かせてくださったのです。 7私た

ちは、この宝を、土の器の中に入れて

いるのです。それは、この測り知れな

い力が神のものであって、私たちから

出たものでないことが明らかにされる

ためです。 8私たちは、四方八方から

苦しめられますが、窮することはあり

ません。途方にくれていますが、行き

づまることはありません。 9迫害され

ていますが、見捨てられることはあり

ません。倒されますが、滅びません。

10いつでもイエスの死をこの身に帯び

ていますが、それは、イエスのいのち

が私たちの身において明らかに示され

るためです。 11私たち生きている者

は、イエスのために絶えず死に渡され

ていますが、それは、イエスのいのち

が私たちの死ぬべき肉体において明ら

かに示されるためなのです。 12こう

して、死は私たちのうちに働き、いの

ちはあなたがたのうちに働くのです。

13「私は信じた。それゆえに語った。

」と書いてあるとおり、それと同じ信

仰の霊を持っている私たちも、信じて

いるゆえに語るのです。 14それは、

主イエスをよみがえらせた方が、私た

ちをもイエスとともによみがえらせ、

あなたがたといっしょに御前に立たせ

てくださることを知っているからです

。 15すべてのことはあなたがたのた

めであり、それは、恵みがますます多

くの人々に及んで感謝が満ちあふれ、

神の栄光が現われるようになるためで

す。 16ですから、私たちは勇気を失

いません。たとい私たちの外なる人は

衰えても、内なる人は日々新たにされ

ています。 17今の時の軽い患難は、

私たちのうちに働いて、測り知れない

、重い永遠の栄光をもたらすからです

。 (aiōnios g166) 18私たちは、見えるもの

にではなく、見えないものにこそ目を

留めます。見えるものは一時的であり



コリント人への手紙第二263

、見えないものはいつまでも続くから

です。 (aiōnios g166)

5私たちの住まいである地上の幕屋が
こわれても、神の下さる建物がある

ことを、私たちは知っています。それ

は、人の手によらない、天にある永遠

の家です。 (aiōnios g166) 2私たちはこの

幕屋にあってうめき、この天から与え

られる住まいを着たいと望んでいます

。 3それを着たなら、私たちは裸の状

態になることはないからです。 4確か

にこの幕屋の中にいる間は、私たちは

重荷を負って、うめいています。それ

は、この幕屋を脱ぎたいと思うからで

なく、かえって天からの住まいを着た

いからです。そのことによって、死ぬ

べきものがいのちにのまれてしまうた

めにです。 5私たちをこのことにかな

う者としてくださった方は神です。神

は、その保証として御霊を下さいまし

た。 6そういうわけで、私たちはいつ

も心強いのです。ただし、私たちが肉

体にいる間は、主から離れているとい

うことも知っています。 7確かに、私

たちは見るところによってではなく、

信仰によって歩んでいます。 8私たち

はいつも心強いのです。そして、むし

ろ肉体を離れて、主のみもとにいるほ

うがよいと思っています。 9そういう

わけで、肉体の中にあろうと、肉体を

離れていようと、私たちの念願とする

ところは、主に喜ばれることです。 10

なぜなら、私たちはみな、キリストの

さばきの座に現われて、善であれ悪で

あれ、各自その肉体にあってした行為

に応じて報いを受けることになるから

です。 11こういうわけで、私たちは

、主を恐れることを知っているので、

人々を説得しようとするのです。私た

ちのことは、神の御前に明らかです。

しかし、あなたがたの良心にも明らか

になることが、私の望みです。 12私

たちはまたも自分自身をあなたがたに

推薦しようとするのではありません。

ただ、私たちのことを誇る機会をあな

たがたに与えて、心においてではなく

、うわべのことで誇る人たちに答える

ことができるようにさせたいのです。

13もし私たちが気が狂っているとすれ

ば、それはただ神のためであり、もし

正気であるとすれば、それはただあな

たがたのためです。 14というのは、

キリストの愛が私たちを取り囲んでい

るからです。私たちはこう考えました

。ひとりの人がすべての人のために死

んだ以上、すべての人が死んだのです

。 15また、キリストがすべての人の

ために死なれたのは、生きている人々

が、もはや自分のためにではなく、自

分のために死んでよみがえった方のた

めに生きるためなのです。 16ですか

ら、私たちは今後、人間的な標準で人

を知ろうとはしません。かつては人間

的な標準でキリストを知っていたとし

ても、今はもうそのような知り方はし

ません。 17だれでもキリストのうち

にあるなら、その人は新しく造られた

者です。古いものは過ぎ去って、見よ

、すべてが新しくなりました。 18こ

れらのことはすべて、神から出ている

のです。神は、キリストによって、私

たちをご自分と和解させ、また和解の

務めを私たちに与えてくださいました

。 19すなわち、神は、キリストにあ

って、この世をご自分と和解させ、違

反行為の責めを人々に負わせないで、
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和解のことばを私たちにゆだねられた

のです。 20こういうわけで、私たち

はキリストの使節なのです。ちょうど

神が私たちを通して懇願しておられる

ようです。私たちは、キリストに代わ

って、あなたがたに願います。神の和

解を受け入れなさい。 21神は、罪を

知らない方を、私たちの代わりに罪と

されました。それは、私たちが、この

方にあって、神の義となるためです。

6私たちは神とともに働く者として、
あなたがたに懇願します。神の恵み

をむだに受けないようにしてください

。 2神は言われます。「わたしは、恵

みの時にあなたに答え、救いの日にあ

なたを助けた。」確かに、今は恵みの

時、今は救いの日です。 3私たちは、

この務めがそしられないために、どん

なことにも人につまずきを与えないよ

うにと、 4あらゆることにおいて、自

分を神のしもべとして推薦しているの

です。すなわち非常な忍耐と、悩みと

、苦しみと、嘆きの中で、 5また、む

ち打たれるときにも、入獄にも、暴動

にも、労役にも、徹夜にも、断食にも

、 6また、純潔と知識と、寛容と親切

と、聖霊と偽りのない愛と、 7真理の

ことばと神の力とにより、また、左右

の手に持っている義の武器により、 8

また、ほめられたり、そしられたり、

悪評を受けたり、好評を博したりする

ことによって、自分を神のしもべとし

て推薦しているのです。私たちは人を

だます者のように見えても、真実であ

り、 9人に知られないようでも、よく

知られ、死にそうでも、見よ、生きて

おり、罰せられているようであっても

、殺されず、 10悲しんでいるようで

も、いつも喜んでおり、貧しいようで

も、多くの人を富ませ、何も持たない

ようでも、すべてのものを持っていま

す。 11コリントの人たち。私たちは

あなたがたに包み隠すことなく話しま

した。私たちの心は広く開かれていま

す。 12あなたがたは、私たちの中で

制約を受けているのではなく、自分の

心で自分を窮屈にしているのです。 13

私は自分の子どもに対するように言い

ます。それに報いて、あなたがたのほ

うでも心を広くしてください。 14不

信者と、つり合わぬくびきをいっしょ

につけてはいけません。正義と不法と

に、どんなつながりがあるでしょう。

光と暗やみとに、どんな交わりがある

でしょう。 15キリストとベリアルと

に、何の調和があるでしょう。信者と

不信者とに、何のかかわりがあるでし

ょう。 16神の宮と偶像とに、何の一

致があるでしょう。私たちは生ける神

の宮なのです。神はこう言われました

。「わたしは彼らの間に住み、また歩

む。わたしは彼らの神となり、彼ら

はわたしの民となる。 17それゆえ、

彼らの中から出て行き、彼らと分離せ

よ、と主は言われる。汚れたものに触

れないようにせよ。そうすれば、わた

しはあなたがたを受け入れ、 18わた

しはあなたがたの父となり、あなたが

たはわたしの息子、娘となる、と全能

の主が言われる。」

7愛する者たち。私たちはこのような
約束を与えられているのですから、

いっさいの霊肉の汚れから自分をきよ

め、神を恐れかしこんできよきを全う

しようではありませんか。 2私たちに

対して心を開いてください。私たちは
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、だれにも不正をしたことがなく、だ

れをもそこなったことがなく、だれか

らも利をむさぼったことがありません

。 3責めるためにこう言うのではあり

ません。前にも言ったように、あなた

がたは、私たちとともに死に、ともに

生きるために、私たちの心のうちにあ

るのです。 4私のあなたがたに対する

信頼は大きいのであって、私はあなた

がたを大いに誇りとしています。私は

慰めに満たされ、どんな苦しみの中に

あっても喜びに満ちあふれています。

5マケドニヤに着いたとき、私たちの

身には少しの安らぎもなく、さまざま

の苦しみに会って、外には戦い、うち

には恐れがありました。 6しかし、気

落ちした者を慰めてくださる神は、テ

トスが来たことによって、私たちを慰

めてくださいました。 7ただテトスが

来たことばかりでなく、彼があなたが

たから受けた慰めによっても、私たち

は慰められたのです。あなたがたが私

を慕っていること、嘆き悲しんでいる

こと、また私に対して熱意を持ってい

てくれることを知らされて、私はます

ます喜びにあふれました。 8あの手紙

によってあなたがたを悲しませたけれ

ども、私はそれを悔いていません。あ

の手紙がしばらくの間であったにしろ

あなたがたを悲しませたのを見て、悔

いたけれども、 9今は喜んでいます。

あなたがたが悲しんだからではなく、

あなたがたが悲しんで悔い改めたから

です。あなたがたは神のみこころに添

って悲しんだので、私たちのために何

の害も受けなかったのです。 10神の

みこころに添った悲しみは、悔いのな

い、救いに至る悔い改めを生じさせま

すが、世の悲しみは死をもたらします

。 11ご覧なさい。神のみこころに添

ったその悲しみが、あなたがたのうち

に、どれほどの熱心を起こさせたこと

でしょう。また、弁明、憤り、恐れ、

慕う心、熱意を起こさせ、処罰を断行

させたことでしょう。あの問題につい

て、あなたがたは、自分たちがすべて

の点で潔白であることを証明したので

す。 12ですから、私はあなたがたに

手紙を書きましたが、それは悪を行な

った人のためでもなく、その被害者の

ためでもなくて、私たちに対するあな

たがたの熱心が、神の御前に明らかに

されるためであったのです。 13こう

いうわけですから、私たちは慰めを受

けました。この慰めの上にテトスの喜

びが加わって、私たちはなおいっそう

喜びました。テトスの心が、あなたが

たすべてによって安らぎを与えられた

からです。 14私はテトスに、あなた

がたのことを少しばかり誇りましたが

、そのことで恥をかかずに済みました

。というのは、私たちがあなたがたに

語ったことがすべて真実であったよう

に、テトスに対して誇ったことも真実

となったからです。 15彼は、あなた

がたがみなよく言うことを聞き、恐れ

おののいて、自分を迎えてくれたこと

を思い出して、あなたがたへの愛情を

ますます深めています。 16私は、あ

なたがたに全幅の信頼を寄せることが

できるのを喜んでいます。

8さて、兄弟たち。私たちは、マケド
ニヤの諸教会に与えられた神の恵み

を、あなたがたに知らせようと思いま

す。 2苦しみゆえの激しい試練の中に

あっても、彼らの満ちあふれる喜びは



コリント人への手紙第二 266

、その極度の貧しさにもかかわらず、

あふれ出て、その惜しみなく施す富と

なったのです。 3私はあかしします。

彼らは自ら進んで、力に応じ、いや力

以上にささげ、 4聖徒たちをささえる

交わりの恵みにあずかりたいと、熱心

に私たちに願ったのです。 5そして、

私たちの期待以上に、神のみこころに

従って、まず自分自身を主にささげ、

また、私たちにもゆだねてくれました

。 6それで私たちは、テトスがすでに

この恵みのわざをあなたがたの間で始

めていたのですから、それを完了させ

るよう彼に勧めたのです。 7あなたが

たは、すべてのことに、すなわち、信

仰にも、ことばにも、知識にも、あら

ゆる熱心にも、私たちから出てあなた

がたの間にある愛にも富んでいるよう

に、この恵みのわざにも富むようにな

ってください。 8こうは言っても、私

は命令するのではありません。ただ、

他の人々の熱心さをもって、あなたが

た自身の愛の真実を確かめたいのです

。 9あなたがたは、私たちの主イエス

・キリストの恵みを知っています。す

なわち、主は富んでおられたのに、あ

なたがたのために貧しくなられました

。それは、あなたがたが、キリストの

貧しさによって富む者となるためです

。 10この献金のことについて、私の

意見を述べましょう。それはあなたが

たの益になることだからです。あなた

がたは、このことを昨年から、他に先

んじて行なっただけでなく、このこと

を他に先んじて願った人たちです。 11

ですから、今、それをし遂げなさい。

喜んでしようと思ったのですから、持

っている物で、それをし遂げることが

できるはずです。 12もし熱意がある

ならば、持たない物によってではなく

、持っている程度に応じて、それは受

納されるのです。 13私はこのことに

よって、他の人々には楽をさせ、あな

たがたには苦労をさせようとしている

のではなく、平等を図っているのです

。 14今あなたがたの余裕が彼らの欠

乏を補うなら、彼らの余裕もまた、あ

なたがたの欠乏を補うことになるので

す。こうして、平等になるのです。 15

「多く集めた者も余るところがなく、

少し集めた者も足りないところがなか

った。」と書いてあるとおりです。 16

私があなたがたのことを思うのと同じ

熱心を、テトスの心にも与えてくださ

った神に感謝します。 17彼は私の勧

めを受け入れ、非常な熱意をもって、

自分から進んであなたがたのところに

行こうとしています。 18また私たち

は、テトスといっしょに、ひとりの兄

弟を送ります。この人は、福音の働き

によって、すべての教会で称賛されて

いますが、 19そればかりでなく、彼

は、この恵みのわざに携わっている私

たちに同伴するよう諸教会の任命を受

けたのです。私たちがこの働きをして

いるのは、主ご自身の栄光のため、ま

た、私たちの誠意を示すためにほかな

りません。 20私たちは、この献金の

取り扱いについて、だれからも非難さ

れることがないように心がけています

。 21それは、主の御前ばかりでなく

、人の前でも公明正大なことを示そう

と考えているからです。 22また、彼

らといっしょに、もうひとりの兄弟を

送ります。私たちはこの兄弟が多くの

ことについて熱心であることを、しば
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しば認めることができました。彼は今

、あなたがたに深い信頼を寄せ、ます

ます熱心になっています。 23テトス

について言えば、彼は私の仲間で、あ

なたがたの間での私の同労者です。兄

弟たちについて言えば、彼らは諸教会

の使者、キリストの栄光です。 24で

すから、あなたがたの愛と、私たちが

あなたがたを誇りとしている証拠とを

、諸教会の前で、彼らに示してほしい

のです。

9聖徒たちのためのこの奉仕について
は、いまさら、あなたがたに書き送

る必要はないでしょう。 2私はあなた

がたの熱意を知り、それについて、あ

なたがたのことをマケドニヤの人々に

誇って、アカヤでは昨年から準備が進

められていると言ったのです。こうし

て、あなたがたの熱心は、多くの人を

奮起させました。 3私が兄弟たちを送

ることにしたのは、このばあい、私た

ちがあなたがたについて誇ったことが

むだにならず、私が言っていたとおり

に準備していてもらうためです。 4そ

うでないと、もしマケドニヤの人が私

といっしょに行って、準備ができてい

ないのを見たら、あなたがたはもちろ

んですが、私たちも、このことを確信

していただけに、恥をかくことになる

でしょう。 5そこで私は、兄弟たちに

勧めて、先にそちらに行かせ、前に約

束したあなたがたの贈り物を前もって

用意していただくことが必要だと思い

ました。どうか、この献金を、惜しみ

ながらするのではなく、好意に満ちた

贈り物として用意しておいてください

。 6私はこう考えます。少しだけ蒔く

者は、少しだけ刈り取り、豊かに蒔く

者は、豊かに刈り取ります。 7ひとり

ひとり、いやいやながらでなく、強い

られてでもなく、心で決めたとおりに

しなさい。神は喜んで与える人を愛し

てくださいます。 8神は、あなたがた

を、常にすべてのことに満ち足りて、

すべての良いわざにあふれる者とする

ために、あらゆる恵みをあふれるばか

り与えることのできる方です。 9「こ

の人は散らして、貧しい人々に与えた

。その義は永遠にとどまる。」と書

いてあるとおりです。 (aiōn g165) 10蒔く

人に種と食べるパンを備えてくださる

方は、あなたがたにも蒔く種を備え、

それをふやし、あなたがたの義の実を

増し加えてくださいます。 11あなた

がたは、あらゆる点で豊かになって、

惜しみなく与えるようになり、それが

私たちを通して、神への感謝を生み出

すのです。 12なぜなら、この奉仕の

わざは、聖徒たちの必要を十分に満た

すばかりでなく、神への多くの感謝を

通して、満ちあふれるようになるから

です。 13このわざを証拠として、彼

らは、あなたがたがキリストの福音の

告白に対して従順であり、彼らに、ま

たすべての人々に惜しみなく与えてい

ることを知って、神をあがめることで

しょう。 14また彼らは、あなたがた

のために祈るとき、あなたがたに与え

られた絶大な神の恵みのゆえに、あな

たがたを慕うようになるのです。 15

ことばに表わせないほどの賜物のゆえ

に、神に感謝します。

10さて、私パウロは、キリストの柔
和と寛容をもって、あなたがたに

お勧めします。私は、あなたがたの間

にいて、面と向かっているときはおと
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なしく、離れているあなたがたに対し

ては強気な者です。 2しかし、私は、

あなたがたのところに行くときには、

私たちを肉に従って歩んでいるかのよ

うに考える人々に対して勇敢にふるま

おうと思っているその確信によって、

強気にふるまうことがなくて済むよう

に願っています。 3私たちは肉にあっ

て歩んではいても、肉に従って戦って

はいません。 4私たちの戦いの武器は

、肉の物ではなく、神の御前で、要塞

をも破るほどに力のあるものです。 5

私たちは、さまざまの思弁と、神の知

識に逆らって立つあらゆる高ぶりを打

ち砕き、すべてのはかりごとをとりこ

にしてキリストに服従させ、 6また、

あなたがたの従順が完全になるとき、

あらゆる不従順を罰する用意ができて

いるのです。 7あなたがたは、うわべ

のことだけを見ています。もし自分は

キリストに属する者だと確信している

人がいるなら、その人は、自分がキリ

ストに属しているように、私たちもま

たキリストに属しているということを

、もう一度、自分でよく考えなさい。

8あなたがたを倒すためにではなく、

立てるために主が私たちに授けられた

権威については、たとい私が多少誇り

すぎることがあっても、恥とはならな

いでしょう。 9私は手紙であなたがた

をおどしているかのように見られたく

ありません。 10彼らは言います。「

パウロの手紙は重みがあって力強いが

、実際に会ったばあいの彼は弱々しく

、その話しぶりは、なっていない。」

11そういう人はよく承知しておきなさ

い。離れているときに書く手紙のこと

ばがそうなら、いっしょにいるときの

行動もそのとおりです。 12私たちは

、自己推薦をしているような人たちの

中のだれかと自分を同列に置いたり、

比較したりしようなどとは思いません

。しかし、彼らが自分たちの間で自分

を量ったり、比較したりしているのは

、知恵のないことなのです。 13私た

ちは、限度を越えて誇りはしません。

私たちがあなたがたのところまで行く

のも、神が私たちに量って割り当てて

くださった限度内で行くのです。 14

私たちは、あなたがたのところまでは

行かないのに無理に手を伸ばしている

のではありません。事実、私たちは、

キリストの福音を携えてあなたがたの

ところにまで行ったのです。 15私た

ちは、自分の限度を越えてほかの人の

働きを誇ることはしません。ただ、あ

なたがたの信仰が成長し、あなたがた

によって、私たちの領域内で私たちの

働きが広げられることを望んでいます

。 16それは、私たちがあなたがたの

向こうの地域にまで福音を宣べ伝える

ためであって、決して他の人の領域で

なされた働きを誇るためではないので

す。 17誇る者は、主にあって誇りな

さい。 18自分で自分を推薦する人で

なく、主に推薦される人こそ、受け入

れられる人です。

11私の少しばかりの愚かさをこらえ
ていただきたいと思います。いや

、あなたがたはこらえているのです。

2というのも、私は神の熱心をもって

、熱心にあなたがたのことを思ってい

るからです。私はあなたがたを、清純

な処女として、ひとりの人の花嫁に定

め、キリストにささげることにしたか

らです。 3しかし、蛇が悪巧みによっ



コリント人への手紙第二269

てエバを欺いたように、万一にもあな

たがたの思いが汚されて、キリストに

対する真実と貞潔を失うことがあって

はと、私は心配しています。 4という

わけは、ある人が来て、私たちの宣べ

伝えなかった別のイエスを宣べ伝えた

り、あるいはあなたがたが、前に受け

たことのない異なった霊を受けたり、

受け入れたことのない異なった福音を

受けたりするときも、あなたがたはみ

ごとにこらえているからです。 5私は

自分をあの大使徒たちに少しでも劣っ

ているとは思いません。 6たとい、話

は巧みでないにしても、知識について

はそうではありません。私たちは、す

べての点で、いろいろなばあいに、そ

のことをあなたがたに示して来ました

。 7それとも、あなたがたを高めるた

めに、自分を低くして報酬を受けずに

神の福音をあなたがたに宣べ伝えたこ

とが、私の罪だったのでしょうか。 8

私は他の諸教会から奪い取って、あな

たがたに仕えるための給料を得たので

す。 9あなたがたのところにいて困窮

していたときも、私はだれにも負担を

かけませんでした。マケドニヤから来

た兄弟たちが、私の欠乏を十分に補っ

てくれたのです。私は、万事につけあ

なたがたの重荷にならないようにしま

したし、今後もそうするつもりです。

10私にあるキリストの真実にかけて言

います。アカヤ地方で私のこの誇りが

封じられることは決してありません。

11なぜでしょう。私があなたがたを愛

していないからでしょうか。神はご存

じです。 12しかし、私は、今してい

ることを今後も、し続けるつもりです

。それは、私たちと同じように誇ると

ころがあるとみなされる機会をねらっ

ている者たちから、その機会を断ち切

ってしまうためです。 13こういう者

たちは、にせ使徒であり、人を欺く働

き人であって、キリストの使徒に変装

しているのです。 14しかし、驚くに

は及びません。サタンさえ光の御使い

に変装するのです。 15ですから、サ

タンの手下どもが義のしもべに変装し

たとしても、格別なことはありません

。彼らの最後はそのしわざにふさわし

いものとなります。 16くり返して言

いますが、だれも、私を愚かと思って

はなりません。しかし、もしそう思う

なら、私を愚か者扱いにしなさい。私

も少し誇ってみせます。 17これから

話すことは、主によって話すのではな

く、愚か者としてする思い切った自慢

話です。 18多くの人が肉によって誇

っているので、私も誇ることにします

。 19あなたがたは賢いのに、よくも

喜んで愚か者たちをこらえています。

20事実、あなたがたは、だれかに奴隷

にされても、食い尽くされても、だま

されても、いばられても、顔をたたか

れても、こらえているではありません

か。 21言うのも恥ずかしいことです

が、言わなければなりません。私たち

は弱かったのです。しかし、人があえ

て誇ろうとすることなら、――私は愚

かになって言いますが、――私もあえ

て誇りましょう。 22彼らはヘブル人

ですか。私もそうです。彼らはイスラ

エル人ですか。私もそうです。彼らは

アブラハムの子孫ですか。私もそうで

す。 23彼らはキリストのしもべです

か。私は狂気したように言いますが、

私は彼ら以上にそうなのです。私の労
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苦は彼らよりも多く、牢に入れられた

ことも多く、また、むち打たれたこと

は数えきれず、死に直面したこともし

ばしばでした。 24ユダヤ人から三十

九のむちを受けたことが五度、 25む

ちで打たれたことが三度、石で打たれ

たことが一度、難船したことが三度あ

り、一昼夜、海上を漂ったこともあり

ます。 26幾度も旅をし、川の難、盗

賊の難、同国民から受ける難、異邦人

から受ける難、都市の難、荒野の難、

海上の難、にせ兄弟の難に会い、 27

労し苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過

ごし、飢え渇き、しばしば食べ物もな

く、寒さに凍え、裸でいたこともあり

ました。 28このような外から来るこ

とのほかに、日々私に押しかかるすべ

ての教会への心づかいがあります。 29

だれかが弱くて、私が弱くない、とい

うことがあるでしょうか。だれかがつ

まずいていて、私の心が激しく痛まな

いでおられましょうか。 30もしどう

しても誇る必要があるなら、私は自分

の弱さを誇ります。 31主イエス・キ

リストの父なる神、永遠にほめたたえ

られる方は、私が偽りを言っていない

のをご存じです。 (aiōn g165) 32ダマスコ

ではアレタ王の代官が、私を捕えよう

としてダマスコの町を監視しました。

33そのとき私は、城壁の窓からかごで

つり降ろされ、彼の手をのがれました

。

12無益なことですが、誇るのもやむ
をえないことです。私は主の幻と

啓示のことを話しましょう。 2私はキ

リストにあるひとりの人を知っていま

す。この人は十四年前に――肉体のま

まであったか、私は知りません。肉体

を離れてであったか、それも知りませ

ん。神はご存じです。――第三の天に

まで引き上げられました。 3私はこの

人が、――それが肉体のままであった

か、肉体を離れてであったかは知りま

せん。神はご存じです。―― 4パラダ

イスに引き上げられて、人間には語る

ことを許されていない、口に出すこと

のできないことばを聞いたことを知っ

ています。 5このような人について私

は誇るのです。しかし、私自身につい

ては、自分の弱さ以外には誇りません

。 6たとい私が誇りたいと思ったとし

ても、愚か者にはなりません。真実の

ことを話すのだからです。しかし、誇

ることは控えましょう。私について見

ること、私から聞くこと以上に、人が

私を過大に評価するといけないからで

す。 7また、その啓示があまりにもす

ばらしいからです。そのために私は、

高ぶることのないようにと、肉体に一

つのとげを与えられました。それは私

が高ぶることのないように、私を打つ

ための、サタンの使いです。 8このこ

とについては、これを私から去らせて

くださるようにと、三度も主に願いま

した。 9しかし、主は、「わたしの恵

みは、あなたに十分である。というの

は、わたしの力は、弱さのうちに完全

に現われるからである。」と言われた

のです。ですから、私は、キリストの

力が私をおおうために、むしろ大いに

喜んで私の弱さを誇りましょう。 10

ですから、私は、キリストのために、

弱さ、侮辱、苦痛、迫害、困難に甘ん

じています。なぜなら、私が弱いとき

にこそ、私は強いからです。 11私は

愚か者になりました。あなたがたが無
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理に私をそうしたのです。私は当然あ

なたがたの推薦を受けてよかったはず

です。たとい私は取るに足りない者で

あっても、私はあの大使徒たちにどの

ような点でも劣るところはありません

でした。 12使徒としてのしるしは、

忍耐を尽くしてあなたがたの間でなさ

れた、あの奇蹟と不思議と力あるわざ

です。 13あなたがたが他の諸教会よ

り劣っている点は何でしょうか。それ

は、私のほうであなたがたには負担を

かけなかったことだけです。この不正

については、どうか、赦してください

。 14今、私はあなたがたのところに

行こうとして、三度目の用意ができて

います。しかし、あなたがたに負担は

かけません。私が求めているのは、あ

なたがたの持ち物ではなく、あなたが

た自身だからです。子は親のためにた

くわえる必要はなく、親が子のために

たくわえるべきです。 15ですから、

私はあなたがたのたましいのためには

、大いに喜んで財を費やし、また私自

身をさえ使い尽くしましょう。私があ

なたがたを愛すれば愛するほど、私は

いよいよ愛されなくなるのでしょうか

。 16あなたがたに重荷は負わせなか

ったにしても、私は、悪賢くて、あな

たがたからだまし取ったのだと言われ

ます。 17あなたがたのところに遣わ

した人たちのうちのだれによって、私

があなたがたを欺くようなことがあっ

たでしょうか。 18私はテトスにそち

らに行くように勧め、また、あの兄弟

を同行させました。テトスはあなたが

たを欺くようなことをしたでしょうか

。私たちは同じ心で、同じ歩調で歩い

たのではありませんか。 19あなたが

たは、前から、私たちがあなたがたに

対して自己弁護をしているのだと思っ

ていたことでしょう。しかし、私たち

は神の御前で、キリストにあって語っ

ているのです。愛する人たち。すべて

は、あなたがたを築き上げるためなの

です。 20私の恐れていることがあり

ます。私が行ってみると、あなたがた

は私の期待しているような者でなく、

私もあなたがたの期待しているような

者でないことになるのではないでしょ

うか。また、争い、ねたみ、憤り、党

派心、そしり、陰口、高ぶり、騒動が

あるのではないでしょうか。 21私が

もう一度行くとき、またも私の神が、

あなたがたの面前で、私をはずかしめ

ることはないでしょうか。そして私は

、前から罪を犯していて、その行なっ

た汚れと不品行と好色を悔い改めない

多くの人たちのために、嘆くようなこ

とにはならないでしょうか。

13私があなたがたのところへ行くの
は、これで三度目です。すべての

事実は、ふたりか三人の証人の口によ

って確認されるのです。 2私は二度目

の滞在のときに前もって言っておいた

のですが、こうして離れている今も、

前から罪を犯している人たちとほかの

すべての人たちに、あらかじめ言って

おきます。今度そちらに行ったときに

は、容赦はしません。 3こう言うのは

、あなたがたはキリストが私によって

語っておられるという証拠を求めてい

るからです。キリストはあなたがたに

対して弱くはなく、あなたがたの間に

あって強い方です。 4確かに、弱さの

ゆえに十字架につけられましたが、神

の力のゆえに生きておられます。私た
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ちもキリストにあって弱い者ですが、

あなたがたに対する神の力のゆえに、

キリストとともに生きているのです。

5あなたがたは、信仰に立っているか

どうか、自分自身をためし、また吟味

しなさい。それとも、あなたがたのう

ちにはイエス・キリストがおられるこ

とを、自分で認めないのですか。

――あなたがたがそれに不適格であれ

ば別です。―― 6しかし、私たちは不

適格でないことを、あなたがたが悟る

ように私は望んでいます。 7私たちは

、あなたがたがどんな悪をも行なわな

いように神に祈っています。それによ

って、私たち自身の適格であることが

明らかになるというのではなく、たと

い私たちは不適格のように見えても、

あなたがたに正しい行ないをしてもら

いたいためです。 8私たちは、真理に

逆らっては何をすることもできず、真

理のためなら、何でもできるのです。

9私たちは、自分は弱くてもあなたが

たが強ければ、喜ぶのです。私たちは

あなたがたが完全な者になることを祈

っています。 10そういうわけで、離

れていてこれらのことを書いているの

は、私が行ったとき、主が私に授けて

くださった権威を用いて、きびしい処

置をとることのないようにするためで

す。この権威が与えられたのは築き上

げるためであって、倒すためではない

のです。 11終わりに、兄弟たち。喜

びなさい。完全な者になりなさい。慰

めを受けなさい。一つ心になりなさい

。平和を保ちなさい。そうすれば、愛

と平和の神はあなたがたとともにいて

くださいます。 12きよい口づけをも

って、互いにあいさつをかわしなさい

。 13すべての聖徒たちが、あなたが

たによろしくと言っています。 14主

イエス・キリストの恵み、神の愛、聖

霊の交わりが、あなたがたすべてとと

もにありますように。
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ガラテヤ人への手

紙

1使徒となったパウロ――私が使徒と
なったのは、人間から出たことでな

く、また人間の手を通したことでもな

く、イエス・キリストと、キリストを

死者の中からよみがえらせた父なる神

によったのです。―― 2および私とと

もにいるすべての兄弟たちから、ガラ

テヤの諸教会へ。 3どうか、私たちの

父なる神と主イエス・キリストから、

恵みと平安があなたがたの上にありま

すように。 4キリストは、今の悪の世

界から私たちを救い出そうとして、私

たちの罪のためにご自身をお捨てにな

りました。私たちの神であり父である

方のみこころによったのです。 (aiōn

g165) 5どうか、この神に栄光がとこし

えにありますように。アーメン。 (aiōn

g165) 6私は、キリストの恵みをもって

あなたがたを召してくださったその方

を、あなたがたがそんなにも急に見捨

てて、ほかの福音に移って行くのに驚

いています。 7ほかの福音といっても

、もう一つ別に福音があるのではあり

ません。あなたがたをかき乱す者たち

がいて、キリストの福音を変えてしま

おうとしているだけです。 8しかし、

私たちであろうと、天の御使いであろ

うと、もし私たちが宣べ伝えた福音に

反することをあなたがたに宣べ伝える

なら、その者はのろわれるべきです。

9私たちが前に言ったように、今もう

一度私は言います。もしだれかが、あ

なたがたの受けた福音に反することを

、あなたがたに宣べ伝えているなら、

その者はのろわれるべきです。 10い

ま私は人に取り入ろうとしているので

しょうか。いや。神に、でしょう。あ

るいはまた、人の歓心を買おうと努め

ているのでしょうか。もし私がいまな

お人の歓心を買おうとするようなら、

私はキリストのしもべとは言えません

。 11兄弟たちよ。私はあなたがたに

知らせましょう。私が宣べ伝えた福音

は、人間によるものではありません。

12私はそれを人間からは受けなかった

し、また教えられもしませんでした。

ただイエス・キリストの啓示によって

受けたのです。 13以前ユダヤ教徒で

あったころの私の行動は、あなたがた

がすでに聞いているところです。私は

激しく神の教会を迫害し、これを滅ぼ

そうとしました。 14また私は、自分

と同族で同年輩の多くの者たちに比べ

、はるかにユダヤ教に進んでおり、先

祖からの伝承に人一倍熱心でした。 15

けれども、生まれたときから私を選び

分け、恵みをもって召してくださった

方が、 16異邦人の間に御子を宣べ伝

えさせるために、御子を私のうちに啓

示することをよしとされたとき、私は

すぐに、人には相談せず、 17先輩の

使徒たちに会うためにエルサレムにも

上らず、アラビヤに出て行き、またダ

マスコに戻りました。 18それから三

年後に、私はケパをたずねてエルサレ

ムに上り、彼のもとに十五日間滞在し

ました。 19しかし、主の兄弟ヤコブ

は別として、ほかの使徒にはだれにも

会いませんでした。 20私があなたが

たに書いていることには、神の御前で

申しますが、偽りはありません。 21

それから、私はシリヤおよびキリキヤ

の地方に行きました。 22しかし、キ
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リストにあるユダヤの諸教会には顔を

知られていませんでした。 23けれど

も、「以前私たちを迫害した者が、そ

のとき滅ぼそうとした信仰を今は宣べ

伝えている。」と聞いてだけはいたの

で、 24彼らは私のことで神をあがめ

ていました。

2それから十四年たって、私は、バル
ナバといっしょに、テトスも連れて

、再びエルサレムに上りました。 2そ

れは啓示によって上ったのです。そし

て、異邦人の間で私の宣べている福音

を、人々の前に示し、おもだった人た

ちには個人的にそうしました。それは

、私が力を尽くしていま走っているこ

と、またすでに走ったことが、むだに

ならないためでした。 3しかし、私と

いっしょにいたテトスでさえ、ギリシ

ヤ人であったのに、割礼を強いられま

せんでした。 4実は、忍び込んだにせ

兄弟たちがいたので、強いられる恐れ

があったのです。彼らは私たちを奴隷

に引き落とそうとして、キリスト・イ

エスにあって私たちの持つ自由をうか

がうために忍び込んでいたのです。 5

私たちは彼らに一時も譲歩しませんで

した。それは福音の真理があなたがた

の間で常に保たれるためです。 6そし

て、おもだった者と見られていた人た

ちからは、――彼らがどれほどの人た

ちであるにしても、私には問題ではあ

りません。神は人を分け隔てなさいま

せん。――そのおもだった人たちは、

私に対して、何もつけ加えることをし

ませんでした。 7それどころか、ペテ

ロが割礼を受けた者への福音をゆだね

られているように、私が割礼を受けな

い者への福音をゆだねられていること

を理解してくれました。 8ペテロにみ

わざをなして、割礼を受けた者への使

徒となさった方が、私にもみわざをな

して、異邦人への使徒としてくださっ

たのです。 9そして、私に与えられた

この恵みを認め、柱として重んじられ

ているヤコブとケパとヨハネが、私と

バルナバに、交わりのしるしとして右

手を差し伸べました。それは、私たち

が異邦人のところへ行き、彼らが割礼

を受けた人々のところへ行くためです

。 10ただ私たちが貧しい人たちをい

つも顧みるようにとのことでしたが、

そのことなら私も大いに努めて来たと

ころです。 11ところが、ケパがアン

テオケに来たとき、彼に非難すべきこ

とがあったので、私は面と向かって抗

議しました。 12なぜなら、彼は、あ

る人々がヤコブのところから来る前は

異邦人といっしょに食事をしていたの

に、その人々が来ると、割礼派の人々

を恐れて、だんだんと異邦人から身を

引き、離れて行ったからです。 13そ

して、ほかのユダヤ人たちも、彼とい

っしょに本心を偽った行動をとり、バ

ルナバまでもその偽りの行動に引き込

まれてしまいました。 14しかし、彼

らが福音の真理についてまっすぐに歩

んでいないのを見て、私はみなの面前

でケパにこう言いました。「あなたは

、自分がユダヤ人でありながらユダヤ

人のようには生活せず、異邦人のよう

に生活していたのに、どうして異邦人

に対して、ユダヤ人の生活を強いるの

ですか。 15私たちは、生まれながら

のユダヤ人であって、異邦人のような

罪人ではありません。 16しかし、人

は律法の行ないによっては義と認めら
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れず、ただキリスト・イエスを信じる

信仰によって義と認められる、という

ことを知ったからこそ、私たちもキリ

スト・イエスを信じたのです。これは

、律法の行ないによってではなく、キ

リストを信じる信仰によって義と認め

られるためです。なぜなら、律法の行

ないによって義と認められる者は、ひ

とりもいないからです。 17しかし、

もし私たちが、キリストにあって義と

認められようとすることによって、罪

人となってしまうのなら、キリストは

罪の助成者なのでしょうか。そんなこ

とは絶対にありえないことです。 18

けれども、もし私が前に打ちこわした

ものをもう一度建てるなら、私は自分

自身を違反者にしてしまうのです。 19

しかし私は、神に生きるために、律法

によって律法に死にました。 20私は

キリストとともに十字架につけられま

した。もはや私が生きているのではな

く、キリストが私のうちに生きておら

れるのです。いま私が、この世に生き

ているのは、私を愛し私のためにご自

身をお捨てになった神の御子を信じる

信仰によっているのです。 21私は神

の恵みを無にはしません。もし義が律

法によって得られるとしたら、それこ

そキリストの死は無意味です。」

3ああ愚かなガラテヤ人。十字架につ
けられたイエス・キリストが、あな

たがたの目の前に、あんなにはっきり

示されたのに、だれがあなたがたを迷

わせたのですか。 2ただこれだけをあ

なたがたから聞いておきたい。あなた

がたが御霊を受けたのは、律法を行な

ったからですか。それとも信仰をもっ

て聞いたからですか。 3あなたがたは

どこまで道理がわからないのですか。

御霊で始まったあなたがたが、いま肉

によって完成されるというのですか。

4あなたがたがあれほどのことを経験

したのは、むだだったのでしょうか。

万が一にもそんなことはないでしょう

が。 5とすれば、あなたがたに御霊を

与え、あなたがたの間で奇蹟を行なわ

れた方は、あなたがたが律法を行なっ

たから、そうなさったのですか。それ

ともあなたがたが信仰をもって聞いた

からですか。 6アブラハムは神を信じ

、それが彼の義とみなされました。そ

れと同じことです。 7ですから、信仰

による人々こそアブラハムの子孫だと

知りなさい。 8聖書は、神が異邦人を

その信仰によって義と認めてくださる

ことを、前から知っていたので、アブ

ラハムに対し、「あなたによってすべ

ての国民が祝福される。」と前もって

福音を告げたのです。 9そういうわけ

で、信仰による人々が、信仰の人アブ

ラハムとともに、祝福を受けるのです

。 10というのは、律法の行ないによ

る人々はすべて、のろいのもとにある

からです。こう書いてあります。「律

法の書に書いてある、すべてのことを

堅く守って実行しなければ、だれでも

みな、のろわれる。」 11ところが、

律法によって神の前に義と認められる

者が、だれもいないということは明ら

かです。「義人は信仰によって生きる

。」のだからです。 12しかし律法は

、「信仰による。」のではありません

。「律法を行なう者はこの律法によっ

て生きる。」のです。 13キリストは

、私たちのためにのろわれたものとな

って、私たちを律法ののろいから贖い
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出してくださいました。なぜなら、「

木にかけられる者はすべてのろわれた

ものである。」と書いてあるからです

。 14このことは、アブラハムへの祝

福が、キリスト・イエスによって異邦

人に及ぶためであり、その結果、私た

ちが信仰によって約束の御霊を受ける

ためなのです。 15兄弟たち。人間の

ばあいにたとえてみましょう。人間の

契約でも、いったん結ばれたら、だれ

もそれを無効にしたり、それにつけ加

えたりはしません。 16ところで、約

束は、アブラハムとそのひとりの子孫

に告げられました。神は「子孫たちに

」と言って、多数をさすことはせず、

ひとりをさして、「あなたの子孫に」

と言っておられます。その方はキリス

トです。 17私の言おうとすることは

こうです。先に神によって結ばれた契

約は、その後四百三十年たってできた

律法によって取り消されたり、その約

束が無効とされたりすることがないと

いうことです。 18なぜなら、相続が

もし律法によるのなら、もはや約束に

よるのではないからです。ところが、

神は約束を通してアブラハムに相続の

恵みを下さったのです。 19では、律

法とは何でしょうか。それは約束をお

受けになった、この子孫が来られると

きまで、違反を示すためにつけ加えら

れたもので、御使いたちを通して仲介

者の手で定められたのです。 20仲介

者は一方だけに属するものではありま

せん。しかし約束を賜わる神は唯一者

です。 21とすると、律法は神の約束

に反するのでしょうか。絶対にそんな

ことはありません。もしも、与えられ

た律法がいのちを与えることのできる

ものであったなら、義は確かに律法に

よるものだったでしょう。 22しかし

聖書は、逆に、すべての人を罪の下に

閉じ込めました。それは約束が、イエ

ス・キリストに対する信仰によって、

信じる人々に与えられるためです。 23

信仰が現われる以前には、私たちは律

法の監督の下に置かれ、閉じ込められ

ていましたが、それは、やがて示され

る信仰が得られるためでした。 24こ

うして、律法は私たちをキリストへ導

くための私たちの養育係となりました

。私たちが信仰によって義と認められ

るためなのです。 25しかし、信仰が

現われた以上、私たちはもはや養育係

の下にはいません。 26あなたがたは

みな、キリスト・イエスに対する信仰

によって、神の子どもです。 27バプ

テスマを受けてキリストにつく者とさ

れたあなたがたはみな、キリストをそ

の身に着たのです。 28ユダヤ人もギ

リシヤ人もなく、奴隷も自由人もなく

、男子も女子もありません。なぜなら

、あなたがたはみな、キリスト・イエ

スにあって、一つだからです。 29も

しあなたがたがキリストのものであれ

ば、それによってアブラハムの子孫で

あり、約束による相続人なのです。

4ところが、相続人というものは、全
財産の持ち主なのに、子どものうち

は、奴隷と少しも違わず、 2父の定め

た日までは、後見人や管理者の下にあ

ります。 3私たちもそれと同じで、ま

だ小さかった時には、この世の幼稚な

教えの下に奴隷となっていました。 4

しかし定めの時が来たので、神はご自

分の御子を遣わし、この方を、女から

生まれた者、また律法の下にある者と
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なさいました。 5これは律法の下にあ

る者を贖い出すためで、その結果、私

たちが子としての身分を受けるように

なるためです。 6そして、あなたがた

は子であるゆえに、神は「アバ、父。

」と呼ぶ、御子の御霊を、私たちの心

に遣わしてくださいました。 7ですか

ら、あなたがたはもはや奴隷ではなく

、子です。子ならば、神による相続人

です。 8しかし、神を知らなかった当

時、あなたがたは本来は神でない神々

の奴隷でした。 9ところが、今では神

を知っているのに、いや、むしろ神に

知られているのに、どうしてあの無力

、無価値の幼稚な教えに逆戻りして、

再び新たにその奴隷になろうとするの

ですか。 10あなたがたは、各種の日

と月と季節と年とを守っています。 11

あなたがたのために私の労したことは

、むだだったのではないか、と私はあ

なたがたのことを案じています。 12

お願いです。兄弟たち。私のようにな

ってください。私もあなたがたのよう

になったのですから。あなたがたは私

に何一つ悪いことをしていません。 13

ご承知のとおり、私が最初あなたがた

に福音を伝えたのは、私の肉体が弱か

ったためでした。 14そして私の肉体

には、あなたがたにとって試練となる

ものがあったのに、あなたがたは軽蔑

したり、きらったりしないで、かえっ

て神の御使いのように、またキリスト

・イエスご自身であるかのように、私

を迎えてくれました。 15それなのに

、あなたがたのあの喜びは、今どこに

あるのですか。私はあなたがたのため

にあかししますが、あなたがたは、も

しできれば自分の目をえぐり出して私

に与えたいとさえ思ったではありませ

んか。 16それでは、私は、あなたが

たに真理を語ったために、あなたがた

の敵になったのでしょうか。 17あな

たがたに対するあの人々の熱心は正し

いものではありません。彼らはあなた

がたを自分たちに熱心にならせようと

して、あなたがたを福音の恵みから締

め出そうとしているのです。 18良い

ことで熱心に慕われるのは、いつであ

っても良いものです。それは私があな

たがたといっしょにいるときだけでは

ありません。 19私の子どもたちよ。

あなたがたのうちにキリストが形造ら

れるまで、私は再びあなたがたのため

に産みの苦しみをしています。 20そ

れで、今あなたがたといっしょにいる

ことができたら、そしてこんな語調で

なく話せたらと思います。あなたがた

のことをどうしたらよいかと困ってい

るのです。 21律法の下にいたいと思

う人たちは、私に答えてください。あ

なたがたは律法の言うことを聞かない

のですか。 22そこには、アブラハム

にふたりの子があって、ひとりは女奴

隷から、ひとりは自由の女から生まれ

た、と書かれています。 23女奴隷の

子は肉によって生まれ、自由の女の子

は約束によって生まれたのです。 24

このことには比喩があります。この女

たちは二つの契約です。一つはシナイ

山から出ており、奴隷となる子を産み

ます。その女はハガルです。 25この

ハガルは、アラビヤにあるシナイ山の

ことで、今のエルサレムに当たります

。なぜなら、彼女はその子どもたちと

ともに奴隷だからです。 26しかし、

上にあるエルサレムは自由であり、私
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たちの母です。 27すなわち、こう書

いてあります。「喜べ。子を産まない

不妊の女よ。声をあげて呼ばわれ。

産みの苦しみを知らない女よ。夫に捨

てられた女の産む子どもは、夫のある

女の産む子どもよりも多い。」 28兄

弟たちよ。あなたがたはイサクのよう

に約束の子どもです。 29しかし、か

つて肉によって生まれた者が、御霊に

よって生まれた者を迫害したように、

今もそのとおりです。 30しかし、聖

書は何と言っていますか。「奴隷の女

とその子どもを追い出せ。奴隷の女の

子どもは決して自由の女の子どもとと

もに相続人になってはならない。」 31

こういうわけで、兄弟たちよ。私たち

は奴隷の女の子どもではなく、自由の

女の子どもです。

5キリストは、自由を得させるために
、私たちを解放してくださいました

。ですから、あなたがたは、しっかり

立って、またと奴隷のくびきを負わせ

られないようにしなさい。 2よく聞い

てください。このパウロがあなたがた

に言います。もし、あなたがたが割礼

を受けるなら、キリストは、あなたが

たにとって、何の益もないのです。 3

割礼を受けるすべての人に、私は再び

あかしします。その人は律法の全体を

行なう義務があります。 4律法によっ

て義と認められようとしているあなた

がたは、キリストから離れ、恵みから

落ちてしまったのです。 5私たちは、

信仰により、御霊によって、義をいた

だく望みを熱心に抱いているのです。

6キリスト・イエスにあっては、割礼

を受ける受けないは大事なことではな

く、愛によって働く信仰だけが大事な

のです。 7あなたがたはよく走ってい

たのに、だれがあなたがたを妨げて、

真理に従わなくさせたのですか。 8そ

のような勧めは、あなたがたを召して

くださった方から出たものではありま

せん。 9わずかのパン種が、こねた粉

の全体を発酵させるのです。 10私は

主にあって、あなたがたが少しも違っ

た考えを持っていないと確信していま

す。しかし、あなたがたをかき乱す者

は、だれであろうと、さばきを受ける

のです。 11兄弟たち。もし私が今で

も割礼を宣べ伝えているなら、どうし

て今なお迫害を受けることがありまし

ょう。それなら、十字架のつまずきは

取り除かれているはずです。 12あな

たがたをかき乱す者どもは、いっその

こと不具になってしまうほうがよいの

です。 13兄弟たち。あなたがたは、

自由を与えられるために召されたので

す。ただ、その自由を肉の働く機会と

しないで、愛をもって互いに仕えなさ

い。 14律法の全体は、「あなたの隣

人をあなた自身のように愛せよ。」と

いう一語をもって全うされるのです。

15もし互いにかみ合ったり、食い合っ

たりしているなら、お互いの間で滅ぼ

されてしまいます。気をつけなさい。

16私は言います。御霊によって歩みな

さい。そうすれば、決して肉の欲望を

満足させるようなことはありません。

17なぜなら、肉の願うことは御霊に逆

らい、御霊は肉に逆らうからです。こ

の二つは互いに対立していて、そのた

めあなたがたは、自分のしたいと思う

ことをすることができないのです。 18

しかし、御霊によって導かれるなら、

あなたがたは律法の下にはいません。
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19肉の行ないは明白であって、次のよ

うなものです。不品行、汚れ、好色、

20偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そね

み、憤り、党派心、分裂、分派、 21

ねたみ、酩酊、遊興、そういった類の

ものです。前にもあらかじめ言ったよ

うに、私は今もあなたがたにあらかじ

め言っておきます。こんなことをして

いる者たちが神の国を相続することは

ありません。 22しかし、御霊の実は

、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意

、誠実、 23柔和、自制です。このよ

うなものを禁ずる律法はありません。

24キリスト・イエスにつく者は、自分

の肉を、さまざまの情欲や欲望ととも

に、十字架につけてしまったのです。

25もし私たちが御霊によって生きるの

なら、御霊に導かれて、進もうではあ

りませんか。 26互いにいどみ合った

り、そねみ合ったりして、虚栄に走る

ことのないようにしましょう。

6兄弟たちよ。もしだれかがあやまち
に陥ったなら、御霊の人であるあな

たがたは、柔和な心でその人を正して

あげなさい。また、自分自身も誘惑に

陥らないように気をつけなさい。 2互

いの重荷を負い合い、そのようにして

キリストの律法を全うしなさい。 3だ

れでも、りっぱでもない自分を何かり

っぱでもあるかのように思うなら、自

分を欺いているのです。 4おのおの自

分の行ないをよく調べてみなさい。そ

うすれば、誇れると思ったことも、た

だ自分だけの誇りで、ほかの人に対し

て誇れることではないでしょう。 5人

にはおのおの、負うべき自分自身の重

荷があるのです。 6みことばを教えら

れる人は、教える人とすべての良いも

のを分け合いなさい。 7思い違いをし

てはいけません。神は侮られるような

方ではありません。人は種を蒔けば、

その刈り取りもすることになります。

8自分の肉のために蒔く者は、肉から

滅びを刈り取り、御霊のために蒔く者

は、御霊から永遠のいのちを刈り取る

のです。 (aiōnios g166) 9善を行なうのに

飽いてはいけません。失望せずにいれ

ば、時期が来て、刈り取ることになり

ます。 10ですから、私たちは、機会

のあるたびに、すべての人に対して、

特に信仰の家族の人たちに善を行ない

ましょう。 11ご覧のとおり、私は今

こんなに大きな字で、自分のこの手で

あなたがたに書いています。 12あな

たがたに割礼を強制する人たちは、肉

において外見を良くしたい人たちです

。彼らはただ、キリストの十字架のた

めに迫害を受けたくないだけなのです

。 13なぜなら、割礼を受けた人たち

は、自分自身が律法を守っていません

。それなのに彼らがあなたがたに割礼

を受けさせようとするのは、あなたが

たの肉を誇りたいためなのです。 14

しかし私には、私たちの主イエス・キ

リストの十字架以外に誇りとするもの

が決してあってはなりません。この十

字架によって、世界は私に対して十字

架につけられ、私も世界に対して十字

架につけられたのです。 15割礼を受

けているか受けていないかは、大事な

ことではありません。大事なのは新し

い創造です。 16どうか、この基準に

従って進む人々、すなわち神のイスラ

エルの上に、平安とあわれみがありま

すように。 17これからは、だれも私

を煩わさないようにしてください。私



ガラテヤ人への手紙 280

は、この身に、イエスの焼き印を帯び

ているのですから。 18どうか、私た

ちの主イエス・キリストの恵みが、兄

弟たちよ、あなたがたの霊とともにあ

りますように。アーメン。
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エペソ人への手紙

1神のみこころによるキリスト・イエ
スの使徒パウロから、キリスト・イ

エスにある忠実なエペソの聖徒たちへ

。 2私たちの父なる神と主イエス・キ

リストから、恵みと平安があなたがた

の上にありますように。 3私たちの主

イエス・キリストの父なる神がほめた

たえられますように。神はキリストに

おいて、天にあるすべての霊的祝福を

もって私たちを祝福してくださいまし

た。 4すなわち、神は私たちを世界の

基の置かれる前からキリストのうちに

選び、御前できよく、傷のない者にし

ようとされました。 5神は、ただみこ

ころのままに、私たちをイエス・キリ

ストによってご自分の子にしようと、

愛をもってあらかじめ定めておられた

のです。 6それは、神がその愛する方

によって私たちに与えてくださった恵

みの栄光が、ほめたたえられるためで

す。 7私たちは、この御子のうちにあ

って、御子の血による贖い、すなわち

罪の赦しを受けているのです。これは

神の豊かな恵みによることです。 8神

はこの恵みを私たちの上にあふれさせ

、あらゆる知恵と思慮深さをもって、

9みこころの奥義を私たちに知らせて

くださいました。それは、神が御子に

おいてあらかじめお立てになったご計

画によることであって、 10時がつい

に満ちて、この時のためのみこころが

実行に移され、天にあるものも地にあ

るものも、いっさいのものが、キリス

トにあって一つに集められることなの

です。このキリストにあって、 11私

たちは彼にあって御国を受け継ぐ者と

もなったのです。私たちは、みこころ

によりご計画のままをみな実現される

方の目的に従って、このようにあらか

じめ定められていたのです。 12それ

は、前からキリストに望みを置いてい

た私たちが、神の栄光をほめたたえる

者となるためです。 13またあなたが

たも、キリストにあって、真理のこと

ば、すなわちあなたがたの救いの福音

を聞き、またそれを信じたことによっ

て、約束の聖霊をもって証印を押され

ました。 14聖霊は私たちが御国を受

け継ぐことの保証であられます。これ

は神の民の贖いのためであり、神の栄

光がほめたたえられるためです。 15

こういうわけで、私は主イエスに対す

るあなたがたの信仰と、すべての聖徒

に対する愛とを聞いて、 16あなたが

たのために絶えず感謝をささげ、あな

たがたのことを覚えて祈っています。

17どうか、私たちの主イエス・キリス

トの神、すなわち栄光の父が、神を知

るための知恵と啓示の御霊を、あなた

がたに与えてくださいますように。 18

また、あなたがたの心の目がはっきり

見えるようになって、神の召しによっ

て与えられる望みがどのようなものか

、聖徒の受け継ぐものがどのように栄

光に富んだものか、 19また、神の全

能の力の働きによって私たち信じる者

に働く神のすぐれた力がどのように偉

大なものであるかを、あなたがたが知

ることができますように。 20神は、

その全能の力をキリストのうちに働か

せて、キリストを死者の中からよみが

えらせ、天上においてご自分の右の座

に着かせて、 21すべての支配、権威

、権力、主権の上に、また、今の世ば

かりでなく、次に来る世においてもと
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なえられる、すべての名の上に高く置

かれました。 (aiōn g165) 22また、神は、

いっさいのものをキリストの足の下に

従わせ、いっさいのものの上に立つか

しらであるキリストを、教会にお与え

になりました。 23教会はキリストの

からだであり、いっさいのものをいっ

さいのものによって満たす方の満ちて

おられるところです。

2あなたがたは自分の罪過と罪との中
に死んでいた者であって、 2そのこ

ろは、それらの罪の中にあってこの世

の流れに従い、空中の権威を持つ支配

者として今も不従順の子らの中に働い

ている霊に従って、歩んでいました。

(aiōn g165) 3私たちもみな、かつては不

従順の子らの中にあって、自分の肉の

欲の中に生き、肉と心の望むままを行

ない、ほかの人たちと同じように、生

まれながら御怒りを受けるべき子らで

した。 4しかし、あわれみ豊かな神は

、私たちを愛してくださったその大き

な愛のゆえに、 5罪過の中に死んでい

たこの私たちをキリストとともに生か

し、――あなたがたが救われたのは、

ただ恵みによるのです。―― 6キリス

ト・イエスにおいて、ともによみがえ

らせ、ともに天の所にすわらせてくだ

さいました。 7それは、あとに来る世

々において、このすぐれて豊かな御恵

みを、キリスト・イエスにおいて私た

ちに賜わる慈愛によって明らかにお示

しになるためでした。 (aiōn g165) 8あな

たがたは、恵みのゆえに、信仰によっ

て救われたのです。それは、自分自身

から出たことではなく、神からの賜物

です。 9行ないによるのではありませ

ん。だれも誇ることのないためです。

10私たちは神の作品であって、良い行

ないをするためにキリスト・イエスに

あって造られたのです。神は、私たち

が良い行ないに歩むように、その良い

行ないをもあらかじめ備えてくださっ

たのです。 11ですから、思い出して

ください。あなたがたは、以前は肉に

おいて異邦人でした。すなわち、肉に

おいて人の手による、いわゆる割礼を

持つ人々からは、無割礼の人々と呼ば

れる者であって、 12そのころのあな

たがたは、キリストから離れ、イスラ

エルの国から除外され、約束の契約に

ついては他国人であり、この世にあっ

て望みもなく、神もない人たちでした

。 13しかし、以前は遠く離れていた

あなたがたも、今ではキリスト・イエ

スの中にあることにより、キリストの

血によって近い者とされたのです。 14

キリストこそ私たちの平和であり、二

つのものを一つにし、隔ての壁を打ち

こわし、 15ご自分の肉において、敵

意を廃棄された方です。敵意とは、さ

まざまの規定から成り立っている戒め

の律法なのです。このことは、二つの

ものをご自身において新しいひとりの

人に造り上げて、平和を実現するため

であり、 16また、両者を一つのから

だとして、十字架によって神と和解さ

せるためなのです。敵意は十字架によ

って葬り去られました。 17それから

キリストは来られて、遠くにいたあな

たがたに平和を宣べ、近くにいた人た

ちにも平和を宣べられました。 18私

たちは、このキリストによって、両者

ともに一つの御霊において、父のみも

とに近づくことができるのです。 19

こういうわけで、あなたがたは、もは
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や他国人でも寄留者でもなく、今は聖

徒たちと同じ国民であり、神の家族な

のです。 20あなたがたは使徒と預言

者という土台の上に建てられており、

キリスト・イエスご自身がその礎石で

す。 21この方にあって、組み合わさ

れた建物の全体が成長し、主にある聖

なる宮となるのであり、 22このキリ

ストにあって、あなたがたもともに建

てられ、御霊によって神の御住まいと

なるのです。

3こういうわけで、あなたがた異邦人
のためにキリスト・イエスの囚人と

なった私パウロが言います。 2あなた

がたのためにと私がいただいた、神の

恵みによる私の務めについて、あなた

がたはすでに聞いたことでしょう。 3

先に簡単に書いたとおり、この奥義は

、啓示によって私に知らされたのです

。 4それを読めば、私がキリストの奥

義をどう理解しているかがよくわかる

はずです。 5この奥義は、今は、御霊

によって、キリストの聖なる使徒たち

と預言者たちに啓示されていますが、

前の時代には、今と同じようには人々

に知らされていませんでした。 6その

奥義とは、福音により、キリスト・イ

エスにあって、異邦人もまた共同の相

続者となり、ともに一つのからだに連

なり、ともに約束にあずかる者となる

ということです。 7私は、神の力の働

きにより、自分に与えられた神の恵み

の賜物によって、この福音に仕える者

とされました。 8すべての聖徒たちの

うちで一番小さな私に、この恵みが与

えられたのは、私がキリストの測りが

たい富を異邦人に宣べ伝え、 9また、

万物を創造された神の中に世々隠され

ていた奥義を実行に移す務めが何であ

るかを明らかにするためにほかなりま

せん。 (aiōn g165) 10これは、今、天にあ

る支配と権威とに対して、教会を通し

て、神の豊かな知恵が示されるためで

あって、 11私たちの主キリスト・イ

エスにおいて実現された神の永遠のご

計画に沿ったことです。 (aiōn g165) 12私

たちはこのキリストにあり、キリスト

を信じる信仰によって大胆に確信をも

って神に近づくことができるのです。

13ですから、私があなたがたのために

受けている苦難のゆえに落胆すること

のないようお願いします。私の受けて

いる苦しみは、そのまま、あなたがた

の光栄なのです。 14こういうわけで

、私はひざをかがめて、 15天上と地

上で家族と呼ばれるすべてのものの名

の元である父の前に祈ります。 16ど

うか父が、その栄光の豊かさに従い、

御霊により、力をもって、あなたがた

の内なる人を強くしてくださいますよ

うに。 17こうしてキリストが、あな

たがたの信仰によって、あなたがたの

心のうちに住んでいてくださいますよ

うに。また、愛に根ざし、愛に基礎を

置いているあなたがたが、 18すべて

の聖徒とともに、その広さ、長さ、高

さ、深さがどれほどであるかを理解す

る力を持つようになり、 19人知をは

るかに越えたキリストの愛を知ること

ができますように。こうして、神ご自

身の満ち満ちたさまにまで、あなたが

たが満たされますように。 20どうか

、私たちのうちに働く力によって、私

たちの願うところ、思うところのすべ

てを越えて豊かに施すことのできる方

に、 21教会により、またキリスト・
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イエスにより、栄光が、世々にわたっ

て、とこしえまでありますように。ア

ーメン。 (aiōn g165)

4さて、主の囚人である私はあなたが
たに勧めます。召されたあなたがた

は、その召しにふさわしく歩みなさい

。 2謙遜と柔和の限りを尽くし、寛容

を示し、愛をもって互いに忍び合い、

3平和のきずなで結ばれて御霊の一致

を熱心に保ちなさい。 4からだは一つ

、御霊は一つです。あなたがたが召さ

れたとき、召しのもたらした望みが一

つであったのと同じです。 5主は一つ

、信仰は一つ、バプテスマは一つです

。 6すべてのものの上にあり、すべて

のものを貫き、すべてのもののうちに

おられる、すべてのものの父なる神は

一つです。 7しかし、私たちはひとり

ひとり、キリストの賜物の量りに従っ

て恵みを与えられました。 8そこで、

こう言われています。「高い所に上ら

れたとき、彼は多くの捕虜を引き連れ

、人々に賜物を分け与えられた。」 9

――この「上られた。」ということば

は、彼がまず地の低い所に下られた、

ということでなくて何でしょう。 10

この下られた方自身が、すべてのもの

を満たすために、もろもろの天よりも

高く上られた方なのです。―― 11こ

うして、キリストご自身が、ある人を

使徒、ある人を預言者、ある人を伝道

者、ある人を牧師また教師として、お

立てになったのです。 12それは、聖

徒たちを整えて奉仕の働きをさせ、キ

リストのからだを建て上げるためであ

り、 13ついに、私たちがみな、信仰

の一致と神の御子に関する知識の一致

とに達し、完全におとなになって、キ

リストの満ち満ちた身たけにまで達す

るためです。 14それは、私たちがも

はや、子どもではなくて、人の悪巧み

や、人を欺く悪賢い策略により、教え

の風に吹き回されたり、波にもてあそ

ばれたりすることがなく、 15むしろ

、愛をもって真理を語り、あらゆる点

において成長し、かしらなるキリスト

に達することができるためなのです。

16キリストによって、からだ全体は、

一つ一つの部分がその力量にふさわし

く働く力により、また、備えられたあ

らゆる結び目によって、しっかりと組

み合わされ、結び合わされ、成長して

、愛のうちに建てられるのです。 17

そこで私は、主にあって言明し、おご

そかに勧めます。もはや、異邦人がむ

なしい心で歩んでいるように歩んでは

なりません。 18彼らは、その知性に

おいて暗くなり、彼らのうちにある無

知と、かたくなな心とのゆえに、神の

いのちから遠く離れています。 19道

徳的に無感覚となった彼らは、好色に

身をゆだねて、あらゆる不潔な行ない

をむさぼるようになっています。 20

しかし、あなたがたはキリストのこと

を、このようには学びませんでした。

21ただし、ほんとうにあなたがたがキ

リストに聞き、キリストにあって教え

られているのならばです。まさしく真

理はイエスにあるのですから。 22そ

の教えとは、あなたがたの以前の生活

について言うならば、人を欺く情欲に

よって滅びて行く古い人を脱ぎ捨てる

べきこと、 23またあなたがたが心の

霊において新しくされ、 24真理に基

づく義と聖をもって神にかたどり造り

出された、新しい人を身に着るべきこ
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とでした。 25ですから、あなたがた

は偽りを捨て、おのおの隣人に対して

真実を語りなさい。私たちはからだの

一部分として互いにそれぞれのものだ

からです。 26怒っても、罪を犯して

はなりません。日が暮れるまで憤った

ままでいてはいけません。 27悪魔に

機会を与えないようにしなさい。 28

盗みをしている者は、もう盗んではい

けません。かえって、困っている人に

施しをするため、自分の手をもって正

しい仕事をし、ほねおって働きなさい

。 29悪いことばを、いっさい口から

出してはいけません。ただ、必要なと

き、人の徳を養うのに役立つことばを

話し、聞く人に恵みを与えなさい。 30

神の聖霊を悲しませてはいけません。

あなたがたは、贖いの日のために、聖

霊によって証印を押されているのです

。 31無慈悲、憤り、怒り、叫び、そ

しりなどを、いっさいの悪意とともに

、みな捨て去りなさい。 32お互いに

親切にし、心の優しい人となり、神が

キリストにおいてあなたがたを赦して

くださったように、互いに赦し合いな

さい。

5ですから、愛されている子どもらし
く、神にならう者となりなさい。 2

また、愛のうちに歩みなさい。キリス

トもあなたがたを愛して、私たちのた

めに、ご自身を神へのささげ物、また

供え物とし、香ばしいかおりをおささ

げになりました。 3あなたがたの間で

は、聖徒にふさわしく、不品行も、ど

んな汚れも、またむさぼりも、口にす

ることさえいけません。 4また、みだ

らなことや、愚かな話や、下品な冗談

を避けなさい。そのようなことは良く

ないことです。むしろ、感謝しなさい

。 5あなたがたがよく見て知っている

とおり、不品行な者や、汚れた者や、

むさぼる者――これが偶像礼拝者です

。――こういう人はだれも、キリスト

と神との御国を相続することができま

せん。 6むなしいことばに、だまされ

てはいけません。こういう行ないのゆ

えに、神の怒りは不従順な子らに下る

のです。 7ですから、彼らの仲間にな

ってはいけません。 8あなたがたは、

以前は暗やみでしたが、今は、主にあ

って、光となりました。光の子どもら

しく歩みなさい。 9――光の結ぶ実は

、あらゆる善意と正義と真実なのです

。―― 10そのためには、主に喜ばれ

ることが何であるかを見分けなさい。

11実を結ばない暗やみのわざに仲間入

りしないで、むしろ、それを明るみに

出しなさい。 12なぜなら、彼らがひ

そかに行なっていることは、口にする

のも恥ずかしいことだからです。 13

けれども、明るみに引き出されるもの

は、みな、光によって明らかにされま

す。 14明らかにされたものはみな、

光だからです。それで、こう言われて

います。「眠っている人よ。目をさま

せ。死者の中から起き上がれ。そう

すれば、キリストが、あなたを照らさ

れる。」 15そういうわけですから、

賢くない人のようにではなく、賢い人

のように歩んでいるかどうか、よくよ

く注意し、 16機会を十分に生かして

用いなさい。悪い時代だからです。 17

ですから、愚かにならないで、主のみ

こころは何であるかを、よく悟りなさ

い。 18また、酒に酔ってはいけませ

ん。そこには放蕩があるからです。御
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霊に満たされなさい。 19詩と賛美と

霊の歌とをもって、互いに語り、主に

向かって、心から歌い、また賛美しな

さい。 20いつでも、すべてのことに

ついて、私たちの主イエス・キリスト

の名によって父なる神に感謝しなさい

。 21キリストを恐れ尊んで、互いに

従いなさい。 22妻たちよ。あなたが

たは、主に従うように、自分の夫に従

いなさい。 23なぜなら、キリストは

教会のかしらであって、ご自身がその

からだの救い主であられるように、夫

は妻のかしらであるからです。 24教

会がキリストに従うように、妻も、す

べてのことにおいて、夫に従うべきで

す。 25夫たちよ。キリストが教会を

愛し、教会のためにご自身をささげら

れたように、あなたがたも、自分の妻

を愛しなさい。 26キリストがそうさ

れたのは、みことばにより、水の洗い

をもって、教会をきよめて聖なるもの

とするためであり、 27ご自身で、し

みや、しわや、そのようなものの何一

つない、きよく傷のないものとなった

栄光の教会を、ご自分の前に立たせる

ためです。 28そのように、夫も自分

の妻を自分のからだのように愛さなけ

ればなりません。自分の妻を愛する者

は自分を愛しているのです。 29だれ

も自分の身を憎んだ者はいません。か

えって、これを養い育てます。それは

キリストが教会をそうされたのと同じ

です。 30私たちはキリストのからだ

の部分だからです。 31「それゆえ、

人はその父と母を離れ、妻と結ばれ、

ふたりは一心同体となる。」 32この

奥義は偉大です。私は、キリストと教

会とをさして言っているのです。 33

それはそうとして、あなたがたも、お

のおの自分の妻を自分と同様に愛しな

さい。妻もまた自分の夫を敬いなさい

。

6子どもたちよ。主にあって両親に従
いなさい。これは正しいことだから

です。 2「あなたの父と母を敬え。」

これは第一の戒めであり、約束を伴っ

たものです。すなわち、 3「そうした

ら、あなたはしあわせになり、地上で

長生きする。」という約束です。 4父

たちよ。あなたがたも、子どもをおこ

らせてはいけません。かえって、主の

教育と訓戒によって育てなさい。 5奴

隷たちよ。あなたがたは、キリストに

従うように、恐れおののいて真心から

地上の主人に従いなさい。 6人のごき

げんとりのような、うわべだけの仕え

方でなく、キリストのしもべとして、

心から神のみこころを行ない、 7人に

ではなく、主に仕えるように、善意を

もって仕えなさい。 8良いことを行な

えば、奴隷であっても自由人であって

も、それぞれその報いを主から受ける

ことをあなたがたは知っています。 9

主人たちよ。あなたがたも、奴隷に対

して同じようにふるまいなさい。おど

すことはやめなさい。あなたがたは、

彼らとあなたがたとの主が天におられ

、主は人を差別されることがないこと

を知っているのですから。 10終わり

に言います。主にあって、その大能の

力によって強められなさい。 11悪魔の

策略に対して立ち向かうことができる

ために、神のすべての武具を身に着け

なさい。 12私たちの格闘は血肉に対

するものではなく、主権、力、この暗

やみの世界の支配者たち、また、天に
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いるもろもろの悪霊に対するものです

。 (aiōn g165) 13ですから、邪悪な日に際

して対抗できるように、また、いっさ

いを成し遂げて、堅く立つことができ

るように、神のすべての武具をとりな

さい。 14では、しっかりと立ちなさ

い。腰には真理の帯を締め、胸には正

義の胸当てを着け、 15足には平和の

福音の備えをはきなさい。 16これら

すべてのものの上に、信仰の大盾を取

りなさい。それによって、悪い者が放

つ火矢を、みな消すことができます。

17救いのかぶとをかぶり、また御霊の

与える剣である、神のことばを受け取

りなさい。 18すべての祈りと願いを

用いて、どんなときにも御霊によって

祈りなさい。そのためには絶えず目を

さましていて、すべての聖徒のために

、忍耐の限りを尽くし、また祈りなさ

い。 19また、私が口を開くとき、語

るべきことばが与えられ、福音の奥義

を大胆に知らせることができるように

私のためにも祈ってください。 20私

は鎖につながれて、福音のために大使

の役を果たしています。鎖につながれ

ていても、語るべきことを大胆に語れ

るように、祈ってください。 21あな

たがたにも私の様子や、私が何をして

いるかなどを知っていただくために、

主にあって愛する兄弟であり、忠実な

奉仕者であるテキコが、一部始終を知

らせるでしょう。 22テキコをあなた

がたのもとに遣わしたのは、ほかでも

なく、あなたがたが私たちの様子を知

り、また彼によって心に励ましを受け

るためです。 23どうか、父なる神と

主イエス・キリストから、平安と信仰

に伴う愛とが兄弟たちの上にあります

ように。 24私たちの主イエス・キリ

ストを朽ちぬ愛をもって愛するすべて

の人の上に、恵みがありますように。
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ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスのしもべであるパ
ウロとテモテから、ピリピにいるキ

リスト・イエスにあるすべての聖徒た

ち、また監督と執事たちへ。 2どうか

、私たちの父なる神と主イエス・キリ

ストから、恵みと平安があなたがたの

上にありますように。 3私は、あなた

がたのことを思うごとに私の神に感謝

し、 4あなたがたすべてのために祈る

ごとに、いつも喜びをもって祈り、 5

あなたがたが、最初の日から今日まで

、福音を広めることにあずかって来た

ことを感謝しています。 6あなたがた

のうちに良い働きを始められた方は、

キリスト・イエスの日が来るまでにそ

れを完成させてくださることを私は堅

く信じているのです。 7私があなたが

たすべてについてこのように考えるの

は正しいのです。あなたがたはみな、

私が投獄されているときも、福音を弁

明し立証しているときも、私とともに

恵みにあずかった人々であり、私は、

そのようなあなたがたを、心に覚えて

いるからです。 8私が、キリスト・イ

エスの愛の心をもって、どんなにあな

たがたすべてを慕っているか、そのあ

かしをしてくださるのは神です。 9私

は祈っています。あなたがたの愛が真

の知識とあらゆる識別力によって、い

よいよ豊かになり、 10あなたがたが

、真にすぐれたものを見分けることが

できるようになりますように。またあ

なたがたが、キリストの日には純真で

非難されるところがなく、 11イエス・

キリストによって与えられる義の実に

満たされている者となり、神の御栄え

と誉れが現わされますように。 12さ

て、兄弟たち。私の身に起こったこと

が、かえって福音を前進させることに

なったのを知ってもらいたいと思いま

す。 13私がキリストのゆえに投獄さ

れている、ということは、親衛隊の全

員と、そのほかのすべての人にも明ら

かになり、 14また兄弟たちの大多数

は、私が投獄されたことにより、主に

あって確信を与えられ、恐れることな

く、ますます大胆に神のことばを語る

ようになりました。 15人々の中には

ねたみや争いをもってキリストを宣べ

伝える者もいますが、善意をもってす

る者もいます。 16一方の人たちは愛

をもってキリストを伝え、私が福音を

弁証するために立てられていることを

認めていますが、 17他の人たちは純

真な動機からではなく、党派心をもっ

て、キリストを宣べ伝えており、投獄

されている私をさらに苦しめるつもり

なのです。 18すると、どういうこと

になりますか。つまり、見せかけであ

ろうとも、真実であろうとも、あらゆ

るしかたで、キリストが宣べ伝えられ

ているのであって、このことを私は喜

んでいます。そうです、今からも喜ぶ

ことでしょう。 19というわけは、あ

なたがたの祈りとイエス・キリストの

御霊の助けによって、このことが私の

救いとなることを私は知っているから

です。 20それは、私がどういうばあ

いにも恥じることなく、いつものよう

に今も大胆に語って、生きるにしても

、死ぬにしても、私の身によって、キ

リストのすばらしさが現わされること

を求める私の切なる願いと望みにかな

っているのです。 21私にとっては、

生きることはキリスト、死ぬこともま
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た益です。 22しかし、もしこの肉体

のいのちが続くとしたら、私の働きが

豊かな実を結ぶことになるので、どち

らを選んだらよいのか、私にはわかり

ません。 23私は、その二つのものの

間に板ばさみとなっています。私の願

いは、世を去ってキリストとともにい

ることです。実はそのほうが、はるか

にまさっています。 24しかし、この

肉体にとどまることが、あなたがたの

ためには、もっと必要です。 25私は

このことを確信していますから、あな

たがたの信仰の進歩と喜びとのために

、私が生きながらえて、あなたがたす

べてといっしょにいるようになること

を知っています。 26そうなれば、私

はもう一度あなたがたのところに行け

るので、私のことに関するあなたがた

の誇りは、キリスト・イエスにあって

増し加わるでしょう。 27ただ、キリ

ストの福音にふさわしく生活しなさい

。そうすれば、私が行ってあなたがた

に会うにしても、また離れているにし

ても、私はあなたがたについて、こう

聞くことができるでしょう。あなたが

たは霊を一つにしてしっかりと立ち、

心を一つにして福音の信仰のために、

ともに奮闘しており、 28また、どん

なことがあっても、反対者たちに驚か

されることはないと。それは、彼らに

とっては滅びのしるしであり、あなた

がたにとっては救いのしるしです。こ

れは神から出たことです。 29あなた

がたは、キリストのために、キリスト

を信じる信仰だけでなく、キリストの

ための苦しみをも賜わったのです。 30

あなたがたは、私について先に見たこ

と、また、私についていま聞いている

のと同じ戦いを経験しているのです。

2こういうわけですから、もしキリス
トにあって励ましがあり、愛の慰め

があり、御霊の交わりがあり、愛情と

あわれみがあるなら、 2私の喜びが満

たされるように、あなたがたは一致を

保ち、同じ愛の心を持ち、心を合わせ

、志を一つにしてください。 3何事で

も自己中心や虚栄からすることなく、

へりくだって、互いに人を自分よりも

すぐれた者と思いなさい。 4自分のこ

とだけではなく、他の人のことも顧み

なさい。 5あなたがたの間では、その

ような心構えでいなさい。それはキリ

スト・イエスのうちにも見られるもの

です。 6キリストは、神の御姿であら

れる方なのに、神のあり方を捨てるこ

とができないとは考えないで、 7ご自

分を無にして、仕える者の姿をとり、

人間と同じようになられたのです。 8

キリストは人間と同じようなかたちに

なり、自分を卑しくし、死にまで従い

、実に十字架の死にまでも従われたの

です。 9それゆえ、神は、キリストを

高く上げて、すべての名にまさる名を

お与えになりました。 10それは、イ

エスの御名によって、天にあるもの、

地にあるもの、地の下にあるもののす

べてが、ひざをかがめ、 11すべての

口が、「イエス・キリストは主である

。」と告白して、父なる神がほめたた

えられるためです。 12そういうわけ

ですから、愛する人たち、いつも従順

であったように、私がいるときだけで

なく、私のいない今はなおさら、恐れ

おののいて自分の救いを達成してくだ

さい。 13神は、みこころのままに、
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あなたがたのうちに働いて志を立てさ

せ、事を行なわせてくださるのです。

14すべてのことを、つぶやかず、疑わ

ずに行ないなさい。 15それは、あな

たがたが、非難されるところのない純

真な者となり、また、曲がった邪悪な

世代の中にあって傷のない神の子ども

となり、 16いのちのことばをしっか

り握って、彼らの間で世の光として輝

くためです。そうすれば、私は、自分

の努力したことがむだではなく、苦労

したこともむだでなかったことを、キ

リストの日に誇ることができます。 17

たとい私が、あなたがたの信仰の供え

物と礼拝とともに、注ぎの供え物とな

っても、私は喜びます。あなたがたす

べてとともに喜びます。 18あなたが

たも同じように喜んでください。私と

いっしょに喜んでください。 19しか

し、私もあなたがたのことを知って励

ましを受けたいので、早くテモテをあ

なたがたのところに送りたいと、主イ

エスにあって望んでいます。 20テモ

テのように私と同じ心になって、真実

にあなたがたのことを心配している者

は、ほかにだれもいないからです。 21

だれもみな自分自身のことを求めるだ

けで、キリスト・イエスのことを求め

てはいません。 22しかし、テモテの

りっぱな働きぶりは、あなたがたの知

っているところです。子が父に仕える

ようにして、彼は私といっしょに福音

に奉仕して来ました。 23ですから、

私のことがどうなるかがわかりしだい

、彼を遣わしたいと望んでいます。 24

しかし私自身も近いうちに行けること

と、主にあって確信しています。 25

しかし、私の兄弟、同労者、戦友、ま

たあなたがたの使者として私の窮乏の

ときに仕えてくれた人エパフロデトは

、あなたがたのところに送らねばなら

ないと思っています。 26彼は、あな

たがたすべてを慕い求めており、また

、自分の病気のことがあなたがたに伝

わったことを気にしているからです。

27ほんとうに、彼は死ぬほどの病気に

かかりましたが、神は彼をあわれんで

くださいました。彼ばかりでなく私を

もあわれんで、私にとって悲しみに悲

しみが重なることのないようにしてく

ださいました。 28そこで、私は大急

ぎで彼を送ります。あなたがたが彼に

再び会って喜び、私も心配が少なくな

るためです。 29ですから、喜びにあ

ふれて、主にあって、彼を迎えてくだ

さい。また、彼のような人々には尊敬

を払いなさい。 30なぜなら、彼は、

キリストの仕事のために、いのちの危

険を冒して死ぬばかりになったからで

す。彼は私に対して、あなたがたが私

に仕えることのできなかった分を果た

そうとしたのです。

3最後に、私の兄弟たち。主にあって
喜びなさい。前と同じことを書きま

すが、これは、私には煩わしいことで

はなく、あなたがたの安全のためにも

なることです。 2どうか犬に気をつけ

てください。悪い働き人に気をつけて

ください。肉体だけの割礼の者に気を

つけてください。 3神の御霊によって

礼拝をし、キリスト・イエスを誇り、

人間的なものを頼みにしない私たちの

ほうこそ、割礼の者なのです。 4ただ

し、私は、人間的なものにおいても頼

むところがあります。もし、ほかの人

が人間的なものに頼むところがあると
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思うなら、私は、それ以上です。 5私

は八日目の割礼を受け、イスラエル民

族に属し、ベニヤミンの分かれの者で

す。きっすいのヘブル人で、律法につ

いてはパリサイ人、 6その熱心は教会

を迫害したほどで、律法による義につ

いてならば非難されるところのない者

です。 7しかし、私にとって得であっ

たこのようなものをみな、私はキリス

トのゆえに、損と思うようになりまし

た。 8それどころか、私の主であるキ

リスト・イエスを知っていることのす

ばらしさのゆえに、いっさいのことを

損と思っています。私はキリストのた

めにすべてのものを捨てて、それらを

ちりあくたと思っています。それは、

私には、キリストを得、また、 9キリ

ストの中にある者と認められ、律法に

よる自分の義ではなくて、キリストを

信じる信仰による義、すなわち、信仰

に基づいて、神から与えられる義を持

つことができる、という望みがあるか

らです。 10私は、キリストとその復

活の力を知り、またキリストの苦しみ

にあずかることも知って、キリストの

死と同じ状態になり、 11どうにかし

て、死者の中からの復活に達したいの

です。 12私は、すでに得たのでもな

く、すでに完全にされているのでもあ

りません。ただ捕えようとして、追求

しているのです。そして、それを得る

ようにとキリスト・イエスが私を捕え

てくださったのです。 13兄弟たちよ

。私は、自分はすでに捕えたなどと考

えてはいません。ただ、この一事に励

んでいます。すなわち、うしろのもの

を忘れ、ひたむきに前のものに向かっ

て進み、 14キリスト・イエスにおい

て上に召してくださる神の栄冠を得る

ために、目標を目ざして一心に走って

いるのです。 15ですから、成人であ

る者はみな、このような考え方をしま

しょう。もし、あなたがたがどこかで

これと違った考え方をしているなら、

神はそのこともあなたがたに明らかに

してくださいます。 16それはそれと

して、私たちはすでに達しているとこ

ろを基準として、進むべきです。 17

兄弟たち。私を見ならう者になってく

ださい。また、あなたがたと同じよう

に私たちを手本として歩んでいる人た

ちに、目を留めてください。 18とい

うのは、私はしばしばあなたがたに言

って来たし、今も涙をもって言うので

すが、多くの人々がキリストの十字架

の敵として歩んでいるからです。 19

彼らの最後は滅びです。彼らの神は彼

らの欲望であり、彼らの栄光は彼ら自

身の恥なのです。彼らの思いは地上の

ことだけです。 20けれども、私たち

の国籍は天にあります。そこから主イ

エス・キリストが救い主としておいで

になるのを、私たちは待ち望んでいま

す。 21キリストは、万物をご自身に

従わせることのできる御力によって、

私たちの卑しいからだを、ご自身の栄

光のからだと同じ姿に変えてくださる

のです。

4そういうわけですから、私の愛し慕
う兄弟たち、私の喜び、冠よ。どう

か、このように主にあってしっかりと

立ってください。私の愛する人たち。

2ユウオデヤに勧め、スントケに勧め

ます。あなたがたは、主にあって一致

してください。 3ほんとうに、真の協

力者よ。あなたにも頼みます。彼女た
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ちを助けてやってください。この人た

ちは、いのちの書に名のしるされてい

るクレメンスや、そのほかの私の同労

者たちとともに、福音を広めることで

私に協力して戦ったのです。 4いつも

主にあって喜びなさい。もう一度言い

ます。喜びなさい。 5あなたがたの寛

容な心を、すべての人に知らせなさい

。主は近いのです。 6何も思い煩わな

いで、あらゆるばあいに、感謝をもっ

てささげる祈りと願いによって、あな

たがたの願い事を神に知っていただき

なさい。 7そうすれば、人のすべての

考えにまさる神の平安が、あなたがた

の心と思いをキリスト・イエスにあっ

て守ってくれます。 8最後に、兄弟た

ち。すべての真実なこと、すべての誉

れあること、すべての正しいこと、す

べてのきよいこと、すべての愛すべき

こと、すべての評判の良いこと、その

ほか徳と言われること、称賛に値する

ことがあるならば、そのようなことに

心を留めなさい。 9あなたがたが私か

ら学び、受け、聞き、また見たことを

実行しなさい。そうすれば、平和の神

があなたがたとともにいてくださいま

す。 10私のことを心配してくれるあ

なたがたの心が、今ついによみがえっ

て来たことを、私は主にあって非常に

喜んでいます。あなたがたは心にかけ

てはいたのですが、機会がなかったの

です。 11乏しいからこう言うのでは

ありません。私は、どんな境遇にあっ

ても満ち足りることを学びました。 12

私は、貧しさの中にいる道も知ってお

り、豊かさの中にいる道も知っていま

す。また、飽くことにも飢えることに

も、富むことにも乏しいことにも、あ

らゆる境遇に対処する秘訣を心得てい

ます。 13私は、私を強くしてくださ

る方によって、どんなことでもできる

のです。 14それにしても、あなたが

たは、よく私と困難を分け合ってくれ

ました。 15ピリピの人たち。あなた

がたも知っているとおり、私が福音を

宣べ伝え始めたころ、マケドニヤを離

れて行ったときには、私の働きのため

に、物をやり取りしてくれた教会は、

あなたがたのほかには一つもありませ

んでした。 16テサロニケにいたとき

でさえ、あなたがたは一度ならず二度

までも物を送って、私の乏しさを補っ

てくれました。 17私は贈り物を求め

ているのではありません。私のほしい

のは、あなたがたの収支を償わせて余

りある霊的祝福なのです。 18私は、

すべての物を受けて、満ちあふれてい

ます。エパフロデトからあなたがたの

贈り物を受けたので、満ち足りていま

す。それは香ばしいかおりであって、

神が喜んで受けてくださる供え物です

。 19また、私の神は、キリスト・イ

エスにあるご自身の栄光の富をもって

、あなたがたの必要をすべて満たして

くださいます。 20どうか、私たちの

父なる神に御栄えがとこしえにありま

すように。アーメン。 (aiōn g165) 21キリ

スト・イエスにある聖徒のひとりひと

りに、よろしく伝えてください。私と

いっしょにいる兄弟たちが、あなたが

たによろしくと言っています。 22聖

徒たち全員が、そして特に、カイザル

の家に属する人々が、よろしくと言っ

ています。 23どうか、主イエス・キ

リストの恵みが、あなたがたの霊とと

もにありますように。
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コロサイ人への手

紙

1神のみこころによる、キリスト・イ
エスの使徒パウロ、および兄弟テモ

テから、 2コロサイにいる聖徒たちで

、キリストにある忠実な兄弟たちへ。

どうか、私たちの父なる神から、恵み

と平安があなたがたの上にありますよ

うに。 3私たちは、いつもあなたがた

のために祈り、私たちの主イエス・キ

リストの父なる神に感謝しています。

4それは、キリスト・イエスに対する

あなたがたの信仰と、すべての聖徒に

対してあなたがたが抱いている愛のこ

とを聞いたからです。 5それらは、あ

なたがたのために天にたくわえられて

ある望みに基づくものです。あなたが

たは、すでにこの望みのことを、福音

の真理のことばの中で聞きました。 6

この福音は、あなたがたが神の恵みを

聞き、それをほんとうに理解したとき

以来、あなたがたの間でも見られると

おりの勢いをもって、世界中で、実を

結び広がり続けています。福音はその

ようにしてあなたがたに届いたのです

。 7これはあなたがたが私たちと同じ

しもべである愛するエパフラスから学

んだとおりのものです。彼は私たちに

代わって仕えている忠実な、キリスト

の仕え人であって、 8私たちに、御霊

によるあなたがたの愛を知らせてくれ

ました。 9こういうわけで、私たちは

そのことを聞いた日から、絶えずあな

たがたのために祈り求めています。ど

うか、あなたがたがあらゆる霊的な知

恵と理解力によって、神のみこころに

関する真の知識に満たされますように

。 10また、主にかなった歩みをして

、あらゆる点で主に喜ばれ、あらゆる

善行のうちに実を結び、神を知る知識

を増し加えられますように。 11また

、神の栄光ある権能に従い、あらゆる

力をもって強くされて、忍耐と寛容を

尽くし、 12また、光の中にある、聖

徒の相続分にあずかる資格を私たちに

与えてくださった父なる神に、喜びを

もって感謝をささげることができます

ように。 13神は、私たちを暗やみの

圧制から救い出して、愛する御子のご

支配の中に移してくださいました。 14

この御子のうちにあって、私たちは、

贖い、すなわち罪の赦しを得ています

。 15御子は、見えない神のかたちで

あり、造られたすべてのものより先に

生まれた方です。 16なぜなら、万物

は御子にあって造られたからです。天

にあるもの、地にあるもの、見えるも

の、また見えないもの、王座も主権も

支配も権威も、すべて御子によって造

られたのです。万物は、御子によって

造られ、御子のために造られたのです

。 17御子は、万物よりも先に存在し

、万物は御子にあって成り立っていま

す。 18また、御子はそのからだであ

る教会のかしらです。御子は初めであ

り、死者の中から最初に生まれた方で

す。こうして、ご自身がすべてのこと

において、第一のものとなられたので

す。 19なぜなら、神はみこころによ

って、満ち満ちた神の本質を御子のう

ちに宿らせ、 20その十字架の血によ

って平和をつくり、御子によって万物

を、ご自分と和解させてくださったか

らです。地にあるものも天にあるもの

も、ただ御子によって和解させてくだ
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さったのです。 21あなたがたも、か

つては神を離れ、心において敵となっ

て、悪い行ないの中にあったのですが

、 22今は神は、御子の肉のからだに

おいて、しかもその死によって、あな

たがたをご自分と和解させてください

ました。それはあなたがたを、きよく

、傷なく、非難されるところのない者

として御前に立たせてくださるためで

した。 23ただし、あなたがたは、し

っかりとした土台の上に堅く立って、

すでに聞いた福音の望みからはずれる

ことなく、信仰に踏みとどまらなけれ

ばなりません。この福音は、天の下の

すべての造られたものに宣べ伝えられ

ているのであって、このパウロはそれ

に仕える者となったのです。 24です

から、私は、あなたがたのために受け

る苦しみを喜びとしています。そして

、キリストのからだのために、私の身

をもって、キリストの苦しみの欠けた

ところを満たしているのです。キリス

トのからだとは、教会のことです。 25

私は、あなたがたのために神からゆだ

ねられた務めに従って、教会に仕える

者となりました。神のことばを余すと

ころなく伝えるためです。 26これは

、多くの世代にわたって隠されていて

、いま神の聖徒たちに現わされた奥義

なのです。 (aiōn g165) 27神は聖徒たちに

、この奥義が異邦人の間にあってどの

ように栄光に富んだものであるかを、

知らせたいと思われたのです。この奥

義とは、あなたがたの中におられるキ

リスト、栄光の望みのことです。 28

私たちは、このキリストを宣べ伝え、

知恵を尽くして、あらゆる人を戒め、

あらゆる人を教えています。それは、

すべての人を、キリストにある成人と

して立たせるためです。 29このため

に、私もまた、自分のうちに力強く働

くキリストの力によって、労苦しなが

ら奮闘しています。

2あなたがたとラオデキヤの人たちと
、そのほか直接私の顔を見たことの

ない人たちのためにも、私がどんなに

苦闘しているか、知ってほしいと思い

ます。 2それは、この人たちが心に励

ましを受け、愛によって結び合わされ

、理解をもって豊かな全き確信に達し

、神の奥義であるキリストを真に知る

ようになるためです。 3このキリスト

のうちに、知恵と知識との宝がすべて

隠されているのです。 4私がこう言う

のは、だれもまことしやかな議論によ

って、あなたがたをあやまちに導くこ

とのないためです。 5私は、肉体にお

いては離れていても、霊においてはあ

なたがたといっしょにいて、あなたが

たの秩序とキリストに対する堅い信仰

とを見て喜んでいます。 6あなたがた

は、このように主キリスト・イエスを

受け入れたのですから、彼にあって歩

みなさい。 7キリストの中に根ざし、

また建てられ、また、教えられたとお

り信仰を堅くし、あふれるばかり感謝

しなさい。 8あのむなしい、だましご

との哲学によってだれのとりこにもな

らぬよう、注意しなさい。そのような

ものは、人の言い伝えによるものであ

り、この世に属する幼稚な教えによる

ものであって、キリストに基づくもの

ではありません。 9キリストのうちに

こそ、神の満ち満ちたご性質が形をと

って宿っています。 10そしてあなた

がたは、キリストにあって、満ち満ち
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ているのです。キリストはすべての支

配と権威のかしらです。 11キリスト

にあって、あなたがたは人の手によら

ない割礼を受けました。肉のからだを

脱ぎ捨て、キリストの割礼を受けたの

です。 12あなたがたは、バプテスマ

によってキリストとともに葬られ、ま

た、キリストを死者の中からよみがえ

らせた神の力を信じる信仰によって、

キリストとともによみがえらされたの

です。 13あなたがたは罪によって、

また肉の割礼がなくて死んだ者であっ

たのに、神は、そのようなあなたがた

を、キリストとともに生かしてくださ

いました。それは、私たちのすべての

罪を赦し、 14いろいろな定めのため

に私たちに不利な、いや、私たちを責

め立てている債務証書を無効にされた

からです。神はこの証書を取りのけ、

十字架に釘づけにされました。 15神

は、キリストにおいて、すべての支配

と権威の武装を解除してさらしものと

し、彼らを捕虜として凱旋の行列に加

えられました。 16こういうわけです

から、食べ物と飲み物について、ある

いは、祭りや新月や安息日のことにつ

いて、だれにもあなたがたを批評させ

てはなりません。 17これらは、次に

来るものの影であって、本体はキリス

トにあるのです。 18あなたがたは、

ことさらに自己卑下をしようとしたり

、御使い礼拝をしようとする者に、ほ

うびをだまし取られてはなりません。

彼らは幻を見たことに安住して、肉の

思いによっていたずらに誇り、 19か

しらに堅く結びつくことをしません。

このかしらがもとになり、からだ全体

は、関節と筋によって養われ、結び合

わされて、神によって成長させられる

のです。 20もしあなたがたが、キリ

ストとともに死んで、この世の幼稚な

教えから離れたのなら、どうして、ま

だこの世の生き方をしているかのよう

に、 21「すがるな。味わうな。さわ

るな。」というような定めに縛られる

のですか。 22そのようなものはすべ

て、用いれば滅びるものについてであ

って、人間の戒めと教えによるもので

す。 23そのようなものは、人間の好

き勝手な礼拝とか、謙遜とか、または

、肉体の苦行などのゆえに賢いものの

ように見えますが、肉のほしいままな

欲望に対しては、何のききめもないの

です。

3こういうわけで、もしあなたがたが
、キリストとともによみがえらされ

たのなら、上にあるものを求めなさい

。そこにはキリストが、神の右に座を

占めておられます。 2あなたがたは、

地上のものを思わず、天にあるものを

思いなさい。 3あなたがたはすでに死

んでおり、あなたがたのいのちは、キ

リストとともに、神のうちに隠されて

あるからです。 4私たちのいのちであ

るキリストが現われると、そのときあ

なたがたも、キリストとともに、栄光

のうちに現われます。 5ですから、地

上のからだの諸部分、すなわち、不品

行、汚れ、情欲、悪い欲、そしてむさ

ぼりを殺してしまいなさい。このむさ

ぼりが、そのまま偶像礼拝なのです。

6このようなことのために、神の怒り

が下るのです。 7あなたがたも、以前

、そのようなものの中に生きていたと

きは、そのような歩み方をしていまし

た。 8しかし今は、あなたがたも、す
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べてこれらのこと、すなわち、怒り、

憤り、悪意、そしり、あなたがたの口

から出る恥ずべきことばを、捨ててし

まいなさい。 9互いに偽りを言っては

いけません。あなたがたは、古い人を

その行ないといっしょに脱ぎ捨てて、

10新しい人を着たのです。新しい人は

、造り主のかたちに似せられてますま

す新しくされ、真の知識に至るのです

。 11そこには、ギリシヤ人とユダヤ

人、割礼の有無、未開人、スクテヤ人

、奴隷と自由人というような区別はあ

りません。キリストがすべてであり、

すべてのうちにおられるのです。 12

それゆえ、神に選ばれた者、きよい、

愛されている者として、あなたがたは

深い同情心、慈愛、謙遜、柔和、寛容

を身に着けなさい。 13互いに忍び合

い、だれかがほかの人に不満を抱くこ

とがあっても、互いに赦し合いなさい

。主があなたがたを赦してくださった

ように、あなたがたもそうしなさい。

14そして、これらすべての上に、愛を

着けなさい。愛は結びの帯として完全

なものです。 15キリストの平和が、

あなたがたの心を支配するようにしな

さい。そのためにこそあなたがたも召

されて一体となったのです。また、感

謝の心を持つ人になりなさい。 16キ

リストのことばを、あなたがたのうち

に豊かに住まわせ、知恵を尽くして互

いに教え、互いに戒め、詩と賛美と霊

の歌とにより、感謝にあふれて心から

神に向かって歌いなさい。 17あなた

がたのすることは、ことばによると行

ないによるとを問わず、すべて主イエ

スの名によってなし、主によって父な

る神に感謝しなさい。 18妻たちよ。

主にある者にふさわしく、夫に従いな

さい。 19夫たちよ。妻を愛しなさい

。つらく当たってはいけません。 20

子どもたちよ。すべてのことについて

、両親に従いなさい。それは主に喜ば

れることだからです。 21父たちよ。

子どもをおこらせてはいけません。彼

らを気落ちさせないためです。 22奴

隷たちよ。すべてのことについて、地

上の主人に従いなさい。人のごきげん

とりのような、うわべだけの仕え方で

はなく、主を恐れかしこみつつ、真心

から従いなさい。 23何をするにも、

人に対してではなく、主に対してする

ように、心からしなさい。 24あなた

がたは、主から報いとして、御国を相

続させていただくことを知っています

。あなたがたは主キリストに仕えてい

るのです。 25不正を行なう者は、自

分が行なった不正の報いを受けます。

それには不公平な扱いはありません。

4主人たちよ。あなたがたは、自分た
ちの主も天におられることを知って

いるのですから、奴隷に対して正義と

公平を示しなさい。 2目をさまして、

感謝をもって、たゆみなく祈りなさい

。 3同時に、私たちのためにも、神が

みことばのために門を開いてくださっ

て、私たちがキリストの奥義を語れる

ように、祈ってください。この奥義の

ために、私は牢に入れられています。

4また、私がこの奥義を、当然語るべ

き語り方で、はっきり語れるように、

祈ってください。 5外部の人に対して

賢明にふるまい、機会を十分に生かし

て用いなさい。 6あなたがたのことば

が、いつも親切で、塩味のきいたもの

であるようにしなさい。そうすれば、
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ひとりひとりに対する答え方がわかり

ます。 7私の様子については、主にあ

って愛する兄弟、忠実な奉仕者、同労

のしもべであるテキコが、あなたがた

に一部始終を知らせるでしょう。 8私

がテキコをあなたがたのもとに送るの

は、あなたがたが私たちの様子を知り

、彼によって心に励ましを受けるため

にほかなりません。 9また彼は、あな

たがたの仲間のひとりで、忠実な愛す

る兄弟オネシモといっしょに行きます

。このふたりが、こちらの様子をみな

知らせてくれるでしょう。 10私とい

っしょに囚人となっているアリスタル

コが、あなたがたによろしくと言って

います。バルナバのいとこであるマル

コも同じです。――この人については

、もし彼があなたがたのところに行っ

たなら、歓迎するようにという指示を

あなたがたは受けています。―― 11

ユストと呼ばれるイエスもよろしくと

言っています。割礼を受けた人では、

この人たちだけが、神の国のために働

く私の同労者です。また、彼らは私を

激励する者となってくれました。 12

あなたがたの仲間のひとり、キリスト

・イエスのしもべエパフラスが、あな

たがたによろしくと言っています。彼

はいつも、あなたがたが完全な人とな

り、また神のすべてのみこころを十分

に確信して立つことができるよう、あ

なたがたのために祈りに励んでいます

。 13私はあかしします。彼はあなた

がたのために、またラオデキヤとヒエ

ラポリスにいる人々のために、非常に

苦労しています。 14愛する医者ルカ

、それにデマスが、あなたがたによろ

しくと言っています。 15どうか、ラ

オデキヤの兄弟たちに、またヌンパと

その家にある教会に、よろしく言って

ください。 16この手紙があなたがた

のところで読まれたなら、ラオデキヤ

人の教会でも読まれるようにしてくだ

さい。あなたがたのほうも、ラオデキ

ヤから回って来る手紙を読んでくださ

い。 17アルキポに、「主にあって受

けた務めを、注意してよく果たすよう

に。」と言ってください。 18パウロ

が自筆であいさつを送ります。私が牢

につながれていることを覚えていてく

ださい。どうか、恵みがあなたがたと

ともにありますように。
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テサロニケ人への

手紙第一

1パウロ、シルワノ、テモテから、父
なる神および主イエス・キリストに

あるテサロニケ人の教会へ。恵みと平

安があなたがたの上にありますように

。 2私たちは、いつもあなたがたすべ

てのために神に感謝し、祈りのときに

あなたがたを覚え、 3絶えず、私たち

の父なる神の御前に、あなたがたの信

仰の働き、愛の労苦、主イエス・キリ

ストへの望みの忍耐を思い起こしてい

ます。 4神に愛されている兄弟たち。

あなたがたが神に選ばれた者であるこ

とは私たちが知っています。 5なぜな

ら、私たちの福音があなたがたに伝え

られたのは、ことばだけによったので

はなく、力と聖霊と強い確信とによっ

たからです。また、私たちがあなたが

たのところで、あなたがたのために、

どのようにふるまったかは、あなたが

たが知っています。 6あなたがたも、

多くの苦難の中で、聖霊による喜びを

もってみことばを受け入れ、私たちと

主とにならう者になりました。 7こう

して、あなたがたは、マケドニヤとア

カヤとのすべての信者の模範になった

のです。 8主のことばが、あなたがた

のところから出てマケドニヤとアカヤ

に響き渡っただけでなく、神に対する

あなたがたの信仰はあらゆる所に伝わ

っているので、私たちは何も言わなく

てよいほどです。 9私たちがどのよう

にあなたがたに受け入れられたか、ま

た、あなたがたがどのように偶像から

神に立ち返って、生けるまことの神に

仕えるようになり、 10また、神が死

者の中からよみがえらせなさった御子

、すなわち、やがて来る御怒りから私

たちを救い出してくださるイエスが天

から来られるのを待ち望むようになっ

たか、それらのことは他の人々が言い

広めているのです。

2兄弟たち。あなたがたが知っている
とおり、私たちがあなたがたのとこ

ろに行ったことは、むだではありませ

んでした。 2ご承知のように、私たち

はまずピリピで苦しみに会い、はずか

しめを受けたのですが、私たちの神に

よって、激しい苦闘の中でも大胆に神

の福音をあなたがたに語りました。 3

私たちの勧めは、迷いや不純な心から

出ているものではなく、だましごとで

もありません。 4私たちは神に認めら

れて福音をゆだねられた者ですから、

それにふさわしく、人を喜ばせようと

してではなく、私たちの心をお調べに

なる神を喜ばせようとして語るのです

。 5ご存じのとおり、私たちは今まで

、へつらいのことばを用いたり、むさ

ぼりの口実を設けたりしたことはあり

ません。神がそのことの証人です。 6

また、キリストの使徒たちとして権威

を主張することもできたのですが、私

たちは、あなたがたからも、ほかの人

々からも、人からの名誉を受けようと

はしませんでした。 7それどころか、

あなたがたの間で、母がその子どもた

ちを養い育てるように、優しくふるま

いました。 8このようにあなたがたを

思う心から、ただ神の福音だけではな

く、私たち自身のいのちまでも、喜ん

であなたがたに与えたいと思ったので

す。なぜなら、あなたがたは私たちの

愛する者となったからです。 9兄弟た
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ち。あなたがたは、私たちの労苦と苦

闘を覚えているでしょう。私たちはあ

なたがたのだれにも負担をかけまいと

して、昼も夜も働きながら、神の福音

をあなたがたに宣べ伝えました。 10

また、信者であるあなたがたに対して

、私たちが敬虔に、正しく、また責め

られるところがないようにふるまった

ことは、あなたがたがあかしし、神も

あかししてくださることです。 11ま

た、ご承知のとおり、私たちは父がそ

の子どもに対してするように、あなた

がたひとりひとりに、 12ご自身の御

国と栄光とに召してくださる神にふさ

わしく歩むように勧めをし、慰めを与

え、おごそかに命じました。 13こう

いうわけで、私たちとしてもまた、絶

えず神に感謝しています。あなたがた

は、私たちから神の使信のことばを受

けたとき、それを人間のことばとして

ではなく、事実どおりに神のことばと

して受け入れてくれたからです。この

神のことばは、信じているあなたがた

のうちに働いているのです。 14兄弟

たち。あなたがたはユダヤの、キリス

ト・イエスにある神の諸教会にならう

者となったのです。彼らがユダヤ人に

苦しめられたのと同じように、あなた

がたも自分の国の人に苦しめられたの

です。 15ユダヤ人は、主であられる

イエスをも、預言者たちをも殺し、ま

た私たちをも追い出し、神に喜ばれず

、すべての人の敵となっています。 16

彼らは、私たちが異邦人の救いのため

に語るのを妨げ、このようにして、い

つも自分の罪を満たしています。しか

し、御怒りは彼らの上に臨んで窮みに

達しました。 17兄弟たちよ。私たち

は、しばらくの間あなたがたから引き

離されたので、――といっても、顔を

見ないだけで、心においてではありま

せんが、――なおさらのこと、あなた

がたの顔を見たいと切に願っていまし

た。 18それで私たちは、あなたがた

のところに行こうとしました。このパ

ウロは一度ならず二度までも心を決め

たのです。しかし、サタンが私たちを

妨げました。 19私たちの主イエスが

再び来られるとき、御前で私たちの望

み、喜び、誇りの冠となるのはだれで

しょう。あなたがたではありませんか

。 20あなたがたこそ私たちの誉れで

あり、また喜びなのです。

3そこで、私たちはもはやがまんでき
なくなり、私たちだけがアテネにと

どまることにして、 2私たちの兄弟で

あり、キリストの福音において神の同

労者であるテモテを遣わしたのです。

それは、あなたがたの信仰についてあ

なたがたを強め励まし、 3このような

苦難の中にあっても、動揺する者がひ

とりもないようにするためでした。あ

なたがた自身が知っているとおり、私

たちはこのような苦難に会うように定

められているのです。 4あなたがたの

ところにいたとき、私たちは苦難に会

うようになる、と前もって言っておい

たのですが、それが、ご承知のとおり

、はたして事実となったのです。 5そ

ういうわけで、私も、あれ以上はがま

んができず、また誘惑者があなたがた

を誘惑して、私たちの労苦がむだにな

るようなことがあってはいけないと思

って、あなたがたの信仰を知るために

、彼を遣わしたのです。 6ところが、

今テモテがあなたがたのところから私
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たちのもとに帰って来て、あなたがた

の信仰と愛について良い知らせをもた

らしてくれました。また、あなたがた

が、いつも私たちのことを親切に考え

ていて、私たちがあなたがたに会いた

いと思うように、あなたがたも、しき

りに私たちに会いたがっていることを

、知らせてくれました。 7このような

わけで、兄弟たち。私たちはあらゆる

苦しみと患難のうちにも、あなたがた

のことでは、その信仰によって、慰め

を受けました。 8あなたがたが主にあ

って堅く立っていてくれるなら、私た

ちは今、生きがいがあります。 9私た

ちの神の御前にあって、あなたがたの

ことで喜んでいる私たちのこのすべて

の喜びのために、神にどんな感謝をさ

さげたらよいでしょう。 10私たちは

、あなたがたの顔を見たい、信仰の不

足を補いたいと、昼も夜も熱心に祈っ

ています。 11どうか、私たちの父なる

神であり、また私たちの主イエスであ

る方ご自身が、私たちの道を開いて、

あなたがたのところに行かせてくださ

いますように。 12また、私たちがあ

なたがたを愛しているように、あなた

がたの互いの間の愛を、またすべての

人に対する愛を増させ、満ちあふれさ

せてくださいますように。 13また、

あなたがたの心を強め、私たちの主イ

エスがご自分のすべての聖徒とともに

再び来られるとき、私たちの父なる神

の御前で、きよく、責められるところ

のない者としてくださいますように。

4終わりに、兄弟たちよ。主イエスに
あって、お願いし、また勧告します

。あなたがたはどのように歩んで神を

喜ばすべきかを私たちから学んだよう

に、また、事実いまあなたがたが歩ん

でいるように、ますますそのように歩

んでください。 2私たちが、主イエス

によって、どんな命令をあなたがたに

授けたかを、あなたがたは知っていま

す。 3神のみこころは、あなたがたが

きよくなることです。あなたがたが不

品行を避け、 4各自わきまえて、自分

のからだを、きよく、また尊く保ち、

5神を知らない異邦人のように情欲に

おぼれず、 6また、このようなことで

、兄弟を踏みつけたり、欺いたりしな

いことです。なぜなら、主はこれらす

べてのことについて正しくさばかれる

からです。これは、私たちが前もって

あなたがたに話し、きびしく警告して

おいたところです。 7神が私たちを召

されたのは、汚れを行なわせるためで

はなく、聖潔を得させるためです。 8

ですから、このことを拒む者は、人を

拒むのではなく、あなたがたに聖霊を

お与えになる神を拒むのです。 9兄弟

愛については、何も書き送る必要があ

りません。あなたがたこそ、互いに愛

し合うことを神から教えられた人たち

だからです。 10実にマケドニヤ全土

のすべての兄弟たちに対して、あなた

がたはそれを実行しています。しかし

、兄弟たち。あなたがたにお勧めしま

す。どうか、さらにますますそうであ

ってください。 11また、私たちが命

じたように、落ち着いた生活をするこ

とを志し、自分の仕事に身を入れ、自

分の手で働きなさい。 12外の人々に

対してもりっぱにふるまうことができ

、また乏しいことがないようにするた

めです。 13眠った人々のことについ

ては、兄弟たち、あなたがたに知らな
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いでいてもらいたくありません。あな

たがたが他の望みのない人々のように

悲しみに沈むことのないためです。 14

私たちはイエスが死んで復活されたこ

とを信じています。それならば、神は

またそのように、イエスにあって眠っ

た人々をイエスといっしょに連れて来

られるはずです。 15私たちは主のみ

ことばのとおりに言いますが、主が再

び来られるときまで生き残っている私

たちが、死んでいる人々に優先するよ

うなことは決してありません。 16主

は、号令と、御使いのかしらの声と、

神のラッパの響きのうちに、ご自身天

から下って来られます。それからキリ

ストにある死者が、まず初めによみが

えり、 17次に、生き残っている私た

ちが、たちまち彼らといっしょに雲の

中に一挙に引き上げられ、空中で主と

会うのです。このようにして、私たち

は、いつまでも主とともにいることに

なります。 18こういうわけですから

、このことばをもって互いに慰め合い

なさい。

5兄弟たち。それらがいつなのか、ま
たどういう時かについては、あなた

がたは私たちに書いてもらう必要があ

りません。 2主の日が夜中の盗人のよ

うに来るということは、あなたがた自

身がよく承知しているからです。 3人

々が「平和だ。安全だ。」と言ってい

るそのようなときに、突如として滅び

が彼らに襲いかかります。ちょうど妊

婦に産みの苦しみが臨むようなもので

、それをのがれることは決してできま

せん。 4しかし、兄弟たち。あなたが

たは暗やみの中にはいないのですから

、その日が、盗人のようにあなたがた

を襲うことはありません。 5あなたが

たはみな、光の子ども、昼の子どもだ

からです。私たちは、夜や暗やみの者

ではありません。 6ですから、ほかの

人々のように眠っていないで、目をさ

まして、慎み深くしていましょう。 7

眠る者は夜眠り、酔う者は夜酔うから

です。 8しかし、私たちは昼の者なの

で、信仰と愛を胸当てとして着け、救

いの望みをかぶととしてかぶって、慎

み深くしていましょう。 9神は、私た

ちが御怒りに会うようにお定めになっ

たのではなく、主イエス・キリストに

あって救いを得るようにお定めになっ

たからです。 10主が私たちのために

死んでくださったのは、私たちが、目

ざめていても、眠っていても、主とと

もに生きるためです。 11ですから、

あなたがたは、今しているとおり、互

いに励まし合い、互いに徳を高め合い

なさい。 12兄弟たちよ。あなたがた

にお願いします。あなたがたの間で労

苦し、主にあってあなたがたを指導し

、訓戒している人々を認めなさい。 13

その務めのゆえに、愛をもって深い尊

敬を払いなさい。お互いの間に平和を

保ちなさい。 14兄弟たち。あなたが

たに勧告します。気ままな者を戒め、

小心な者を励まし、弱い者を助け、す

べての人に対して寛容でありなさい。

15だれも悪をもって悪に報いないよう

に気をつけ、お互いの間で、またすべ

ての人に対して、いつも善を行なうよ

う務めなさい。 16いつも喜んでいな

さい。 17絶えず祈りなさい。 18すべ

ての事について、感謝しなさい。これ

が、キリスト・イエスにあって神があ

なたがたに望んでおられることです。
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19御霊を消してはなりません。 20預

言をないがしろにしてはいけません。

21すべてのことを見分けて、ほんとう

に良いものを堅く守りなさい。 22悪

はどんな悪でも避けなさい。 23平和

の神ご自身が、あなたがたを全くきよ

めてくださいますように。主イエス・

キリストの来臨のとき、責められると

ころのないように、あなたがたの霊、

たましい、からだが完全に守られます

ように。 24あなたがたを召された方

は真実ですから、きっとそのことをし

てくださいます。 25兄弟たち。私た

ちのためにも祈ってください。 26す

べての兄弟たちに、きよい口づけをも

ってあいさつをなさい。 27この手紙

がすべての兄弟たちに読まれるように

、主によって命じます。 28私たちの

主イエス・キリストの恵みが、あなた

がたとともにありますように。
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テサロニケ人への

手紙第二

1パウロ、シルワノ、テモテから、私
たちの父なる神および主イエス・キ

リストにあるテサロニケ人の教会へ。

2父なる神と主イエス・キリストから

、恵みと平安があなたがたの上にあり

ますように。 3兄弟たち。あなたがた

のことについて、私たちはいつも神に

感謝しなければなりません。そうする

のが当然なのです。なぜならあなたが

たの信仰が目に見えて成長し、あなた

がたすべての間で、ひとりひとりに相

互の愛が増し加わっているからです。

4それゆえ私たちは、神の諸教会の間

で、あなたがたがすべての迫害と患難

とに耐えながらその従順と信仰とを保

っていることを、誇りとしています。

5このことは、あなたがたを神の国に

ふさわしい者とするため、神の正しい

さばきを示すしるしであって、あなた

がたが苦しみを受けているのは、この

神の国のためです。 6つまり、あなた

がたを苦しめる者には、報いとして苦

しみを与え、 7苦しめられているあな

たがたには、私たちとともに、報いと

して安息を与えてくださることは、神

にとって正しいことなのです。そのこ

とは、主イエスが、炎の中に、力ある

御使いたちを従えて天から現われると

きに起こります。 8そのとき主は、神

を知らない人々や、私たちの主イエス

の福音に従わない人々に報復されます

。 9そのような人々は、主の御顔の前

とその御力の栄光から退けられて、永

遠の滅びの刑罰を受けるのです。

(aiōnios g166) 10その日に、主イエスは来

られて、ご自分の聖徒たちによって栄

光を受け、信じたすべての者の――そ

うです。あなたがたに対する私たちの

証言は、信じられたのです。――感嘆

の的となられます。 11そのためにも

、私たちはいつも、あなたがたのため

に祈っています。どうか、私たちの神

が、あなたがたをお召しにふさわしい

者にし、また御力によって、善を慕う

あらゆる願いと信仰の働きとを全うし

てくださいますように。 12それは、

私たちの神であり主であるイエス・キ

リストの恵みによって、主イエスの御

名があなたがたの間であがめられ、あ

なたがたも主にあって栄光を受けるた

めです。

2さて兄弟たちよ。私たちの主イエス
・キリストが再び来られることと、

私たちが主のみもとに集められること

に関して、あなたがたにお願いするこ

とがあります。 2霊によってでも、あ

るいはことばによってでも、あるいは

私たちから出たかのような手紙によっ

てでも、主の日がすでに来たかのよう

に言われるのを聞いて、すぐに落ち着

きを失ったり、心を騒がせたりしない

でください。 3だれにも、どのように

も、だまされないようにしなさい。な

ぜなら、まず背教が起こり、不法の人

、すなわち滅びの子が現われなければ

、主の日は来ないからです。 4彼は、

すべて神と呼ばれるもの、また礼拝さ

れるものに反抗し、その上に自分を高

く上げ、神の宮の中に座を設け、自分

こそ神であると宣言します。 5私がま

だあなたがたのところにいたとき、こ

れらのことをよく話しておいたのを思

い出しませんか。 6あなたがたが知っ
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ているとおり、彼がその定められた時

に現われるようにと、いま引き止めて

いるものがあるのです。 7不法の秘密

はすでに働いています。しかし今は引

き止める者があって、自分が取り除か

れる時まで引き止めているのです。 8

その時になると、不法の人が現われま

すが、主は御口の息をもって彼を殺し

、来臨の輝きをもって滅ぼしてしまわ

れます。 9不法の人の到来は、サタン

の働きによるのであって、あらゆる偽

りの力、しるし、不思議がそれに伴い

、 10また、滅びる人たちに対するあ

らゆる悪の欺きが行なわれます。なぜ

なら、彼らは救われるために真理への

愛を受け入れなかったからです。 11

それゆえ神は、彼らが偽りを信じるよ

うに、惑わす力を送り込まれます。 12

それは、真理を信じないで、悪を喜ん

でいたすべての者が、さばかれるため

です。 13しかし、あなたがたのこと

については、私たちはいつでも神に感

謝しなければなりません。主に愛され

ている兄弟たち。神は、御霊によるき

よめと、真理による信仰によって、あ

なたがたを、初めから救いにお選びに

なったからです。 14ですから神は、

私たちの福音によってあなたがたを召

し、私たちの主イエス・キリストの栄

光を得させてくださったのです。 15

そこで、兄弟たち。堅く立って、私た

ちのことば、または手紙によって教え

られた言い伝えを守りなさい。 16ど

うか、私たちの主イエス・キリストで

あり、私たちの父なる神である方、す

なわち、私たちを愛し、恵みによって

永遠の慰めとすばらしい望みとを与え

てくださった方ご自身が、 (aiōnios g166)

17あらゆる良いわざとことばとに進む

よう、あなたがたの心を慰め、強めて

くださいますように。

3終わりに、兄弟たちよ。私たちのた
めに祈ってください。主のみことば

が、あなたがたのところでと同じよう

に早く広まり、またあがめられますよ

うに。 2また、私たちが、ひねくれた

悪人どもの手から救い出されますよう

に。すべての人が信仰を持っているの

ではないからです。 3しかし、主は真

実な方ですから、あなたがたを強くし

、悪い者から守ってくださいます。 4

私たちが命じることを、あなたがたが

現に実行しており、これからも実行し

てくれることを私たちは主にあって確

信しています。 5どうか、主があなた

がたの心を導いて、神の愛とキリスト

の忍耐とを持たせてくださいますよう

に。 6兄弟たちよ。主イエス・キリス

トの御名によって命じます。締まりの

ない歩み方をして私たちから受けた言

い伝えに従わないでいる、すべての兄

弟たちから離れていなさい。 7どのよ

うに私たちを見ならうべきかは、あな

たがた自身が知っているのです。あな

たがたのところで、私たちは締まりの

ないことはしなかったし、 8人のパン

をただで食べることもしませんでした

。かえって、あなたがたのだれにも負

担をかけまいとして、昼も夜も労苦し

ながら働き続けました。 9それは、私

たちに権利がなかったからではなく、

ただ私たちを見ならうようにと、身を

もってあなたがたに模範を示すためで

した。 10私たちは、あなたがたのと

ころにいたときにも、働きたくない者

は食べるなと命じました。 11ところ
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が、あなたがたの中には、何も仕事を

せず、おせっかいばかりして、締まり

のない歩み方をしている人たちがある

と聞いています。 12こういう人たち

には、主イエス・キリストによって、

命じ、また勧めます。静かに仕事をし

、自分で得たパンを食べなさい。 13

しかしあなたがたは、たゆむことなく

善を行ないなさい。兄弟たちよ。 14

もし、この手紙に書いた私たちの指示

に従わない者があれば、そのような人

には、特に注意を払い、交際しないよ

うにしなさい。彼が恥じ入るようにな

るためです。 15しかし、その人を敵

とはみなさず、兄弟として戒めなさい

。 16どうか、平和の主ご自身が、ど

んなばあいにも、いつも、あなたがた

に平和を与えてくださいますように。

どうか、主があなたがたすべてと、と

もにおられますように。 17パウロが

自分の手であいさつを書きます。これ

は私のどの手紙にもあるしるしです。

これが私の手紙の書き方です。 18ど

うか、私たちの主イエス・キリストの

恵みが、あなたがたすべてとともにあ

りますように。
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テモテへの手紙第

一

1私たちの救い主なる神と私たちの望
みなるキリスト・イエスとの命令に

よる、キリスト・イエスの使徒パウロ

から、 2信仰による真実のわが子テモ

テへ。父なる神と私たちの主なるキリ

スト・イエスから、恵みとあわれみと

平安とがありますように。 3私がマケ

ドニヤに出発するとき、あなたにお願

いしたように、あなたは、エペソにず

っととどまっていて、ある人たちが違

った教えを説いたり、 4果てしのない

空想話と系図とに心を奪われたりしな

いように命じてください。そのような

ものは、論議を引き起こすだけで、信

仰による神の救いのご計画の実現をも

たらすものではありません。 5この命

令は、きよい心と正しい良心と偽りの

ない信仰とから出て来る愛を、目標と

しています。 6ある人たちはこの目当

てを見失い、わき道にそれて無益な議

論に走り、 7律法の教師でありたいと

望みながら、自分の言っていることも

、また強く主張していることについて

も理解していません。 8しかし私たち

は知っています。律法は、もし次のこ

とを知っていて正しく用いるならば、

良いものです。 9すなわち、律法は、

正しい人のためにあるのではなく、律

法を無視する不従順な者、不敬虔な罪

人、汚らわしい俗物、父や母を殺す者

、人を殺す者、 10不品行な者、男色

をする者、人を誘拐する者、うそをつ

く者、偽証をする者などのため、また

そのほか健全な教えにそむく事のため

にあるのです。 11祝福に満ちた神の

、栄光の福音によれば、こうなのであ

って、私はその福音をゆだねられたの

です。 12私は、私を強くしてくださ

る私たちの主キリスト・イエスに感謝

をささげています。なぜなら、キリス

トは、私をこの務めに任命して、私を

忠実な者と認めてくださったからです

。 13私は以前は、神をけがす者、迫

害する者、暴力をふるう者でした。そ

れでも、信じていないときに知らない

でしたことなので、あわれみを受けた

のです。 14私たちの主の、この恵み

は、キリスト・イエスにある信仰と愛

とともに、ますます満ちあふれるよう

になりました。 15「キリスト・イエ

スは、罪人を救うためにこの世に来ら

れた。」ということばは、まことであ

り、そのまま受け入れるに値するもの

です。私はその罪人のかしらです。 16

しかし、そのような私があわれみを受

けたのは、イエス・キリストが、今後

彼を信じて永遠のいのちを得ようとし

ている人々の見本にしようと、まず私

に対してこの上ない寛容を示してくだ

さったからです。 (aiōnios g166) 17どうか

、世々の王、すなわち、滅びることな

く、目に見えない唯一の神に、誉れと

栄えとが世々限りなくありますように

。アーメン。 (aiōn g165) 18私の子テモテ

よ。以前あなたについてなされた預言

に従って、私はあなたにこの命令をゆ

だねます。それは、あなたがあの預言

によって、信仰と正しい良心を保ち、

勇敢に戦い抜くためです。 19ある人

たちは、正しい良心を捨てて、信仰の

破船に会いました。 20その中には、

ヒメナオとアレキサンデルがいます。

私は、彼らをサタンに引き渡しました
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。それは、神をけがしてはならないこ

とを、彼らに学ばせるためです。

2そこで、まず初めに、このことを勧
めます。すべての人のために、また

王とすべての高い地位にある人たちの

ために願い、祈り、とりなし、感謝が

ささげられるようにしなさい。 2それ

は、私たちが敬虔に、また、威厳をも

って、平安で静かな一生を過ごすため

です。 3そうすることは、私たちの救

い主である神の御前において良いこと

であり、喜ばれることなのです。 4神

は、すべての人が救われて、真理を知

るようになるのを望んでおられます。

5神は唯一です。また、神と人との間

の仲介者も唯一であって、それは人と

してのキリスト・イエスです。 6キリ

ストは、すべての人の贖いの代価とし

て、ご自身をお与えになりました。こ

れが時至ってなされたあかしなのです

。 7そのあかしのために、私は宣伝者

また使徒に任じられ――私は真実を言

っており、うそは言いません。――信

仰と真理を異邦人に教える教師とされ

ました。 8ですから、私は願うのです

。男は、怒ったり言い争ったりするこ

となく、どこででもきよい手を上げて

祈るようにしなさい。 9同じように女

も、つつましい身なりで、控えめに慎

み深く身を飾り、はでな髪の形とか、

金や真珠や高価な衣服によってではな

く、 10むしろ、神を敬うと言ってい

る女にふさわしく、良い行ないを自分

の飾りとしなさい。 11女は、静かに

して、よく従う心をもって教えを受け

なさい。 12私は、女が教えたり男を

支配したりすることを許しません。た

だ、黙っていなさい。 13アダムが初

めに造られ、次にエバが造られたから

です。 14また、アダムは惑わされな

かったが、女は惑わされてしまい、あ

やまちを犯しました。 15しかし、女

が慎みをもって、信仰と愛ときよさと

を保つなら、子を産むことによって救

われます。

3「人がもし監督の職につきたいと思
うなら、それはすばらしい仕事を求

めることである。」ということばは真

実です。 2ですから、監督はこういう

人でなければなりません。すなわち、

非難されるところがなく、ひとりの妻

の夫であり、自分を制し、慎み深く、

品位があり、よくもてなし、教える能

力があり、 3酒飲みでなく、暴力をふ

るわず、温和で、争わず、金銭に無欲

で、 4自分の家庭をよく治め、十分な

威厳をもって子どもを従わせている人

です。 5――自分自身の家庭を治める

ことを知らない人が、どうして神の教

会の世話をすることができるでしょう

。―― 6また、信者になったばかりの

人であってはいけません。高慢になっ

て、悪魔と同じさばきを受けることに

ならないためです。 7また、教会外の

人々にも評判の良い人でなければいけ

ません。そしりを受け、悪魔のわなに

陥らないためです。 8執事もまたこう

いう人でなければなりません。謹厳で

、二枚舌を使わず、大酒飲みでなく、

不正な利をむさぼらず、 9きよい良心

をもって信仰の奥義を保っている人で

す。 10まず審査を受けさせなさい。

そして、非難される点がなければ、執

事の職につかせなさい。 11婦人執事

も、威厳があり、悪口を言わず、自分

を制し、すべてに忠実な人でなければ
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なりません。 12執事は、ひとりの妻

の夫であって、子どもと家庭をよく治

める人でなければなりません。 13と

いうのは、執事の務めをりっぱに果た

した人は、良い地歩を占め、また、キ

リスト・イエスを信じる信仰について

強い確信を持つことができるからです

。 14私は、近いうちにあなたのとこ

ろに行きたいと思いながらも、この手

紙を書いています。 15それは、たと

い私がおそくなったばあいでも、神の

家でどのように行動すべきかを、あな

たが知っておくためです。神の家とは

生ける神の教会のことであり、その教

会は、真理の柱また土台です。 16確

かに偉大なのはこの敬虔の奥義です。

「キリストは肉において現われ、霊に

おいて義と宣言され、御使いたちに見

られ、諸国民の間に宣べ伝えられ、

世界中で信じられ、栄光のうちに上げ

られた。」

4しかし、御霊が明らかに言われるよ
うに、後の時代になると、ある人た

ちは惑わす霊と悪霊の教えとに心を奪

われ、信仰から離れるようになります

。 2それは、うそつきどもの偽善によ

るものです。彼らは良心が麻痺してお

り、 3結婚することを禁じたり、食物

を断つことを命じたりします。しかし

食物は、信仰があり、真理を知ってい

る人が感謝して受けるようにと、神が

造られた物です。 4神が造られた物は

みな良い物で、感謝して受けるとき、

捨てるべき物は何一つありません。 5

神のことばと祈りとによって、きよめ

られるからです。 6これらのことを兄

弟たちに教えるなら、あなたはキリス

ト・イエスのりっぱな奉仕者になりま

す。信仰のことばと、あなたが従って

来た良い教えのことばとによって養わ

れているからです。 7俗悪な、年寄り

女がするような空想話を避けなさい。

むしろ、敬虔のために自分を鍛練しな

さい。 8肉体の鍛練もいくらかは有益

ですが、今のいのちと未来のいのちが

約束されている敬虔は、すべてに有益

です。 9このことばは、真実であり、

そのまま受け入れるに値することばで

す。 10私たちはそのために労し、ま

た苦心しているのです。それは、すべ

ての人々、ことに信じる人々の救い主

である、生ける神に望みを置いている

からです。 11これらのことを命じ、

また教えなさい。 12年が若いからと

いって、だれにも軽く見られないよう

にしなさい。かえって、ことばにも、

態度にも、愛にも、信仰にも、純潔に

も信者の模範になりなさい。 13私が

行くまで、聖書の朗読と勧めと教えと

に専念しなさい。 14長老たちによる

按手を受けたとき、預言によって与え

られた、あなたのうちにある聖霊の賜

物を軽んじてはいけません。 15これ

らの務めに心を砕き、しっかりやりな

さい。そうすれば、あなたの進歩はす

べての人に明らかになるでしょう。 16

自分自身にも、教える事にも、よく気

をつけなさい。あくまでそれを続けな

さい。そうすれば、自分自身をも、ま

たあなたの教えを聞く人たちをも救う

ことになります。

5年寄りをしかってはいけません。む
しろ、父親に対するように勧めなさ

い。若い人たちには兄弟に対するよう

に、 2年とった婦人たちには母親に対

するように、若い女たちには真に混じ
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りけのない心で姉妹に対するように勧

めなさい。 3やもめの中でもほんとう

のやもめを敬いなさい。 4しかし、も

し、やもめに子どもか孫かがいるなら

、まずこれらの者に、自分の家の者に

敬愛を示し、親の恩に報いる習慣をつ

けさせなさい。それが神に喜ばれるこ

とです。 5ほんとうのやもめで、身寄

りのない人は、望みを神に置いて、昼

も夜も、絶えず神に願いと祈りをささ

げていますが、 6自堕落な生活をして

いるやもめは、生きてはいても、もう

死んだ者なのです。 7彼女たちがそし

りを受けることのないように、これら

のことを命じなさい。 8もしも親族、

ことに自分の家族を顧みない人がいる

なら、その人は信仰を捨てているので

あって、不信者よりも悪いのです。 9

やもめとして名簿に載せるのは、六十

歳未満の人でなく、ひとりの夫の妻で

あった人で、 10良い行ないによって

認められている人、すなわち、子ども

を育て、旅人をもてなし、聖徒の足を

洗い、困っている人を助け、すべての

良いわざに務め励んだ人としなさい。

11若いやもめは断わりなさい。という

のは、彼女たちは、キリストにそむい

て情欲に引かれると、結婚したがり、

12初めの誓いを捨てたという非難を受

けることになるからです。 13そのう

え、怠けて、家々を遊び歩くことを覚

え、ただ怠けるだけでなく、うわさ話

やおせっかいをして、話してはいけな

いことまで話します。 14ですから、

私が願うのは、若いやもめは結婚し、

子どもを産み、家庭を治め、反対者に

そしる機会を与えないことです。 15

というのは、すでに、道を踏みはずし

、サタンのあとについて行った者があ

るからです。 16もし信者である婦人

の身内にやもめがいたら、その人がそ

のやもめを助け、教会には負担をかけ

ないようにしなさい。そうすれば、教

会はほんとうのやもめを助けることが

できます。 17よく指導の任に当たっ

ている長老は、二重に尊敬を受けるに

ふさわしいとしなさい。みことばと教

えのためにほねおっている長老は特に

そうです。 18聖書に「穀物をこなし

ている牛に、くつこを掛けてはいけな

い。」また、「働き手が報酬を受ける

ことは当然である。」と言われている

からです。 19長老に対する訴えは、

ふたりか三人の証人がなければ、受理

してはいけません。 20罪を犯してい

る者をすべての人の前で責めなさい。

ほかの人をも恐れさせるためです。 21

私は、神とキリスト・イエスと選ばれ

た御使いたちとの前で、あなたにおご

そかに命じます。これらのことを偏見

なしに守り、何事もかたよらないで行

ないなさい。 22また、だれにでも軽

々しく按手をしてはいけません。また

、他人の罪にかかわりを持ってはいけ

ません。自分をきよく保ちなさい。 23

これからは水ばかり飲まないで、胃の

ために、また、たびたび起こる病気の

ためにも、少量のぶどう酒を用いなさ

い。 24ある人たちの罪は、それがさ

ばきを受ける前から、だれの目にも明

らかですが、ある人たちの罪は、あと

で明らかになります。 25同じように

、良い行ないは、だれの目にも明らか

ですが、そうでないばあいでも、いつ

までも隠れたままでいることはありま

せん。
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6くびきの下にある奴隷は、自分の主
人を十分に尊敬すべき人だと考えな

さい。それは神の御名と教えとがそし

られないためです。 2信者である主人

を持つ人は、主人が兄弟だからといっ

て軽く見ず、むしろ、ますますよく仕

えなさい。なぜなら、その良い奉仕か

ら益を受けるのは信者であり、愛され

ている人だからです。あなたは、これ

らのことを教え、また勧めなさい。 3

違ったことを教え、私たちの主イエス

・キリストの健全なことばと敬虔にか

なう教えとに同意しない人がいるなら

、 4その人は高慢になっており、何一

つ悟らず、疑いをかけたり、ことばの

争いをしたりする病気にかかっている

のです。そこから、ねたみ、争い、そ

しり、悪意の疑りが生じ、 5また、知

性が腐ってしまって真理を失った人々

、すなわち敬虔を利得の手段と考えて

いる人たちの間には、絶え間のない紛

争が生じるのです。 6しかし、満ち足

りる心を伴う敬虔こそ、大きな利益を

受ける道です。 7私たちは何一つこの

世に持って来なかったし、また何一つ

持って出ることもできません。 8衣食

があれば、それで満足すべきです。 9

金持ちになりたがる人たちは、誘惑と

わなと、また人を滅びと破滅に投げ入

れる、愚かで、有害な多くの欲とに陥

ります。 10金銭を愛することが、あ

らゆる悪の根だからです。ある人たち

は、金を追い求めたために、信仰から

迷い出て、非常な苦痛をもって自分を

刺し通しました。 11しかし、神の人

よ。あなたは、これらのことを避け、

正しさ、敬虔、信仰、愛、忍耐、柔和

を熱心に求めなさい。 12信仰の戦い

を勇敢に戦い、永遠のいのちを獲得し

なさい。あなたはこのために召され、

また、多くの証人たちの前でりっぱな

告白をしました。 (aiōnios g166) 13私は、

すべてのものにいのちを与える神と、

ポンテオ・ピラトに対してすばらしい

告白をもってあかしされたキリスト・

イエスとの御前で、あなたに命じます

。 14私たちの主イエス・キリストの

現われの時まで、あなたは命令を守り

、傷のない、非難されるところのない

者でありなさい。 15その現われを、

神はご自分の良しとする時に示してく

ださいます。神は祝福に満ちた唯一の

主権者、王の王、主の主、 16ただひ

とり死のない方であり、近づくことも

できない光の中に住まわれ、人間がだ

れひとり見たことのない、また見るこ

とのできない方です。誉れと、とこし

えの主権は神のものです。アーメン。

(aiōnios g166) 17この世で富んでいる人た

ちに命じなさい。高ぶらないように。

また、たよりにならない富に望みを置

かないように。むしろ、私たちにすべ

ての物を豊かに与えて楽しませてくだ

さる神に望みを置くように。 (aiōn g165)

18また、人の益を計り、良い行ないに

富み、惜しまずに施し、喜んで分け与

えるように。 19また、まことのいの

ちを得るために、未来に備えて良い基

礎を自分自身のために築き上げるよう

に。 20テモテよ。ゆだねられたもの

を守りなさい。そして、俗悪なむだ話

、また、まちがって「霊知」と呼ばれ

る反対論を避けなさい。 21これを公

然と主張したある人たちは、信仰から

はずれてしまいました。恵みが、あな

たがたとともにありますように。
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テモテへの手紙第

二

1神のみこころにより、キリスト・イ
エスにあるいのちの約束によって、

キリスト・イエスの使徒となったパウ

ロから、 2愛する子テモテへ。父なる

神および私たちの主キリスト・イエス

から、恵みとあわれみと平安がありま

すように。 3私は、夜昼、祈りの中で

あなたのことを絶えず思い起こしては

、先祖以来きよい良心をもって仕えて

いる神に感謝しています。 4私は、あ

なたの涙を覚えているので、あなたに

会って、喜びに満たされたいと願って

います。 5私はあなたの純粋な信仰を

思い起こしています。そのような信仰

は、最初あなたの祖母ロイスと、あな

たの母ユニケのうちに宿ったものです

が、それがあなたのうちにも宿ってい

ることを、私は確信しています。 6そ

れですから、私はあなたに注意したい

のです。私の按手をもってあなたのう

ちに与えられた神の賜物を、再び燃え

立たせてください。 7神が私たちに与

えてくださったものは、おくびょうの

霊ではなく、力と愛と慎みとの霊です

。 8ですから、あなたは、私たちの主

をあかしすることや、私が主の囚人で

あることを恥じてはいけません。むし

ろ、神の力によって、福音のために私

と苦しみをともにしてください。 9神

は私たちを救い、また、聖なる招きを

もって召してくださいましたが、それ

は私たちの働きによるのではなく、ご

自身の計画と恵みとによるのです。こ

の恵みは、キリスト・イエスにおいて

、私たちに永遠の昔に与えられたもの

であって、 (aiōnios g166) 10それが今、私

たちの救い主キリスト・イエスの現わ

れによって明らかにされたのです。キ

リストは死を滅ぼし、福音によって、

いのちと不滅を明らかに示されました

。 11私は、この福音のために、宣教

者、使徒、また教師として任命された

のです。 12そのために、私はこのよ

うな苦しみにも会っています。しかし

、私はそれを恥とは思っていません。

というのは、私は、自分の信じて来た

方をよく知っており、また、その方は

私のお任せしたものを、かの日のため

に守ってくださることができると確信

しているからです。 13あなたは、キ

リスト・イエスにある信仰と愛をもっ

て、私から聞いた健全なことばを手本

にしなさい。 14そして、あなたにゆ

だねられた良いものを、私たちのうち

に宿る聖霊によって、守りなさい。 15

あなたの知っているとおり、アジヤに

いる人々はみな、私を離れて行きまし

た。その中には、フゲロとヘルモゲネ

がいます。 16オネシポロの家族を主

があわれんでくださるように。彼はた

びたび私を元気づけてくれ、また私が

鎖につながれていることを恥とも思わ

ず、 17ローマに着いたときには、熱

心に私を捜して見つけ出してくれたの

です。 18――かの日には、主があわ

れみを彼に示してくださいますように

。――彼がエペソで、どれほど私に仕

えてくれたかは、あなたが一番よく知

っています。

2そこで、わが子よ。キリスト・イエ
スにある恵みによって強くなりなさ

い。 2多くの証人の前で私から聞いた

ことを、他の人にも教える力のある忠
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実な人たちにゆだねなさい。 3キリス

ト・イエスのりっぱな兵士として、私

と苦しみをともにしてください。 4兵

役についていながら、日常生活のこと

に掛かり合っている者はだれもありま

せん。それは徴募した者を喜ばせるた

めです。 5また、競技をするときも、

規定に従って競技をしなければ栄冠を

得ることはできません。 6労苦した農

夫こそ、まず第一に収穫の分け前にあ

ずかるべきです。 7私が言っているこ

とをよく考えなさい。主はすべてのこ

とについて、理解する力をあなたに必

ず与えてくださいます。 8私の福音に

言うとおり、ダビデの子孫として生ま

れ、死者の中からよみがえったイエス

・キリストを、いつも思っていなさい

。 9私は、福音のために、苦しみを受

け、犯罪者のようにつながれています

。しかし、神のことばは、つながれて

はいません。 10ですから、私は選ば

れた人たちのために、すべてのことを

耐え忍びます。それは、彼らもまたキ

リスト・イエスにある救いと、それと

ともに、とこしえの栄光を受けるよう

になるためです。 (aiōnios g166) 11次のこ

とばは信頼すべきことばです。「もし

私たちが、彼とともに死んだのなら、

彼とともに生きるようになる。 12も

し耐え忍んでいるなら、彼とともに治

めるようになる。もし彼を否んだなら

、彼もまた私たちを否まれる。 13私

たちは真実でなくても、彼は常に真実

である。彼にはご自身を否むことがで

きないからである。」 14これらのこ

とを人々に思い出させなさい。そして

何の益にもならず、聞いている人々を

滅ぼすことになるような、ことばにつ

いての論争などしないように、神の御

前できびしく命じなさい。 15あなた

は熟練した者、すなわち、真理のみこ

とばをまっすぐに説き明かす、恥じる

ことのない働き人として、自分を神に

ささげるよう、努め励みなさい。 16

俗悪なむだ話を避けなさい。人々はそ

れによってますます不敬虔に深入りし

、 17彼らの話は癌のように広がるの

です。ヒメナオとピレトはその仲間で

す。 18彼らは真理からはずれてしま

い、復活がすでに起こったと言って、

ある人々の信仰をくつがえしているの

です。 19それにもかかわらず、神の

不動の礎は堅く置かれていて、それに

次のような銘が刻まれています。「主

はご自分に属する者を知っておられる

。」また、「主の御名を呼ぶ者は、だ

れでも不義を離れよ。」 20大きな家

には、金や銀の器だけでなく、木や土

の器もあります。また、ある物は尊い

ことに、ある物は卑しいことに用いま

す。 21ですから、だれでも自分自身

をきよめて、これらのことを離れるな

ら、その人は尊いことに使われる器と

なります。すなわち、きよめられたも

の、主人にとって有益なもの、あらゆ

る良いわざに間に合うものとなるので

す。 22それで、あなたは、若い時の

情欲を避け、きよい心で主を呼び求め

る人たちとともに、義と信仰と愛と平

和を追い求めなさい。 23愚かで、無

知な思弁を避けなさい。それが争いの

もとであることは、あなたが知ってい

るとおりです。 24主のしもべが争っ

てはいけません。むしろ、すべての人

に優しくし、よく教え、よく忍び、 25

反対する人たちを柔和な心で訓戒しな
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さい。もしかすると、神は彼らに悔い

改めの心を与えて真理を悟らせ、 26

一時は悪魔に捕えられて思うままにな

っていた人々でも、目ざめてそのわな

をのがれることもあるでしょう。

3終わりの日には困難な時代がやって
来ることをよく承知しておきなさい

。 2そのときに人々は、自分を愛する

者、金を愛する者、大言壮語する者、

不遜な者、神をけがす者、両親に従わ

ない者、感謝することを知らない者、

汚れた者になり、 3情け知らずの者、

和解しない者、そしる者、節制のない

者、粗暴な者、善を好まない者になり

、 4裏切る者、向こう見ずな者、慢心

する者、神よりも快楽を愛する者にな

り、 5敬虔のかたちをしていても、そ

の実を否定する者になるからです。こ

ういう人々を避けなさい。 6こういう

人々の中には、家々にはいり込み、愚

かな女たちをたぶらかしている者がい

ます。その女たちは、さまざまの情欲

に引き回されて罪に罪を重ね、 7いつ

も学んではいるが、いつになっても真

理を知ることのできない者たちです。

8また、こういう人々は、ちょうどヤ

ンネとヤンブレがモーセに逆らったよ

うに、真理に逆らうのです。彼らは知

性の腐った、信仰の失格者です。 9で

も、彼らはもうこれ以上に進むことは

できません。彼らの愚かさは、あのふ

たりのばあいのように、すべての人に

はっきりわかるからです。 10しかし

、あなたは、私の教え、行動、計画、

信仰、寛容、愛、忍耐に、 11またア

ンテオケ、イコニオム、ルステラで私

にふりかかった迫害や苦難にも、よく

ついて来てくれました。何というひど

い迫害に私は耐えて来たことでしょう

。しかし、主はいっさいのことから私

を救い出してくださいました。 12確

かに、キリスト・イエスにあって敬虔

に生きようと願う者はみな、迫害を受

けます。 13しかし、悪人や詐欺師た

ちは、だましたりだまされたりしなが

ら、ますます悪に落ちて行くのです。

14けれどもあなたは、学んで確信した

ところにとどまっていなさい。あなた

は自分が、どの人たちからそれを学ん

だかを知っており、 15また、幼いこ

ろから聖書に親しんで来たことを知っ

ているからです。聖書はあなたに知恵

を与えてキリスト・イエスに対する信

仰による救いを受けさせることができ

るのです。 16聖書はすべて、神の霊

感によるもので、教えと戒めと矯正と

義の訓練とのために有益です。 17そ

れは、神の人が、すべての良い働きの

ためにふさわしい十分に整えられた者

となるためです。

4神の御前で、また、生きている人と
死んだ人とをさばかれるキリスト・

イエスの御前で、その現われとその御

国を思って、私はおごそかに命じます

。 2みことばを宣べ伝えなさい。時が

良くても悪くてもしっかりやりなさい

。寛容を尽くし、絶えず教えながら、

責め、戒め、また勧めなさい。 3とい

うのは、人々が健全な教えに耳を貸そ

うとせず、自分につごうの良いことを

言ってもらうために、気ままな願いを

もって、次々に教師たちを自分たちの

ために寄せ集め、 4真理から耳をそむ

け、空想話にそれて行くような時代に

なるからです。 5しかし、あなたは、

どのようなばあいにも慎み、困難に耐
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え、伝道者として働き、自分の務めを

十分に果たしなさい。 6私は今や注ぎ

の供え物となります。私が世を去る時

はすでに来ました。 7私は勇敢に戦い

、走るべき道のりを走り終え、信仰を

守り通しました。 8今からは、義の栄

冠が私のために用意されているだけで

す。かの日には、正しい審判者である

主が、それを私に授けてくださるので

す。私だけでなく、主の現われを慕っ

ている者には、だれにでも授けてくだ

さるのです。 9あなたは、何とかして

、早く私のところに来てください。 10

デマスは今の世を愛し、私を捨ててテ

サロニケに行ってしまい、また、クレ

スケンスはガラテヤに、テトスはダル

マテヤに行ったからです。 (aiōn g165) 11

ルカだけは私とともにおります。マル

コを伴って、いっしょに来てください

。彼は私の務めのために役に立つから

です。 12私はテキコをエペソに遣わ

しました。 13あなたが来るときは、

トロアスでカルポのところに残してお

いた上着を持って来てください。また

、書物を、特に羊皮紙の物を持って来

てください。 14銅細工人のアレキサ

ンデルが私をひどく苦しめました。そ

のしわざに応じて主が彼に報いられま

す。 15あなたも彼を警戒しなさい。

彼は私たちのことばに激しく逆らった

からです。 16私の最初の弁明の際に

は、私を支持する者はだれもなく、み

な私を見捨ててしまいました。どうか

、彼らがそのためにさばかれることの

ありませんように。 17しかし、主は

、私とともに立ち、私に力を与えてく

ださいました。それは、私を通してみ

ことばが余すところなく宣べ伝えられ

、すべての国の人々がみことばを聞く

ようになるためでした。私はししの口

から助け出されました。 18主は私を

、すべての悪のわざから助け出し、天

の御国に救い入れてくださいます。主

に、御栄えがとこしえにありますよう

に。アーメン。 (aiōn g165) 19プリスカと

アクラによろしく。また、オネシポロ

の家族によろしく。 20エラストはコ

リントにとどまり、トロピモは病気の

ためにミレトに残して来ました。 21

何とかして、冬になる前に来てくださ

い。ユブロ、プデス、リノス、クラウ

デヤ、またすべての兄弟たちが、あな

たによろしくと言っています。 22主

があなたの霊とともにおられますよう

に。恵みが、あなたがたとともにあり

ますように。
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テトスへの手紙

1神のしもべ、また、イエス・キリス
トの使徒パウロ――私は、神に選ば

れた人々の信仰と、敬虔にふさわしい

真理の知識とのために使徒とされたの

です。 2それは、偽ることのない神が

、永遠の昔から約束してくださった永

遠のいのちの望みに基づくことです。

(aiōnios g166) 3神は、ご自分の定められ

た時に、このみことばを宣教によって

明らかにされました。私は、この宣教

を私たちの救い主なる神の命令によっ

て、ゆだねられたのです。――このパ

ウロから、 4同じ信仰による真実のわ

が子テトスへ。父なる神および私たち

の救い主なるキリスト・イエスから、

恵みと平安がありますように。 5私が

あなたをクレテに残したのは、あなた

が残っている仕事の整理をし、また、

私が指図したように、町ごとに長老た

ちを任命するためでした。 6それには

、その人が、非難されるところがなく

、ひとりの妻の夫であり、その子ども

は不品行を責められたり、反抗的であ

ったりしない信者であることが条件で

す。 7監督は神の家の管理者として、

非難されるところのない者であるべき

です。わがままでなく、短気でなく、

酒飲みでなく、けんか好きでなく、不

正な利を求めず、 8かえって、旅人を

よくもてなし、善を愛し、慎み深く、

正しく、敬虔で、自制心があり、 9教

えにかなった信頼すべきみことばを、

しっかりと守っていなければなりませ

ん。それは健全な教えをもって励まし

たり、反対する人たちを正したりする

ことができるためです。 10実は、反

抗的な者、空論に走る者、人を惑わす

者が多くいます。特に、割礼を受けた

人々がそうです。 11彼らの口を封じ

なければいけません。彼らは、不正な

利を得るために、教えてはいけないこ

とを教え、家々を破壊しています。 12

彼らと同国人であるひとりの預言者が

こう言いました。「クレテ人は昔から

のうそつき、悪いけだもの、なまけ

者の食いしんぼう。」 13この証言は

ほんとうなのです。ですから、きびし

く戒めて、人々の信仰を健全にし、 14

ユダヤ人の空想話や、真理から離れた

人々の戒めには心を寄せないようにさ

せなさい。 15きよい人々には、すべ

てのものがきよいのです。しかし、汚

れた、不信仰な人々には、何一つきよ

いものはありません。それどころか、

その知性と良心までも汚れています。

16彼らは、神を知っていると口では言

いますが、行ないでは否定しています

。実に忌まわしく、不従順で、どんな

良いわざにも不適格です。

2しかし、あなたは健全な教えにふさ
わしいことを話しなさい。 2老人た

ちには、自制し、謹厳で、慎み深くし

、信仰と愛と忍耐とにおいて健全であ

るように。 3同じように、年をとった

婦人たちには、神に仕えている者らし

く敬虔にふるまい、悪口を言わず、大

酒のとりこにならず、良いことを教え

る者であるように。 4そうすれば、彼

女たちは、若い婦人たちに向かって、

夫を愛し、子どもを愛し、 5慎み深く

、貞潔で、家事に励み、優しく、自分

の夫に従順であるようにと、さとすこ

とができるのです。それは、神のこと

ばがそしられるようなことのないため

です。 6同じように、若い人々には、
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思慮深くあるように勧めなさい。 7ま

た、すべての点で自分自身が良いわざ

の模範となり、教えにおいては純正で

、威厳を保ち、 8非難すべきところの

ない、健全なことばを用いなさい。そ

うすれば、敵対する者も、私たちにつ

いて、何も悪いことが言えなくなって

、恥じ入ることになるでしょう。 9奴

隷には、すべての点で自分の主人に従

って、満足を与え、口答えせず、 10

盗みをせず、努めて真実を表わすよう

に勧めなさい。それは、彼らがあらゆ

ることで、私たちの救い主である神の

教えを飾るようになるためです。 11

というのは、すべての人を救う神の恵

みが現われ、 12私たちに、不敬虔と

この世の欲とを捨て、この時代にあっ

て、慎み深く、正しく、敬虔に生活し

、 (aiōn g165) 13祝福された望み、すなわ

ち、大いなる神であり私たちの救い主

であるキリスト・イエスの栄光ある現

われを待ち望むようにと教えさとした

からです。 14キリストが私たちのた

めにご自身をささげられたのは、私た

ちをすべての不法から贖い出し、良い

わざに熱心なご自分の民を、ご自分の

ためにきよめるためでした。 15あな

たは、これらのことを十分な権威をも

って話し、勧め、また、責めなさい。

だれにも軽んじられてはいけません。

3あなたは彼らに注意を与えて、支配
者たちと権威者たちに服従し、従順

で、すべての良いわざを進んでする者

とならせなさい。 2また、だれをもそ

しらず、争わず、柔和で、すべての人

に優しい態度を示す者とならせなさい

。 3私たちも以前は、愚かな者であり

、不従順で、迷った者であり、いろい

ろな欲情と快楽の奴隷になり、悪意と

ねたみの中に生活し、憎まれ者であり

、互いに憎み合う者でした。 4しかし

、私たちの救い主なる神のいつくしみ

と人への愛とが現われたとき、 5神は

、私たちが行なった義のわざによって

ではなく、ご自分のあわれみのゆえに

、聖霊による、新生と更新との洗いを

もって私たちを救ってくださいました

。 6神は、この聖霊を、私たちの救い

主なるイエス・キリストによって、私

たちに豊かに注いでくださったのです

。 7それは、私たちがキリストの恵み

によって義と認められ、永遠のいのち

の望みによって、相続人となるためで

す。 (aiōnios g166) 8これは信頼できるこ

とばですから、私は、あなたがこれら

のことについて、確信をもって話すよ

うに願っています。それは、神を信じ

ている人々が、良いわざに励むことを

心がけるようになるためです。これら

のことは良いことであって、人々に有

益なことです。 9しかし、愚かな議論

、系図、口論、律法についての論争な

どを避けなさい。それらは無益で、む

だなものです。 10分派を起こす者は

、一、二度戒めてから、除名しなさい

。 11このような人は、あなたも知っ

ているとおり、堕落しており、自分で

悪いと知りながら罪を犯しているので

す。 12私がアルテマスかテキコをあ

なたのもとに送ったら、あなたは、何

としてでも、ニコポリにいる私のとこ

ろに来てください。私はそこで冬を過

ごすことに決めています。 13ぜひと

も、律法学者ゼナスとアポロとが旅に

出られるようにし、彼らが不自由しな

いように世話をしてあげなさい。 14
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私たち一同も、なくてならないものの

ために、正しい仕事に励むように教え

られなければなりません。それは、実

を結ばない者にならないためです。 15

私といっしょにいる者たち一同が、あ

なたによろしくと言っています。私た

ちの信仰の友である人々に、よろしく

言ってください。恵みが、あなたがた

すべてとともにありますように。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人であるパウ
ロ、および兄弟テモテから、私たち

の愛する同労者ピレモンへ。また、 2

姉妹アピヤ、私たちの戦友アルキポ、

ならびにあなたの家にある教会へ。 3

私たちの父なる神と主イエス・キリス

トから、恵みと平安があなたがたの上

にありますように。 4私は、祈りのう

ちにあなたのことを覚え、いつも私の

神に感謝しています。 5それは、主イ

エスに対してあなたが抱いている信仰

と、すべての聖徒に対するあなたの愛

とについて聞いているからです。 6私

たちの間でキリストのためになされて

いるすべての良い行ないをよく知るこ

とによって、あなたの信仰の交わりが

生きて働くものとなりますように。 7

私はあなたの愛から多くの喜びと慰め

とを受けました。それは、聖徒たちの

心が、兄弟よ、あなたによって力づけ

られたからです。 8私は、あなたのな

すべきことを、キリストにあって少し

もはばからず命じることができるので

すが、こういうわけですから、 9むし

ろ愛によって、あなたにお願いしたい

と思います。年老いて、今はまたキリ

スト・イエスの囚人となっている私パ

ウロが、 10獄中で生んだわが子オネ

シモのことを、あなたにお願いしたい

のです。 11彼は、前にはあなたにと

って役に立たない者でしたが、今は、

あなたにとっても私にとっても、役に

立つ者となっています。 12そのオネ

シモを、あなたのもとに送り返します

。彼は私の心そのものです。 13私は

、彼を私のところにとどめておき、福

音のために獄中にいる間、あなたに代

わって私のために仕えてもらいたいと

も考えましたが、 14あなたの同意な

しには何一つすまいと思いました。そ

れは、あなたがしてくれる親切は強制

されてではなく、自発的でなければい

けないからです。 15彼がしばらくの

間あなたから離されたのは、たぶん、

あなたが彼を永久に取り戻すためであ

ったのでしょう。 (aiōnios g166) 16もはや

奴隷としてではなく、奴隷以上の者、

すなわち、愛する兄弟としてです。特

に私にとってそうですが、あなたにと

ってはなおさらのこと、肉においても

主にあっても、そうではありませんか

。 17ですから、もしあなたが私を親

しい友と思うなら、私を迎えるように

彼を迎えてやってください。 18もし

彼があなたに対して損害をかけたか、

負債を負っているのでしたら、その請

求は私にしてください。 19この手紙

は私の自筆です。私がそれを支払いま

す。――あなたが今のようになれたの

もまた、私によるのですが、そのこと

については何も言いません。―― 20

そうです。兄弟よ。私は、主にあって

、あなたから益を受けたいのです。私

の心をキリストにあって、元気づけて

ください。 21私はあなたの従順を確

信して、あなたにこの手紙を書きまし

た。私の言う以上のことをしてくださ

るあなたであると、知っているからで

す。 22それにまた、私の宿の用意も

しておいてください。あなたがたの祈

りによって、私もあなたがたのところ

に行けることと思っています。 23キ

リスト・イエスにあって私とともに囚

人となっているエパフラスが、あなた

によろしくと言っています。 24私の
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同労者たちであるマルコ、アリスタル

コ、デマス、ルカからもよろしくと言

っています。 25主イエス・キリスト

の恵みが、あなたがたの霊とともにあ

りますように。
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ヘブル人への手紙

1神は、むかし先祖たちに、預言者た
ちを通して、多くの部分に分け、ま

た、いろいろな方法で語られましたが

、 2この終わりの時には、御子によっ

て、私たちに語られました。神は、御

子を万物の相続者とし、また御子によ

って世界を造られました。 (aiōn g165) 3

御子は神の栄光の輝き、また神の本質

の完全な現われであり、その力あるみ

ことばによって万物を保っておられま

す。また、罪のきよめを成し遂げて、

すぐれて高い所の大能者の右の座に着

かれました。 4御子は、御使いたちよ

りもさらにすぐれた御名を相続された

ように、それだけ御使いよりもまさる

ものとなられました。 5神は、かつて

どの御使いに向かって、こう言われた

でしょう。「あなたは、わたしの子。

きょう、わたしがあなたを生んだ。」

またさらに、「わたしは彼の父となり

、彼はわたしの子となる。」 6さらに

、長子をこの世界にお送りになるとき

、こう言われました。「神の御使いは

みな、彼を拝め。」 7また御使いにつ

いては、「神は、御使いたちを風とし

、仕える者たちを炎とされる。」と

言われましたが、 8御子については、

こう言われます。「神よ。あなたの御

座は世々限りなく、あなたの御国の杖

こそ、まっすぐな杖です。 (aiōn g165) 9

あなたは義を愛し、不正を憎まれます

。それゆえ、神よ。あなたの神は、

あふれるばかりの喜びの油を、あなた

とともに立つ者にまして、あなたに注

ぎなさいました。」 10またこう言わ

れます。「主よ。あなたは、初めに

地の基を据えられました。天も、あな

たの御手のわざです。 11これらのも

のは滅びます。しかし、あなたはいつ

までもながらえられます。すべてのも

のは着物のように古びます。 12あな

たはこれらを、外套のように巻かれま

す。これらを、着物のように取り替え

られます。しかし、あなたは変わるこ

とがなく、あなたの年は尽きることが

ありません。」 13神は、かつてどの

御使いに向かって、こう言われたでし

ょう。「わたしがあなたの敵をあな

たの足台とするまでは、わたしの右の

座に着いていなさい。」 14御使いは

みな、仕える霊であって、救いの相続

者となる人々に仕えるため遣わされた

のではありませんか。

2ですから、私たちは聞いたことを、
ますますしっかり心に留めて、押し

流されないようにしなければなりませ

ん。 2もし、御使いたちを通して語ら

れたみことばでさえ、堅く立てられて

動くことがなく、すべての違反と不従

順が当然の処罰を受けたとすれば、 3

私たちがこんなにすばらしい救いをな

いがしろにしたばあい、どうしてのが

れることができましょう。この救いは

最初主によって語られ、それを聞いた

人たちが、確かなものとしてこれを私

たちに示し、 4そのうえ神も、しるし

と不思議とさまざまの力あるわざによ

り、また、みこころに従って聖霊が分

け与えてくださる賜物によってあかし

されました。 5神は、私たちがいま話

している後の世を、御使いたちに従わ

せることはなさらなかったのです。 6

むしろ、ある個所で、ある人がこうあ

かししています。「人間が何者だとい

うので、これをみこころに留められる
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のでしょう。人の子が何者だというの

で、これを顧みられるのでしょう。 7

あなたは、彼を、御使いよりも、しば

らくの間、低いものとし、彼に栄光と

誉れの冠を与え、 8万物をその足の下

に従わせられました。」万物を彼に従

わせたとき、神は、彼に従わないもの

を何一つ残されなかったのです。それ

なのに、今でもなお、私たちはすべて

のものが人間に従わせられているのを

見てはいません。 9ただ、御使いより

も、しばらくの間、低くされた方であ

るイエスのことは見ています。イエス

は、死の苦しみのゆえに、栄光と誉れ

の冠をお受けになりました。その死は

、神の恵みによって、すべての人のた

めに味わわれたものです。 10神が多

くの子たちを栄光に導くのに、彼らの

救いの創始者を、多くの苦しみを通し

て全うされたということは、万物の存

在の目的であり、また原因でもある方

として、ふさわしいことであったので

す。 11きよめる方も、きよめられる

者たちも、すべて元は一つです。それ

で、主は彼らを兄弟と呼ぶことを恥と

しないで、こう言われます。 12「わ

たしは御名を、わたしの兄弟たちに告

げよう。教会の中で、わたしはあなた

を賛美しよう。」 13またさらに、「

わたしは彼に信頼する。」またさらに

、「見よ、わたしと、神がわたしに賜

わった子たちは。」と言われます。

14そこで、子たちはみな血と肉とを持

っているので、主もまた同じように、

これらのものをお持ちになりました。

これは、その死によって、悪魔という

、死の力を持つ者を滅ぼし、 15一生

涯死の恐怖につながれて奴隷となって

いた人々を解放してくださるためでし

た。 16主は御使いたちを助けるので

はなく、確かに、アブラハムの子孫を

助けてくださるのです。 17そういう

わけで、神のことについて、あわれみ

深い、忠実な大祭司となるため、主は

すべての点で兄弟たちと同じようにな

らなければなりませんでした。それは

民の罪のために、なだめがなされるた

めなのです。 18主は、ご自身が試み

を受けて苦しまれたので、試みられて

いる者たちを助けることがおできにな

るのです。

3そういうわけですから、天の召しに
あずかっている聖なる兄弟たち。私

たちの告白する信仰の使徒であり、大

祭司であるイエスのことを考えなさい

。 2モーセが神の家全体のために忠実

であったのと同様に、イエスはご自分

を立てた方に対して忠実なのです。 3

家よりも、家を建てる者が大きな栄誉

を持つのと同様に、イエスはモーセよ

りも大きな栄光を受けるのにふさわし

いとされました。 4家はそれぞれ、だ

れかが建てるのですが、すべてのもの

を造られた方は、神です。 5モーセは

、しもべとして神の家全体のために忠

実でした。それは、後に語られる事を

あかしするためでした。 6しかし、キ

リストは御子として神の家を忠実に治

められるのです。もし私たちが、確信

と、希望による誇りとを、終わりまで

しっかりと持ち続けるならば、私たち

が神の家なのです。 7ですから、聖霊

が言われるとおりです。「きょう、も

し御声を聞くならば、 8荒野での試み

の日に御怒りを引き起こしたときのよ

うに、心をかたくなにしてはならない
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。 9あなたがたの先祖たちは、そこで

わたしを試みて証拠を求め、四十年の

間、わたしのわざを見た。 10だから

、わたしはその時代を憤って言った。

彼らは常に心が迷い、わたしの道を悟

らなかった。 11わたしは、怒りをも

って誓ったように、決して彼らをわた

しの安息にはいらせない。」 12兄弟

たち。あなたがたの中では、だれも悪

い不信仰の心になって生ける神から離

れる者がないように気をつけなさい。

13「きょう。」と言われている間に、

日々互いに励まし合って、だれも罪に

惑わされてかたくなにならないように

しなさい。 14もし最初の確信を終わ

りまでしっかり保ちさえすれば、私た

ちは、キリストにあずかる者となるの

です。 15「きょう、もし御声を聞く

ならば、御怒りを引き起こしたときの

ように、心をかたくなにしてはならな

い。」と言われているからです。 16

聞いていながら、御怒りを引き起こし

たのはだれでしたか。モーセに率いら

れてエジプトを出た人々の全部ではあ

りませんか。 17神は四十年の間だれ

を怒っておられたのですか。罪を犯し

た人々、しかばねを荒野にさらした、

あの人たちをではありませんか。 18

また、わたしの安息にはいらせないと

神が誓われたのは、ほかでもない、従

おうとしなかった人たちのことではあ

りませんか。 19それゆえ、彼らが安

息にはいれなかったのは、不信仰のた

めであったことがわかります。

4こういうわけで、神の安息にはいる
ための約束はまだ残っているのです

から、あなたがたのうちのひとりでも

、万が一にもこれにはいれないような

ことのないように、私たちは恐れる心

を持とうではありませんか。 2福音を

説き聞かされていることは、私たちも

彼らと同じなのです。ところが、その

聞いたみことばも、彼らには益になり

ませんでした。みことばが、それを聞

いた人たちに、信仰によって、結びつ

けられなかったからです。 3信じた私

たちは安息にはいるのです。「わたし

は、怒りをもって誓ったように、決し

て彼らをわたしの安息にはいらせない

。」と神が言われたとおりです。みわ

ざは創世の初めから、もう終わってい

るのです。 4というのは、神は七日目

について、ある個所で、「そして、神

は、すべてのみわざを終えて七日目に

休まれた。」と言われました。 5そし

て、ここでは、「決して彼らをわたし

の安息にはいらせない。」と言われた

のです。 6こういうわけで、その安息

にはいる人々がまだ残っており、前に

福音を説き聞かされた人々は、不従順

のゆえにはいれなかったのですから、

7神は再びある日を「きょう。」と定

めて、長い年月の後に、前に言われた

と同じように、ダビデを通して、「き

ょう、もし御声を聞くならば、あなた

がたの心をかたくなにしてはならない

。」と語られたのです。 8もしヨシュ

アが彼らに安息を与えたのであったら

、神はそのあとで別の日のことを話さ

れることはなかったでしょう。 9した

がって、安息日の休みは、神の民のた

めにまだ残っているのです。 10神の

安息にはいった者ならば、神がご自分

のわざを終えて休まれたように、自分

のわざを終えて休んだはずです。 11

ですから、私たちは、この安息にはい
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るよう力を尽くして努め、あの不従順

の例にならって落後する者が、ひとり

もいないようにしようではありません

か。 12神のことばは生きていて、力

があり、両刃の剣よりも鋭く、たまし

いと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも

刺し通し、心のいろいろな考えやはか

りごとを判別することができます。 13

造られたもので、神の前で隠れおおせ

るものは何一つなく、神の目には、す

べてが裸であり、さらけ出されていま

す。私たちはこの神に対して弁明をす

るのです。 14さて、私たちのために

は、もろもろの天を通られた偉大な大

祭司である神の子イエスがおられるの

ですから、私たちの信仰の告白を堅く

保とうではありませんか。 15私たち

の大祭司は、私たちの弱さに同情でき

ない方ではありません。罪は犯されま

せんでしたが、すべての点で、私たち

と同じように、試みに会われたのです

。 16ですから、私たちは、あわれみ

を受け、また恵みをいただいて、おり

にかなった助けを受けるために、大胆

に恵みの御座に近づこうではありませ

んか。

5大祭司はみな、人々の中から選ばれ
、神に仕える事がらについて人々に

代わる者として、任命を受けたのです

。それは、罪のために、ささげ物とい

けにえとをささげるためです。 2彼は

、自分自身も弱さを身にまとっている

ので、無知な迷っている人々を思いや

ることができるのです。 3そしてまた

、その弱さのゆえに、民のためだけで

なく、自分のためにも、罪のためのさ

さげ物をしなければなりません。 4ま

ただれでも、この名誉は自分で得るの

ではなく、アロンのように神に召され

て受けるのです。 5同様に、キリスト

も大祭司となる栄誉を自分で得られた

のではなく、彼に、「あなたは、わた

しの子。きょう、わたしがあなたを生

んだ。」と言われた方が、それをお与

えになったのです。 6別の個所で、こ

うも言われます。「あなたは、とこし

えに、メルキゼデクの位に等しい祭司

である。」 (aiōn g165) 7キリストは、人

としてこの世におられたとき、自分を

死から救うことのできる方に向かって

、大きな叫び声と涙とをもって祈りと

願いをささげ、そしてその敬虔のゆえ

に聞き入れられました。 8キリストは

御子であられるのに、お受けになった

多くの苦しみによって従順を学び、 9

完全な者とされ、彼に従うすべての人

々に対して、とこしえの救いを与える

者となり、 (aiōnios g166) 10神によって、

メルキゼデクの位に等しい大祭司とと

なえられたのです。 11この方について

、私たちは話すべきことをたくさん持

っていますが、あなたがたの耳が鈍く

なっているため、説き明かすことが困

難です。 12あなたがたは年数からす

れば教師になっていなければならない

にもかかわらず、神のことばの初歩を

もう一度だれかに教えてもらう必要が

あるのです。あなたがたは堅い食物で

はなく、乳を必要とするようになって

います。 13まだ乳ばかり飲んでいる

ような者はみな、義の教えに通じては

いません。幼子なのです。 14しかし

、堅い食物はおとなの物であって、経

験によって良い物と悪い物とを見分け

る感覚を訓練された人たちの物です。
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6ですから、私たちは、キリストにつ
いての初歩の教えをあとにして、成

熟を目ざして進もうではありませんか

。死んだ行ないからの回心、神に対す

る信仰、 2きよめの洗いについての教

え、手を置く儀式、死者の復活、とこ

しえのさばきなど基礎的なことを再び

やり直したりしないようにしましょう

。 (aiōnios g166) 3神がお許しになるなら

ば、私たちはそうすべきです。 4一度

光を受けて天からの賜物の味を知り、

聖霊にあずかる者となり、 5神のすば

らしいみことばと、後にやがて来る世

の力とを味わったうえで、 (aiōn g165) 6

しかも堕落してしまうならば、そうい

う人々をもう一度悔い改めに立ち返ら

せることはできません。彼らは、自分

で神の子をもう一度十字架にかけて、

恥辱を与える人たちだからです。 7土

地は、その上にしばしば降る雨を吸い

込んで、これを耕す人たちのために有

用な作物を生じるなら、神の祝福にあ

ずかります。 8しかし、いばらやあざ

みなどを生えさせるなら、無用なもの

であって、やがてのろいを受け、つい

には焼かれてしまいます。 9だが、愛

する人たち。私たちはこのように言い

ますが、あなたがたについては、もっ

と良いことを確信しています。それは

救いにつながることです。 10神は正

しい方であって、あなたがたの行ない

を忘れず、あなたがたがこれまで聖徒

たちに仕え、また今も仕えて神の御名

のために示したあの愛をお忘れになら

ないのです。 11そこで、私たちは、

あなたがたひとりひとりが、同じ熱心

さを示して、最後まで、私たちの希望

について十分な確信を持ち続けてくれ

るように切望します。 12それは、あ

なたがたがなまけずに、信仰と忍耐に

よって約束のものを相続するあの人た

ちに、ならう者となるためです。 13

神は、アブラハムに約束されるとき、

ご自分よりすぐれたものをさして誓う

ことがありえないため、ご自分をさし

て誓い、 14こう言われました。「わ

たしは必ずあなたを祝福し、あなたを

大いにふやす。」 15こうして、アブ

ラハムは、忍耐の末に、約束のものを

得ました。 16確かに、人間は自分よ

りすぐれた者をさして誓います。そし

て、確証のための誓いというものは、

人間のすべての反論をやめさせます。

17そこで、神は約束の相続者たちに、

ご計画の変わらないことをさらにはっ

きり示そうと思い、誓いをもって保証

されたのです。 18それは、変えるこ

とのできない二つの事がらによって、

――神は、これらの事がらのゆえに、

偽ることができません。――前に置か

れている望みを捕えるためにのがれて

来た私たちが、力強い励ましを受ける

ためです。 19この望みは、私たちの

たましいのために、安全で確かな錨の

役を果たし、またこの望みは幕の内側

にはいるのです。 20イエスは私たち

の先駆けとしてそこにはいり、永遠に

メルキゼデクの位に等しい大祭司とな

られました。 (aiōn g165)

7このメルキゼデクは、サレムの王で
、すぐれて高い神の祭司でしたが、

アブラハムが王たちを打ち破って帰る

のを出迎えて祝福しました。 2またア

ブラハムは彼に、すべての戦利品の十

分の一を分けました。まず彼は、その

名を訳すと義の王であり、次に、サレ
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ムの王、すなわち平和の王です。 3父

もなく、母もなく、系図もなく、その

生涯の初めもなく、いのちの終わりも

なく、神の子に似た者とされ、いつま

でも祭司としてとどまっているのです

。 4その人がどんなに偉大であるかを

、よく考えてごらんなさい。族長であ

るアブラハムでさえ、彼に一番良い戦

利品の十分の一を与えたのです。 5レ

ビの子らの中で祭司職を受ける者たち

は、自分もアブラハムの子孫でありな

がら、民から、すなわち彼らの兄弟た

ちから、十分の一を徴集するようにと

、律法の中で命じられています。 6と

ころが、レビ族の系図にない者が、ア

ブラハムから十分の一を取って、約束

を受けた人を祝福したのです。 7いう

までもなく、下位の者が上位の者から

祝福されるのです。 8一方では、死ぬ

べき人間が十分の一を受けていますが

、他のばあいは、彼は生きているとあ

かしされている者が受けるのです。 9

また、いうならば、十分の一を受け取

るレビでさえアブラハムを通して十分

の一を納めているのです。 10という

のは、メルキゼデクがアブラハムを出

迎えたときには、レビはまだ父の腰の

中にいたからです。 11さて、もしレ

ビ系の祭司職によって完全に到達でき

たのだったら、――民はそれを基礎と

して律法を与えられたのです。――そ

れ以上何の必要があって、アロンの位

でなく、メルキゼデクの位に等しいと

呼ばれる他の祭司が立てられたのでし

ょうか。 12祭司職が変われば、律法

も必ず変わらなければなりませんが、

13私たちが今まで論じて来たその方は

、祭壇に仕える者を出したことのない

別の部族に属しておられるのです。 14

私たちの主が、ユダ族から出られたこ

とは明らかですが、モーセは、この部

族については、祭司に関することを何

も述べていません。 15もしメルキゼ

デクに等しい、別の祭司が立てられる

のなら、以上のことは、いよいよ明ら

かになります。 16その祭司は、肉に

ついての戒めである律法にはよらない

で、朽ちることのない、いのちの力に

よって祭司となったのです。 17この

方については、こうあかしされていま

す。「あなたは、とこしえに、メル

キゼデクの位に等しい祭司である。」

(aiōn g165) 18一方で、前の戒めは、弱く

無益なために、廃止されましたが、 19

――律法は何事も全うしなかったので

す。――他方で、さらにすぐれた希望

が導き入れられました。私たちはこれ

によって神に近づくのです。 20また

、そのためには、はっきりと誓いがな

されています。 21――彼らのばあい

は、誓いなしに祭司となるのですが、

主のばあいには、主に対して次のよう

に言われた方の誓いがあります。「主

は誓ってこう言われ、みこころを変え

られることはない。『あなたはとこし

えに祭司である。』」―― (aiōn g165) 22

そのようにして、イエスは、さらにす

ぐれた契約の保証となられたのです。

23また、彼らのばあいは、死というこ

とがあるため、務めにいつまでもとど

まることができず、大ぜいの者が祭司

となりました。 24しかし、キリスト

は永遠に存在されるのであって、変わ

ることのない祭司の務めを持っておら

れます。 (aiōn g165) 25したがって、ご自

分によって神に近づく人々を、完全に
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救うことがおできになります。キリス

トはいつも生きていて、彼らのために

、とりなしをしておられるからです。

26また、このようにきよく、悪も汚れ

もなく、罪人から離れ、また、天より

も高くされた大祭司こそ、私たちにと

ってまさに必要な方です。 27ほかの

大祭司たちとは違い、キリストには、

まず自分の罪のために、その次に、民

の罪のために毎日いけにえをささげる

必要はありません。というのは、キリ

ストは自分自身をささげ、ただ一度で

このことを成し遂げられたからです。

28律法は弱さを持つ人間を大祭司に立

てますが、律法のあとから来た誓いの

みことばは、永遠に全うされた御子を

立てるのです。 (aiōn g165)

8以上述べたことの要点はこうです。
すなわち、私たちの大祭司は天にお

られる大能者の御座の右に着座された

方であり、 2人間が設けたのではなく

て、主が設けられた真実の幕屋である

聖所で仕えておられる方です。 3すべ

て、大祭司は、ささげ物といけにえと

をささげるために立てられます。した

がって、この大祭司も何かささげる物

を持っていなければなりません。 4も

しキリストが地上におられるのであっ

たら、決して祭司とはなられないでし

ょう。律法に従ってささげ物をする人

たちがいるからです。 5その人たちは

、天にあるものの写しと影とに仕えて

いるのであって、それらはモーセが幕

屋を建てようとしたとき、神から御告

げを受けたとおりのものです。神はこ

う言われたのです。「よく注意しなさ

い。山であなたに示された型に従って

、すべてのものを作りなさい。」 6し

かし今、キリストはさらにすぐれた務

めを得られました。それは彼が、さら

にすぐれた約束に基づいて制定された

、さらにすぐれた契約の仲介者である

からです。 7もしあの初めの契約が欠

けのないものであったなら、後のもの

が必要になる余地はなかったでしょう

。 8しかし、神は、それに欠けがある

として、こう言われたのです。「主が

、言われる。見よ。日が来る。わた

しが、イスラエルの家やユダの家と新

しい契約を結ぶ日が。 9それは、わた

しが彼らの先祖たちの手を引いて、彼

らをエジプトの地から導き出した日に

彼らと結んだ契約のようなものではな

い。彼らがわたしの契約を守り通さな

いので、わたしも、彼らを顧みなかっ

たと、主は言われる。 10それらの日

の後、わたしが、イスラエルの家と結

ぶ契約は、これであると、主が言われ

る。わたしは、わたしの律法を彼らの

思いの中に入れ、彼らの心に書きつけ

る。わたしは彼らの神となり、彼ら

はわたしの民となる。 11また彼らが

、おのおのその町の者に、また、おの

おのその兄弟に教えて、『主を知れ。

』と言うことは決してない。小さい者

から大きい者に至るまで、彼らはみな

、わたしを知るようになるからである

。 12なぜなら、わたしは彼らの不義

にあわれみをかけ、もはや、彼らの罪

を思い出さないからである。」 13神

が新しい契約と言われたときには、初

めのものを古いとされたのです。年を

経て古びたものは、すぐに消えて行き

ます。

9初めの契約にも礼拝の規定と地上の
聖所とがありました。 2幕屋が設け
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られ、その前部の所には、燭台と机と

供えのパンがありました。聖所と呼ば

れる所です。 3また、第二の垂れ幕の

うしろには、至聖所と呼ばれる幕屋が

設けられ、 4そこには金の香壇と、全

面を金でおおわれた契約の箱があり、

箱の中には、マナのはいった金のつぼ

、芽を出したアロンの杖、契約の二つ

の板がありました。 5また、箱の上に

は、贖罪蓋を翼でおおっている栄光の

ケルビムがありました。しかしこれら

については、今いちいち述べることが

できません。 6さて、これらの物が以

上のように整えられた上で、前の幕屋

には、祭司たちがいつもはいって礼拝

を行なうのですが、 7第二の幕屋には

、大祭司だけが年に一度だけはいりま

す。そのとき、血を携えずにはいるよ

うなことはありません。その血は、自

分のために、また、民が知らずに犯し

た罪のためにささげるものです。 8こ

れによって聖霊は次のことを示してお

られます。すなわち、前の幕屋が存続

しているかぎり、まことの聖所への道

は、まだ明らかにされていないという

ことです。 9この幕屋はその当時のた

めの比喩です。それに従って、ささげ

物といけにえとがささげられますが、

それらは礼拝する者の良心を完全にす

ることはできません。 10それらは、

ただ食物と飲み物と種々の洗いに関す

るもので、新しい秩序の立てられる時

まで課せられた、からだに関する規定

にすぎないからです。 11しかしキリ

ストは、すでに成就したすばらしい事

がらの大祭司として来られ、手で造っ

た物でない、言い替えれば、この造ら

れた物とは違った、さらに偉大な、さ

らに完全な幕屋を通り、 12また、や

ぎと子牛との血によってではなく、ご

自分の血によって、ただ一度、まこと

の聖所にはいり、永遠の贖いを成し遂

げられたのです。 (aiōnios g166) 13もし、

やぎと雄牛の血、また雌牛の灰を汚れ

た人々に注ぎかけると、それがきよめ

の働きをして肉体をきよいものにする

とすれば、 14まして、キリストが傷

のないご自身を、とこしえの御霊によ

って神におささげになったその血は、

どんなにか私たちの良心をきよめて死

んだ行ないから離れさせ、生ける神に

仕える者とすることでしょう。 (aiōnios

g166) 15こういうわけで、キリストは新

しい契約の仲介者です。それは、初め

の契約のときの違反を贖うための死が

実現したので、召された者たちが永遠

の資産の約束を受けることができるた

めなのです。 (aiōnios g166) 16遺言には、

遺言者の死亡証明が必要です。 17遺

言は、人が死んだとき初めて有効にな

るのであって、遺言者が生きている間

は、決して効力はありません。 18し

たがって、初めの契約も血なしに成立

したのではありません。 19モーセは

、律法に従ってすべての戒めを民全体

に語って後、水と赤い色の羊の毛とヒ

ソプとのほかに、子牛とやぎの血を取

って、契約の書自体にも民の全体にも

注ぎかけ、 20「これは神があなたが

たに対して立てられた契約の血である

。」と言いました。 21また彼は、幕

屋と礼拝のすべての器具にも同様に血

を注ぎかけました。 22それで、律法

によれば、すべてのものは血によって

きよめられる、と言ってよいでしょう

。また、血を注ぎ出すことがなければ
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、罪の赦しはないのです。 23ですか

ら、天にあるものにかたどったものは

、これらのものによってきよめられる

必要がありました。しかし天にあるも

の自体は、これよりもさらにすぐれた

いけにえで、きよめられなければなり

ません。 24キリストは、本物の模型

にすぎない、手で造った聖所にはいら

れたのではなく、天そのものにはいら

れたのです。そして、今、私たちのた

めに神の御前に現われてくださるので

す。 25それも、年ごとに自分の血で

ない血を携えて聖所にはいる大祭司と

は違って、キリストは、ご自分を幾度

もささげることはなさいません。 26

もしそうでなかったら、世の初めから

幾度も苦難を受けなければならなかっ

たでしょう。しかしキリストは、ただ

一度、今の世の終わりに、ご自身をい

けにえとして罪を取り除くために、来

られたのです。 (aiōn g165) 27そして、人

間には、一度死ぬことと死後にさばき

を受けることが定まっているように、

28キリストも、多くの人の罪を負うた

めに一度、ご自身をささげられました

が、二度目は、罪を負うためではなく

、彼を待ち望んでいる人々の救いのた

めに来られるのです。

10律法には、後に来るすばらしいも
のの影はあっても、その実物はな

いのですから、律法は、年ごとに絶え

ずささげられる同じいけにえによって

神に近づいて来る人々を、完全にする

ことができないのです。 2もしそれが

できたのであったら、礼拝する人々は

、一度きよめられた者として、もはや

罪を意識しなかったはずであり、した

がって、ささげ物をすることは、やん

だはずです。 3ところがかえって、こ

れらのささげ物によって、罪が年ごと

に思い出されるのです。 4雄牛とやぎ

の血は、罪を除くことができません。

5ですから、キリストは、この世界に

来て、こう言われるのです。「あなた

は、いけにえやささげ物を望まないで

、わたしのために、からだを造ってく

ださいました。 6あなたは全焼のいけ

にえと罪のためのいけにえとで満足

されませんでした。 7そこでわたしは

言いました。『さあ、わたしは来まし

た。聖書のある巻に、わたしについ

てしるされているとおり、神よ、あな

たのみこころを行なうために。』」 8

すなわち、初めには、「あなたは、い

けにえとささげ物、全焼のいけにえと

罪のためのいけにえ（すなわち、律法

に従ってささげられる、いろいろの物

）を望まず、またそれらで満足されま

せんでした。」と言い、 9また、「さ

あ、わたしはあなたのみこころを行な

うために来ました。」と言われたので

す。後者が立てられるために、前者が

廃止されるのです。 10このみこころ

に従って、イエス・キリストのからだ

が、ただ一度だけささげられたことに

より、私たちはきよめられたものとさ

れているのです。 11また、すべて祭

司は毎日立って礼拝の務めをなし、同

じいけにえをくり返しささげますが、

それらは決して罪を除き去ることがで

きません。 12しかし、キリストは、

罪のために一つの永遠のいけにえをさ

さげて後、神の右の座に着き、 13そ

れからは、その敵がご自分の足台とな

るのを待っておられるのです。 14キ

リストはきよめられる人々を、一つの
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ささげ物によって、永遠に全うされた

のです。 15聖霊も私たちに次のよう

に言って、あかしされます。 16「そ

れらの日の後、わたしが、彼らと結ぼ

うとしている契約は、これであると、

主は言われる。わたしは、わたしの律

法を彼らの心に置き、彼らの思いに書

きつける。」またこう言われます。

17「わたしは、もはや決して彼らの罪

と不法とを思い出すことはしない。」

18これらのことが赦されるところでは

、罪のためのささげ物はもはや無用で

す。 19こういうわけですから、兄弟

たち。私たちは、イエスの血によって

、大胆にまことの聖所にはいることが

できるのです。 20イエスはご自分の

肉体という垂れ幕を通して、私たちの

ためにこの新しい生ける道を設けてく

ださったのです。 21また、私たちに

は、神の家をつかさどる、この偉大な

祭司があります。 22そのようなわけ

で、私たちは、心に血の注ぎを受けて

邪悪な良心をきよめられ、からだをき

よい水で洗われたのですから、全き信

仰をもって、真心から神に近づこうで

はありませんか。 23約束された方は

真実な方ですから、私たちは動揺しな

いで、しっかりと希望を告白しようで

はありませんか。 24また、互いに勧

め合って、愛と善行を促すように注意

し合おうではありませんか。 25ある

人々のように、いっしょに集まること

をやめたりしないで、かえって励まし

合い、かの日が近づいているのを見て

、ますますそうしようではありません

か。 26もし私たちが、真理の知識を

受けて後、ことさらに罪を犯し続ける

ならば、罪のためのいけにえは、もは

や残されていません。 27ただ、さば

きと、逆らう人たちを焼き尽くす激し

い火とを、恐れながら待つよりほかは

ないのです。 28だれでもモーセの律

法を無視する者は、二、三の証人のこ

とばに基づいて、あわれみを受けるこ

となく死刑に処せられます。 29まし

て、神の御子を踏みつけ、自分をきよ

めた契約の血を汚れたものとみなし、

恵みの御霊を侮る者は、どんなに重い

処罰に値するか、考えてみなさい。 30

私たちは、「復讐はわたしのすること

である。わたしが報いをする。」、ま

た、「主がその民をさばかれる。」と

言われる方を知っています。 31生け

る神の手の中に陥ることは恐ろしいこ

とです。 32あなたがたは、光に照ら

されて後、苦難に会いながら激しい戦

いに耐えた初めのころを、思い起こし

なさい。 33人々の目の前で、そしり

と苦しみとを受けた者もあれば、この

ようなめに会った人々の仲間になった

者もありました。 34あなたがたは、

捕えられている人々を思いやり、また

、もっとすぐれた、いつまでも残る財

産を持っていることを知っていたので

、自分の財産が奪われても、喜んで忍

びました。 35ですから、あなたがた

の確信を投げ捨ててはなりません。そ

れは大きな報いをもたらすものなので

す。 36あなたがたが神のみこころを

行なって、約束のものを手に入れるた

めに必要なのは忍耐です。 37「もう

しばらくすれば、来るべき方が来られ

る。おそくなることはない。 38わた

しの義人は信仰によって生きる。もし

、恐れ退くなら、わたしのこころは彼

を喜ばない。」 39私たちは、恐れ退
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いて滅びる者ではなく、信じていのち

を保つ者です。

11信仰は望んでいる事がらを保証し
、目に見えないものを確信させる

ものです。 2昔の人々はこの信仰によ

って称賛されました。 3信仰によって

、私たちは、この世界が神のことばで

造られたことを悟り、したがって、見

えるものが目に見えるものからできた

のではないことを悟るのです。 (aiōn

g165) 4信仰によって、アベルはカイン

よりもすぐれたいけにえを神にささげ

、そのいけにえによって彼が義人であ

ることの証明を得ました。神が、彼の

ささげ物を良いささげ物だとあかしし

てくださったからです。彼は死にまし

たが、その信仰によって、今もなお語

っています。 5信仰によって、エノク

は死を見ることのないように移されま

した。神に移されて、見えなくなりま

した。移される前に、彼は神に喜ばれ

ていることが、あかしされていました

。 6信仰がなくては、神に喜ばれるこ

とはできません。神に近づく者は、神

がおられることと、神を求める者には

報いてくださる方であることとを、信

じなければならないのです。 7信仰に

よって、ノアは、まだ見ていない事が

らについて神から警告を受けたとき、

恐れかしこんで、その家族の救いのた

めに箱舟を造り、その箱舟によって、

世の罪を定め、信仰による義を相続す

る者となりました。 8信仰によって、

アブラハムは、相続財産として受け取

るべき地に出て行けとの召しを受けた

とき、これに従い、どこに行くのかを

知らないで、出て行きました。 9信仰

によって、彼は約束された地に他国人

のようにして住み、同じ約束をともに

相続するイサクやヤコブとともに天幕

生活をしました。 10彼は、堅い基礎

の上に建てられた都を待ち望んでいた

からです。その都を設計し建設された

のは神です。 11信仰によって、サラも

、すでにその年を過ぎた身であるのに

、子を宿す力を与えられました。彼女

は約束してくださった方を真実な方と

考えたからです。 12そこで、ひとり

の、しかも死んだも同様のアブラハム

から、天の星のように、また海べの数

えきれない砂のように数多い子孫が生

まれたのです。 13これらの人々はみ

な、信仰の人々として死にました。約

束のものを手に入れることはありませ

んでしたが、はるかにそれを見て喜び

迎え、地上では旅人であり寄留者であ

ることを告白していたのです。 14彼

らはこのように言うことによって、自

分の故郷を求めていることを示してい

ます。 15もし、出て来た故郷のこと

を思っていたのであれば、帰る機会は

あったでしょう。 16しかし、事実、

彼らは、さらにすぐれた故郷、すなわ

ち天の故郷にあこがれていたのです。

それゆえ、神は彼らの神と呼ばれるこ

とを恥となさいませんでした。事実、

神は彼らのために都を用意しておられ

ました。 17信仰によって、アブラハ

ムは、試みられたときイサクをささげ

ました。彼は約束を与えられていまし

たが、自分のただひとりの子をささげ

たのです。 18神はアブラハムに対し

て、「イサクから出る者があなたの子

孫と呼ばれる。」と言われたのですが

、 19彼は、神には人を死者の中から

よみがえらせることもできる、と考え
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ました。それで彼は、死者の中からイ

サクを取り戻したのです。これは型で

す。 20信仰によって、イサクは未来

のことについて、ヤコブとエサウを祝

福しました。 21信仰によって、ヤコ

ブは死ぬとき、ヨセフの子どもたちを

ひとりひとり祝福し、また自分の杖の

かしらに寄りかかって礼拝しました。

22信仰によって、ヨセフは臨終のとき

、イスラエルの子孫の脱出を語り、自

分の骨について指図しました。 23信

仰によって、モーセは生まれてから、

両親によって三か月の間隠されていま

した。彼らはその子の美しいのを見た

からです。彼らは王の命令をも恐れま

せんでした。 24信仰によって、モー

セは成人したとき、パロの娘の子と呼

ばれることを拒み、 25はかない罪の

楽しみを受けるよりは、むしろ神の民

とともに苦しむことを選び取りました

。 26彼は、キリストのゆえに受ける

そしりを、エジプトの宝にまさる大き

な富と思いました。彼は報いとして与

えられるものから目を離さなかったの

です。 27信仰によって、彼は、王の

怒りを恐れないで、エジプトを立ち去

りました。目に見えない方を見るよう

にして、忍び通したからです。 28信

仰によって、初子を滅ぼす者が彼らに

触れることのないように、彼は過越と

血の注ぎとを行ないました。 29信仰

によって、彼らは、かわいた陸地を行

くのと同様に紅海を渡りました。エジ

プト人は、同じようにしようとしまし

たが、のみこまれてしまいました。 30

信仰によって、人々が七日の間エリコ

の城の周囲を回ると、その城壁はくず

れ落ちました。 31信仰によって、遊

女ラハブは、偵察に来た人たちを穏や

かに受け入れたので、不従順な人たち

といっしょに滅びることを免れました

。 32これ以上、何を言いましょうか

。もし、ギデオン、バラク、サムソン

、エフタ、またダビデ、サムエル、預

言者たちについても話すならば、時が

足りないでしょう。 33彼らは、信仰

によって、国々を征服し、正しいこと

を行ない、約束のものを得、ししの口

をふさぎ、 34火の勢いを消し、剣の

刃をのがれ、弱い者なのに強くされ、

戦いの勇士となり、他国の陣営を陥れ

ました。 35女たちは、死んだ者をよ

みがえらせていただきました。またほ

かの人たちは、さらにすぐれたよみが

えりを得るために、釈放されることを

願わないで拷問を受けました。 36ま

た、ほかの人たちは、あざけられ、む

ちで打たれ、さらに鎖につながれ、牢

に入れられるめに会い、 37また、石

で打たれ、試みを受け、のこぎりで引

かれ、剣で切り殺され、羊ややぎの皮

を着て歩き回り、乏しくなり、悩まさ

れ、苦しめられ、 38――この世は彼

らにふさわしい所ではありませんでし

た。――荒野と山とほら穴と地の穴と

をさまよいました。 39この人々はみ

な、その信仰によってあかしされまし

たが、約束されたものは得ませんでし

た。 40神は私たちのために、さらに

すぐれたものをあらかじめ用意してお

られたので、彼らが私たちと別に全う

されるということはなかったのです。

12こういうわけで、このように多く
の証人たちが、雲のように私たち

を取り巻いているのですから、私たち

も、いっさいの重荷とまつわりつく罪
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とを捨てて、私たちの前に置かれてい

る競走を忍耐をもって走り続けようで

はありませんか。 2信仰の創始者であ

り、完成者であるイエスから目を離さ

ないでいなさい。イエスは、ご自分の

前に置かれた喜びのゆえに、はずかし

めをものともせずに十字架を忍び、神

の御座の右に着座されました。 3あな

たがたは、罪人たちのこのような反抗

を忍ばれた方のことを考えなさい。そ

れは、あなたがたの心が元気を失い、

疲れ果ててしまわないためです。 4あ

なたがたはまだ、罪と戦って、血を流

すまで抵抗したことがありません。 5

そして、あなたがたに向かって子ども

に対するように語られたこの勧めを忘

れています。「わが子よ。主の懲ら

しめを軽んじてはならない。主に責め

られて弱り果ててはならない。 6主は

その愛する者を懲らしめ、受け入れる

すべての子に、むちを加えられるから

である。」 7訓練と思って耐え忍びな

さい。神はあなたがたを子として扱っ

ておられるのです。父が懲らしめるこ

とをしない子がいるでしょうか。 8も

しあなたがたが、だれでも受ける懲ら

しめを受けていないとすれば、私生子

であって、ほんとうの子ではないので

す。 9さらにまた、私たちには肉の父

がいて、私たちを懲らしめたのですが

、しかも私たちは彼らを敬ったのであ

れば、なおさらのこと、私たちはすべ

ての霊の父に服従して生きるべきでは

ないでしょうか。 10なぜなら、肉の

父親は、短い期間、自分が良いと思う

ままに私たちを懲らしめるのですが、

霊の父は、私たちの益のため、私たち

をご自分のきよさにあずからせようと

して、懲らしめるのです。 11すべて

の懲らしめは、そのときは喜ばしいも

のではなく、かえって悲しく思われる

ものですが、後になると、これによっ

て訓練された人々に平安な義の実を結

ばせます。 12ですから、弱った手と

衰えたひざとを、まっすぐにしなさい

。 13また、あなたがたの足のために

は、まっすぐな道を作りなさい。足な

えの人も関節をはずすことのないため

、いやむしろ、いやされるためです。

14すべての人との平和を追い求め、ま

た、きよめられることを追い求めなさ

い。きよくなければ、だれも主を見る

ことができません。 15そのためには

、あなたがたはよく監督して、だれも

神の恵みから落ちる者がないように、

また、苦い根が芽を出して悩ましたり

、これによって多くの人が汚されたり

することのないように、 16また、不

品行の者や、一杯の食物と引き替えに

自分のものであった長子の権利を売っ

たエサウのような俗悪な者がないよう

にしなさい。 17あなたがたが知って

いるとおり、彼は後になって祝福を相

続したいと思ったが、退けられました

。涙を流して求めても、彼には心を変

えてもらう余地がありませんでした。

18あなたがたは、手でさわれる山、燃

える火、黒雲、暗やみ、あらし、 19

ラッパの響き、ことばのとどろきに近

づいているのではありません。このと

どろきは、これを聞いた者たちが、そ

れ以上一言も加えてもらいたくないと

願ったものです。 20彼らは、「たと

い、獣でも、山に触れるものは石で打

ち殺されなければならない。」という

その命令に耐えることができなかった
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のです。 21また、その光景があまり

恐ろしかったので、モーセは、「私は

恐れて、震える。」と言いました。 22

しかし、あなたがたは、シオンの山、

生ける神の都、天にあるエルサレム、

無数の御使いたちの大祝会に近づいて

いるのです。 23また、天に登録され

ている長子たちの教会、万民の審判者

である神、全うされた義人たちの霊、

24さらに、新しい契約の仲介者イエス

、それに、アベルの血よりもすぐれた

ことを語る注ぎかけの血に近づいてい

ます。 25語っておられる方を拒まな

いように注意しなさい。なぜなら、地

上においても、警告を与えた方を拒ん

だ彼らが処罰を免れることができなか

ったとすれば、まして天から語ってお

られる方に背を向ける私たちが、処罰

を免れることができないのは当然では

ありませんか。 26あのときは、その

声が地を揺り動かしましたが、このた

びは約束をもって、こう言われます。

「わたしは、もう一度、地だけではな

く、天も揺り動かす。」 27この「も

う一度」ということばは、決して揺り

動かされることのないものが残るため

に、すべての造られた、揺り動かされ

るものが取り除かれることを示してい

ます。 28こういうわけで、私たちは

揺り動かされない御国を受けているの

ですから、感謝しようではありません

か。こうして私たちは、慎みと恐れと

をもって、神に喜ばれるように奉仕を

することができるのです。 29私たち

の神は焼き尽くす火です。

13兄弟愛をいつも持っていなさい。
2旅人をもてなすことを忘れては

いけません。こうして、ある人々は御

使いたちを、それとは知らずにもてな

しました。 3牢につながれている人々

を、自分も牢にいる気持ちで思いやり

、また、自分も肉体を持っているので

すから、苦しめられている人々を思い

やりなさい。 4結婚がすべての人に尊

ばれるようにしなさい。寝床を汚して

はいけません。なぜなら、神は不品行

な者と姦淫を行なう者とをさばかれる

からです。 5金銭を愛する生活をして

はいけません。いま持っているもので

満足しなさい。主ご自身がこう言われ

るのです。「わたしは決してあなたを

離れず、また、あなたを捨てない。」

6そこで、私たちは確信に満ちてこう

言います。「主は私の助け手です。私

は恐れません。人間が、私に対して何

ができましょう。」 7神のみことばを

あなたがたに話した指導者たちのこと

を、思い出しなさい。彼らの生活の結

末をよく見て、その信仰にならいなさ

い。 8イエス・キリストは、きのうも

きょうも、いつまでも、同じです。

(aiōn g165) 9さまざまの異なった教えに

よって迷わされてはなりません。食物

によってではなく、恵みによって心を

強めるのは良いことです。食物に気を

取られた者は益を得ませんでした。 10

私たちには一つの祭壇があります。幕

屋で仕える者たちには、この祭壇から

食べる権利がありません。 11動物の

血は、罪のための供え物として、大祭

司によって聖所の中まで持って行かれ

ますが、からだは宿営の外で焼かれる

からです。 12ですから、イエスも、

ご自分の血によって民をきよめるため

に、門の外で苦しみを受けられました

。 13ですから、私たちは、キリスト
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のはずかしめを身に負って、宿営の外

に出て、みもとに行こうではありませ

んか。 14私たちは、この地上に永遠

の都を持っているのではなく、むしろ

後に来ようとしている都を求めている

のです。 15ですから、私たちはキリ

ストを通して、賛美のいけにえ、すな

わち御名をたたえるくちびるの果実を

、神に絶えずささげようではありませ

んか。 16善を行なうことと、持ち物

を人に分けることとを怠ってはいけま

せん。神はこのようないけにえを喜ば

れるからです。 17あなたがたの指導

者たちの言うことを聞き、また服従し

なさい。この人々は神に弁明する者で

あって、あなたがたのたましいのため

に見張りをしているのです。ですから

、この人たちが喜んでそのことをし、

嘆いてすることにならないようにしな

さい。そうでないと、あなたがたの益

にならないからです。 18私たちのた

めに祈ってください。私たちは、正し

い良心を持っていると確信しており、

何事についても正しく行動しようと願

っているからです。 19また、もっと

祈ってくださるよう特にお願いします

。それだけ、私があなたがたのところ

に早く帰れるようになるからです。 20

永遠の契約の血による羊の大牧者、私

たちの主イエスを死者の中から導き出

された平和の神が、 (aiōnios g166) 21イエ

ス・キリストにより、御前でみこころ

にかなうことを私たちのうちに行ない

、あなたがたがみこころを行なうこと

ができるために、すべての良いことに

ついて、あなたがたを完全な者として

くださいますように。どうか、キリス

トに栄光が世々限りなくありますよう

に。アーメン。 (aiōn g165) 22兄弟たち。

このような勧めのことばを受けてくだ

さい。私はただ手短に書きました。 23

私たちの兄弟テモテが釈放されたこと

をお知らせします。もし彼が早く来れ

ば、私は彼といっしょにあなたがたに

会えるでしょう。 24すべてのあなた

がたの指導者たち、また、すべての聖

徒たちによろしく言ってください。イ

タリヤから来た人たちが、あなたがた

によろしくと言っています。 25恵み

が、あなたがたすべてとともにありま

すように。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストのしもべヤ
コブが、国外に散っている十二の部

族へあいさつを送ります。 2私の兄弟

たち。さまざまな試練に会うときは、

それをこの上もない喜びと思いなさい

。 3信仰がためされると忍耐が生じる

ということを、あなたがたは知ってい

るからです。 4その忍耐を完全に働か

せなさい。そうすれば、あなたがたは

、何一つ欠けたところのない、成長を

遂げた、完全な者となります。 5あな

たがたの中に知恵の欠けた人がいるな

ら、その人は、だれにでも惜しげなく

、とがめることなくお与えになる神に

願いなさい。そうすればきっと与えら

れます。 6ただし、少しも疑わずに、

信じて願いなさい。疑う人は、風に吹

かれて揺れ動く、海の大波のようです

。 7そういう人は、主から何かをいた

だけると思ってはなりません。 8そう

いうのは、二心のある人で、その歩む

道のすべてに安定を欠いた人です。 9

貧しい境遇にある兄弟は、自分の高い

身分を誇りとしなさい。 10富んでい

る人は、自分が低くされることに誇り

を持ちなさい。なぜなら、富んでいる

人は、草の花のように過ぎ去って行く

からです。 11太陽が熱風を伴って上

って来ると、草を枯らしてしまいます

。すると、その花は落ち、美しい姿は

滅びます。同じように、富んでいる人

も、働きの最中に消えて行くのです。

12試練に耐える人は幸いです。耐え抜

いて良しと認められた人は、神を愛す

る者に約束された、いのちの冠を受け

るからです。 13だれでも誘惑に会っ

たとき、神によって誘惑された、と言

ってはいけません。神は悪に誘惑され

ることのない方であり、ご自分でだれ

を誘惑なさることもありません。 14

人はそれぞれ自分の欲に引かれ、おび

き寄せられて、誘惑されるのです。 15

欲がはらむと罪を生み、罪が熟すると

死を生みます。 16愛する兄弟たち。

だまされないようにしなさい。 17す

べての良い贈り物、また、すべての完

全な賜物は上から来るのであって、光

を造られた父から下るのです。父には

移り変わりや、移り行く影はありませ

ん。 18父はみこころのままに、真理

のことばをもって私たちをお生みにな

りました。私たちを、いわば被造物の

初穂にするためなのです。 19愛する

兄弟たち。あなたがたはそのことを知

っているのです。しかし、だれでも、

聞くには早く、語るにはおそく、怒る

にはおそいようにしなさい。 20人の

怒りは、神の義を実現するものではあ

りません。 21ですから、すべての汚

れやあふれる悪を捨て去り、心に植え

つけられたみことばを、すなおに受け

入れなさい。みことばは、あなたがた

のたましいを救うことができます。 22

また、みことばを実行する人になりな

さい。自分を欺いて、ただ聞くだけの

者であってはいけません。 23みこと

ばを聞いても行なわない人がいるなら

、その人は自分の生まれつきの顔を鏡

で見る人のようです。 24自分をなが

めてから立ち去ると、すぐにそれがど

のようであったかを忘れてしまいます

。 25ところが、完全な律法、すなわ

ち自由の律法を一心に見つめて離れな

い人は、すぐに忘れる聞き手にはなら

ないで、事を実行する人になります。
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こういう人は、その行ないによって祝

福されます。 26自分は宗教に熱心で

あると思っても、自分の舌にくつわを

かけず、自分の心を欺いているなら、

そのような人の宗教はむなしいもので

す。 27父なる神の御前できよく汚れ

のない宗教は、孤児や、やもめたちが

困っているときに世話をし、この世か

ら自分をきよく守ることです。

2私の兄弟たち。あなたがたは私たち
の栄光の主イエス・キリストを信じ

る信仰を持っているのですから、人を

えこひいきしてはいけません。 2あな

たがたの会堂に、金の指輪をはめ、り

っぱな服装をした人がはいって来、ま

たみすぼらしい服装をした貧しい人も

はいって来たとします。 3あなたがた

が、りっぱな服装をした人に目を留め

て、「あなたは、こちらの良い席にお

すわりなさい。」と言い、貧しい人に

は、「あなたは、そこで立っていなさ

い。でなければ、私の足もとにすわり

なさい。」と言うとすれば、 4あなた

がたは、自分たちの間で差別を設け、

悪い考え方で人をさばく者になったの

ではありませんか。 5よく聞きなさい

。愛する兄弟たち。神は、この世の貧

しい人たちを選んで信仰に富む者とし

、神を愛する者に約束されている御国

を相続する者とされたではありません

か。 6それなのに、あなたがたは貧し

い人を軽蔑したのです。あなたがたを

しいたげるのは富んだ人たちではあり

ませんか。また、あなたがたを裁判所

に引いて行くのも彼らではありません

か。 7あなたがたがその名で呼ばれて

いる尊い御名をけがすのも彼らではあ

りませんか。 8もし、ほんとうにあな

たがたが、聖書に従って、「あなたの

隣人をあなた自身のように愛せよ。」

という最高の律法を守るなら、あなた

がたの行ないはりっぱです。 9しかし

、もし人をえこひいきするなら、あな

たがたは罪を犯しており、律法によっ

て違反者として責められます。 10律

法全体を守っても、一つの点でつまず

くなら、その人はすべてを犯した者と

なったのです。 11なぜなら、「姦淫

してはならない。」と言われた方は、

「殺してはならない。」とも言われた

からです。そこで、姦淫しなくても人

殺しをすれば、あなたは律法の違反者

となったのです。 12自由の律法によ

ってさばかれる者らしく語り、またそ

のように行ないなさい。 13あわれみ

を示したことのない者に対するさばき

は、あわれみのないさばきです。あわ

れみは、さばきに向かって勝ち誇るの

です。 14私の兄弟たち。だれかが自

分には信仰があると言っても、その人

に行ないがないなら、何の役に立ちま

しょう。そのような信仰がその人を救

うことができるでしょうか。 15もし

、兄弟また姉妹のだれかが、着る物が

なく、また、毎日の食べ物にもこと欠

いているようなときに、 16あなたが

たのうちだれかが、その人たちに、「

安心して行きなさい。暖かになり、十

分に食べなさい。」と言っても、もし

からだに必要な物を与えないなら、何

の役に立つでしょう。 17それと同じ

ように、信仰も、もし行ないがなかっ

たなら、それだけでは、死んだもので

す。 18さらに、こう言う人もあるで

しょう。「あなたは信仰を持っている

が、私は行ないを持っています。行な
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いのないあなたの信仰を、私に見せて

ください。私は、行ないによって、私

の信仰をあなたに見せてあげます。」

19あなたは、神はおひとりだと信じて

います。りっぱなことです。ですが、

悪霊どももそう信じて、身震いしてい

ます。 20ああ愚かな人よ。あなたは

行ないのない信仰がむなしいことを知

りたいと思いますか。 21私たちの父

アブラハムは、その子イサクを祭壇に

ささげたとき、行ないによって義と認

められたではありませんか。 22あな

たの見ているとおり、彼の信仰は彼の

行ないとともに働いたのであり、信仰

は行ないによって全うされ、 23そし

て、「アブラハムは神を信じ、その信

仰が彼の義とみなされた。」という聖

書のことばが実現し、彼は神の友と呼

ばれたのです。 24人は行ないによっ

て義と認められるのであって、信仰だ

けによるのではないことがわかるでし

ょう。 25同様に、遊女ラハブも、使

者たちを招き入れ、別の道から送り出

したため、その行ないによって義と認

められたではありませんか。 26たま

しいを離れたからだが、死んだもので

あるのと同様に、行ないのない信仰は

、死んでいるのです。

3私の兄弟たち。多くの者が教師にな
ってはいけません。ご承知のように

、私たち教師は、格別きびしいさばき

を受けるのです。 2私たちはみな、多

くの点で失敗をするものです。もし、

ことばで失敗をしない人がいたら、そ

の人は、からだ全体もりっぱに制御で

きる完全な人です。 3馬を御するため

に、くつわをその口にかけると、馬の

からだ全体を引き回すことができます

。 4また、船を見なさい。あのように

大きな物が、強い風に押されていると

きでも、ごく小さなかじによって、か

じを取る人の思いどおりの所へ持って

行かれるのです。 5同様に、舌も小さ

な器官ですが、大きなことを言って誇

るのです。ご覧なさい。あのように小

さい火があのような大きい森を燃やし

ます。 6舌は火であり、不義の世界で

す。舌は私たちの器官の一つですが、

からだ全体を汚し、人生の車輪を焼き

、そしてゲヘナの火によって焼かれま

す。 (Geenna g1067) 7どのような種類の獣

も鳥も、はうものも海の生き物も、人

類によって制せられるし、すでに制せ

られています。 8しかし、舌を制御す

ることは、だれにもできません。それ

は少しもじっとしていない悪であり、

死の毒に満ちています。 9私たちは、

舌をもって、主であり父である方をほ

めたたえ、同じ舌をもって、神にかた

どって造られた人をのろいます。 10

賛美とのろいが同じ口から出て来るの

です。私の兄弟たち。このようなこと

は、あってはなりません。 11泉が甘

い水と苦い水を同じ穴からわき上がら

せるというようなことがあるでしょう

か。 12私の兄弟たち。いちじくの木

がオリーブの実をならせたり、ぶどう

の木がいちじくの実をならせたりする

ようなことは、できることでしょうか

。塩水が甘い水を出すこともできない

ことです。 13あなたがたのうちで、

知恵のある、賢い人はだれでしょうか

。その人は、その知恵にふさわしい柔

和な行ないを、良い生き方によって示

しなさい。 14しかし、もしあなたが

たの心の中に、苦いねたみと敵対心が
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あるならば、誇ってはいけません。真

理に逆らって偽ることになります。 15

そのような知恵は、上から来たもので

はなく、地に属し、肉に属し、悪霊に

属するものです。 16ねたみや敵対心

のあるところには、秩序の乱れや、あ

らゆる邪悪な行ないがあるからです。

17しかし、上からの知恵は、第一に純

真であり、次に平和、寛容、温順であ

り、また、あわれみと良い実とに満ち

、えこひいきがなく、見せかけのない

ものです。 18義の実を結ばせる種は

、平和をつくる人によって平和のうち

に蒔かれます。

4何が原因で、あなたがたの間に戦い
や争いがあるのでしょう。あなたが

たのからだの中で戦う欲望が原因では

ありませんか。 2あなたがたは、ほし

がっても自分のものにならないと、人

殺しをするのです。うらやんでも手に

入れることができないと、争ったり、

戦ったりするのです。あなたがたのも

のにならないのは、あなたがたが願わ

ないからです。 3願っても受けられな

いのは、自分の快楽のために使おうと

して、悪い動機で願うからです。 4貞

操のない人たち。世を愛することは神

に敵することであることがわからない

のですか。世の友となりたいと思った

ら、その人は自分を神の敵としている

のです。 5それとも、「神は、私たち

のうちに住まわせた御霊を、ねたむほ

どに慕っておられる。」という聖書の

ことばが、無意味だと思うのですか。

6しかし、神は、さらに豊かな恵みを

与えてくださいます。ですから、こう

言われています。「神は、高ぶる者を

退け、へりくだる者に恵みをお授けに

なる。」 7ですから、神に従いなさい

。そして、悪魔に立ち向かいなさい。

そうすれば、悪魔はあなたがたから逃

げ去ります。 8神に近づきなさい。そ

うすれば、神はあなたがたに近づいて

くださいます。罪ある人たち。手を洗

いきよめなさい。二心の人たち。心を

きよくしなさい。 9あなたがたは、苦

しみなさい。悲しみなさい。泣きなさ

い。あなたがたの笑いを悲しみに、喜

びを憂いに変えなさい。 10主の御前

でへりくだりなさい。そうすれば、主

があなたがたを高くしてくださいます

。 11兄弟たち。互いに悪口を言い合

ってはいけません。自分の兄弟の悪口

を言い、自分の兄弟をさばく者は、律

法の悪口を言い、律法をさばいている

のです。あなたが、もし律法をさばく

なら、律法を守る者ではなくて、さば

く者です。 12律法を定め、さばきを

行なう方は、ただひとりであり、その

方は救うことも滅ぼすこともできます

。隣人をさばくあなたは、いったい何

者ですか。 13聞きなさい。「きょう

か、あす、これこれの町に行き、そこ

に一年いて、商売をして、もうけよう

。」と言う人たち。 14あなたがたに

は、あすのことはわからないのです。

あなたがたのいのちは、いったいどの

ようなものですか。あなたがたは、し

ばらくの間現われて、それから消えて

しまう霧にすぎません。 15むしろ、

あなたがたはこう言うべきです。「主

のみこころなら、私たちは生きていて

、このことを、または、あのことをし

よう。」 16ところがこのとおり、あ

なたがたはむなしい誇りをもって高ぶ

っています。そのような高ぶりは、す
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べて悪いことです。 17こういうわけ

で、なすべき正しいことを知っていな

がら行なわないなら、それはその人の

罪です。

5聞きなさい。金持ちたち。あなたが
たの上に迫って来る悲惨を思って泣

き叫びなさい。 2あなたがたの富は腐

っており、あなたがたの着物は虫に食

われており、 3あなたがたの金銀には

さびが来て、そのさびが、あなたがた

を責める証言となり、あなたがたの肉

を火のように食い尽くします。あなた

がたは、終わりの日に財宝をたくわえ

ました。 4見なさい。あなたがたの畑

の刈り入れをした労働者への未払い賃

金が、叫び声をあげています。そして

、取り入れをした人たちの叫び声は、

万軍の主の耳に届いています。 5あな

たがたは、地上でぜいたくに暮らし、

快楽にふけり、殺される日にあたって

自分の心を太らせました。 6あなたが

たは、正しい人を罪に定めて、殺しま

した。彼はあなたがたに抵抗しません

。 7こういうわけですから、兄弟たち

。主が来られる時まで耐え忍びなさい

。見なさい。農夫は、大地の貴重な実

りを、秋の雨や春の雨が降るまで、耐

え忍んで待っています。 8あなたがた

も耐え忍びなさい。心を強くしなさい

。主の来られるのが近いからです。 9

兄弟たち。互いにつぶやき合ってはい

けません。さばかれないためです。見

なさい。さばきの主が、戸口のところ

に立っておられます。 10苦難と忍耐

については、兄弟たち、主の御名によ

って語った預言者たちを模範にしなさ

い。 11見なさい。耐え忍んだ人たち

は幸いであると、私たちは考えます。

あなたがたは、ヨブの忍耐のことを聞

いています。また、主が彼になさった

ことの結末を見たのです。主は慈愛に

富み、あわれみに満ちておられる方だ

ということです。 12私の兄弟たちよ

。何よりもまず、誓わないようにしな

さい。天をさしても地をさしても、そ

のほかの何をさしてもです。ただ、「

はい。」を「はい。」、「いいえ。」

を「いいえ。」としなさい。それは、

あなたがたが、さばきに会わないため

です。 13あなたがたのうちに苦しん

でいる人がいますか。その人は祈りな

さい。喜んでいる人がいますか。その

人は賛美しなさい。 14あなたがたの

うちに病気の人がいますか。その人は

教会の長老たちを招き、主の御名によ

って、オリーブ油を塗って祈ってもら

いなさい。 15信仰による祈りは、病

む人を回復させます。主はその人を立

たせてくださいます。また、もしその

人が罪を犯していたなら、その罪は赦

されます。 16ですから、あなたがた

は、互いに罪を言い表わし、互いのた

めに祈りなさい。いやされるためです

。義人の祈りは働くと、大きな力があ

ります。 17エリヤは、私たちと同じ

ような人でしたが、雨が降らないよう

に祈ると、三年六か月の間、地に雨が

降りませんでした。 18そして、再び

祈ると、天は雨を降らせ、地はその実

を実らせました。 19私の兄弟たち。

あなたがたのうちに、真理から迷い出

た者がいて、だれかがその人を連れ戻

すようなことがあれば、 20罪人を迷

いの道から引き戻す者は、罪人のたま

しいを死から救い出し、また、多くの



ヤコブの手紙 340

罪をおおうのだということを、あなた

がたは知っていなさい。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから
、ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、

アジヤ、ビテニヤに散って寄留してい

る、選ばれた人々、すなわち、 2父な

る神の予知に従い、御霊のきよめによ

って、イエス・キリストに従うように

、またその血の注ぎかけを受けるよう

に選ばれた人々へ。どうか、恵みと平

安が、あなたがたの上にますます豊か

にされますように。 3私たちの主イエ

ス・キリストの父なる神がほめたたえ

られますように。神は、ご自分の大き

なあわれみのゆえに、イエス・キリス

トが死者の中からよみがえられたこと

によって、私たちを新しく生まれさせ

て、生ける望みを持つようにしてくだ

さいました。 4また、朽ちることも汚

れることも、消えて行くこともない資

産を受け継ぐようにしてくださいまし

た。これはあなたがたのために、天に

たくわえられているのです。 5あなた

がたは、信仰により、神の御力によっ

て守られており、終わりのときに現わ

されるように用意されている救いをい

ただくのです。 6そういうわけで、あ

なたがたは大いに喜んでいます。ただ

、いましばらくの間は、やむをえず、

さまざまの試練のために、悩まされて

いますが、 7信仰の試練は、火を通し

て精練されてもなお朽ちて行く金より

も尊いのであって、イエス・キリスト

の現われのときに称賛と光栄と栄誉に

至るものであることがわかります。 8

あなたがたはイエス・キリストを見た

ことはないけれども愛しており、いま

見てはいないけれども信じており、こ

とばに尽くすことのできない、栄えに

満ちた喜びにおどっています。 9これ

は、信仰の結果である、たましいの救

いを得ているからです。 10この救い

については、あなたがたに対する恵み

について預言した預言者たちも、熱心

に尋ね、細かく調べました。 11彼らは

、自分たちのうちにおられるキリスト

の御霊が、キリストの苦難とそれに続

く栄光を前もってあかしされたとき、

だれを、また、どのような時をさして

言われたのかを調べたのです。 12彼

らは、それらのことが、自分たちのた

めではなく、あなたがたのための奉仕

であるとの啓示を受けました。そして

今や、それらのことは、天から送られ

た聖霊によってあなたがたに福音を語

った人々を通して、あなたがたに告げ

知らされたのです。それは御使いたち

もはっきり見たいと願っていることな

のです。 13ですから、あなたがたは

、心を引き締め、身を慎み、イエス・

キリストの現われのときあなたがたに

もたらされる恵みを、ひたすら待ち望

みなさい。 14従順な子どもとなり、

以前あなたがたが無知であったときの

さまざまな欲望に従わず、 15あなた

がたを召してくださった聖なる方にな

らって、あなたがた自身も、あらゆる

行ないにおいてきよくなりなさい。 16

それは、「わたしが聖であるから、あ

なたがたも、聖でなければならない。

」と書いてあるからです。 17また、

人をそれぞれのわざに従って公平にさ

ばかれる方を父と呼んでいるのなら、

あなたがたが地上にしばらくとどまっ

ている間の時を、恐れかしこんで過ご

しなさい。 18ご承知のように、あな

たがたが先祖から伝わったむなしい生
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き方から贖い出されたのは、銀や金の

ような朽ちる物にはよらず、 19傷も

なく汚れもない小羊のようなキリスト

の、尊い血によったのです。 20キリ

ストは、世の始まる前から知られてい

ましたが、この終わりの時に、あなた

がたのために、現われてくださいまし

た。 21あなたがたは、死者の中から

このキリストをよみがえらせて彼に栄

光を与えられた神を、キリストによっ

て信じる人々です。このようにして、

あなたがたの信仰と希望は神にかかっ

ているのです。 22あなたがたは、真

理に従うことによって、たましいをき

よめ、偽りのない兄弟愛を抱くように

なったのですから、互いに心から熱く

愛し合いなさい。 23あなたがたが新

しく生まれたのは、朽ちる種からでは

なく、朽ちない種からであり、生ける

、いつまでも変わることのない、神の

ことばによるのです。 (aiōn g165) 24「人

はみな草のようで、その栄えは、みな

草の花のようだ。草はしおれ、花は

散る。 25しかし、主のことばは、と

こしえに変わることがない。」とある

からです。あなたがたに宣べ伝えられ

た福音のことばがこれです。 (aiōn g165)

2ですから、あなたがたは、すべての
悪意、すべてのごまかし、いろいろ

な偽善やねたみ、すべての悪口を捨て

て、 2生まれたばかりの乳飲み子のよ

うに、純粋な、みことばの乳を慕い求

めなさい。それによって成長し、救い

を得るためです。 3あなたがたはすで

に、主がいつくしみ深い方であること

を味わっているのです。 4主のもとに

来なさい。主は、人には捨てられたが

、神の目には、選ばれた、尊い、生け

る石です。 5あなたがたも生ける石と

して、霊の家に築き上げられなさい。

そして、きよい祭司として、イエス・

キリストを通して、神に喜ばれる霊の

いけにえをささげなさい。 6なぜなら

、聖書にこうあるからです。「見よ。

わたしはシオンに、選ばれた石、尊い

礎石を置く。彼に信頼する者は、決

して失望させられることがない。」 7

したがって、より頼んでいるあなたが

たには尊いものですが、より頼んでい

ない人々にとっては、「家を建てる者

たちが捨てた石、それが礎の石となっ

た。」のであって、 8「つまずきの石

、妨げの岩。」なのです。彼らがつま

ずくのは、みことばに従わないからで

すが、またそうなるように定められて

いたのです。 9しかし、あなたがたは

、選ばれた種族、王である祭司、きよ

い国民、神の所有とされた民です。そ

れは、あなたがたを、やみの中から、

ご自分の驚くべき光の中に招いてくだ

さった方のすばらしいみわざを、あな

たがたが宣べ伝えるためなのです。 10

あなたがたは、以前は神の民ではなか

ったのに、今は神の民であり、以前は

あわれみを受けない者であったのに、

今はあわれみを受けた者です。 11愛

する者たちよ。あなたがたにお勧めし

ます。旅人であり寄留者であるあなた

がたは、たましいに戦いをいどむ肉の

欲を遠ざけなさい。 12異邦人の中に

あって、りっぱにふるまいなさい。そ

うすれば、彼らは、何かのことであな

たがたを悪人呼ばわりしていても、あ

なたがたのそのりっぱな行ないを見て

、おとずれの日に神をほめたたえるよ

うになります。 13人の立てたすべて
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の制度に、主のゆえに従いなさい。そ

れが主権者である王であっても、 14

また、悪を行なう者を罰し、善を行な

う者をほめるように王から遣わされた

総督であっても、そうしなさい。 15

というのは、善を行なって、愚かな人

々の無知の口を封じることは、神のみ

こころだからです。 16あなたがたは

自由人として行動しなさい。その自由

を、悪の口実に用いないで、神の奴隷

として用いなさい。 17すべての人を

敬いなさい。兄弟たちを愛し、神を恐

れ、王を尊びなさい。 18しもべたち

よ。尊敬の心を込めて主人に服従しな

さい。善良で優しい主人に対してだけ

でなく、横暴な主人に対しても従いな

さい。 19人がもし、不当な苦しみを

受けながらも、神の前における良心の

ゆえに、悲しみをこらえるなら、それ

は喜ばれることです。 20罪を犯した

ために打ちたたかれて、それを耐え忍

んだからといって、何の誉れになるで

しょう。けれども、善を行なっていて

苦しみを受け、それを耐え忍ぶとした

ら、それは、神に喜ばれることです。

21あなたがたが召されたのは、実にそ

のためです。キリストも、あなたがた

のために苦しみを受け、その足跡に従

うようにと、あなたがたに模範を残さ

れました。 22キリストは罪を犯した

ことがなく、その口に何の偽りも見い

だされませんでした。 23ののしられ

ても、ののしり返さず、苦しめられて

も、おどすことをせず、正しくさばか

れる方にお任せになりました。 24そ

して自分から十字架の上で、私たちの

罪をその身に負われました。それは、

私たちが罪を離れ、義のために生きる

ためです。キリストの打ち傷のゆえに

、あなたがたは、いやされたのです。

25あなたがたは、羊のようにさまよっ

ていましたが、今は、自分のたましい

の牧者であり監督者である方のもとに

帰ったのです。

3同じように、妻たちよ。自分の夫に
服従しなさい。たとい、みことばに

従わない夫であっても、妻の無言のふ

るまいによって、神のものとされるよ

うになるためです。 2それは、あなた

がたの、神を恐れかしこむ清い生き方

を彼らが見るからです。 3あなたがた

は、髪を編んだり、金の飾りをつけた

り、着物を着飾るような外面的なもの

でなく、 4むしろ、柔和で穏やかな霊

という朽ちることのないものを持つ、

心の中の隠れた人がらを飾りにしなさ

い。これこそ、神の御前に価値あるも

のです。 5むかし神に望みを置いた敬

虔な婦人たちも、このように自分を飾

って、夫に従ったのです。 6たとえば

サラも、アブラハムを主と呼んで彼に

従いました。あなたがたも、どんなこ

とをも恐れないで善を行なえば、サラ

の子となるのです。 7同じように、夫

たちよ。妻が女性であって、自分より

も弱い器だということをわきまえて妻

とともに生活し、いのちの恵みをとも

に受け継ぐ者として尊敬しなさい。そ

れは、あなたがたの祈りが妨げられな

いためです。 8最後に申します。あな

たがたはみな、心を一つにし、同情し

合い、兄弟愛を示し、あわれみ深く、

謙遜でありなさい。 9悪をもって悪に

報いず、侮辱をもって侮辱に報いず、

かえって祝福を与えなさい。あなたが

たは祝福を受け継ぐために召されたの
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だからです。 10「いのちを愛し、幸

いな日々を過ごしたいと思う者は、舌

を押えて悪を言わず、くちびるを閉ざ

して偽りを語らず、 11悪から遠ざか

って善を行ない、平和を求めてこれを

追い求めよ。 12主の目は義人の上に

注がれ、主の耳は彼らの祈りに傾けら

れる。しかし主の顔は、悪を行なう

者に立ち向かう。」 13もし、あなた

がたが善に熱心であるなら、だれがあ

なたがたに害を加えるでしょう。 14

いや、たとい義のために苦しむことが

あるにしても、それは幸いなことです

。彼らの脅かしを恐れたり、それによ

って心を動揺させたりしてはいけませ

ん。 15むしろ、心の中でキリストを

主としてあがめなさい。そして、あな

たがたのうちにある希望について説明

を求める人には、だれにでもいつでも

弁明できる用意をしていなさい。 16

ただし、優しく、慎み恐れて、また、

正しい良心をもって弁明しなさい。そ

うすれば、キリストにあるあなたがた

の正しい生き方をののしる人たちが、

あなたがたをそしったことで恥じ入る

でしょう。 17もし、神のみこころな

ら、善を行なって苦しみを受けるのが

、悪を行なって苦しみを受けるよりよ

いのです。 18キリストも一度罪のた

めに死なれました。正しい方が悪い人

々の身代わりとなったのです。それは

、肉においては死に渡され、霊におい

ては生かされて、私たちを神のみもと

に導くためでした。 19その霊におい

て、キリストは捕われの霊たちのとこ

ろに行ってみことばを宣べられたので

す。 20昔、ノアの時代に、箱舟が造

られていた間、神が忍耐して待ってお

られたときに、従わなかった霊たちの

ことです。わずか八人の人々が、この

箱舟の中で、水を通って救われたので

す。 21そのことは、今あなたがたを

救うバプテスマをあらかじめ示した型

なのです。バプテスマは肉体の汚れを

取り除くものではなく、正しい良心の

神への誓いであり、イエス・キリスト

の復活によるものです。 22キリスト

は天に上り、御使いたち、および、も

ろもろの権威と権力を従えて、神の右

の座におられます。

4このように、キリストは肉体におい
て苦しみを受けられたのですから、

あなたがたも同じ心構えで自分自身を

武装しなさい。肉体において苦しみを

受けた人は、罪とのかかわりを断ちま

した。 2こうしてあなたがたは、地上

の残された時を、もはや人間の欲望の

ためではなく、神のみこころのために

過ごすようになるのです。 3あなたが

たは、異邦人たちがしたいと思ってい

ることを行ない、好色、情欲、酔酒、

遊興、宴会騒ぎ、忌むべき偶像礼拝な

どにふけったものですが、それは過ぎ

去った時で、もう十分です。 4彼らは

、あなたがたが自分たちといっしょに

度を過ごした放蕩に走らないので不思

議に思い、また悪口を言います。 5彼

らは、生きている人々をも死んだ人々

をも、すぐにもさばこうとしている方

に対し、申し開きをしなければなりま

せん。 6というのは、死んだ人々にも

福音が宣べ伝えられていたのですが、

それはその人々が肉体においては人間

としてさばきを受けるが、霊において

は神によって生きるためでした。 7万

物の終わりが近づきました。ですから
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、祈りのために、心を整え身を慎みな

さい。 8何よりもまず、互いに熱心に

愛し合いなさい。愛は多くの罪をおお

うからです。 9つぶやかないで、互い

に親切にもてなし合いなさい。 10そ

れぞれが賜物を受けているのですから

、神のさまざまな恵みの良い管理者と

して、その賜物を用いて、互いに仕え

合いなさい。 11語る人があれば、神

のことばにふさわしく語り、奉仕する

人があれば、神が豊かに備えてくださ

る力によって、それにふさわしく奉仕

しなさい。それは、すべてのことにお

いて、イエス・キリストを通して神が

あがめられるためです。栄光と支配が

世々限りなくキリストにありますよう

に。アーメン。 (aiōn g165) 12愛する者た

ち。あなたがたを試みるためにあなた

がたの間に燃えさかる火の試練を、何

か思いがけないことが起こったかのよ

うに驚き怪しむことなく、 13むしろ

、キリストの苦しみにあずかれるので

すから、喜んでいなさい。それは、キ

リストの栄光が現われるときにも、喜

びおどる者となるためです。 14もし

キリストの名のために非難を受けるな

ら、あなたがたは幸いです。なぜなら

、栄光の御霊、すなわち神の御霊が、

あなたがたの上にとどまってくださる

からです。 15あなたがたのうちのだ

れも、人殺し、盗人、悪を行なう者、

みだりに他人に干渉する者として苦し

みを受けるようなことがあってはなり

ません。 16しかし、キリスト者とし

て苦しみを受けるのなら、恥じること

はありません。かえって、この名のゆ

えに神をあがめなさい。 17なぜなら

、さばきが神の家から始まる時が来て

いるからです。さばきが、まず私たち

から始まるのだとしたら、神の福音に

従わない人たちの終わりは、どうなる

ことでしょう。 18義人がかろうじて

救われるのだとしたら、神を敬わない

者や罪人たちは、いったいどうなるの

でしょう。 19ですから、神のみここ

ろに従ってなお苦しみに会っている人

々は、善を行なうにあたって、真実で

あられる創造者に自分のたましいをお

任せしなさい。

5そこで、私は、あなたがたのうちの
長老たちに、同じく長老のひとり、

キリストの苦難の証人、また、やがて

現われる栄光にあずかる者として、お

勧めします。 2あなたがたのうちにい

る、神の羊の群れを、牧しなさい。強

制されてするのではなく、神に従って

、自分から進んでそれをなし、卑しい

利得を求める心からではなく、心を込

めてそれをしなさい。 3あなたがたは

、その割り当てられている人たちを支

配するのではなく、むしろ群れの模範

となりなさい。 4そうすれば、大牧者

が現われるときに、あなたがたは、し

ぼむことのない栄光の冠を受けるので

す。 5同じように、若い人たちよ。長

老たちに従いなさい。みな互いに謙遜

を身に着けなさい。神は高ぶる者に敵

対し、へりくだる者に恵みを与えられ

るからです。 6ですから、あなたがた

は、神の力強い御手の下にへりくだり

なさい。神が、ちょうど良い時に、あ

なたがたを高くしてくださるためです

。 7あなたがたの思い煩いを、いっさ

い神にゆだねなさい。神があなたがた

のことを心配してくださるからです。

8身を慎み、目をさましていなさい。
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あなたがたの敵である悪魔が、ほえた

けるししのように、食い尽くすべきも

のを捜し求めながら、歩き回っていま

す。 9堅く信仰に立って、この悪魔に

立ち向かいなさい。ご承知のように、

世にあるあなたがたの兄弟である人々

は同じ苦しみを通って来たのです。 10

あらゆる恵みに満ちた神、すなわち、

あなたがたをキリストにあってその永

遠の栄光の中に招き入れてくださった

神ご自身が、あなたがたをしばらくの

苦しみのあとで完全にし、堅く立たせ

、強くし、不動の者としてくださいま

す。 (aiōnios g166) 11どうか、神のご支配

が世々限りなくありますように。アー

メン。 (aiōn g165) 12私の認めている忠実

な兄弟シルワノによって、私はここに

簡潔に書き送り、勧めをし、これが神

の真の恵みであることをあかししまし

た。この恵みの中に、しっかりと立っ

ていなさい。 13バビロンにいる、あ

なたがたとともに選ばれた婦人がよろ

しくと言っています。また私の子マル

コもよろしくと言っています。 14愛

の口づけをもって互いにあいさつをか

わしなさい。キリストにあるあなたが

たすべての者に、平安がありますよう

に。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストのしもべであり使
徒であるシモン・ペテロから、私た

ちの神であり救い主であるイエス・キ

リストの義によって私たちと同じ尊い

信仰を受けた方々へ。 2神と私たちの

主イエスを知ることによって、恵みと

平安が、あなたがたの上にますます豊

かにされますように。 3というのは、

私たちをご自身の栄光と徳によってお

召しになった方を私たちが知ったこと

によって、主イエスの、神としての御

力は、いのちと敬虔に関するすべての

ことを私たちに与えるからです。 4そ

の栄光と徳によって、尊い、すばらし

い約束が私たちに与えられました。そ

れは、あなたがたが、その約束のゆえ

に、世にある欲のもたらす滅びを免れ

、神のご性質にあずかる者となるため

です。 5こういうわけですから、あな

たがたは、あらゆる努力をして、信仰

には徳を、徳には知識を、 6知識には

自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬

虔を、 7敬虔には兄弟愛を、兄弟愛に

は愛を加えなさい。 8これらがあなた

がたに備わり、ますます豊かになるな

ら、あなたがたは、私たちの主イエス

・キリストを知る点で、役に立たない

者とか、実を結ばない者になることは

ありません。 9これらを備えていない

者は、近視眼であり、盲目であって、

自分の以前の罪がきよめられたことを

忘れてしまったのです。 10ですから

、兄弟たちよ。ますます熱心に、あな

たがたの召されたことと選ばれたこと

とを確かなものとしなさい。これらの

ことを行なっていれば、つまずくこと

など決してありません。 11このよう

にあなたがたは、私たちの主であり救

い主であるイエス・キリストの永遠の

御国にはいる恵みを豊かに加えられる

のです。 (aiōnios g166) 12ですから、すで

にこれらのことを知っており、現に持

っている真理に堅く立っているあなた

がたであるとはいえ、私はいつもこれ

らのことを、あなたがたに思い起こさ

せようとするのです。 13私が地上の

幕屋にいる間は、これらのことを思い

起こさせることによって、あなたがた

を奮い立たせることを、私のなすべき

ことと思っています。 14それは、私

たちの主イエス・キリストも、私には

っきりお示しになったとおり、私がこ

の幕屋を脱ぎ捨てるのが間近に迫って

いるのを知っているからです。 15ま

た、私の去った後に、あなたがたがい

つでもこれらのことを思い起こせるよ

う、私は努めたいのです。 16私たち

は、あなたがたに、私たちの主イエス

・キリストの力と来臨とを知らせまし

たが、それは、うまく考え出した作り

話に従ったのではありません。この私

たちは、キリストの威光の目撃者なの

です。 17キリストが父なる神から誉

れと栄光をお受けになったとき、おご

そかな、栄光の神から、こういう御声

がかかりました。「これはわたしの愛

する子、わたしの喜ぶ者である。」 18

私たちは聖なる山で主イエスとともに

いたので、天からかかったこの御声を

、自分自身で聞いたのです。 19また

、私たちは、さらに確かな預言のみこ

とばを持っています。夜明けとなって

、明けの明星があなたがたの心の中に

上るまでは、暗い所を照らすともしび

として、それに目を留めているとよい
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のです。 20それには何よりも次のこ

とを知っていなければいけません。す

なわち、聖書の預言はみな、人の私的

解釈を施してはならない、ということ

です。 21なぜなら、預言は決して人

間の意志によってもたらされたのでは

なく、聖霊に動かされた人たちが、神

からのことばを語ったのだからです。

2しかし、イスラエルの中には、にせ
預言者も出ました。同じように、あ

なたがたの中にも、にせ教師が現われ

るようになります。彼らは、滅びをも

たらす異端をひそかに持ち込み、自分

たちを買い取ってくださった主を否定

するようなことさえして、自分たちの

身にすみやかな滅びを招いています。

2そして、多くの者が彼らの好色にな

らい、そのために真理の道がそしりを

受けるのです。 3また彼らは、貪欲な

ので、作り事のことばをもってあなた

がたを食い物にします。彼らに対する

さばきは、昔から怠りなく行なわれて

おり、彼らが滅ぼされないままでいる

ことはありません。 4神は、罪を犯し

た御使いたちを、容赦せず、地獄に引

き渡し、さばきの時まで暗やみの穴の

中に閉じ込めてしまわれました。

(Tartaroō g5020) 5また、昔の世界を赦さず

、義を宣べ伝えたノアたち八人の者を

保護し、不敬虔な世界に洪水を起こさ

れました。 6また、ソドムとゴモラの

町を破滅に定めて灰にし、以後の不敬

虔な者へのみせしめとされました。 7

また、無節操な者たちの好色なふるま

いによって悩まされていた義人ロトを

救い出されました。 8というのは、こ

の義人は、彼らの間に住んでいました

が、不法な行ないを見聞きして、日々

その正しい心を痛めていたからです。

9これらのことでわかるように、主は

、敬虔な者たちを誘惑から救い出し、

不義な者どもを、さばきの日まで、懲

罰のもとに置くことを心得ておられる

のです。 10汚れた情欲を燃やし、肉

に従って歩み、権威を侮る者たちに対

しては、特にそうなのです。彼らは、

大胆不敵な、尊大な者たちで、栄誉あ

る人たちをそしって、恐れるところが

ありません。 11それに比べると、御

使いたちは、勢いにも力にもまさって

いるにもかかわらず、主の御前に彼ら

をそしって訴えることはしません。 12

ところがこの者どもは、捕えられ殺さ

れるために自然に生まれついた、理性

のない動物と同じで、自分が知りもし

ないことをそしるのです。それで動物

が滅ぼされるように、彼らも滅ぼされ

てしまうのです。 13彼らは不義の報

いとして損害を受けるのです。彼らは

昼のうちから飲み騒ぐことを楽しみと

考えています。彼らは、しみや傷のよ

うなもので、あなたがたといっしょに

宴席に連なるときに自分たちのだまし

ごとを楽しんでいるのです。 14その

目は淫行に満ちており、罪に関しては

飽くことを知らず、心の定まらない者

たちを誘惑し、その心は欲に目があり

ません。彼らはのろいの子です。 15

彼らは正しい道を捨ててさまよってい

ます。不義の報酬を愛したベオルの子

バラムの道に従ったのです。 16しか

し、バラムは自分の罪をとがめられま

した。ものを言うことのないろばが、

人間の声でものを言い、この預言者の

気違いざたをはばんだのです。 17こ

の人たちは、水のない泉、突風に吹き
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払われる霧です。彼らに用意されてい

るものは、まっ暗なやみです。 18彼

らは、むなしい大言壮語を吐いており

、誤った生き方をしていて、ようやく

それをのがれようとしている人々を肉

欲と好色によって誘惑し、 19その人

たちに自由を約束しながら、自分自身

が滅びの奴隷なのです。人はだれかに

征服されれば、その征服者の奴隷とな

ったのです。 20主であり救い主であ

るイエス・キリストを知ることによっ

て世の汚れからのがれ、その後再びそ

れに巻き込まれて征服されるなら、そ

のような人たちの終わりの状態は、初

めの状態よりももっと悪いものとなり

ます。 21義の道を知っていながら、

自分に伝えられたそのきよい命令にそ

むくよりは、それを知らなかったほう

が、彼らにとってよかったのです。 22

彼らに起こったことは、「犬は自分の

吐いた物に戻る。」とか、「豚は身を

洗って、またどろの中にころがる。」

とかいう、ことわざどおりです。

3愛する人たち。いま私がこの第二の
手紙をあなたがたに書き送るのは、

これらの手紙により、記憶を呼びさま

させて、あなたがたの純真な心を奮い

立たせるためなのです。 2それは、聖

なる預言者たちによって前もって語ら

れたみことばと、あなたがたの使徒た

ちが語った、主であり救い主である方

の命令とを思い起こさせるためなので

す。 3まず第一に、次のことを知って

おきなさい。終わりの日に、あざける

者どもがやって来てあざけり、自分た

ちの欲望に従って生活し、 4次のよう

に言うでしょう。「キリストの来臨の

約束はどこにあるのか。先祖たちが眠

った時からこのかた、何事も創造の初

めからのままではないか。」 5こう言

い張る彼らは、次のことを見落として

います。すなわち、天は古い昔からあ

り、地は神のことばによって水から出

て、水によって成ったのであって、 6

当時の世界は、その水により、洪水に

おおわれて滅びました。 7しかし、今

の天と地は、同じみことばによって、

火に焼かれるためにとっておかれ、不

敬虔な者どものさばきと滅びとの日ま

で、保たれているのです。 8しかし、

愛する人たち。あなたがたは、この一

事を見落としてはいけません。すなわ

ち、主の御前では、一日は千年のよう

であり、千年は一日のようです。 9主

は、ある人たちがおそいと思っている

ように、その約束のことを遅らせてお

られるのではありません。かえって、

あなたがたに対して忍耐深くあられる

のであって、ひとりでも滅びることを

望まず、すべての人が悔い改めに進む

ことを望んでおられるのです。 10し

かし、主の日は、盗人のようにやって

来ます。その日には、天は大きな響き

をたてて消えうせ、天の万象は焼けて

くずれ去り、地と地のいろいろなわざ

は焼き尽くされます。 11このように

、これらのものはみな、くずれ落ちる

ものだとすれば、あなたがたは、どれ

ほどきよい生き方をする敬虔な人でな

ければならないことでしょう。 12そ

のようにして、神の日の来るのを待ち

望み、その日の来るのを早めなければ

なりません。その日が来れば、そのた

めに、天は燃えてくずれ、天の万象は

焼け溶けてしまいます。 13しかし、

私たちは、神の約束に従って、正義の
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住む新しい天と新しい地を待ち望んで

います。 14そういうわけで、愛する

人たち。このようなことを待ち望んで

いるあなたがたですから、しみも傷も

ない者として、平安をもって御前に出

られるように、励みなさい。 15また

、私たちの主の忍耐は救いであると考

えなさい。それは、私たちの愛する兄

弟パウロも、その与えられた知恵に従

って、あなたがたに書き送ったとおり

です。 16その中で、ほかのすべての

手紙でもそうなのですが、このことに

ついて語っています。その手紙の中に

は理解しにくいところもあります。無

知な、心の定まらない人たちは、聖書

の他の個所のばあいもそうするのです

が、それらの手紙を曲解し、自分自身

に滅びを招いています。 17愛する人

たち。そういうわけですから、このこ

とをあらかじめ知っておいて、よく気

をつけ、無節操な者たちの迷いに誘い

込まれて自分自身の堅実さを失うこと

にならないようにしなさい。 18私た

ちの主であり救い主であるイエス・キ

リストの恵みと知識において成長しな

さい。このキリストに、栄光が、今も

永遠の日に至るまでもありますように

。アーメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、私たちが聞い
たもの、目で見たもの、じっと見、

また手でさわったもの、すなわち、い

のちのことばについて、 2――このい

のちが現われ、私たちはそれを見たの

で、そのあかしをし、あなたがたにこ

の永遠のいのちを伝えます。すなわち

、御父とともにあって、私たちに現わ

された永遠のいのちです。―― (aiōnios

g166) 3私たちの見たこと、聞いたこと

を、あなたがたにも伝えるのは、あな

たがたも私たちと交わりを持つように

なるためです。私たちの交わりとは、

御父および御子イエス・キリストとの

交わりです。 4私たちがこれらのこと

を書き送るのは、私たちの喜びが全き

ものとなるためです。 5神は光であっ

て、神のうちには暗いところが少しも

ない。これが、私たちがキリストから

聞いて、あなたがたに伝える知らせで

す。 6もし私たちが、神と交わりがあ

ると言っていながら、しかもやみの中

を歩んでいるなら、私たちは偽りを言

っているのであって、真理を行なって

はいません。 7しかし、もし神が光の

中におられるように、私たちも光の中

を歩んでいるなら、私たちは互いに交

わりを保ち、御子イエスの血はすべて

の罪から私たちをきよめます。 8もし

、罪はないと言うなら、私たちは自分

を欺いており、真理は私たちのうちに

ありません。 9もし、私たちが自分の

罪を言い表わすなら、神は真実で正し

い方ですから、その罪を赦し、すべて

の悪から私たちをきよめてくださいま

す。 10もし、罪を犯してはいないと

言うなら、私たちは神を偽り者とする

のです。神のみことばは私たちのうち

にありません。

2私の子どもたち。私がこれらのこと
を書き送るのは、あなたがたが罪を

犯さないようになるためです。もしだ

れかが罪を犯したなら、私たちには、

御父の御前で弁護してくださる方があ

ります。それは、義なるイエス・キリ

ストです。 2この方こそ、私たちの罪

のための、――私たちの罪だけでなく

全世界のための、――なだめの供え物

なのです。 3もし、私たちが神の命令

を守るなら、それによって、私たちは

神を知っていることがわかります。 4

神を知っていると言いながら、その命

令を守らない者は、偽り者であり、真

理はその人のうちにありません。 5し

かし、みことばを守っている者なら、

その人のうちには、確かに神の愛が全

うされているのです。それによって、

私たちが神のうちにいることがわかり

ます。 6神のうちにとどまっていると

言う者は、自分でもキリストが歩まれ

たように歩まなければなりません。 7

愛する者たち。私はあなたがたに新し

い命令を書いているのではありません

。むしろ、これはあなたがたが初めか

ら持っていた古い命令です。その古い

命令とは、あなたがたがすでに聞いて

いる、みことばのことです。 8しかし

、私は新しい命令としてあなたがたに

書き送ります。これはキリストにおい

て真理であり、あなたがたにとっても

真理です。なぜなら、やみが消え去り

、まことの光がすでに輝いているから

です。 9光の中にいると言いながら、

兄弟を憎んでいる者は、今もなお、や

みの中にいるのです。 10兄弟を愛す
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る者は、光の中にとどまり、つまずく

ことがありません。 11兄弟を憎む者

は、やみの中におり、やみの中を歩ん

でいるのであって、自分がどこへ行く

のか知らないのです。やみが彼の目を

見えなくしたからです。 12子どもた

ちよ。私があなたがたに書き送るのは

、主の御名によって、あなたがたの罪

が赦されたからです。 13父たちよ。

私があなたがたに書き送るのは、あな

たがたが、初めからおられる方を、知

ったからです。若い者たちよ。私があ

なたがたに書き送るのは、あなたがた

が悪い者に打ち勝ったからです。 14

小さい者たちよ。私があなたがたに書

いて来たのは、あなたがたが御父を知

ったからです。父たちよ。私があなた

がたに書いて来たのは、あなたがたが

、初めからおられる方を、知ったから

です。若い者たちよ。私があなたがた

に書いて来たのは、あなたがたが強い

者であり、神のみことばが、あなたが

たのうちにとどまり、そして、あなた

がたが悪い者に打ち勝ったからです。

15世をも、世にあるものをも、愛して

はなりません。もしだれでも世を愛し

ているなら、その人のうちに御父を愛

する愛はありません。 16すべての世

にあるもの、すなわち、肉の欲、目の

欲、暮らし向きの自慢などは、御父か

ら出たものではなく、この世から出た

ものだからです。 17世と世の欲は滅

び去ります。しかし、神のみこころを

行なう者は、いつまでもながらえます

。 (aiōn g165) 18小さい者たちよ。今は終

わりの時です。あなたがたが反キリス

トの来ることを聞いていたとおり、今

や多くの反キリストが現われています

。それによって、今が終わりの時であ

ることがわかります。 19彼らは私た

ちの中から出て行きましたが、もとも

と私たちの仲間ではなかったのです。

もし私たちの仲間であったのなら、私

たちといっしょにとどまっていたこと

でしょう。しかし、そうなったのは、

彼らがみな私たちの仲間でなかったこ

とが明らかにされるためなのです。 20

あなたがたには聖なる方からの注ぎの

油があるので、だれでも知識を持って

います。 21このように書いて来たの

は、あなたがたが真理を知らないから

ではなく、真理を知っているからであ

り、また、偽りはすべて真理から出て

はいないからです。 22偽り者とは、

イエスがキリストであることを否定す

る者でなくてだれでしょう。御父と御

子を否認する者、それが反キリストで

す。 23だれでも御子を否認する者は

、御父を持たず、御子を告白する者は

、御父をも持っているのです。 24あ

なたがたは、初めから聞いたことを、

自分たちのうちにとどまらせなさい。

もし初めから聞いたことがとどまって

いるなら、あなたがたも御子および御

父のうちにとどまるのです。 25それ

がキリストご自身の私たちにお与えに

なった約束であって、永遠のいのちで

す。 (aiōnios g166) 26私は、あなたがたを

惑わそうとする人たちについて以上の

ことを書いて来ました。 27あなたが

たのばあいは、キリストから受けた油

注ぎをいつも自分たちのうちに持って

いるので、だれからも教えを受ける必

要がありません。その油がすべてのこ

とについてあなたがたを教えるように

、――その教えは真理であって偽りで



ヨハネの手紙第一353

はありません。――また、その油があ

なたがたに教えたとおりに、あなたが

たはキリストのうちにとどまるのです

。 28そこで、子どもたちよ。キリス

トのうちにとどまっていなさい。それ

は、キリストが現われるとき、私たち

が信頼を持ち、その来臨のときに、御

前で恥じ入るということのないためで

す。 29もしあなたがたが、神は正し

い方であると知っているなら、義を行

なう者がみな神から生まれたこともわ

かるはずです。

3私たちが神の子どもと呼ばれるため
に、――事実、いま私たちは神の子

どもです。――御父はどんなにすばら

しい愛を与えてくださったことでしょ

う。世が私たちを知らないのは、御父

を知らないからです。 2愛する者たち

。私たちは、今すでに神の子どもです

。後の状態はまだ明らかにされていま

せん。しかし、キリストが現われたな

ら、私たちはキリストに似た者となる

ことがわかっています。なぜならその

とき、私たちはキリストのありのまま

の姿を見るからです。 3キリストに対

するこの望みをいだく者はみな、キリ

ストがきよくあられるように、自分を

きよくします。 4罪を犯している者は

みな、不法を行なっているのです。罪

とは律法に逆らうことなのです。 5キ

リストが現われたのは罪を取り除くた

めであったことを、あなたがたは知っ

ています。キリストには何の罪もあり

ません。 6だれでもキリストのうちに

とどまる者は、罪のうちを歩みません

。罪のうちを歩む者はだれも、キリス

トを見てもいないし、知ってもいない

のです。 7子どもたちよ。だれにも惑

わされてはいけません。義を行なう者

は、キリストが正しくあられるのと同

じように正しいのです。 8罪のうちを

歩む者は、悪魔から出た者です。悪魔

は初めから罪を犯しているからです。

神の子が現われたのは、悪魔のしわざ

を打ちこわすためです。 9だれでも神

から生まれた者は、罪のうちを歩みま

せん。なぜなら、神の種がその人のう

ちにとどまっているからです。その人

は神から生まれたので、罪のうちを歩

むことができないのです。 10そのこ

とによって、神の子どもと悪魔の子ど

もとの区別がはっきりします。義を行

なわない者はだれも、神から出た者で

はありません。兄弟を愛さない者もそ

うです。 11互いに愛し合うべきであ

るということは、あなたがたが初めか

ら聞いている教えです。 12カインの

ようであってはいけません。彼は悪い

者から出た者で、兄弟を殺しました。

なぜ兄弟を殺したのでしょう。自分の

行ないは悪く、兄弟の行ないは正しか

ったからです。 13兄弟たち。世があ

なたがたを憎んでも、驚いてはいけま

せん。 14私たちは、自分が死からい

のちに移ったことを知っています。そ

れは、兄弟を愛しているからです。愛

さない者は、死のうちにとどまってい

るのです。 15兄弟を憎む者はみな、

人殺しです。いうまでもなく、だれで

も人を殺す者のうちに、永遠のいのち

がとどまっていることはないのです。

(aiōnios g166) 16キリストは、私たちのた

めに、ご自分のいのちをお捨てになり

ました。それによって私たちに愛がわ

かったのです。ですから私たちは、兄

弟のために、いのちを捨てるべきです
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。 17世の富を持ちながら、兄弟が困

っているのを見ても、あわれみの心を

閉ざすような者に、どうして神の愛が

とどまっているでしょう。 18子ども

たちよ。私たちは、ことばや口先だけ

で愛することをせず、行ないと真実を

もって愛そうではありませんか。 19

それによって、私たちは、自分が真理

に属するものであることを知り、そし

て、神の御前に心を安らかにされるの

です。 20たとい自分の心が責めても

です。なぜなら、神は私たちの心より

も大きく、そして何もかもご存じだか

らです。 21愛する者たち。もし自分

の心に責められなければ、大胆に神の

御前に出ることができ、 22また求め

るものは何でも神からいただくことが

できます。なぜなら、私たちが神の命

令を守り、神に喜ばれることを行なっ

ているからです。 23神の命令とは、

私たちが御子イエス・キリストの御名

を信じ、キリストが命じられたとおり

に、私たちが互いに愛し合うことです

。 24神の命令を守る者は神のうちに

おり、神もまたその人のうちにおられ

ます。神が私たちのうちにおられると

いうことは、神が私たちに与えてくだ

さった御霊によって知るのです。

4愛する者たち。霊だからといって、
みな信じてはいけません。それらの

霊が神からのものかどうかを、ためし

なさい。なぜなら、にせ預言者がたく

さん世に出て来たからです。 2人とな

って来たイエス・キリストを告白する

霊はみな、神からのものです。それに

よって神からの霊を知りなさい。 3イ

エスを告白しない霊はどれ一つとして

神から出たものではありません。それ

は反キリストの霊です。あなたがたは

それが来ることを聞いていたのですが

、今それが世に来ているのです。 4子

どもたちよ。あなたがたは神から出た

者です。そして彼らに勝ったのです。

あなたがたのうちにおられる方が、こ

の世のうちにいる、あの者よりも力が

あるからです。 5彼らはこの世の者で

す。ですから、この世のことばを語り

、この世もまた彼らの言うことに耳を

傾けます。 6私たちは神から出た者で

す。神を知っている者は、私たちの言

うことに耳を傾け、神から出ていない

者は、私たちの言うことに耳を貸しま

せん。私たちはこれで真理の霊と偽り

の霊とを見分けます。 7愛する者たち

。私たちは、互いに愛し合いましょう

。愛は神から出ているのです。愛のあ

る者はみな神から生まれ、神を知って

います。 8愛のない者に、神はわかり

ません。なぜなら神は愛だからです。

9神はそのひとり子を世に遣わし、そ

の方によって私たちに、いのちを得さ

せてくださいました。ここに、神の愛

が私たちに示されたのです。 10私た

ちが神を愛したのではなく、神が私た

ちを愛し、私たちの罪のために、なだ

めの供え物としての御子を遣わされま

した。ここに愛があるのです。 11愛

する者たち。神がこれほどまでに私た

ちを愛してくださったのなら、私たち

もまた互いに愛し合うべきです。 12

いまだかつて、だれも神を見た者はあ

りません。もし私たちが互いに愛し合

うなら、神は私たちのうちにおられ、

神の愛が私たちのうちに全うされるの

です。 13神は私たちに御霊を与えて

くださいました。それによって、私た
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ちが神のうちにおり、神も私たちのう

ちにおられることがわかります。 14

私たちは、御父が御子を世の救い主と

して遣わされたのを見て、今そのあか

しをしています。 15だれでも、イエ

スを神の御子と告白するなら、神はそ

の人のうちにおられ、その人も神のう

ちにいます。 16私たちは、私たちに

対する神の愛を知り、また信じていま

す。神は愛です。愛のうちにいる者は

神のうちにおり、神もその人のうちに

おられます。 17このことによって、

愛が私たちにおいても完全なものとな

りました。それは私たちが、さばきの

日にも大胆さを持つことができるため

です。なぜなら、私たちもこの世にあ

ってキリストと同じような者であるか

らです。 18愛には恐れがありません

。全き愛は恐れを締め出します。なぜ

なら恐れには刑罰が伴っているからで

す。恐れる者の愛は、全きものとなっ

ていないのです。 19私たちは愛して

います。神がまず私たちを愛してくだ

さったからです。 20神を愛すると言

いながら兄弟を憎んでいるなら、その

人は偽り者です。目に見える兄弟を愛

していない者に、目に見えない神を愛

することはできません。 21神を愛す

る者は、兄弟をも愛すべきです。私た

ちはこの命令をキリストから受けてい

ます。

5イエスがキリストであると信じる者
はだれでも、神によって生まれたの

です。生んでくださった方を愛する者

はだれでも、その方によって生まれた

者をも愛します。 2私たちが神を愛し

てその命令を守るなら、そのことによ

って、私たちが神の子どもたちを愛し

ていることがわかります。 3神を愛す

るとは、神の命令を守ることです。そ

の命令は重荷とはなりません。 4なぜ

なら、神によって生まれた者はみな、

世に勝つからです。私たちの信仰、こ

れこそ、世に打ち勝った勝利です。 5

世に勝つ者とはだれでしょう。イエス

を神の御子と信じる者ではありません

か。 6このイエス・キリストは、水と

血とによって来られた方です。ただ水

によってだけでなく、水と血とによっ

て来られたのです。そして、あかしを

する方は御霊です。御霊は真理だから

です。 7あかしするものが三つありま

す。 8御霊と水と血です。この三つが

一つとなるのです。 9もし、私たちが

人間のあかしを受け入れるなら、神の

あかしはそれにまさるものです。御子

についてあかしされたことが神のあか

しだからです。 10神の御子を信じる

者は、このあかしを自分の心の中に持

っています。神を信じない者は、神を

偽り者とするのです。神が御子につい

てあかしされたことを信じないからで

す。 11そのあかしとは、神が私たち

に永遠のいのちを与えられたというこ

と、そしてこのいのちが御子のうちに

あるということです。 (aiōnios g166) 12御

子を持つ者はいのちを持っており、神

の御子を持たない者はいのちを持って

いません。 13私が神の御子の名を信

じているあなたがたに対してこれらの

ことを書いたのは、あなたがたが永遠

のいのちを持っていることを、あなた

がたによくわからせるためです。

(aiōnios g166) 14何事でも神のみこころに

かなう願いをするなら、神はその願い

を聞いてくださるということ、これこ
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そ神に対する私たちの確信です。 15

私たちの願う事を神が聞いてくださる

と知れば、神に願ったその事は、すで

にかなえられたと知るのです。 16だ

れでも兄弟が死に至らない罪を犯して

いるのを見たなら、神に求めなさい。

そうすれば神はその人のために、死に

至らない罪を犯している人々に、いの

ちをお与えになります。死に至る罪が

あります。この罪については、願うよ

うにとは言いません。 17不正はみな

罪ですが、死に至らない罪があります

。 18神によって生まれた者はだれも

罪の中に生きないことを、私たちは知

っています。神から生まれた方が彼を

守っていてくださるので、悪い者は彼

に触れることができないのです。 19

私たちは神からの者であり、全世界は

悪い者の支配下にあることを知ってい

ます。 20しかし、神の御子が来て、

真実な方を知る理解力を私たちに与え

てくださったことを知っています。そ

れで私たちは、真実な方のうちに、す

なわち御子イエス・キリストのうちに

いるのです。この方こそ、まことの神

、永遠のいのちです。 (aiōnios g166) 21子

どもたちよ。偶像を警戒しなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老から、選ばれた夫人とその子ど
もたちへ。私はあなたがたをほんと

うに愛しています。私だけでなく、真

理を知っている人々がみな、そうです

。 2このことは、私たちのうちに宿る

真理によることです。そして真理はい

つまでも私たちとともにあります。

(aiōn g165) 3真理と愛のうちに、御父と

御父の御子イエス・キリストから来る

恵みとあわれみと平安は、私たちとと

もにあります。 4あなたの子どもたち

の中に、御父から私たちが受けた命令

のとおりに真理のうちを歩んでいる人

たちがあるのを知って、私は非常に喜

んでいます。 5そこで夫人よ。お願い

したいことがあります。それは私が新

しい命令を書くのではなく、初めから

私たちが持っていたものなのですが、

私たちが互いに愛し合うということで

す。 6愛とは、御父の命令に従って歩

むことであり、命令とは、あなたがた

が初めから聞いているとおり、愛のう

ちを歩むことです。 7なぜお願いする

かと言えば、人を惑わす者、すなわち

、イエス・キリストが人として来られ

たことを告白しない者が大ぜい世に出

て行ったからです。こういう者は惑わ

す者であり、反キリストです。 8よく

気をつけて、私たちの労苦の実をだい

なしにすることなく、豊かな報いを受

けるようになりなさい。 9だれでも行

き過ぎをして、キリストの教えのうち

にとどまらない者は、神を持っていま

せん。その教えのうちにとどまってい

る者は、御父をも御子をも持っていま

す。 10あなたがたのところに来る人

で、この教えを持って来ない者は、家

に受け入れてはいけません。その人に

あいさつのことばをかけてもいけませ

ん。 11そういう人にあいさつすれば

、その悪い行ないをともにすることに

なります。 12あなたがたに書くべき

ことがたくさんありますが、紙と墨で

したくはありません。あなたがたのと

ころに行って、顔を合わせて語りたい

と思います。私たちの喜びが全きもの

となるためにです。 13選ばれたあな

たの姉妹の子どもたちが、あなたによ

ろしくと言っています。
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ヨハネの手紙第三

1長老から、愛するガイオへ。私はあ
なたをほんとうに愛しています。 2

愛する者よ。あなたが、たましいに幸

いを得ているようにすべての点でも幸

いを得、また健康であるように祈りま

す。 3兄弟たちがやって来ては、あな

たが真理に歩んでいるその真実を証言

してくれるので、私は非常に喜んでい

ます。 4私の子どもたちが真理に歩ん

でいることを聞くことほど、私にとっ

て大きな喜びはありません。 5愛する

者よ。あなたが、旅をしているあの兄

弟たちのために行なっているいろいろ

なことは、真実な行ないです。 6彼ら

は教会の集まりであなたの愛について

あかししました。あなたが神にふさわ

しいしかたで彼らを次の旅に送り出し

てくれるなら、それはりっぱなことで

す。 7彼らは御名のために出て行きま

した。異邦人からは何も受けていませ

ん。 8ですから、私たちはこのような

人々をもてなすべきです。そうすれば

、私たちは真理のために彼らの同労者

となれるのです。 9私は教会に対して

少しばかり書き送ったのですが、彼ら

の中でかしらになりたがっているデオ

テレペスが、私たちの言うことを聞き

入れません。 10それで、私が行った

ら、彼のしている行為を取り上げるつ

もりです。彼は意地悪いことばで私た

ちをののしり、それでもあきたらずに

、自分が兄弟たちを受け入れないばか

りか、受け入れたいと思う人々の邪魔

をし、教会から追い出しているのです

。 11愛する者よ。悪を見ならわない

で、善を見ならいなさい。善を行なう

者は神から出た者であり、悪を行なう

者は神を見たことのない者です。 12

デメテリオはみなの人からも、また真

理そのものからも証言されています。

私たちも証言します。私たちの証言が

真実であることは、あなたも知ってい

るところです。 13あなたに書き送り

たいことがたくさんありましたが、筆

と墨でしたくはありません。 14間も

なくあなたに会いたいと思います。そ

して顔を合わせて話し合いましょう。

平安があなたにありますように。友人

たちが、あなたによろしくと言ってい

ます。そちらの友人たちひとりひとり

によろしくと言ってください。
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ユダの手紙

1イエス・キリストのしもべであり、
ヤコブの兄弟であるユダから、父な

る神にあって愛され、イエス・キリス

トのために守られている、召された方

々へ。 2どうか、あわれみと平安と愛

が、あなたがたの上に、ますます豊か

にされますように。 3愛する人々。私

はあなたがたに、私たちがともに受け

ている救いについて手紙を書こうとし

て、あらゆる努力をしていましたが、

聖徒にひとたび伝えられた信仰のため

に戦うよう、あなたがたに勧める手紙

を書く必要が生じました。 4というの

は、ある人々が、ひそかに忍び込んで

来たからです。彼らは、このようなさ

ばきに会うと昔から前もってしるされ

ている人々で、不敬虔な者であり、私

たちの神の恵みを放縦に変えて、私た

ちの唯一の支配者であり主であるイエ

ス・キリストを否定する人たちです。

5あなたがたは、すべてのことをすっ

かり知っているにしても、私はあなた

がたに思い出させたいことがあるので

す。それは主が、民をエジプトの地か

ら救い出し、次に、信じない人々を滅

ぼされたということです。 6また、主

は、自分の領域を守らず、自分のおる

べき所を捨てた御使いたちを、大いな

る日のさばきのために、永遠の束縛を

もって、暗やみの下に閉じ込められま

した。 (aïdios g126) 7また、ソドム、ゴモ

ラおよび周囲の町々も彼らと同じよう

に、好色にふけり、不自然な肉欲を追

い求めたので、永遠の火の刑罰を受け

て、みせしめにされています。 (aiōnios

g166) 8それなのに、この人たちもまた

同じように、夢見る者であり、肉体を

汚し、権威ある者を軽んじ、栄えある

者をそしっています。 9御使いのかし

らミカエルは、モーセのからだについ

て、悪魔と論じ、言い争ったとき、あ

えて相手をののしり、さばくようなこ

とはせず、「主があなたを戒めてくだ

さるように。」と言いました。 10し

かし、この人たちは、自分には理解も

できないことをそしり、わきまえのな

い動物のように、本能によって知るよ

うな事がらの中で滅びるのです。 11

忌まわしいことです。彼らは、カイン

の道を行き、利益のためにバラムの迷

いに陥り、コラのようにそむいて滅び

ました。 12彼らは、あなたがたの愛

餐のしみです。恐れげもなくともに宴

を張りますが、自分だけを養っている

者であり、風に吹き飛ばされる、水の

ない雲、実を結ばない、枯れに枯れて

、根こそぎにされた秋の木、 13自分

の恥のあわをわき立たせる海の荒波、

さまよう星です。まっ暗なやみが、彼

らのために永遠に用意されています。

(aiōn g165) 14アダムから七代目のエノク

も、彼らについて預言してこう言って

います。「見よ。主は千万の聖徒を引

き連れて来られる。 15すべての者に

さばきを行ない、不敬虔な者たちの、

神を恐れずに犯した行為のいっさいと

、また神を恐れない罪人どもが主に言

い逆らった無礼のいっさいとについて

、彼らを罪に定めるためである。」 16

彼らはぶつぶつ言う者、不平を鳴らす

者で、自分の欲望のままに歩んでいま

す。その口は大きなことを言い、利益

のためにへつらって人をほめるのです

。 17愛する人々よ。私たちの主イエ

ス・キリストの使徒たちが、前もって
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語ったことばを思い起こしてください

。 18彼らはあなたがたにこう言いま

した。「終わりの時には、自分の不敬

虔な欲望のままにふるまう、あざける

者どもが現われる。」 19この人たち

は、御霊を持たず、分裂を起こし、生

まれつきのままの人間です。 20しか

し、愛する人々よ。あなたがたは、自

分の持っている最もきよい信仰の上に

自分自身を築き上げ、聖霊によって祈

り、 21神の愛のうちに自分自身を保

ち、永遠のいのちに至らせる、私たち

の主イエス・キリストのあわれみを待

ち望みなさい。 (aiōnios g166) 22疑いを抱

く人々をあわれみ、 23火の中からつ

かみ出して救い、またある人々を、恐

れを感じながらあわれみ、肉によって

汚されたその下着さえも忌みきらいな

さい。 24あなたがたを、つまずかな

いように守ることができ、傷のない者

として、大きな喜びをもって栄光の御

前に立たせることのできる方に、 25

すなわち、私たちの救い主である唯一

の神に、栄光、尊厳、支配、権威が、

私たちの主イエス・キリストを通して

、永遠の先にも、今も、また世々限り

なくありますように。アーメン。 (aiōn

g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。これは、
すぐに起こるはずの事をそのしもべ

たちに示すため、神がキリストにお与

えになったものである。そしてキリス

トは、その御使いを遣わして、これを

しもべヨハネにお告げになった。 2ヨ

ハネは、神のことばとイエス・キリス

トのあかし、すなわち、彼の見たすべ

ての事をあかしした。 3この預言のこ

とばを朗読する者と、それを聞いて、

そこに書かれていることを心に留める

人々は幸いである。時が近づいている

からである。 4ヨハネから、アジヤに

ある七つの教会へ。常にいまし、昔い

まし、後に来られる方から、また、そ

の御座の前におられる七つの御霊から

、 5また、忠実な証人、死者の中から

最初によみがえられた方、地上の王た

ちの支配者であるイエス・キリストか

ら、恵みと平安が、あなたがたにある

ように。イエス・キリストは私たちを

愛して、その血によって私たちを罪か

ら解き放ち、 6また、私たちを王国と

し、ご自分の父である神のために祭司

としてくださった方である。キリスト

に栄光と力とが、とこしえにあるよう

に。アーメン。 (aiōn g165) 7見よ、彼が

、雲に乗って来られる。すべての目、

ことに彼を突き刺した者たちが、彼を

見る。地上の諸族はみな、彼のゆえに

嘆く。しかり。アーメン。 8神である

主、常にいまし、昔いまし、後に来ら

れる方、万物の支配者がこう言われる

。「わたしはアルファであり、オメガ

である。」 9私ヨハネは、あなたがた

の兄弟であり、あなたがたとともにイ

エスにある苦難と御国と忍耐とにあず

かっている者であって、神のことばと

イエスのあかしとのゆえに、パトモス

という島にいた。 10私は、主の日に

御霊に感じ、私のうしろにラッパの音

のような大きな声を聞いた。 11その

声はこう言った。「あなたの見ること

を巻き物にしるして、七つの教会、す

なわち、エペソ、スミルナ、ペルガモ

、テアテラ、サルデス、フィラデルフ

ィヤ、ラオデキヤに送りなさい。」 12

そこで私は、私に語りかける声を見よ

うとして振り向いた。振り向くと、七

つの金の燭台が見えた。 13それらの

燭台の真中には、足までたれた衣を着

て、胸に金の帯を締めた、人の子のよ

うな方が見えた。 14その頭と髪の毛

は、白い羊毛のように、また雪のよう

に白く、その目は、燃える炎のようで

あった。 15その足は、炉で精練され

て光り輝くしんちゅうのようであり、

その声は大水の音のようであった。 16

また、右手に七つの星を持ち、口から

は鋭い両刃の剣が出ており、顔は強く

照り輝く太陽のようであった。 17そ

れで私は、この方を見たとき、その足

もとに倒れて死者のようになった。し

かし彼は右手を私の上に置いてこう言

われた。「恐れるな。わたしは、最初

であり、最後であり、 18生きている

者である。わたしは死んだが、見よ、

いつまでも生きている。また、死とハ

デスとのかぎを持っている。 (aiōn g165,

Hadēs g86) 19そこで、あなたの見た事、

今ある事、この後に起こる事を書きし

るせ。 20わたしの右の手の中に見え

た七つの星と、七つの金の燭台につい

て、その秘められた意味を言えば、七
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つの星は七つの教会の御使いたち、七

つの燭台は七つの教会である。

2エペソにある教会の御使いに書き送
れ。『右手に七つの星を持つ方、七

つの金の燭台の間を歩く方が言われる

。 2「わたしは、あなたの行ないとあ

なたの労苦と忍耐を知っている。また

、あなたが、悪い者たちをがまんする

ことができず、使徒と自称しているが

実はそうでない者たちをためして、そ

の偽りを見抜いたことも知っている。

3あなたはよく忍耐して、わたしの名

のために耐え忍び、疲れたことがなか

った。 4しかし、あなたには非難すべ

きことがある。あなたは初めの愛から

離れてしまった。 5それで、あなたは

、どこから落ちたかを思い出し、悔い

改めて、初めの行ないをしなさい。も

しそうでなく、悔い改めることをしな

いならば、わたしは、あなたのところ

に行って、あなたの燭台をその置かれ

た所から取りはずしてしまおう。 6し

かし、あなたにはこのことがある。あ

なたはニコライ派の人々の行ないを憎

んでいる。わたしもそれを憎んでいる

。 7耳のある者は御霊が諸教会に言わ

れることを聞きなさい。勝利を得る者

に、わたしは神のパラダイスにあるい

のちの木の実を食べさせよう。」』 8

また、スミルナにある教会の御使いに

書き送れ。『初めであり、終わりであ

る方、死んで、また生きた方が言われ

る。 9「わたしは、あなたの苦しみと

貧しさとを知っている。――しかしあ

なたは実際は富んでいる。――またユ

ダヤ人だと自称しているが、実はそう

でなく、かえってサタンの会衆である

人たちから、ののしられていることも

知っている。 10あなたが受けようと

している苦しみを恐れてはいけない。

見よ。悪魔はあなたがたをためすため

に、あなたがたのうちのある人たちを

牢に投げ入れようとしている。あなた

がたは十日の間苦しみを受ける。死に

至るまで忠実でありなさい。そうすれ

ば、わたしはあなたにいのちの冠を与

えよう。 11耳のある者は御霊が諸教

会に言われることを聞きなさい。勝利

を得る者は、決して第二の死によって

そこなわれることはない。」』 12ま

た、ペルガモにある教会の御使いに書

き送れ。『鋭い、両刃の剣を持つ方が

こう言われる。 13「わたしは、あな

たの住んでいる所を知っている。そこ

にはサタンの王座がある。しかしあな

たは、わたしの名を堅く保って、わた

しの忠実な証人アンテパスがサタンの

住むあなたがたのところで殺されたと

きでも、わたしに対する信仰を捨てな

かった。 14しかし、あなたには少し

ばかり非難すべきことがある。あなた

のうちに、バラムの教えを奉じている

人々がいる。バラムはバラクに教えて

、イスラエルの人々の前に、つまずき

の石を置き、偶像の神にささげた物を

食べさせ、また不品行を行なわせた。

15それと同じように、あなたのところ

にもニコライ派の教えを奉じている人

々がいる。 16だから、悔い改めなさ

い。もしそうしないなら、わたしは、

すぐにあなたのところに行き、わたし

の口の剣をもって彼らと戦おう。 17

耳のある者は御霊が諸教会に言われる

ことを聞きなさい。わたしは勝利を得

る者に隠れたマナを与える。また、彼

に白い石を与える。その石には、それ
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を受ける者のほかはだれも知らない、

新しい名が書かれている。」』 18ま

た、テアテラにある教会の御使いに書

き送れ。『燃える炎のような目を持ち

、その足は光り輝くしんちゅうのよう

な、神の子が言われる。 19「わたし

は、あなたの行ないとあなたの愛と信

仰と奉仕と忍耐を知っており、また、

あなたの近ごろの行ないが初めの行な

いにまさっていることも知っている。

20しかし、あなたには非難すべきこと

がある。あなたは、イゼベルという女

をなすがままにさせている。この女は

、預言者だと自称しているが、わたし

のしもべたちを教えて誤りに導き、不

品行を行なわせ、偶像の神にささげた

物を食べさせている。 21わたしは悔

い改める機会を与えたが、この女は不

品行を悔い改めようとしない。 22見

よ。わたしは、この女を病の床に投げ

込もう。また、この女と姦淫を行なう

者たちも、この女の行ないを離れて悔

い改めなければ、大きな患難の中に投

げ込もう。 23また、わたしは、この

女の子どもたちをも死病によって殺す

。こうして全教会は、わたしが人の思

いと心を探る者であることを知るよう

になる。また、わたしは、あなたがた

の行ないに応じてひとりひとりに報い

よう。 24しかし、テアテラにいる人

たちの中で、この教えを受け入れてお

らず、彼らの言うサタンの深いところ

をまだ知っていないあなたがたに言う

。わたしはあなたがたに、ほかの重荷

を負わせない。 25ただ、あなたがた

の持っているものを、わたしが行くま

で、しっかりと持っていなさい。 26

勝利を得る者、また最後までわたしの

わざを守る者には、諸国の民を支配す

る権威を与えよう。 27彼は、鉄の杖

をもって土の器を打ち砕くようにして

彼らを治める。わたし自身が父から支

配の権威を受けているのと同じである

。 28また、彼に明けの明星を与えよ

う。 29耳のある者は御霊が諸教会に

言われることを聞きなさい。」』

3また、サルデスにある教会の御使い
に書き送れ。『神の七つの御霊、お

よび七つの星を持つ方がこう言われる

。「わたしは、あなたの行ないを知っ

ている。あなたは、生きているとされ

ているが、実は死んでいる。 2目をさ

ましなさい。そして死にかけているほ

かの人たちを力づけなさい。わたしは

、あなたの行ないが、わたしの神の御

前に全うされたとは見ていない。 3だ

から、あなたがどのように受け、また

聞いたのかを思い出しなさい。それを

堅く守り、また悔い改めなさい。もし

、目をさまさなければ、わたしは盗人

のように来る。あなたには、わたしが

いつあなたのところに来るか、決して

わからない。 4しかし、サルデスには

、その衣を汚さなかった者が幾人かい

る。彼らは白い衣を着て、わたしとと

もに歩む。彼らはそれにふさわしい者

だからである。 5勝利を得る者は、こ

のように白い衣を着せられる。そして

、わたしは、彼の名をいのちの書から

消すようなことは決してしない。わた

しは彼の名をわたしの父の御前と御使

いたちの前で言い表わす。 6耳のある

者は御霊が諸教会に言われることを聞

きなさい。」』 7また、フィラデルフ

ィヤにある教会の御使いに書き送れ。

『聖なる方、真実な方、ダビデのかぎ
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を持っている方、彼が開くとだれも閉

じる者がなく、彼が閉じるとだれも開

く者がない、その方がこう言われる。

8「わたしは、あなたの行ないを知っ

ている。見よ。わたしは、だれも閉じ

ることのできない門を、あなたの前に

開いておいた。なぜなら、あなたには

少しばかりの力があって、わたしのこ

とばを守り、わたしの名を否まなかっ

たからである。 9見よ。サタンの会衆

に属する者、すなわち、ユダヤ人だと

自称しながら実はそうでなくて、うそ

を言っている者たちに、わたしはこう

する。見よ。彼らをあなたの足もとに

来てひれ伏させ、わたしがあなたを愛

していることを知らせる。 10あなた

が、わたしの忍耐について言ったこと

ばを守ったから、わたしも、地上に住

む者たちを試みるために、全世界に来

ようとしている試練の時には、あなた

を守ろう。 11わたしは、すぐに来る

。あなたの冠をだれにも奪われないよ

うに、あなたの持っているものをしっ

かりと持っていなさい。 12勝利を得

る者を、わたしの神の聖所の柱としよ

う。彼はもはや決して外に出て行くこ

とはない。わたしは彼の上にわたしの

神の御名と、わたしの神の都、すなわ

ち、わたしの神のもとを出て天から下

って来る新しいエルサレムの名と、わ

たしの新しい名とを書きしるす。 13

耳のある者は御霊が諸教会に言われる

ことを聞きなさい。」』 14また、ラ

オデキヤにある教会の御使いに書き送

れ。『アーメンである方、忠実で、真

実な証人、神に造られたものの根源で

ある方がこう言われる。 15「わたし

は、あなたの行ないを知っている。あ

なたは、冷たくもなく、熱くもない。

わたしはむしろ、あなたが冷たいか、

熱いかであってほしい。 16このよう

に、あなたはなまぬるく、熱くも冷た

くもないので、わたしの口からあなた

を吐き出そう。 17あなたは、自分は

富んでいる、豊かになった、乏しいも

のは何もないと言って、実は自分がみ

じめで、哀れで、貧しくて、盲目で、

裸の者であることを知らない。 18わ

たしはあなたに忠告する。豊かな者と

なるために、火で精練された金をわた

しから買いなさい。また、あなたの裸

の恥を現わさないために着る白い衣を

買いなさい。また、目が見えるように

なるため、目に塗る目薬を買いなさい

。 19わたしは、愛する者をしかった

り、懲らしめたりする。だから、熱心

になって、悔い改めなさい。 20見よ

。わたしは、戸の外に立ってたたく。

だれでも、わたしの声を聞いて戸をあ

けるなら、わたしは、彼のところには

いって、彼とともに食事をし、彼もわ

たしとともに食事をする。 21勝利を

得る者を、わたしとともにわたしの座

に着かせよう。それは、わたしが勝利

を得て、わたしの父とともに父の御座

に着いたのと同じである。 22耳のあ

る者は御霊が諸教会に言われることを

聞きなさい。」』」

4その後、私は見た。見よ。天に一つ
の開いた門があった。また、先にラ

ッパのような声で私に呼びかけるのが

聞こえたあの初めの声が言った。「こ

こに上れ。この後、必ず起こる事をあ

なたに示そう。」 2たちまち私は御霊

に感じた。すると見よ。天に一つの御

座があり、その御座に着いている方が
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あり、 3その方は、碧玉や赤めのうの

ように見え、その御座の回りには、緑

玉のように見える虹があった。 4また

、御座の回りに二十四の座があった。

これらの座には、白い衣を着て、金の

冠を頭にかぶった二十四人の長老たち

がすわっていた。 5御座からいなずま

と声と雷鳴が起こった。七つのともし

びが御座の前で燃えていた。神の七つ

の御霊である。 6御座の前は、水晶に

似たガラスの海のようであった。御座

の中央と御座の回りに、前もうしろも

目で満ちた四つの生き物がいた。 7第

一の生き物は、ししのようであり、第

二の生き物は雄牛のようであり、第三

の生き物は人間のような顔を持ち、第

四の生き物は空飛ぶわしのようであっ

た。 8この四つの生き物には、それぞ

れ六つの翼があり、その回りも内側も

目で満ちていた。彼らは、昼も夜も絶

え間なく叫び続けた。「聖なるかな、

聖なるかな、聖なるかな。神であられ

る主、万物の支配者、昔いまし、常に

いまし、後に来られる方。」 9また、

これらの生き物が、永遠に生きておら

れる、御座に着いている方に、栄光、

誉れ、感謝をささげるとき、 (aiōn g165)

10二十四人の長老は御座に着いている

方の御前にひれ伏して、永遠に生きて

おられる方を拝み、自分の冠を御座の

前に投げ出して言った。 (aiōn g165) 11「

主よ。われらの神よ。あなたは、栄光

と誉れと力とを受けるにふさわしい方

です。あなたは万物を創造し、あなた

のみこころゆえに、万物は存在し、ま

た創造されたのですから。」

5また、私は、御座にすわっておられ
る方の右の手に巻き物があるのを見

た。それは内側にも外側にも文字が書

きしるされ、七つの封印で封じられて

いた。 2また私は、ひとりの強い御使

いが、大声でふれ広めて、「巻き物を

開いて、封印を解くのにふさわしい者

はだれか。」と言っているのを見た。

3しかし、天にも、地にも、地の下に

も、だれひとりその巻き物を開くこと

のできる者はなく、見ることのできる

者もいなかった。 4巻き物を開くのに

も、見るのにも、ふさわしい者がだれ

も見つからなかったので、私は激しく

泣いていた。 5すると、長老のひとり

が、私に言った。「泣いてはいけない

。見なさい。ユダ族から出たしし、ダ

ビデの根が勝利を得たので、その巻き

物を開いて、七つの封印を解くことが

できます。」 6 さらに私は、御座

――そこには、四つの生き物がいる。

――と、長老たちとの間に、ほふられ

たと見える小羊が立っているのを見た

。これに七つの角と七つの目があった

。その目は、全世界に遣わされた神の

七つの御霊である。 7小羊は近づいて

、御座にすわる方の右の手から、巻き

物を受け取った。 8彼が巻き物を受け

取ったとき、四つの生き物と二十四人

の長老は、おのおの、立琴と、香のい

っぱいはいった金の鉢とを持って、小

羊の前にひれ伏した。この香は聖徒た

ちの祈りである。 9彼らは、新しい歌

を歌って言った。「あなたは、巻き物

を受け取って、その封印を解くのにふ

さわしい方です。あなたは、ほふられ

て、その血により、あらゆる部族、国

語、民族、国民の中から、神のために

人々を贖い、 10私たちの神のために

、この人々を王とし、祭司とされまし
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た。彼らは地上を治めるのです。」 11

また私は見た。私は、御座と生き物と

長老たちとの回りに、多くの御使いた

ちの声を聞いた。その数は万の幾万倍

、千の幾千倍であった。 12彼らは大

声で言った。「ほふられた小羊は、力

と、富と、知恵と、勢いと、誉れと、

栄光と、賛美を受けるにふさわしい方

です。」 13また私は、天と地と、地

の下と、海の上のあらゆる造られたも

の、およびその中にある生き物がこう

言うのを聞いた。「御座にすわる方と

、小羊とに、賛美と誉れと栄光と力が

永遠にあるように。」 (aiōn g165) 14また

、四つの生き物はアーメンと言い、長

老たちはひれ伏して拝んだ。

6また、私は見た。小羊が七つの封印
の一つを解いたとき、四つの生き物

の一つが、雷のような声で「来なさい

。」と言うのを私は聞いた。 2私は見

た。見よ。白い馬であった。それに乗

っている者は弓を持っていた。彼は冠

を与えられ、勝利の上にさらに勝利を

得ようとして出て行った。 3小羊が第

二の封印を解いたとき、私は、第二の

生き物が、「来なさい。」と言うのを

聞いた。 4すると、別の、火のように

赤い馬が出て来た。これに乗っている

者は、地上から平和を奪い取ることが

許された。人々が、互いに殺し合うよ

うになるためであった。また、彼に大

きな剣が与えられた。 5小羊が第三の

封印を解いたとき、私は、第三の生き

物が、「来なさい。」と言うのを聞い

た。私は見た。見よ。黒い馬であった

。これに乗っている者は量りを手に持

っていた。 6すると私は、一つの声の

ようなものが、四つの生き物の間で、

こう言うのを聞いた。「小麦一枡は一

デナリ。大麦三枡も一デナリ。オリー

ブ油とぶどう酒に害を与えてはいけな

い。」 7小羊が第四の封印を解いたと

き、私は、第四の生き物の声が、「来

なさい。」と言うのを聞いた。 8私は

見た。見よ。青ざめた馬であった。こ

れに乗っている者の名は死といい、そ

のあとにはハデスがつき従った。彼ら

に地上の四分の一を剣とききんと死病

と地上の獣によって殺す権威が与えら

れた。 (Hadēs g86) 9小羊が第五の封印を

解いたとき、私は、神のことばと、自

分たちが立てたあかしとのために殺さ

れた人々のたましいが祭壇の下にいる

のを見た。 10彼らは大声で叫んで言

った。「聖なる、真実な主よ。いつま

でさばきを行なわず、地に住む者に私

たちの血の復讐をなさらないのですか

。」 11すると、彼らのひとりひとり

に白い衣が与えられた。そして彼らは

、「あなたがたと同じしもべ、また兄

弟たちで、あなたがたと同じように殺

されるはずの人々の数が満ちるまで、

もうしばらくの間、休んでいなさい。

」と言い渡された。 12私は見た。小

羊が第六の封印を解いたとき、大きな

地震が起こった。そして、太陽は毛の

荒布のように黒くなり、月の全面が血

のようになった。 13そして天の星が

地上に落ちた。それは、いちじくが、

大風に揺られて、青い実を振り落とす

ようであった。 14天は、巻き物が巻

かれるように消えてなくなり、すべて

の山や島がその場所から移された。 15

地上の王、高官、千人隊長、金持ち、

勇者、あらゆる奴隷と自由人が、ほら

穴と山の岩間に隠れ、 16山や岩に向
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かってこう言った。「私たちの上に倒

れかかって、御座にある方の御顔と小

羊の怒りとから、私たちをかくまって

くれ。 17御怒りの大いなる日が来た

のだ。だれがそれに耐えられよう。」

7この後、私は見た。四人の御使いが
地の四隅に立って、地の四方の風を

堅く押え、地にも海にもどんな木にも

、吹きつけないようにしていた。 2ま

た私は見た。もうひとりの御使いが、

生ける神の印を持って、日の出るほう

から上って来た。彼は、地をも海をも

そこなう権威を与えられた四人の御使

いたちに、大声で叫んで言った。 3「

私たちが神のしもべたちの額に印を押

してしまうまで、地にも海にも木にも

害を与えてはいけない。」 4それから

私が、印を押された人々の数を聞くと

、イスラエルの子孫のあらゆる部族の

者が印を押されていて、十四万四千人

であった。 5ユダの部族で印を押され

た者が一万二千人、ルベンの部族で一

万二千人、ガドの部族で一万二千人、

6アセルの部族で一万二千人、ナフタ

リの部族で一万二千人、マナセの部族

で一万二千人、 7シメオンの部族で一

万二千人、レビの部族で一万二千人、

イッサカルの部族で一万二千人、 8ゼ

ブルンの部族で一万二千人、ヨセフの

部族で一万二千人、ベニヤミンの部族

で一万二千人、印を押された者がいた

。 9その後、私は見た。見よ。あらゆ

る国民、部族、民族、国語のうちから

、だれにも数えきれぬほどの大ぜいの

群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を手

に持って、御座と小羊との前に立って

いた。 10彼らは、大声で叫んで言っ

た。「救いは、御座にある私たちの神

にあり、小羊にある。」 11御使いた

ちはみな、御座と長老たちと四つの生

き物との回りに立っていたが、彼らも

御座の前にひれ伏し、神を拝して、 12

言った。「アーメン。賛美と栄光と知

恵と感謝と誉れと力と勢いが、永遠に

私たちの神にあるように。アーメン。

」 (aiōn g165) 13長老のひとりが私に話し

かけて、「白い衣を着ているこの人た

ちは、いったいだれですか。どこから

来たのですか。」と言った。 14そこ

で、私は、「主よ。あなたこそ、ご存

じです。」と言った。すると、彼は私

にこう言った。「彼らは、大きな患難

から抜け出て来た者たちで、その衣を

小羊の血で洗って、白くしたのです。

15だから彼らは神の御座の前にいて、

聖所で昼も夜も、神に仕えているので

す。そして、御座に着いておられる方

も、彼らの上に幕屋を張られるのです

。 16彼らはもはや、飢えることもな

く、渇くこともなく、太陽もどんな炎

熱も彼らを打つことはありません。 17

なぜなら、御座の正面におられる小羊

が、彼らの牧者となり、いのちの水の

泉に導いてくださるからです。また、

神は彼らの目の涙をすっかりぬぐい取

ってくださるのです。」

8小羊が第七の封印を解いたとき、天
に半時間ばかり静けさがあった。 2

それから私は、神の御前に立つ七人の

御使いを見た。彼らに七つのラッパが

与えられた。 3また、もうひとりの御

使いが出て来て、金の香炉を持って祭

壇のところに立った。彼にたくさんの

香が与えられた。すべての聖徒の祈り

とともに、御座の前にある金の祭壇の

上にささげるためであった。 4香の煙
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は、聖徒たちの祈りとともに、御使い

の手から神の御前に立ち上った。 5そ

れから、御使いは、その香炉を取り、

祭壇の火でそれを満たしてから、地に

投げつけた。すると、雷鳴と声といな

ずまと地震が起こった。 6すると、七

つのラッパを持っていた七人の御使い

はラッパを吹く用意をした。 7第一の

御使いがラッパを吹き鳴らした。する

と、血の混じった雹と火とが現われ、

地上に投げられた。そして地上の三分

の一が焼け、木の三分の一も焼け、青

草が全部焼けてしまった。 8第二の御

使いがラッパを吹き鳴らした。すると

、火の燃えている大きな山のようなも

のが、海に投げ込まれた。そして海の

三分の一が血となった。 9すると、海

の中にいた、いのちのあるものの三分

の一が死に、舟の三分の一も打ちこわ

された。 10第三の御使いがラッパを

吹き鳴らした。すると、たいまつのよ

うに燃えている大きな星が天から落ち

て来て、川々の三分の一とその水源に

落ちた。 11この星の名は苦よもぎと

呼ばれ、川の水の三分の一は苦よもぎ

のようになった。水が苦くなったので

、その水のために多くの人が死んだ。

12第四の御使いがラッパを吹き鳴らし

た。すると、太陽の三分の一と、月の

三分の一と、星の三分の一とが打たれ

たので、三分の一は暗くなり、昼の三

分の一は光を失い、また夜も同様であ

った。 13また私は見た。一羽のわし

が中天を飛びながら、大声で言うのを

聞いた。「わざわいが来る。わざわい

が、わざわいが来る。地に住む人々に

。あと三人の御使いがラッパを吹き鳴

らそうとしている。」

9第五の御使いがラッパを吹き鳴らし
た。すると、私は一つの星が天から

地上に落ちるのを見た。その星には底

知れぬ穴を開くかぎが与えられた。

(Abyssos g12) 2その星が、底知れぬ穴を

開くと、穴から大きな炉の煙のような

煙が立ち上り、太陽も空も、この穴の

煙によって暗くなった。 (Abyssos g12) 3

その煙の中から、いなごが地上に出て

来た。彼らには、地のさそりの持つよ

うな力が与えられた。 4そして彼らは

、地の草やすべての青草や、すべての

木には害を加えないで、ただ、額に神

の印を押されていない人間にだけ害を

加えるように言い渡された。 5しかし

、人間を殺すことは許されず、ただ五

か月の間苦しめることだけが許された

。その与えた苦痛は、さそりが人を刺

したときのような苦痛であった。 6そ

の期間には、人々は死を求めるが、ど

うしても見いだせず、死を願うが、死

が彼らから逃げて行くのである。 7そ

のいなごの形は、出陣の用意の整った

馬に似ていた。頭に金の冠のようなも

のを着け、顔は人間の顔のようであっ

た。 8また女の髪のような毛があり、

歯は、ししの歯のようであった。 9ま

た、鉄の胸当てのような胸当てを着け

、その翼の音は、多くの馬に引かれた

戦車が、戦いに馳せつけるときの響き

のようであった。 10そのうえ彼らは

、さそりのような尾と針とを持ってお

り、尾には、五か月間人間に害を加え

る力があった。 11彼らは、底知れぬ

所の御使いを王にいただいている。彼

の名はヘブル語でアバドンといい、ギ

リシヤ語でアポリュオンという。

(Abyssos g12) 12第一のわざわいは過ぎ去
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った。見よ。この後なお二つのわざわ

いが来る。 13第六の御使いがラッパ

を吹き鳴らした。すると、私は神の御

前にある金の祭壇の四隅から出る声を

聞いた。 14その声がラッパを持って

いる第六の御使いに言った。「大川ユ

ーフラテスのほとりにつながれている

四人の御使いを解き放せ。」 15する

と、定められた時、日、月、年のため

に用意されていた四人の御使いが、人

類の三分の一を殺すために解き放され

た。 16騎兵の軍勢の数は二億であっ

た。私はその数を聞いた。 17私が幻

の中で見た馬とそれに乗る人たちの様

子はこうであった。騎兵は、火のよう

な赤、くすぶった青、燃える硫黄の色

の胸当てを着けており、馬の頭は、し

しの頭のようで、口からは火と煙と硫

黄とが出ていた。 18これらの三つの

災害、すなわち、彼らの口から出てい

る火と煙と硫黄とのために、人類の三

分の一は殺された。 19馬の力はその

口とその尾とにあって、その尾は蛇の

ようであり、それに頭があって、その

頭で害を加えるのである。 20これら

の災害によって殺されずに残った人々

は、その手のわざを悔い改めないで、

悪霊どもや、金、銀、銅、石、木で造

られた、見ることも聞くことも歩くこ

ともできない偶像を拝み続け、 21そ

の殺人や、魔術や、不品行や、盗みを

悔い改めなかった。

10また私は、もうひとりの強い御使
いが、雲に包まれて、天から降り

て来るのを見た。その頭上には虹があ

って、その顔は太陽のようであり、そ

の足は火の柱のようであった。 2その

手には開かれた小さな巻き物を持ち、

右足は海の上に、左足は地の上に置き

、 3ししがほえるときのように大声で

叫んだ。彼が叫んだとき、七つの雷が

おのおの声を出した。 4七つの雷が語

ったとき、私は書き留めようとした。

すると、天から声があって、「七つの

雷が言ったことは封じて、書きしるす

な。」と言うのを聞いた。 5それから

、私の見た海と地との上に立つ御使い

は、右手を天に上げて、 6永遠に生き

、天とその中にあるもの、地とその中

にあるもの、海とその中にあるものを

創造された方をさして、誓った。「も

はや時が延ばされることはない。 (aiōn

g165) 7第七の御使いが吹き鳴らそうと

しているラッパの音が響くその日には

、神の奥義は、神がご自身のしもべで

ある預言者たちに告げられたとおりに

成就する。」 8それから、前に私が天

から聞いた声が、また私に話しかけて

言った。「さあ行って、海と地との上

に立っている御使いの手にある、開か

れた巻き物を受け取りなさい。」 9そ

れで、私は御使いのところに行って、

「その小さな巻き物を下さい。」と言

った。すると、彼は言った。「それを

取って食べなさい。それはあなたの腹

には苦いが、あなたの口には蜜のよう

に甘い。」 10そこで、私は御使いの

手からその小さな巻き物を取って食べ

た。すると、それは口には蜜のように

甘かった。それを食べてしまうと、私

の腹は苦くなった。 11そのとき、彼

らは私に言った。「あなたは、もう一

度、もろもろの民族、国民、国語、王

たちについて預言しなければならない

。」



ヨハネの黙示録 370

11それから、私に杖のような測りざ
おが与えられた。すると、こう言

う者があった。「立って、神の聖所と

祭壇と、また、そこで礼拝している人

を測れ。 2聖所の外の庭は、異邦人に

与えられているゆえ、そのままに差し

置きなさい。測ってはいけない。彼ら

は聖なる都を四十二か月の間踏みにじ

る。 3それから、わたしがわたしのふ

たりの証人に許すと、彼らは荒布を着

て千二百六十日の間預言する。」 4彼

らは全地の主の御前にある二本のオリ

ーブの木、また二つの燭台である。 5

彼らに害を加えようとする者があれば

、火が彼らの口から出て、敵を滅ぼし

尽くす。彼らに害を加えようとする者

があれば、必ずこのように殺される。

6この人たちは、預言をしている期間

は雨が降らないように天を閉じる力を

持っており、また、水を血に変え、そ

のうえ、思うままに、何度でも、あら

ゆる災害をもって地を打つ力を持って

いる。 7そして彼らがあかしを終える

と、底知れぬ所から上って来る獣が、

彼らと戦って勝ち、彼らを殺す。

(Abyssos g12) 8彼らの死体は、霊的な理

解ではソドムやエジプトと呼ばれる大

きな都の大通りにさらされる。彼らの

主もその都で十字架につけられたので

ある。 9もろもろの民族、部族、国語

、国民に属する人々が、三日半の間、

彼らの死体をながめていて、その死体

を墓に納めることを許さない。 10ま

た地に住む人々は、彼らのことで喜び

祝って、互いに贈り物を贈り合う。そ

れは、このふたりの預言者が、地に住

む人々を苦しめたからである。 11し

かし、三日半の後、神から出たいのち

の息が、彼らにはいり、彼らが足で立

ち上がったので、それを見ていた人々

は非常な恐怖に襲われた。 12そのと

きふたりは、天から大きな声がして、

「ここに上れ。」と言うのを聞いた。

そこで、彼らは雲に乗って天に上った

。彼らの敵はそれを見た。 13そのと

き、大地震が起こって、都の十分の一

が倒れた。この地震のため七千人が死

に、生き残った人々は、恐怖に満たさ

れ、天の神をあがめた。 14第二のわ

ざわいは過ぎ去った。見よ。第三のわ

ざわいがすぐに来る。 15第七の御使

いがラッパを吹き鳴らした。すると、

天に大きな声々が起こって言った。「

この世の国は私たちの主およびそのキ

リストのものとなった。主は永遠に支

配される。」 (aiōn g165) 16それから、神

の御前で自分たちの座に着いている二

十四人の長老たちも、地にひれ伏し、

神を礼拝して、 17言った。「万物の

支配者、常にいまし、昔います神であ

る主。あなたが、その偉大な力を働か

せて、王となられたことを感謝します

。 18諸国の民は怒りました。しかし

、あなたの御怒りの日が来ました。死

者のさばかれる時、あなたのしもべで

ある預言者たち、聖徒たち、また小さ

い者も大きい者もすべてあなたの御名

を恐れかしこむ者たちに報いの与えら

れる時、地を滅ぼす者どもの滅ぼされ

る時です。」 19それから、天にある

、神の神殿が開かれた。神殿の中に、

契約の箱が見えた。また、いなずま、

声、雷鳴、地震が起こり、大きな雹が

降った。

12また、巨大なしるしが天に現われ
た。ひとりの女が太陽を着て、月
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を足の下に踏み、頭には十二の星の冠

をかぶっていた。 2この女は、みごも

っていたが、産みの苦しみと痛みのた

めに、叫び声をあげた。 3また、別の

しるしが天に現われた。見よ。大きな

赤い竜である。七つの頭と十本の角と

を持ち、その頭には七つの冠をかぶっ

ていた。 4その尾は、天の星の三分の

一を引き寄せると、それらを地上に投

げた。また、竜は子を産もうとしてい

る女の前に立っていた。彼女が子を産

んだとき、その子を食い尽くすためで

あった。 5女は男の子を産んだ。この

子は、鉄の杖をもって、すべての国々

の民を牧するはずである。その子は神

のみもと、その御座に引き上げられた

。 6女は荒野に逃げた。そこには、千

二百六十日の間彼女を養うために、神

によって備えられた場所があった。 7

さて、天に戦いが起こって、ミカエル

と彼の使いたちは、竜と戦った。それ

で、竜とその使いたちは応戦したが、

8勝つことができず、天にはもはや彼

らのいる場所がなくなった。 9こうし

て、この巨大な竜、すなわち、悪魔と

か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑

わす、あの古い蛇は投げ落とされた。

彼は地上に投げ落とされ、彼の使いど

もも彼とともに投げ落とされた。 10

そのとき私は、天で大きな声が、こう

言うのを聞いた。「今や、私たちの神

の救いと力と国と、また、神のキリス

トの権威が現われた。私たちの兄弟た

ちの告発者、日夜彼らを私たちの神の

御前で訴えている者が投げ落とされた

からである。 11兄弟たちは、小羊の

血と、自分たちのあかしのことばのゆ

えに彼に打ち勝った。彼らは死に至る

までもいのちを惜しまなかった。 12

それゆえ、天とその中に住む者たち。

喜びなさい。しかし、地と海とには、

わざわいが来る。悪魔が自分の時の短

いことを知り、激しく怒って、そこに

下ったからである。」 13自分が地上

に投げ落とされたのを知った竜は、男

の子を産んだ女を追いかけた。 14し

かし、女は大わしの翼を二つ与えられ

た。自分の場所である荒野に飛んで行

って、そこで一時と二時と半時の間、

蛇の前をのがれて養われるためであっ

た。 15ところが、蛇はその口から水

を川のように女のうしろへ吐き出し、

彼女を大水で押し流そうとした。 16

しかし、地は女を助け、その口を開い

て、竜が口から吐き出した川を飲み干

した。 17すると、竜は女に対して激

しく怒り、女の子孫の残りの者、すな

わち、神の戒めを守り、イエスのあか

しを保っている者たちと戦おうとして

出て行った。

13そして、彼は海べの砂の上に立っ
た。また私は見た。海から一匹の

獣が上って来た。これには十本の角と

七つの頭とがあった。その角には十の

冠があり、その頭には神をけがす名が

あった。 2私の見たその獣は、ひょう

に似ており、足は熊の足のようで、口

はししの口のようであった。竜はこの

獣に、自分の力と位と大きな権威とを

与えた。 3その頭のうちの一つは打ち

殺されたかと思われたが、その致命的

な傷も直ってしまった。そこで、全地

は驚いて、その獣に従い、 4そして、

竜を拝んだ。獣に権威を与えたのが竜

だからである。また彼らは獣をも拝ん

で、「だれがこの獣に比べられよう。
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だれがこれと戦うことができよう。」

と言った。 5この獣は、傲慢なことを

言い、けがしごとを言う口を与えられ

、四十二か月間活動する権威を与えら

れた。 6そこで、彼はその口を開いて

、神に対するけがしごとを言い始めた

。すなわち、神の御名と、その幕屋、

すなわち、天に住む者たちをののしっ

た。 7彼はまた聖徒たちに戦いをいど

んで打ち勝つことが許され、また、あ

らゆる部族、民族、国語、国民を支配

する権威を与えられた。 8地に住む者

で、ほふられた小羊のいのちの書に、

世の初めからその名の書きしるされて

いない者はみな、彼を拝むようになる

。 9耳のある者は聞きなさい。 10と

りこになるべき者は、とりこにされて

行く。剣で殺す者は、自分も剣で殺さ

れなければならない。ここに聖徒の忍

耐と信仰がある。 11また、私は見た

。もう一匹の獣が地から上って来た。

それには小羊のような二本の角があり

、竜のようにものを言った。 12この

獣は、最初の獣が持っているすべての

権威をその獣の前で働かせた。また、

地と地に住む人々に、致命的な傷の直

った最初の獣を拝ませた。 13また、

人々の前で、火を天から地に降らせる

ような大きなしるしを行なった。 14

また、あの獣の前で行なうことを許さ

れたしるしをもって地上に住む人々を

惑わし、剣の傷を受けながらもなお生

き返ったあの獣の像を造るように、地

上に住む人々に命じた。 15それから

、その獣の像に息を吹き込んで、獣の

像がもの言うことさえもできるように

し、また、その獣の像を拝まない者を

みな殺させた。 16また、小さい者に

も、大きい者にも、富んでいる者にも

、貧しい者にも、自由人にも、奴隷に

も、すべての人々にその右の手かその

額かに、刻印を受けさせた。 17また

、その刻印、すなわち、あの獣の名、

またはその名の数字を持っている者以

外は、だれも、買うことも、売ること

もできないようにした。 18ここに知

恵がある。思慮ある者はその獣の数字

を数えなさい。その数字は人間をさし

ているからである。その数字は六百六

十六である。

14また私は見た。見よ。小羊がシオ
ンの山の上に立っていた。また小

羊とともに十四万四千人の人たちがい

て、その額には小羊の名と、小羊の父

の名とがしるしてあった。 2私は天か

らの声を聞いた。大水の音のようで、

また、激しい雷鳴のようであった。ま

た、私の聞いたその声は、立琴をひく

人々が立琴をかき鳴らしている音のよ

うでもあった。 3彼らは、御座の前と

、四つの生き物および長老たちの前と

で、新しい歌を歌った。しかし地上か

ら贖われた十四万四千人のほかには、

だれもこの歌を学ぶことができなかっ

た。 4彼らは女によって汚されたこと

のない人々である。彼らは童貞なので

ある。彼らは、小羊が行く所には、ど

こにでもついて行く。彼らは、神およ

び小羊にささげられる初穂として、人

々の中から贖われたのである。 5彼ら

の口には偽りがなかった。彼らは傷の

ない者である。 6また私は、もうひと

りの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼

は、地上に住む人々、すなわち、あら

ゆる国民、部族、国語、民族に宣べ伝

えるために、永遠の福音を携えていた
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。 (aiōnios g166) 7彼は大声で言った。「

神を恐れ、神をあがめよ。神のさばき

の時が来たからである。天と地と海と

水の源を創造した方を拝め。」 8また

、第二の、別の御使いが続いてやって

来て、言った。「大バビロンは倒れた

。倒れた。激しい御怒りを引き起こす

その不品行のぶどう酒を、すべての国

々の民に飲ませた者。」 9また、第三

の、別の御使いも、彼らに続いてやっ

て来て、大声で言った。「もし、だれ

でも、獣とその像を拝み、自分の額か

手かに刻印を受けるなら、 10そのよ

うな者は、神の怒りの杯に混ぜ物なし

に注がれた神の怒りのぶどう酒を飲む

。また、聖なる御使いたちと小羊との

前で、火と硫黄とで苦しめられる。 11

そして、彼らの苦しみの煙は、永遠に

までも立ち上る。獣とその像とを拝む

者、まただれでも獣の名の刻印を受け

る者は、昼も夜も休みを得ない。 (aiōn

g165) 12神の戒めを守り、イエスに対す

る信仰を持ち続ける聖徒たちの忍耐は

ここにある。」 13また私は、天から

こう言っている声を聞いた。「書きし

るせ。『今から後、主にあって死ぬ死

者は幸いである。』」御霊も言われる

。「しかり。彼らはその労苦から解き

放されて休むことができる。彼らの行

ないは彼らについて行くからである。

」 14また、私は見た。見よ。白い雲

が起こり、その雲に人の子のような方

が乗っておられた。頭には金の冠をか

ぶり、手には鋭いかまを持っておられ

た。 15すると、もうひとりの御使い

が聖所から出て来て、雲に乗っておら

れる方に向かって大声で叫んだ。「か

まを入れて刈り取ってください。地の

穀物は実ったので、取り入れる時が来

ましたから。」 16そこで、雲に乗っ

ておられる方が、地にかまを入れると

地は刈り取られた。 17また、もうひ

とりの御使いが、天の聖所から出て来

たが、この御使いも、鋭いかまを持っ

ていた。 18すると、火を支配する権

威を持ったもうひとりの御使いが、祭

壇から出て来て、鋭いかまを持つ御使

いに大声で叫んで言った。「その鋭い

かまを入れ、地のぶどうのふさを刈り

集めよ。ぶどうはすでに熟しているの

だから。」 19そこで御使いは地にか

まを入れ、地のぶどうを刈り集めて、

神の激しい怒りの大きな酒ぶねに投げ

入れた。 20その酒ぶねは都の外で踏

まれたが、血は、その酒ぶねから流れ

出て、馬のくつわに届くほどになり、

千六百スタディオンに広がった。

15また私は、天にもう一つの巨大な
驚くべきしるしを見た。七人の御

使いが、最後の七つの災害を携えてい

た。神の激しい怒りはここに窮まるの

である。 2私は、火の混じった、ガラ

スの海のようなものを見た。獣と、そ

の像と、その名を示す数字とに打ち勝

った人々が、神の立琴を手にして、こ

のガラスの海のほとりに立っていた。

3彼らは、神のしもべモーセの歌と小

羊の歌とを歌って言った。「あなたの

みわざは偉大であり、驚くべきもので

す。主よ。万物の支配者である神よ。

あなたの道は正しく、真実です。もろ

もろの民の王よ。 4主よ。だれかあな

たを恐れず、御名をほめたたえない者

があるでしょうか。ただあなただけが

、聖なる方です。すべての国々の民は

来て、あなたの御前にひれ伏します。
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あなたの正しいさばきが、明らかにさ

れたからです。」 5その後、また私は

見た。天にある、あかしの幕屋の聖所

が開いた。 6そしてその聖所から、七

つの災害を携えた七人の御使いが出て

来た。彼らは、きよい光り輝く亜麻布

を着て、胸には金の帯を締めていた。

7また、四つの生き物の一つが、永遠

に生きておられる神の御怒りの満ちた

七つの金の鉢を、七人の御使いに渡し

た。 (aiōn g165) 8聖所は神の栄光と神の

大能から立ち上る煙で満たされ、七人

の御使いたちの七つの災害が終わるま

では、だれもその聖所に、はいること

ができなかった。

16また、私は、大きな声が聖所から
出て、七人の御使いに言うのを聞

いた。「行って、神の激しい怒りの七

つの鉢を、地に向けてぶちまけよ。」

2そこで、第一の御使いが出て行き、

鉢を地に向けてぶちまけた。すると、

獣の刻印を受けている人々と、獣の像

を拝む人々に、ひどい悪性のはれもの

ができた。 3第二の御使いが鉢を海に

ぶちまけた。すると、海は死者の血の

ような血になった。海の中のいのちの

あるものは、みな死んだ。 4第三の御

使いが鉢を川と水の源とにぶちまけた

。すると、それらは血になった。 5ま

た私は、水をつかさどる御使いがこう

言うのを聞いた。「常にいまし、昔い

ます聖なる方。あなたは正しい方です

。なぜならあなたは、このようなさば

きをなさったからです。 6彼らは聖徒

たちや預言者たちの血を流しましたが

、あなたは、その血を彼らに飲ませま

した。彼らは、そうされるにふさわし

い者たちです。」 7また私は、祭壇が

こう言うのを聞いた。「しかり。主よ

。万物の支配者である神よ。あなたの

さばきは真実な、正しいさばきです。

」 8第四の御使いが鉢を太陽に向けて

ぶちまけた。すると、太陽は火で人々

を焼くことを許された。 9こうして、

人々は激しい炎熱によって焼かれた。

しかも、彼らは、これらの災害を支配

する権威を持つ神の御名に対してけが

しごとを言い、悔い改めて神をあがめ

ることをしなかった。 10第五の御使

いが鉢を獣の座にぶちまけた。すると

、獣の国は暗くなり、人々は苦しみの

あまり舌をかんだ。 11そして、その

苦しみと、はれものとのゆえに、天の

神に対してけがしごとを言い、自分の

行ないを悔い改めようとしなかった。

12第六の御使いが鉢を大ユーフラテス

川にぶちまけた。すると、水は、日の

出るほうから来る王たちに道を備える

ために、かれてしまった。 13また、

私は竜の口と、獣の口と、にせ預言者

の口とから、かえるのような汚れた霊

どもが三つ出て来るのを見た。 14彼

らはしるしを行なう悪霊どもの霊であ

る。彼らは全世界の王たちのところに

出て行く。万物の支配者である神の大

いなる日の戦いに備えて、彼らを集め

るためである。 15――見よ。わたし

は盗人のように来る。目をさまして、

身に着物を着け、裸で歩く恥を人に見

られないようにする者は幸いである。

―― 16こうして彼らは、ヘブル語で

ハルマゲドンと呼ばれる所に王たちを

集めた。 17第七の御使いが鉢を空中

にぶちまけた。すると、大きな声が御

座を出て、聖所の中から出て来て、「

事は成就した。」と言った。 18する
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と、いなずまと声と雷鳴があり、大き

な地震があった。この地震は人間が地

上に住んで以来、かつてなかったほど

のもので、それほどに大きな、強い地

震であった。 19また、あの大きな都

は三つに裂かれ、諸国の民の町々は倒

れた。そして、大バビロンは、神の前

に覚えられて、神の激しい怒りのぶど

う酒の杯を与えられた。 20島はすべ

て逃げ去り、山々は見えなくなった。

21また、一タラントほどの大きな雹が

、人々の上に天から降って来た。人々

は、この雹の災害のため、神にけがし

ごとを言った。その災害が非常に激し

かったからである。

17また、七つの鉢を持つ七人の御使
いのひとりが来て、私に話して、

こう言った。「ここに来なさい。大水

の上にすわっている大淫婦へのさばき

を見せましょう。 2地の王たちは、こ

の女と不品行を行ない、地に住む人々

も、この女の不品行のぶどう酒に酔っ

たのです。」 3それから、御使いは、

御霊に感じた私を荒野に連れて行った

。すると私は、ひとりの女が緋色の獣

に乗っているのを見た。その獣は神を

けがす名で満ちており、七つの頭と十

本の角を持っていた。 4この女は紫と

緋の衣を着ていて、金と宝石と真珠と

で身を飾り、憎むべきものや自分の不

品行の汚れでいっぱいになった金の杯

を手に持っていた。 5その額には、意

味の秘められた名が書かれていた。す

なわち、「すべての淫婦と地の憎むべ

きものとの母、大バビロン。」という

名であった。 6そして、私はこの女が

、聖徒たちの血とイエスの証人たちの

血に酔っているのを見た。私はこの女

を見たとき、非常に驚いた。 7すると

、御使いは私にこう言った。「なぜ驚

くのですか。私は、あなたに、この女

の秘義と、この女を乗せた、七つの頭

と十本の角とを持つ獣の秘義とを話し

てあげましょう。 8あなたの見た獣は

、昔いたが、今はいません。しかし、

やがて底知れぬ所から上って来ます。

そして彼は、ついには滅びます。地上

に住む者たちで、世の初めからいのち

の書に名を書きしるされていない者は

、その獣が、昔はいたが、今はおらず

、やがて現われるのを見て驚きます。

(Abyssos g12) 9ここに知恵の心がありま

す。七つの頭とは、この女がすわって

いる七つの山で、七人の王たちのこと

です。 10五人はすでに倒れたが、ひ

とりは今おり、ほかのひとりは、まだ

来ていません。しかし彼が来れば、し

ばらくの間とどまるはずです。 11ま

た、昔いたが今はいない獣について言

えば、彼は八番目でもありますが、先

の七人のうちのひとりです。そして彼

はついには滅びます。 12あなたが見

た十本の角は、十人の王たちで、彼ら

は、まだ国を受けてはいませんが、獣

とともに、一時だけ王の権威を受けま

す。 13この者どもは心を一つにして

おり、自分たちの力と権威とをその獣

に与えます。 14この者どもは小羊と

戦いますが、小羊は彼らに打ち勝ちま

す。なぜならば、小羊は主の主、王の

王だからです。また彼とともにいる者

たちは、召された者、選ばれた者、忠

実な者だからです。」 15御使いはま

た私に言った。「あなたが見た水、す

なわち淫婦がすわっている所は、もろ

もろの民族、群衆、国民、国語です。
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16あなたが見た十本の角と、あの獣と

は、その淫婦を憎み、彼女を荒廃させ

、裸にし、その肉を食い、彼女を火で

焼き尽くすようになります。 17それ

は、神が、みことばの成就するときま

で、神のみこころを行なう思いを彼ら

の心に起こさせ、彼らが心を一つにし

て、その支配権を獣に与えるようにさ

れたからです。 18あなたが見たあの

女は、地上の王たちを支配する大きな

都のことです。」

18この後、私は、もうひとりの御使
いが、大きな権威を帯びて、天か

ら下って来るのを見た。地はその栄光

のために明るくなった。 2彼は力強い

声で叫んで言った。「倒れた。大バビ

ロンが倒れた。そして、悪霊の住まい

、あらゆる汚れた霊どもの巣くつ、あ

らゆる汚れた、憎むべき鳥どもの巣く

つとなった。 3それは、すべての国々

の民が、彼女の不品行に対する激しい

御怒りのぶどう酒を飲み、地上の王た

ちは、彼女と不品行を行ない、地上の

商人たちは、彼女の極度の好色によっ

て富を得たからである。」 4それから

、私は、天からのもう一つの声がこう

言うのを聞いた。「わが民よ。この女

から離れなさい。その罪にあずからな

いため、また、その災害を受けないた

めです。 5なぜなら、彼女の罪は積み

重なって天にまで届き、神は彼女の不

正を覚えておられるからです。 6あな

たがたは、彼女が支払ったものをその

まま彼女に返し、彼女の行ないに応じ

て二倍にして戻しなさい。彼女が混ぜ

合わせた杯の中には、彼女のために二

倍の量を混ぜ合わせなさい。 7彼女が

自分を誇り、好色にふけったと同じだ

けの苦しみと悲しみとを、彼女に与え

なさい。彼女は心の中で『私は女王の

座に着いている者であり、やもめでは

ないから、悲しみを知らない。』と言

うからです。 8それゆえ一日のうちに

、さまざまの災害、すなわち死病、悲

しみ、飢えが彼女を襲い、彼女は火で

焼き尽くされます。彼女をさばく神で

ある主は力の強い方だからです。 9彼

女と不品行を行ない、好色にふけった

地上の王たちは、彼女が火で焼かれる

煙を見ると、彼女のことで泣き、悲し

みます。 10彼らは、彼女の苦しみを

恐れたために、遠く離れて立っていて

、こう言います。『わざわいが来た。

わざわいが来た。大きな都よ。力強い

都、バビロンよ。あなたのさばきは、

一瞬のうちに来た。』 11また、地上

の商人たちは彼女のことで泣き悲しみ

ます。もはや彼らの商品を買う者がだ

れもいないからです。 12商品とは、

金、銀、宝石、真珠、麻布、紫布、絹

、緋布、香木、さまざまの象牙細工、

高価な木や銅や鉄や大理石で造ったあ

らゆる種類の器具、 13また、肉桂、

香料、香、香油、乳香、ぶどう酒、オ

リーブ油、麦粉、麦、牛、羊、それに

馬、車、奴隷、また人のいのちです。

14また、あなたの心の望みである熟し

たくだものは、あなたから遠ざかって

しまい、あらゆるはでな物、はなやか

な物は消えうせて、もはや、決してそ

れらの物を見いだすことができません

。 15これらの物を商って彼女から富

を得ていた商人たちは、彼女の苦しみ

を恐れたために、遠く離れて立ってい

て、泣き悲しんで、 16言います。『

わざわいが来た。わざわいが来た。麻
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布、紫布、緋布を着て、金、宝石、真

珠を飾りにしていた大きな都よ。 17

あれほどの富が、一瞬のうちに荒れす

たれてしまった。』また、すべての船

長、すべての船客、水夫、海で働く者

たちも、遠く離れて立っていて、 18

彼女が焼かれる煙を見て、叫んで言い

ました。『このすばらしい都のような

所がほかにあろうか。』 19それから

、彼らは、頭にちりをかぶって、泣き

悲しみ、叫んで言いました。『わざわ

いが来た。わざわいが来た。大きな都

よ。海に舟を持つ者はみな、この都の

おごりによって富を得ていたのに、そ

れが一瞬のうちに荒れすたれるとは。

』 20おお、天よ、聖徒たちよ、使徒

たちよ、預言者たちよ。この都のこと

で喜びなさい。神は、あなたがたのた

めに、この都にさばきを宣告されたか

らです。」 21また、ひとりの強い御

使いが、大きい、ひき臼のような石を

取り上げ、海に投げ入れて言った。「

大きな都バビロンは、このように激し

く打ち倒されて、もはやなくなって消

えうせてしまう。 22立琴をひく者、

歌を歌う者、笛を吹く者、ラッパを鳴

らす者の声は、もうおまえのうちに聞

かれなくなる。あらゆる技術を持った

職人たちも、もうおまえのうちに見ら

れなくなる。ひき臼の音も、もうおま

えのうちに聞かれなくなる。 23とも

しびの光は、もうおまえのうちに輝か

なくなる。花婿、花嫁の声も、もうお

まえのうちに聞かれなくなる。なぜな

ら、おまえの商人たちは地上の力ある

者どもで、すべての国々の民がおまえ

の魔術にだまされていたからだ。 24

また、預言者や聖徒たちの血、および

地上で殺されたすべての人々の血が、

この都の中に見いだされたからだ。」

19この後、私は、天に大群衆の大き
い声のようなものが、こう言うの

を聞いた。「ハレルヤ。救い、栄光、

力は、われらの神のもの。 2神のさば

きは真実で、正しいからである。神は

不品行によって地を汚した大淫婦をさ

ばき、ご自分のしもべたちの血の報復

を彼女にされたからである。」 3彼ら

は再び言った。「ハレルヤ。彼女の煙

は永遠に立ち上る。」 (aiōn g165) 4する

と、二十四人の長老と四つの生き物は

ひれ伏し、御座についておられる神を

拝んで、「アーメン。ハレルヤ。」と

言った。 5また、御座から声が出て言

った。「すべての、神のしもべたち。

小さい者も大きい者も、神を恐れかし

こむ者たちよ。われらの神を賛美せよ

。」 6また、私は大群衆の声、大水の

音、激しい雷鳴のようなものが、こう

言うのを聞いた。「ハレルヤ。万物の

支配者である、われらの神である主は

王となられた。 7私たちは喜び楽しみ

、神をほめたたえよう。小羊の婚姻の

時が来て、花嫁はその用意ができたの

だから。 8花嫁は、光り輝く、きよい

麻布の衣を着ることを許された。その

麻布とは、聖徒たちの正しい行ないで

ある。」 9御使いは私に「小羊の婚宴

に招かれた者は幸いだ、と書きなさい

。」と言い、また、「これは神の真実

のことばです。」と言った。 10そこ

で、私は彼を拝もうとして、その足も

とにひれ伏した。すると、彼は私に言

った。「いけません。私は、あなたや

、イエスのあかしを堅く保っているあ

なたの兄弟たちと同じしもべです。神
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を拝みなさい。イエスのあかしは預言

の霊です。」 11また、私は開かれた

天を見た。見よ。白い馬がいる。それ

に乗った方は、「忠実また真実。」と

呼ばれる方であり、義をもってさばき

をし、戦いをされる。 12その目は燃

える炎であり、その頭には多くの王冠

があって、ご自身のほかだれも知らな

い名が書かれていた。 13その方は血

に染まった衣を着ていて、その名は「

神のことば」と呼ばれた。 14天にあ

る軍勢はまっ白な、きよい麻布を着て

、白い馬に乗って彼につき従った。 15

この方の口からは諸国の民を打つため

に、鋭い剣が出ていた。この方は、鉄

の杖をもって彼らを牧される。この方

はまた、万物の支配者である神の激し

い怒りの酒ぶねを踏まれる。 16その

着物にも、ももにも、「王の王、主の

主。」という名が書かれていた。 17

また私は、太陽の中にひとりの御使い

が立っているのを見た。彼は大声で叫

び、中天を飛ぶすべての鳥に言った。

「さあ、神の大宴会に集まり、 18王

の肉、千人隊長の肉、勇者の肉、馬と

それに乗る者の肉、すべての自由人と

奴隷、小さい者と大きい者の肉を食べ

よ。」 19また私は、獣と地上の王た

ちとその軍勢が集まり、馬に乗った方

とその軍勢と戦いを交えるのを見た。

20すると、獣は捕えられた。また、獣

の前でしるしを行ない、それによって

獣の刻印を受けた人々と獣の像を拝む

人々とを惑わしたあのにせ預言者も、

彼といっしょに捕えられた。そして、

このふたりは、硫黄の燃えている火の

池に、生きたままで投げ込まれた。

(Limnē Pyr g3041 g4442) 21残りの者たちも、

馬に乗った方の口から出る剣によって

殺され、すべての鳥が、彼らの肉を飽

きるほどに食べた。

20また私は、御使いが底知れぬ所の
かぎと大きな鎖とを手に持って、

天から下って来るのを見た。 (Abyssos

g12) 2彼は、悪魔でありサタンである

竜、あの古い蛇を捕え、これを千年の

間縛って、 3底知れぬ所に投げ込んで

、そこを閉じ、その上に封印して、千

年の終わるまでは、それが諸国の民を

惑わすことのないようにした。サタン

は、そのあとでしばらくの間、解き放

されなければならない。 (Abyssos g12) 4

また私は、多くの座を見た。彼らはそ

の上にすわった。そしてさばきを行な

う権威が彼らに与えられた。また私は

、イエスのあかしと神のことばとのゆ

えに首をはねられた人たちのたましい

と、獣やその像を拝まず、その額や手

に獣の刻印を押されなかった人たちを

見た。彼らは生き返って、キリストと

ともに、千年の間王となった。 5その

ほかの死者は、千年の終わるまでは、

生き返らなかった。これが第一の復活

である。 6この第一の復活にあずかる

者は幸いな者、聖なる者である。この

人々に対しては、第二の死は、なんの

力も持っていない。彼らは神とキリス

トとの祭司となり、キリストとともに

、千年の間王となる。 7しかし千年の

終わりに、サタンはその牢から解き放

され、 8地の四方にある諸国の民、す

なわち、ゴグとマゴグを惑わすために

出て行き、戦いのために彼らを召集す

る。彼らの数は海べの砂のようである

。 9彼らは、地上の広い平地に上って

来て、聖徒たちの陣営と愛された都と



ヨハネの黙示録379

を取り囲んだ。すると、天から火が降

って来て、彼らを焼き尽くした。 10

そして、彼らを惑わした悪魔は火と硫

黄との池に投げ込まれた。そこは獣も

、にせ預言者もいる所で、彼らは永遠

に昼も夜も苦しみを受ける。 (aiōn g165,

Limnē Pyr g3041 g4442) 11また私は、大きな

白い御座と、そこに着座しておられる

方を見た。地も天もその御前から逃げ

去って、あとかたもなくなった。 12

また私は、死んだ人々が、大きい者も

、小さい者も御座の前に立っているの

を見た。そして、数々の書物が開かれ

た。また、別の一つの書物も開かれた

が、それは、いのちの書であった。死

んだ人々は、これらの書物に書きしる

されているところに従って、自分の行

ないに応じてさばかれた。 13海はそ

の中にいる死者を出し、死もハデスも

、その中にいる死者を出した。そして

人々はおのおの自分の行ないに応じて

さばかれた。 (Hadēs g86) 14それから、

死とハデスとは、火の池に投げ込まれ

た。これが第二の死である。 (Hadēs g86,

Limnē Pyr g3041 g4442) 15いのちの書に名の

しるされていない者はみな、この火の

池に投げ込まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442)

21また私は、新しい天と新しい地と
を見た。以前の天と、以前の地は

過ぎ去り、もはや海もない。 2私はま

た、聖なる都、新しいエルサレムが、

夫のために飾られた花嫁のように整え

られて、神のみもとを出て、天から下

って来るのを見た。 3そのとき私は、

御座から出る大きな声がこう言うのを

聞いた。「見よ。神の幕屋が人ととも

にある。神は彼らとともに住み、彼ら

はその民となる。また、神ご自身が彼

らとともにおられて、 4彼らの目の涙

をすっかりぬぐい取ってくださる。も

はや死もなく、悲しみ、叫び、苦しみ

もない。なぜなら、以前のものが、も

はや過ぎ去ったからである。」 5する

と、御座に着いておられる方が言われ

た。「見よ。わたしは、すべてを新し

くする。」また言われた。「書きしる

せ。これらのことばは、信ずべきもの

であり、真実である。」 6また言われ

た。「事は成就した。わたしはアルフ

ァであり、オメガである。最初であり

、最後である。わたしは、渇く者には

、いのちの水の泉から、価なしに飲ま

せる。 7勝利を得る者は、これらのも

のを相続する。わたしは彼の神となり

、彼はわたしの子となる。 8しかし、

おくびょう者、不信仰の者、憎むべき

者、人を殺す者、不品行の者、魔術を

行なう者、偶像を拝む者、すべて偽り

を言う者どもの受ける分は、火と硫黄

との燃える池の中にある。これが第二

の死である。」 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9ま

た、最後の七つの災害の満ちているあ

の七つの鉢を持っていた七人の御使い

のひとりが来た。彼は私に話して、こ

う言った。「ここに来なさい。私はあ

なたに、小羊の妻である花嫁を見せま

しょう。」 10そして、御使いは御霊

によって私を大きな高い山に連れて行

って、聖なる都エルサレムが神のみも

とを出て、天から下って来るのを見せ

た。 11都には神の栄光があった。そ

の輝きは高価な宝石に似ており、透き

通った碧玉のようであった。 12都に

は大きな高い城壁と十二の門があって

、それらの門には十二人の御使いがお

り、イスラエルの子らの十二部族の名
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が書いてあった。 13東に三つの門、

北に三つの門、南に三つの門、西に三

つの門があった。 14また、都の城壁

には十二の土台石があり、それには、

小羊の十二使徒の十二の名が書いてあ

った。 15また、私と話していた者は

都とその門とその城壁とを測る金の測

りざおを持っていた。 16都は四角で

、その長さと幅は同じである。彼がそ

のさおで都を測ると、一万二千スタデ

ィオンあった。長さも幅も高さも同じ

である。 17また、彼がその城壁を測

ると、人間の尺度で百四十四ペーキュ

スあった。これが御使いの尺度でもあ

った。 18その城壁は碧玉で造られ、

都は混じりけのないガラスに似た純金

でできていた。 19都の城壁の土台石

はあらゆる宝石で飾られていた。第一

の土台石は碧玉、第二はサファイヤ、

第三は玉髄、第四は緑玉、 20第五は

赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は

貴かんらん石、第八は緑柱石、第九は

黄玉、第十は緑玉髄、第十一は青玉、

第十二は紫水晶であった。 21また、

十二の門は十二の真珠であった。どの

門もそれぞれ一つの真珠からできてい

た。都の大通りは、透き通ったガラス

のような純金であった。 22私は、こ

の都の中に神殿を見なかった。それは

、万物の支配者である、神であられる

主と、小羊とが都の神殿だからである

。 23都には、これを照らす太陽も月

もいらない。というのは、神の栄光が

都を照らし、小羊が都のあかりだから

である。 24諸国の民が、都の光によ

って歩み、地の王たちはその栄光を携

えて都に来る。 25都の門は一日中決

して閉じることがない。そこには夜が

ないからである。 26こうして、人々

は諸国の民の栄光と誉れとを、そこに

携えて来る。 27しかし、すべて汚れ

た者や、憎むべきことと偽りとを行な

う者は、決して都にはいれない。小羊

のいのちの書に名が書いてある者だけ

が、はいることができる。

22御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。そ

れは神と小羊との御座から出て、 2都

の大通りの中央を流れていた。川の両

岸には、いのちの木があって、十二種

の実がなり、毎月、実ができた。また

、その木の葉は諸国の民をいやした。

3もはや、のろわれるものは何もない

。神と小羊との御座が都の中にあって

、そのしもべたちは神に仕え、 4神の

御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には

神の名がついている。 5もはや夜がな

い。神である主が彼らを照らされるの

で、彼らにはともしびの光も太陽の光

もいらない。彼らは永遠に王である。

(aiōn g165) 6御使いはまた私に、「これ

らのことばは、信ずべきものであり、

真実なのです。」と言った。預言者た

ちのたましいの神である主は、その御

使いを遣わし、すぐに起こるべき事を

、そのしもべたちに示そうとされたの

である。 7「見よ。わたしはすぐに来

る。この書の預言のことばを堅く守る

者は、幸いである。」 8これらのこと

を聞き、また見たのは私ヨハネである

。私が聞き、また見たとき、それらの

ことを示してくれた御使いの足もとに

、ひれ伏して拝もうとした。 9すると

、彼は私に言った。「やめなさい。私

は、あなたや、あなたの兄弟である預

言者たちや、この書のことばを堅く守
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る人々と同じしもべです。神を拝みな

さい。」 10また、彼は私に言った。

「この書の預言のことばを封じてはい

けない。時が近づいているからである

。 11不正を行なう者はますます不正

を行ない、汚れた者はますます汚れを

行ないなさい。正しい者はいよいよ正

しいことを行ない、きよい者はいよい

よきよきことを行ないなさい。」 12

「見よ。わたしはすぐに来る。わたし

はそれぞれのしわざに応じて報いるた

めに、わたしの報いを携えて来る。 13

わたしはアルファであり、オメガであ

る。最初であり、最後である。初めで

あり、終わりである。」 14自分の着

物を洗って、いのちの木の実を食べる

権利を与えられ、門を通って都にはい

れるようになる者は、幸いである。 15

犬ども、魔術を行なう者、不品行の者

、人殺し、偶像を拝む者、好んで偽り

を行なう者はみな、外に出される。 16

「わたし、イエスは御使いを遣わして

、諸教会について、これらのことをあ

なたがたにあかしした。わたしはダビ

デの根、また子孫、輝く明けの明星で

ある。」 17御霊も花嫁も言う。「来

てください。」これを聞く者は、「来

てください。」と言いなさい。渇く者

は来なさい。いのちの水がほしい者は

、それをただで受けなさい。 18私は

、この書の預言のことばを聞くすべて

の者にあかしする。もし、これにつけ

加える者があれば、神はこの書に書い

てある災害をその人に加えられる。 19

また、この預言の書のことばを少しで

も取り除く者があれば、神は、この書

に書いてあるいのちの木と聖なる都か

ら、その人の受ける分を取り除かれる

。 20これらのことをあかしする方が

こう言われる。「しかり。わたしはす

ぐに来る。」アーメン。主イエスよ、

来てください。 21主イエスの恵みが

すべての者とともにあるように。アー

メン。
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運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek
words typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies,
Heaven or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different
purposes, different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old
Testament Sheol and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5)
Limnē Pyr, 6) Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason
to review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the
Goats at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew
25:31-46 and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively
suggests that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do
know that Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2.
We also know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and
unbeliever alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke
23:43, while unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain,
Luke 16:19-31. Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all
unbelievers is before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is
evacuated, Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind?
Jesus promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks,
“Hades where is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,”
Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock
death and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning
to “be afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards!
Hades will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into
the Lake of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown
into the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised,
Revelation 21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into
the fire?” Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid.
Instead, read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the
identity of the Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me,
you cursed, into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’”
Matthew 25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. “If the first fruit is holy, so is the lump,” Romans 11:16. Though unbelievers will
suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never enter the Lake of
Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all mankind will
worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.
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